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Caution  rises)    Is 二 

結局 私 は 何んだ What  am  I  after  all? ( 1S6 リ)… g 一二 

私の 手 を 握る 君が 誰で あらう と whoever 
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B の 人り に 私が 聞く 時に When  I  Heard  at 
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私 は攻擊 されて ゐ るの を 聞く  I  sear  it  was 
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ing (186  〕  s 

炬火 Torch  (I860〕  SIS 

この 瞬間 あこがれの 物 思 はしき This  m  ment, 
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搖り 動き やまぬ 栋籃 から Out  of  t ぶ e  Cradle 

Endlessly  Rocking  (Is^o)  
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crcci&ed  ( I860〕  震 

汝、 法廷の 審判に 立てる 極重惡 人よ  一， ou  Felons 

on  rnal  in  rourts  (18ひリ〕  ■•:  ra^ 

名 も な い 寶婦 に To  a  Common  P.  ostitute. 

(IS60)   0 

見 も 知らぬ 人に To  a  Stranger  (1: 6〕)  0 
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さ乂げ もの offerings  ( I860)  IKO 
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敬で はない 私に 入寇す るの は Net  my  Enemies 

ev2:  invale  me.  (180" I cn   2 六 一 

大統領 リ ン 力，' ン追 頌歌 President  Lincoln ぶ 

rharial  Hymn  (18^5 1 6)  四ニ 

璧 なる 死の 攝き Whispers  of  heavenly  De- 

ath (186516〕  1 

群衆 —— その 海原の さかまく 波間から pit  of 

the  rollin"  Oc ひ an,  the  crowd  fli^c f ひン  

畑から 來な よお 父 Come  0"t  from  t ぽ Fields, 

Father.  (I 〔615 1 6 J  s 
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wli m  i  otten  aad  silently  come  (18ひ0ン  ^八七 

時た ま 私の 愛する ものに 對 して Sometimes 

with  one  I love  (18ひ0)  お八 七 

私に 似た 大地 Earth!  My  Likeness  (Iseo〕  ぉ八气 

博 名 を 知り 得た 時 when  I  peruse  the  conquer-d 

Fame  (1 ま。)  B.X 人 

私達 二人の 若者 は 互 ひに 相 倚りながら We  two 

lioys  together  clindn^  (1£ひ0〕  J; 八 九 

私 は 愛慾に もだえる その 人 だ I  am  He  that 
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老 船長の 幻覺 

老 船長 

水夫 長 

老 船長の 孫娘 

兩 商の シン ハリ ー ス人 

B ヴ 難破船より 救 はれし 人々) 

C  一  ^§ 

醫師の 娘  一 

Topsail  Schooner の 船^なる 船長室。 狭き や 内に は 諸 國の寫 眞^ 念 品な ど 所 狭き まで 飾リ あり" 中央の 卓 ヒには 太なる 

海^と^ 脚 器と 置かる。 

船窓の 彼方に は、 刻々 に 移ら ふ 暴風 模様の^ の色兑 やらる。 

^^く。 老船長 獨リ。 

船長 寢 床の ヒに横 はりて あり。 暫くして 頭 を檫げ * 沲阖を 眺め、 雨脚 器 を 取り ヒげて 距離 を 計らん とせし が、 |0れ に そ 

老^^の 幻覺  H 


^お 武郞仝 集 ^ 

を擲 ちて、 仰向けに 床ヒ に橫 はり、 一 つの 寫厲を 取リヒ けて 眺めたがら 默 想に 沈む。 風の 音" 

哲く し て 孫娘-:！' を 開きて 弒 だけ 出し、 

孫 I お！ g 父 様 …… お 祖父 様って ば …… 船 は 出さな いんで せう。 

老 —— (沈 想に 耽りながら) うむ、 出す の だ j 

孫 II 出さな いんで せう。 

老 I (返事せ ず) 

孫 —— ^つて 水夫 長が さう 云って ゐ ました もの。 (部屋に 這 入り 來 りて 海圜の 前に 立ち〕 今 何 處にゐ るの こ の 船 は。 

(船長の 默 せる を 見て) まだお 頭が 痛む の。 

老 —— 痛い な。 …… 水夫 長はゐ るか。 

孫 —— え、、 ゐ てよ。 

老 I 呼んで 來て くんな。 

孫媞^ 場。 

暫くして A、  B、  c、 突然 室内に 現 はる。 A は 老人。 B は 若き 商人。 C は世帶 染みた 中^の II 人。 三人の 云 ふ 事 は老船 

長に のみ 聞こえ、 姿は老 船長に のみ 见ゅ" 

A —— 今度の 航海 はお やめな さり ませ。 

し J 

B  屹度發 風ます ぜ。 

C ： i あ \ 思 ひ 出しても 怖い 事。 


Bj> —— 風が！ (強風の 舷を かすめる 音 聞 こ ゆ) 

C) 

A  風が また 出て 來 ましたよ。 もう 音 だけ 聞いても いや だ。 

C —— あの 時 も 檣が こんなに 鳴って、 炭が はねる やうに 折れました わ。 あなたのお 船 さへ 來 なから うもんなら， 

今 顷私逹 はま あどん なにな つて ゐ たでせ う。 

A —— 1： 出帆 は 是非お やめなさい まし。 

水夫ね 入リ來 る。 A、  B、  c、 の あるの を 知らず。 

水  御 川でした か (傍の 椅子に 腰を下ろし、 問 を 置いて) ：•：. 出す としても 病氣が 直って から 出す 方が い.^ ね。 

B  i 屹度 乂 暴風ます ぜ。 

老 —— ^風ても い \、 出す よ。 

水 II さあ この 様子 ぢゃ、 たんと 暴風 もしまい が、 御 病氣ぢ やし かたがな いね。 ー體 今度 は 何 處に行 くんです。 

老 —この 洶 II に は 出て ゐ ないて。 こいつの 西の方に な るんだ が ：： 水路 部で はま だ 出しと るまい。 

C —— そんな 地圖 もない 處に まあ。 而 して 何の 御用で いらっしゃ いますの。 

老 I 今度の 冃的 ばかり は 自分で も はっきり は 判らん がね。  

なま 

水  それ は 一 寸を かしな もんです な。 兎に角 病氣の 癒る まで 延ばした らい 、できう。 

この^ 突然 徵師の 娘 現 はる。 その 言葉 は老 船長に のみ 聞こえ、 姿は老 船長に のみ 见ゅ。 

0  まあ，：：^ せし いったらない。 澤山 見舞 人が あります のね。 窓 を 開け ませう ね。 

ぁ ぇ畏 クで⑤  モ 


お 武 郞 仝 M  ^  W 卷  プ 

老 —— (竹く 沈默の 後) さう …… 

水 I それが. K う 御座いませう。  . 

.n 然 に 窓 開き 烈風 吹き込む。 

醫  は、、 (高く 笑 ふ〕 ：：： こんな 口だった ぢ やない の。 (老 船長の 寢 床の 脇に 腰かける。 船長 面 を そむける) 

K  これ ぢゃ風 過ぎ ませう。 

老 —— うむ。 

水 I！ 閉め ませう か。 

醫 —— 閉めち や いけない …… 閉める んぢ やありません。 

老 _ 暫く その ま、 にして 置かうよ J …： 風と いふと 兎角 事が 起りたがる。 な あ 水夫 長。 何時か 鳥 島の 噴火の 時、 

•  いな さ 

維 破船が あって、 一二 人 救った 事が あった。 あの 時 も 今日 見たい な 吹き 廻し の潆 しい 東南^だった な。 

この 時 孫娘 入り 來リ、 默 したる ま、 水夫 長の 膝に 上る。 老 船長 は その 碩を 撫でん とする 如く 手 を 延ばす。 屈かず して 醫 

師の 娘の さし 出す 掌 の 上に その 手 をお く。 

こいつが， i ら つたので、 死ぬ 程 心配して 介抱した の もこん な HI だった と覺 えて ゐ るし、 それから …； „: ぢ つと 翳 

師の 娘の^ を^る) 

水 — あの 醫 者の 娘の 騷 ぎの あつたの も …； (老 船長の 眼 思 はず たじろぐ) 

0  さうよ" さうよ o 

よつ どか. H リ もの  とし  、 

水 — 今日 兌たい な 日でした ぜ。 何んでも あの 娘 は 餘程變 者でした ね。 あの 齢の 若い 男振りの い、 軍人の 金モ ー 

ル より-船長の 白髮の 方が い、 つてんだ からな。 は、 w。 


八， まで 水夫 長 の^の 上に て 海 阖に见 人り つ X ぁリし 孫娘 突然 首をヒ げ、 

孫 I お 祖父 様 I— 醫ぉ の 娘って 誰。 

水 失お ぎよ つと して：：： をつ ぐむ。 

老  それ はな、 お S 父さん もよ く は 知らん 人 だ。 

孫 I .何 故、 その 人 は 知り もしな いお 祖父 様が 好きな の。 

老 I その 人の 嫌 ひな 旦那さん とお 祖^さん が 喧嘩 をした からだ" 

老 —— ぉラ。 

孫 II お^ 父 様が？ 

老 —— うむ。 

孫 I まあ、 …… 何故喧 啤 なん ぞ なさった の。 喧嘩 をし ちゃ、 いけな いんで せう。 …… 何方が 勝って。 

ラるさ 

0 —— (孫：^ を^ 眼に かけて) これ は 何處の 子？ どうして 子供って もの はかう 五月 蠅 いんで せう。 こ & にゐる m 力と 

一 紡に あっちに やつ て 下さい まし。 

老 I 水夫畏 、 お前 は 暇 を 取りたい と 云 ふんだ さう だが … … 

0 —— 勝手にお させなさい ましな。 水夫の 一人 や 二人。 

水  さう です • その  

老 II S: しげに lm を 押へ ながら) 又 頭痛が して、 頭の 巾が こん がら かり 出して 來た。 …… 氣の毒 だが 水夫 長、 I：： く 

の^この 子 を 連れて 出て ゐて くれん か。 よくな つたら 又 呼ぶ から。 

老 船長の 幻覺  七 
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水 —— は あ、 それ はいけ ません ね。 それ ぢゃ又 …： さあ 孃 ちゃん、 行き ませう。 玉が 甲板で 待って ゐ るよ …… 曹 

逹水か 何 か 持って来 ませう か。 

老 II いや 別に 欲しく はない から。 

水夫 長、 孫娘 返 場。 

^師の 娘 徐ろに 立ち上りて 水夫 長の 出て 行く の を 見送り、 き つ と 船長に 向き 直リ、 

醫 —— さあ 醫 者の 娘の 云 ふ 事 をお 聞きなさい まし。 

A、  B.  c、 も亦老 船長の 傍に 逼る。 老 船長 それ を 見て 苦しげ に 頭 を 押へ る。 

A —— 船長、 あなた を 兌す /(\ お殺し 申したくない からこん なに ゆすので す C 

B I . 一  體全體 目的 もない やうな、 そんな 不 理窟な 航海 をな さると 云 ふ 法 はな いぢ や 御座いま せんか。 

0 —— 決心の 出來る やうに 思 ひ 出して 御覽な さい、 そら、 あの 時の 事 を。 (身 をす り 寄せて)  あなたの 血を^ 

くして あげたの は 誰 (老 船長の 額に 手 を あて 、) で 御座います。 …… 丁度 今日の やうな 暴風 日でした。 

C —— どん/ \ 暴れ ま さって 參り ま す よ。 

老 船長，. I さう だ。 

をつ と  吋^も Q 力ま 

醫 •— あなたの 胸の 奥の 奥底に、 私の 良人の 乎から 私 を 奪 はう とい ふ 執念が、 陶物 竈の 火の やうに 燃えて ゐ たの 

を 私 はよ く 知って ゐ ますよ。 私 は あなた を さう やって 燒 いて ゐ ながら、 仕舞に は その 火の 色に 兌 とれて しま ひ 

ました。 

老 I！ 俺 は 頭が 痛む の だ。 

A  さう でせ うと も。 それ だから…… 


醫 l(A の^^ をお つかぶ せて) え \ 私 は 不貞 脔れで 御座いませう。 それにしても- お 二人が ビス トル を^つ ご，， 

板に お立ちな さった 時まで は、 私で も やっぱり あの人に 未練が ありまし ヒ。 

老  俺 はもう 何も 考へ たくない。 

A  それが よう 御座います とも  

g—(A の 一 I をお つかぶ せ 〕 けれども あなたが、 暴に あの人の 獎を gr て 、でと もな さらす にいら つし 

やる のを兑 ると、 私 は 始めて 男の 力と いふ もの を 知りました。 而 して あなたと 二人ぎ りで、 この 船で、 、の 知 

ら ない 遠い 所に 行かう と 思った のに、 あなた は^に 港に 船 を 着けて、 I ぢ れつたい たらない I 私の 乎 一 つ 

握らす に 上陸 させて しまって、 …… あなた は それでも 氣が をして 生きて いらっしゃ るお 賡り？ ；… 

老 ！ 俺の 死 は 近いの だ。 

B  だから. 5- さぬ 事ぢ やありません。 

c —— (B と 同時に) そんな 緣起 でもない 事を^し やって。 

^ I. 殺生 をしながら、 半殺しで もう おびえて しまって、 わなく 慄 へて 兌て いらっしゃる ；… それが 道德 堅固 

とい ふ ものです つて？  .  i 

c  II (恐ろしげ に) 風が (風の 舷を かすめて 去る 音。 A>  B も 亦 顔色 を かへ る、 老^ 長 も 耳 を 頃く ソ 

0 — 何 を そんなに 閱耳 なんか 立て、 いらっしゃ るの ；… 風位が 何んで す、 皮 位が 何ん ひす。 

老 —(塞 を拂 ふが 如く 爵の H たるま 手 を まな ^ や ^f? うむ. 風で I でも 鋭いで 兑 せよう が、 

化 は 一 體 どう 行 くんだ。 び- € 脚 器 を取リ てぎ 阖 の 上に あてが ふ；, 

A  B . C . その 傍に ^ まる 0 

老 船長の 幻覺  」 
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醫 II かう 一 了 くんです。 (老 船^の 手 を-おも^ へて 雨脚 器 を 悔圆の 外に 出す) 

A II それ、 そんな 翦を なさる から 危ない と 申す のです 

C II そんな 地 圃 もない 所に いらし つて、 海が ぎれ たらお 身體に 大事が 出来る では 御座ん せんか。 私共の やうに 

助けられ \ ば 好う 御座いま すが、 その 邊には 屹度 船なん ぞはゐ ない に 遠 ひ 御座いま せんよ。 

BI! さう だ、 可愛い、 お孫さん もい らっしゃ るのに …… 失禮 ながら それ はどうしても 思 ひ 返して いた^か なけ 

I ば 私 逹は默 つて ゐられ ません。 こり やま あ 何ん とい ふ ひどい 風に なった もんだ。 

窓 を 通して 吹き こむ 風に 亂る 、髮を なでつける。 

3—- ぶ 何んだ つて. © の 上の 御商賣 など を 未だにな さるので す。 私達に は 第一 それからが 判り ませ パな あな 

たは 込 在、 私達が 死に かけた 所 を まざく と 兌て お出でになりながら、 この 恐ろしい 海の 上に、 やっぱり 寢起 

きをな さらう とい ふ、 全く 判りません よ  とし 

A I どうか 私共の 出来ます だけの 御 恩 報じ はします から、 もう 船 乘商賫 は …… お 齢で もあります 力ら …… 

醫 I—  (舌打ちしたがら) そんな 小さな 兩脚 器で 測れます もの か。 捨て- ^おしま ひなさい まし. そんな もの は よ 

. 老 f 斷 念した る^ く兩 I を はた あの 上に 榔ち、 i に i る。 E 時に 甲板に てけ た、 ましき 昔。 〜 

C —— そら 大 變！ 

A.  V, 共に 極度の 恐怖の 色 を 現 はす。 

0 —— は \M、。  (^へる 如く 笑 ふ) 

孫- (戶 より 顔を现 はす) お 祖父 樣大變 よ。 

永 夫 長 人り 來る。 老 船長 始めて 眼 を 開き、 


老 11 何んだ つた， 今の^ は ひ 

フ t アマ スト スタ ン デ r ング • リヅ ギ. ノ 

水  化ね^" 檣の {儿 索 がー 本 切れたん です。 直ぐ 修繕す る やうに 云つ ときました。 …… 如 阿で r お 加 

き- 6  ？ 

老  さあ 格別。 (云 ひながら^ 師の 娘の 手 を 取 る。 醫師の 娘. せ を か 1. めて、 己れ の 鷇を老 船長の 額に^ せんば かりにな しま 

Avlfils に て さ、 やく) 

0  さ 決心 をなさい まし •：.： 今まで 如何 云 ふ 心 持で 航海 をな さった の？  何時でも ：：. 何* でも あなとの 

許に は 地^の 釜の 蓋が いて ゐ たのです よ ；… それ を 百 も 承知な さりながら、 惡ぴれ もせす、 を 握つ 

て、 ：： 儿 * にこの 船 をお つてい らしった ではない の …； 海の 彼方に …… ね …… 行き ませう …… さ、 行き ませう… 

…そこ も^です わ …… 船 さ へ あれば 行かれる 喾ょ …… 海 I！ がない？  航海 すれば こそ：： g 圖 が出來 るんで すわ 

…… なん ぞの あり やうの ない ：… 船の キ，' ルが 一 度 も 波 を 切らない …… 彼方の 海に 行き ませう …： 死んで 

も 死骸が 人の 眼に か&ら ない 處 まで …… 

老 4=k の^へ たる 服に は 希^に 似た る 輝き 滿ち 溢る" 宛ら 夢み る. g  く 醫師の 娘 を 兑据 ゑながら 水夫 長に 云 ふ。 

老 II 水夫 長、 先刻 話した 醫 者の 娘な。 

水 I は あ。 

老 I 上陸して から 如何な つた か 知つ とる か。 

水  すぐ 刃 を こしら へました よ。 

老  (驚きの 色) 

g;  は k  &」。  - 

老 船 長の 幻 S  一一 
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水 —— それが ね &長、 變 なんです よ。 今まで 默 つて ゐ ましたが ね、 その 娘の 男と いふの は， この 船に ゐた、 それ 

何ん とか 云 ふ 名の、 質の 惡ぃ脤 付 をした 三十 恰好の ボ I ィ でね。 何んでも 上陸して から 三 曰 目 かに その 女に 殺 

されち やつたん だ。  . 

^師の 娘、 險 しき 眼 色して 水夫 長 を 睨む。 老 船長 は 熱心に 水夫 長の 語る 所に 耳を欹 てる。 

老 I！ 何んだ つて やつ 、けたんだ。 

水 — それが 變 だってい ふ もの は、 その ボ ー ィが あなたの 寫眞を 持って ゐ たんだが、 殺された 後に いって 兒 ると • 

その 寫眞 だけが なくなって ゐ たんです とさ。 

老 船長^ 露 を： 取り ヒげて 眺める。 

そ^からって もの は その 娘の 影 も 消えた やうに 亡くなって しまったん です とさ。 これです ね あの 娘 は (云 ひなが 

ら 船長から 寫眞を 受取りて 眺め 入る) 全く 凄い 顏 をして ゐ ますね。 美しい から 餘計 凄い や。 この 女に^ 込まれたら 成 

程 助かり さう もない ね。 (氣 味惡げ にあたり を 見廻す) 船長、 どうも こんな 大きな 圃體 をして ゐて、 こんな^ を 云 

つち ゃ沁 かし いんです が、 私 はこの 話 を 聞く とこの 船 にゃあ やか しがつい てる やうで、 どうも 氣が 落着かな く 

なった ね。 だから 昨日^ 長が 途轍もなく 船 を 出す と 云 ひ 出しな さった 時、 私 は 上陸 させて 貰 ひたいと 願つ たん 

ど う 

です。 永年お 世話になって ゐて、 こんな 時 こんな 事 を 云 ひ 出しち やすみません が、 馬鹿 を 云 ふやう だが 如^-し 

て もけ ちが 憑ハ ちまつ たんだから、 私が 乘っ てると、 い 事 はなから うと さう も^ふん です。 

C —— まあ 怖い。 

B —— あなたば そんな 物のお 解りに ならない 方で はない 辔ぢ やありません か。 

水 1! 船長、 あなた もこん な 事 を 聞かされ ちゃ 寢覺 めが よくないで せう。 それ だから 今度 は …… 御病氣 でも ある 


し ：… おやめな すったら と 云つ たんです が、 如何してもい らっしゃ います かな 

0 —— (^の 如く 再び 近寄りて ：} よ， 決心！ 

A —— いらっしゃつ ちゃい けません。 

th  II あなたに は糜 がさして ゐ ます ぜ。 

^ I よ、 決心！ 


C 


老. 


水. 


老- 


老 

水. 


どうぞ， （-ぉ 思 ひな ほしに なつ て  (淚聲 になる) 

-ょ、 ：^、v  よ！ 


老 船長の 跟、 ^淙に 輝く つ- その 眼の 光 はさながら ©師 の 娘の 眸の屮 に 吸 ひ 込ま： が 如し。 

-( 決然と して) 行く！ 


A  .  K.  c、 齊1 きて 後し-ざ リす。 醫師の 媞は凝 然とし 石 立- 

- レ  らっしゃる？ 

—(水夫 長と 问 時に) ほんとうに？ 

- 行く！ 

I いらっしゃる？ 


- うむ 行く！ 

- そり や 然し。 

• (水夫 S と W 時に) いけません。 

老船 長の 幻覺  一 ^ 
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B  ,  -  (A と 同時に) そんな 亂暴を なさって。 

醫 —— いらっしゃる！ 

き 

老 —— うむ、 行く。 俺 は 行く と 決めたん だ。 

0  は >- \  k  、 

A、  B.  c、 忽然と して 影 を かくす。 

孫娘 入り 来る。 

老 i お前 一寸 こっちに 來ぃ (孫娘 を 引きよ せる) …… 今度お 祖父さん の 行く 所 はな (孫娘、 老船畏 を 見つめながら、 「な 

t 以ド 同じ) …； 遠い/ \ 海の 上で な、 圖 もない の だ。 この 前、 船の 着いた 所に は、 色々 な綺ュ m な もの や、 面白 

いものが あった。  ー 

孫— え、 あってよ。 バナ、 が 木に" 熟って ゐ てよ。 それから 他人の 塀の 上 を 孔雀が 歩いて ゐ てよ。 それ ぢか f 西洋 

人のお 婆さんが、 私の 颇ッぺ に i 吻 したわ、 厭ね え (接吻の 跡 を 思 ひ 出して 掌に て 拭 ふやう に ft る^ …… お 祖父 樣の 

歡迎會 もあって よ、 ねえ。 えらい 人が 澤山來 て演說 して、 お 祖父 様 も演說 なさった わ。 何故？ 

老 — (暫く は 少女の 一 W 葉に 他 を^れ て) あれ はな、 あの 島に 日本の 船が 始めて 行った 力ら だ 

孫 —— それで は 今度 も 歡迎會 が あるの？ 

老 lie や 今度 はない。 歡迎會 は 愚か 人 一人 ゐ ない とも 限らぬ。 今度 行く 海に は 山の やうな 波が 立って どんな 

恐ろしい 魚が ゐ やう も 知れぬ の だ。 

孫 —— 鯨の やうな！ 

老——^ は^か だ。 それでお 前 はな、 今度 は 水夫 長と 一 紡に 陸に ゐて 待って ゐ るの だ。 


孫 11 お fg 父^ は？ 

老—— . ，お 祖父 さん は 行って 来る。 

孫 II 船 は？ 

老 —— この 船に お祖父さんが 乘 つて 行く の だ。 

孫：！ 而 して 私 は 行かない の？ 

老 —_ さう だ。 お前 はの、 好きな 水夫 長と 一 緖に殘 るの だ。 い 、か。 

孫 I いや …… いや，， （\ …… お 祖父 様い やよ …… いや、 いや …； 

ち ど 

老 —，_ さう 無 现を云 ふ もので はない。 い &か、 この 前 の 時 も 海が 荒れて、 お前 は醉 つたら う。 吐して 苦しがった 

な。 お前が お祖父さん を 恨んで 「お祖父さん を 殺して しまへ」 といった ではなかった か。 今度の は それよりも 

もっと 酷い ぞ。 

孫 II い \ え、 醉 つても い、。 

老 —いや つて はならん。 それにお 前 も 大きくな ると 是非 一度 は そこに 行かねば ならぬ 時が 來る。 その 時 

まで 待って ゐ るんだ。 

孫！ 私 も 行く 時が 來 るの？ 

老  きっと 來る。 

孫 —— お 祖父 様と 一 緒に？ 

老 —— それ は 分らん。 
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老 —— その 顷に はお 祖父さん は 死ん どらう も 知れん からよ。 

孫 II いや、 お 祖父 様い やよ (かじ リ 付きながら) 死ん ぢゃ いや.。 いやです つてば ようお？ g (乂様 (しくく 位く) 

老 ！ これ さう 泣 くんで はない。 さう むづ からすに 水夫 長と 待って ゐれ ば、 お祖父さん は 屹度 死なす に 同 出度く 

歸 つて 来る。 屹度 來 るぞ。 

孫娘^ 泣き^く リ 

醫  (ぎり-, \ と齒 がみして 憤ろ しげに) え >t， うるさい 子 だ こと！ この 子 は！ 彼方に やって 下さい。 あなた 

も あなたね え。 海の 事なん ぞが この 子に 判る もんです か。 もう 日が 暮れ か \ つて 來 るのに 早くし ない とお そく 

なります よ。 こんなに 愚圖々 々して ゐて  

老 .， さあ 云 ふ^を 問いて 平く お前の 部屋に 行って 支度 をす るんだ。 

孫 .— いや。 

老 —— 水夫 長、 お前 連れていって くれ。 

水 — ぢゃ 私に もお 暇 を 下さ るんで すか。 而 して 如何あって もお 出かけな さるんで すか。 

醫  きまって ゐ ます。 

老 —— さう だ。 お前に は 暇 を やる からこの 子 を 賴むぞ J 

水  どうしてもね。 それ ぢゃ 船長、 御 無事で いってい らっしゃい。 さあ 孃 ちゃん 行かう。 船長 はどうしても 行 

ブオクス ル 

くんだ とよ。 それ 船首で 玉 やが、 孃 ちゃん /\ つて 鳴いて るよ。 行き ませう、 さ o( 孫娘 を 抱かん とす) 

孫 —— いやよ  馬鹿 (水夫 長 を 睨みし が、 ごまかす や-つに) 玉， 馬鹿！ 

老 II (怒、 心頭に 發 して) 行けと 云ったら 何んだ つて 行かぬ の だ、 甘つ 垂れてば かり ゐる。 …… 水夫 長 、連れて行 


け" もう 何ん にもして くれんで い \ 而 して 早く 端艇 を 下ろして 上つ ち^へ 陸に" 

水 I さあ 孃 ちゃん、 船長 は痫氣 がよくない んだ から、 そんなに 心配 を かけち やい けない 3 ね、 よつ く 云 ふ 事 を 

聞いて 玉 ん所 に 行き ま せう" 

孫  お^ 父 様 怒つ ちゃい やよ  もう 私、 怒らない からよう" (おろ 7\ ^にな リて 泣き出す) 

老 I (^Ew ん 如，、) 泣く^ T  (孫^ 驚きて 服 を^ 張る) しっこい 奴 だ。 

水 —— ^おそんな に 怒らな くっても い X でせ う" さ、 孃 ちゃん、 立^に 手々 を 揃へ てお 辭儀 をす ろんだ。 何， 陸 

にだって 面白い ものが あるよ。 活動 も あるし さ。 さ、 立派に ぉ辭儀 をお し。 

孫^ 敉 念して、 泣きじゃく りしながら、 なよ ク、 と辭 儀す る。 水夫 長 孫娘 を 介抱し つ X 返揚。 

老^^^ を 拭 ひ、 つ と醫師 の 娘のお 眞を. 取リ 上げ それ を见 つむ。 

^  あなた！ (老 船お^ 然として 首を擡 r) もうあな たと 一 一人き りよ。 

老 — あ. -。 

室 內哜 くなる。 

0 —— さあ もっとよ く 私 を御覽 なさい まし。 

老 —— 兑 えない。 

0 —— もっとよ く。 (室 內 益く. 哜く、  ^んど 綾目 を わかず) 

老 II 见 えない。 

こ の 時. 突然 上よ リ 垂れた る 電炝の 灯と もる" 醫^ の 娘の 影 は^えて、 老船長 は その 寫 3M を^つ め つ 、ぁリ J 

舞^ 外にて 端艇に 乘 らんと する 水夫 長と S '板に ある 水夫 等との 問め 問答の 聲聞こ ゆ。 

老^: ^の 幻^  丁 七 
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水 — (端艇. s より 〕 それ ぢゃ 大事に やれよ。 今度 は 骨が折れる ぜ …… お爺さんの 氣が 暴れて るから 甘く 舵 を 取れ 

よ。  . 

.M うそろ 

他の 聲 —— (S '板に て〕 宜 候，' 水夫 長 .：：• 上ったら あいつに 宜しくね。 

他の as I (屮 板に て) おい 銶綱は 如何す る だい。 

水 — (端 艇 にて) そろ/, \卷 いち まへ。 もう 出しても い \ん だ  それ ぢゃグ ー ル バイ。 

他の 聲 —— (大勢 E- 板に て) グ ー ル バイ、 孃 ちゃん グ ー ル バイ。 

突然 兩^: 商の シン 尸リ I ス人^ 黑き皮 虞に 奇怪なる 印^人の 服装して 室 內に 入り 來る。 づか？ （\ と 卓の 傍に 來リ、 下手 

な 日本語に て。 

兩 II 那 さん 金 巷へ ないか。 高く替 へる よ。 

老  (愤 怒の 色 すさまじく) You  damn 一 (1 son  of  !3itch  ！  Get  out  there! 

兩替商 平然として 老 船^よ リ醫 帥の 娘の 寫眞を 取り上げ、 打 眺め、 ぼんと 車上に 投げ出し、 老 船長 を^ 入リ つ、. a き齒 

を 現 はして 皮肉に 笑 ふ。 

綱 を卷く 昔 、 風の 吹きし きる 昔 0 

i> 幕— 

(一九 一 〇 年 七月、 「白 樺」 所載 J- 


奇蹟の 詛ひ 


その 日の 一 年 前 

A —— さう です、 生れた 時からで す。 

m, — それ はお 氣の 毒な 事です ね。 それで は 私達が 見せて いた ビ いて ゐる やうな この 莊嚴な 美しい 世界 は、 遂ぞ 

御^にな つた ネ がない のです ね。 

A —— 仝く その 通りです。 私から^ へ ばお の 足の惡 い 位 は 何でもない 事です。 

^ — ほんと で 御座いま すね。 それにしても 情けな いのは、 聖 マルチン 様の 御 尊像が この 町に おも どリ になら な 

い^です ね- もう^; 年に なり ませう、 あの 向う に 見える 山 —— と 中しても あなたに はお 見えに ならない のです 

ね — あの 山の 55 はいつ も 雲に 隱れ てゐ ます。 そんなに 高 いんです が、 あの 山に 御 尊險が 移されてから、 さあ、 

V つ 

あなた はお^. 年？ さう で铜 座い ます か、 g: 十五 だと 仰し やる と、 もう 五十 年の 餘 にもな り ま 亡う は、 デ， 'ン 

の沲贼 共が この 町に 來 ましたの は。 

A — さう です、 五十 年に は 十分なります。 私の： A つ 六つの 時に 親逑が 私 を 交る/^ にだき か、 へて 町の 屮を逃 

げて歩 いた 事 を 今でも まざく と覺 えて ゐま すから ね。 あいつら が 攻め込んで 來る 勢と いったら 物凄い もので 

した。 聖 マルチ ン 様の 御 尊像 は 私の 生れる 十た 牛 前に その 山に 移された と 聞いて ゐ ますよ。 

丄 うでせ うね、 つい 昨日の 事の やうに 私逹は 思って ゐ ますが 、ぼ 令 町は燒 かれて I 軒 殘らす 灰になっても、 

奇^の^ ひ  1 九 
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御 尊像 だけ は燒 いたり 海賊の 乎に 渡したり して は 冥加に はづれ ると いふので、 市長 はじめ 長老の 方々 が、 ある 

晚 そっとお 寺から お連れ出し 巾して、 閱に まぎれて あの 御 山に お移し 巾した のです。 何しろ この 町に とって は 

父と も 母と も 魂と も 命と も 尊んだ 御 尊像が もう 町に はおいで になら なくなる のです から、 人々 の 歎きと いった 

ら ありませんでした。 お 寺から 町 はづれ まで 眞黑に 人が 集まって、 泣く やら、 すがる やら、 氣絶 する やら、 中 

に は 氣が變 になった 人 さ へ ありました。 

めくら  ちんば  おし 

A II さう だった さう です ね。 然し その 時、 お見送り をした 人 は、 盲目で も、 跛 者で も、 癩病で も、 ^者で も、 

何んでも 一 人 殘らす 癒った と い ふぢゃありません か- 

甲 —— ほんと で i. 座い ますよ。 あんまり あらた かで 薄氣 味が 惡 いやう でした。 だから その 當座は 町中の 人 は 一人 

みせ ギ I  くさ 

殘らす 達者で 若が へって、 海賊が 寄せて 来ても、 以前に は^せなかった 程の 勇氣を 出して 防戰 をした もの 

です。 御 尊像が 此の 町に なくなつ てから、 あなたが お生れな さった とい ふの は 何ん とい ふ 不幸で せう。 本 常に 

しるし 

心から 倍 心して お 願 ひさへ すれば、 あの 御 尊像 はきつ と驗を 見せて 下さる のでした から、 あなたのお 眼 位 はす 

ぐ 明いた にち が ひない のです のにね。 

A 11 さう です ね。 これ も 何 か 神の 詛ひを 受けた 身 だからで せう" 是非 もない 事です。 

e. —— そんな 譯 でも 御座いますまい。 

つ， TN  つら  奢 

A I 然し 私 は. m ひを詛 ひで 返す やうな 事 はしません よ。 祌様は 如何なる もの も 無益に はお 造り にならない ので 

すから ね。 それ は 私 も 血氣な 時には、 どうして 私 だけ こんな 人 問の 仲 問 は づれに 生れつ いて、 不. GI 由な 不愉快 

な 思 ひ をし なければ ならない かと、 しみ，^ 不平が ましい 心 持に なった 事 も あり はします。 けれども 今から 考 

へて 兌る と 若 氣の至 りです" 達者な 人の 持つ もの を 私 は 持って ゐな いが、 達^な 人の 持たない もの を 私 は澤山 


持って ると 氣が 付いて 兌ろ と、 今 は 却って 達者な 人達が 氣の 毒の やうに さ へ 思へ ます。 

E. —— まあ それ 程までに 落ちついた 考へ によく おなりに なった ものです。 私共に は、 あなたが なさる やうな^ は 

縱令 出來 ないでも、 ^の 兌え る 方が どれ 程い 、かわかり ません がね。 

A  然し^で 兑 える 所 は どれ だけです。 あなたに は、 私の 顔が わかっても、 私の 心 はわ かりますまい。 御 尊像 

の ある 山は兑 えても、 これ だけ 離れる と 御 尊像 はもう 见 えますまい。 所が 私に は、 あなたの 顏 こそ ははつ きり 

とは兑 えません が、 想像の 力が 非常に 强く なって ゐ ますから、 何ん となく 察する 事が 出來 ます。 然し そんな 事 

は 結局 大切な^ ぢ やありません。 私に 大切な の は あなたの 心が 手に 取る やうに 判る 事です。 乂 私に は 御 尊 象の 

安 S して ある 山 こそ は 兌え ません が、 御 尊像 はちゃん と 胸の 中に —— 昔 こ の 町のお 寺に 宿って いらつ しつ-, で や 

うに、 宿って ゐ ます。 これ を 思 ふと 私の 肉に 降った 祌の詛 ひ は 結局 私の 靈には 祝福な のです。 

m. —— さう 仰し やれば 本 常で 御座いま すね。 

A .—— 私が 人の 身の上 を 判斷 したり、 禁 厭で 病氣を 直したり する 力 を 得た の も 盲 ひて ゐれば こその 事です。 如何 

うらな ひ あた 

です この^の 占 斷は屮 りませんでした か。 

E.  そのお 禮 をす るの をつ ひ 忘れて ゐ ました。 ほんと に 恐ろしい やうに 屮 つて をり ました。 あの 寶石は 成稃卬 

しゃる 質屋から 出て 參 りました。 お 恥 かしい 事で 御座いま すが 娘が 知らない 中に 持ち出して ゐ たので 御座いま 

す。 ：… でも 娘 は その 事 を 私に. 0： 狀 致す 前に あなたに 申し上げて しまったの だと 中し ますが。 

づ ？ V* し  , 

A 11 それ は しゃいました …… 仰し やい ましたが、 私の 方から 圖 星 を さした からの 事です。 私 は その 前から ち 

やん と 承知して ゐ たのです。 これ は內祕 です が、 あなた は あの 跛 者の B に 川 心な さらない といけ ません よ。 あ 

のお は あんな：.：：： 輪で ゐ ながら、 女達 をたら かす 事に かけて は 驚いた 腕 を 持って ゐ ますから ね。 お宅で 一番 大切 

奇 蹐の詛 ひ  ニー 
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にな さる 寳石 を、 若い 身 そらのお 嬢さん がだい- (\ しく 持ち出す に は、 何 か 後ろに 智慧 を 貸した 者の あった 位 

はおお へ つきに ならねば ならぬ 害です。  ， 

甲 —— まあ 何ん と 仰 しゃいます？ それで は あの 娘 は …… 。 

A —— 翁，： g 暮し をな さると 色々 な 御 心配が あります ね、 お 察し 申します。 服の 見えない 私に は 幸か不幸か 服の ta 

える 人より 廣く 深く 物が 見える のです。 B とい ふ 男 は 片輪 をい 、餌に して 人の 情 を 無闇 矢たら に ひったくって 

生きて ゐ るお ほそれた 男です。 あんな ものに か、 り 合って ゐ ると、 あなたの 財產 はおろ か、 お嬢さんまで どん 

な 目に 遇 ふか 判り はしません。 さう/ \ 私の 心の 眼に ははつ きりと あなたのお 家の 未来の 有様が 兌え て來 まし 

た。 B の. w< がだん- (\ お嬢さんに もたれ か \ つてお 孃 さんの 心 をたら かして ゆきます。 何ん にも 知らないお 媲 

さん は、 t 情と 哀れ さとに ほ だされて、 あなた も 家 も 頭に はなくな つてし まひます。 あなた はお 苦しみに なり 

ます。 然し 世の中 は 恐ろしい 人 問ば かりです。 御 相談 相手になる ものと いって は， 盲目で この 世に 何ん の^も 

ない 私 位な ものです。 所が まっすぐな 人 問 は 兎角 人から そね まれる もので、 いまに 色々 な嗥を あなた は环 にな 

さるで せう。 あなたの 財 龍に 私が 眼 を かけて ゐる とか、 あなたと 私と が 親し 過ぎる とか、 私 は あなたと 毂 しく 

しながらお. 挺さん まで ねらって ゐる とか …… 。 そんな 事 をい ひ はやす 時が きっと 來 るで せう。 …； 世の中と い 

ふ もの はどうして 是れ ほど 罪の 淵に 沈み はてた か、 實に 歎いても 餘り ある 事です。 

H. —— まあ 恐ろしい 事が  。 

A 眼の 見えない お 著で 私 は 人情の 襄表 をす つかりと 味 はされ てゐ ます。 あなた 方 御 丈夫の 方々 の 苦しみと い 

うはす み 

ひ、 悲しみと いひ、 喜びと いひ、 憚りながら 私の 味った ものに 比べて 見れば まるで 生活の 上 澄の やうな もので 

す。 人 H の 本 當の味 は 片輪で なければ 分る ものではありません よ。 お 坊ちゃんと 苦勞 人との ちがり です ね ま 


あ o 

m, — さう であらう となから うと、 今の やうな お 話 を 伺った 私に はどうで もよう 御座います。 娘が そんな に隨落 

.S つ そ 

したり、 私が 夢にも そんな 噂 を 立てられ たりして は、 全く 立つ瀬が 御座いません。 私 は 一 厣 死んで しまった 方 

がまし だと 思 ひます， 

A II そ、 それ だから 丈夫な 人の 心 持は淺 いとい ふので す。 ^を 御覽 なさい。 私 はこれ まで どれ 程の 惡名を 着せ 

ら れて來 ました か。 又 どれ 程の 不幸 を^て 来ました か。 親 共 は 私 を 不信者 だ 罰 あたり だとい つて 家から 追 ひ 出 

しました J ある 者 は 私の 事 をと て つもない 噓 つきの くせに 占者と は 事 も を かしい とい ひます。 私が 婦人 達との あ 

ら ぬ^-を 謳 はれた の は 幾度でした らう。 それ は あなた もよ く 御 承知な 害です。 この 憐れな 盲目の 正直者 を 相手 

す ご 

にして さへ、 世の中 はそんな 無慈悲な 事 をす るので すから ね。 私 は その 間 を どれ 程 深い 忍耐と 謙讓 とで 過して 

來 たか. 一寸 あなたに は考 へられますまい。 聖 マルチン 様のお いでに ならない この 町 は、 いは ビ 主人の 留守な 家 

い たづら  ひ と 

の やうな ものです。 兎角 いろんな 惡戲が 湧き出よう とします。 丈夫な 人間 達 は それ. <\» の 慾に 渴 いて 他人の 事 

なんか 思って はゐ ません よ。 さう いふ 時に 私の やうな 片輪 者が 役に立つ のです。 私 は 神様の 爲 めに は どんな 惡 

名 も 忍び、 どんな 誤解 も氣 にせす に、 祌 様の 賜 はった 力の 限り を盡 して、 守護 架 者のお 歸 りの 日 を 待つ 決心 をし 

てゐ るので す。 祌様は 私 をお 苦しめに. なった。 その 酬いと して 人の 兌 得ない もの を 見る カを赐 はった。 その 力 

をつ かって 少しで もこの 町の 人達の 役に立た うとす るのに、 詐僞師 だ、 いかさま 屋だ、 女たら しだと 罵られる 

のです。 けれどもね、 世の中 はこん な もの だと 思って ゐ さへ すれば 腹 も 立ち まぜん。 

m. —— 木お を 中 すと 私さへ 一時 はそんな 事 を 思った 事が 御座いました。 お 恥 かしう 御座います。 

A —— 今でも あなた は 心の底に は、 私に 對 して 不安 を 持って いらっしゃ るね。 私に はよ く 判ります よ。 何、 さう 

な^の 詛ひ  二  ：；• 
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お驚きに ならんで もよ ござんす。 然しい まに 判る 時が 來 ます。 まあ、 だま かされる と 思って 私 をお 信じなさい。 

あなたの 未來 は、 私の 豫言 にさへ たよって いらっしゃれば、 必 すい- - 方に 向きます から。 人が 何ん といっても 

うっかり 乘 せられたり 信じたり して はいけ ません よ。 

甲 lr はい。 ほんと に 御 親切に ありがたう 御座います。 おや、 お前お 歸り だね C 

乙  お母さん 唯今。 今 そこで B 様に お 遇 ひした のよ。 いつも GB さんの 袋の 中には 大勢の 人が 色々 な もの を投 

げ 込んで ゐ ました わ。 

甲 —— お前 まあ A 様に 御 挨拶で もなさい ね。 

乙 —— 今日は。 いらっしゃい まし。 

A, I- あなた は  一 n ：々 々とい ふより 一 時 問々 々 々 に 美しく おなり だ。 ：：， 何 を さう お 笑 ひな さる ：：： ^あきの や 

うな 事 をい ふからで すか。 私の 心の 眼に は あなたが はっきり 寫 つて ゐ るの だから 仕方がない。 そんなに 氣^ を 

惡 がらすと {且 しい C 私に か-つて は どんな 物で も 隱れぉ ほせ はしません よ。 まして ぁ孃 さんの やうな あでやか 

さが どうして。 


酒 を 持って 來て 差し上げる とい X。 

た^かな. SC 私 は 堅く 戒行を 守らねば ならぬ 體 です。 ぉ孃 さん はゐ ません な。 あの 寶 

石の 事 は 何ん にもお 孃 さんに 仰し やらない がよ ござんす よ。 過去の 事 は 繰り返しても 無駄です からね。 そ.，^ で 

は 又お 目に 懸 ります。 

甲 1 1 まあ^し いで は 御座いま せんか。 どうしてもお 歸 りで 御座いま すか。 まだ 色々 占って いた^い. たり、 ^相 


談に乘 つて. いた ピく 事が 御座いま すのに …… それで は 是非 近い 中に お出で を 願 ひます 。ちょっとお 寺ら 下さい、 

これ はほんの ル しばかりで 御座いま すが C 

A II 何んで す これ は 大^ i いがお 金です な。 これ は 法外です。 いた ビく譯 はありません。 

E.  さう 仰し やられる とお 恥 かしう 御^いま すが、 ほんの 御，、. ：3 こ ：：： 。 

A — いやいた^ きますまい。 それから 一寸 巾し ますが、 今お 孃 さんの 噂に 出た B の 奴が きっとお 宅に 來て何 か 

云 ひ 力」 り をし ますから、 取り合って はなり ません よ。 今) 寸 さう いふ 神の 御告げ を 受けました。 么の事 こつ 

いて B のい ふ $ なぞ を 髮の毛 程に もまに うけて はいけ ません よ。 では 左様なら。 

A I. 乂 一寸 もどって 來 ました。 今 下さった お金 は 矢張りい た^いて 置き ませう。 今戶 口を出たら 突然お^ ず： A 

ありました。 その^ は 5 'の 心からの 淨財 だから それ を 持って いって 貧しい 者 等に^ て やる がい \とゅ，广， ら L 

ました。 

m, I. まあ 左様で 御座いまし たか、 難 有い 事で 御座います。 御 不自由な あなたが そんな 事 をな さるの はお 氣の^ 

で 御座いま すね。 それで は 兎に角 これ だけ 差し上げます。 

A  また 一 翳 重くな りました ね。 あなたの 上に 神様の 祝福 を 祈ります。 

屮 —— ァ I メ ン C 

乙  おほさん、 あなた 何 か あの人に おやりに なって？ 

m, —— い V, え 別に ..... 

乙 .1 おやりに なった わ、 今 一 寸見 てよ。 何んだ つて あんない やな 人に おやりになる の。 同じ 片輪で も おさんの 

^躋 の詛ひ  二- i 
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方が どれ 程 しとやかで 可哀 さう だか 知れ やしません わ。 

S  それ は B さん も可哀 さう でない と は 私 はい はない よ。 けれども お前 片輪で もなんでも 若い 人に あんまり 近 

しくす るの は 娘ら しくない 事です よ。 

乙 —— まあ 誰が あんな 半分 乞食 見たい な 人に 近し くなん ぞ する もんです か。 でも あの人 はほんた うに 可哀 さうな 

ん です もの。 そして 家柄 ももと はよ く、 舉問も ある 人なん です つてね。 

甲  そんな 事 を  おや 戶ロ を敲く 昔が する よ。 

キリスト  あは 

B —— 基督の 御名に よって 脚の なえた 憐れむべき 若者 を 受け入れて 下さい。 

甲  何んで す 御用 は。 

B —— -私は 今 n から 义 御山に ぉ詣 りに 參 るので す。 

甲 —— それで 施し をし ろと いふので すね。 

も き だう 

乙 —— お母さん、 そんなに 沒義 道に 物 を 仰し やる もん ぢ やない わ。 

B  い、 え 私 はさう いふ 風に 物 をい はれる だけの 罪人です。 どうか 私 を 思 ふ 存分 ^かしめ て 下さい まし。 それ 

5! ろ  ， ，警, 

だけ 私の 罪が 滅びる でも 御座いませう。 世の中の 人達 は 私の した 位の あやまち は氣 にさ へる 程の もので はない 

と 仰し やる かも 知れません が、 私に はどうして もさう は 思へ ません。 神様が 私 を 跛 者に なさった の も 全く その 

爲 めです。 よく 生きながら 地獄に 落ちなかった もので 御座います。 どうか 御 慈悲に 私 を 鞭って 下さい。 鞭の 一 

打ち は それだけ 私の 罪を輕 くす るか も 知れません から。 

乙  お母さん、 B さんの 犯した と 仰し やる 罪 は 私が 考 へても さ-やかな ものな のよ。 妹 御 を たぶらかさ うとし 

た 男 を 斬り 殺しな さった のです つて。 


—— もう/. \云 はないで 下さい まし。 云 はないで 下さい まし。 私の 胸 は 裂けさう になります。 

E. —— まあ さう 泣かす とい \ ではありません か。 それで 八 r 日 は 何ん の 御用で いらし つたんで す。 

B  ！ お 邪魔 をして ゐ たの をお 許し 下さい。 私 は 一年に 一 度づ 、あの 御山に 上って 聖 マルチ ン 様に 懺悔 を 致す の 

です。 年 何分 かの 御 同情 を 受けて 參 つて ゐ ます。 私の 懺悔の 誠が 通りましたら、 この 跛 者 も 屹度な ほる と^: 

じます。 さう したら 報謝の 爲 めに 身 を 粉に しても 人の 爲 めに 盡 したい 覺 悟で 御座います。 齡も まだ この 通り 若 

さ V げもの 

いのです から。 それでも この頃 は 町の 方々 も 私の 心を諒 として 下さいまして、 私に お託しに なって 色々 な獻物 

を钧 像に なさい ます。 この 袋 を御覽 下さい。 私が 往來を 歩いて ゐる屮 に 方々 のお 頼み ものが これ だけにな り ま 

した。 私 はこれ だけの 重み を 背 に^ 負って こビ しい 山 坂 を 登る のです。 あの 嶮 しさ はこ、 からで も 御 想像が 出 

來 ませう。 途中に は 勿論 人家 一 つ 御座いません。 懺悔 文を唱 へながら 登って 參 ります と餘 りの 靜 かさ 寂し さに 

心が 氷る かと 思 はれる やうな 事が 御座います。 この 足で あの 御山 を 登る  噓だ らうと お 思 ひな さり はします 

まい か。 御 無理 も 御座いません。 然し 神様 は照覽 まします 事で 御座います。 祌 様の 御 威光で デ I ンの 海賊 共が 

この 町 を 攻める 事が 無くなる 時が 參 りまして、 御 尊像が 御山から おもどりになる 時が 來 ましたら、 市長 はじめ 

長老の 方々 は B の心づ くしの 程 を 眼の あたり 御覽 下さる 事で 御座いませう。 そこに は 私が 毎年 この 足で 持って 

上った 金銀 肘寶が 山の やうに 積み重ねられて 御座います。 御 尊像 をお 迎 へ 申す 費用 は そこに ある 寶物 だけで 事 

足る i£ に^み 重ねられて 御座います。 さあ その 時が 何時 參 ります 事 か。 多分 はこの 憐れな 私の 肉體が 死と 巾す 

お^みに よりまして、 あなた 方のお 眼 汚れに ならなくなる 後 かも 存じません。 多分 さう で 御座いませう。 その 

時に 町の 方々 は 少し は 私 を 哀れと 思 召す 事 も 御座いませ うか。 

無駄な 事 を. S. して、 申すべき 事 を 申さす にし まひました。 かね/^ ぉ孃 様に は 殊更 御！： 情に 预 つて をり ます 

^铰 の詛 ひ.  二 七 
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ので， お宅で も 何 か 御山に お上げになる ものが 御座いましたら、 持た していた^ きたく * せめて 御 恩返し Q 一 

端と も 致したい と 存じます ので 御座います。 私の g 非 滅ぼしに もなる 事で 御座いま すし。 

m. —— ほんと にあな たは あの 1： 山に 登られる のです か、 その 足で。 

B — それ は どなた もよ くお 疑 ひになります。 

E. —— - あなた は A 樣を 知って お出で k せう ね。 

K —— じて をる どころ では 御座いません。 

W —— - あなた は A 様に 顔の 向けられない 事 をな さって はゐ ません か。 

B —— 私 は どなた 樑 にも 顔向けの 出来る やうな 義人で は 御座いません。 

乙. —— まあお 可哀 さう にさう お泣きなら すと {几 しう 御座いま すわ。 御迷惑で 御座いませ うが 私 一 つお 願 ひが 御座 

いますから、 御 尊像に お納め 下さい まし。 

m, —— 餘 計な亊 をせ すと よう ござんす よ。 お前の ものって ものが 一 つで も ある 事 か。 

乙〜 I お母さん あなたのお 心 はどうし たの。 不自由な 體 とい ふだけ でも 何 かして 上げて い、 のに、 そんな 情 

けない 事 を 仰し やって。 

m, —— お前まで 泣く のかい。 

乙 —— 誰 だって 町の 方で と の 方に 同情し ない 方はありません わ。 お母さん 一人です わ。 屹度 A さんが 何 か 云った 

のね。 

m —— 仰し ゃづ たと もね。 あの方 位 神様の 御 心の よく， q かる 方 はな いんです からね。 お前の 知って "る 事なん か 

んた 御存じで すよ。 おさん、 ぉ氣の 毒です が 私の 所に は 何ん にもお 願 ひす る ものはありません から 歸 つて 下 


さ い まし" 

B —— だ 様で 御座いました か" 夬禮 致し^した。 この 町で 占者と して 大曆 尊敬され て ゐる A さんが.^ U ついて 何 

か 仰し やった のなら 是非 も 御座いません。 それで はお 暇いた します。 憚りながら 神様の 祝福 を 祈、： でて いただ- 

きます。 

乙 —— お^さん あんまりで すわつ あんまり 可哀 さう です わつ 私 はどうしても 何 か 上げて 來 るから い X。 どこの 家 

だって 上げない ^はありません わ" 

m —— お M は あの人 ハ 魔術に か、 つて ゐ るので すよ。 用心お し。  t 

乙 —— ぉ$ さん こそ あの A の 誘惑に か V つてい らっしゃる わ。 私 どんな 事が あっても あの方 を あの ま  > 返す 事 は 

EE 來 ません。  - 

E. —— お前 は 何 を： g ち 出す の だい。 それ はお 父 様の 大切に なさった 寶石函 です よ。 

乙 —— それ だから これ を 上げ るんで す。 お 父 様の 功德 にもなります わ。 私 も かなへ ていた^きたい お 願 ひが あり 

ます わ。 

m. —— お ほそれた 何ん のお 願 ひです。 お待ちな さいって いへば 3 おや、 もう 行って しまった。 

その m の 午後 

乙 I -私は こんな 立派な お 部屋 は 初めて 拜見 します。 

ぎ や うじ や 

A —— 私の やうな 行お はこん な 贅澤な 家 を 欲しく は 思 はない の だが、 誰に でも 云って る やうに 御 尊像が ぉ歸り に 

なった 節、 こ C ま、 これ をお 寺に 獻げ ようと 思って ゐ るから だ" こ. の 宮殿 は 私が 神様から 惠 まれた 力で、 ん 
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- - - し. - • 

なの 淨財を 集めて 造った もの だ。 盲 ひた 服に は 宮殿 も 伏屋 も か はり はない が、 これ は聖 マルチン 様の 爲め にし 

て ゐる事 だ。  . 

乙 I- お許し 下さい まし、 私 は 長い^ あなた をお 疑 ひ 申して をり ました、 あなたの 遊ばす 豫言が 皆ん な^って、 こ 

の 町の 人達が お蔭で 仕 合せに なりましたり、 殊更 私共の 母 も 私 もこの 頃 貧しいながら 安心して 暮 して 寿れ ます 

の も $： んな あなたの 不思議な お 力の ためで 御座います。 

A I. M るが い \、 私の 毎日の 祈禱 もとう く 神様のお 耳に 達いた。 デ ー ンの 海賊 共 も 去年 以來 ちっとも この 町 

は 襲 はなくな つた。 if: 像が この 町に ぉ歸 りになる の も 近い 事で あらう C 

乙 — - まあ、 あなた の豫言 はほんと に 恐ろしい やうで 御座います。 

A I - 何んだ 豫 言と は。 

乙. I で も 唯今 の豫言 が しっかり 中って をり ますから。 

A  中る？ 何 を 私が 今豫言 したな。 

乙 I しゃった では 御座いま せんか。 まあ 私と した 事が こんな 事 を 巾して い 、ので 御座いませう か。 

II かんだ 力お 前の いふ 事 は 少しも 解らない。 お前の， 冢 がだん， （- 貧しく はなる が 仕 合せに なると 豫 言した、 

それ 4 巾った とで もい ふの か。 さう だ 富む のば かりが 仕 合せで はない。 お前の 家と いはす 此の 町 は感し こよく 

V* 1- ^  -  ほどこ  , I  J- ( 

^等 片輪 を 憐れんで 施し をした。 殊にお 前 達 は 私の やうに 神様から 特別の 力 を 授かった もの を 尊敬し" 布せ 施す る 

事 を 知って ゐた。 お前の 家が 貧しくな つたの は、 それだけ 神様のお 服が ねに 叶った 譯だ。 感謝す るが い、 の だ.」 

乙 II い-え そんな 事で は 御座いません。 お判りに なって いらっしゃ るので 御座いませう。 わざと 私に 隱 してい 

らっしゃ るので 御座いませう。 けれども 私 は ひ よん.^ 事から それ を 知った ので 御座います。 


A  お^は^に 隱し 立てな ど をして はならん ぞ。 もっと はっきり 云って 見る が い \c 

乙 —— あなたの 前に 何が お隠し 出來 ませう。 あなた は 人の 心の中 を 隅々 まで 御覽 になれ るんで 御座います もの。 

その $ とい ふの は 唯今 仰し やった 聖マ ルチ ン 様のお 歸 りの 事で 御座います。 

A —— その^か。 聖者 は その 中に ぉ歸 りになる。 

乙  い、 え、 あの、 も うぢき。 

乙 —— 御存じな いので 御座いま すか。 

A  私が 知る 知らな いよりも、 お前 はどうして そんな 事 を いふの だ。 

乙 —— 昨？ E 早く 市長 だ の 長老の 方々 だの は、 皆ん なで 祕密で ぉ迎 へに お 山に お 登り になった の ださ うで 御座 い ま 

す。 一つに はデ ー ンの賊 共に ぉ迎 への 事が 知れない ため、 一つに は 御 尊像が 町に お 這 入りになる すぐ 前に 市民 

に 知らして、 人々 の 喜 、び を 五倍に も 十倍に もす る爲 めに、 わざと 祕密 にな さった の だと 申す 事 を、 母から 誰に も 

S ら せるな といつ て 漏らされ たので 御座います。 あなたの 事で いらっしゃ るから 疾うに 御存じと 存じました。 

A 11 聖像が 歸る，  何日 歸 るの だ。 

乙 —— 今夜で 御座います。 

A —— 何、 今夜。 噓だ らう。 

乙 —— 嘘で 御座いま すか、 本當で 御座いま すか、 あなたが 一 番 よくお 判りに なって ゐる喾 で 御座います。 

A. —— おい、 さ うぢら す もので はない。 本當 か。 

乙 —— 私 は 母から たしかに 本當 だと 聞きました。 

奇跻 の詛ひ  三 1 


A. 

乙. 

A. 

乙， 

A. 

乙， 
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.ぉ\ 破滅 だ。 おい 誰か 来い。 B は どこに ゐる。 早く 使 を やって 呼べ。 

まあ どうな さった ので 御. ^います。  . 


のろ 


^はれた 日め 


，まあ そんなに お 召 物 をす た， /(\ にお 裂きに なって。 

-B だ、 B だ。 B を 呼べと いふのに。 誰も 來 なければ 私が 行く わ。 

. そんなに よろ けて。 あぶない。 そこ は戶で 御座いま せんよ。 まあ あぶない。 どう 遊ばした の だら う。 

-私も 去年まで は A とい ふ 人 をえ らい 人 だと は 思 ひながら どこか 山師ら しいと 存じて ゐ ました。 然し こ の 頃 

遇って 兑 ますと 見上げた 人で 御座います。 この 町中で あの人 を 尊敬し ない もの X な いのも 尤もです。 私 は あの 

人の 使命 を 助ける ために は、 どんな 苦 勞も厭 はない 積り でございます。 

甲 —— 一時 は あの方の ために 私 も 色々 ないやな 噂 を 立てられ ましたが、 この頃に なって 見る と、 何んだ か 私に 先 

見が あった やうで 御座いま すよ。 それにしても あなた を あんなに 疑って ゐた私 は 何ん とい ふ 馬鹿で せう。 先頃 

A 様から あなたのお 立派な 方で あるの を保證 していた ^ くまで は、 失禮 ばかりして 過して 來 ましたね し 嘸お 腹 

立ちでした らうね。 

B  何ん の 奥様、 私 は 罪人で 御座いま すから、 さう 云 ふ 待遇 を 受けます のが 當り 前で 御座います。 お 孃樣は 今 

日 は どちらに。 

甲  A 様の 所に 伺って ゐ ます。 

BII するとお 嬢さん ももう あの人 を 嫌って いらっしゃらな いんです ね。 結構な 事です。  お嬢さん は どこか 


御^ 娇の御 約^が おありな のです か。 

m —— 御存知の 通り 家が 段 々貧乏になります ので、 どうも 緣が 遠くて 困ります。 然し 娘 は あなたに は大翳 尊敬 を 

持って をり ますから、 この 後 とてもお 为 添へ を 願 ひます。 

B —— あなたが A さんの 爲 めに 淨財を どん，/ f\ 喜 拾な さるの は 町中 S 評判です。 そして 感心して ゐな いもの は あ 

りません。 ぉ孃 さんが それ 程 私 を 信じて 下さる の は 難 有 過ぎます —— 私の やうな 憐れな 片輪 …； を。 

m. —— それ はさう と あなた は 毎年 あの 御山に 町中の 獻 納品 を 持って お登りに なって ゐ るので すね。 

B —— 今 ¥ もさう して 登らして いた ビ きました。 私の 外に はよう 登る 方がない のです から 誰 方 もお 存知 はない の 

です が、 やがて 市長 やその 外の 方々 がお 登りになる 時にはと 思って 樂 しんで ゐ ます。 

屮 —— そんな 時が：： 十く 來 たら 嘸 ぞ お喜びで せう ね。 

H —— それ はま あ 私が 死んで から 後の 事です。 

m —— ^しあな たの 生きて る 屮に來 ましたら。 

B I 私 は 嬉し さの 爲 めに 氣が違 ふか も 知れません。 何しろ 聖 マルチン 様が 町に ぉ歸り 下さる のが 大變な 事です。 

E. —— え \ 巾して しま ひませ う。 嬉しい 事 は 云 はすに ゐられ ません ものね。 私の 親類の 屮に 長者 をして ゐる もの 

が あるので すよ。 誰に も 云 ふなと 云って 聞かされた 事です がね、 あなたの やうな 信仰の 篤い 方 だから 申して し 

まひます わ。 あなたが どれ 程お 喜びになる かと 思 ふと 默 つて ゐられ な いんです もの。 聖者 樣 は今晚 御山 かち 町 

にお もどり になる のです。 

B —— 何んで すと：： 

.  ぁひづ 

^ I 市長と 長老 逢 は 昨朝 n 十く 町の 人達に は內 所でお 迎 へに 出かけた のです。 今晩お 寺の 鐘が 嗚 るの を 相 圖に御 
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布令が 出て、 町の 人達に は 知らせる 事に なって ゐ るので す。 •：： どうかな さいました か、 お 顔の 色が 靑く なつ 

て。 それ は そのお^ きも 尤もです わ。 私で さへ が 嬉し さに 胸が どきく し弒 けです もの。 聖者 様が 町に ぉ歸り 

になる びば かり ぢゃ ない。 あなたの 長い 御 苦心 が^んな の 眼の 前に 現 はれる ばかり ぢ やない。 あなたの 御不 

自. H も 今夜 限りで おな ほりに な るんで す ものね。 娘 もどん なに か 喜び ませう。  おや， ほんと にどう かな さ 

つたの、 ^が 恐ろしく 震へ て をり ますよ。 

B  水 を 一杯 下さい 水 を。  いえ、 よう 御座います。 私 はかう して は ゐられ ません。 私 は 一寸 A さんの 所 ま 

で 行って 來 ます。 ちょ ッ！ デ ー ンの 奴等 は 何 をして ゐ るんだ。 

m, —— そんなに 慌て k あなた 危なう 御座いま すよ。 あぶない。 杖です か。 それ は杖ぢ やありません よ。 こ& にあ 

ります。 まあ 何ん とい ふ 慌て 方 だら う。 信心の 深い 人 は あの 位 私共と 違 ふんだ ねえ。 

その 日の 夜。 

B. —— 他 だよ ，（。 眼の 昆 えない のに 慌て、 しまって 耳まで 閱 こえない と 見える。 俺 だよ、 B だよ。 

A —— B だ。 惡魔！ とう 破滅 だ。 俺逹の 運の 盡き だ。 

B —— - それ ぢゃ お前 はもう 知って るの か。 

A —— 知 つてる かってお 前 知って るの か。 

B I 今 W 後家から^ いたんで 魂消て しまって、 お前の 所に 行ったら ゐ ないだら う。 何しろお 前に 知らした いば 

かりに、 この 足が くだける かと 思 ふ ほど ゐ ざり 廻って ゐ たんだ。 


A —— ^^^であ C 後^の 娘から §i かされ たんだ。 閜 かされた 途端に 眼が 見える やうに なった かと 思 ふ 程 驚いて 

しまった。 何しろお 前に 遇 ひたい 許りに 家 を 飛び出して 來 たんだ。 杖 一 つ 持って やしない。 どうした らい- ん 

だ 兄^。 

B I 地獄が H を^いた の だ。 kn ハ牛目 だ。 

A —— あの あらた かな 聖者の 像に もどられて は、 見る く 俺の 眼 は あいち ま は あ。 

B —— 他の 足 だって 跛 者で はゐっ こない や。 

A —— 他 は 俛のル 輪 を 看板に してやって 來てゐ たのに、 こ の 眼に 癒ら れ ちゃほん とに 百年目 だ。 

B I 俺 だって この 足が 立つ ちゃ 立つ 瀨が なくなる。 おまけに 町の 人達の 寶物を 山に 積んで S いたと いふ 噓 がば 

れ\ ば、 石 か 何 かで なぐり 殺される にき まって ゐる。 

A —— 俺も^: S や 迷^家から 搾り取った 金で 建て 上げた あの 宮殿 を、 聖像に 捧げる の だと 云 ひふら して ゐ たばか 

りに、 ffr: とい ふ 商^^ A がなくなる ばかり か、 今までの 儲け は片 なしに なるとい ふもん だ。 

V —— それでもお 前 はへ 叩 だけ はつな がって 行け るんだ。 

A —— ル 輪 だけ を，：：：^ にして やって来た 俺に は、 眼が 開いて 见ろ、 飯の 喰 ひやう がな くな るんだ。 お前 は 殺され 

れば 一と 思 ひだが、 俺 はいは^ 五分 切. リに遇 ふやうな もの だ。 

B II 何んだ か 町 巾が 騷 がしくな つて 來^ ぞ。 昆ろ 女子供まで 家から ぞ ろ，.. （\ 出 だして 來 た。 

A —— さう いへば 布令の | 降が 問 こえる ぢ やない か。 ぐづ/ \ して は ゐられ なくなった。 おい 俺 を n 十く この 町から 

述れて 逃げて くれない か。 

B  さう だ。 この 町ば かりに 陽が 照る んぢ やない C 聖 マルチンの 野郎が この 町に 這入り込まない 中に：： 十く この 

奇^の^ ひ  一二 五 
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町 を 出て しま はう。 

A II おい 手 を 引いて くれ。 もっと 急がない と 間に あはない よ。 

B —— ベら 棒め、 念げ といった つて 俺の 足で さう^ げる もの か。 

A I そらもう 寺の 鐘が 鳴り 出した ぞ。 無氣 味な 音 だ。 がしん と 頭の M 屮に釘 を うちこむ やうに 響いて 来る o 

こ k は何處 だ。 

B II 汀 の 門が 向う に 見える。 さう 俺 を そっちに！？ 無抡に 引っぱつ たって、 それ ぢゃ 毘當違 ひだ。 もっと こっち 

だ。 

A —— n 十く 癒りたい- (\ と 泣き 事 を 云って ゐた 片輪の 奴等 は、 俺等と ちがって、 嘸ぞ 今頃 は 有頂天に なって ゐる 

だら うな。 

B —— 今更 そんな 愚痴 をい ふもん ぢ やない。 

A —— お前の 足 は 馬鹿に 早くな つて 来たな。 何んだ あの 大きな 聲 は。 

B II 讃美の 歌 だ。 

A II 地獄に 行け。 畜生.' 

B —— おい 俎 火が 見え 出した。 

A —— 炬火が？ それ は どっち だ。 あっちの 方ぢ やない か。 

B! I さう だ。 

A, I 何？ それ ぢゃ 俺の 服は少 しづ、 見え 出した やう だぞ。 おや、 あれが 火の 光と いふ もの かな。 见てゐ ると 

^の 心が 痛い。 


化び：： ルカ^に なった と 思った の も それ ぢゃ いよ/ ^^り 出した のか 知らん。 

門 はま だか。 

まだ 巾々 だ。 

あのお ぴ 狂ふ聲 はどう だ。 

あの人 ごみ を 兑たビ けで 俺 は 死ん じ まひ さう だ。 

」伦^ はほんと にどう すれば い \ん だ。 

へ  一 f 1 七 年 九 ガー 一十 EC ン 

U 九 一 七 年 十月、 「來方 時論」^ 載) 
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序 慕 

^開 く。 舞 S 中央の 奥まりた る 所に 一 箇の焰 かすかに 燃 ゆる 外 凡て i" 黑。 かくて 時 過ぐ る 事 五分。 

死 —— 時の 流れに 漂 ふ 小さな 泡が また 一 つ、 小さな 音 を S? して はじける 時が 來た。 その 用意 をして 置け よ。 

^の あたり より 感^ のこ もらぬ つぶや く 如き こ の櫸 きこ ゆ。 沈 默。 

死 —— また 一 つの 命に 永劫 問く 事の ない 錠前 を かける 時が 來た。 錠前 はい &か。 鍵 はよ く あ ふか。 錠前 も 鍵も滅 

びて はゐ ないか。 その 川 意 をして S けよ。 

炤の あたりより つぶやく 如く この！ t きこ ゆ。 又沈默 。その 閗 に舞臺 ゃ& 明るくな り、 焰を 前にして 坐せ る 「死」 の 姿 灰色 

くろ 尺 is 

の^^ 屮に現 はる。 舞臺の 明るくなる と共に おもむろに 薄れ 行く 炤の周 圍には 影 人 若干 人 平^ 狀に うづく まり 居る U 

死 —— - その 川 意 をして おけよ。 (影 人 等しく 點 頭く。 以： 卜 同じ) 悲しみ や 苦しみ や 悶えの 聲が又 ひとしきり 時の 流れ 

を 小さく かきみだ すだら う。 た^今 度の は环 にも さはらぬ ほど 小さな もの だ。 兩 手の指の 數 にも 足らぬ 人^の 

いつも  あて 

足な みが 亂れ るば かりだ。 人^ 全體 はふり むき もせす に、 ^時のと ほり 的 もな く 急ぎき つて その 側 を すりぬけ 

て 行 くだらう。 (や il;: く 沈^) だが、 小さく とも 大きく とも 同じ.^ だ。  小さく とも 大きく とも M じ 率 だ。 

やがての^ てに は、 天體の 奏でる 大昔 樂の聲 も、 赤兒 のさ \ や かな 產聲 も、 靜 かになる 時が 來る —— 無くなる 

^が來 る —— 絶え^てる 時が 來 るの だ。 凡て は！： じ 事 だ。 (沈 iD 錠前と 鍵 はい \ か。 小さく とも 命 は 命 だ。 金 

輪 際 かきが ねが は づれて はならぬ の だぞ。 過ちな く、 急ぐ 事な く、 この 焰は 薄れて ゆかねば ならぬ の だ。 (沈 

わし わし 

凡そ I にある かぎりの 凡て の焰が 消え^てる 時 —— 凡そ 動く ものが 動かなくなる 時 —— 俺が 俺 自身 を 忘れ を は 


る 時、 その 時の 來 るの を、 靜 かに、 铽 永に、 冷やかに、 待たねば ならぬ の だ。 この 焰 も^ての 焰と 同じ 運命 を 

うけて 消えねば ならぬ。 その^ ^をして おけよ。 (ゃ& 竹く 沈默。 炤 しき リに ゆらぐ〕 2^ ろ、 焰が 悶える。 

^の^ I あ \ 熱 いあつい。  . 

夫の^ —— 苦しいだ らう。 俺が 煽いで やらう。 

^の^. 1 い、 え。  - 

S 人 I 夫^ の^をき いて 立ち ヒ らんと す。 

くろんぼ 

死 —— W かに (妻の ！•  く萆 きこ ゆ、 影 人 又 立ち上らん とす) 靜 かに。 お前 達 は 命に それほど 氣を 置く のか。 哀れな^: 共 

,ャ* て  あわ 

だ。 終 を考 へて 兑ろ。 凡ての 命の ゆきつく 先 をし つかりと 兑 つめて 見ろ。 慌てる に は 及ばな. s^f だ u  af，) 

と.； ム つて、 ぉ前违 は威嚴 をよ そ ほふ こと も いらない。 必す 勝つ ものに は 威厳の 要はない。 慌てないで 命の 命す 

る ま.." に そ の^をつ とめて やれ。 (沈 跌) 

夫のお — ほんと に^い で やらう。 

, . ^ —— い.^ え、 ほんとうにい X の。 方が おきてい らっしゃ ると 寢られ ません から、 早く 寢て 下さい まし。 

ぐろんお 

死 —— 慰め 合 ふ 事ので きる^に なぐさめ 合 ふが い X。 時 はと^ まらす に 過ぎて 行く。 (影 人に 向 ひ) お前 逹 は；；；： つ 

て 死なう とする もの \ 川 をた してやれ。 俺 はこ &で靜 かに 焰の 戲れ を：^ つめて ゐ るの だ。 (ゃ& 暫く 沈 £0  m^u 

の 朝、 お 物に 命を與 へる と. お ふ 太陽が、 新しい 光で 東の 空から 眞夏の 山 や 海 をかビ やかし く 照し 始める 時、 凡 

まった r なか 

てのもの がさ 一： び 男んで 命 を 讃美す る その 眞唯 中で、 その 若い 女の 小さな 焰は 燃えつ くす だら う。 凡て は 同じ • 

だ。 明：；： の 朝の 七 時。 お前 逹は明 H の 朝の 七 時 を 忘れるな よ。 

舞^も との 如く 1" くな .0。 炤 しきりに ゆらぐ。 や \ 暫く 沈默。 
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四 二 


老婆の 聲 I 

夫の^ I 何んだ、 何ん て 仰し やった。 

老婆の 聲 —— あの 院長 様 はもう おやすみに なりまして すから、 明日 朝 八 時 頃までに 伺 ひます と 仰し や いまして 御 

座い ます。 

妻の 聲 I さう。 御苦勞 よ。 

夫の 聲 —— 来るなら もっと n 十く 來て くだされ ばい  のにな あ。 

死  ハ恐 ろしき 暫くの 沈默の 後) 凡て は 同じ 事 だ。 

^しづかに 下る。 序 ^終り。 

第 一 場 


海岸 保養 別莊の 1 室。 庭に は 小 松 三 四 本と 朝： 政の 鉢 十 あまり。 緣则に は 羽茆閿 にて 被 へ る 籐椅子 一 脚。 


ラち. H 


室の 巾に は 年若く や せ衰へ たる 妻 呼吸 苦しげ に 白き 床の 上に 仰臥して 阈扇 をつ かふ。 その 側に 一 人 察の 蚊帳 つりあ 

雨戸 は あけ 放し、 軒に は 岐阜 提灯 をつ る。 

^室に 隣り、 腰 窓に て 庭に 面せる 一 室に は、 眼鏡 を かけた る 看護婦 看護 服を脫 ぎす て、 就寢の 用意 をな しつ \ あ リ( 

夜。 波の 遠音と 蟲 の^のみ きこ ゆ。 

^あく。 暫くして 時計 十 時 を 報ず。 

しお 護婦 さん。 


ら r 嚷^   (而 倒く さ、 うに、 然し ^はやさし く〕 はい。 

^ —— あなた お る 前にもう 一 度 氷囊を 取り かへ て S いて 下さいな。 

ぉ^ や 不ぉ不 おに 返事して 看 1 服 をぬ いだ ま 》|经 所の 方 へ ゆく。 氷 を釗る 音。 

蚊帳より 夫 出で 來る。 

^, I ハ^ 打ちしながら 小^に) 來る扠 くしゃう のない 奴ば かりだ。 又 そんな 事 を 怠って るの かい。 

0  あなた まだお みおき ていら しったの？ 

夫  うと. /(\ はして ゐ たよ。 いやにむ し 暑い 晚 だね。 俺 は やっぱり 起きて ゐる 方が い、。 寢 ると 夢ば かり 見つ 


ちま うんだ。 

ぶ —— - でも 今う つたの は 何時？ 十二時で せう？ 

小 入 —— うむ、 まだ 十 時 だ。 

^ I まだ …… 夜の 長い 事。 


夫  (ほ お E して) ましと こつら. silo  (額際 をな で、 やる〕 この 汗 はどう だ。 (側に ある ハンケ チ にて 轼 はんとす) 

お  いけません，/ f\ そしなに 近くい らしつ ちゃ。 あなた は あんまり 無神經 すぎる からい やです わ。 感染したら 

どうな さ つ て？ 

夫 —— お 鹿な。 

お —— お^ ぢ やありま^ん。 あなたまで 若し 結核に でもな つて 御覽 なさい まし、 子供達 を どうな さるの。 

►X ま  一 、  '>  <  1 

夫  そんな 消^.^ な 事ば かり 考 へて ゐ るより、 お前が 治ったら 子供達 は どんなに 喜ぶ だら うと 寫 へる. ^かすつ 

と 確かで そして い、 事 だよ。 

死 と i:: ハ の 前 後  ran 
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0  乂 そんな 氣 やすめば かり。 

夫 —— g やすめな もんか。 

^  おやすめです とも。 (む つ とした 樣子 に て鈸を そむける、 i=  くして やさしき： § にて〕 もうお 怒りに ならな いで n ま 

ね。 私 はも うぢき に 死ぬ のにき まって ゐ るんで すから、 これから は 死ぬ まで 怒りつ こなしに しませう ね。 (富 

の g に^々 力なき 咳 をして 痰 を 卟く。 以下 同じ) 

夫 [I 馬鹿 だな あお 前 は。 怒った の はお 前ぢ やない か。 

妻  さう でした わね。 (li くして) でもお 怒りに なって はい やです よ、 私氣 休め を 云 はれる とほん とうに 腹が立 

つんです もの。 この頃 は、 死ぬ つて 云 ふ 事が はっきり わかる と、 一一 一一：： 葉のう そほんと が氣 味の 惡ぃ ほど はっきり 

わ 力る やうになります からね。 あなた までが 心に もない 事 を 仰し やって 私 を 慰める つもりで いらっしゃ ると 思 

ふと  私 は 淋しくな るんで す。 ですからね  

この 時 看： SW 氷齄を 五つ か、 へて 入り 來る。 話^ 切れる。 

阪婦  たった さっき 代へ たばかり ですから、 まだ^と 思って ましたら、 もう 解けまして。 

火  (^の 頭の 氷 蘧に手 を かけて 见 ながら) この 通り だ、 よく あた \ まって ゐ ますよ、 前 i 茶く らゐ飮 めさう だ。 

お； i ^氷枕 をと りかへ、 頭 胸の 氷黎 佥邠 をと りか ふ。 

お謹^. —— 序 に ぉ體 溫を拜 兄し ませ う ね。 

妻  苦しく つて 而倒 だから やめて 下さ いな。 

* お 護^  でも ちょっとのまで すから。 

火.  (いらくしながら) 一 度 位い 、ぢ やない か、 やめと いて 下さ い。 


この 時格+ の 開く 昔す。 靴 をぬ ぐけ は ひに izt なりと 氣 づき， ^護^^て >• 次 室に 去る。 入れ 代 リて翳 師^ 場。 一同 節 

^に 枚拶。 ^師 病床に 近よ リ^^ を^ 視 しつ &、 

 -ど うです。 

夫 —— .： おに 代りて) 私 も 二日 程 鬼 京に 用が あって 來られ なくって、 今 口 夕食 前に 來 たんです が、 今夜 は 大分 苦し 

い や う で す。 非^ に^が つ て 呼吸が 御殘 の 通り 闲 難で す。 g 分 は いつもの 通りで はっきりして ゐ ますが … … S 

護 さんせ i£ 日記 は。 

v^^c: 次 室 にて^ 事 はしながら、 鏡に. 2 つて 颜 を な ほ しな どして ゐる。 

00  何、 よろしう 御座います。 (靜 かに 脈 を 取リ) 食慾 はお ありに なりません か。 

夫 —— タ方 ：！： を 忍 ひ 出した か、 北海道の ものが 喰べ たいと 云って 干 鮭 を 少しと 昆布茶と 重湯と を 喰べ ました。 林 

擒 も 1  化べ て 兌たい と 云 ひました けれども、 まだい \ のが 出て ゐ ません し、 不消化で はない かと 思って ひかへ さ 

せたん です が。 

襲 —— ^しう 御座いませう、 すこしなら。 (妻に，！： ひ) 召し 上りたい もの は 何んでも 召り 上って かま ひません。 

あなた は n はお 惡 く はない のです から。 いか^でした 鮭と：^ 布 茶 は。 さう、 それ はよう 御座いました。 北海道 

の 味が なさい ました か。 (笑 ふ) 

^護： T お 謹 服 をつ けて 出で 來リ、 殊勝げ に痫床 口 記な ど わたす。 

先程 院長に とのお^ ひでした が、 丁度もう やすまれた 後だった もんです から、 明日の 朝 n 十く には兑 えられる で 

せう。 で、 どんな 御鹽梅 かと 私が 取り あへ す 上つ たんです。 

今つ けたば かりの 氷鎏を 取リ 去り、 背^ 共に 打診 聽 診す。 妻の 呼-吸 益 $ 逼る。 S 師の ES ひそむ。 足の 方 を採リ て、 
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さむけ  • 

— 足の 方に Ha^ がな さり はしません か。 惡寒 がな さる やう だったら 湯タ ンボを 入れて 上げて。 (^護 婦 うな 

づく) いや、 別に かう と 云って お 變りは 御座いません …… せんが、 成るべく 氣を 落着け て靜 かにな さらな けれ 

ばいけ ませんで すよ。 もう 一度 注射 をして 遛 きます から。 

注射の をな し 注射 せんとす。 

妻  今： Z の お 藥は匂 ひがち が ひます の ね。 

^師. 1 二.^ も病氣 してい らっしゃ ると 御 病人の 方が 私共より 巧者になります ね。 さう です、 今 H は 少しち がへ 

て やつ て：：：： ル ませう。 

診察 を 終 へ 挨拶して 立ちぎ はに， 師 夫に 股く ば せす。 妻に 氣を 取られた る 夭 は 冋 じく 醤^に 意味 あ リげな 眼く ばせ はし 

ながら 共に 立たん と はせ ず。 iTM 巳む を 得ず 玄關に 出づ。 かーリ たる 看護婦 歸 リ^リ， 

^護 槠  あの 醫長 様が 院長 様から おことづけが あります さう で。 

夫  (はっと S ひ赏リ しが 妻の 手前 素 知らぬ 愆を して〕 あ、 さう。 

立って 次^に 行く" お譏^ 殘る。 

醫師  御 容 體 が 非常に 險惡 です よ。 御 m 心な さらな けり やい けません な。 

夫 — ： (默 つて i: 師を^ 戍る) 

— 仇 カ^. 生前お き \ になって おく 事で もありますなら 今の 中に。 

夫 —— わかりました。 

^護 婦  ハ 次^の 話！ t を 紛らさん として〕 奥様、 私が さっき 院長 様の 所に 行きます 途中に ね、 あの 犬が …… こ \ に 

も來 るで せう、 あの 犬が…. " 


妻 —— (きびしく ：> そんな 話 後に して。 

—— でも ほんと に 面. a いったら な いんです もの。 その 犬の 眼の 上に ね何處 かの 小 M が …… 

妻 —— ハ 小さく 鋭く) 默 つて ゐて 下さい。 (少し 頭 を もたげて 聽く) 

0.^. —— お知らせ なさる 所に もお 知らせな さって おく 方が い & ですな。 

火. I タ： 乎 紙 は 出して おきました。 それから 子供達で すが、 妻が 決心して もう 一 年 も 遇 はないで ゐ るんで すが、 

どうした もんで せう。 

師 —— さう ですな あ。 …； これ は殘 酷に きこえる かも 知れません が、 奥さんが 遇 ひたいと 仰し やる のでな けれ 

ズ、 お ras はせ にならない 方が よろしいで せう。 お 遇 ひに なれば どうしてもい \ 結果 はこの 揚合 想像す る 事が 出 

來 ません からな あ。 その ま\ なら 萬 一 の 機 會が殘 される 事になります。 醫師 として は 人の 生命 を 最後の 瞬間 ま 

で 守らなければ ならない 贲任を 感じます から、 私 はさう 申し上げる のです。 まあお 遇 はせ にならない 方が 得策 

でせ うな。 尤も それ も  

夫 —— わかりました。 もう わかりました。 

—— それが です、 お 遇 ひに なった 所が、 謂 は^ 御 不幸の 色 を 一層 濃く する やうな …… 

夫 —— 醤 長さん わかった。 もう わかりました。 

1 -屮し 過ぎた かも 知れません が …… それから 唯今 少し 御 安眠の 出来る 注射 をして おきました から 暫く は 御 

安靜 になる でせ う。 叉御容 體に變 化が 来ましたら 何時でもお 使 を 下さい、 直ぐ 參 ります。 何しろ 御 心配な 事で 

誠にお 察し 致します。 

夫 —— 難おう。 永 々 御世話にな つたの に壽 命が なか つたので す。 

^と 比： 2 前後  四 七 
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£ 師 —— (少— 萆を 大きく) で、 院長から は それだけの 事 を 中 し 上げて 置いて くれろ との 事でした から。 その 藥を 

使って 兌たら 或は 存外 特異な 効^ を 兌る かも 知れません。 . 

夫 —— (少し ft を 大きく) 色々 ほんとうに 御 同情 を 難 有う 御座いました。 

醫師 おる。 夫痫 室 に來 る。 

夫 —— 看 謹 嫁さん、 お休み。 氷が 解けたら 僕 あなた をお こします。 

—— い え、 よう 御座いま すんで すよ。 

夫 —— よかない、 明日が ある。 僕 は 明 mffiii ゆっくり やすむ から、 あなた 寢て 下さい。  あ、 それから 寢る 前に 

ね、 隣に 行って 電話 を 借りて 八百屋から 林檎 を 持って 來 さして 下さい C 今夜 はもう 駄目 かも 知れない けれども 

は n 十く 持って来る やうに 云つ といて 下さい。 

看護 絲 去る。 次 室の 腰 窓 をし めて 就綏 する。 哲く沈 妻、 夫の 方に 向きな ほる。 

0 II 誇 護 婦は寢 ました か。 

夫 —— 寢 たやう だよ。 どうだい 注射して から 少し は樂 になった かい。 

妻 —— 近顷 にない 程 氣分も 呼吸 も樂 になり ました わ。 だけど 汗が なほく ひどく 出て。 何ん て 暑 いんで せう。 暑 

いのも 苦しい ものね。 

夫  ほんとうに 今夜 はむし 暑い 晚だ。 (^をす かして^て〕 降りさう で 降らない からだ〕 

妻 —— 死に さう で 死な ^ いのも 苦しい ものです のよ。 

夫 —— 何 を 云って るんだ い。 (tK) 

0 II あなた。 


夫 II 何んだ。 

^ I さん は 何 を 仰し やつ た Q。 

夫 II 藥の^ で院お から 傳ー百 が あつたん ださう だ。 

^ I 大分お いお 話でした のね え。 

火 —— そんなで もなかった ぢ やない か。 

竹く 沈^ リ 

妻 II あ の ね。 

夫 I え。 

妻 I 子 は^ね。 

夫 — うん。 

姿 —— やっぱり 遇 はない 方が い \ん です つてね。 

夫 — (ぎょっとし なが- r〕 誰が そんな^ を 云つ たんだ。 何時でも 遇 ひたければ 連れて 來 るよ。 遇 ひたくな つた かい。 

^  い、 え。  (^く 沈默) もう 虛 {ーー门 のっきつ こ はよ しませう ね。 

夫  (感じたら しく〕 うむよ さう  ほんとう だ。 

^ —— では 私 も あなたに 下らない 事 をお 尋ねす るの ももう やめます わ。 死ぬ か 生きる か は 自分が 一 番 よく 知って 

る 事なん ですからね。 

夫 II …； 

0 —— 私 は あなた を こんなにして 看病して あげたかった。 

化と^ の 前^  四 九 
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夫 —— 冗談 ぢ やない。 俺 はそんな， ぉ氣 になる の は 御免 だよ。 (無理に 笑 ふ) 

0 —— ほんとうに ねえ。 (妻 も 笑 ふ)  ， 

夫 —— 然し 萬 一 さうな つたら、 俺が お前に した 十倍 も 以上に 俺 を 看護 しないと 腹 を 立てる よ。 

妻 —— 乂 あなた は 心に もない 虚言 を 仰し やる の？ 隨分 あなた は 虚言つ きです ね。 

夫 —— 00 つき ぢ やない さ。 

妻、 非常に 氣を そこねた..： しく 長き 沈默。 

夫. I おい A 子 俺が いけなかった。 然し 俺 は 誰が 何ん と 云っても もう 一度お 前 をな ほして やりたい の だよ。 虚言 

を：. ム ふ 俺の 口 を 俺の： 斗 は 信じよう とす るんだ。 

妻 —— (感じて) い X え。 怒ったり して 私 こそ 惡ぅ 御座いました。 あなたのお 心 持 はよ くわ かって 居 るんで すけれ 

ども  もう どうぞ 私の 覺 悟に 未練 を 起させる やうな 事 は 仰し やらないで 下さい ましね。 それより ぉ藥 で氣持 

のい，^ 中に、 樂 しいお 話 を 少しし ませう ね。 ぃ&で せう。 

夫 —— 然しお 前 は 眠らなければ ：：： (自分に 氣 付き 舌打ちして) 俺 は 何ん と 云 ふ にあ はせ 屋だ。 •：：• さう だ。 ー晚 

中で も^ をしょう。 

妻 —— まあ うれしい。 (いかにも 樂 しげに) 何 かお 話して 頂戴な。 

夫 — さう だな あ、 何の 話 をしょう か。 (沈 默) 話と 云へば 結婚した てに は 毎晚寢 てから 一 つづ &ぉ話 を させられ 

たつけ が。 

妻 —— でも 一 ヶ月 ほどで 種切れに おなりに なって ね。 

夫 —— 一ヶ月 繽 いたの はえら い 中 さ。 お前 は隨分 慾ば りだつた からな。 トルストイの 「復活」 なん ぞは 始めから 


仃 舞まで 一 晚が、 りで 話させて しま ふんだ もの。 話しながら 自分の 方で 舰ハ鸾 した 俺 も 可な り 馬鹿だった がお 前 

も 1 考 へな.^ だった よ。 だから 一ヶ月で 種 も 身も盡 きたの さ。 でも そのお 蔭で お前 はい \ 加減 物 II りに なった 

苦 だ。 

^ —— ほんと に&ん な^を 覺 えさせて いた ビ きました わ。 あの 頃 ほど どん， （'心の 育った の は 前に も 後に も あり 

ませんで したわ。 それから 又 段々 と 馬鹿に あともどりして しま ひました のね。 

力 —— 一 つ は.^ も：.^々 不熱心に なった からな。 (笑 ふ〕 どうだい 雨戶 をし めて やらう か。 あんまり 夜 氣が來 すぎ は 

しない かい。 

い き 

^ —— -ぃ、 え、 やっぱり 開 けて おいて 下さい。 暑い ばかり ぢ やない の、 締める と氣 息が 苦しくな りさう で。 (戸外に 

眼 を ゃリ) 翁って ゐ ますの ね。 星 は どこに も^えません か。 

夫 —— (^をす かし；： ^つ、〕 風 もな いのに あの 雲の 走り やう は 如何 だ。 八月と 云 ふと やはり 何ん となく 荒れ 立って 來 

るね。 あ \、 あすこに たった 一 っ兑 える。 la える かい。 

0 II え、。 

夫 —— もう 隱れて しま つ た。 

^ —— (獨^ の やうに) 虽 にもお 別れが 出來 たし …… (沈 默) うそよ。 冗談です のよ。 私 こんなに 色んな ものが 可愛 

かったり、 なつかしかった りする やうで は 迚も 死ねません わ。 ほんと にこの 世の中 はい- - 世の中だった 事。 苦 

なな -S 

しかった^ も 悲しかった 事 も 皆ん な 美しく ばかり 思 ひ 出されます …… だから 私 治り ませう ね。 屹度 治り ませう 

ね。 

夫 —— さう だ、 ほんとうに 治らう ね。 (暫く 沈默) お前の 苦しく 思った 事 も 悲しく 思った 事 も、 世の中の 人に 云 は 

死と 其の 前後  五 一 
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せれば、 ：.… 條の人 嫌 ひな、 酸い も^い も 知りぬ いて、 感激の 種切れになった 人達に 云 は せれば^ 鹿々 々しい も 

ので あるか も 知れない が、 俺と して はやつ ばり それが うれしかった。 尤も その 時分 は隨 分うる さいと 思った が 

ね。 (少し 强 ひた 笑 ひ 方 をす る) 何しろ 俺の 性格に も 仕事に も 眼 鼻の つかない 中に お前に 死なれて は 俺の 方が 浮ば 

れな いよ。 俺 も いつまでも かう やって は 居ない。 お前が 病氣 になった ので この 二 年間 遊ん て 居る 中に 段々 兌當 

がつ いて 來た。 遊ぶ と 云 ふ 事 も惡ぃ 事ば かり ぢ やない。 今まで は 唯 無噔に 齷齪して ばかり ゐた。 それが いけな 

かったん だね。 考 へて 兌れば 今まで 仕事ら しい 仕事と いへば、 何 一 つし なかった のによ くもお 前 は 俺に 辛抱し 

て來 たもんだ。 つまりお 前 は餘程 甘く 出 來てゐ るんだ よ。 

0 —— 澤出让 事 はなさ つ てい らっしゃ います わ。 

夫 —— 失收に 終った 仕事 はいくら あっても、 しなかった 以上に 惡ぃ 仕事なん だ。 

妻 —— でも あなた は舉 生た ちから 賴み にされ てい らっしゃ います わ。 

夫 —— 駄 IZ だく。 迷って る 羊 は 迷って る 羊 を 導く 事なん か出來 はしない。 俺なん ぞ はほんとう を 云 ふと、 默っ 

£ も 

て もっと，：：：： 分 だけ を a 戌って ゐ なければ ならない 男なん だ。 こんな 意氣 地の ない 事 をお 前に 云 ふ P は 少し 恥 か 

I - い まだ に れ とも 

妻 —— まあい やな 方。 そんな 事 を 仰し やる と 私 はな ほ-, 死にた くなります。  あのねえ。 

夫 II え。 

妻 —— 私の 手帳ね。 

この 時 婆や あたふたと 登場。 寢 衣の ま、。 

婆 —— 风 那樣、 こ ん な な り を 致 して をり まして 御免 下さい まし。 


夫 I どうしたんだ 今頃 起きて 來て G 

婆 —— - またお 笑 ひ 遊ばします かも 存じません が 唯今 ひ よんな 夢を見ました もので 御座いま すから。 

火 —— 乂御夢 和 か。 もうい.^ 寢ろ。 

お、 —— 左 桡で 御座いませ うか、 奥様 はお やすみで いらっしゃいませう。 

夫 —— おきてる よ  >  川 かい。 

ま —— へ え。 それで は乂。 

娑- so  ^く 沈默。 

0 —— あなたに どうしても 见 せて 上げなかった あの 手帳ね。 お分りに なって、 水色の 表紙の 分です のよ。 

夫 I. うん。 

お —— あれ は あの 袋戶 棚の 下の 方に 入れさせ てお きまし  た 力ら お  レ&ぇ まだ^. 覽に なって はい や  お 手 

を货 して 頂戴。 (夫の 手 を 取リ、 もう 一 つの 手に て輕く 撫でながら) 私が ね ••：： 私が 若し か 死んで しま ひまし たらね 

 御 §化 遊ばせ。 私き つと 治ります けれどもね。 而 して 今度 こそ はお 邪魔ば かりして ゐ ないで せっせと 私 も 働 

きます わ。 ね、 い \ で せう。  ， 

夫 I …… 

お —— - そんなに お怒り になって はい や。 

夫 —— (1" んど 同時に) 何 を 怒る。 

沈跌。 

夫 —— お前 はほんと に 治らなければ いけな いんだ ぞ。 その 積り なら Eg 後の 瞬間まで も 命 を 大切に しなければ いけ 

_处 と 化： の 前後  艽 三 
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ない よ。 疲れる といけ ないから …… 然し もっと 話さう か。 まだ 話す 事が あるかい。 

妻 II 何ん にも。 

夫 I そんなら 寢て见 たら どうだい。 

妻 —— はい。 その代り あなた もお やすみなさい ましよ。 

夫 —— 俺 はい \ よ。 それに 蚊帳 を つらないで ゐて はお^ s は 蚊で 眠られ やしないよ。 煽いで 上げる からか ま はない 

でお 寢。 

妻. —— あなたが おやすみに ならなければ、 私 は 眠れません もの。 

夫 —— 屋。 それ ぢゃ俺 も寢る さ。 

妻 —— どうぞ。 あなた もほんと にお 體を 大事に なさい ましよ。 御機嫌よう。 

夫 蚊帳に 入る。 妻 は 呼吸困難 にな リ ながら 雄々 しく 自ら を 執って 煽ぐ。 催眠 劑の効 あら はれ、 苦 眠に 入り 鬧扇を 手 

ょリ 落す。 夫 蚊帳より 出で 妻の 傍に 來リ、 闞扇を 取り上げて 妻 を 煽ぐ。 婆や 再び 竊 やかに 登場。 

婆 II 旦那 様、 奥様 は …… 

夫 I -ハ うるさ >r うに) 寢 たから …… 

婆 —— 旦那 樣、 私 は 先程の 夢 を 兌ました からどう 致しても やすまれません。 まざ とした 夢で 御座いました。 

祌 様が、 旦那 様、 奥様 をお 召しに なりました ので 御座います。 それが、 旦那 様、 神様のお みお 顏が 旦那 樣 そつ 

くりで いらっしゃいまして。 

夫 I. 何 をく だらない^ を 云 ふんだ。 早くい つて 寢ろ。 

0 1 それに、 …… 私 は 何んだ かこ はい やうで 御座いま すが …… 


夫 — もうい^.、 早く 寢 ろと 云 ふのに。  . 

婆 —— 恐れ入りまして 御座います。 旦那 樣 「神 を 信す る もの は 幸な り」 と 申します が  

夫 —— -說敎 は 明：：： にして くれ。 俺は考 へる 事が あるんだ から。 さ、 い、 から：：： 十く ぉ寢。 

婆 I (不^不^に) 左様で 御座いま すか。 では 御免 蒙ります。 

婆や^ 場。 夫、 妻の 寢龃を 凝視す。 

舞^ そ の ま >- ^くなる。 

ダ ー ク • チェ ンヂ。 

第二 場 夢の 場 

序^と 问じ 舞^。 始めは 明滅す る 焰の外 喑黑。 漸次 明るくなる。 

^の 前に は 死の み默 ゆ： す。 

舞^の 一 方に 椅子に ょリて 夫讀喾 し、 他の 1 方に 坐して 妻と 婆や、 鏠物 をして 居る。 

婆 —— 何ん と 云 ふきび しいお：： 者 さで 御座いませう。 北海道 くんだり に をり まして こんな^ さに あ ひまして は 虻 蜂 

取らす と 巾す もので 御座います。 こんな ru には餘 計お 苦しう 御座いませ うね。 氷 はま だ 解けませんで 御 座い ま 

すか。 ぉ護ぉ は 一たい 何 處に參 つたので 御座いませう。 暇 さへ あれば お 隣に 話に 出かけて しま ひまして、 しゃ 

うが 御^いません。 ゆ 様、 私 一寸 氷囊 をつ くって 參 ります。 

死 と の 前 後  K 五 
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妻 —— 婆や、 お前 何 を 云って るの。 氷囊 だなん て 何す るつ もりな の。 

婆 —— 奥様 こそ そんなお むづ かり を 仰し やって はこの 婆が 困ります では 御座いま せんか。 こ の 御病氣 ばかり は 御 

養生 一 つで どうに でもなる もの だと 伺って をり ますから、 何んでも 我慢 遊ばして せっせと お 胸 をお 冷やしに な 

りません ぢゃ。 第一 おみ 起きに なって いらっしゃる のがお 惡ぅ 御座いま すよ。 お 床で もお のべ 巾し ませう か。 

^ —— お前 ほんと にどう かして ゐ るよ。 私 はこの 通り びん/, \- して ゐるぢ やない か。 を かしな 人ね え。 

婆 —— でも 御氣分 ど ほりに 遊ばして はよ く 御座いますまい。 いくら 熱に ぉ惯れ 遊ばした つて、 やっぱり 三十 八 度 

もお あり になり ますので 御座いま すから。 

0 —— 幾度 云って 問 かしても 分らない のね、 婆や は。 私 はま だ病氣 なん ぞ になり はしない のよ。 私 はね、 あと 五 

年た、 なければ 病氣 になり はしない んぢ やない か。 そんな 事が わからない の。 

婆 II おや 左様で 御座いまし たかね。 お、 さう く、 さう で 御座いま したね。 又 耄碌 を 致して しま ひまして 御座 

いますよ。 

何 か 非常に を かしい やうに 笑 ひ 出す。 妻 も 釣り こまれる。 突然 二人とも 恐ろしき 銜動を 受けた る やうに 笑 ひやむ。 極^ 

の 不安。 

^ —— どうしたんだ らう。 あ- ^暑い 事。 

婆 I 逋 り 魔で 御座います。 

妻 も 婆や も 再び 仕 車 を はじめる。 

夫 —— (讀甞 を やめて 遠くの 方に 邛を すます) おい A 子、 お前の 好きな 郭公 が^いて 居る。 聞こえる だら う。 

妻. —— さう、 ほんと。 (耳 をす ます) 聞こえます わ。 (暫くして) ぃ&鳥 です のね え。 


夫 W び^ 寄す。 妻 時々 烏の 萆に閗 き入リ ながら 產衣 を鏠ひ つ^ける。 

妻 II あなた。 

夫  (誠 ^ し な が ら) う？ 

0  こ の 柄 はお きら ひ？ 

夫 I. うむ。 

0  おすき？ 

夫 II うむ。 

^ —— まあい やな 方。 どっち？ 

夫  さう- どっち かな あ。 

力べ  まあ  よ ござんす わ、 そんな 不 熱、.：： -AH 方。 

夫 —— (始めて ^物より 服 を 放ち) 俺が 折角 熱心に なり かけて 居る と、 お前が 不熱心に してし まう んぢ やない か。 い 

やな 方 も 何も ある もんかい。 ほんとうにうる さハ 奴^。 

^  でも あなた 不熱心 なんです もの。 そんな 方 私大 きら ひ。 

夫  ふん、 さう か。 (又讀 書す) 

J, II 木ば かり 讀ん でい らっしゃれば 着物の 事なん かどうで もい.， のね、 あなた は。 

夫  やかましい 扠 だな、 着物が どうしたと 云 ふんだ い。 

始めて 立ちて 鎏の 方に き、 產衣を 見て 珍ら しげに 见 やる。 

夫. I 何んだ それ は。 

死と 其の 前 後  五 七 


有ね 武郞佥 集^ 四卷  ギ， 

妻  可んでも よう 御座います のよ。 

，  よか あないよ、 赤坊の 着物 だら う。 もう そんな もの 作って 置く のかい。 一寸お 見せ G 

妻 —— い \ えよう 御座います。 あなた はたんと 御 本 を御覽 なさい まし。 

夫 — (妻の わきに 坐りて) ふむ、 割合にい \ 模様 だ。 だが、 ちっと 赤す ぎる ね。 H! 力の 子が 生れても これでい-力 失 

らん。 

妻 II (恥 かしげに) いやな 方。 男の子 なんか 生れ やしない からい \。 ほんと に 男の 方なん て わからす 屋 なんです 

もの。 

夫 —— おい 婆や、 お前 には子 供が あるんだ つけ かな。 

婆 I. 御^いま すが、 子供な ど、 巾し ますと を かしい やうで 御座います。 息子が 三人と 娘が 一 人 御座いま すが 

末の 息子が もう、 日 一 那樣、 三十に なりまして 御座いま すよ。 

夫 —— それ はい \ ねえ。  ， 

婆 II よくで も 御座います 事 か 旦那 様。 一人々々 やくざな もの 許りで 御座いまして、 私の やうで は 何ん の爲 めに 

お産 を 致しました か、 さつば り譯が 分ら なくなって しま ひます。 一人なん ぞは、 奥様、 喑い 所に 入れられ ま r 

し、 娘 は 娘で 私の 巾し ます 事 なぞ はこれ つば かり も (針 を 眼の 前に 出す) 聞き入れ は 致し ませす、 それにお ゃぢ 力 

のんだ \れ で 御座いま したから、 がれ 様が おでになる たんびに 考 へます 事と 申しましたら、 どうかせ めて 今日 

一 ぱい は 災淮が 御座いま せんやう にと 巾す 事 だけで 御座います 。女の 罪障で 誰でもお 洚は 苦しい と 中し ますが 

子 を 育てる 苦し さに くらべ ますれば、 まるでお 話に なん ぞ なる もので は 御座いません。 もう/ \ 世の中 W: い 

やな もので 座い ます。 人間と 申す 者 は どれ もこれ もね つから 賴み にも 的に もなら ない もので 御座います。 呰 


んな 人の！ W ばかり ねらって をり まして、 奥様、 や 動ともすれば、 つかみ か，^ らうと 致します ので 御座いま すか 

らね。 ；： いくこん な 世の 屮 はお 暇に 致して、 神様のお 側に 參 りたい もので 御座います。 

ぶ、 —— そんなが を 云 ふ もので はない わ 婆や。 世の中に は惡人 もゐる だら うけれ ども、 い、 方 もい らしって よ。 

 そ i 力け：^  

妻. —— だ つ て お前 は 祌様を ^じて ゐ るんだら う。 

^ —— それ は； t 様 を！ ！：£ じさせて いた^ いて をり ますお 蔭で やう やく かう やって 生きて る^も 御座いま すので 御座 

います。 

^ —— その 祌栊 がお 作りに なった 人問ぢ やない の。 神様が ぉ惠み 深ければ、 人, にだって 惠み ぶかい 所があって 

い k わけ だ わ。 

ま —— ところが、 ，IK 様、 人^の 御 先祖の アダムと イブと が 罪 を 犯して 祌 様に ぉ叛き 申しました ので 御座いま すか 

ら^:：:: で 御座います。 取り わけ 男な ど-申します もの は、 こなたの 旦那 樣 など は 別で いらっしゃ いますが、 そ 

れ はお ほ それた^^ つきで 御糜 います。 

：ル、 —— そんなに ひがんで は. e 分の 心まで ひがんで しま ふわ。 

0 —— だから や.^ ：! にも 「蛇の 如く 慧 かれ」 と 御 座い ます。 意地の 惡ぃ ほど 氣を附 けて 居りません と、 周圍の もの 

に^ をつ くらせる ばかりで は 御座いません、 飛んでも ない 損な 目 に 遇 ひます もので 御座います からね。 それ も 

n: 那 様の やうに 敎會 でも 飛び はなれて 信仰のお 堅い 方。 

夫  (物 を考 へ てモ こら を 歩き ま は リ居リ しが) おい 婆や、 俺 は 四 五日 前に 敎會 を返會 したの だよ。 

お、 —— え、 何 を 仰し やい ますつ まあ ほんとうで 御座いま すか。 

死 と 比： の 0 後  trj 九 


冇岛 武郞佥 第^ 四卷  六 〇 

妻 —— え \、 ほんとうな のよ。 

婆 I - あの、 H: 那樣が …… まあ 怖い 事で 御座います。 でも 奥様、 それ もこれ も 下世話で 申します r 榮譽の 餅の 皮」 

で、 徒然のお 慰み 位な もので 御座いませう。 誠に 結構な お 身分で いらっしゃいます。 私共の やうに 體を へらし 

へらし 生きて をり ます ものに は 思 ひも よらない 事で 御座います。 結句 この 世の 屮は 何と 中し ましても いやな 苦 

しい 世の 屮で 御座います。 

夫 I r 婆や、 お前が 苦しい くと 云 ふ 時には 何んだ か 嬉し さうな 樂 しさうな 顔 をして ゐ るぜ。 それだけで もお 前 

は 世の 屮を仕 合せ だと 思ふ喾 だが な。 それより、 話に 氣を 取られて、 婆や はまた 氷囊を 忘れ やしない かい。 も 

う 疾うに 解けた 時分 だぜ。 

婆 —— お や 左様 で 御座 いました ねえ。 

娑ゃ 慌て  >- 立た うとす る。 

0 —— 氷蕤を どうな さるの。 

夫  匁れ た 事ち やない か。 そんなに 不養生 をす ると 又 熱が 出る ぞ。 さう 云へば 體溫も 計らな いんだら う。 

i  今 H は あなた も 婆や もほんと に變 ねえ。 五 年た- T なければ 病氣に はならない の だと 今 も 婆やに 云った ばか 

りです のに。 

夫  お^、 ほんとうに 病氣ぢ やない のか。 

妻 —— この 通り ぢ やありません か。 

夫  さう か。 (非常に 喜ばしげ に) さう だつ たんだ はえ。 

三人 聲を 立て、 笑 ふ。 突然 街 動の 如く 笑 ひやむ。 


婆 —— ！f り ^で 御」 i:- いますよ。 

^ —— 婆や、 ^所に 行って 湯 を 沸かして おくれ。 もう 御釵 のお 支度 をし なくち や。 

婆やぶ 7 で 夫 は.^: び^に， M ふ。 妻 は 裁鏠を 片付け はじむ。 影 人 1 人の を 連れ 来る" 凡て 舞躉に ^はる、 人物 は 首を垂 

れ眼を S ぢ、 よき 所に 來リ てはじめて 服 ざめ たる 如くなる。 

夫 —— まだ 郭公が，^ きつ ピ けて ゐる。 (男 を 認め) お， 君 か、 何時の 問に 來 たんだい。 ちっとも 知らなかった。 

^ —— 呼んで：^ たけれ ども 返事がなかった から 勝手に 這 入って 來 たんだ。 奥さん、 今 tn は。 

^ —— まあい らっしゃ いまし。 ぉ袅ぅ 御座います。 

—— また あいつが 來 たって？ 

夫 —— うむ リ 

^ —— ほんと にい やなんで すの よ。 はじめて 來た時 はほんと に を かし かったんです のよ。 

H. —— ^のお 守屮 にやって 來 てね、 婆やに 「私 は 高等の 方 を やって るんで す」 と 云つ たんだ さう だ。 黑服 鏡の 後 

ろから あの 物 ゆ い^を 光らし たんだから 驚いたら うさ。 僕の 歸 るまでの 間 妻と 一 一人でさん/^ 考 へた 擧.： ^高：等 

小^-の 先生と：. ムふ 事に きめたん ださう だ" 

^ —— ^^刑^と はちよ つと 氣が附 くまい からな。 何ん にで も 高等の くッ つく 世の中 だね。 この 問 來た時 は 何と 

云 つたんだ。 

夫 —— あなたの 主義に 對 して 御意 兑を 伺って 來 いと， 云 ふ 命令 を 受けて 參 りました といやに 底 氣味惡 く 下手から 人 

を：： si めながら 云 ふんだ。 

W — ふうん， で。 

处 と は の 前後  六 1 


^  ft 武郎 仝^^ 叫 卷  六 二 

妻 —— わきで 問いて ゐても ひや，/. \ する やうな 事 を 仰し や るんで す もの、 私 ほんとう に钸ぅ 御座いま したわ。 

夫. I おい、 お茶 はどうし たんだい。 

くろんぼ  くろんぼ 

影 人 茶器 を 述び來 る。 妻 疑 はしげ に见 る。 影 人 馬鹿丁寧に 辭儀 をして 返 場。 

-ま —— (夫の 方に 寄 リ添ひ 影 人を见 ながら〕 變な 人ね あれ は。 

夫 —— ち つ とも 變ぢ やな いぢ やない か。 

0 1 今度 新しく^った 人です の？ 

夫 —— を かしな 女 だな あ。 あいつ は 昔から 働いて る ぢ やない か。 

^ —— ：a 分の 思 ひ^ ひ を 恥づる 如く) おや さう ねえ。 でも 何んだ か を かしい わ。 私い やです わ、 あんな 人。 婆や は 

どうしたんだ らう。 

夫 —— 晚 飯の 支度で もして ゐ るんだら うさ。 (男に 向 ひ) 所謂 高等に つけねら はれて は敎 員と 云 ふ 僕の 位置 はもう 

おしま ひだよ。 

男. —— 何、 そんな 事 も あるまい が、 君が 敎育界 を 退く の はま あ 一寸 惜しい な。 失望す る 舉生も すくなく ないだら 

う。 君の 評判 は 中 々ぃ& からな。 

夫 —— H 許 判が い \」 か。 僕は敎 育の 出來る やうな 男ぢ やない よ。 自分の 事 も わからないで 人の 世話 を やく 事なん 

ざ ぁ出來 やしない さ。 然し 舉 生の 中にはい &靑 年が 居る ね。 畏 ろしい やうな 靑 年が 居る ね。 あいつ 等との 交渉 

がなくなる の は 少し 淋し い よ。 

刃 I 君 は敎會 も^ 舍し たさう だね。 

夫 —— あ、。 …； 熱い 湯が ほしいな。 


影 人ズ現 はれ^ 鎩を 持ち 來る。 妻 W び おびえる 如く これ を兑 やる。 再び 茶 を 入れて 出す。 

夫 ！ 仪が^ を やめた のが 自然の 成り行き だ つて 云 ふ 事 は 君に は 分 つ て ゐる箬 だが、 妻に は 突飛な 出 來事だ つ 

たと 兑 えてね。 昨：：：：^ の 父から 手紙が 來 たから 讀んで 見たら、 此奴 (妻 を 意味す) は 僕の 事に ついて 嘗て 父に 相 

- がましい ポ をした ためしはなかった のに、 今度 は 非常に 心配 をして 相談して よこした が、 ー體 どうした 譯だ 

と 云って 來 たよ。 お前 はま だ あの 乎羝を 見ないだ らう、 こ.^ にある よ。 (妻に 手紙 を 渡す) 敎會に 這 入った 時 は 

も 知って る if: り 勘 常まで され そこなって 這 入つ たんだから、 出る につけても 僕 は 相 常に 苦しんだ。 然し m 心 ひ 

切つ て 出た の は 結：： ^ よかった と 思 ふんだ。 

^ —— - それでも あなた は祌樣 はお 信じに な るんで せう。 

夫. —— お前 は 例 へ ば 飯の 味が ほんと にわかる かと 聞かれて はっきり 判る と 答 へられる かい。 神 を：； りしない と 云 ふ 

の は 恐ろしい^ だ。 祌を 信す ると 云 ふの も 恐ろしい 事 だ。 

^ —— あなた はいつ でも 切羽つ まると 瞹昧を 仰し やる のね。 

夫 —— さう か 知らん。 

お、 —— 私に は あなたの ほんとうのお 心が わかりません わ。 

た —— 段々 わかって 來る だら うさ。 而 してい やになる さ。 

力 —— おが 何 か 女の^で^ 落した 爲 めに 敎會を 捨てた と 評判す る ものが ある さう だよ。 

夫 —— さう か、 それ は 無喑に ほめ 上げられ るのより どれ 程い X か 知れない よ。 

^  パル， 全く だ。 …… 君 も 結婚して からもう 一年になる が、 結婚 生活 はい X もの だから 是非 結婚し ろと 人に 

勸 める だけの 0 信が できた かい。 

死と は の 前後  六 三 


夫 —— 人の 細お を わきに S いて 相 變らす 無遠慮な 男 だな あ。 それ はい、 事 も あるし、 惡ぃ事 も あるし さ。 こいつ 

なん ぞ もこい つ だけの 煩悶 はして おる やう だよ。 僕 は 結婚 するとす ぐ 第一 に 妻に 與へ たもの は自. s だった。 妻 

から 要求した もの も，：：： 出だった。 つまりお 互に 離れた くな つたら 勝手に 離れる 條 件が 成り立って ゐる譯 だ。 

 そ こいら が Neo-Romanticism と 云 ふんだら う。 (笑 ふ) 

夫 —— 然し^ 實 それより 仕方がな いぢ やない か。 この 事は眞 面目に 考 へて 眞 面目に 實行 する 積り だ。 

贝 —— 何しろお の 未 來を见 守って るの は 一寸 興味が あるよ。 今夜 は 勿論 會； に 行 くだらう ね。 それ ぢゃ 夕釵後 僕が 

寄る から つれ 立って；；；： かう。 左様なら。 (男 返 場) 

妻 —— (男 を见 送りて) 隨 分な 方ね え。 默 つて 這 入って いらっしゃ るかと 思 ふと 挨拶 も碌々 なさらす にお 歸り なさ 

るんで す もの。 (暫くの 問 茶器 を かたづける) 私， 家に 歸 つてし ま はう か 知らん。 

夫 —— 何 を：. ムっ てるんだ い。 

0 —— だって その 方が あなたのお 氣に入 るんで せう。 あなた はお 心の底の 方で 結婚な さった 事 を 悔いて いらつ し 

やる のね。 

夫 —— そんな^も ある。 と 同時に 若し 結婚で もして ゐ なかったら、 どれ 程 苦しかった らうと 思 ふ 時 も あるんだ。 

…… 3- ろ、 俺の ま はりから は 友達が 一人へ り！ 一人へ りして 幾人 も殘 つて. やしない。 神様 も敎會 ももうな いんだ、， - 

す I- は  あきや 

こ の上舉 校の 方で も 追 ひ 出され \ ば 俺の 心 は 煤 掃き をした 空 家の やうな もの だ。 そこにお 前ば かりが 殘 つて 居 

るんだ。 

うち  ごみ  かた 

妻 —— そして 私 は 折角^ 麗に なった お 家に 一 つ だけ こびり ついた 塵の やうです のね。 …… あの方 さへ あなたの^ 

様になって いらっしゃれば、 あなた もこん なにお 淋しく はないで せう のにね。 あの方 もお か あいさう ね、 病氣 


ばかりして いらし つて。 私 は 小さい 時から：^ 意地で なか，/, \泣 かなかった ものです から、 母な どから もこん な 

^愛 氣 のない 于 はあり はしない とよく 云 はれま したわ。 私 も 世の中って もの は 何んだ か 淋しい 冷たい 所で t. 、我 

ほで 押し通す 所の やうに 思って W つて 來てゐ たのに、 あなたに お 遇 ひ 申して 心 を ゆるめた のが ほんとうに 私の 

はでした。 それにしても あなた は 何故 あの方と 結婚な さらなかった の。 

夫 I 俺 は 始めから あの 女と 結婚す る 心 持なん ぞ はな かったん だ。 

^ —— でも あなた はお 父 様に、 結婚す る 位なら あの方と したいと 仰し やった のね。 

夫  それ は 全く 見 も 知り もしない もの を 俺に あてが はう とな さるから さ。 そんな 結婚 をす る 位なら 氣心を 知つ 

てる だけで も あの 女と 結婚す る 方が まし だと 云った ビ けなんだ。 あの 女 はか あいさうな 女なん だ。 俺 は 深い 同 

はして ゐた。 然し 俺は戀 をして ゐた覺 え はない。 

0 —— でも あの方が 結婚な さった 時には あなた は 御病氣 におな りに なつたん です つてね。 

夫 —— もう 度々 そんな 事を閗 かされる の はおれ は 閉口 だ。 ー體 俺の 何處 がお 前の 氣に^ はな いんだ。 はっきり 云 

つて くれ。 なほせ る ものなら なほして やる。 ちく， /(\ と 針で っッ つく やうな やり方 はしないで ほしいな。 

0 —— あなた はこのお 話に はすぐ お怒りになる のね。 

夫 —— 侬は おこり やしない さ。 おこって るの は癇 瘕の蟲 * たよ。 

0 —— どうせ あなた はお 口が お 上手です わ。 …… あなた は 何故 敎會 をお やめに なった の。 ニー 一！ 口の 御 相 淡 もなかつ 

たのね。 それ は 私 どうせお 力に なれな いのは 知れて ゐ ます けれども。 いやな 評判まで たてられても おやめに な 

るに は 何 か 深い 譯が おありになります わね。 

夫 —— それ は あの 場 八：： に 殊更お 前に 話さなかった にしても、 不斷 云って る專ぢ やない か。 俺に はま だ 茶^: の やう 

.^ と 化ハ の 0 後  六 五 
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つと 

な嚴肅 な 生活 は出來 ない の だ。 しょうと 勉 める 事 さへ、 敢 てし 得ない の だ。 そんな ものが 敎會に 居る の は敎き 

を墮 落させる 事 だよ。 

妻 —— それで はよ くない 評判 をお 立てられに なっても 仕方が ありません わね。 

夫 —— 全く だ。 俺 は 十分 それに 値す るんだ。 

妻 —— あなた はすぐ さう おひがみになる からい や。 男らしく もない。 

夫 —— ひがむ の はお 前 だ。 俺 は いまにお 前に 凡て を吿 白し なければ ならない 時が 來る だら う。 

妻 —— もう そんな 皮肉 を 仰し やって はほんと にい やです。 私が 餘 計な 事 を 云って しまった のが 惡ぅ 御座いました。 

夫 —— お前 は 人の 言葉 を 皮肉 だと 云 ひながら 巧みに も その 一 一 一一 I： 葉の 裏に 皮肉 を 持たせよう とするな。 何ん とで も 云 

へ。 兎に角 俺 は モウ パッ サンの 小說に 出て 來る 主人公の やうな 間拔け はしない からな。 さん/^ 不貞 を 働いて 

殁く なった 細君の 墓石に あらゆる 讃美の 一一 一一 口 葉 を 彫り 附 ける やうな 馬鹿 はしない よ。 

妻 1 1 おや、 あなた 何 を 仰し やる の。 

夫 —— (a 分 を 辱 かしめ 鞭つ 如く) 何 を 云って るんだ い。 

妻 —— 結婚の 時から あなたに は自. S が 差し上げて あります から 勝手にお つか ひなさい まし。 

火 —— 自由 はお 前に もやって あるね。 どの位 使 ひへ らしたい。 

^ —— - よう 御座いま すわ。 あなた はほんと に ひどい。 (袖に て 籙を被 ふ) 

婆や^^。 

婆 —— 旦那 様、 また あの 高等と か 云 ふ 方が 參 りまして 是非お 目に か 、 りたい と. S- して をり ます。 

夫 —— 夕 i 前で ゐ ますから 乂來て 下さいと：. ム つて くれ。 


婆 —— ^、  n: 那^、 氣を きかした 稹り でさう 申しましたら ちょっとの 間で い、 からお 遇 ひ 申したい と 申す ので 御 

ゆ I ます 

火 I よし、 つれて 來ぃ。 

^ —— - あなた、 よろしくって？ 

夫  よくな くった つてし やうがない さ。 

^等 刑^な 場。 ^眼 鎵の奧 より 四方 を 見 ま はし、 與 へられ もせざる に 椅子に 腰かけ、 妻 を 見つめたり などす。 妻 は 婆や 

と 北ハに 夕食の^ 意 をな す。 夫 は 一 寸 挨拶した る ま  >- にて そこい らを步 きま はる。 

刑 II 今夜 も 研究 會に お出で ^すか。 

夫 —— さう です、 行きた くな つたら 行きます。 …… 刑事 君、 僕は餘 計な 事 を 云 ふ 男 かも 知れない が 君 は その 職掌 

をお やめに なったら どうです。 自分で も 非常に 不愉快で はな いんです か。 始終 人 を 疑 ひ 通して ゐ ると 云 ふの は 

たまらな いと 思 ひます がね。 これが 君に 相當な 職業 だと は 思 ひたくありません よ。 

刑 —— それ は 私の 考 へやう 一 つに ある 事です から。 

不倫 快なる 沈默。 

刑 —— 硏究會 では 今夜 どう 云 ふお 話 をな さるので す。 

火 II むかう に 行って から 考へ出 すんで す。  - 

刑 I 然し 大抵 御腹 案が。  - 

夫 —— S んど M 時に) 然し それ は 君に 云 ふ 必要 はない。 

刑 —— 然し 私 は それ を 伺 ふ べき 義務 を 持って ゐ ます。 隨利も 持って ゐ ます。 

死と 化： の 前後  六 七 
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夫 —— 所が 僕の 方から：. ムは せる とそれ を 君に 發表 すべき 權利は あると しても 義務はありません よ。 而 して 權 利の 

方 はこの 場 八：： 放棄す る 事に します から。 僕の 說を 聞きたい と 云 ふなら 官廳 にだって 相 當の人 も 相 常の 方法 も あ 

る 答 だ。 . 

不愉快た る 沈默。 

刑 —— あ なた は .0: 靈藝 者屋だ の 料理 屋に 出入な さる さう です な。 

P  9 

夫  深夜 出入す るより はまし でせ う。 

刑.. I それに 失禮 です が あなた は 或る 有夫の 女と 通じてい らっしゃる さう ですな。 

夫  (默 したる ま k 步きま はる)  

刑 —— あなたの 舉 校の 校長 は餘 程寬大 だと 兑 えます ね。 然し 社 會と云 ふ もの もあります から 少し 警戒な さったら 

{d しいで せう〕 

S れ より 少し 前より、 先裎 訪れ 來れ る男现 はれ 二人の 對話 を閗 きをる。 

夫 —— 君は少 くと も 君の 職掌 だけに 忠實 であれば それです むんだ、 それ は 決して い V 事で はない けれども。 

刑 —— ふむ、 それなら あなたの 云 はる & 通りに 職業 を忠賞 にやり ませう か。 令狀を 執行し ます。 警察へ お出でな 

さ い。 

男 —— (中に 割って 這 入る) そんな 亂暴 はな いぢ やない か。 君 はこの (夫 を 指し) の 主義の 內容も 行跡 も 實否を 確 め- 

て はゐな いんだ。  へて 見た まへ、 この^が 拘引され て 職業 を 失へば すぐ^ 活に ひにくば かり ぢ やない、 新婚 

の 家庭 もこ はれ、 ば、 懐姙 して ゐる 細君 も氣 のお ぢ やないで すか。 少し その 邊も考 へて やったら い.^ でせ う。 

刑 II 私 は 職務 だけの 事 を すれば ぃ&ん だ。 私 は 令狀を 執行す る 命令 を 受けて ゐ るので すぞ" (夫に 向 ひ) さ、 直 


ぐお 立ちなさい。 

^ —— そんな * つ て が あるか。 

刑 —— ほ^な 事 をす る 貴様 こそ 何んだ。 (m 中の ふくれて 居る のに 眼 をつ け) 何 を 入れて るんだ。 出せ。 (突然 懐屮に 

手 を 入れて つかみ 出す) 兇器で も 持って ゐ るんだら う。 けしからん 奴 だ。 (濡 手拭の 中から は石鹺 入れと 捣 枝が 出て 來 

る) 

せ，.？ たう  おんな 

mo II 僕 は 今錢 湯から 來た ところ なんだ。 刑事 君、 この 男 を 引つ 立て. ^行った 所で、 又 警察で 今と 同じ やうな 馬 

鹿な HI に 遇 ふぜ。 やめたら どうです。 

刑 I やかましい 默っ とれ。 さ、 お立ちなさい。 

夫 II ^はほんと うに 連れて行く つもりな のかい。 さう か。 それ ぢゃ 行かう。 A 子 一寸 行って 來る。 行く 所に 行 

けばす ぐ わかる 事 だから ぢき歸 つて 來る。 心配し ないで おいで。 では 君 後を賴 むぜ。 

お —— あなた 私 も 御 一緒に 行かして 下さい まし。 (刑事に 向 ひ) どうぞ 私 もお 連れな さって 下さい。 

刑^ 取リ あはず。 そこに あ リし甞 狀入リ € 手 筘ニ箇 及び^ 籍 一冊 を^ 據 物件と して 押 收し夫 を 拘引し 去る。 妻 泣く。 婆 

や は 唯お ろ f ^する。 男 は 眉 をよ せて 步 きま はる。 

力 —— 亂暴 極まる 奴 だ。 然しとう， （- あなたの 御主人に も 革命の 時が 来たんだ。 これから は あなた も 今までの や 

うに 新 姙の樂 しみにば かり は 浸って は ゐられ ません ぜ。 

^ —— それ は 私 も かねて の 主人の 言葉から 覺悟 はして をり ました。 でも あんな 理不盡 な is! つたら ありません わ。 

あなた どうかして いた^く 事 は出來 ませんで せう か。 私、 ほんと にどう したら い i でせ う。 

！ おまけに あの 刑事 はい まくし い 事 を 必要 もない のに 云 ふ 奴 だ。 藝者屋 に 行った、 それが どうしたと 云 ふ 

死 と 化： の 前 後  六 九 
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んビ n- 

妻！ それ は 主人が^に 預かって 居ります 放蕩な 書生が この間 姿 を かくした ものです から、 それ を 探す ために そ 

んな 所に 度々 參っ たのです わ。 それにしても 夫の ある 女と …… 聞く もい やな 事ば かり 云って …… あんな 事 を 云 

はれたら 私なら びし， （-云 ひ 返して やります のに、 主人 は默 つた ま &でゐ るんで す もの …… 人が 疑 ひます わ。 

—— (笑 ふ) 馬鹿な。 あんまり 馬鹿らし いので 默 つて 居たん です よ。 何しろ あなた は あの人 を 腹の どん底から 信 

じて やらな くって はいけ ません よ。 淋しい 人です からね。 他人の 思 ひも よらない やうな 事を考 へて 獨 りで 苦し 

んでゐ る 人です からね。 

妻 — ほんとうに 私が 惡ぅ 御座いました。 その 心 はよ く 判って ゐる 癖に、 どうして 私 はこん なに 子供ら しく 我儘 

だった ので 御座いませう。 

—— 刑事の 持って行った 手文庫に、 もし 日記 や、 會の 人達から やった 手紙なん かビは ひって はゐ ませんで した 

力 

妻. —— ゐ ました， （-、 みんな さう なんで 御座います。 私 どうし ませう。 

男  何 心配す る 事はありません。 然し …； 玄關に 誰か 來 たやう だが。 

0 1. ほんと に … … 婆や お前 行 つて 見て おくれ。 

婆 —— (しリ ごみして) 私で 御座いま すか。 私で わかり ますで 御座いませ うか。 

妻  年く お出でな ね。 澤山 いらっしゃつ たやう だよ。 

男  僕が 行 つて 見 ませう。 

男 返 場。 二人の 學生を 伴 ひて 登場。 學生 妻に 不愛想な 會釋 をす る。 ， 


舉  一 11 先生 はお 出で^す^。 

妻 —— ぃ& え、 唯今ち よつ と 出かけました。 

g- ：  さう です か。 (他の 舉 生に 向 ひ) どうしょう。 

s 一， 二 —— 云った 方が い.^ ぢ やない か。 (^に 向 ひ) 私達 は總 代に 擧 げられ て 今日は 少し 不愉快た 使命 を齎 しに 來た 

のです。 今仉樂 部で 舉生會 を 開いて ゐ るので すが、 先生に 御自身で 說 明して いた^きたい 事が あるので す。 

妻 —— (きっとな： =0 それ は どんな 事で 御座いま すの。 

一  II おい、 先生が 歸られ てからに したら い、 ぢ やない か。 

ゆ！ 一 —— 先生 は どこに おいでな のか 分らない のでせ うか。 

お —— わかりません の。 (呼 吸 段々 苦しげ になる) 

C 二  ： I - 先生が 平生 自分 達に 敎 へて 下さる 事と 先生の この頃の 素行と Q 間に は 自分 達に 理解し 得ない 所が 出来た 

のです。 それ を說 明して いた^きた いのです。 

—— 餘 計な 口を出す やう だが そんな 事 は 何も 先生の 夫人に 云 ふ 必要の ない 事ぢ やありません か。 僕 は 君 等の 先 

生の 親友と して 承らう が、 ー體 先生の 言行 不 一 致と は 何 を 指 すんで す。 

g 二 —— おい 歸 らう。 そして 先生の 歸られ るの を 待た う。 

ゆ 二 —— こ X で 待つ てれば い、 さ。 言行 不一致で すか。 それ は 明ら さまに 云へば 先生と 或る 婦人との 關 係が 日頃 

の お 言葉と ちが ふと 云 ふんです。 

^ —— パ 等 かその 事實を 握って 居る のなら 先生 を 待たないでも 問題 は 決定して ゐ ますよ。 かま はすに 決議 をした 

らい k で 亡 う。 

死 と ぽ：： の 前後  七 一 
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舉 一 —— たしかな 事 實 は钊ら ない のです。 钊 ら ないから こそ 先生に 伺 はう とす るんで す。 

^ —— それで は 何 を 根據に そんな 事 を 云 ふんです。 

舉 f 一 —— あなた はま だ 昨日の 夕刊 を御覽 にならない のです か。 

I. 兌ました よ。 然し 君 等 は 君 等の 先生 以上に II 少く とも 同様に、 新聞 を 信す るので すか。 君 等 は隨分 先生 

先生と 云って た 人達 ぢゃ ありま せんか。 時々 私 は 君 等に こ \ でお 目に か \ つ たやう だ。 それが 新聞の 記事と 多 

少の 流言 位で ぐらつ くんです ね。 

一  II それです から ゆっくり 先生のお 口から 譯を 承らう と 云 ふので す。 

^ —— そんな^ はわ かってる さ。 舉生會 た あ 何んだ。 君 等に 若し ほんとうの 愛に 燃えた 心が あるなら 何故 君 等 は 

そっと 先生の 所に 來て靜 かに 先生の 意見 をた-か うと はしな いんだ。 始めから 君 等に は 先生に 對 して 眞 實の理 

解 も 愛 もな いんだ。 

舉ニ —— それほどの 理解と 愛と を Insure し 得な いのは 先生に 責めが あるんだ。 

男 n そんな やくざな 先生なら、 何んだ つて 今頃 さう 騷ぐ。 胸糞の 惡ぃ僞 善 はやめ 給へ。 

他の 舉生現 はる。 

g- 三 —— どうした、 先生 はゐ ないだら う。 

舉 一 ) 

V —— US られ ない。 

舉 一 一) 

舉三 — その 苦さ、 先生 は 拘引され たんだ。 

ゆ 生 一 及び 二 驚く。 


舉ニ —— さう だら う。 然し かうな つて は 學生會 にも 及ばない 審だ。 歸 つて 凡ての 報吿 をしょう。 

1 二人 II お 邪魔 をし ました。 

I 一！ 人 退場つ 妻の 呼吸^く 苦しくなる。 

男  おや 奥さん、 どうかし ました か。 

妻 II 何んだ か 暑く つて …… 氣 息が つまり さう で …… 

男 —— (^打ちして) それ はいけ ない。 心配す る 事 はな いんです よ。 皆ん な 捏造 沙汰 だから。 それより あなたの 健 

^が 大切です。 氣を 落着け なさい よ。 僕は醫 者の 所まで 行って 來 ますから。 おい 婆や ぼんやり しないで 床で も 

敷いて 上げる とい、。 それ ぢ やちょつ と 行って 來 ます。 (返 場せ しが 乂 もどり 來リ〕 婆や 誰が 尋ねて 来ても 決して 

よせつけ ちゃい けない ぞ， - (返 場) 

0  (婆や の^に より さめ^ \ と 泣く) 

婆 —— さう お泣きに なって はこの 婆やが 困って しま ひます。 ぉ氣 をた しかに お持ち 遊ばし ませ。 ほんと に 世の中 

はこれ で 御座いま すから ねえ。 (祈る〕 神様、 どうか あなたに ぉ叛き 申した 一人の 僕 をお 許しな さって 下さい ま 

し o ァメ ン。 

^ —— 婆や、 旦那 様に かぎって どうしても あんな 事 はあり はしない わ。 

婆 —— だ 様で 御座いま すねえ リ 

： ぶ —— さう は 思 はない かえ。 

婆 —— ほんと にい 、日！ 那樣 では 御座いま すが、 神様から お離れ 遊ばして は …… 。 

妻 II 婆や、 お前まで 疑 ふの。 …… 疑 ふの かい。 …… そんな 人 は 早く この 家から 出て おくれ。 お前に は 用 はない 
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私 はこれ から 警察に 行って 來る。 

婆 —— 飛んでも ないそん なお 體で。 死んで おしま ひになります。 

妻 —— 死ぬ もの か (不氣 味げ に 「死」 の 方に^ を やる) 死ぬ もの か。 日 一 那樣を 潔白に して 上げる まで 私 は 死ね やしな 

い。 (又 恐ろしげ に 「死」 の 方 を 見やる) 提灯 をお くれ。 

くろん くろんぼ 

影 人， 1  提灯 を 持って 登場。 婆や 影 人より 提灯 を 奪 ひ 妻に 渡さぬ やうに する。 

妻 —— 早く、 早く、 その 提灯 をお くれと 云 ふのに。 

1 これ を さし 上 るげ とお もてに おでになります から、 さし 上げられません。 


婆. 

0 


妻氣 息せ きく 婆や を 追 ふ。 その 中に 舞臺 漸次 哜 くなる。 

人 喑黑の 中に て) 早くお くれと 云 ふのに。 あ \ 苦しい、 氣 息が とまる。 灯 を 早く" 


墓 しづかに 下る。 

第 


笫 一 場と 同じ 舞臺。 

夏の 夜 はしの \ め ならん とす。 

妻、 眼 を さまし 何 處を兑 る ともなく 見つめて 氣息を はずませ 居る。 夫 その 傍に あり。 

夫 —— g 灯 は 何ん ともなって やしないよ。 (軒の 岐阜 提灯 を 指す) 灯 は 消えた やう だけれ ども、 もう 夜が あける から 

い 、だら う。 


X\  :)<  ^ 

i  m 


^ I . あなた は い つ ぉ歸 りに なりました の。 

うは ごと 

夫 1 -俺は 何^に も 行き はしな かったん だよ。 夢で も 見たん だら う。 提灯 だの 灯 だのと 囈ー 一ー 一口 を 云って ゐ たよ。 

^ —— いやな 夢を見ました のよ。 夜が あけます か。 

夫 —— お前の 大きら ひな 夜 ももう 明ける よ。 それでも ゆうべ は 割合によ く寢 たね。 思 ひの 外 夜が 短くて よかった 

ね。 あれから 二度 程 看護婦に 氷囊を 取り かへ て 貰った が、 お前 は 半分 夢中で ゐる やうだった。 あれ だけ 寢られ 

たら 少し は氣分 もよ くな つたら う。 

^ —— 夢 を兑 ないで 寢られ たら 少し は  休まる かも  あ.^、 苦しい。 もっと そっちに  そっちに どいて 下 

さい …… 氣息 がつ まる。 

夫 少し 離れる。 妻吸氣 のみ 激しくな り 苦しみ の あまり 身 を もがく。 

お I 氷獎を 取って …… 胸が …… 胸 を あけて ：… 

お 近よ らうと する。 妻 手 もて 拂 ひのける やうに し、 

お I いや、 いや …… 氣 息が つまる。 酸素 …… 酸素吸入。 

あ、 さう だった。 すっかり 忘れて 居た。 (立って 次 室との へだての 襖の 所に 來り) 看護婦さん。 ：：： おい、 看護 

ん。 (や：： 打ちす る) 看護婦さん。 

(とつ 拍子 もない 大きな 攆 にて 返事し〕 はい。 氷で 御座いま すか。 

^人の 呼吸が 大變 苦しくな つ たから、 酸素吸入 をし て やって 下さい。 

はい。 (牛 分寢 ぼけた とつ 拍子 もない 大きな 返事。 容易に は 起き 上らず) 

人  ：： 十く 起きて 下さい。 (蹇 所の 方に 行き〕 婆や、 婆や、 もう 夜が 明ける ぞ G 
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婆. 1.^1 はい、 もう^ はさまして をり まして 御座います。 唯今 起きます。 

夫 そこ いら を 片 附け岐 I 提灯 をはづ しな どす。 やが て 看護婦 やう やく 起き 來り寢 衣の ま& 婆や に 手つ だはせ て^ 所よ リ 

^搾 酸素 筒 その他 を 持ち出す。 

0 —— そ，' つと、 そ，' つと。 ：：： ^い， （-。  圑扇を  

夫^いで やらん とす。 ^手 まねに て阔扇 を^り 上げ. n 分に てお ぐ。 看護婦^ 素 吸入 を 施す。 その 問に 尖 次 室の 雨戸 を 開 

け^ 報 三 通を大 おぎに て認 む。 そっと 婆や を 呼ぶ" 

婆 1 1 大分 御容體 がぉ惡 いやう でい らっしゃ いますね え。 

夫 —— 惡ぃ。 それでね。 

この 時、 時計 五 時 をう つ。 

夫 —— もう 五 時 か。 (a 分の 時計 を 出して 兑る) あれ は 七 分 ほど 進んで ゐ る、 今 丁度 五 時 七 分 前 だ。 六 時に ならな け 

れば 電報 は 取り あっか はない から 六 時が うったら お前 は 忘れないで これ を 出しに 行って くれ。 それから 湯 をた 

くさん 沸かして おいと くれ。 (病室に 入り 來り) どうです い、 やう か 知らん。 

^ —— 大分 呼吸が ぉ樂 におな りの やうです よ。 (妻に 向 ひ〕 この 位に 致して おき ませう か。 (敎 うな づく) 叉 少し 間 

をお いてし ませう。 (吸入 を やめる〕 

妻 —— ハ 夫に) 看護婦 さんに ：… • 看護： t さんに 起きて、 もらって、 あなたお 休み 遊ばせ。 看護婦さん ：•：. そんなに 

. …そんなに 近くに ゐては 苦しい。 あ \、 暑い、 暑い。 

* 1 よし （-寢 るよ。 お前 も樂 になったら よく 氣を 落着け てお 休みよ。 (夫 蚊帳の 中に 這 人る) 

暫くの 後 看^婦 居肫り をし はじむ" ^看護婦 を 呼びながら 寢が へ り をう つ。 


0 II ぉ^婦 さん。 

で  (儕いて 眼 を さまし) はい。 

^ I 子供の 寫眞 …… あすこに ある 子供の …… 子供の 寫 3 具 を …… もっと 近くに 持って来て 見せて …… 下さい ひ 

^護お 立ちて、 ^眞 を 取り 來リ. a 分先づ ゆっくりと 眺め、 妻の 限の 前にお く。 

^ —— ほんと にお 可愛い、 お 坊ちゃんが たです わね え。 三人い らっしゃ るんで すね。 どんなに かま あお 子さん 方 

の 方で もお 母さんの よくなる の を 待って らっしゃる でせ うねえ。 

暫くして^: 護お^: び W 睡リ はじむ。 臺 所よ リは 婆やの ありふれたる 讃美歌の 鼻 欲閗こ ゆ。 やがて 看護婦ば つたり 前に 伏 

してお 倒れる。 粱寫^ を 見つ  >- 泣く。 

妻 —— あなた。 

ぶ —— (^ぐ^へ る) よし、 何んだ。 (蚊帳より 出で 來る) 

お —— やっぱり あなた …； あなたが つ いていら しって …… いらし つて 下さい まし。 而 して…： そして 看護婦 を あ 

つちに  あっちに やって。 

夫 I！ おい、^ 護婦 さん。 あなたむ かう に 行って、 よ ござんす。 昨夜 頼んだ 林檎の 電話 はかけ て くれたで せう ね。 

^ —— あんまり 運う 御 座 いました から、 今朝 早くに しょうと 思って ゐ ましたん です。 

た —— - そんなら 今朝 早く かけて おいて 下さい。 

^ -1 1 はい。 (^計 を兑〕 ぉ藥を さし 上げて おき ませう。 

お  1 もう い \  

夫. I 飮 ん で お^き、 最後まで 體を大 m に し なければ い け な い ん だか ら ね。 
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0  はい。 それなら 飮 みます。 

藥を飮 む。 

着 —— お 體溫を …… 

夫 —— よし/ \ それ は 僕が する、 おいといて 下さい。 

看護婦 次 室に 返く。 婆や 次 室に 來る。 

夫 —— さ、 今朝 は 一 つ 體溫を 取って 見よう。 まだ 暑い かい。 

妻 — え \ 

夫 —— - どれ。 (檢溫 器 を かく) 

^ —— 婆やさん、 お前さんお 隣に 行って 林檎の 事 を 頼んで 下さいな。 

婆 —— いや だよ、 それ は お前さんが 頼まれた 事ぢ やない か。 (病室の 方 を 見やりながら 親指 を 出して〕 お 天 氣が惡 いだ 

らう。 

^ —— いやにな つち まふよ。 

婆 —— - これ (小指 を 示し) さへ よければ、 そんなで もな いんだ けれども、 わるい となると やつあたり だからね え。 

どう だら う o 

看 —— "もう 駄目よ、 か あいさう に。 

婆 —— さう かねえ。 そり や 何ん にしても ぉ氣の 毒な 事 だね え。 

^ I - それ ぢゃ 私ち よ つ と 行 つ て來 ますから ね。 

看護婦 返 場〕 婆や は 次 室を片 づけ 看護婦の 小箱の 中、 葉書な ど 見た る 後退 場。 


^  子供 を- M^l^ にやって …… 下す つて？ 

火 II うむ、 昨日の 朝 兄き を 連れて行って やった。 痛が つて 困る だら うと 心配したら 案外 勇ましく して ゐ たつけ。 

もう 體^ はい、 だら う、 どれ。 (檢溫 器 を あらためて〕 六 度 八 分 だ。 熱 はな いんだが な あ。 (暫く 沈默) 齒醫 者で ェ 

ンヂン を かけられた のさ。 初めてな もんだ から 驚いて ゐ たつけ が、 口の 中 を 自動車が 通る と 云つ たんで ぉ醫者 

まで 笑 ひ 出した よ。 (13  く 沈默) 呼吸が 少し は樂 になった やう だね。 なった？ さう か。 汗が 出て る、 玉の やう 

に。 拭く よ。 (^く 沈^)  ^\ 朝顔が 綺麗に 唤 いた。 (緣を 下り 朝 弒の鉢 三つ ほど を 妻の 枕許に 持ち こむ) 美しい ね 

え。 (暫く 沈默) 「昔 兌し はかなき 夢の ゆく へに も 似て あはれ なり 朝顔の 花」 —— お前が 作った 歌 だぜ、 覺 えて ゐ 

るかい。 (沈 默) 

^ — ほんとうに 夢の やうね。 

夫  (^の^^する 所 は氣附 きながら わざと 氣附 かぬ 風に 朝钕を 見やりて) さう だな あ。 

^ —— あなた。 

夫 —— 何んだ。 

^ I - たった 一 つ …… 一 つ だけ 伺って おきたい 事が あるの。 

夫 I 何んだ い。 

0 —— 私、 私 は …… あなた を 信じ 切って ゐ てよう 御座いま すか。 

夫 —— (おらし く) ぃ& とも。 俺 はこの 一言 を はっきりお 前に 云 ふ 事が 出來 るた めに、 他人が 知らない 程 俺の 迷 ひ 

おい 心と 戰 つて 来た。 而 して 俺 は 幸 ひに も 勝ちぬ いた。 俺 は それ を 自分ながら いさぎよく 思 ふんだ。 安心して 

俺 を 信じ 切って い-よ。 俺 もお 前 を 心の底から 愛する 事が 出來 るの を ありがたく 思 ふ。 (淚 して) 條 たち 二人 は 
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ほんと に 幸 ひだった。 

妻 — うれしう 御座います。 もう  もういつ 死んでも い \。 . 

夫 —— さう だ。 お前 は そこで 生きて るより 俺の 心の 屮で餘 計 生きて ゐる。 俺の 心 はお 前 を 吸 ひ 取って しまったん 

- だと さへ 思へ る。 然し 今お 前 を 失 ふの は —— 俺が やっとお 前の 夫ら しくな つた 時に お前 を 失 ふの は 苦しい から 

な、 出來 るなら なほって くれ、 い-かい。 (妻うな づく) 

俺の 血管の 中にはお 前が 想像 も出來 ない 程 毒 血が 流れて ゐ るんだ。 結婚して から も いくたりの 女に 誘惑 を 感じ 

たか 知れなかった。 ある 時 は 運命が お前 以外の 女に 俺 を 結び 附け てるな と 思った 事 さへ あった。 然し 俺 は その 

たんびに たった 一 人で お前に さ へ も 打ち明けられない 戰 をた \か つたんだ。 而 して 血み どろに なりながら も 一 

つく 勝ちぬ けて 來た。 一 つ 勝つ たんびに お前の 俺に 對 する 愛と、 俺のお 前に 對 する 愛と が はっきり わかり 出 

して、 それが 力に 變 つて 来たんだ。 A 子、 俺 は 俺た ちの 淋しい 道 を 悔いない よ。 わかる か。 俺た ち 二人 は 無駄 

に は 生きなかった。 一 つの 力と なって 生きて 來 たんだ。 わかる ね。 (妻うな づく〕 これ は 俺た ちが 感謝すべき 事 

だ、 誇るべき 事 だ。 謙遜な 心で 誇るべき 事 だ。 

妻 —— もう ほんと に天國 もい りません。 ほんとうに うれしく つて 淚が こぼれます。 私 は 死んでも、 もっと 生きて 

ますの ね。 

夫 —— さう だ、 お前 は 死んでも 生きて る 人の 一人 だ。 だが お前 は肉體 的に も 死んで はいけ ない。 

0  生きられる だけ  生きられる だけ^ ましく 生きます  もう ：！： ん にも 云 ふ 事はありません。 (^く 沈 ffio 

足の 方が 寒くな りました。 湯たん ぼ を …： お 翳 者 様 を。 

い ぎ 

眼 をと ぢて、 氣 息ます- (-せ はし。 


夫 II お 護^さん、 ^護 婦 さん。 

婆や « 所より^ リ 出る。 

婆 — 籽 護：^ はま だお 隣から 歸 つて まゐ りません ので 御座いま すよ。 ほんと にしゃう のない 人で  

夫 —— 餘. ^なお は 云 はなく ともい-。 早く ありったけ 湯 たんぽ を 作って 來て くれ。 それから 看護婦に …… g ない 

んだ つけな。 病院に 行って もら ひたいん だから 迎 へに 行って 來て くれ。 湯たん ぼ は 俺が する。 

婆 —— ちょっとお 待ち 遊ばして 下さい まし。 ぢき お湯 を 沸かします から。 

夫  馬鹿！ さっき あんなに 言 ひつけて おいた の を どうし たんだい。 (妻の 脚 を さはって 見る) 冷たい。 今まで 暑 

いくって 云って たのに こんなに 冷えて 居る。 おい 藥鑲か 何 かに 少しで も 沸いて はゐ ない のか。 

婆 —— 左様で 御座いま すね、 ひょっと 致したら 土瓶に。 (臺 所に 去る。 やがて 土瓶と 湯たん ぼ を 持ちて 登場) これ だけ 

御座いまして 御座います。 (湯たん ぼに 湯 を 入れ か  >- る) 

夫 —— それつ ばかりの 湯 を そんな 大きな ものに 入れて …… こっちに よこせ。 而 して 早く 隣に 行って くれ。 

婆 —— お 隣に 參 りまして 何ん と 申 上げます ので 御座い …： 

夫 —— (舌打ちして〕 看護婦 を 呼んで 來 るん ぢ やない か。 

婆 —— おや 左様で 御座いま したね。 では 一寸い つて 參 ります。 

夫、 藥 瓶の 藥を 庭に 捨て それに 土瓶の 湯 をう つし 自分の ハンケ チに卷 きて 妻の 足 もとに 入れ、 心配げ に その 類 を 見やる。 

夫 I どうしたと 云 ふんだ。 まだ 歸 つて 來 やしない。 A 子、 寒い か。 

妻 1 1(^ きたる やうに 眼 を 開き、 手 まねに て 夫 を 遠ざける) 氣 息が 苦しい から、 もっと あっちに  そこいらに 在る 

もの を  みんな  みんな あっちに  
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夫 II これ か。 

妻 —— みんな …… みんな …； 

夫 立ちて 朝 锒の鉢 を 庭に 捨て、 枕許に ある もの を臺 所に 移し 居る。 看護婦、 婆やと 共に 登場" 

夫 — 看護婦さん、 すぐ 病院に 行って 誰かに 来て もらって 下さい。  . 

， — どんなです。 (近寄りて 脈 を 見ん とす) 

夫 1. あなたより 醫 者の 方が たしか だよ。 すぐ 行って ください。 

看 —— どなた をお 願 ひし ませう。 

夫 — そんな 事 を …； 誰でもい、 ぢ やない か。 婆や、 湯 は 沸かして ゐ るか。 

婆 —— はいく 唯今。 (看護婦、 婆や 去る) 

妻 —— (再び 眼 を 開き) 掛物も 何も みんな  部屋 をき^い. に して  

夫 —— うむ、 わかった。 

凡ての もの を臺 所に 移し 子供の 寫 眞も片 づけん とす。 

妻 — (再び 眼 を 開き) い.. t の …； それ は (夫 を 恐ろしく 睨む) …… それから …… それから あなたと …… あな た^け 

こ & に …… こ \ に ：••： 寒い。 

夫 _ 今 j たんぼ を 持って 來 るよ。 その 中に お父さん もお 母さん も 見える から、 氣を しっかり 转 たなくて は 駄目 

だよ。 わかった か。 

妻  c かぶり を ふり) あなた  あなた。 

夫 — 俺 は どこに も 行き はしない よ。 安心し ろ。 


^^来る。 簡 §sf に 挨拶して 第 一 場の 如く 注射す • 

脔  電報 はお 出しな すった でせ うな。 

夫 II 出した 害です。 

0 — こ 、 一 一時 問と はお もちになります まいと 私 は 思 ひます。 

夫 —— どうかして 兩 親の 來 るまで …… 

0  その 手 あて はし ましたが、 どうも …… (脈 を 見る ；} 結滞が ひどいで すから …… (爪 を见 る) 

妻  ハ眼を 開き ：} あなた ヾけ  こ X に は あなた、 あな た^け  

8：  それで は 私 は 隣のお 部屋に 行って ゐ ます。 

夫  さう です か。 恐れ入り ますが 湯たん ぼ を どうか。 

酱 —— 畏 りました。 

しげく 

次 室に 去る。 妻 乂眼を 開き 繁々 と 部屋 を 見廻す 。婆や 湯たん ぼ を 持ちて 入り この 樣を^ て心當 りら りげ こう たづく o 

漦^ 次 室に て 看護婦より 容體を 聞き 病床 日記に 書き こみ 居る。 婆や 臺 所の 方より 次 室 へ 入り 來り、 

婆 I. 先生、 奧様 がね、 唯今 かう やって 部屋 中 を しげ， C と御覽 になって いらっしゃい ましたが、 どなたでもお 

なくなりになります 前に 遊ばす 事で 御座いま すねえ …； ほんと に 何ん と 申 上げて よろしう 御座います やら ；.. 

い \ 御 親切な 奥樣 でい らっしゃい ましたが …… 

夫、 妻 を 見 戌りながら この 言葉 を 聞き 眼 を 拭 ふ。 

その ま、 にて 舞臺喑 くなる。 
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第 四 場 夢の 場 

荽の 夢。 

序幕と 同じ 舞臺" 始めは 明滅す る 焐の外 暗黑。 漸次 明るくなる。 

焰の 前に は 「死」 のみ 默 坐す。 

五つと 三つ 程の 子供 戲れ 居リ、 傍の 搖籃に は 乳兒寢 かし ある。 妻 いそがしく 働く。 

妻 1 . さ ぁ片づ いたから こ i にい らっしゃい。 よく おとなしく 二人で 遊んで ゐ ましたね。 どれ。 (一 人づ、 かき 抱 

きて 接吻して やる) まあ、 あなたの キスの 甘い こと。 今のお 菓子が どつ さりお 口の ま はりに ついて ゐ ますよ。 (手 

拭 を 出して ふいて やる) 赤ちゃん にももう 御馳走 を 上げる 時分 だから、 ちょっとお 待ちな さいよ。 (妻、 牛乳 を 調合 

す) 

長子  マ 、ちゃん、 パ 、ちゃん はま だ？ 

，  そ と 

妻 — も うぢき ぉ歸 りで せうよ。 それまで 婆やと ー緖 におん もに いって 遊んで いらっしゃいな。 でも 戶外は 寒い 

か 知らん。 婆や。 

婆や 登場。 影 人に 導かれて 來る 事前の 如し。 

妻 II あの 戸外が さう 寒くなかった らお 庭に 連れてって 遊ばして おくれ。 

婆 —— 畏 りまして 御座います。 さあ 坊ち やまがた。 

二人の 子供、 婆やに 連れられて 去る。 


妻 —— (^^を^ 兒に與 ふ) そらお 待 遠 ほさ ま。 おいしう ござんす か。 その 眼が よ ：••： 笑って。 

«? 一登 *0 

學 一 ； II 奥さん 行って 參 りました。 大變 喜んで 御 禮を云 はれました。 

妻 — さう、 御苦勞 さま。 下田さん は どんな 御 様子でした。 

mc-; 一 —— どうもよ くない 風です。 お母さんが 何んだ かや つれて お出でに した。 

0 —— おか あいさう ねえ。 

ふくさ 

學ー 一 —— 盆と 吊紗 は何處 におき ませう。 

妻 —— さう ね。 その 棚に でも 置い といて 下さい まし。 

學生 二、 棚の 所に 來リ、 

SSM 一 —— 下田さん ではい つ 奥さんが 死なれ たんです か。 

妻 —— 去^です。 去年で はない、 もう をと \し になります ねえ。 

學 一 一 —— 下田さん は 奥さんから 結核が 感染し たんで せう ね。 この頃で も 時に よると 一 一時 頃まで 勉強す るんだ さう 

よくあさ 

です が、 その 翌朝 はきつ と 腸から 血が 下 るんだ と 云 ひました。 擧 校に 出ても 暇の 時間 は 宿直室に ぶつ 倒れて ゐ 

て、 授業時間が 來 ると、 敎窒に 出て、 例の 通り 熱 辯 を 振 ふ ものです から、 前の 方に ゐる 生徒 は 唾が 飛んで 來さ 

うで 生きた 心地 はない と 云って ゐる さう です。 擧 校の 衛生から 考 へる と隨分 問題です ね。 

ぁづか  こ は 

妻 —— ほんと に 自分の 子で も預 つていた ビ いてる とすると 怖う 御座ん すね。 けれども、 下 W さんの 方から 考 へる 

とし 

と， たまらない 程 御 同情が 出來 ます わ。 お母さん は あの 通りのお 齢な のに 奥さんのお 殘 しにな つたお 子が 二人 

もお ありで せう。 それが ばったり 俸給から 離れて おしま ひに なれば、 右に も 左に も 動け はしません わ。 下田 さ 

死と 其の 前後  八 五 
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んが 時々 いらし つてね、 あすこの 醫 者に 試 驗 をして もらった けれども 少しも 徵 候がない とか、 こ、 の醫 者はビ 

あて  - 

ル ケ の 反應を 認めた けれども その 反應は さっぱり 的になる もので はない と 云った とか、 云って いらっしゃ るの 

を 聞いて ゐ ますと、 ぉ氣の 毒で ならなくなります よ。 どうかして 御 自分の 病氣 が傳染 性の もので はない 事を證 

明して 御 自分の 良心 を 安心 させたい と 思って いらっしゃ るので すわね。 あんな 勉强 家な、 中舉 校の 先生に して 

は 勝れて 實 力の ある 方です のに、 惜しい 方です のね。 

舉ニ 1 1 さう です。 少し 世の中 を 見る と， 不公， やなことば かりです ね。 それから 思 ふと 先生の 御 境遇 はお 仕 合せ 

です。 

妻 — さう です のよ。 ほんと に 私共 は勿體 なくって 恐ろしい 位です。 主人 も 始終 さう 云って をり ますよ。 

舉ー 一 —— 然し 私 は ：：： もう 五 年 前になります ねえ  先生に 喰って か \ つて、 舉 校から 先生 を やめさせる やうに 

した あの 時の 事 を 思 ひます と 今でも 背中に 冷汗が 出ます。 それな のに 先生 はかう やって 私 をお 家に おいて 下さ 

るんで すから、 私 は 時々 實際 たまらなくな るんで す。 あの 頃 は 先生 は隨 分お 苦しみに なった でせ う。 

妻 II い \ え 主人 は 割合に 平氣 でした の。 私 こそ 餘 計な 事 を …； 馬鹿だった ものです からね …… 餘 計な 苦しみ を 

しました。 

擧！ 一 —— お詫びの しゃう がありません。 

妻  い \ え あんな 事が あつたんで 私 も 少し づ \ 眼が あいて 來 たんです もの、 …… 今でも 御禮 がしたい 位です わ。 

 ほんとうです のよ。 その代り あなた も 少し は 修業 をなさい ました わね。 

擧ニ >| さう です とも。 あの 時 先生の 仰し やった 言葉 は 私、 忘れる 事が 出來 ません。 

妻 II 何ん と 云つ たんです。  . 


g, 二 _ 私 は あれから 總代 になった 二人と 俱樂 部に 歸 つて、 先生が 拘引され なさった 事 を 報告し、 先生の 抱かれ 

てる、 王義の 立場から 考 へれば 有夫 姦 位の 事 はありが ちの 事 だし、 主義 そのものが 日本の 阈體ゃ 政體と 一 致しな 

いと 云 ふ 事 を 極力 主張して、 たやすく 先生 排斥の 決議 を 成り立た せたん です。 そして 先生 はすぐ 舉校を 退かれ 

ました。 先生の やり 口が あまり 執着が なさ 過ぎる ので、 一部の もの は 似而非 物の 本性が ます. （現 はれた と 云 

ふし、 一 部の もの は 生活に 餘裕の ある 人間の 遊び半分 さが 見す かされる と 云って 笑って ゐ ました。 

けれども 私に は 唯 笑って ばかりす まされない 事が 起った のです。 それ は 先生が 一 通りの 取調べの 後で 證據不 十 

分で 歸 つて 來られ たからです。 かうな ると 私の 先生に 對 する 非難の 根 據が丸 崩れになる 譯 ですからね。 それば 

かりで なく、 先生が 一度 も 自分 を 辯 解な さらなかった 事が 不思議に 思 はれて ならなかった のです。 お 寒 いんで 

力 

妻 II え、 何んだ か 寒う 御座ん す。 子供た ち は 戸外で 大丈夫で せう か。 

^二 —— 子供 は 風の子です、 大丈夫です とも。 それから 私 は 苦しみ 出しまして ねえ。 とう/ \ こらへ 切れな くな 

つて 先生の 所に 一 人で 伺った のです。 

妻 I さう だつ たんです か。 丁度 あの 頃 私 は 一 番目の 子のお 產の 時でして ね。 

畢 1 1. — さう でした ね。 

急に 阪 やかに なり 夫子 供 等と 戲 れつ  >- 登場。 

羞)  • 

—— ぉ歸 りなさい まし。 

き 二 

夫 —— あ、 雪 になった よ。 坊主 共 は 二人き りで 雪の 中に 犬 ころの やうに なって 遊んで ゐた。 

死と 其の 前後  八 七 
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妻 I 婆や は？ 

夫 —— 女中 部屋に 小さくな つて 居た。 

妻 II あんなに 賴んで 置く の にね。 

夫 —— (肩よ リ亞麻 製の 大袋を 下し〕 馬 鈴薯と 玉葱 はこれ だけ あれば 當 分い、 だら う。 雪が 大分 深くな つてる から 掘 

はたけ ぢぅ i 

り 出す のに 骨が折れた。 今日は 君 厩 肥 を 畑 中に 播 いて 来たんだ がね。 

擧ー 一 —— それ は 早 過ぎません か。 あれ は 雪解け 前後で い X んで せう。 

夫 —— 何、 それ だって 少しき & めが 薄くなる 位の もの だら う。 おい、 坊主 ども 來ぃ。 (大手 を 開いて 子供 を 呼ぶ。 子 

供 かけよる) この 雪 は。 (拂 つて 抱き 上ぐ) 

妻 — あなた こそ 一 ぱいです よ。 (夫の 肩を拂 つて やる) 

あぶ 

夫 —— べビ ー はどうした。 寢てゐ るな。 さ、 もうい \ からお 前 達 は 婆やの 所に いって スト ー ヴで これ を烙 つてお 

もら ひ。 おいしい よ。 

子供 等 父の 手より 馬 鈴薯を 受取り、 「婆や」 と 呼 びながら 退場。 

學 一 一 — 御 本人が いらし つたから 私のお 話の先 は 先生から お聞き 下さい。 

夫 I 何の 話。 

舉 1 一 —— 先生の 懺悔です。 

夫  (陰驂 になる ) そんな 事 は 一 度で もうい \ 事ぢ やない か。 俺の 傷 を さう あら C しく 撫でないで くれ 袷へ。 

A 子、 下田さん のお 婆さんに 途中で 遇った。 あの 年で 小さい 方の 子 をお ぶって、 雪の 中 を 歩きに くさう にして 

居られた。 病院に 藥を 取りに 行く 處 だって 云って たが、 いろ，， （^お前に 禮を 云って 居られた よ。 馬 鈴薯を 分け 


る やうに 云って 置いた から 後で 婆やに 持た してやって 置け よ。 

^一 一 — 先生 …… 

夫 —— いつまでも 先生 は 困るな。 もう 百姓に なつてから 五 年た つよ。 

舉ニ —— 外に 一 寸 呼び やうがない もんだ から …… それ ぢゃ 私から 奥さんに 一 應 お話して い X でせ う。 私が こちら 

に 御 厄介に な つ た 譯を奥 さ んは まだ 御存知が な い の ですから。 

夫 —— 女 は 好奇心の 强 いもの だな" そんなら 話した まへ。 俺 は 讀み物 をす る。 (机の 處に 至り) A 子、 こ. ^にこん 

な 手帳が あるよ、 お前んだ らう。 (水色の 手帳 を 示す) 

0 —— さう です。 (急いで 受取る〕 

夫  お前の 祕密な 手帳 だ。 こんな 所に 置い とくと 俺が 讀む氣 にならない とも 限らない よ。 

妻 —— (笑 ひながら) さう です ね。 (棚に しま ふ) 

夫 讚 書す。 學生 二、 妻と 語る。 妻 は 棚に ある 風呂敷と 盆と を片附 けながら、 

舉ニ I 私 は 何しろ この 通りの 性質です からね、 何故 あんな ひどい 評判 を 立てられて 辯 解が 出来な いんです と 正 

面から お尋ねし たのです。 さう したら 先生が 意外に も 辯 解が 出來 ないから しないの だと 云 はれる のでせ う。 一 

縷の 望み を 抱いて 來た私 はがつ かりして しま ひました。 それからです、 先生が 懺悔 をな さった の は。 …… 何 ん 

だか 話しに く-なり ましたね。 かう です、 先生 は 奥さんと 結婚な さつてから も竊 かに 心 をよ せた 婦人 達が ある 

と 云 ふので す。 その 事 は 御 承知で せう。 その 婦人の 中の 一人に は 殊に 心を牽 かれたん ださう です。 而 して その 

婦人 は 夫の ある 人だった ん ださう です。 而 して t すね。 ち V めて 云へば、 先生 は 運命と 云 ふ ものに でも 引きす 

られる やうに なって、 或る 夕方 ふら， とその 婦人の 家の 方に 行かれたん ださう です。 

死と 其の 前後  八 九 


有 烏武郎 仝^  ^四^  九 〇 

妻 I 然しとう， （- その 誘惑に は 打ち勝つ たので せう。 

舉 一 一  さう です。 

妻 I それ ぢゃ 立派に 辯 解が 出来る 箬ぢゃ ありま せんか。 

學ニ _ 然し 先生 はさう は考 へられなかった のです。 基督の 言葉の、 女に 對 して 心 を 動かした もの は 姦淫 を 犯し 

たもの だと 云 ふ あれ をき びし く 御自身の 上に あてはめられ たので せう。 

夫 —— さ うぢ やな いんだ。 さう 云 ふ譯ぢ やな いんだ。 (室 巾を步 きま はる) 僕 は 君が 來た 時まで は 幸に も 一 つく 誘 

^に 打ち勝って ゐた。 然し 僕の 中の 毒 血 はなくな つて は 居な かったん だからね。 僕 は 自分の 未 來に對 して 自分 

の 心 を保證 する ことが 出來 なかつ たんだ。 何時 どんなつ ま づき をす る だら う、 さう 思 ふと 僕は默 るより 外にし 

やうがなかった のさ。 退校の 處 分に きまった 學生を 僕の 家に 引き取つ たの も、 云はビ 自分の 心 を 憐れんで した 

事だった。 この 心 は舉生 を 動かす 事が 出来る とも 思って ゐ たの だが、 世の中 は そろばん 通りに 行く もので はな 

いね。 その 舉生は 僕の 所に 来てから ますく 墮 落して しまったよ。 

舉ニ — 私 は 兎に^ その 時 先生の 心に 觸れ たんです。 この 言 薬が 傺 越なら、 觸れ たと 思つ たんです。 そして 先生 

は 寛大に も 先生の 敵 を 容れて くれたん です。 

夫 — さ、 敵と 云へば 敵 だが、 味方と 云へば この 上 もない 味方 だ …… 何しろお 互に 一寸 づ \ でも 五分 づ\ でもい 

いから、 偉くな つて、 よくな つて、 行きたい もんだ。 人生の 可能性 を具體 的に 證據 立てる ほどい.^ 仕事 はない 

からね。 

舉 一 一  さう です。 

夫 I (妻に 向 ひ) 俺が 辯獰 をし 得なかった 譯は お前 も 解ったら う。 俺が 擧校を やめた のも學 生の ためによ かった 


んだ。 俺の やうな 危險 人物 は 下田さん の病氣 よりもつ と擧 生に は危險 だからな。 

舉ニ —— その 事 はどう かもう 云 はないで 下さい。 私 は 非常に 苦しう 御座います。 …… 何 か 外に 用事 はお ありに な 

りません か。 

犬 —— 何ん にもない。 部屋に 行くなら この 袋 を 婆やの 所に 持って行って、 それから 郵便 函を兑 て來て くれ 給へ。 

^生 二 返 場。 

夫 —— 下田さん に 今日 も 何 か 上げた のか。 

—— あつめ ものと あの 藥を 少し 上げ ましたの。 あの 藥は 大變 きく やう だって 仰し やって にした つて。 

夫 — さう 信じられ & ばき くだらう …… あの 藥と云 へば、 結婚して すぐ 一 一人で 東京から こ 、まで 旅 をした 時の 事 

を^え てゐ るかい。 

妻 — さう でした ねえ。 お 父 さまが 何に でもき くから つて あの 藥を 下さった の を、 私が あんまり 飲み過ぎた もん 

で、 頭痛 を 起したり^ 血 を 出したり してし まひました つけね。 

火 — もう 一 つ あるんだ が。 

妻 [I 何んで した かねえ。 

夫 II ;$ 知 安 あたりから 俺達の 隣り に 夫と 一 緖に乘 つた 婦人が 汽車に 醉 つて 苦しんで ゐ ると、 お前が それ を 見て， 

懷 中から あの 藥を 出した もんだ。 

0 —— そんな 事が ありまし たか 知らん。 

夫 — あった さ。 何 をす るかと 兒てゐ ると 自分で 一 粒 のんで また 引つ こめて しまった。 

妻 — さう でした かねえ。 

死と 其の 前後  九】 


有お 武郎仝 集 笫四卷  九 二 

夫 — さう かと 思 ふと 乂出 したつけ。 そして 又 引っ込めて しまった。 思 ひ 出したら う。 そんなに してお 前 は 何度 

出したり 引つ こめたり した か 知れ やしなかった。 そして てれかくしに 時々 自分で 飮 みたく もない のに 一 粒づっ 

口に 入れた よ。 

妻 —— うそです わ。 

夫 —— うそな もんか。 而 して 札幌に 汽車が 着き さう になって 隣り の 奥さんが いそ （-と 降りる 支度 をす る 頃に、 

やうく 大 勇猛心 を 起して その 奥さんの 所に 藥を 持って行って やった ぢ やない か。 奥さん は 迷惑 さう に 紙切れ 

につ \ んで帶 の 間にし まつ てし まった さ。 

妻  うそで せう。 

つら 

夫 —— あの 頃から すると 大分お 前の 面の 皮 も 厚くな つたよ。 そんな 事 も 一 つ 話になる までにな つた。 然し こ&ま 

でに 來 るに はお 互 ひに 危ぃ 難所 を 通って 來 たつけ な. - 

學生ニ 登場。 一枚の 郵便 を 夫に 渡す。 

夫. I 噂 を すれば 影 だ、 お父さんから 來 たんだ。 (手紙 を讀 みながら) 俺 は 幾度む しやくして 來て 家庭なん ぞ た- T 

き 壊 はして しま はう かと 思った か 知れなかった。 お前 も 時々 自分の 生活が 眞喑 になった つけね。 

妻 —— そんな 事はありません わ。 

は で すき 

夫 —— 無い と は 云 はさない よ。 お前の 心の 隅に ：：： と 云 ふより 女の 心の 隅に 根づ よく 隱れ てゐる 華美 好な、 いた 

づ らもの がお 前の 愛 を 幾度 も眼隱 ししたん だ。 それば かり ぢ やない。 どんな 柔順な 女で も、 イヴ 以來 男に 對し 

て 持って る 恨みが 頭 を 持ち上げる 時の ある もの だ。 お前 は 氣が强 いだけ に 可な り それで 苦しんだ の を 俺 は 知つ 

てゐ る。 東京 も 寒い さう だ。 然し みんな 丈夫 だと さ。 頭の 冷える お母さんが 又 眞綿頓 子 を かぶんな さる 時が 來 


,で らう。 ちが 散って 實が なった。 これから 俺達 は うんと 腹 をき めて 靜 かに 熱して ゆけば い \ん だ。 お父さん も 

お it やか こ なられた。 (手紙 を 妻に 渡す) 今月 は 金 を 送る 所に は みんな 送った かい。 

ゑ が ほ 

^ — え.， や 1 りまして よ。 (手紙 を讀 む) ほんと です のね。 い \ 方ね。 私お 父 様の 笑 顏を拜 見す ると 世の中が 急に 

明るく なるやう に 思 ひます わ。 

に  の 底の 綺麗な おだから な。 もとはよ く無鐵 砲に 喧嘩 をした もんだ が、 この頃 はなつ かしく ばかり 思って 

しま ふ。 どことなく 俺に たよって 来られる やうな 所が 見えたり すると、 あの 勝 氣な方 も 齢の せゐ だと 思って 俺 

t しんみりした 心になる。 何しろ 長いき してお もら ひしたい もの だ。 然し 俺の して 來た 事が 絶えす お父さんの 

、いこ， 不安 を與 へて るの は 苦しい 事 だ。 こればかり はしかた がない けれども。 

おってがき 

妻 —— 妙な 事が こ- -に 書いて あります のね。 追 書に。 

夫 —— そこ は讀 まなかった、 何が 書いて あるい。 

妻 —— (まむ) 「追て 序が がら 申上镫 候。 老生 萬 一 の 後の 事 は 遣 言に 作り 母上に 預けお き 候 間、 その 時期 來 らば 母 土 

と：^ 座に て 御 披見な さるべく 候」 です つて。 

火 —— そんな 事が 書いて あるん か。 

沈^ 

お —— 私も遗 言が 出来て ゐ ますよ。 

夫 I H 馬鹿。 

p ん どぎ  I 

0 1 人 はい つ 何時 死ぬ かわかり ません からね。 
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夫 — -俺は 今日 何と 云 ふ 事ば かり 聞かされ るんだ。 馬鹿な 事 を 云って くれるな。 

0  -さ うです、 あなた はお 聞きに ならなければ なりません。 (水色の 手帳 を 出す) 

夫 —— それに 書いた のか。 

妻  さう です わ。 まあ 椅子に 腰かけて 下さい まし。 そして 氣を 落着け て 下さい ましよ、 讀 みます から。 (讀 む) 

「あなたに 手紙 を 差 上げたい と 思 ひましても、 手紙 を 書けば きっと こ の 頃の 私の 心 持が 現 はれませ う。 それ は 私 

にと つて は 何でもない 事で 御座いま すが、 あなた や 皆様に は 悲しい 事と 存じます ので、 こんなに 始終 私の 事 を 

案じて ゐて 下さる 上に、 猶ぉ 悲しめ 申す のが 私に は堪 へられない 苦しみです。 そんなら 一人でた^ 思って ゐれ 

した X 

ばよ さ- T うな もので 御座います けれども、 それ も 何だか 淋しい ので、 あなたに 乎 鈹を差 上げる 代りに こ X に認 

めて おきます。 私が 死んで 後、 (何となく 恐ろしげ に 「死」 5 方 を 見やる) 御覽 になり ませう。 けれど 決して 悲しん 

で 下さい ますな、 私の 爲 めに は。 後に 殘られ た あなた や 子供達 御兩親 様の 爲 めに 泣いて 下さい。 

「死が 忍びやかに (恐ろしげ に 「死」 を 顧みる) 近づいて 參 ります。 私に は その ひ^き を 聞く ことが 出来ます。 あな 

たに は閜 こえない と 仰 しゃいましても。 私 は 自分の 爲 めに 悲しみません。 

「あなた は 私が 失望し すぎる と 仰し やい ますが 私 はさう 思 ひません。 呰 様に はお 氣の 毒で 御座いま すが、 もうい 

けません。 いっか は 死が 參 ります。 そして その 死が もう 近づいて るの を 私 は 知って ゐ ます。 (「死」 の 方 を 願み る) 

「私 は 死 を 少しも 恐れまん。 かう して 筆 を 執って ゐ ましても 淚さ へ 浮びません。 人らしい 事 をし ないで 死ぬ と 云 

ふ 事が 殘 念で 御座います けれども、 死 そのもの は 悲しく も 恐ろしく も 何ん とも 御座いません。 こんなに ひどく 

なって しまって はどうせ 全治 しないの ですから、 生きて ゐ るの は 名のみ で、 唯 ぶら C して ゐ るよりも 死ぬ 方 

が、 すべての 爲 め^よく はな^かと 思 ひます。 全快して 生きられるなら こんな 嬉しい 事 は 御座いません けれど 


も、 今 はもう そんな 事 は 願 はれ もしない 事と なって しま ひました。 

「この 十日ば かり 私の 心 は 死と いふ 事ば かり 思 ひっ^けました。 さう して 今では 死 を 思 ふ 事は樂 しみの やうに 

なりました。 I ^人の 上で も 思 ふやう に 死ば かり 思って ゐ ます。 

「そ e から 私 は あなたの 御 事業の 御成功 を 見ないで 死ぬ のが 殘 念で 御座います けれども、 必す 御成功 遊ばす 事 を 

1^ じて をり ます。 凡ての 事に 打ち勝って 御成功 遊ばして 下さい。 

「そ亇 から $1 様に お 願 ひ 申して 置きたい 事 は 三人の 子供達の 事で 御座います。 弱い 私の 子供達 だから やつば り 

^^であらう など 上 K ふ 考へは 決してく どなた もお 持ち 下さいます な。 ほんとうに、 いつも 申 上げます 事で 

す；^、 にの 精； &のカ は 恐ろしい もので 御座います。 私に 似す 父親に 似て 三人の 子等 は 丈夫 だと 云 ふ 事 をお 信じ 

下さ いまし。 さう かと 云って 丈夫に まかせて 病 氣の時 手お くれな ど はさせ ないやう にして いた^かねば なり ま 

fo あ- 一念な 三人の 子供達 を 立派な 丈夫な 人に しないで はおき ません。 必す 立派に 致します。 

「死ぬ 時 は 誰に も 知られす に 一 人で 靜 かに 死にたい と 思 ひます。 最後の 苦しみの 様 を 人様から 毘られ る 事 は 一 

； ^0 苦しみです。 親子 兄弟に 遇 ふの が 普通で は 御座いま すが 私 は どなたに もお 目に か \ りたく 御座いません 

「子供達に は^の 死と 云 ふ 事 を 知らさない やうに して 頂きたい と 思 ひます。 お 葬式な どに は參列 させないで 下さ 

(o トさ ぃ淸ぃ 子供心に 死と かお 葬式と か 云 ふ 悲しみ を殘 させる の はほんと うに 可哀さ うで 又惡ぃ 事で 御座い 

ます。 ほんとうに どうぞ 知らさない やうに、 御 葬式の 日な どに は何處 かへ 遊びに やって 下さい。 大きくな つて 

知る 時が 參り ませう C それまで は 病 氣と云 ふ 事に してお いて 下さい。 

「あな ヒ まこん な 何 一 つと りえの ない もの をよ くも 愛して 下さいました、 導いて 下さいました。 ほんと に 心の底 

かた 

り g わら 私 は 難^い とも、 うれしい とも、 もったいない とも 思って をり ます。 あなたの やうな 方 を 夫に 持った 
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と 云 ふ 事が 短い 生涯の 中の 唯一 つの 誇りで 掷座 います。 この 誇りの 爲 めに 私 は 淋しい 中に も よろこんで 死ぬ 事 

が出來 るので 御座います。 

「ほんと にこん な 病 氣で若 死し やうと は 思 ひも かけない 事で 御座いました。 あとに ぉ殘 りになる あなたと 子供 

達の 爲 めに 私 は淚を 惜しみません。 (こらへ 切れず して 淚 をのみ つ 、泣く) 

(手帳 を 捨て、 輝きた る 額に なりて 夫の 方に 近づき) この頃の 私の 心 は 美しう 御座. s ます。 かう 云 ふ 時に こそ エデン 

の 園が 見られる ので 御座いませう」 

この間に 影 人出て 來て 家具 一 切 を 運び去る。 

夫 — どうしたと 云 ふんだ。 お前 は 本氣で そんな 事 を 書いて ゐる のか。 

妻 — 運命で 御座います。 もう 永く，， （\ お別れす る 時が 來た やうです。 たった今まで あなたのお 顔に あった 笑 ひ 

も 私の 顏 にあった 笑 ひも 逃げて しま ひました。 皆ん な 逃げて しま ひました。 

夫 — 俺に は 何もかも わから なくなった。 

妻 II 笑 ひ 許り ぢ やありません。 私共の 暖かった 家 も、 婆や も、 學 生の 方 も、 お 友達 も 見え なくなって しま ひま 

した。 御覽 なさい まし、 この 廣ぃ野 を。 

夫 — 何ん と 云 ふ 淋しい 景色 だ。 

妻 —— 何ん にも 見えません ね。 

妻 — 寒い く 雪が ふって る 許りです。 

くろん ぶ 

影 人、 籠の 中に 雪 紙を滿 たし 來リ それ を 舞臺に まき 返？^ 雪 紙 やがて 上よ り^り 來る。 


夫妻 相 抱く。 

^. I ベに あなたの 懐の 中で 靜 かに 眠ります。 子供達に 遇 はして 下さい。 

影 人 子供 三 入 を^れ 來る。 

0 fl 塞いだら うね。 さあ、 私の 所に いらっしゃい。 さ、 あなた も。 さ、 あなた も。 みんない、 子です ね。 あた 

ためて 上げ ませう ね C でも マ 、はね、 自分が 惑 さに ふるへ てゐ るの だから、 どうして 上げ やう もない わ. ュ。 可 

哀 相に。 どうして 上げたら い- ^だら う。 (見 ま はす。 「处」 の 前に 明滅す る焰 ある を 見出す) あ、 あすこ こ ぉハ 火が 

えて ゐる。 あの 火が^え てる 力ぎ り は あなた 方もパ 、さん も あた \ めて 上げます よ。 御覽、 あすこ こ 坐って い 

らっしゃる をぢ さん は 怖い をぢ さんだ から 決して あの方 を 兌て はいけ ません よ。 あの方 は あなたが を どうもな 

さり はしな いんだ からね。 (夫に 向 ひ) あなた も あれ を御覽 になって はいけ ません よ。 

^-、 子 佻 をいた はりながら 焰の處 に 近づき 手 を 蘇す。 

夫 —— ^が 消えて 行く ではない か。 

妻 —— その 時に 私 は 死ぬ のです。 

夫 —— あれ は 何んだ。 C 「死」 を 指す) 

力た  こよ 

妻  私 は あの方の 窗： を 永い 間 兌つ めました からもう 怖く はありません けれども、 あなたが 御覽 になって は C- け 

、  くら to- み 

なレ ものです。 さ もう 火が 消えます。 寒い， 暗 黑が來 ます。 あなた は 子供 を 連れて 早く こ.， から 逃げて 下 

さ s まし。 

夫 — お前 もお いで。 儕 はお 前 を 連れす にどう して 比處が 立ち退け よう。 

妻. — 私 も 一 紡に^ りたい のです けれども、 もう 駄目です。 (泣く) さ、 早く 逃げて 下さい まし。 

死と^ の 前後  t 七 
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ぼ來り 夫と 子供達と を强 ひて 炤 より 遠ざける。 夫 抵抗しながら 退場。 妻い つまで も-^ あと を兑 送る。 

妻  (接吻 を なげ) もう 見えない。 (泣く) 

時計 七 時 をう つ。 影 人 等 妻 を 取り かこむ。 

「死 J  (左手に 持てる 砂時計 を 高く か 、げ) 砂 はま だ殘 つて ゐる。 お前 達 はさう 慌てる 事 はいらな いの だ。 

妻 その 聲に 戰慄 して 炤の 上に 倒れ か 、 る。 

舞臺 急に 1" 黑 となる。 

靜 かに^。 

第五 場 

笫 一 場と 同じ 舞臺。 

午前 七 時 七 分 前。 

妻 * 靜 かに 横 はる。 夫、 妻の 手の 脈 を兑っ X その 顏を 注視す。 

次 室に は^^と 肴護婦 よき 所 に^して 各く 雜誌 を讀み つ、 あり。 

ら — (小さき^ にて) A 子、 何 を 兌 詰めて ゐ るの？ (ふと 驚きし 樣子、 螯師を 呼ばん とする 如 く^を もたげし が、 思 ひ 力 

かざ  まじろ  ^ 

へして 手 を獎の 眼に^ す、 眼 瞬がず" 驚き) A^r!  ATn 

次 室の 醫師と 看 識婦、 雜誌を 捨て、 立ち上る。 

夫 —— 醫 長さん。 


00.  ^^； に 入り 來る。 

夫 —— 瞬き をし ません。 脈 を 兌て 下さい。 

«5 師 脈を见 る。 

夫 —— 眼 をふさぎ ましたね。 脈 はま だあります か。 

0 II ありません。 おい^ 護お、 水 を 用意して、 水 を。 

^^お^ 所に 入リ 水の 入りた る コ ッブ と 杉箸の 先き に脫脂 綿を附 したる を 持ち 來る。 

^ —— これで 水 をお あげなさい まし。 

夫、 末期の水 を 妻に 與ふ。 婆や 泣きながら 出で 來る。 

夫. I 今にな つて 泣いた つてし やうがない。 そんなに 取りみ だして はいけ ない。 お前 も 水 を あげて くれ。 

婆 —— さう 仰 しゃいます けれども、 旦那 様、 これが 泣かす に をら れ ませう か。 (聲を 立てん 泣く) 

夫 I しい ッ。 靜 かに。 

婆 II まあ 喘いで いらっしゃい ますよ。 神様、 奧樣 をお 助け 遊ばして 下さい まし J 

^ —— 巾し^う 御座いま すが、 ぉ繂 ぎれ になった やうです。 (妻 3 胸に 聽診器 を あて、 やがて 夫の 方に 向きて 厳かに) 

殘 念で 御座いました。 

夫.   (た^うな づく) 

^ II (時計 を 出して 见て) 丁度 七 時です な。 

^ —— (M じく) さやう で 御座います。 

^帥^^お ^期の 水を與 ふ。 

死 と^の 前後  九九 
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婆 — 奥様、 とう、， （^あなた は 神様のと ころへ いらっしゃいました か。 私 も、 奧樣、 ぉッ つけ 參 つて あちらで お 

目に 懸ら せて いた ビ きます。 (末期の水 を與 へて) ァ ー メン。 

暫く 沈趺。 

醫 —— (肴 護婦 に) 後の 事 は 手落ちな くして 上げる がい &。 何 か 必要な ものが あったら 病院に 云って おいで。 私が 

歸 つたら すぐ 車夫 を 一人よ こして おくから。 (夫に 向 ひ) 御 愁傷 はお 察し \ ますが、 こればかり は 還らぬ 事です 

から、 お諦めが 御大 事です。 それで は 私 は 一 先づ 御免 を 蒙ります。 

夫 —— 御禮の 巾し やう もありません。 いづれ 後程。 

翳師 立ちて 襖 を 開けん とし， 

0 —— 何 か 外に 御 ffl はありません か …… 電報で も。 

夫 I 篚報を 願 ひませ う、 私の 兩 親と 妻の 兩 親に あて-。 

醫 I 畏 りました。 普通の 文句で よう 御座 いますな。 

夫 —— T 今朝 七 時 A 子靜か に 逝く」 として いた^ きます。 

0 —— 承知し ました。 (退場) 

看護婦と 婆や か はる ^^侮み を述 ぶ。 

夫 1 - 永い^お 世話になりました。 あなた 方 を 叱りつ けたり、 亂 暴に 取り あっかった 事 を 許して 下さい。 非常に 

失禮 をし ました。 (i=  く 放心した やうに 妻 を 見つ む) 口の きけ なくなった 妻に 代って 御 禮を云 ひます。 

^ —— 恐れ入ります 

婆 —— (同時に) 恐れ入りまして 御座います。 


夫 —— 護お に) これから 何 を すれば ぃ&ん です。 

^ —— 左様で 御^います、 おから だを淨 めて 上げ ませう か。 

夫 —— それ をして 下さい、 二人に まかせる から。 

二ん 準備に 去る。 夫、 妻 3 餌に 輕 く 接吻す。 

二人 準備 をと、 の へて 入リ來 る。 夫先づ 妻の 顔 を ふきやる。 看護婦と 婆や 他の 部分 を淨め はじむ。 夫、 袋戸棚の 所に 至 

リ 水色の 表紙の 手帳 を 取り出し、 緣 側に 来る。 不思議 さうな 面 持に て 空の 樣、 庭の 様子な ど 打ち 眺め、 やがて 鉍に腰 か 

けて 手帳 をめ くり 誠み はじむ。 

哲 くして 後ろ を ふり 向き、 婆やが 妻の 髮を つかね 居る を昆、 

夫 —— 婆や、 その 髮の毛 を 少し 切りと つと いて くれ。 

婆 I ^りまして 御座います。 美しい おぐ しで 御座いま すのに。 

鋏の 昔^く ひ^く。 夫 わが 身 を 切られた る 如き 表情 をな す。 

娑 ややが て 牛 紙の 上に のせた る 遣髮を 夫の 所に 持ち 来る。 

然.、  どこに お^-き. S. しませう。 

夫  そこにお いとき。 

婆 —— ぉ緣 側の 上に で 御座いま すか。 

夫 —— さう だメ 

竹く 沈默。 突然 蔡 所の 方に て 成 勢よ き 八百屋の 聲 こ ゆ。 婆や 臺 所に 赴く。  S "くして^::^ を 盆に 盛りて 登 

婆-  今^ 頓 みました 林檎 を もってき Vo まして 御座います。 
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夫 —— さう か。 そんなら 奥さんの 枕許に 置いて あげろ。 

肴 護^と 婆や 趺り しま  >, 働く。 夫 は 手帳 を讀 みつ けつ- f ありし が、 感 にたへ かねて 潜 かに 泣き、 やがて 倥に ありし 遺 

髮を 取り、 餌に あて k 默禱 する 如き 形 をな す。 

慕 しづかに 下る。 

• 終 幕 

くろんぼ 

序幕と 同じ。 但し 焰は 消え去りて 亡し。 始め 喑黑。 漸次 明るくなる。 「死」 を園鐽 して 影 人 若干 うづく まる。 

やがて 舞臺 また 暗くな リ 行く。 「死」 の 獨白は その 間に 行 はる。 

かけがね  こんりんざい  _ 

「死」 一I 小さい 焰は みじめに もた やすく 消え果てた。 錠前 はたし かに かけた な。 金輪際 錠前の 外 づれる やうな 

事が あって はならない ぞ。 

沈默。 何處 かにて す、 り 泣きの 聲聞こ ゆ。 以下 同じ。 

いつも  あて 

人 ii 全體 は、 何事 も 知らす に、 ふりむき もせす、 毎 のと ほり 的 もな く 急ぎき つて その 側 を すりぬけて 歩いて 

行く。 

沈默。 

夫 や 親た ちの 悲しみ もやが て 消える だら う。 

沈默リ 

然し あの 男 はま だ 苦しむ のがい- -の だ。 まだ 苦しませる のがい X の だ。 そのため にあの 男の 父 はまた 死なねば 


なるまい、 ^前 はい-か。 鍵 はよ く あ ふか。 錠前 も 鍵も鏽 びて は 居ない か。 

沈 默。 

その 川-お をして おけよ。 

恐ろしき 沈默の 後。 

凡て は：： I： じ^だ。 

^しづかに 下る。 

(I 九 一 七 年 五月、 「新 公論」 所載) 
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大 洪水の 前 

「アダム その^ エバ を 知る。 彼 孕みて カイ ンを產 みて 云 ひける は、 我 エホバに よって の 人 を 得た リと。 彼 また 其 弟 

アベ ルを 生め リ。 

「彼^ 野に をり ける 時 カイ ン化； 弟ァ ベ ル に 起ち か 、りて 之 を 殺せ リ。 

「力 イン、 エホバ の 前 を 離れて 出で エデンの 来なる ノドの 地に 住めり。 …… カイ ン邑を 建て、 其 邑の名 を 其 子の 名に^ 

ひて エノ ク と 名け たり。 

【(力 インの 末^) レメ クニ 人の 妻 を娶れ り。 1 人の 名 は ァダと 曰 ひ、 一 人の 名 は チラと 云へ り。 ァダ、 ャ バル を 止め リ。 

彼 は： 人^に 住みて 家畜 を收ふ 所の 者の 先 紐な り。 其 弟の 名 は ュ バ ルと云 ふ。 彼 は 琴と 笛と をと る 凡て の 者の 先 1 そリ。 

も も 

亦 チラ ト バルカ イン を 生めり。 彼 は 銅と 鐵の 諸ろ の 刃物 を鍛 ふる 者な リ。 ト バルカ インの 

什-お^に (：" ひける は、 ァダと チラよ 我聲 を聽 け。 レ メタの 妻 等よ わが 言ド 容れ よ。 我 わが 

わか 3 ど  ： 

カ^の 爲 めに 少年 を 殺す。 力 インの ために 七 倍の 罰 あれば、 レ メタの 爲 めに 七十 七 倍の 罰 あらん" 

「アダム 订；ー； 十^に 及びて その 像に 循ひ已 に 象りて 子 を 生み 其 名 を セッと 名け たり。 

「(セ ッの 末^)  ノア、 セム、 ハム、 ャぺテ を 生め リ。 

「人 地の 面に^ 衍 はじま リて 女子 之に 生る >. に 及べる 時、 神の 子等 人の S. 子の 美しき を^て その 好む 所の 者 を 取りて 妻 

となせ リ。 …… 時に^ 祌 のまへ に亂れ て暴虑 地に 滿 盈ちたり き 。神 世を視 たま ひける に 視ょ亂 れたリ o …… 神 ノアに ぼひ 

&洪ホ の" 1  1 0 五 
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ける は、 M ての 人の 驗 わが 前に 近づけ-。 ：：： 我 S をず 共に S さん。 汝、 松 木 を もて 汝 S めに 方舟 を 造？： 

…ケと 汝の汆 ^方舟に 入るべし。 我汝が この 世の 人の 中に て 我が. 前に 義を視 たれば なリ。 …… 今 七 U ありて 我 四十 n 四 

十 S に 雨 ふらしめ、 我 f たる U 。を 地の 面より 拭 去らん。  (創 世紀より 拔萃) 


時 

アダム 生れて よ リ七千 二百 二十 五 年 目の 二月。 

處  ， 

エデンの 園の 來方 ノド の 地方 及び ァラ ラプト 山の 餽。 

ノア  敬虔なる セッ 族の 首長、 非常なる 老年。 荒 布の 灰色の 衣 0 

か はごろも 

ヒム II ノアの 長子。 顼樊 鬚^ 北ハに 濃し" 黑 熊の 裘を 着たり。 

ハ ム — ノアの 次子。 ^丈け 低き is 肪 質の 體格。 野^の 裘 を^たり。 

r ぺテ I ノアの 三 3;。 均整 を 得た る 男性的の 姿 持てる 靑年。 純白なる 羊の 裘を 着たり 

ノアの 妻 

セムの 妻 

ハ ム の 妻 

甲。 丙 その他の 男女。 (以上 セ-ソ 族の 人々)  ， 

\  メク  荒淫なる 力 イン 族の 首長。 相 常の 老^.。 黄色の 紹の衣 U 


ァダ —— レ メ クの笫 1 の^。 

ャ バル  レメク とァダ との^に 生れし 長子。 牧 *。 山犬の 毛皮 もて 飾りせ る 衣。 

ュ バ ル —— ァダと 天使との 問に 生れし 若者。 女と 思 はしき まで 都び たる 容姿。 琴と 笛と を 執る もの。 豹の 裘を 藩たり。 

チラ —— レ メク の笫ニ の 妻。 

ト バル カイ ン —— チ ラとシ メタの ゆに 生れし もの。 噪 狂なる 多 血漢。 刃物 を 造る もの。 

ナ アマ —— チラと 天使との 問に 生れし もの。 力 イン 族の 中に あ リても 立ち勝れ たる ォ色。 眞 紅の 練 緒 を 着た リ。 

^nl の 群れ 

乙。 その他の 男女 U  (以上 力 イン 族の 人々) 

サミ アサ — 天使。 

その他。 

第一 慕 ァ ララ ット 山の 麓  .， , 

ほく ァ ララ， ト 出の^ 際に 錄 ゆる を兑 る。 山上に は 噴^ 立ちのぼれり。 雲 1 つなき までに 空 は^れた リ。 舞毫 右方に 建て 

ト- げられ たる 方舟の 舢^^ え、 その 四邊に は船材 の^ 取り散らされたり。 ノ ァの子 ハムと ャぺ テ瀝靑 にて 船側^ 塗リ. 甲、 

乙、 丙 その他 大勢の 男女 见物 せる 所に て ^開く。 

m, II 隨分 長く か \ つ たが 漸く 出來 上るな あ。 出來上 つて 見る と 何だか 本 當に大 洪水で も來 さうな 氣 がし 出した。 

乙 —— (空 を^ 上げて) さう さな。 この ：大 氣 ではい まに 大水になる よ。 
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丙 -—— 本當 かい。 

乙 —— 签 を昆 ろ。， 今にも 大雨に なり さうな 模様 だら う。 

丙 —— 何んだ い、 人 を 馬鹿にして ゐる のかい。 

とし 

乙 I 馬鹿になん ぞ する もの か。 天氣の 時に 限って 雨 は 降る もの だ。 丁度 齢 を 取って 耳が 遠く なれば なる 程 H ホバ 

や 力ら 

の 御 聲が問 こえて 來る やうに ね。 お前の 族の ノア もい、 お 年頃に なった から、 ェ ホバ の 御 さ I： 葉の 聞こえ 出した Q 

は 無理 はない。 もし 御 總領の セム、 お 親父さん はおい くつでした かね。 (セム 答へ ず) 閒 こえません か。 ぢゃ あなた 

もやが て祌樣 のお 言葉 だけが 聞こえる やうになります ね o ぢゃ御 次男の ハ ム、 お 親父さん はおい くつで したね。 

ハム —— (うるさ、 うに) 二十 や 三十なら 年も覺 えて ゐられ るが、 私の 父の やうに なると、 私なん ぞ には覺 えて は 

ゐられ ない の だ。 

やから 

セム —— (ハムに) ハム！ 言 槳を愼 まない か。 力 インの 族の 者な どに は 口 をき くの さへ が 汚れな の だ。 エホバの 

愤 りが 眼の 前に 近づいて ゐ るの を 忘れて はならない。 力 イン の 族の 者 共の 爲 めに セッ の 族 は どれ だけ 侮りと 迫 

害と を 忍んで 來 たか 考 へて 昆る がい- -。 (ハム 侮蔑 的に 默す) 

甲  それにしても ノアと あなた 方 三人の 兄^が 氣を揃 へ て、 こんな 廣大 もない 大きな もの を 造り上げ なさった 

所を兒 ると、 滿更謂 はれの ない 狂 曾と は 思へ なくなり 出し ましたよ。 こんな 大きな 船 は 御 先祖の アダム、 エバ 

以來 見た^も^ いた 事 もない。 親子 兄弟が 氣を揃 へて.；… 

尸 ム —— 私 は氣を 揃へ てゐ る譯ぢ やない …… 

セ ム —— ハ ム！ 

.** ベ  ひとつ おひ 

ノ ム  (セ ム の 詰責 を 上の空に) こ の 屮には 私達 親子と 妻 達と 諸て の 肉なる ものが 一 配偶 づ 、這 入る^ なの だ。 


乙 I - ふむ、 あなた 方は隨 分^の 入った しゃれ を考 へつ いた ものです ね。 洪水が 來て 俺達が 泥水に あぶ. -\ して 

ゐる 叫に、 あなた 方 は 船の 屮で 婚姻の 酒盛りで もしょうと 云 ふの だな。 

E. —— では 私逑 はこの 船に 乘 るお 裾分け はさせ て 下さらな いのです か。 

.セ ム —— 父 h の 警告 を 侮り 笑った お前 達に そんな 事 を 今更 云 ふ 口が 何處 にある。 

m. —— けれども^ 物 や rtll までが 乘 せて 貰 へる のに …… 

セ ム —— 獸物 や.： it は 神の 御言 槳を 侮り 笑った 事 はない の だぞ。 

丙 —— 他迮 は乘れ ない のかな あ。 

乙 I - 知れた 話 だ。 乘ら ない の だ。  ：.： 

w: I 洪水が 來 ると 云 ふのに …… 

乙 —— 成程 かう： 大^が 續 くと 全く 心配になる からな。 

£ II 心配になる かね。 何時 來る だら う。 

乙 II 來る 時が 來れ ば來 るの さ。 

W: —— 乂 かつぐ のかい。 (I 同 笑 ふ) 

さはき 

セム II 默 れ無禮 お- 贵様^ は その 卑しい 笑 ひの 一 つ， （'に 罪 を 重ねて、 エホバの 判の 日 を 一日々々 と 縮め 

やから  しるし 

てゐ るの を 知らないの か。 贵樣達 は エノ ク から 來たカ インの 族 だら う。 贵様逹 の 顔に は 力 インの 印 誌が 刻まれ 

てゐ る。 ^様 逑は H ホバを 畏れる 事 を 知らないで、 夜と なく 晝 となく 御 心に 背く 事ば かり を 企て \ゐ る。 さう 

して ニホバ の 御  一一 一一 ロ澳を 馬鹿にしよ うとして ゐる。 馬鹿に 出來 ると 思 ふなら して 見る がい-。 纏て 思 ひ 知る 時が 

來 るば かりだ。 今 H あった 通りが 明日 も あると 思 ふの は 間違 ひだ ぞ。 今 空 が 晴れて ゐ ると 云って、 明日の 喑の 
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豫曾に はなり はしない。 

乙 —— ヱ ホバを 一 人で 背負って 立った やうな 事 を 云 ひます ね、 あなた は。 ぢゃ伺 ひます が H ホバ は あなたに 何ん 

とお 告げが あつたん です。 

セ ム —— H ホバ は 父上の ノアに ：•：• 

乙 —— さう だら う、 なん ぼ エホバで も あなたの やうな 人間に 物 を 仰し やる 譯 がない。 あなたの やうな 人 問 は エホ 

9  9  f  き  やから  ど 

バ とかお ゃぢ とか を 笠に 被な いぢ や 人前に 押し出せない 人 問なん だ。 成程 私 は 力 インの 族の もの だが それが 如 

何した と 云 ふんです。 あなたの 御存知の 通り 私達の 先祖の 力 イン は 弟の アベル を 殺した に 違 ひ はない が、 憚り 

お ほご せんぞ 

ながら 大御 先祖の アダムと エバ とが ェデ ン の 園に お出での 時、 エバ のお 腹に 宿った 子と 云 ふの は 力 インば かり 

なんです からね。 あなた 方の 先祖の セッ はどう だ。 アベルが 死んだ ので、 アダム も エバ も 悲歎の 淚 にくれ てお 

とし  しひな 

仕舞 ひな さって、 急に 百 も 二百 も 一度に 齡を とった やうに なつてから、 粃の やうな 子が 出來 た、 それが あなた 

方の 先祖の セッと 云 ふ意氣 地な しなんだ。 

セ ム —— .1 ハ 日の 後 を 待って その 高慢な 口 はた - け。 

乙 —— 今 口の 事 は 棚に 上げて おいて 明 曰々 々 と 仰し やる 所 はさす がに セッ のお 裔 だけ あると 云 ふ もの だ。 

群衆 中の セッの 族 —— -ハ 今までの 乙の 皮肉に 笑い 興じつ、 ありし が、 急に 乙に 對 して 反感 を 現 はし) 人殺し を 先祖に 持ち 

ながら 出過ぎた 事 を 云 ふな。 

手前 逹の來 る所ぢ やない。 早く 穢ら はしい エノ クに歸 つてう せろ。 (など 口々 に 云 ひ 罵る】 

群衆 中の 力 インの 族 II セッの 族の 能な し 猿。 粃の 末裔。 (など 罵り 返す) 

ノア 立ち騒ぐ 群雄 を 押し分けて 出場。 


ノア  W を さう^ ぐ。 靜 かに。 靜 かに。 (^^お； 2 族に 別れて 立ち、 颂 まる〕 お前 建 はどうして 畏れ をの く 事 を 

知らないの だ。 今 は 力 インの 族、 セッの 族と 隔て なぞ を附 けて 騒ぐべき 時で はない。 靜 かに。 靜 かにせ いと 云 

ふのに J お前^ は 麻の 衣 を^、 頭から 灰 を 被って、 ェ ホバ の 憐れみ を 願 はねば ならぬ 時に 臨んで ゐ るの だ" お 

おお 9 すろ ^-ュ 一 つ. （- エホバの 愤 りを增 すば かりだ。 私 は 皆ん なの 前で 明ら さまに その 事 を 幾度 繰り返して 

f  r した か 知れない のに、 心の 顽な になった お前 達 は 耳 を假 さう ともしなかった。 その 報い はもう 近よ つて ゐ 

す-こ  お ほ わた 

る d 今 U は 二：！ 1- の 十 n だ。 今 口から 七：：： を 過 さす、 エホバの 仰せに よって、 大 淵の 源 は 潰れ、 天 の戶は 開けて、 

大水が あの ァ ララ ットの 山 の^を も隱す であらう、」 人 問が 創ら れて 以來 一時 も 絶えす に 立ち 昇る あの 煙 も、 大 

地 をつ、 む 水に 消されて 立ち^らなくなる だら う。 その 日の 爲め にお 前 達 は 何ん の備へ をして ゐる。 空 しい 言 

み. --  み わざ  たく 

^と^らな 行 ひ …… 。 靜 かに。 お前 逹は エホバ の 御 業 を 奪 はう と 企らん でゐ る。 殊に 力 インの 族の 中には ェデ 

ン の^に 似せて 平 羊 を^ ひ、 セラ ピムの 歌に 擬ふ访 と 琴と を 造り、 生命の 樹を 守る 天使の 焰の劍 に 型 どって 武 

を鉞へ 出す ものまで 出來 た。 叉 セッの 族の 中には、 エホバに 祈りと 燔 祭と を 捧げる 事 を 忘れて、 一生 を 夢と 

^^と M 食と に 投げ 與 へる ものが 殖えた。 別けて も 女の 心の みだり が はし さは、 H ホバの 憤り を 火の やうに す 

る。 力 インの 族の 主なる レメク は 二人の 妻 を 持って ゐる。 而 して それ を 恥と しない。 エホバ によって 人 問が^ 

られ てから、 まだ 聞いた 事の ない 恐ろしい 僻事 だ。 なべての 女 は 自分 達が 人間で あるの を恥ぢ でもす る やう 

に、 す lfe??fK 使に 似せ 强ひ て^の 心 を そ \り 立てる ばかり か、 天使 を すら 試みよう として ゐる。 女達！ お前 

をつ と 

^は 何故 この ノアに そんな 惡意を 持った 眼 を 向ける の だ。 お前 達に はいと しい 良人 はない か。 又 その 胸に かき 

抱くべき 幼兒 はない か。 お前 達の その 寶が お前 達の 眼の 前で 見す， （- 滅びよう として ゐ るの を 何ん とも 思 はす 

に ゐられ るの か。 H ホバ のお 眼の 屈かぬ 隈 はない。 この ノアの 老いた る 眼に さへ 眼に あまる もの を …… エホバ 
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は 凡て を髒 はした。 さう して この ノアに —— セッの 主なる、 何ん の取抦 もない 卑しい この ノアに、 その 恐ろし 

い 憤りの 御 姿 をお 现 はしに なった。 お前 達 はま だ 笑 ふの か。 笑 ふなら 笑 ふが よい。 お前 達の^ &は その 笑 ひの 

中に 铳豫 なく 近づく の だ。 

i ろ 

乙 —— どうせ 亡びる 者なら 泣いた つ て 始まらな いからな。 

ノア  . 終りまで 笑 ひ 通せる と 思 ふなら 笑って ゐる がい- r。  ノア はお 前 達の 心をェ ホバ に 向 はせ る 事の 出来な C 

の を 悲しく 思 ふ。 

ffi, —— 俺 は 恐ろしく なって 來た。 

丙  本當に 洪水 が來る やうに 思 はれて 來た。 俺 は 死 ぬの はい や だ。 

ノア —— ハ甲. 內に) お前 達 はセッ の 族の 者 達 だな。 

乙  粃の 族の 者 達です よ。 おい、 力 イン の 人達 もうい \ 加減に 歸 らう。 馬鹿と 耄碌と が 移り さう になって 來た。 

力 イン の 族の 者 共 嘲笑と 罵 晉とを 残して 返 場 せんとす。 其 者 共の 中に 交 リてナ アマ ぁリ。 ハ ム 素早く 其處 女に 眼 を かけ、 

ハム II (舞臺 には见 えず 方舟の h に 働き 居る ャぺテ の 方 を 向き) ャ ぺテ！ お前 は 見ない か。 お前の ナ アマが 先刻 か 

らこ i に來て ゐるぢ やない か。 ナ アマ 待て、 待てと 云 ふのに。 (力 インの 族を遂 ひ拂 ふやう に 威^し、 ナ アマの み を 

I  おも ひもの 

15 き 留めて〕 お前 は大 fK 使 ラファエルの 嬖妾 になっても 不足の ない 女 だ。 見ろ、 あすこに お前の ャぺ テがゐ る。 

それ。 お前 は 俺の 弟の あの ャぺテ に ；… o おい ャぺ テ！ お前の ナ アマの 美し さ を 見ろ。 ナ アマ、 まあ、 ゆ、 つ、 く 

りして 行く がい \。 

悒 な 面 持に て 徐ろに 方舟の 上に 立ち 现 はれし ャぺ テ、 ナァ マ の 婺を認 むる や、 思 はず 方舟 を 飛び下りて これに 近づく、 

ャぺ テ  ナァ マ！ 


ナ アマ —— (袷ん ど 同時に) ャ ぺテ！ 

二人 は 互の 魂まで 見入る が 如く 見 交 はす。 

ノア II ャ ぺテ！ (セッ の 族に) セッの 人達。 お前 達 も銘々 0 幕屋に 歸 つて 深く 考 へて 見る がい..。 お前 達が 本 

當に 悔い改めたら、 それが エホバの 憤り を 喰 ひとめる 堤になる 事が 出來 るか も 知れない。 ぐづ/ \ して ゐる g 

はもうな い。 お前 達 は 冬 ごもり する 蛇の やうに 心 を 鈍く して ゐて はならない。 早く 行け。 

丙  あれが ノアの 祕藏 息子の 花嫁に ならう と 云 ふの か。 では あの 處女も 方舟に 這 入 るんだ な。 力 インの ^ の も 

ので も 美しければ そんな 仕 合せな 目に 遇 ふのに、 俺 は 洪水が 出たら どう すれば い \ん1で。 

その他 いろ f  - に 云 ひわめ きながら 群蕖返 場。 

ノア —— T ぺテ， お前 は 私の 云 ふ 事 を 聞かない のか。 お前 は 私達の 族の 前で どんな 忌 はしい 行 ひ をし たかを 知つ 

てゐ るか。 

ひし 

犇とナ アマ の 手 を 取り ゐ たる ャぺ テは この 父の 言に 始めて 周圍に 眼の 開けた る 如く、 

ャ ベ テ —— 私が ナァ マ を 撵んで 惡ぃ譯 が 私に は 合點が 行きません もの。 

ノア  -ナ アマ は 力 インの 族の 娘で はない か" しかも 妻 を 二人まで 持つ レ メタの 生ませた 娘で はない か。 エホバ 

の 呪 ひ を 一 一重に 受けて 生れた もの X 顔の 美し いのは、 それだけ 心の 醜い の を 裏切りして ゐ るの だ。 

ャべ テ  父上！ もう そんな 激しい 言葉 を この 處女 のた わ やかな 胸に 投げつ ける 事 はやめて 下さい。 それ は 狼 

に 小羊 を 襲 はせ るよりも 酷い 事 だ。 正しい 美し さ を 持った 胸 

いの だ。 

ノ ァ  -ぉ前 はそんな に その 娘 をいた はる 事 はいらない の だ。 
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ャべ テ —— 美しい もの、 かよわい もの はいた はられる やうに 造られた のです。 

あざみ  とげ 

ノア. I 薊の 花の 美し さ をいた はる もの は 刺に 襲 はれる。 • 

ャぺテ —— 薊 は あざむきの 花 だ。 この 處女は あざむき をし ない。 

つまつ 

ノア —— 誰が それ を 知って ゐ よう。 あ- - エホバ！ あなたの 日は來 ようとして ゐ ます。 蹉 かう とする もの  膝 骨 

を强 めて 下さる やう。 

みそな 

ャぺ テ —— ェ ホ、、 ハ は 私達の 心を蠻 はす。 

ノ ァ  ェ ホバ は 街 はす。 (突然 暫く 放心した る 如くな りて 眼 を 空に 向けて ありし が、 恐る \ 如く 跪き、 良 ありて 畏 みながら 

立ち上り) お前 達 は 今 H ホバを 見 奉った か。 

三人の 兄弟 は 不安ら しく 首 を 振る。 

H ホバ が 又もや 私に お 現 はれに なった。 私の 心 はいつ くし さに 凓く。 (ナ アマ に 向 ひ) 娘よ。 お前の 心 は 恐ろしい 

心 だ。 お前 は 天の 使サミ アサに 及び もっかぬ 戀 をして ゐ るな。 見ろ、 お前の 顔 は 雪 を 積み 乘 せた 雲の やうに 白 

く變 つた。 お前 は 震へ てゐ る。 何故 私が エホバ を かしこみ 畏れる か を 今 こそ 思 ひ 知ったら う。 エホバの 御前に 

は 凡ての 事が 餘り 明ら さまに 現 はれる の だぞ。 今お 前の その 顏 その 姿の 美し さが 何ん の 誇りになる。 ：：： 呪 は 

れた 女！ 引きす ざれ- 

ャぺ テ —— (ナ アマ の 容貌の 急に 變れる を 見て 興奮す る) 私 は 服の 前に 何ん と 云 ふ 恐ろしい 夢 4 見ねば ならぬ の だ。 ナ 

アマ！ あなた は エホバの 御前に をの \か ねばならぬ 女な のか。 噓 だ/, \。 あなた は 怖れる に は 及ばない。 あ 

なた の 純潔 はシ 口 ンの野 花の やう だ。 それ を 誰が 疑 ひ 得よう。 

,  か は 

セム —— お前 は 父上と エホバと を 疑っても この 罪に 孕まれた 一 人の 處女を 庇 はう とする 積り なのか。 


ャべ テ 1 - いや.， （\ 疑へ るなら 力 インと セッ の 族が 一 人 殘らす 疑って 見ろ。 私 一 人 は 疑 はない。 父上、 あなた は 

か  おとし. S 

エホバ の 御名 を假 りて この 無垢 淸淨 な處女 を陷れ ようとな さるので す。 

ノア I お前 は 私の 末の 子 だ。 さう して エホバと 私との 心に 適った 若者 だ。 然しお 前の 今の 言葉 は エホバ を穢す 

巾 々しい 言葉 だ。 地獄から 來る 毒氣の やうに 顔向け も出來 ぬ。 お前 は^ろし い 罪の 淵に 臨んで ゐ るの だ ぞ。 

セ ム — 私 は 今の 言葉で ャぺ テ の 兄で あるの を恥ぢ る。 お前の 日頃の 勇 氣と氣 高さと は 何處に 捨て & しまったの 

だ。 

ハ ム —— (半ば 獨 ね) あの 娘の 美し さは 天の 使に でも 罪 を 犯させる に 違 ひない。 

ャぺテ — ハナ アマに 近寄り その 肩に 手 を かけ) ナ アマ、 あなたの 純潔 を 言 ひ 張って 下さい。 (ナ アマ、 伏 眼に なりし ま 

ま^へず) 言 ひ 張って くれ、 さ。 空の 明るく 晴れて ゐる やうに 私の 心 も 晴らして くれ。 ：•：. 答 へら 叱ない Q か。 

それで は …… (唇 を嗨 む。 更に 氣を 取りな ほして) 答 へられないで どうす る、 さ。 ；… 答へ る 事が 出来ない と 云 ふ 

のか。 

ナ アマ —— (毅然として) 答へ る 事が 出来ます。 

ノア —— 答へ が出來 る。 それで は 聞かう。 お前 は 天の 使サ ミア サを戀 して はゐ ない のか。 

ナァ マ —— 戀 しないで は ゐられ ません。 

一 同 驚きの 色。 ナ アマ、 苦しげ に淚 ぐむ a 

ャぺ テ  噓だ。 あなた はこん な 時に そんな 心に もない 事 を …… では あなた は ：… 本當 に- …： 私 を 捨て 果てよう 

とする の だな。 

ナ アマ —— (恨めしげ に) 捨て 果てる 事 さへ 出來 たらと 思 ひます。 
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ャべ テ —— では あなた は 私 を 捨てない と 云 ふの か。 

ナァ マ —— おぶ。 へ テ！ そんな 愚かしい 問 ひ を ：：•• 

ノア —— それなら 天の 使サミ アサ へ の 誓 ひ を どうす る。 

ナァ マ —— ヱ ホバ！ 私 は 自分 を 存じません。 誰も 私 を 知らない。 私の 心 を 知る 事 は 出来ない。 この 苦しむ 心 を J 

ャぺ テ —— ナァ マ。 私 も か。 

ナァ マ —— 私 を 愛して 下さる あなた は 猶更の 事 …… 

ノア 父子、 茫然と して ナ アマ を 見守る。 

ハ ム —— 成程 一 一人の 妻 を 持つ レ メタの 娘 だけ あるな。 

つか 

セム —— 奸姹を 犯しながら， 二つの 心に 事へ ながら、 その 穢ら はし さ を 一一 一一 〔 槳 にまで 現 はす 憎い 女 t ハム！ そ 

の 女 を 石で 搏て。 搏 つて 殺して しまへ。 (手 敏の石 を取リ 上げて 立 向 ひか、 る) 

つらぬ 

ャぺテ  待て！ この 女 は 私の 劍で 貫かれねば ならぬ。 (遠くに 立ち返き てナ アマ を 見やりながら) 女！ 自分で 自 

分 を 傷け、 血 を 流し、 命まで も 滅ぼさう とする ：：： 女！ 力 インの 腕 は 一人の 命 を楚 つた ピけ だった。 お前の 

、むはお 前 自身 を 殺し、 もう 一人の 命 をも鸾 はう として ゐ るの を 知って ゐ るか。 …… 行け。 安らかに して 行け。 

お前の 兄の ト バルカ インの 所に 歸れ。 ト バルカ イン は劍を 造る 名人 だ。 あの 心の 荒れた 男 は、 縦 令妹ので あれ、 

みみお ち  9  ,  もろよ 

水 月から 脊 骨まで ぐ さと 刺し通す 兩 刃の 劍を造 るの を 担み はしまい。 行って トパ ルカ インに お前が 今 吐き出し 

た 血 なまぐさい 言葉 をもう 一度 繰り返す がい.^。 ト バルカ インの 劍は、 雷火が 罪の 家 を 求める やうに、 お前の 

胸 を 求めて 飛び か \ る だら う。 行け。 

ノア —— 行け。 


セム —— エホバ の 呪 ひの 凡て を 受ける がい i。 

ナ アマ、 何事 かをャ ぺ テに云 はんとす。 

ャぺ テ —— (舞^の 左 を 指し) 行け！ 

ナ アマ、 すご？ （^と 返 場。 

ノア II 時 は 私達 を 待ち 合 はして はゐ ない。 洪水の 時 の やうに 近づいて 來る。 セム、 ハム、 ャ ぺテ、 早くが 

知の 工事 を 終へ て くれ。 船の 胴から 水の 漏る やうな 事 はな ^ ；^。 

チャン 

セム^ 啻を 塗リ始 む。 ハム も 物憂げ に 立ち上る。 ャぺテ 仕事に 立たん として 急に 工具 を 也に た., きつけ、 

ャべテ — 父上 * 私 はもう いやです。 

, ム — (ャ ぺテ になら ひ〕 私 ももう 倦き/,^ した。 

ノ ァ — お前 逹は何 を 云って ゐ るの だ。 

尸 ム fl 洪水の 來る 事なん ぞを 信じて ゐ るの は、 世界中で 父上と あすこに ゐる 兄さん だけです 。まるで 夢の e うな 

ポに叫 ヶ月 も 働き 綾け た擧 句、 水で も 出ない 事に なったら …… 四 人の した 事 はこ Q 上な しのい 笑 ひ 草です 。力 

インの 族の 奴な ど は、 今までに も增 して この 族の もの を 侮る でせ う。 天の 使 さへ 地に 降って 人^の 女に 戥^ か..， 

る 時節^ お 水力 地の 上にば かり 起る と は、 片手落ち なお 審判と 云 はなければ なりません。 さっき 力 インの 疾 

の 者 達の 云った 言葉に は 理窟が ある。 こんな 天 氣續 きに 大水の 心配 をす るの は、 取 越苦勞 でなければ 出来ない 

事です。 それ は：^ 上 を 私が 生み はしない かと 恐れる 程の 事です。 それより は 方舟の 中の 葡萄酒 を 出して 來て、 

小羊 を 屠る のが ましではありません か。 

ノア  私 はお 前の 爲め ばかりに も、 もっと H ホバの 前に 義 とせられる やうに ならなければ ならぬ。 b 前 は 也 人 
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の 信仰のお 蔭で 救 濟に這 入る 事の 出来る 慘 めな 者 だ。 私の 老いた 肩の 骨 は 子等の 重みの 爲 めに 折れん ばかりに 

痛む。 …… こ X にも 私の 重荷 は ある。 ャ ぺテ、 お前 はま だ あの 呪 はれた 女 を 思 ひ 切る 事が 出来ない の だな。 

ャぺテ —— 私に は出來 ません。 思 ひ 切る 氣 もありません。 

セム —— 敏 かな 扠だ。 

ハ ム —— 愚かで はない 中々。 愚かで も それ は羡 ましい 愚か さ だ。 

ノア —— お前の 深い 迷 ひ は 年老いた 私 を 悲しませる。 

ャぺテ 一 I 父上、 それ は 私の 悲しみの どれ 程 深い か を 表 はす ものです。 私の 胸の 中の、 底 深い 頑丈な 杯が、 悲し 

みの 酒 を 盛り 切れな くな つた 時、 溢れ出た 悲しみの &■ が 一 番 親しい 胸の 杯に そ \ がれる のです。 私の 胸 は 若く、 

强く、 堅い。 悲しみで すらが 微笑んで 跳り めぐる 餘地は あると 思って ゐた。 然し この 悲しみば かり は餘 りに 深 

く 大きい。 私 は 父上の 方舟 を 造る 爲 めに、 淋し さ を 堅く 胸に 祕 めて、 この g: ヶ月、 ナ アマに 遇 ふ 事 もせす に 過し 

た。 愛し 合 ふ ものが 離れて ゐ るに は 餘 りに 長い 四 ヶ月だった。 然し 一 旦 愛した ものが 愛 を 忘れる には餘 りに 短 

い 四 ヶ月 だ。 あ X 私の 胸 は 張り裂ける。 私の 心と 一 つに なった 女の 心が 私から 叛 いた。 踏み 躅られ た 誇りが ェ 

ホバ とサタ ン との 名に よ つて ナァ マ を 地獄にまで 呪 ひます。 

ノア， I さう だ、 お前 は あの 女の 名 を 呪 ふべき だ。 あの 女 は エホバに さへ 叛 いたの だ。 

ャぺテ —— 然し 私の 心の 傷口 は 唇 を 大きく 開いて 聲を 限りに r ナ アマよ もう 一度 この 胸に 還れ」 と 叫びます。 

セム. I 男の 誇り を 忘れて 未練が ましい 事 を 云 ふな。 

ャぺ テ—— 未練 を 知らない 男の 心 は 地獄にまで、 地獄の いや 果てにまで 呪 はれる がい \。 

ノア —— さう 筌 しく 心を騷 がして ゐる もので はない。 サタン はさう 云 ふ 心 を 探し 歩いて ゐ るの だ。 女の 逃げ出し 


だ 心の 戶ロ は、 惡 魔の 潜み 込む 屈竟な 入口 だ。 まあ 落着いて そこに 坐る がい \。 

セム —— 私 は 今 そんなお 話 を 聞いて は ゐられ ません。 時 は 私達 を 待って はゐ ない。 ハム、 來て私 を手傳 へ。 

ハ ム —— 父上のお 話 は 私に も參考 になり さう だ。 

ノ ァ の 脚下 に ハムと ャぺテ と^る。 ハム は 暫くす ると 眠 入 つてし まふ。 

あかまつが 

ノア  私共の 先涵の アダムと H バ とが サタン の 誘 ひに か X つて 智慧の 果を喰 ひ、 赤裸 を 恥ぢる やうに なって ェ 

ホバ の^り を 蒙り、 永久に エデンの 園から 追 ひ やられた の はお 前 達 も 知って ゐる だら う。 その 時 H バの胎 に は 

力 インが 孕まれて ゐ たのだった。 この 地の 上の 生活 は エデンと は 違って 苦しい 生活であった。 力 インが 靑 年に 

なると 弟の アベルと 野に 出て、 兄 は 地 を 耕 やし、 弟 は 家畜 を牧 つたが、 力 イン は 心の ねぢ けた 若者で、 エホバ 

が アベルの 燔祭 ばかり を 顧み 給 ふの を 意趣に 思 ひ、 いきなり 立って アベル を 打ち殺し たの だ。 この 大地が 口 を 

開いて 人の 血 を 吸った の は その 時が 始めて だ。 人の 命が 絕 たれた の も その 時が 始めて だ。 アダムと ヱ バとは 子 

に 先立 たれた。 さう して 人の 世の 一番 深い 悲しみ を 味 はれた の だ。 二人 は それから アベルの 事の み を 思 ひっ^ 

けて セッを 生んだ〕 その セッ とい ふの が 私達の 遠つ 親に 當 るの だ。 力 イン は 長子で はあった が、 流離 人と なつ 

て 父母 を 離れ、 H デンの 東に あたる あの ノドに 落着いて 今 だに その子 孫 は そこに 住み 繽 けて ゐ るの だ。 私はセ 

やから 

ッ から 九 代 目の セッの 族の 主 だ。 だから セッの 族 は アダムの 誇りで、 又 乎 を 血で 穢 さない もの \ 子孫 なの だ。 

然しながら アダム、 ェ バ がェデ ンを逐 はれな さつてから、 人の子 は 地の 上に 敷衍 さかえて、 ひとりでに 罪 も 作れ 

ば 非望 も 起す やうに なった。 セッの 族 は 人が 粘土から 創ら れて又 粘土に 還る の を 忘れす に、 土に しがみついて 

活 きる のを滿 足して ゐ るが、 力 インの 族 は 僅かば かりの 智慧 才覺 を賴 みに し、 一度 味 はった 智慧の 菜 をもう 一 

すがた か.^ ち もさ 

度 味 ふ稃の 非望 を 抱いて ゐる。 女 は 女で、 優しい 姿 形 を 餌に して、 男の 心 を 空しい 譽れに 釣って 行く。 その 增 
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長の 菜て に は 天の 使 を 迷 はし、 その 道ならぬ 交りから、 人と は 思へ ぬ 程の 勇士 や 勝れた 女 を も 生み 瘸 めた。 ェ 

ホバ の愤 りが 日に く昂 する の も 無理の ない 事 だ。 ■ 

ャぺ テ —— 父上、 然しながら 一 度 智慧の 果を味 はった ものに どうして それが 忘られ ませう。 

ノア —— けれども 人の 幸福 は、 一度 味 はった 智慧の 菜 を、 知らぬ 前の やうに 忘れる そこから 生れ 出る の だ。 

ャぺ テ II 何故です。 

ノア —— 「何故」 と 云 ふ |ー 一口 葉 は H ホバ の 御言 葉 だ。 人の 使 ふべき 一一 一一：： 葉で はない。 

ャぺテ —— でも 私 は 「何故」 と 云 ふ 言葉 を 知って ゐ ます。 叉 「何故」 と考 へる 事 も 知って ゐ ます。 

ノア I それ は少 くと も 私が 敎 へた 言葉で はない。 お前 は それ を何處 で！： 時覺 えたの だ。 

ャぺテ —— それ はナ アマ を 始めて 見た 時に 覺 えました。 ナ アマの 眼が ぢ つと 私の 眼を迎 へて くれた 時、 その 眼 か 

ら 不思議な 力が 私に 流れ込みました。 さう して 私 はすぐ 「何故 あの 處女は 私の 胸に こんな 痛みと 喜びと を與へ 

るの だら う」 と 思って ゐ ました。 

ノア —— お前 は 脆く も サタン の羈. にか & つたの だ。 サタン は 同じ 仕方で 御 先祖の アダムと ェ バ とに 呪 ひの 輪 を か 

けた。 お前 も その 呪 ひ を 受けて しまったの だ。 お前 は カを盡 して それ を 忘れなければ ならぬ。 それでなければ 

お前 はナ アマ を 忘れる 事が 出来ない の だ。 ナ アマの 姿 を 見ろ。 あれ は 屹度 墮 落した 天の 使が 生ませた 女 だ。 

ャべ テ I あれ は 力 インの 族の 主レ メタの 娘です。 

ノア —— レ メタが 縱令 あの 美しい 妻の チラと 床 を 一 つに しても、 ナ アマの やうな 美しい 娘 を 生ませる 事 は 出來は 

をつ と  wrvr  •  .  • 

しない。 あの 娘に は 人間と は 思へ ぬ 所が ある。 チラ は 屹度 良人の 眼 を窃ん だの だ。 だから 私はナ アマ は 二重に 

さ 

も 三重に も 呪 はれた 女 だとお 前に 云って 聞かせる の だ。 お前の 夢 は それでも まだ 覺 めない のか。 


ハ ム — (驚いて 假^よ リ覺 め) 私 はこれ から 働く 所です。 (ノア、 ャぺ テ苦々 しげに ハ ム の 立ち行く 姿 を 見やる) 

さ 

ャ へテ —— 3 く 呻吟した る 後) 夢なら ばいつ か覺 める 時が 來 るで せう。 それ は覺 めて 欲しくない 夢 だ。 けれども 私 

は 夢 をた よりに はしない。 夢なら ば覺 めて しま ふが い..。 夢なら ば：… 父上。 力 インの k の 事 は 云 はない とし 

て、 セッの 族のお 様 を御覽 なさい。 父上が、 私が、 その 族の 一人と 生まれた 事 を 私 は恥ぢ すに は ゐられ ません。 

地 を 這 ふ蟲の やうに、 日の 光 を 恐れる 梟の やうに、 銘々 の 汚い 幕屋に 起き 臥し \ て、 口癖の やうに、 いこ， もな くェ 

ホバ を譜荧 し、 喰 ふ爲 めに 喰 ひ、 寢る爲 めに 寢、 生む 爲 めに 生み、 火と 水と に恐ぢ 怖れて、 親 は 子 こ、 子 は 孫 

に その 慘 めな 生活の 重荷 を その ま \傳 へて 行く。 その 生活に 何ん の 尊 さが ありませ う。 私達 は 人間 だ。 野リ 

巧 物で はない。 又 空の 鳥で はない。 H ホバ の 御 業の 誇りなる 人間な の だ。 それ だのに セッの 族の 者 達 は 人間の 誇 

り を 伺處に 置き忘れて しまったの だら う。 今日 もです。 私 はこ \ に 来る 道で 一 人の 男に 遇 ひました。 その 男 は 

,  か はごろも 

禾を 兌る とそつ と裘の 下から 大きな 砂金の 袋 を 出して 私の 手に 握らせよう とします。 さう して 若し 洪水が 追つ 

たら、 忘れす に その 男を內 所で 方舟に 乘 せて くれと 頼みます 。私 は 驚いて 何故お 前 は それ を 私に 頼んで ヱ ホバ に 

願 はない の だと 云 ひました。 その 男 は、 罪 を 犯して ゐ るから エホバ は 聞き入れて 下さる まいと 答へ るので す。 

ザ  なじ 

何故 それなら 悔レ 改めな レ の だと 詰ります と、 悔い改め るに は 持物 を 有る限り ェ ホバ て 庫げ なけれ * ま， H らな ハ 

i  、  めし ひ 

力ら と 云 ふので す。 丁度 その 時 盲者の 群れが そこに さまよって ：：. . 

ノア  育 者の 群れと は。 

ャべテ „| それ は 父上が まだお 存知の ない 憐れな 者 共です。 その 群れが さまよって 来たので 砂金の 袋 を その 人達 

一 1 *Jr  /  *  ぎ うさう 

に歡 へようと すると その 男 は 矢庭に 惡 魔の やうな 形相に なって、 袋 を 受取った 年老いた 女 をい きない 打ちの 

め t て 地に 倒し、 殘る者 達まで を 散々 に エホバ の 名に よって 恥し めました。 赵は それ を 見る とその 男 を 唯 一 ふ 
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みに 踏みに じりたい やうな i& かいわ を覺 えました。 思 ひ 出しても 私の 腕の 肉 は 音 を 打て- - 鳴らう とします。 

この 時 ノア、 セム、 ハム 0 妻 食物 を 持ち 慌て- - 登場 U 物に 怖^た る 如き 姿。 

セ ム の麥 ！ また あの 穢ら はしい 群れに 襲 はれようと しました。 

ハ ム の 妻 —— 恐ろしい 惡魔 達！ 

ャぺ テ — 姉さん 方 は その 良人に 贪物を 蓮ぶ 事 を 一 度 もお 忘れに ならない。 一 度 位 はお 忘れに なったら と 私 は^ 

ひます。 大事な 事が その外に も 私達に は與 へられて ゐる。  すなほ 

ノア II お前の 心に は 人間が 持って ならぬ 傲 ，g が眼覺 めた やう だ。 何よりも ヱ ホバの 喜び 給 ふの は、 從 順に その 

御 心に 從ふ ばかりな の だ。 

ャべテ  そ 吆 は 私に も 分る やうです。 父上の 遜った 嚴 かなお 心 持 を 尊ぶ 事 を 私 は 忘れ やしません。 父上が その 

きょ  P  ノ  ， 

爲 めに 人知れぬ 重荷 をお 心に 背負って をら れる事 も、 又 その 爲 めに 人の 知らぬ 聖ぃ 喜び を 持って ゐら わるの も 

よくお 察し 申す 事が 出来ます。 然し 私の 心 は、 父上 を滿 たした もの だけで は 如何しても 滿 たされません。 罪 か 

あへ—  - 

罪で ないか、 兎にも角にも 私は滿 たされる もの を 持って ゐ ません。 私 は 喘ぎます。 悶えます。 求めます 

ノア — それ はお 前が 力 インの 族の 者 達と 交った 爲 めに 播 かれた 罪が 芽ば えたの だ。 

ャべテ — 力 インの 族 も 人です。 人の 持つ もの を 私 も 持た うとす るので す。 力 インの 族の 中に 生れた 勇士 達 を 私 

は!： & 誇りと して はならぬ のでせ う。 その 人々 の 中に 生れた 美しい 娘 達 を 私 は 何故 榮 えとして はならぬ のでせ 

う。 人の 持つ もの を 私 も 持た うとす るので す。 

ノア. I カイ ン の 族 は ェ ホパ の 呪 ひ を 受けた 人々 だ。 彼等 は 取り も 直さす サ タ ン に屬 ける もの だ。 

ャべテ —— サタン ：.： サタン は 突し いもの を 持って ゐる。 


ノア —— ャぺ テ r: 

この 時流 離して 食 を 求め 歩く 盲者の 群れ、 ノアの 妻 達の 後 をした ひて 出場。 ノア それ を 見て 驚き 立ち上る。 

ノア —— ャ ぺテ、 あの 群れ は 何んだ。 日の 下に は 住む とも 思へ ぬ 醜い 影 だ。 

盲者の 群れ 默 したる ま  > -萆 する 方に 物 ほしげ なる 手 を 延ばす。 

ャべテ II 父上の 御覧になる ものではありません。 それ は 父上の 悲しみに 悲しみ を 積み 乘 せます。 あれ は 父母 を 

離れ、 子 を 捨て、 幕屋から 幕屋に 憐れみ を 求めて 歩く 盲者の 群れです。 

ノア —— jE 者と は。 

ャぺ テ II 二つの 眼が 光 を 失った のです。 

とし  ， 9  , 

ノア  光 を？ 眼が？ 私 はこの 齢になる まで 眼が 光 を 失 ふとい ふためし を 見た 事 も 聞いた 事 もない。 死んだ 

み b さ 

もの & 眼で すら、 樂園か 地獄 か を 見る 力が あるのに、 彼等 はこの 地の 上に 呼吸しながら H ホバの 御 業 を 見る 事 

が出來 ない と 云 ふの か。 恐ろしい 事 だ。 エホバ は 光 を すら 我等から 隱さ うと はなさる の だ。 私 は 私の 族の もの 

逑 に 迫って 來る 不幸 を 見て は ゐられ ない。 H ホバ の嚴 かな 命令 さ へなかったら 私 は 族の 者 達と 一 緖に 洪水に 私 

を 任せた であらう。 ャ ぺテ！ 私が 生き 殘 つてお 前が 死ぬ の を 私 は 忍んで ゐる 事が 出来ない。 お前の 傲慢 を、 

神の 憤りが お前の 上に 降らない 中に、 悔い改めろ。 

ノアの 妻  ャぺ テぉ前 どんな 正しくない 事 を 父上の 前に 仕で かした の だら う。 私達の 命が 長く. ない の をお 前 は 

忘れる やうな 子で はないで はない か ：… 。 お \、 エホバ！ 凡ての 事が 惡く なって 參 ります。 

ャべ テ  (セ ム、 尸 ム の 妻に) 姉さん、 あの 憐れな 盲目の 群れに その 食物 を やって 下さい。 あの人 達の 眼 は 唇の 求 

めに 應 する 事が 出来ないで ゐ るんで す。 御覧なさい あの 盲 ひた 眼 を。 服が 口に 代って 聲を 限りに 叫んで ゐ るで 
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はありません か。 お.^ お前 逮 はこの 先き 六日 生きて ゐる のが 幸福な のか。 今 呼吸が 絶 たれる のが 幸福な のか、 

私に は 判らない。 然し 私の 心 は 矢張りお 前 達が 生きる ようにと 願 はすに は ゐられ ない の だ。 

さば キ J 

セム 1 - エホバ を 畏れない のか ャぺ テ。 エホバの 審判 はもう 逼 つて ゐ るの だ。 エホバの 呪 ひ を 受けた ものに 施し 

をす るの は、 御 心 を 踏み にじるのに 等しい 恐ろしい 罪 だと は 知らない のか。 (盲 群に) お前 共の さし 出した その 

乎 を ^ へろ。 H ホパ の 深い 呪 ひ を 受けた 醜い 者 共、 一 時 も 早く そこ を 立ち退け い。 こ&は エホバ の 思 召しに 從っ 

て ノアが お # を 造る 聖 めら れた 場所 だぞ C 近づいて 兑 るが ぃ&。 さう して その 穢ら はしい 足跡 を この 土の 上に 

殘 して 毘ろ。 私 は ェ ホバ の 愤りを こ の兩 腕に 現 はして 見せる から。 

ハ ム II 醜い 奴等 だ。 醜 さが 私の 眼 を 鞭つ。 

セム、 x ム、 盲 群 を 追 ひ 立てる。 言 群 退^。 

セ ム —— ャぺ テ！ お前 は義と 不義と を 見分ける； 止しい 力 を 薄く 授かって ゐ ると 見えるな。 サタンの 誘 ひに か. - 

らぬ やう 用心す るが い ゝ。 

ャべ テ —— 兄さん 達の なさる 事考 へる 事が ェ ホバ の 思 召しに 叶 ふの なら、 私 は 本當に 用心し なければ ならない。 

兄さん 達の やうに 考 へられない 私 は 不幸 だ。 私 は 或は 本當に サタンの 呒ひを 受けて ゐ るので はない のか。 私 は 

\ も ベ 

どう すれば もっと ヱ ホバの 御 心に 叶 ふ 僕と なる 事が 出來 るの だら う。 私 は 自分が^  くも ある。 かう 云 ひながら 

私 は 心の中で 自分の する 事考 へ る 事 を 善しと 認めて ゐ るの だから。 

ノア 一 

I 恐ろしい 専だ。 

セ ム ) 

ノア —— お前が 誘惑の 手から 遁れ たいなら、 H ホバの 思 召 を 疑 はすに、 父の 蒙った 命令 を かしこんで、 我等に 委 


ねられた 仕 S を 成し遂げる 外に はない C 祌は 働く。 惡 魔は考 へる。 さあ ハム、 兄に ならへ。 ャぺテ も 働け。 

产ム とャぺ テェれ を 取リ h げん. とす。 セムと ハムとの^：^、  ^き 音 を^き たる 如く  l!t を そば だつ。 

セ ム の樊 —— お、 あの^ は。 

ハ ムのぷ II ^み 渡った あの 音樂 は。 

/ ァ のせ —— 私に は 何も 問 こえない。  . 

ャぺ テ —— (：！ じく^し^ を佝 けて 半ば^. 0) 天國に ：！： んの 喜びが あるの か。 ^えて 響かなかった 天の 使 達の 美しい 

樂の昔 が ほのかに 聞こえる。 

ハ ムの龙 —— ほんに あれ は fK から 來る。 

セム の^; —— あれ は：. K の樂の やう だけれ ども、 ；大 から 來 るので はない らしい。 顔 をうな だれて 御 if なほよ く 聞 

こ える から。 

人 々13  く 惚れ；^  、と^き 入る。 

ノ ァ のぶ； —— 私に はもう その美し いと 云 ふ 昔 は 聞 こ えなくな つた。 

セム I - それ はい です 母上。 あれ は：. K の 使の 樂の 昔で はない の だから。 あれ は レメク の^子 Q 一  人なる ュバ 

ルが、 エホバの 御 業 を^ はう とする お ほそれた 惡 企みです。 あの 者 共の 心 は 何時まで 惯 りの 幸 幅に 眠り こけよ 

うとす るの だ。 

ャぺテ —— (知らず/ \ エ^ を： 取 リ^して 桀の 音に 聞き惚れて ありし が) 父上！ 私 を 許して 下さい。 あの 樂の音 を 聞く 

につけて ナァ マが 乂 もや 私の 胸に 馳せ よって 來 ました。 ナ アマ の 兄の あの 音樂 はナァ マ の 言葉の やう だ。 今の 

私に はナ アマが 凡て だ。 ナ アマが 私の 胸に 歸ら ぬのなら、 私 は ii 手 を 擴げて 洪水の 口 づけ を^: つば かりだ。 私 
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にが 1 が 何ん の 用が あらう。 あ \ あの 樂の 音が 私を醉 はす、 狂 はす、 有頂天に する。 私 はもう 私 を 知らない。 

ャぺテ 狂へ る 如く 人々 の 漉ぎ るの を 押しの けて 返 場。 

ハ ム —— (セ ム に) 兄さん、 私 はャぺ テを追 ひかけ て 連れ 戾 して 来ます。 

ノア —— ハム 待て。 お前 は 自分 を詐 つて ゐる。 お前 は ャぺテ に 事よ せて あの 幾の 音に した ひ 寄らう として ゐ るの 

だ。 お前の 不義 は 義の假 面 を 被って ゐ るの だ。 止まれと いふのに。 失 はれた 小羊 は 捨て &置 くがい X。 (長い 沈 

默の 後) 失 はれた 小羊 は 拾て \ 置く がい-の だ。 …… 私 は エホバに 祈り を 捧げす に は ゐられ なくなった。 お前 

達 も 心を盡 して 私の 爲 めに 祈って くれ。 

1 同 跪いて 祈る。 ハム 隙 を 窺 ひて 忍び足に 遊れ 出 でんと す。 セム 祈り を やめて 立ち上 リ、 カムの 後ろより 怒り 叫ぶ。 

セ ム —— ハ ム！ 

ハ ム  兄さん は 祈り は？ 

云 ひながら 立ち 止り て 激怒せ るセ ム と顏 見合 はす。 

第二 幕 エノ 夕への 途上 ♦ 

^  "ひ 

荒れた る 草原。 盲目の 群れ 默 したる ま \ 片隅に 踞る。 ャぺテ と 乙、 石に 腰かけて 語る < 

笫 一 慕より 六日 目の 後。 洪水の 前日の 夕 慕。 

やから 

乙 —— それ は 無理 もありません よ、 ナ アマ は 力 インの 族の 寶 玉の やうな もの だから。 それに …； 

ャぺテ — 私 は 自分の 幕屋 をぬ け 出してから、 食 ふ 事 もせす、 眠る 事 もしない の だ。 けれども ナ アマ は 私の 前に 


姿 を 現 はして はくれ ぬ。 

乙 —— 誰が 大切な 寶玉を 見さ かひな し に 人に 見せ る も の が ありませ う。 それに …… 

ャぺ テ —— それに ナァ マ は 1大 の 使に 戀 されて ゐ ると 云 ふの だら う。 

乙 —— そんな 內所 S は 私 は 知りません よ。 天 國の 事な ど は 御 先祖の アダム、 H パが エデンの 園 を 追 ひ 出されて か 

ら このかた、 私達に は關 係の ない 事 だ。 ャ バルが 眼 を かけて ゐ るんだ、 あの 處 女に は。 

ャぺ テ —— ャバ ルはナ アマの 兄で はない か。 

乙 II 母が 逮 ひま さあ。 

ャぺ テ —— けれども ャバ ル もナァ マ もお 前 達の 主 レメク を 父と して ゐ るので はない か。 

KJ  表向き は さう です。 

群 in "の 中より 皮肉な 卑しき 笑 ひ聲。 

卞ぺ テ  表向き？ 私に は 分らない 言葉 だ。 

乙 —— 私に も 分らない 一 一ー 一口 葉です よ。 ；… だが ナ アマ は 全く 人間離れ のした 美し さ氣 高さ を 持った 處 女です よ。 そ 

の 同じ 腹の 兄の ト バルカ インと は 似 もっかぬ 姿です。 姿ば かり ぢ やない 心まで、 片方が 水なら 片方 は 火 だ。 片 

方が 薔薇の 花なら 片方 は その 刺 だ。 片方 は 天 から 生れた と 云って い \ し、 片方 は 地から 湧き出し たやうな もの 

やから 

だ。 ふむ、 あなたの 族の 方に もこん な 不思議が 現 はれます か。 

ャぺ テ —— 私と 兄 達と は 矢張り 違って ゐる。 

かた 

乙 ！ 然し あなた 方 は 何ん と 云っても 人間から 生れた に は 相違ないで せう。 あなたの お 母さん は 操の 正しい 方 だ 

から。 人並みな 生れ だと 操 は 守り 通し 易い もの だ。 
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群盲の 中より 笑 ひ^.。 

ャぺテ —— (思 ひ 常ろ 所 ある もの 、^く) それで はナァ マ の 父 は レメク ではなくて、 天の 使 だとで もお 前 は 云 はう と 

する のか。 

乙 —— そんな 內所事 は 私 は 知らない。 けれども さう だとす ると、 ャ バルと ナ アマと は 兄妹であって、 兄妹で なく 

なる 譯だ。 

ャぺ テ —— ャバ ル は本當 にナァ マ に 思 ひ を かけて ゐ るの だな。 そんな 事が …… 

乙 — この頃の やうに 天と地と が 近くなる と 物事が こん がら かって 譯が 分らなくなります よ。 やれ、 今日 もい \ 

日の 暮れに なっ^。 明日が いよ -(\ 洪水の 日です ね。 空 を 見る と 雲 一 つない が、 ー體 大水 は 天から 降る とい ふ 

のです か、 地から 湧く と 云 ふので すか。 

ャべ テ —— お前 はさう 輕々 しく 物 を 云 ふ もので はない。 

乙 —— 輕々 しく 云っても 重々 しく 云っても、 來る もの は來 るし、 來な いもの は來 ないだ けだ。 な あに。 …… それ 

,  はこぶね 

にしても あなた はこん な 所に うろ/ \ し てゐて 方舟に 乘り そこね はしません か。 

ャぺ テ II 私に はもう 方舟 はない。 ：：： お X 父上，  私 は 自分の 命 を 蔑みして まで 人の 知らない ものに 憧れる。 

乙 — 人の 知らない？ (笑 ふ) それ は 云 ひ 過ぎで せう。 ナ アマ は 私の 見て ゐる 前で 瞬き も すれば 欠伸 もす る、 そ 

んな所 は 人 問 並みな 娘です よ。 

ャぺテ —— お前に は 私の 心 持 は 分らない。 ナ アマの 胸の 扉 を 開く 事 さへ 出來 たら、 私 は そこから 天に 經 登る 力 を 

さぐり 出す 事が 出來 るの だ。 

^盲の 中より 笑 ひ萆。 


乙 — しい ッ ；… あすこに ャ バルと ト バルカ インと が來 た。 羊牧 ひの 杖 を I 々とついて、 野 羊の群れ を站 $c りに 

した^の やうに、 あすこに やって 來 るで せう、 それ あの 荒野の 果て を。 あなたが こ，， にゐ るの はよ くな ハ。 早 

rit^ の 方に 忍んで 行って 御覽 なさい。 今夜 はュ バルが 昔樂の 集り をす ると 云って ゐ たから、 そこで ナ アマに 

邂- おふせが 出^^いと は 限らない。 …… 然し 一 番 安全な の は …… 早くお はづ しなさい …… 安全な の はおとな し 

く 今夜の 中に 方舟に 歸る 事です ぜ。 

乙の この 贯 葉の 間に ャべ テはャ バルに 物 を 云 ひかくべ きか 否か を 惑 ひたる 後、 決心す る もの.， 如く 急ぎ 舞臺を 去る。 や 

や くして ャ バル 及び ト バル カイ ン 登場 a 

ャレル I. 35 に 眼 をつ け〕 サタンに 行け！ サタンが 過ぎた ものなら セッの ゃ~に 行け！ セッの 族 こそ は ,s 

物に も 劣った お前 共の い k 話 相手になる だら う。 地に しがみ付いて、 H ホバ に諛ふ 外に は 能の ない セッ の^こ 

行け。 醜い 煙の やうな 奴等 だ。 (牧杖 を 上げて 打ち 拂 はんとし) 杖が 滞れる。 (乙に) お前 行って あの もの 共 を 追 ひ 

拂へ。 二度と は H  ノクに 足 を 踏み 入らせるな。 行け！ 

乙 —— 行きます が  。 

ト バルカ イン  (劍を 振り上げ〕 早く 行け！ 

乙 II 行きます。 今 行きます。 が、 H ノクに は あの 盲目の 群れより もっと 汚れた ものが 這 入り こみ ましと。 

ャパ ル —— 何んだ と。 

乙  ャバ ル！  ノアの 末の 息子の ャぺテ が …… 

トバ ル カイ ン  ャべ テが？ 

す ゑ 

乙 II セッの 末裔で ありながら、 あなたのお 妹 御に お ほそれた 潢戀慕 をして ゐ るャぺ テが這 入り こんで …… 

大 洪水の 前  H 
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ャバ ル —— トバ ルカ イン の 妹 ：：： ナァ マ に戀 をして ゐ ると 云 ふの か。 

乙 i それ は i_ れも ありません。 ャぺテ は？^ を 捨て-しまって、 ナ アマ を 慕って 先程 こ-にやって 來 ました。 

私 まこの W で^かに それ を兒 ました。 さう して かいつ の 心 を 上手に 唇の 所まで 釣り出しました。 あれ は セッの 

^ぎに 似合 はない 酽ほ两 の 勝れた 若者 だから …… ャ バル、 あなたの 道に は蹉 きの 石が ころがり 出た やうな もの 

で r  

ャ、、 、 レ — (乙の き n 葉 を 矢^に 遮って) 行け！ 早く 盲目の 群れ を逐ひ 立てろ。 お前の 舌の 力 を 手足に 籠め るが い i 

もうい \、 ヶ ベい-、? 云 ふな、 私 はもう あの 汚い 煙の やうな 群れ を 瞬く 暇 も 身近に 置く 事 を 許して は ゐられ ない 

乙 命ぜられる ま 、にあり 合 ふ 木の 枝 を 取って 盲 群 を驅リ 立つ。 盲 群 泣き 聲を 立てながら 馄亂 して 乙と 共に 退場。 

トパ ルカ イン — 蹉 きの 石が ころがり 出た …… あの 5?： は 奇怪な 事 を 云ふ扠 だ。 

ャ、、 、レ — ト バルカ イン！ 蹉 きの 石 は そこら 中に ころがって ゐ るで はない か。 私達の 周り は 大波に 洗 はれる 荒 

筏の やう こ僉 しくな つて ゐる。 そこに もこ \ にも 劍の やうな 巖が頭 を 擡げて ゐ るの だ。 心の 歩み を 一 つ 踏みた 

が へれば、 この 命 は 瞬きす る 暇 もな く ゲへナ の 谷 問 を 走り去って しま ふだら う。 近く 來ぃ。 私 は 父上 を 本當に 

憐れに^ ふの だ。 私が 若し 父上で あったら、 I の 昔に 狂 ひ 死 をして ゐた かも 知れない。 お 互の 母上 等 は、 二人 

とも、 父上に よってお 前と 私と を 生んで から、 恩 知らす にも 墮 落した 天の 使の 心に 從 つてし まった の だ。 そォ 

はお 前 も 知って ゐる。 私 の^の ュ パル は、 私に 取って は 父の 違った 兄弟に は當る けれども、 お前に 取って は^ 

つ 也 人 だ。 又お 前の 妹の ナ アマ は 同じ やうに 私に 取って は 赤の他人 だ。 而 かも 私の 母の ァダ もお 前の 母の チラ 

も、 申し 合せた やうに 天の 使に よって 生み落した 者 共ば かり を 愛して ゐる。 姹らな 女の 常と して 密 夫の 情に 溺 

れ るの は 知れた 事 だ。 あの 女 等 は 父上 を淚の 淵に 誘 ひ 落した 憎む ベ き姹婦 だ。 


ね. a 

トバ ルカ イン. —— 犬で はこの 地上の 榮ぇを 妬んで ゐ ると 兑 えるな。 信心深い ノアと その 息子 等 は 洪水の 豫 一 一一：： で 脅 

すし  

ャバ ル. I 人^の 力で 地上に これ 程まで 榮光を 築き上げた 力 イン の 族の 中には、 間諜の やうな 征服者 を竊 かに： 大 

から 送って よこす。 人 問の 中の 美しい もの は殘ら す； 太に 恋. ひ 去られよ うとす るの だ。  呪 はるべき もの は 人 

^か： 人！： か。 …； 呪 はる ベ きも の は …… お前の 劎は 出來上 つた か。 

トバ ルカ イン —— (怒 リに身 を 雷 はせ つ 、〕 これ を 見て くれ 。〔劎 を 差し出す) この 劎が 生れ 出る 爲 めに は、 私の 命 は 半 

分 減らされねば ならなかった。 この. 劎は肉 さへ 見れば 嶙 みっかう とする。 これ を 持つ もの は 持つ もの 自身が 氣 

をつ けて ゐな いと あぶない 位 だ 。畜生！ あはよ くば 私 は 天の 使 を も 殺して くれる。 死ぬ 事 を 知らない 天阈の 

おおに、 死ぬ とい ふの は、 どれ 程 悲しい か 苦しい か を 思 ひ 知らして くれる。 サタンの 眼に かけて 私 は 誓 ふ。 呪 

はれた^: 共の 喉 や 乳房に この 細が 喰 ひ 入らなかったら、 私 は 力 イン の 呪 ひ を 倍にして 受けて 見せよう。 

ャバ ル II- 火-; n は 仕事が 濟ん でから 云 ふが い、。 

トバ ルカ イン —— 、ャバ ルの手 を 執りても どかしげ に 打ち 振" ながら) 私の 云 ふ 一一 一一 口 葉 を 疑 ふなら、 今 この 場で お前の 胸 

を 刺し 赏ぃ て见 せよう か。 

ャバ ル —— それ もい、 だら う。 然しお 前の 母の チラ の 胸の 血 を この 劎が吸 ひ 取っても …… お前 は 悔いない と 云 ふ 

の ゼ ト よ o 

ト バルカ イン  母 の チラ？ 

ャパ ル —— 私の 母 をお 前に 與 へて ゐる ではない か。 

トバ ルカ イン II 私 は 私 を 孕んだ 胎に匁 を 貫く の を 許す 事が 出来ない。 

大 洪水の 前  ニー 二 
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ャパ ル —— 成程お 前 は大言 をい ふだけ ある。 …… 聞け！ お前 はま だ 女，^ ^ ふ もの. ^男に 及ぼす 力 を 知らない。 

御 先祖の アダムが エデンの 園 を逐ひ 立てられ たの は 誰の 爲だ。 エバ の爲 めで はない か。 女 は 弱い。 弱い から 强 

い。 父上の 眼 はやが て 父上に 裏切った 女達の 爲め にくら まされる だら う。 お前に は 見えない か、 ュ バルと ナァ 

やから つ 

マ は 今で すら 父上と 母 達の 寵愛 を 私達から 奪って しまって ゐる ではない か。 私達 一 一人が 力 インの 族 を 嗣ぐ事 も 

出來 すに ^ 船の 民と なって、 蛇に 踵 を 喰 ひ 破られながら 逃げ 廻らなければ ならない 時が 來な いと 誰が 請 合 ふ 事 

が出來 る。 お前の 劍は 一 人 や！ 一人の 血で 飽き 足る とで も 云 ふの か。 

トバ ルカ イン —— 千 人の 血に も 萬 人の 血に も 飽き 足らう と はしない の だ。 

ャ v ル — お前の 母の 血 は 萬 人の 血に も 勝って 濃い のか。 チラ はお 前 を 捨てお いて ナァ マに 溺れ 切って ゐる では 

ないか。 

トバ ルカ イン —— ナァ マ の 乳房に こそ はこの 劍が慕 ひよ る だら う。 

ャ バル —— ナ アマ は 風の やうに 險ぃ。 ナ アマ はたやす く 死ぬ だら う。 けれども チラの 胎は サタンの やうに 强ぃ。 

そこから 笫 二の ナ アマ は 生れ 出る だら う。 ：•：. 母 を 殺せ、 ト バルカ イン 誓へ，  誓へ！ 

ト バルカ イン —— (苦しげ に 呻吟した る 後) 私 は 誓 はない。 けれども 劍が ：：： この 劍の 血の 叫びが、 私よりも 聲 高く 

誓 ひ を 立てる。 サタンの 名に よりて 吸へ、 有る限りの 血 を。 

ャバ ル — お前の 劍が 血に 飽き 足る まで 父上の 前に は 出ぬ がい、 ぞ。 父上の 喜びが 一 度に お前 を 祝 幅す るまで • 

お前 は 蔭に 潜んで 歸蝠の やうに 振舞 ふが い \。 今夜 はまた ュ バ ルが 琴と 笛と を 取って 音樂の 集り をす る だら 

うまれつき  - 

う。 ュ バル は あの 優美な 姿と、 女の やうな やさしげな： 大性 とで 人々 の 心 をと ろか さう として ゐる そこに^ あ 

前の 劍の慕 ひよ るべき 者 共 も 集まる にち が ひない。 …… もう 月が 出る 時刻に なった。 父上が 野 羊 を 見廻り に來 


られる だら う。 どこまで 平らに 見渡される この 野路に お前の 姿 を 高々 と 現 はさぬ がい，， ぞ。 

ト バル カイ ン — 私 は 夜の 來 るの なぞ を 待って ゐ ない。 

ト パル カイ ン退 場〕 ャパ ル牧 杖に て 己れ の 脚 を 二度！；； 度績 けさ まに 打つ。 

ャ バル —— (gn) 凡てが 偽り だ。 エホバ さへ が 偽る。 月が 出た。 何處に 洪水の あるかい。 (又牧 杖に て 自分の 

腕 を 打つ い！ 私 は 私 を 偽り はしない ぞ。 …… ャぺテ …… ャぺテ …… ふむ。 

レ メクと 乙と 迚れ 立って 登場。 

乙  私が 何んで 自分の 族の 主なる あなたに 僞りを 云 ひませ う。 たしかに こ \ で ：：： こ、 で (そこに 踞るャ バル を 

發兑 し) お- 、こ- T に ャバル がお 出で ビ した。  • 

レメク —— こ X で 遇った と 云 ふの か。 

P. つ 

乙 ！ たし 力に こ \ で 狂氣の やうに 氣の 荒れだった 憔れ たャぺ テを 見かけました のです。 その 事 はャバ ル にも 

レ メク  ャバ ル！ お前 もこれ から 聞いた か。 

ャバ ル  聞きました。 

レメク I. お ほそれた 若者 だ。 セッの 末裔で ありながら、 力 インの 族の 幕屋に 紛れ込む と は 前代未聞の 事 だ。 

乙  この 顷は 色々 な ものが 粉れ 込みます よ。 

ャ ノル  それ はお 前の 云 ふ 通り だ。 ャぺ テはナ アマに 思 ひ を かけて、 大膽 にも 一人 自分の 幕屋 を拔け 出て 來た 

のです。 

レメク II ャぺ テ からして 洪水が 明日 來る など \は 信じて ゐな いの だ。 偽善者 奴！ (乙に) お前 はこれ から 幕屋 
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に 走って 行って 有る限りの ものに 私の 命令 を傳 へろ、 ャべテ を 見出した もの は、 見付け 次笫に その 首と 胴と を 

引き離せと。 

乙 —— はいく。 ャ バル、 あなたの 蹉 きの 石が ：•：. 

ャ バル —— しつ！ お前 は 人の 問に &ひを 起して 面白がらう とするな。 早く 行け！ 

乙、 皮肉な 肌 付 をして 返 場。 

ャ バル I 父上、 エホバ さへ が 僞りを 云 ひます。 世界 を 滅ぼす と 云 ふ 洪水が、 あの 月の 郯 く^に どうして 起り は 

ませう。 

レメク I だから 私 は エホバ を 呪 ふの だ。 若し エホバが 洪水 を 下す と 云 ふなら、 私 は 祈りの 力で サタン を 呼び 起 

し、 地獄の 火で その 水 を燒き 乾かして 見せる。 

ャ バル — ぉ& 父上！ サタンに は叛 かれ、 殘る 天の 使に は 欺かれる 程に、 耄碌した H ホバに 何ん の はかぐ し 

い 業が 出來る ものです か。 呪 ふべき もの はもつ と 乎 近に あるの だ。 父上 は それ を 御存知. ない。 

レ メ ク —— お前 は 隠し 言葉 の やうな 事 を 云 ふで はない か。 

5 はさ 

ャバ ル —— 餘り あら はな 罪 を 私の 口 は嗨さ へし^ません。 

レメク —— 誰の 罪 だ。 

ャバ ル —— トバ ルカ インです。 (云 ひ 終って いたる 如き 弒付) 

レメク —— 何、 ト バルカ イン？ ト バルカ イン はお 前の 兄^で はない か。 

ャバ ル- —— さう して 父上の 寵愛の 息子です。 こんな 事 を 口走った 私 は 愚かでした。 

レメク 1 本當 にお 前 は 愚か だ。 然しお 前 は 馬鹿お 直 だ。 まあ 思って る 事 を 云って 見ろ。 


ャ パ ル お^する 如く 装 ふ。 レ メ ク 忽ち 氣分を SS じ 怒氣を 合む。 

十パ ル —— 野 羊 はま だ 放して あります が、 今 直ぐ 檻に 追 ひこみ ます。 

レメク —— 云へ と 云ったら 云へ。 

レ のち 

ャバ ル  (決心せ る もの 、如く) 私 は 父上の 命の よい 護り 手で なければ ならない。 その 爲 めに は ：.： では 云 ひま 

父上 はトパ ルカ インが あの やうに 劍ゃ检 を 造る の を 何ん の爲 めだと 思って お出で^す。 

レ メク —— あれ は 狂暴な あの 刃の 物好き だ。 

十 バル —— (羊の 檻 を 按排しながら) さう でせ う あれ は隨分 凝った 物好き を やって ゐる。 毎晩々々、 、々が J ま. まつ 

あさ  けちの  £ ら- < 'な 

て €： を 漁る 夜の 獸 がその 洞穴 を 這 ひ 出る 時刻に ：：： こんな 孔を 開けて おくと 狼が 機 會を选 る ：：： 這 ひ 出る^- 

刻に、 彼奴の 幕屋に 耳が あったら、 その 耳 は 恐ろし さに つぶれて しま ふだら う。 (羊の群れの 方に， 2 いて 角笛 を 吹 

く)  n の 光で 羊 共 はま だ 檻の 方に 歸 つて 來 ようと はしない。 燒 けた^れ た 鋼 鐵の上 (この あた リ から 緊^した 姿に 

I  じ & もん 

な リてレ メタの 仰に す リ寄リ つ、 詰る) に 一 つの 金槌が 打ちお ろされ る 度 毎、 彼奴の 口から 吐き出される 呪文 を閗 

がね しき 

いた 人 は 私の 外に ゐな いの だ。 一 つ (收 杖に て 鐡砧を 打つ 露 似し) レ メタの 世嗣 ぎなる ャ パル 呪 はれよ。 二つ (乂 

n£ す) ャ バルのお ュ バル 呪 はれよ。 三つ (同上) 男、 女 を 生み出すべき 二つの 胎 二重に 呪 はれよ。 レ メク、 凡 

ての 呪 ひの 數に 七十 七 倍して 呪 はれよ。 蛇の 舌と、 梟の 眼と、 冬の 靈と、 サタンの 氣 息と、 凡ての 呪 はれた る 

もの、 呪 ひ 彼等の 上に あれ。 さう 云って ゐ るの を 私の 外に は 誰も 知らない のです。 力 インの 族の 主と ならう 爲 

めに は、 彼奴に は 父 も 母 も 兄弟 もない の だ。 

レメク II (ャ バルの 喉 をし める やうに し) その 荒れ狂った 一 1  一一 口 葉 を何處 からさぐ り 出した〕 サタンに 乘り 移られた か 

愚か：^! 來ぃ、 お前の 胸から 惡魔 の靈を しぼり 出して やる から。 
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ャバ ル —— (手 もな く 父の 手を拂 ひのけ) 戲れ はよ して 下さい この 大事な 時に。 私 は 正直な 素直な 牧羊者と して 今日 

まで 生 ひ 立ち はしませんでした か。 セッ の 族の もので もし さうな 男らしくな いこ ゆ 仕事の 爲 めに 私 は 一 度で も 

つぶやきました か。 憐れな 父上、 あなたの 智慧 は 年と 共に 鏽び ました。 

レメク —— お前 はお 前の 言葉に 何 を 賭ける。 

ャバ ル. I トバ ルカ インが 今夜の 中に あなたの 心 を 驚かさなかったら、 私はゲ へ ナの 谷に ひた 走ります。 

みなしご 

レメク —— お前の 曾 葉が 正しかったら、 力 インの 族 は孤孩 まで 滅びる とも、 ト バルカ インに 族 を 統べる 力 は讓ら 

ない。 トバ ルカ インの 劍 はやが て 彼奴 自身の 喉笛 を嗨み 破る であらう。 

ャ バル —— ト バルカ イン は戀を 知った 七 人の 若い 女 を 屠り 殺して、 その 血 を 盛った 瓶の 中で その 劍を 洗った。 さ 

うして 七 人の 血の 恨み、 レ メタの 肉 を 喰らへ と 云 ひました。 

レメク —— ャ バル.！ 私の 祝 幅 をお 前に 與 へる。 私の 血 は 血に 渴く。 お前の 言葉 を エホバの 耳に も 漏らすな よ。 

さう して  

この 時、 トバ ルカ イン 突然 血に 塗れた る劍を 提げて 登場。 

トバ ルカ イン  ャバ ル！ ャパ ル！ お \ ャバ ル！ そこに ゐ たか。 (レ メタの ャバ ル と共に あるの を 見、 恐怖の 械〕 

*W5S ろし 

何んだ あれ は。 あの 恐ろしい 幻影 は 何んだ。 あれ は 私の 眼が 見る のか、 そこに ゐる のか。 お、 父上 I 父上 だ。 

ト バルカ イン は 殺した、 人 を！ 人 を！ 父上に 叛 いた 女 を。 お \ この ト バルカ イン は 先祖の 力 インの 心 を 知 

つた。 私の 心 は 落ちて 行く、 落ちて 行く …… 何處 まで も。 お \ 父上！ 祝福 を …… あなたの 祝福 を …… それな 

しに は 私の 氣息は 絶える。 父上！ あなたに 叛 いて！ K の 使に 身を寶 つた あなたの 妻 は 二人とも 罰せられ たの だ。 

^せられた のです。 祝福して 下さい。 


レメク  お- ァダと チラ！ 私の 言 紫 を 聞け。 レ メタの 妻 達！ 私の 言葉 を 容れて くれ。 ..：： ト、 ペレ 力.' ノ、 

お前 はお 前お 孕んだ その 女 を …… 

ト バルカ イン II 父上の はめに。 父上、 父上の 爲 めに。 

レメク  (劍を 指し) それ は 何んだ。 (血み どろなる 手 を 指し) それ， んで。 

ト バルカ イン I (^常の 恐怖) 兌て はいけ ない。 兑 てはいけ ない。 父上！ あなたの 後ろに 在る その 二つの 眼 は、 

その 恐ろし い^は エホバ の 眼で はない のか。 お \ャ バル ー お前 は!：：! さう 恐ろし い ^を 私に 向ける の だ。 

(ャパ ル^ を 伏せ る) 

レメク I. その 劎を 私に 渡せ！ え \ト バルカ イン！ お前の した 事 をお 前 は 知って ゐる のか。 その 劍を 渡せ。 

(トバ ルカ イン 劍を^ さんと して 父の 鎮を 兌、 その^に 殺意 を 感じて 驚き 劍 を^す〕 劍を よこせ！ その 劍で私 ま/。 ム g を 

祝. 幅しょう とい ふの だ。  • 

ャバ ル —— その 劍を 父上に 渡せ。 

トノ" 力 イン II 父上！ 私 は 誓 ふべき もの をもう 持って はゐ ない。 けれども 私 は あなた を 愛して ゐ ます。 ^つ 

命の^なる この 胸に かけて^ はう、 さう だ、 この 胸に かけて 誓 はう。 あなたの 爲 めに 私 は あなたに 北：：： いて： 太の 

使に 從 つた 女達 を …… 私の 母まで を あなたの 爲 めに 殺した の だ。 この 脚 は 誓 ひ を 立てる 前に 裂けよう として ゐ 

るつ おれんで 下さい。 私 を 祝 ：1 して 下さい、 その ふるへ をの X  く あなたの 乎で。 私 は 父上の 爲 6 こ、 先肚の 

ひの 上に、 ニ^に エホバの 呪 ひ を 受けて しまったの だ。 恐ろしい 服 を 私に 向けないで くれ。 何ん と 云 ふ 明るい 

吨だ。 木が 兌る。 草が 睨める。 大地が 私の 足 を よろめかす。 

ャバ ル —— その 劍を 父上に 渡せ。 
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トベ^ 力 r  ノ  n  (狂 怒して ャ パルに 向ひ劍 を振リ 上ぐ) ャバ ル！ 何故お 前 は 母の ァダ のために 泣かない の だ。 穀 

物 を^す 弒 の やうな その 冷やかな 顏は …； 何故 泣かな いんだ。 お \ 私 だけが 何故 呪 はれなければ ならな いん 

だ。 何.^ 歎かねば ならな いんだ。 サタン！ 先祖の 力 イン は 弟 を 殺した。 ト バルカ イン は 兄 を 殺さぬ と は 限ら 

ない ぞ。 私の 心の 泣き 聲 に 答 へ て 泣く 心 は何處 にもな いの か。 

Z  メタ  ト、、 、ルカ イン！ 私の 心 は 泣く ぞ。 い、 から その 劍を 拾て \ 私の 胸に 來レ 

トパ ルカ イン^ はず 劍を 捨て、 レメク の 所に 走りよ る。 

ト、、 、レ ライン II (父の 手 を c 分の 肩に 感じながら) 筌の鳥 、 野の ir 私 は 殺す こと をした。 然し 人！ 父 k 私 は 恐 

ろし、。 は 台め に. R 分の^ の チラ を 殺した。 チラ は 私 を 見る と 兩 乎で 抱かう とした。 然し 私の^ を 兌る と 『 

び 退いた。 劍が、 あの 劍 がふくよ かさ を まだ 失 はない あの 胸に 近づいた 時、 チラ は 張り裂ける やうに 父上の 名 

を 乎ん^。 その 聲は 今でも 聞こえる。 劍が、 獸で はさう は 行かない、 熟れ 切った 林檎に さ" る やうに さ" つた。 

ぶ 口が 乂レ メタと 叫んだ。 さう して 血が 苦しげ に 呼吸 をつ いた。 その 血が 一滴々々 チラの 命 を 奪 ひ 取って^つ 

た。 お、 その 悶え。 その 苦しみ。 父上 もャ バル も 殺されて 死ぬ もの、 死の 谷に まろび 込んで 行く その 酷 さす さ 

わ い わ を 知らな いんだな。 あ \ 私 は それ を 知って しまった。 父上！ 私 は 死ぬ の は 恐ろしい。 殺した もの だけ 

がその 恐ろし さ を 知って ゐ ます。 

レメク —— チ ラは 私の 名 を 呼んだ の だ！ 

.ト バルカ イン — 呼んだ、 私が チラの 罪 を 疑 ふ ほどの 悲しい 聲で 呼びました。 

ャバ ル  さう して 私の 母 はどうした。 

，ト バレ 力 イン II お前 はどうして さう 落着いて ゐる 事が 出來 るの だ。 私 は 後悔して ゐた。 けれども あの 贫カ ，：： 


レメク  (斂を 拾 ひ 上げ) この 劍が  

トバ ルカ イン —— その 劍が私 を ぐんく ァダ のゐる 所に 引 張って 行った。 私 は 然しもう 私の 眼 を ァダに 見せよう 

と はしなかった。 ァダは (ャバ ルに， M ひ)、 お前の 弟の ュ バ ルを 探して 森の 菜て に 出て、 夕 U に 向って 一 人で 立つ 

てゐ た。 私 は 豹の やうに 沿ら かに 靜 かに その後ろ に 歩み寄った。 この 胸の 鳴る 昔が ァダに 聞こえなかった の は 

サタンが ァダ の： 斗 を 押へ てゐ たに 逮 ひない。 私 は 後ろから 唯一 打ちに …… 打った。 乂 打った。 又 打った。 お.^ 

打って 打って 打ち^けた。 

レ メク —— <悲 愤を强 ひて 支へ ながら) ァダの 傷口 は 叫ばなかった か  

ト バルカ イン  「あつ」 と 叫びました。 さう して ァダ を遁れ 出た 命が 遠くの 方で レ メタと 叫んだ。 その 聲 …… そ 

の聲 はもう 死な、 い。 今でも 聞こえる  し ー ッ！ 今でも 聞こえる。 

レ メ ク —— ァダも 私の 名 を 呼んだ の だ！ 

ト バルカ イン. —— 靜 かに。 それ は 聞こえる、 今でも。 そら  

レ メク  M こ える。 

ト バルカ イン —— 力 インの 末裔 は 又 呪 はれた。 けれども 私 は 死ぬ 事の 恐ろし さ を 知った。 私 はこの 大地に かじり 

付いても 死にたくない。 

レ メ ク  サ タ ン に 行け！ 

突然 地に がま つた トバ ルカ イン を 斬る。 トバ ル カイ ン大 なる 叫び を 立て 、倒る。 レ メ ク 狂者の 如く その 上に 掩 ひか、 る。 

レメク  お \ ァダと チラ！ 私の 言葉 を 聞け。 レ メタの 妻 達！ 私の 言葉 を 容れて くれ！ 私 は 心の 創傷に 堪 

へ かねて 少年 を 殺した ー 力 インの 爲 めに 七 倍の 罰が あるの なら * 私の 爲 めに 七十 七 倍の 罰が あれ！ ぉ&ト 
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バルカ インお 前 はもう 死んで しまった のか …： 。 笑へ。 笑へ （-。 ャ バル！ 笑へ。 お前が さう 默 ると 三人の 

血 を 啜って 喜ぶ サタンの 笑聲が …… その 笑聲が 地獄の 底から 聞こえて 來る。 笑へ。 私達の 笑聲で サタンの 笑 ひ 

聲を跆 み 躪れ。 (狂氣 の 如く 笑 ふ) 

ャバ ル —— (共に 笑 ひながら) サタンが 笑 ふ！ サタン はま だ 血に 飢 ゑて ゐ るんだ な。 

笑 ひながら 徐ろに レ メタの 捨てた る 劍を拾 ひ 上げ、 後ろより レ メクを 斬るべき 用意 をな す。 

—— 幕 1 . 、 

第三 幕 H ノク の慕屋 に 近き 所 

笫ニ菽 と 同日の 夜。 

美しき 半 執： 帶梳 物の 林苑、 樹^に 遠く ァ ララ" ト山 見やらる。 隈 なき 月光。 

ュ バル、 樂人 等と 樂を 奕し 居る。 處女 二人 ほど 樂 につれ て靜 かに 舞 ふ。 

ュ バ ル  (ナ ァ マ の默 したる ま 、悒髒 に^せる を 见て笑 ふ) ナ アマ！ あなた はどうし てこ の 頃 そんなに 物 思 はしい 

顏付 をして ゐ るの だ。 この 月の 光 を 御覧。 あれ は 私達に 歌 ふ 事と 微笑む 事を敎 へない だら うか。 永久に 春の や 

うな エノ クの 地に も、 際立って^ めかし い 香 ひが 漂 ひ 始めた。 あなた は それ を 感じない のか。 

ナ アマ —— 痛みな やむ 心は卷 にも 卷を 知る 事が 出來 ません。 まして まだ 世 は 冬です。 …… けれども この 暖ぃ 土地 

は 冬 を 知らない やうな 顔 をして ゐる。 さう して 樹の梢 はもう 若芽で 重くな りかけ てゐ る。 それ * たのに 明日 はセ 

ッの 族の 主 ノアに H ホバ の 約束な さった その 恐ろしい 口に 當 ります。 あなた 方が かう 樂 しく 歌って いらっしゃ 


る M に、 H ホパ のお 怒りが 地の果てにまで 臨まう として ゐ るので すね。 

乙 —— ノアの 洪水の 豫 1- 一 a は 明日に は 違 ひありません が あの 月の 澄んだ 光 を 御覧なさい。 昨夕の 日に も负 けない 明 

る さ だ。 

ュ パル —— 私に は H ホバの 御 心 は 知る. E もない。 けれども 人は樂 しめる 間に 樂 しむ 外 はない。 苦しむべき 時に、 

人 は 樂 しんで は ゐられ ない の だから。 

はこぶね  ， ， ， さ 

乙 —— H 心^^ ひの あの 大きな 醜い 方舟の 上に も 今夜の 月の 光が ぽかんと 射して ゐ るの だら う。 今頃 は セ ムもハ 

ムも おや ぢの曾 葉 を^ じて あくせく 働いた の を 後悔して ゐるだ らう。 (笑 ふ) こんな を かしい 事 は 一 寸な いな。 

ュ バ ル —— (ナァ マ に) あなたが そんなに 打ち沈む と、 月の 光 さ へが 物 思 はしげ に兒 える。 歌 を 聞かせて おくれ ナ 

アマ。 ：大 の 使の 奏でる 音 樂の 調べが H デンの 園から 聞こえて 來 なくなつ てから、 さう でなくて さへ 呪 はれた 淋 

うる ほ 

しい 人の 世 は、 殊^に 物 すさまじくな つてし まった。 人の 心 は 潤 ひ を 失って、 水に 渴く 土の やうに 慯 だらけに 

なって 行く。 エホバの 憤りがなかった 前に は、 今夜の やうな 空の 美しい 晚に は、 空の 星々 が靜 かに 舞 ひながら 

樂 しく 歌 聲 を 合 はせ たもの だった が …… せめて はと 思 ふ ：大 の 使の 羽根の 音 さ へ 私の 耳に はもう 屆 いて は 來な 

い C 大空 は n をつ ぐんで しまった。 こんな 淋しい 人の 世 を 生きる 爲 めに は、 H デンの 面影 を 自分の 力で この 世 

の. E- に 築く 外 はない。 

ナァ マ —— 私が 幼い 時 聞き慣れた ：大の 使の 樂の聲 は 本當に 魂を醉 ひた ピら かす やうだった が •：.： 今 はもう この 世 

が 老い ほうけ てし まった。 

ュ バル —— 然し 私達 はま だ 若いで はない か。 若い 命 を 盛り 入れた 私の 心 は、 一刻 も 歌 はないで は ゐられ ない。 歌 

つたら い k ぢゃ ないか ナ アマ。 天 國を遂 はれた もの は、 この 荒 くれた 土の 上に、 天 國の 面影 を 造り 出して 慰む 
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のがせ めても の 心 やりだ。 ノアの 豫 言が 本當 なら 明日 はもうな い 命 だ。 死ぬ まで 若い 心 を 失 ふまい。 樂の聲 に 

樂 しく 醉 ひながら ゲへナ の 谷 を 笑って 過ぎよう。 ナ アマ、 女の 誇りなる 私の 妹 …… 

ナァ マ —— (恐ろしげ に を 塞いで) 女の 誇り！ 私 はもう 女達の 誇りで あると は 云 はれ なくなりました。 

ュ バル —— あなた は本當 にどう かして ゐる。 琴と 笛の 音に 命の 燈を かき 立てる 私達 は樂の 音の 力 を 尊ばう。 あな 

たの 歌 は 失 はれた 天國を あなたに 思 ひ 出させる だら う。 あなた 自身の 聲 によって 心の 重荷から 救 はれる に 遠 ひ 

ない。 さあ 歌 ふとい.^。 

群衆 I ^つて 聞かせて 下さい。 

天に も 響く 淸ぃ いつもの 聲を 擧げ て。 

女の 誇りなる ナァ マ。 

^の 心の 宫 なる ナァ マ。 

うなが  お ほ 

その外 種々 の^-あ リてナ アマに 歌 を 促す。 ナ アマ、 心に 恐る X もの ある 如く 耳 を 柿 ひて 人々 の 視線 を 避く。 

ナァ マ —— 私に は 歌へ ない。 踊れない。 許して 下さい。 何 か 恐ろしい 事が 近づいて ゐる。 私 は それ をし つかりと 

感じます。 恐ろしい 泰が  

乙 —— ノアの やうな 物の 云 ひま はしが 流行る やうに なって 來た。 それ はい、 事ぢ やない。 さあ こ- に 出て …… (强 

ひて ナ アマ を 群 as 中央に 引き出す。 樂の音 又 起る。 ：} 

ナァ マ —— (巳む を捋ず 欲 ふ) 

「うつし 世の あらしに 

絲を絕 え わが 琴 


かなでな す 調べの 

あや もな く みだる^-。 

絲 はたえぬ。 わが 調べ みだれぬ。 

絲は たえぬ。 たえし この 一す ぢ」 

に耿 はん^ を 求む。 ナ アマ 巳むな く緣り 返し 半ば 程に 達せる 時、 1 人の 男け たん ましく 登場。 

一人の^ —— 地獄が 食慾な 口 を 大きく 開いた。 先祖の 力 インが 又もや 姿を顯 はした。 お \ 私の 胶は胶 とぶ つかり 

合 ふ。 

ュ バル II ar を抢 て、) お前 は惡 鬼に でも 魅 かれた のか。 何事が 起った と 云 ふの だ。 

一人の^ —— ぉ& あなた はュ パル だな。 私の 眼 は 少しう ろた へて ゐ るが、 あなた はュ バルです ね。 あなたの 母上 

の ァダが 死んだ。 殺された。 あすこに …… あすこの 森の 片隅で …… 打 伏に なって …… 左の 手 を かう して、 ：… 

さう して あたりの 土が 存分に その 血に 飽き 足って ゐる  お \ サタン、 私 は あんな もの を兒 る爲 めに 母の 胎を 

^て來 はしなかった の だ。 

ュ バル —— (^き 沈 默の後 本當 にこの 世の 破滅 は 近づいた やう だ。 一人の 天の 使が 墮 落す るよりも 母上の 死 は 傷 

ましい。 母上 は それ 程 人 W の 中の よい 人 問で あつたが。 ナ アマ！ お，^ やさしい 心の ナ アマ！ あなたの 眼 は 

私の 眼より 先き に 私の 爲 めに 泣いて くれて ゐる。 兄 上の ャ バル は 何 處にゐ る。 お前 は 母上の 側に その 姿 を 見出 

さなかった か。 (Hp かぶ リを 根る) 私 は そこに 行かう。 

やに はに 走リ出 でんと す。 その 時舞臺 に^け こみ 來れる 一 人の 女と ぶっか リ女 倒る。 

一人の 女. —— (^かに 起き直りて ュ バルに) 惡 魔の 子！ 私 をまで 傷け ようとす るの かい。 ナ アマ！ ナ アマ！ ト 
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ゆ ふげ 

バルカ イン！ 呰んな 聞いて 下さい。 私の 眼 は 何 を 見た 士 思 ふ。 私が 今、 夕餉の 器 を 洗 ひに ト、 パル 力 インの 廣 

い 幕：^ に 這 入る と、 誰も ゐな かった。 月の 射し 入る 所 だけが 明るく、 その外 は 陰府の やうに 喑ぃ 片隅に 一 人の 女 

が 臥て ゐ ました。 それが チラで いらし つた。 私が その 眠り を覺 さう とすると、 手に  この 手に 駱駝の くるぶ 

しの^の やうに 粘った ものが ついた。 その 方の 皮膚 は 芭蕉の 葉の やうに 冷たかった。 かう して …… 私 は 手 を かう 

した ま \ 月の 光の 射す 所まで 戾 つて 來 ました。 月の 光で、 これ は 熟した 葡萄の 色 をして ゐる けれども …… 皆ん な 

眼を槃 めて 兌て 下さい …… 血 だ …… 血です。 私の 魂 は 人の 血で 汚れて しまった。 私 …… 物 を 云 ふ 事が 出来ない。 

ナ アマ 一 聲の 叫び と 北ハに 昏倒 せんとす。 ュ バル 逸卑 くナ アマ を 胸に 支へ 抱く。 

わざ まひ 

ュ バ ル —— ナァ マ！ こ& に 私の 胸が ある。 私の 若々 しい 心さへ こ の災に 勝て さう に は 思へ ない。 けれどもお 互 

に 忍べる だけ 忍ばなければ ならない。 私達に 取って、 天國は 祈りが 屈かぬ 程遠く、 地獄 は 手先き が觸る 程近く 

なって しまった o けれども ：：. けれども、 私達 は 天國に 捨てられても 地獄 を 拾って はならない。 私達！ 一人の 心 は 

そんな 卑しい、 さもしい 望み を咄 ます 事 は 出来ない。 あなたの 美しい 胸 も それ を 担む だら う。 

と W- けもの 

ナァ マ  H ホバ は 人間 を 見捨て \ おしま ひに なりました。 …… 私 は 鳥 獸を羡 みます。 凡て の 望み は 虹の やう だ。 

晴れ渡った 空の 端に 現 はれて、 それが 消える と 淋しい 雨に なって しま ひます。 

乙 —— 私 はこの 災 ひの 大根が 何處 にある か を 知って ゐる。 ュ パル、 あなた は ノアの 末子の ャぺテ が H ノクに 潜み 

込んだ の を 御存じで はありますまい。 あいつ は 今、 この 森の 小 蔭に 隱れ てゐ ない とも 限らない の だ。 

ュ バ ル —— ャぺ テ はセッ の 族の 寶だ。 あれ は ェ ホパ に 呪 ひ を 受けても サタン に加擔 する やうな 若者で はない。 

乙 —— 然し 戀は 若者に 種々 な 智慧 を投 けます！ 或る時に は サタンの 持つ 智愨ま で も。 

ナァ マ —— (乙に) 空しい 一一 目薬 を愼 しむが い \。  せめて はャぺ テが こ.. -にゐ て 下さったら  


ュ バル —— 私 は 行って 來る。 けれども、 あなたの 淸ぃ眼 は 呪 はれた もの を. 見て はならない。 (ふと 森蔽に ャべテ の^ 

める に 眼 をつ け) ナァ マ！ エホバ の 慰め は 永久に あなたの 氣 高い 心の 上に ある。 私が 行った 後の 淋し さは .： ： 

あなた は來て はならない ：：： こ- -にゐ 残る がい \  。 私が 行った 後の 淋し さは エホバの つか はし 人に よって 慰め 

られる だら う。 それ を 疑って はならない。 (群集に 向 ひ) 人々 お前 逹は幾 乎に も 組に 分れて くれ。 一 姐 は 私と ァ 

ダに 行け。 一組 は チラに 行け。 他の 組の もの は 父上 を 探し出せ。 又 他の 組の もの は 兄 上の ャ バルと ト バル カイ 

ンとを 探し出せ。 ャ パル は 羊の 檻の 近くで 野 羊 等に 夜の 食物 を與 へて ゐられ る だら う。 チラの 亡骸 は 幕屋の 中 

にある 一 桥 練りの よい 麻布で 包んで あげろ。 

—— 私 は ァダに 行く。 

私 は チラに 行く。 

私 は レメク を 尋ねる。 

乙 I 私 はャぺ テを 探し出 してやる。 さう して 人の 血 を 流した その 手の指の 一 つ，， （\ を 裂き 割って やる。 呪 はれ 

た 奴め！ 

群衆 —— さう だ 私 も 行く。 

私 も 行く。 

私 も 行く。 

ュ バ ル II 靜 かに！ 悲しみの 前にお 前 達は愼 しみ 深く  口 をつ ぐむ 事 を 忘れた のか。 行け！ 夜の 影の 中 を 忍び 

やかに 行けつ 

群^ 悉く 退^。 ュ バル、 ナ アマ 手 を 握り 暫く 悲歎に 暮れて 佇立。 
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ュ、、 、レ ！| ナ アマ！ ャぺテ ではない。 それ は ャぺテ ではない。 エノ クの 中に こそ 恐ろしい ものが 隠れて ゐ る。 

それ は 先祖の 力 インの 血 だ。 この や i がい \ 者 も惡 いもの も エホバに 呪 はれて ゐ るの だ。 然し ャ バル は …… 私 は 

可 も-ぶふまい。 ャ バル は 何と 云っても 私の 兄 だ。 さう して 私 は 音 樂に 秀でよう とする 外に は 何の 望み も 持って 

ゐ ない。 私 ま 呪 ひに 滿 ちた エノ クにゐ て も 安全 だら う。 若し あなたの 前に あなた を 慰める ものが 現 はれたら， 

私の この 上衣 を 着せる がい &。 この 上衣 は サタンの 黑ぃ服 を 防ぐ 護符と なる の だから。 

ュ パ ル 上衣 を 脫ぎナ アマ に 波し、 忍びやかに ャべ テを i ゃリて 退場。 

ナァ マ— (ュ バルの 去る を见 送りつ、 その上 衣に 接吻し〕 ュ バルが 力 インの 族に 生れた の は、 狼から 羊が 生れた やう- 

です。  けれども ュ バル も 私 も 本當は 半分 天阈の 子供な の だ。 けれども 私もュ バル も墮 落した 天の 使の 血 を稟け 

て 上れた からに は、 エホバの 呪， ひ を 殊更に 深く 受けた も 同然な の だら う。 私 はこ-にか うして ゐる事 T ら 恐ろ 

しい。 

ャぺ テ靜 かに 森の 巾よ リ姿を 現 はし、 小臀 にて ナ アマ の 名 を 呼ぶ。 

ナ アマ I. (驚きて H; 光に てす かし 見ながら) あなた は …… お、 ャ ぺテ！ 戀 しい ャ ぺテ！ 悲しみの 淵の 底 に^ん 

だ この 處女を 憐れんで 下さい まし。 私の 胸 は 張り裂けよう とします。 (走り 近づかん として S はず 躊躇し) 私 は 呪 

はれた 女です。 あなたの 父上の ノアが 凡て を あなたの 前に 明らかにな さいました。 何故に こんな 危ぃ 所に 忍ん 

で お出でな さった のです。 早く あなた 御自身 を 方舟に 救って 下さい まし。  たさ 

ャぺテ — 私 は あなたと 一緒に 水に 溺れて 死ぬ ために 來 ました。 誰が あなた を 愛して ゐ ようと、 …； 縱令 そ- -カ 

天の 使で あらう と …… 私 は それ 以上に あなた を 愛して ゐ るの だ。 あなたな しに この 世に 生きて 何の 望みが あり _ 

ませう。 


づァ マ I ；ん. L レ^ を 拾て、 下さい まし。 人の 命 を 美しく する 爲 めに は あなた は 永《 生きて 下さらな けれ ズ 

ならない 方です。 私 は 罪に よって 罪に 孕まれた 女です。 どれ 程の 愛 も H ホ、、 ハの呪 ひから 私 を 洗 ひ 淨 めて 下さる 

卞 は出來 ません。 お ホバ！ あなた は 何故 私に 愛する 事を敎 へて は 下さった のです。 い.， え、 ま 立派に 

;1 める 事 を 私の 胸に 敎 へます。 H  ノクに は今惡 魔が 放されて、 あなたのお 命 は 殊更に おびやかされて^ ります。 

こお を 翁て n 十く、  n 十く あの ァ ラ ラット 山の 麓に 歸 つて 下さい まし。 

ャぺテ  さう だ、 私 は 水に 溺れて 死ぬ 事 をし まい。 さう して あなた も 水に 弱らせ はしない。 4 と ー銥こ C らっ 

しゃい 私 は 父に 私の 命 を^け て 歎きます。 私 はどうしても あなた を 妻と して 方卄に 這 人る。 

ナァ マ II 力 インの 族を乘 せた 方舟 は 沈む でせ う。 

ャぺ テ II その 時には 私と あなたと 一 緒に 死ぬ だけの 事 だ C あなたと 一 紡に 死ぬ の は 生きる 事です。 

ナァ マ  私 は あなたば かり を 愛して はゐ ません。 

ャぺ テ  ナァ マ！ あなた は 私の 愛の 深さ を 感じて はくれ な いの か。 

ナァ マ II ^くこ &を 去って 下さい。 私の 力に 及ばない 力が、 あなたのお 心 を i る やうな 恐ろしい もの を あなた 

に：：： ル せる 時が 近づいて 來 ました。 何も 云 はすに これ を 着て やく。 

ャぺ テ — あなたの 云ふ専 は 判らない。 

ナ アマ [I 私に は 悲しみが 菩ぴ になり ました。 喜びが 悲しみに なりました。 母上の 死に 遇った 悲しみ。 あなと に 

お 遇 ひした^ び。 それだけ でも 私の 心 は 狼の 爪で かきむしられる やうに 痛む のに、 それが 兌る/ \ 跡 方 もな く 

おれて 行かう として ゐ ます。 母上の 死 を 悲しむ 私 は、 明日 はもう 洪水に 飲まれて 死ぬ のでせ う。 あなたに お 遇 

ひした おび は 唯 一 と 目 あなた を 見上げた その 時 だけ。 私 は …… あの n がもう あの 森の ； 番高 い^を 離れようと 

ん ル K つ 
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して ゐ ます。 1.1^ も 丁度 あの 頃でした。 月が あの 梢 を 離れる 頃に は、 あなた は 眼の 前に あなた を 震 ひ をの、 か 

す もの を御覽 にならなければ ならない のです。 お、 私の 命 は 今絕ぇ 菜て さう だ。 私 は 苦しう 御座います。 …… 

而か もこん なに 苦しみながら も 私 は 心の 隅で その 忌 はしい 罪 を 恐る く 待って ゐ るの だもの。 ：： ャぺ テ！ 

私 は あなた を 心の底から 愛して ゐ ます。 私の 眼に かけて、 心に かけて、 命に かけて。 だから、 今、 たった今、 

こ \ を 立ち退いて 父上の 許に 歸 つて 下さい まし。 

ャぺテ I - あなた は： 大の 使に よって^ まれた の を 恥 ぢてゐ るの だな。 私 は それ を 恥と はしない。 縱令墮 落しても 

^の 使 は fK の^です。 あなたの 祌々 しい 美し さは そこから 來てゐ るの だ。 私 は fK 國に あこがれる、 あこ 力 f る 

その あこがれが 私に あなた を 愛させる のです。 

ナ アマ I (ャ ぺテの 最後の 言葉と 同時に) 二心の 女です 私 は！ 私 を 憎んで 下さい まし。 若し 仕 合せに も あなたの 

やうな 正しい おに も出來 るなら、 私 を あなたの 手で 殺して 下さい まし。 あなたが 私 を 本當に 幸福に して 下さら 

うとなら  

ャぺテ HI 洪水で 淨 めら れた 新しい 世の もに …： ナ アマ。 私 を 信じて、 私に 依頼して、 ：：： 

ナァ マ —— とうく 時が 來て しまった やう だ。 あなた は あんまり 殘虐 です。 あなた は 私の 恥 を御覽 になる のです 

か…. 私 は あなた を 憎みます …： 

云 ふ 中に ナ アマ お- 孿を 起した る 如く 仝 身 I お へ 出し、 眼 を閉ぢ たるま、 夢遊痫 者の 如く 茫然と して 佇立す 

ャぺテ — (小さき 聲 にて〕 ナ アマ！ ナ アマ！ あなた 震へ てゐ る。 寒い のか。 (慌て \ュ バルの 上衣 を^ リ箫せ や 

る。 肩に 手 を かけ) ナァ マ！ この 六 口 の 問 私 は 食 はす 眠らす あなに 近づかう として 夜が 來 ると 幕屋の ほとり を 歩 

き 廻った。 ナ アマ、 あなた は 答へ て くれない のか。 (肩に 今 一 度 手 を かけんと して 電氣を 受けた る 如く たじろぐ) ナァ 


マ あなた は 死んで ゐる のか。 ナ アマ は 神に 召されよう とする のか。 私の 願 ひ は、 訴へ は、 祈り は 全く 锴み躏 

られ たの だ。 私 はどう すれば い- T んだ。 

： 人 使の^ 音 聞 こ ゆ。 ャぺテ 驚いて 身 をす くむ。 

し 0  - め 

天の 使の 羽 昔 だ。 あ- 東 明が 瞼 を 開いた やうに、 エデンの 签が 裂けて 光が ほどば しる。 (ふと 決心した やうに〕 

あの： 人の 使 こそ はナァ マ に 5 心 ひ を かけた： 大の 使で はない か。 惡魔 にせよ、 天の 使に せよ、 私はナ アマ を 守って 

：： ル せよう。 

みが ま 

ャべテ ナ 7 マの 身^に 立ち 身 構へ する。 やがて 眼 くるめき、 手足 を もだえし が、 1 聲 高く 叫びて はんと 闽るリ 

天使 サミ アサ 降臨。 靜 かに 手をナ アマ の 方に さし 延ばして 「ナ アマ」 と 呼べば、 ナ アマ の 眼お のづ から 開け、 醉 ひしれ 

たる もの 、如くな りて その 前に 跪く。 

サ ミ ァ サ  ナ アマ！ 

ナ アマ  いと^き もの。 (： 大使の 手に 口 づけす) 

サ ミ アサ  お前 は 私 を 愛さねば ならぬ の だ。 

チア マ —— 心の 限り、 命の 限り。 

サミ アサ  ^久に 愛する か。 

ナ アマ II 私の 族 は 永久と いふ 事を^ じません。 私 はやが て 土に 歸 ります。 、王 は 永久に 永ら へさせられます。 そ 

れを m 心 ふと 私の 小さい 胸 は 張り裂けます。 私 は 永久に 生きた う 御座います。 あなたの 御 胸に 參れ る爲 めば かわ 

にも 永久に 生きた う 御座います。 

^ ミ アサ  お前 は 私の 胸の 中で 永久に 生きる だら う。 

大^ 水の 前  一四 九 
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チア マ — 主 は 私の 胸の 中で 程なくお 死に &な るので 御座います。 悲しう 御座います。 いと 高き もの 、王 は 私の 

を 思 ひ 出させて 下さります。 いと 高き もの \ 上に 榮光 あれ。 

サミ アサ  ナァ マ來 い！ 

ナ アマ^ 巾に サミ アサに 近づき、 その 膝に 身 を 投げて 震へ 伏す。 サミ アサ 靜 かに ナ アマの 髮に 口つ けづ 

サ ミ ァ  ナ アマ。 

ナ ァ マ  い と 高き 者。 

サミ アサ  ナ アマ。 

ナァ マ —— いと/ -\高 き 者。 

云 ひ 交 はしおる 巾、 天使 やう やく 地 を 離れ 見えず なる。 

ナ アマ — (暫く  g 然として 天 を见 上げず しが、 ふと 我に 歸り 驚き？ あたり を I し) 私 は 何時の 間に 私の 幕屋から 

母上 を^き ざり にして こ \ に來 たの だら う。 …… 夭の 使が 乂私を お召しに なった の だ。 あ、 私 は 美し レ^し 

い 夢の やうに あった 事を覺 えて ゐる。 (眼 も 輝く ばかり 喜びの 色に 滿ち空 を 見上げ 祈る 形に なりて) 私 は 永遠 を 抱き ま 

した。 私 は： 大 國が戀 しう 御座います。 私の 胸 は焰で 刺し貫かれた やうに 痛みます J 嬉し さに、 誇りに、 悲し さに、 

淋し さに、 その 凡て を 染めても 云 ひ 現 はす 事の 出來 ない 樂 しい 恐ろしい 思 ひに 痛みます- あ "エホ ノ！ 私 は 

- 拭 ひ ^ よめる^ の出來 ない 罪 を 犯して 居ります 。けれども その 罪 のせさ …； 人の 世 は 荒野に なって しま ひました 。 

ャぺ テ！  Q 人 然ャべ テに思 ひ 到 リて逍 るに. H なき 巧悶 に 身 を もがきながら) 私 は …； 私 は …； 人の 世 力 戀しレ 

お X 私の 苦しみ は： 大の使 も 知らない、 人 も 知らない。 (ふと 报り 向きて そこに ャぺ テの 倒れ をる を 巧) ャ ぺテ！ 人の 

世つ 位 一つの 光、 私の 心の^なる ャ ぺテ！ (抱き h げ) ャぺテ 、ャ ぺテ！ 私の 唇に 愛 を. こめる。 愛の 凡て を 


こめる。 私の： ^よ！ ャべテ の^に 愛の 氣簾 を覺 えさせて く^。 (ャぺ テを强 く  口 づけす) ャぺテ 還って 下さ (o 

もう 一 度 私の 愛の 胸に 還って ドさ い。 

ヤぺ テ. I (^かに 人心地に たり) 私 は 御前に 跪きます。 いと 高き に 在す エホバ の 御 使よ。 私 は 卑し いが 1 に 過ぎ ま 

せん。 あなた を坦問 見た 事 を 許して 下さい まし。 ナァ マ を 私に 返して 下さい まし。 人の 命 は^: しう 御墜 います o 

ナァ マ  ャべ テ！ 氣を しっかり。 私です、 私 は あなたの ナァ マ です。 

ャべ テ  私 はナァ マ を 命 ほど 深く、 死ぬ ほど 强く 愛して をり ます。 

ナ アマ  私の 胸 は 嬉し さに 張り裂ける。 ャ ぺテ、 眼 をお 覺 しなさい。 私 は： 大の 使で はあり ませし。 

ャぺ テ  S  く 正^ づきて しげ とナァ マ を ^やり) ぉ& ナァ マ！ 

まばろ し 

ャぺ テ —— 私 は 異象 を 兌て ゐた のか。 

チア マ  一 人の 使が …： 私 をお 召しに なった のです。 

- ャぺテ I 私 は 眼 を 信じて い k のか、 心 を 信じて い， t のか。 こんなにい つくしい 畏 ろしい^ が 世に あり 得る の だ 

らう か。 あなた は 永遠の 命に 抱かれた の だ。 では 私 は I- 土に 歸る 塵の 子なる 私 は あなたの 裳に 觸れ る^ さへ 

出來 ない の だ。 

チア マ II 私 はどうし てい \ か 知りません。 唯 私 はお 側に ゐ ると 心の底 までが 慕 はし さと 嬉し さに^ へる の を 知 

つて ゐ ます。 

ヤ へ テ  私 力 あなたの 側に ゐる 時の 心 持 を、 あなたの 口 は 私に 云って 聞かせて ゐる o 

+ァ マ — でも あなたの 外に 私 は： 大の 使に 愛されて ゐ ます。 

十 ベ テ — - 私に は 解らない^ だ。 
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つちくれ 

.ナ アマ I 私の 父 は： 太の 使です。 私の 母 は 土塊です。 

ャ。 / テ  父上の 言葉が 思ひ當 る！ …… よし、 ナ アマ、 私 は IK の 使にまで 自分自身 を鍛へ 上げる。 私 は あなたの 

に ふさ はしい ものに ならす におかない。 どうか 今、 墮 落した 天の 使から あなたの 心 を 切り放して 下さい。 

早く 私と I 緒に 來て 下さい。 あなたな しに は 私の 信仰 も、 望み も、 力 も、 樂 しみ も、 流れる 水の やうに 流ォ去 

つてし まふので す。 ナ アマ！ 私 は あなた を 愛して ゐる。 あなた は 私 を 愛して ゐる。 その外に あなた は 何 を 求 

める のです。 …； あなた は； K を、 永遠 を …… 呪 はるべき だ。 私 は 今 一大の 使で はない。 憐れむべき 入の 子に 過ぎ 

ない の だ。 私の 大言が 何ん の 役に立た う。 

.ナ アマ I. あなた は 私 を 御存知ない、 い \ え 御存知ない。 力 インの 族 は エホバの 呪 ひ を 受けた ものです。 私はェ 

ホバ の 妬み を さへ 受けて ゐ ます。 私 は I ^舟 を^し ます。 …； ぁ&、 私 は、 あなた を 憎む。 早く こ&を 立ち退い 

て 父上に、 方舟に 還って 下さい。 …； 御覽 なさい、 签が 曇って 來 ました。 ァ ララ ット 山の 方に わ だか まった 雲 は 

i!i を 積み 乘 せて、 兑る （- 大空に 擴 がって 來 ます。 知って ゐ ます。 知って ゐ ます。 今夜 恐ろしい 事の 來 るの 

を 私 は 自分の 心と 知って ゐ ます。 お-月、 お前の 最後の 淸ぃ 光。 それ はもう 隱れ ようとす るの か" 

せま 

.ャ ベ テ — エホバ の 憤りの 時は逼 つた。 物凄い 風が 吹き出して 來た。 

この 時ャバ ル 血に 塗れた 釵を 提げ 暴々 しく 登場。 唯一 打ちに ュ バルの 上衣 を 纏へ るナ アマ を 斬る。 

.ャ バル II ュ バル！ サタンに 行け！ 父上 を裟 切って 天の 使に 通じた お前の 母 ァダの 後 を 追 ふが い X。 ャ バル 

は 父上に 代って 力 インの 族の 血を淨 める の だぞ。 

ナ アマ I あ，^ ャぺ テ！ 私の 寶、 私の 宮！ 私の 時が 来ました。 (遂に 絶え入る) 

，ャ バル —— (ャぺ テに向 ひ) 誰 だ、 そこに ゐ るの は？ 


ャぺ テ 11 (不^の W: 變に氣 を 呑まれし が 猛然と して〕 ャ バル かよう こそ！ お前の 呪 はれた 血が お前に させた 事 を 見 

て 兌る がい， -。 そこに 倒れた のはュ パルで はない ぞ。 お前の 淫らな 心が 慕 ひ 求めて ゐたナ アマ だと は 知らない 

のか。 泔 むべき^ 蛇の 末裔。 

ャ バル  (^きて ナ アマに 近づきての 鈸 を^て 吃驚す) お \ナ アマ！ ナ アマ！：： ナ アマ！：： お前が この 世こゐ る^、 

お前 を 私の 胸に 抱かう として ゐた 私の 心に は祌々 しい 火が 燃えて ゐた。 私 は 情けの 甘い 悲し さ を 知って ゐ 

た。 …… けれども サタン は その 望 を すら 絶って しまったの だ。 ャ ぺテ！ 私が 今 何に なつ たかをお 前 は 思 ひ 知 

る だら う。 ナ アマの ない 私 は 人間で はない ぞ。 毒蛇！ お前 はよ くも 名付けた。 毒^に は、.： ：- はない。 3 の 牙が 

あるば かりだ。 ：人 と 地との 呪 ひの 限りから 私 は 力 を 汲み取って 兌せ る。 この 毒の 牙に 刃 向へ るなら 刃 向って 见 

ろ。 (靱 を. 取リ豇 して じリ f» とつめ よる) 

-ャべ テ — (有り合 ふ 木の 枝 を 拾 ひ 上げし が、 思 ひ 直して ナ アマ の 死骸の 側に 立ち 胸 を 擴げ〕 その 牙 を こ，.， に 刺せ。 私の^ 

口 はナァ マ の 血 を 口 づけす るの だ。 

この 時 大雨 大風 人い に 至リ、 森然 たる 笛 鳴 起る。 ャ バル 天地の 猛 勢に 恐れ をな し、 足す くみて ャべテ に 近寄る 能 はず、 

ャべテ a 若と して 立つ。 人々 大雨の 中 を 右往左往す 0 

—— 幕 II 

第 四 慕 水面 

^附、 常^、 狂風。 
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兑.. 尖 す^り 獨水 服ー りて、 舞臺の 1 角に 儘 かに 高地の 突角 を 現 はすの み。 

^伎の 進む に從 ひ、 その 突角 も 亦 漸く 水中に 沒し 行く。 その 突角の 巖 に-取 リ つかん として 男女の 群れ もがき 狂 ふ。 ャべ 

テ 及び ュ バル その^ 上に あり。 

やがて ケ& り. の 1 端よ リ現 はる。 ノア 立ち たるま-夭 を 仰いで 祈る。 女 等 は 跪きて 泣き 且つ 祈る。 ハム も 打ち 伏 

して 哀訴の 聲 をし ぼる。 セムは 舷側に 立ち、 手 槍 を 以て 船に 攀ぢ 上らん とする 男女 を 突き落す。 

セム — (ハムに) ハム！ 立ち上れ。 胸 を 打って エホバの 憐れみ をお 願 ひする 時 はもう 過ぎた。 立ち上って そ 0 

鵃を 取れ。 野 蜜に つく 蟒の やうに この 船に 慕 ひ 寄る 罪人 等 を 私 一人で は 防ぎ 切れない。 その 鱸で、 泳ぎ 寄る 醜 

い 頭 を 土塊 の やう に 打ち 摧け。 

ヽム II (祈る) エホバ、 エホバ！ 私 をお 責めに ならないで 下さい。 私 は あなたの 前にもう 詐り はいたし ません 

ェ ホバ の 仰せ は どんな 事で^-も 背きますまい。 

セム I だから 立ち上って 鱸 を 取れと いふの だ。 (ハムお づ く 立ち上り 艢を 取りて 船に 近づく 人 を 打つ。 雷鳴 を 聞く 毎 

に 死せ るが 如く  を蔽 ひて 伏す) 

ノアの 妻 I ャ ぺテ！ 私の 末子なる ャべテ はもう 私の 胸に は歸 つて 来ない のか。 エホバの 御 許しが ある^^^ は 

私 は、 この 胸から 泣き やまぬ 心 を ゑぐ り 出して 捨て \ しま ひたい。 私の 今までの 凡ての 幸福 もこの 一 つの 災の 

前に は 塵 の やう に 輕く思 はれます。 

•  ノア — 妻よ、 だ はれた 小羊 は 捨て \ おくがい \ の だ。 

突^に あ る^女 舟の 來れる を见て 口々 に 救 ひ を 求む。 その 诗ャぺ テ瘐れ ながら 泳ぎ 來 りて 突角に 這 ひ 上る。 ュ バル も 亦。 

ャぺ テ、 ュ バ ルを突 ひ 上げ、 疲れたる 己れ を 休める 暇 もな く、 突角に 取りつ きたる 男女 を 救 ひ 上ぐ。 男女 はャぺ テを命 


の 索と すが リ つ く。 

ャぺ テ II (力 女に) 失望す るな。 ャべ テは お前 達 を 捨て はしない。 ャべ テが 死ぬ まで はお 前逹も 死なせ はしない。 

お前 こ、 から 上れ。 お前 も。 お前 は 傷 を 受けた。 ュ バル！ その 女 は あなたが 助けて 下さい。 

或る W  ャ ぺテ！ 私 はもう 死にます。 この 子 を、 この 子 を 助けて 下さい。 

他の W —— この 子に も 私の 苦しみ を 味 はせ ないで 下さい。 

ャべ テ —— (二人 の 幼き 子 を 受取って) サタン もこの 嬰兒に は 牙 を 向け かねる だら う。 あ X ェ ホバ。 あなたの 義 しさ 

は 人の子 をつ まづ かせよう とします。 

ノ ァ  (ャ ぺテの あるの を见 出し) ャ ぺ テ！ 

ノア、 セム、 ハムの 班 達 —— ャ ぺテ、 ャ ぺテ！ 

ノア —— セム！ ハ ム！  n 十く この 方舟 を 彼處に (ャぺ テ&方 を 指し) やれ。 早く- f -。 女 逹も身 づ くろ ひして^ 等 

に 力 を 添へ ろ。 エホバの 名に よって！ ャぺテ を 救 ひ 上げて くれ。 

セ ム I 亡 はれた 小羊 は 捨て \ おくのが い、 の だ。 

あた ひ 

/ ァ —— お前 は淚 の 惯を 知らない 。 

セム —— 私はェ ホバ の 約束の m いの を 知って ゐる 積り です。 

ハ ム のお II あ、 土が 崩れた。 

セム のお、 _ II お、^ 水が 罪人 等 を 呑み込んだ。 

ノア)  ：  ， 

. i ャ ぺテ。 ャ ぺテ。  - 

ノアの 妻 一 

人 洪水の 前  〗 五 五 
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ノア —— セム、 方舟 を 漕げ、 早く。 彼處 に。 兑る 問に 水は增 して 來る。 

船の 上なる 人 々立ち 騷 r ひ まもなく、 大波に 煽られて、 突角. 兑る， （\ 崩れ去る。 男女 は 枯葉の 如く 水の 上に 散る。 

ノア —— ェ ホバ ：：： 

ノアの 妻 —— ャぺ テがゐ る。 あすこに 兑 える。 

ノア —— お-居る。 ャ ぺテ！ 心 を 弱めるな。 雄々 しく 泳げ。 

ノアの 妻 —— ：： 十く 助けて、 セム、 ハム。 セムは 何故 働いて くれないの だ。 

セ ム —— ェ ホ、、 ハ の義 しさ を 曲げて、 弱い 心になる の は 罪 を 犯す のです。 

ノアの 妻 —— もうす ぐ だ、 ャぺテ 。命の 限り 泳いで おくれ。 

みどりご  ひし 

ャぺテ 人々 に 助けられて 船に 上る。 その 腕に は 二人の 嬰兒を 抱きた リ。 ノアの 妻龊 けより て ャぺテ を ft と 抱く。 

セム I ャ ぺテ！ お前の 腕に 燒 きついた その 罪の 蘖を 水に 投げ捨て ろ。 

ャぺテ —— これ を I 私 はこの 二人の 爲 めに 船に 泳ぎつ いたのです。 ュ バル！ ュ バル はどうした 。(呼ぶ) ュバ 

ル ：… ゐ ない。 あの 氣 高い 心の ュ バル さへ H ホバ の 呪 ひ を 受けねば ならぬ のか。 

^つくしみ 

セム  ハ ム！ お前が h ホパ の 慈愛に ぁづ かる 仕事が そこに 現 はれた。 その 一 一人の 嬰兒 をャぺ テの 胸から もぎ 

取って しまへ。 

セム、 ハムの 二人 ャぺテ より 二人の 嬰 兒を奪 ひ、 呪 ひの 首 葉 を 浴びせつ- -、 二人 を 水中に 投ず。 ャ ぺテ乂 水に 入らん と 

して ノア 等 に 押 へ ら る。 

ャべテ II 死なして 下さい。 地獄に 行かせて 下さい。 

ノア —— 老い 痰れ た 私で さ へ ェ ホパ の 御名に よって まだ 生きねば ならぬ の だ。 私 は 人々 のこの 苦しみ を 見て ゐる 


より は 死ぬ 方が どれ 程 幸 ひで あるか 知れない と 思 ふ。 けれども 生きねば ならぬ。 さう してお 前 も 生きねば なら 

ぬの だ。 セムに は セムの 行く 道が ある。 ハムに は ハムの 行く 道が ある。 お前に はお 前の 行く 道が ある。 洪水の 

^に 現 はれる 新しい 人の 世 はお 前 を 待ち望んで ゐ るの だ。 


ャ ぺテ. I 私に は 妻 はない。 私の 末裔 は 永久に 絶える でせ う。 

おぼしめ 

ノア —— ェ ホバ の 思 召し は 人の子の 計り 知る 所ではない。 

ャぺ テ —— ェ ホバ は 私から 凡て を 奪つ てし まひました。 私に は 何ん にもない。 

ノ ァ  お前に はま だ 命が ある。 

ャぺテ —— 命が ある。 虚ろな …… 命が。 (や-長く 沈思せ る 後、 淚 して 舷側に 歩みよ リ) 古き 人の 世よ。 私が 歩いて 行 

つちくれ 

く^が あると：. ムふ のか。 滅び 行く 土塊よ。 (遠き もの を^る 如く 眼前 を 見やり) ナ アマよ。 …： エホバよ。 

ノアの^ しづかに ャぺ テ を 抱く。 

〜幕 — 


九 I 六 年 一 月 「白樺」 所載 (未定^) 

九 1 九 年 十月、 完稿 


大 洪水の 前  一 五 七 


場所 

時 

人物 


サム ソン と、、 テリ ラ 


い fc は „ 


神 婦に言 ひた まひけ る は 我が 大に 汝の懷 姙の劬 勞を增 すべ 

(^約 聖甞 士師記 十三、 十四、 十五、 十六の 諸 章參 照) 

バレス タイン！： イスラエル、 ペリ シテ 地方。 

サム ソン —— ダンの 族の ナザレ 人。 (神に 身を献 げし 者) 

デ リラ —— 。へ リシ テの 族の 妖婦。 

テム ナテ の處女  サ ム ソン と 婚約せ る處女 の 妹。 

サム ソンの ほ 

少^- —— サ ム ソン の 侍^。 

ペリ シテ の 群 伯。 ダゴ ン の 神殿の 祭司。 使者。 兵士。 群集。 


< 創 生紀： 


第 一 慕 ベリ シテ 人の 政廳 


ペリ シテ 人の 首都が ザに ある 政廳 5  I 室。 群 伯 四人ダ ゴン祌 殿の 祭司と 密議す。 時 は 盛夏の 翥0 


こも^ 


们 巾. —— に) 今日 も 暑さが ひどくな つて 來た。 あすこ の帷を 擧げて 海の 風 を 呼び入れろ- 

サム ソンと デ リラ  1 5 九 
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群 伯 乙 .—— (小 司に) 而 して 奴隸の 女達に 羽 极扇を 持って来て 煽がせる がい X。 

小 T£  、帷を 開く。 澄み渡れる 地中海の 靑空、 海 及び 市街の 一 部^ はる。 奴隸の 女達、 長柄の 羽根 扇 を 持ち 來 りて 人々 を^ぐ 9 

群 们^.  サ ム ソン はデ リラが こ- に 呼び寄せられ たの を 何とか 思 ひ はしない だら うか。 

 小賢しい デ リラ の 事 だから サム ソ ンを疑 はせ る やうな 事 はし ま い。 それにしても ソ レクの 谷から こ \ 

,  » きかへ り  たおす  ご，^ 

まで^: るに は 社復で 八日 はか \ る。 サム ソンが その を 留守す るの は 容易い 事で は あるまい。 愛する ぉソの 留守 

ひとと さ 

をす るの は、 一 時 を千华 にして 待ち暮らす 程 長い もの だから。 

1 问 笑^。  . 

群 伯 丁  サム ソンが この ガザの 都 を 朝 まだき から 騷 がせた の は 昨日の やう だが、 もう 二 年 前になる。 あの 時 も 

今日の やうに 晴れ渡つ た眞夏 であった が …… 

群 伯 乙 —— 眞^で はあった が 空 は 確かに 曇って 居った。 あなたの 齢が あなた を 忘れ 易く したと 兒 えるな。 

群 伯 「  老人 こそ は 過去の E 心 ひ 出に まめ やかな もの だ。 あなた は サム ソンが デ リラの 許に 通った 曰と、 あなた • 

自身が 通った 日と を 取り 逮 へて ゐ るので はない かな。 私 はよ く覺 えて ゐる、 その 朝の 事 は。 私の 粟 物圃は 域の 

あさ *u: ま 

外に あるが その 日 は 未明から ぎら- (-と 空が 光る 程 晴れて ゐ たので、 農夫が 水 を やり 忘れて はならぬ と 思 ふ 

て、 n 十 起きの 私 は 城の 門 まで 流：： 段^の ま \ で 歩んで 行く と、 そこに 町の 者 や 兵士 達が 物々 しく 立ち並んで 門 を 

堅めて ゐ たので、 始めて 前の 夜の 會議の 事 を 思 ひ 出した の だ。 だから その rn は 晴れて ゐた。 

伯 乙  晴れた 晴れぬ はどうで もい &。 然し 二 年 前に は あなた も 若かった と 見えるな。 前の 夜の 會議の 事 を 忘 

れてゐ た 位 だから。 (笑 ふ) 

群 伯 丙  もう デ リラが やって 來て もい \ 時刻 だが ：… まだ 宿に ゐて 化粧に 暇 を 敷して ゐ るの だら う。 


群 伯 丁 —— あの あでやか さ を 更に も 美しく しょうと する その 慾 深 かな女の 心が 弱味と いふ もの だ。 

その 畤小司 登場、 一 封の 書 を 群 伯 甲に 渡す。 

群 伯 5. —— (開封 默讃 したる 後) 义訴 への 書 狀が舞 ひ 込み 居った。 讀み 上げて 見ろ。 

小川 —— (甞狀 を^ 取リて 讚む) 

を さ 

「ペリ シテ 人の いと 大 いなる 神 ダゴン の 祭司。 並びにべ リシ テ人を 治め、 その 民 を 安から しむる 爲 めに 黄金の 

t みた S 

座 を 占め 給 ふ 群 伯、 

「我等の 祖先が 武 男の 矛 もて 切り 從 へたる ダンの 族の ナザレ 人 サム ソ ンは今 も ソレク の 谷に 住みて そのが 鄉に 

おらす。 そ は 宛らに 餓ゑ たる 狼 を 放ちて 我等の 間にお くが 如し。 我等の 日 一時 も 安き 事な し。 彼 サム ソンの 力 

あ とぼね  シち ころ  かたはら た. 3-* つ  ひとふき 

は 驢馬の 腮骸を もて 一千 人を擊 殺す に 足り、 その 怒り は 油の 傍に 俎 火 を 置け るが 如し。 さ X やかなる 一陣の風 

は その 油 を 火と なすべし。 彼 サム ソン 一度 怒らば、 ペリ シテの 野 はまた 牧穫を 見る 事な からん。 民 を 安から し 

むる 爲に 黄金の 座 を 占め 給 ふ 群 伯。 民 を 安から しめ 給へ。 祭司 も 亦 ダゴン の 祌威を 以て 彼 サム ソン を國の 境よ 

とほ ざ  いかづち  み つぎ も Q  を さ 

り 遠け、 又は 雷霆 もて 打ち殺し 給へ。 若し この 事 成し遂げられ すば、 人の 心 離れ 亂れ て、 租稅を だに 納めざる 

に 至らん。 

「ペリ シテ 人の 衰へ 近づけり。 阈を 治む る もの 眼 ざめ すば、 我等 はこの 國を 離れて 又 H ジ ブトに 歸り 行くべし。 

祭司。 群 伯。 深く 自らの 責任の 重き を 省み 給へ。 

あぎう ど  ものつ *yw 

ァシケ 口 ンと ガザと に 住む 凡て の 商人 及び 工業 者」 

群 伯 甲 —— かう 云 ふ訴へ の 書狀は 毎日 これ 程の 束になる 位到來 する の だ。 ペリ シテ 人が サム ソン を 恐れて ゐる程 

度 は 私達が 推察す るより 物々 しい。 

サム ソンと デ リラ  j 六 一 
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群 伯 T —— 早く その 命 を 取り上げなければ 私達の 身の上が 危ぃ …… ペリ シテ 人の 身の上が 危ぃ。 

群 伯 丙 —— デ リラ がう まく その 竊にサ ム ソン を はめ込み 得よう か。 

祭司 —— 私 も それ を 危ぶむ もの だが …… デ リラが 若し 心から サ ム ソ ンを 愛し て^も ゐ たら、 こ の 計畫は —— ^の 

ひと ふま 

書狀の 文句で はない が —— 一陣の風の 役 を しないと も 限らない C 

羽根 扇に て 煽ぎつ 》ぁ りし 奴隸の 女達、 窓の 方に 首 を さし 延べ、 眼 付に て 詰り 合 ふ。 

群 伯 丙 —— (逸早く それ を 認め) お前 達 は 自分の 仕事 を おろそか にして 何 を 見て ゐ るの だ。 云 へ。 

群 伯 甲 —— 物 云 ふ 事 を 許す から 云 つて 見ろ" 

扠隸の 女の 一人 —— 1 ァ リラが 町 を 通って こちらに 參 ります。 

群 伯 5. II 來 たか。  ) 

同 乙 II 來 をった か。 一 (同時に) 

間 丙 —— どれ 何 處に來 た。 一 

群 伯 乙、 丙の 二人 立って 窓の 方に 行く。 群 伯 丁と 祭司と 顏 見合せ て 皮肉な 笑 ひ を 交 はす。 群 伯 甲 は 威儀 を 整へ る爲 めに 

座 を 立ちな どす。 

をん な 

群 伯 乙 I ふむ、 私達が 町中 を 行く 時よりも 人々 は あの 婦ー 人の 爲 めに 興奮して をる。 

群 伯 丙 ！ 今 あの 女 は 誰か に顏を 向けて 微笑んだ が、 誰に 向けた のか。 

あそ ス め 

群 伯 乙 —— (座に ある 人に) こ、 に來て 見る がい \、 妖女 も あの 女 ほどに なると 威厳が 加 はる やう だ。 (奴隸 の 女達 

に〕 どう だ、 お前 達 も あの 女の やうに なりたい か。 

群 伯 丁 —— 女の 威 翳な ど を 喜ぶ の は あなたの 年頃が 丁度 適當 だ。 


胙们乙 — (甲に) あなた も C 丁に) あなた も、 見たい もの を 何も 遠慮す る 事 はない よ。 (祭司に) あなたに は ー小歡 

め^い $ だが。 

^们 2 1 云 ひ附け 通り 兵士 等が 群 伯に 對 すると 同様な 敬禮を 捧げて ゐる。 

群们乙 —— 門 を 這 入 つてし まった な。 兵士 共が 我 もくと 見迗 つて をる わい。 

群 伯 乙 丙 座に つく。 哲 くして 小 司 登場。 

小^ II デ リ ラ が 御 命令に よ つ て 登廳 致しました。 

^们 m —— すぐ こ、 に案內 しろ。 (奴隸 の 女達に) お前 達 はもう 下って よろしい。 

奴隸の 女達 返 場。 デリ ラ登 場。 鹰揚に 人々 を 見廻した 後、 祭司の 前に 進みて 奴隸の 鱧を爲 す。 

，  、  つか  ひじり  め よご 

テ リラ — ダゴ ン の 大祌に 事 へ 給ふ聖 なる 聖者。 卑しい 者が お 眼 汚しになる の をお 許し 下さ い。 (次に 群 伯 達に 普 

きみたち 

通人の 禮〕 わが 族の 尊い 群 伯に も 卑しい 者が 跪いて 御 挨拶 を 申 上げます。 

0^  今日は あなた は 卑しい 者で はない。 私達と 同様の 座に 着いて 貰 ひたい。 こ- T に。 (と 云 ひながら 設けお 

きたる 黃 金の 座 を 示す) 

，テ リラ —— それ は 思 ひも 寄らない 事で 御座います。 

^们乙 — まあい \、 その 理由 は 後で 判る。 その 座に 着いて くれなければ 話が 出、 來 ない。 ふむ、 あれから あなた 

はづ、 と ソレク の 谷に ゐた のか、 少しも 變 つて ゐ ない な。 旅の 痰れ もなかった か。 

胙们丙 —— まあ こ の 座に 着いて くれる がい &。 

デリ ラ設 けの 座に 着ぐ。 小 司、 群 伯 中の 傍なる 卓の 上に 又 一 束の 書狀を 持ち 來る。 

祭^  デ リラ。 ペリ シテ 人の 大 神なる ダゴン の 託宣に よって、 お前 は 今 群 伯と 座 を 分つべき 光榮を 受けた。 今 
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ベリ シテ 人の 上に は國 難が 蔽 ひか X つて ゐる。 お前の か弱い 腕の 力で — お前が 望むなら — この 國を 亂れと 

災 ひとから 救 ふ 事が 出來 るの だ。 而 してお 前は大 神から 一 番 高い 祝福 を 受ける だら う。 

群 甲 —— ベ リ シ テ人も あなた の勳 功に 向って は爲し 得る 限り の 報酬 を 怠り はしまい。 

デ リラ — それ は 私が サム ソンの 心 を 捕へ て あの 若い 牡 獅子の 様な 力 を 容易く 軟 げてゐ るからで 御座います 力 

群 伯 乙 II それ も ある。 …… が 一 體 あなた は サム ソンに 愛 を 捧げる の はべ リシ テ人 として 疚 ましくない 事と 思 ふ 

のか。 

デ リラ II サ ム ソン に 愛 を 捧げる？ 私が こ の ガザ の 都. I 私が 生れて 育ち 上った この ガザ の 都 を 見捨てる やう 

にした の は 誰 だとお 思 ひになります。 それ は サム ソンの 仕業-で 御座いました。 私が サム ソンに 愛 を 捧げる！ 

群 伯 丙 II それ はさう だ。 あの 朝 ガザの 市民が サム ソンから 受けた 恥 は 大きかった。 サム ソンが あなたの 所に 一 

夜 を 過さなかったら、 ベ リシ テ人は あんな 恥 は 受けなかった の だ。 

，テ リラ  而 して 私 も ガザ を逐 はれる やうな 事はなかった ので 御座います。 

群 伯 |  私が あの 朝 果物 圃に 行かう と 思って 城の 門に 來 ると， 町の 者 達 も 兵士 達 も犇々 と 門 を 堅めて ゐた。 ダ 

ンの 族の 亂暴 人の サム ソン を 今日 こそ は 捕虜に する。 …； 私も亦 その 日 こそ は 出来る と 思うた。 

群 伯 乙 I 何しろ 唯一 人べ リシ テ 人の 首府に 乘り 込んで 來て、 而 かも デ リラの 家で 酒び たりに なって 夜 を 徹した 

その 朝 だから、 縱令 どれ 程强 力の サム ソンで も、 あの 時 こそ は 身動きが 出来まい と 私 も 思うて ゐ たよ。 

群 白 r 1 . 所が 私の この 眼で 見て ゐる 所に、 サム ソンが すがりつく 捕て 手 を レバノンの 香 柏が 秋の 木の葉 を 拂ひ落 

す やうに 拂 ひのけて 門の 所に 進んで 來た。 

あら  ， 

デ リラ — では あなた は あなたのお 眼で サム ソン の 荒び を御覽 になった のです 力 


群们 J. — たと も、 この 眼で 見た の だ。 

群们 W: — 乂 私達 は そ の 物語り を 聞 いて ゐ ねばならぬ のか。 

^们-  まあ 聞く がい &。 まだ その 時 は 夜の 瞼が 開き 切らない if だった が、 人 々をた，. 一 拂 ひに 拂 ひの 退けて、 

今 あれに^ える あの 門より 巖 丈であった 當 時の 門の 二つの 注に 手 を かけ、 か f きもろ とも それ を 引き 拔き、 安々 と 

おに 戦せ て、 あのへ ブロンの 向 ひに 兑 える 小山の 巔に負 ひ 登って しまったの だ。 そこに ゐ合 はした 人々 は 唯 驚 

き惘れ て！： 唾 を 呑む ばかりだった。 

デ リラ —— それ を あなたの 服が  

胙们 r  その 事 は 決して 言 ひ傳 へ ではない。 

^伯 W  いや あなたの 服が あなたの 口に 云 ひ傳 へたの だら う。 

r^n^  I - それから 町の 人々 は あなた を 怒り 始めた。 凡ての 人 は 自分 達の 力の 足らぬ の を 思 ひも 見す に、 あなた 

が サム ソン を 宿らした 事 を 責めに 責めた。 私達 も 遂に は 人々 の 訴へを どうす る 事 も 出来 なくなつ たの だ。 

^^乙 II あ-町の 人達が 云 ひ 募る と 一 と先づ あなた を この 町から 立ち退かせねば、 あなたの 身の上が き ぶまれ 

たの だ。 それ は あなたに も 分る だら う。 

デ リラ （I (皮肉に) よく 分ります。 私が サム ソン を 宿らした ので 妬みに 驅られ た 人々 もあった と は 聞き ましたけ 

れ ども。 

ゃハ司 II そ の極惡 人の サム ソン は 今でもお 前の 家に ゐ るか。 

デリ ラ  ります。 

ダル 川 — お前 は あの 不思議な サム ソ ン の 力の 祕密 をもう さぐり 出した か。 

サム ソンと デ リラ  一」、 i 
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チ リラ —— どうしても サ ム ソン は その 祕密を 打ち明けようと は 致しません。 

群お！  あなた は サム ソ ンに餘 り 優し 過ぎる の だら う。 - 

デ リラ II 憎んで をり ます。 なつかしい 私の 誕生の 土地に 住み 綾け 得ない やうに したば かり か、 私 を 謀叛 入で も 

ある やうに 肩身 狹 くして しまった サム ソ ンを私 は 憎みます。 

群^ 乙. —— 所で サ ム ソン は 今でも あなた に 溺れ 切 つて ゐ るの だな。 

.H かり ごと 

デ リラ — さう も 見えます。 ダンの 族 をべ リシ テ から 獨立 させよう 計略の 爲 めに 私 を 字な づけて ゐる やうに も 見 

えます。 …… それ だから 私の 泔し みは 募る ばかりです。 

群 XHr —— ふむ 佾む。 憎む と 云 ふ 時には 男 は 憎む。 憎む と 云 ふ 時、 女 は 時と すると 愛して ゐる。 

デ リラ  (群 伯 丁が 「愛して ゐる」 と 云 ふと 同時に) 憎みます。  まあお 聞き 下き いまし。 サム ソンが 故鄉の ゾラ 

にゐて ダンの 族の ナザレ 人であった 時 …… 

群 伯 丁 —— ナザレ 人と は 何の 事 だ。 

デ リラ HI ダンの 族の 神 は エホバと 申します。 その 族の 民 は エホバ の 外は拜 みません。 サム ソン は その 異邦の 神 

t  ^  ^  さ. * 

の 召しに よって ナザレ 人と なった ので 御座います。 ナザレ 人と は 神に 身を獻 げた ものと 云 ふ 心 •：：. この 國 での 

祭司と 群^と を 兼ねた 身分で 御座いました。 …； その ナザレ 人であった 時、 テム ナテに 下って ペリ シテ 人の 娘 

と 契りました 時、 七日 綾く その 披露の 宴に 一 つの 隱語を 申した のです。 客人 は ダン 人の 隱語 をべ リシ テス 力 解 

き 得なかったら 恥辱に なると 云って、 サム ソ ンと 契った 婦に强 ひて その 隠語の 心 を 聞き出させようと 致し まし 

た。 その 女 は 七日の 間 サム ソ ンの膝 許に 泣き 綾け たので サム ソ ンは隱 語の 心 を 明かして しま ひました と 申し ま 

す。 それ^の にこの デ リラに は、 自分の 力の 祕密を 今 だに 打ち明けて くれようと は 致しません。 どれ 程の i 惑 


も サム ソンの n を n かせる 事が 出來 ません。 サム ソンが その 婦を 愛する やうに 私 を 愛して ゐる のなら、 …… さ 

、つ 忍 ふと 私はサ ム ソン の 愛 を 疑 ひます。 

排们乙 —— それ はデ リラと も ある 者の 恥で はなから うか。 

デ リラ —— 私 を 愛しない もの を 私 は 動かす 事 は出來 ません。 

-群. 们 W —— 動かす 事の 出來る やうに あなた を 愛させる がい & ではない か。 

デ リラ —— (侮践 を 以て) サム ソ ンは あなたの やうに 婦 にやさし い 男で は 御座いません。 

胙们^ —— こ-にこれ 程べ リシ テ の 町々 村々 から 訴狀が 集まって ゐる。 人々 が どれ 程 あなた を 恨んで ゐ るか …… 

例 へ ば Q!: 狀を 選り出して 讀む) 「ペリ シテ 人の 心 を 失 ひ 菜て しデ リラ の 上に 呪 ひ あれ！ 惡 魔に 身 喪り せる 婦に呪 

ひ あれ！ 卑しむべき 屬國の 若人と 床 を 共に する 淫らなる 獸 物に 呪 ひ あれ！ 國法を 以て デリ ラを 薪の 上に 燒 

けよ。 さらば サム ソン は ペリ シテを 離れて ダンに 歸り 行かん。 デ リラの 生く る は 香ばしき 锊 もて 猛き 獅子 を 庭 

の 巾に 誘 ひ 入る-が 如し」 

乂 (^に 他の 書 狀を讀 む〕 

「デリ ラを愼 しめよ。 彼デ リラ は サム ソンの カを賴 みて ペリ シテの 群 伯に 逆ら ひ、 ダンの 族 を 立て & ペリ シテ 

を その 脚に 踏み 躧 らんと す。 我等 はやが て 異邦人の 神 H ホバ の 前に 跪くべし」 

乂 (更に 他の 害 狀を讀 む) 

1 . - W  あそびめ  ， ,  なさけ 

「この 訴 狀をデ リラに 示すべし。 妖女の 中 最も みめよく 最も 恥な き 女よ。 汝は 異邦の 男に 情を寶 りて ガザ を遂 

はれたり。 灰 を 蒙りて ダゴ ンの大 神の 前に 罪 を悔 うべき に、 なほ ありし 恥を續 けて 今に 至らん とする か。 汝の 

行に よりて ベリ シテ 人穢 されたり。 我汝を 見ば 立 ど こ ろ に汝の 命を惡 魔に 與ふ べし」 


有 岛武郞 仝 級 笫四卷  一六 パ 

デ リラ  (誇り を^ けられし 憤激に 顏面 蒼白に 變 りつ  >- も、 なほ 泰然と して 黃 金の 座に 身 を ゆるがさず) ペリ シテ 人の 爲 

め こ、 その 榮ぇ の^めに 私が 生きて 来なかったら、 私 は 恥に 堪へ かねて 今 この 場に 死 倒れた かも 知れません。 

す t ひ  まじな ひ 

私が 何.^ ダンと ペリ シテ との 境なる ソ レクの 谷に 住居 を 構へ たか、 何故 サム ソ ンを禁 厭の やうな 誘惑で そこに 

？.  つぐな ひ 

乎び 寄き たか、 …… それ は 皆様が 知って 下さって ゐ らっしゃ います。 あなた 方が 莫大な 賞與を かけて それ を 私 

にさ 命じに なった のです。 ペリ シテ の榮 えの 爲 めに、 私 は どれ 程の 恨み も 誤解 も 喜んで 受けようと 存じます。 

；… 唯 私 はま だ サム ソ ン の あの 不思議な 力の 祕密を さぐり 得ない の を 心苦しう 存じます。 

群 伯 甲 —— ま だかう 云 ふ 訴狀も ある。 (更に 他の 書狀 を讀 む) 

「デ リラ 遂に 女の 誇りの 座より 落ちたり。 サム ソンの カデ リラの 胸 を ひしぎ 盡 したり。 デリ ラは サム ソンの 前 

に赤兒 たるの み、 奴隸 たるの み。 柔順なる 牝牛た るの み。 …… 

デリ ラ震 へんば かり に 激昂し 思 はず 座 を 立つ。 

「彼デ リラの 美 は^! となりたり。 彼デ リラ は 世の常の 女と なれり。 汝の胎 に 孕み、 汝の 乳房 もて 哺み、 汝の 

美の 衰へ盡 すまで 永ら へて、 塵の 如く 签 しく 死せ よ。 サム ソン は汝を 征服し 盡 してな ほ汝を 愛し 續 くべき や。 

愚かなる …… 」 

デ リラ 突然 座より 立ち上り、 群 伯 甲より 書 狀を奪 ひて、 寸々 に 切り裂く。 

デ リラ. I もう 半 ヶ月 を、 十五 日 を 私に 貸し 與 へて 下さい。 私 は 力の 祕密を さぐり 出します。 而 して サム ソン を 

必す あなたの 方の 手に お渡し k ます。 …… ダゴ ン の大 神！ デ リラが 牝牛で あるかな いか …… それ は 十五 日の 

後 を 待って 罵るなら 罵る がい，^。 

^伯 丁 —— 十五 日 を 十倍しても 私達 は 構 はない が …… 


V フ リラ —— ト五 nl …… 唯 十五 日。 私 は それより 一 刻 も 延ばして いた^く の を 担み ます。 私 は その 時 サム ソ ン の 力 

の 源 をつ きとめて、 その 泉 を 涸らして 御覽に 入れます。 若い 牡 獅子の やうな サム ソン を 小羊よりも 力なく して 

お 目に. 懸けます。 

都们乙  私 はデ リラ を 信じようと 思 ふ。 

群们丙 II 私に は 疑 はしい。 

デ リラ — (群 伯屮の 前に 跪き) 私 を 信じて 下さい。 ダゴ ンの大 神に 命 を かけて 私 は それ を 誓 ひます。 

^ I ダゴ ン の大 祌の榮 光と、 ペリ シテ 人の 平安の 爲 めに …… お前 は 誓 ふとい ふの か。 

デ リラ —— さう して 私の 誇りの 爲 めに。 

•  ,  •  さきがけ  ほまれ  さかえ 

群们 5. 1 私達の 唯一 人の 友。 私達の 戰 ひの 前衛。 あなたの 響 はべ リシ テ 人の 榮 となる だら う。 

デ リラ —— その 譽れ の爲 めに ぺ リシ テ人は 何 を 私に して 下さる でせ う。 

群 伯 乙 I 私達が 銀 千枚づ \ を 贈らう。 

デ リラ —— その外に。 

群们 E. —— その外に あなた は 何 を 求める か。 

デリ ラ  サム ソ ン の 命 を 奪 はないで 下さい。 さう してべ リシ テ 人の 群がる 前で サム ソ ンと 私と を對ひ 合って 立 

をレな 

たせて 下さい。 その 時 私 は サム ソ ンとぺ リシ テ人 とに 私が どんな 婦 であるか を 明らかに 知らせて やります。 

舴们 —— サム ソ ンを 生かして おくの は 許さるべき でない。 

かな 

祭司 —— そ の 願 ひ は 叶へ て やる。 

デ リラ — (祭司の 前に 奴 隸の禮 を 取り) 私 はダゴ ンの大 神 を讃へ 奉ります。 私が サム ソ ンに 溺れて ゐ るか、 サム ソ 

サム ソ ンと * テ リ ラ  一 六，. rta 
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ンが 私に 溺れて ゐ るか …… サム ソ ンが 私に 溺れて ゐる その 證據を 握る まで、 私の 眼 は 眠り を 知りますまい。 

突然， 市中に 騷 擾の聲 起る。 小 司 多数の 訴狀を 持ち たるま X 登場。 訴狀 はら-, \ とその 手よ リ こぼれ 落つ" 

小 司 —— サ ム ソ ンが デリ ラを遂 つて 參 りました。 早く こ の 座 をお はづし 下さ い。 

群 白 甲 —— (慌てつ、 も) デ リラ 早く 私達と この 部屋 を 退出す るが ぃ&。 (小 司に) サム ソン は どちらから 近づいて 

來る のか。 

小 司 —— 逃げ 廻る 人波で は サム ソ ンが どちらから 近づく とも 钊り かねます。 人々 は 唯 右往左往して 居る ばかりで 

御座います。 

他 の 群 伯 達 は-取る も の も 取 リ敢へ ず 部屋 を出づ 。 

群 伯 甲 —— あなた は 老いて 居る。 早く あれへ。 

祭司 —— 私 は 悪魔な りと も 恐れ はしない。 私 はこ-に ゐて サム ソ ン の 来る の を 待た う。 

群 伯 5. —— デ リラ 早く こ- -を 避けない か。  • 

デ リラ —— サム ソ ンが 私に 溺れて ゐ るか、 私が サム ソ ンに 溺れて ゐ るか …… 

群 伯 屮 巳む を 得ず 二人 を殘 して 退場。 サム ソ ン 登場。 祭司 もデ リ ラも思 はず 其 猛威に 打れ て 鞭 を 防ぐ 時の 如く 身 を 縮む。 

サム ソン  (デ リラの ある を^て 急に 優しくな リ) デ リラ！ お前 はこ \ に ゐた のか。 而 してお 前 は 私 を 恐れす に 

. 一 人で 私の 來 たの を 迎 へる のか。 (近づきて その 顔に 手 を そ へて 見入 リっ ，0 お前の た を やか さは この 曰の 間に 少 

そこな  »  3 

しも 損 はれて ゐ なかった な。 ，：.： そこに ゐる 老人 は あれ は 何 だ。 (祭司 威儀 を 作りて サム ソンに 物 云 ひか けんとす 

サム ソン は頓蔚 なく) あれで も その 胸に は氣 息が 通って ゐる のか。 貧しい 土で 造った 偶像の やうな 扠だ， デ リラ。 

私 はお 前 を 尊ね てこの 曰の 閽、 傷いた 獅子の やうに テム ナテ から マ レ シャの 山 や 谷間 を龃 けて 廻った の だ。 


けれどもお 前 は そこに ゐ なかった。 犬に 逐 はれた 小 兎 は 死の 問 際に その 親の 穴に 走り込む もの だ。 お前 も 生れ 

た 所に 來て はゐ ないかと 思った の だ。 而し てこの ガザに 來た。 道で 遇った 第一 の 男の 喉輪 を 締めてお 前の あり 

かを^ね たら、 こ、 にゐ ると 云った。 私 は その 男 を 土に 打ちつ けて 殺した。 第二の 男 も 第三の 男 もお 前が こ、 

にゐ ると 云った。 第二の は 海の 中に、 第三の 男 は 家の 屋根に 投げつ けた。 その 男 達 は 醜く も 小さな この 世の 

命から 救 はれた に逮 ひない。 

つかへ びと 

祭司 —— サム ソン。 お前 はダゴ ンの大 神の 祭司に 挨拶 を 送る の を 忘れて はゐ ないか。 

びと 

サム ソ ン —— エホバ の ナザレ 人への 挨拶 はどうす るの だ。 

やから 

I お前の 祌の ェ ホバ は ダン の 族 を その 敵から 救 ひ 得た か。 

こ さか  びと 

サム ソ ン —— 小賢しい 事 を 云 ふな。 だが サム ソ ンに 一一 目 葉 を 返した の はべ リシ テ 入の 中で はお 前が 始めて だ 。ふむ、 

あ 

お前 もこの 世の 命に 厭きた の だな。 然し 生きて ゐ るの は 死んで ダゴ ン の 神に 行く のより は 少し は樂し い 事 だら 

う。 もう 少し 生きて ゐる がい &。 

祭 川 —— お前の 荒び た 力 は 私 を 打ち殺し 得ても、 私の 魂まで 打ち殺す 事が 出来ない の だ。 

サム ソン —— お前に は 何處か 殊勝な 所が ある やう だ。 それが お前の 樂 しみなら、 思 ふま、 に签 しい 言葉 を 風に 播 

く ちづげ 

き 散らす がよ からう。 (デ リラに 向 ひ) デ リラ、 お前 は 私の 接吻 以上の もの を こ、 に 見出し 得た とで も；. ムふ のか。 

.  やかた 

玆に來 い。 私 はお 前 を 左の 手の 上に 乘 せて ソレク の 館に 歸 らう。 お前が ra: 日の 旅で 行く 處を、 私 は 明日の 旭が 

*^ しど 

^り 出で ぬ 前に 歸 りついて、 お前 を 軟らかな 臥床に 横た へて やらう。 

デ リラ —— 私 は あなた を 厭 ひ 憎む やうに なりました。 

サム ソ ン — お前が 愛する と 云 ひ 憎む と 云 ふの はこの 男 (祭司 を 指し) の やうな おに 向って 云 ふ； 一一 一口 葉で はない の 


有 島 武郎仝 集 第四卷  一 七 二 

か。 お前が 私 を 憎む と 云 ひ 愛する と 云 ふと も、 どちらの 時に も 私 を 愛せす に は ゐられ ない 害 だ。 

うは ごと 

デ リラ —— それ は あなたの 高慢な 心が あなたに 云 はせ る囈 言で 御座います。 

たかぶ 

サム ソ ン —— 私 は 高慢で あり 得た 事がない。 どれ 程馒 つても サム ソ ンは それ 以上に 偉大な の だ。 

祭司 —— ダゴ ンの大 神の 御名に よって 命す る。 デリ ラを殘 してお け。 さう して ペリ シテ の屬國 なる ダンに 手 を {仝 

しくして 歸る がい \。 お前の 命の 此處 にある の は、 ナイル 河の 氾濫の 前に 一 莖の 野の 草が あるのと 同様 だ。 

サム ソ ン — (祭司の 言葉な どに は 頓 着せず 卓上の 訴狀を 繰り 攛げ て讀 む) ぺ リシ テ人は サム ソ ンを 恐れ、 恨み、 憚って 

つかへ び i 

ゐ るな。 ペリ シテ人 はダゴ ンの大 神の 祭司より 少し 賢い やう だ。 サム ソン は 何時か ペリ シテの 野 を 沙漠の やう 

を さめび と 

にして、 ダンの 族 を その 治者と してやる から。 デ リラ さあ 來 るが い \。 (否應 なしに デ リラの 手 を 取る。 デ リラ 抵抗 

力 を 失へ る 如く サ ム ソン に 引き寄せら る〕 

祭司 —— (慌 だし  <- サム ソ ンに 近づき〕 呪 はれよ サム ソ ン！ デリ ラはぺ リシ テ 人の 娘で ある ぞ。 

サム ソ ン. —— お前 は それ 程 この 世に 永ら へる の を 厭 ふの か。 それなら ダゴ ンの 祌に歸 るが い&。 

サム ソ ン猛烕 を 振つ て 祭司 を 打つ。 祭司 立 どころ に 倒る。 デリ ラ思 はず 恐れ をな して 堅く サ ム ソン に 寄り添 ふ。 

ぬナ びと 

サム ソン —— (奥に 向って 叫ぶ) 黄金の 座に は】 人の 主もゐ ない のか。 ペリ シテ 人の 政廳は 空しくなった ぞ 。盗賊 

に氣 をつ ける がい X。 

サム ソン、 デリ ラを伴 ひて 退場。 舞 臺暂く 空虚。 やがて 群 伯 等 恐る-, \ 登場。 

群 伯 丁 —— (窓に 近づき 帷の 蔭より 下 を 見お ろし) 見ろ！ サム ソンが デリ ラを 左の 肩の 上に 乘 せて、 人影の ない 市 

の 中 を悠々 と 歩いて 行く。 

群 伯 乙 —— (祭司に 近づき〕 祭司が ペリ シテ 人の 爲 めに その 老體 を犧牲 にした。 


群 伯 k: I 空し い 死 方 をした も の だ。 

群 伯 乙 —— これ を {仝 しくして はならない。 (小 司に〕 お前 はこれ から 直ぐ ダゴ ンの 神殿に 行って の^を 擧げ るが い 

い。 人民が 集まって 来たら、 群 伯の 名に よって 聲の 限りに かう 宣べ傳 へろ。 「ダゴ ンの大 神の 老いた る 祭司 は大 

神の 託宣 を 被った。 耳 ある もの は 聞け。 今日から 十五 日 を 出ないで、 サム ソン は ペリ シテ 人の と| となる。 そり 

ゆ 人の 中で 最も 卑しめられ たもの は 最も 高められる だら う。 ガザの 市民 達よ。 お前 達の 望 を 堅く 群 白の 上に 置 

け。 彼等 群 伯 はお 前の 力の 藏、 望の 宫 である。 それ を 疑 ふ 者の 上に は大 神の 憤りが 時 を ^ さす 落ち 下る であら 

う。 是 等の 託宣 を 被った 祭司 は大 神の 火に 打 たれて 神々 しく 神の 懷に 歸られ た」 さう 宣べ傳 へる の だ。 さう し 

て 銀と 白い 絹の 布と で 飾った 臥床の 上に 横た へられた 祭司 を 人々 に 示す がい.，。 

小 司 かしこま リて返 場 せんとす。 群 伯 甲 これ をと め、 

群 伯 甲  て！ 「十五 日 目 を 過す まで はべ リシ テ人は 一人 も ソレク の 谷に 近づいて はならぬ。 近づいて サム ソ 

ンを 濫りに 怒らして はならぬ」 それから 「サム ソン の 捕手に 向 ふ もの は 申出ろ。 銀 百 枚づ i を 取らせる から 一 

とも 宣べ傳 へろ o( 小 司 去る) 今 はた ビデ リラの 焰に油 を そ \ ぐ 外に は 道がない。 (乙と 丁に) あなた 方 二人 はソレ 

クに 下って 潜 かに デリ ラ の 智慧 袋と なって は 下さるまい か。 

群 伯 丁  それ はい-が 祭司の 後 を嗣ぐ もの を 誰に すれば い- T の だら う。 群 伯の 中で 一 番 老いた ものが 祭司と な 

る の が惯 はしと 聞いて ゐ るが。 

群 伯 乙  それ は必 すし もさう と は 限らない。 群 伯の 中で 才覺の 勝れた もの を 選ぶべき ではない か。 

群 伯 丁  (乙に〕 才覺は あなたが 一 番 勝れて ゐ ると 自信して ゐ るの だら う。 

群 伯 乙 II それ は 人民の 奥 論が 定める 事 だ。 
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群 伯 甲 —— 奴 隸逹！ お前 達 は 輿 を 持って 來て 祭司 を 抱き 乘 せる がい.^。 私達 はこの 勇ましい 愛國 者に 眞 底から 

弔 ひの 心 を 寄せよう。 

奴 隸等輿 を 持ち 來 りて 祭司 を 抱き 乘す。 

群 伯 丁   サ ム ソ ン はもう 見え なくなって しまった。 

群 伯 丙 —— (同じく 窓より 外 を 見や リ) サム ソン に 恐れ をな したの か、 町 は 死んだ やうに 靜 まり 返って ゐる。 

なきがら  f  W  9  9 

群 伯 丁 —— 祭司の 亡骸が 通る に はしめ やかで よから う。 祭司 はい & 時に 命 を ひき 取った もの だ。 

奴隸等 祭司 を 輿に 乘 せて 擔ぐ。 群 伯 等 わざとら しく 敬禮の 態^ を 示す。 群 伯 乙 一 度 跪きし が 直ちに 起きな ほり。 

群 伯 乙 II これで 人民の 不平 を 暫く はお さ へ つける 事が 出来る だら う。 この 男は少 からぬ 金銀 を 溜めて ゐ たに 違 

ひない が、 私が 祭司に なったら そんな 事 はしない。 

群 伯 丁 —— (むっとして) それ 程な りたければ あなたが なる がい X。 (輿の 出て 行く あと を 見送りて) 私達 は 結局 損な 

時節に 生れて 來 たの だ。 

人々 祭司 8 退場 を 見送る。 

II 幕 II 

第二 幕 デ リラの 住家 

ソレク の 河邊に 立つ 荜魔 豪奢なる 廣間。 窓よ リ河を 隔て、 北の方、 ゾラの 村、 ェ タムの 懸睢 など 眺め 得べ し。 室の 隅に 

帳 を遶 らした る 臥床 ぁリ。 


サム ソン の 侍 童なる 少年 廣 間の 一 隅に ありて 竪琴 を彈ず • 

晚 夕 慕。 

サム ソン の 母靜か に 登場。 

サム ソン の 母 —— お前 は そこに ゐた のかい。 琴の 音が 聞こえる ので それ を 便って 私 はお 前 を 見つけ 出す 事が 出來 

た。 サム ソン はどうして お出で だ。 

ふしど 

^.M —— (琴 を 捨て 立ち上りて 敬禮 し) 只今 臥床で 休んで ゐられ ます。 

サム ソンの 母 —— 〔臥床 を 指し) そこの かい。 

恃ぉ. —— はい。 眠りつ くまで 竪琴 を彈 きつ ビけ ろと 私に お申しつ けにな りました。 

たと へ  ひとりご 

サム ソ ンの母 —— それで は 眼を覺 ますまで 私 はこ- T で靜 かに 待た して 貰 はう。 縱令 自分の 獨子 でも 私 は サム ソン 

に 敬 ひと 憚りと を 持って ゐ なければ ならぬ。 

侍 童 サム ソン の 母に 座 をす X め、 靜か に 琴 を 奏で 始む。 

サム ソンの 母  デ リラ は？ 

ゆうべ お ほ あ 6  み 3 かさ 

II デリ ラも 高樓 のお 部屋に 休んで をら れ ます。 (暫くして) 昨夕の 驟雨で ソレク の 河の 水嵩 は增 して はゐま 

せんでした か。 

かち わ U 

サム ソンの 母 — ゾラ を 出る 時に 家の人々 もさう 懸念して くれたが、 徒涉 りの 出来ぬ 程ではなかった。 それに 私 

は テム ナテ から 來た 一 人の 處 女と 一 緖 であった から、 色々 と 世話 をして もら ひました。 

暫く 言葉 絕ゅ。 

恃直 —— テ ムナテ と 云 へば 思 ひ 出す 事が 多う 御座います。 

サム ソンと デ リラ  I 七 五 
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サム ソンの 母 — さう だね。 お前 は あの 時から サム ソンに 隨 つて ゐ るの だから。 お前 は 若し や テム ナテで サム ソ 

ンが娶 らうと した あの 處 女の 妹 を 知って はゐ ません か。 . 

侍實 — 知って 居ります。 その 時 はま だ 重 女でした が、 その 姉の 方に も增 して 姿が 優れてお 出での やうでした。 

サム ソ ンの母 —— その 娘の 左の 眼の 下に は 二つの 黑 子が 際立って ゐ はしなかった か。 

侍 直 — ゐ ました。 さう して 髮の 毛が 優れて 黑く、 夏の 朝露の やうな 眼 を 持った 處 女でした。 

サム ソンの 母 — (獨 語の 如く〕 それなら 間遠 ひがない。 サム ソンが その 處女を 見て 美しかった 昔の 戀を思 ひ 出し 

て くれ，^ ばい X が …… 

暫く 首 葉絕 ゆ。 

侍袁 — デ リラが ゐられ ますから  

サム ソン の 母 —— デリ ラは お前 を きびしく 待遇 ふの かい。 

侍 直 — 私が デリ ラを 憎み 卑しんで ゐ るからで 御座います。 サム ソン の 愛し 給 ふ もの を 私が 憎む の は 悲しい 事で 

はあります けれども、 私 は 憎ます に は ゐられ ない ので 御座います。  こ \ に お出でになる 度 毎に 苦い 淚 をお 

泣きに ならねば ならぬ あなたに、 私 は 心の底から 御 同情 申 上げます。 

サム ソ ンの母 —— サム ソンの して ゐる 事が エホバ の 思 召しに 叶って ゐる のなら、 私 は 自分の 悲しみな どに 淚を許 

し はしない の だけれ ども …… 

暫く 霄葉絡 ゆ。 

にじ 

侍 童 —— (獨 語の 如し サム ソンの 初戀を 踏み 躪 つた ものが 惡 いのです。 

もんな  • 

サム ソン の 母 I 敵 人の 婦に心 を かけた サ ム ソン は 自分で 播 いた 種子に 相當 する 牧穫 をした のです。 誰 を 怨み 得 


よう。 

I— それにしても あの 時の t ソン G お 心 Q なやみ は囊 ろしい ばかりで 御座いました 0  t ソンの おりで 

ベリ シテ の 野 はこの 邊ま でも 火の 海に なって しま ひました。 

サム ソンの 母：：； サム ソン はそんな 事に H ホパ から 賜 はつた 尊い 力 i ひへ らして しまったの だ。 I ソン は ど 

うして その 負債 をェ ホパ にお 戾し \ ようと 思って ゐ るの だら う。 

はお —— 靑々 と 短くな つた 曰が 暮れよう とします。 ,臺 を 用意して 參 ります。 (侍 童靜 かに 琴 をお いて 立ち、 退場〕 

サム ソン の 母^ 宋の方 を 顧み、 悲しげに 跪き 靳る。 

サム ソン 私の 命 は その 曰 を 見ないで 消え失せて しま ひさう だ。 H ホバの 御 使が、 野に ゐた時 母に 鬼 

れて 「 汝は i にして 子 を 生みし 事^ I。 然れ ども 孕みて 子 I まん。 その P 剃刀 を あつべ からす。 その 

子 は 胎を 出づ るより して 神の ナザレ 人 たるべし。 彼 ベリ シーア 人の 手より イスラエル あ ひ 始めん」 とおす に 

なった 時から、 私 は 今の 今まで 葡萄酒 や 濃い 酒 を 飲む 事 をせ す、 穢れ たもの を 食べす こ、 サム ソンの 爲めこ 、い 

の 誠 I して 來 たのに、 f エホバ！ 私 は 悲しい 日 を 見、 恨めしい 夜 を 過さねば なりません。 サム ソンよ，； 

ホパの 御 心 を 裏切りました。 エホバの 天 罸が 只今 彼の 上に 落ちましても、 誰が ェ ホパ のな され 方 を 非難 致ち 

力" 來 ませう。 けれども エホバ！ イスラエルの 守歸 なる エホバ！ こ X に 跪く 一人の fi れみ 下さい。 

唯一 人の子の 爲 めに 凡ての f 燃やし 盡 した 一人の 母 i 憐れみ 下さい。 さう して あなたが サム ノンに 降」 

給 ふ 呪 ひ を 老い先き のま 私の 上に 降して 下さい まし。 ：：： 附 ふこと なら 私の 祈りに よって サム ソンの、 い をき 

くし、 大 いなる 最後の 蹉 きから サム ソン をお 救 ひ 下さい まし。 

^童 燈臺を 持ちて^ 場" その物 音に サム ソン 眠りより さむ。 

サム ソ ンとデ リラ 

I 七 七 
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サム ソン — (帷の 巾に て 呼ぶ) 物 音を立て \ 私の 眠り を覺 したの は 誰 だ。 (帷 を排 して 臥床よ リ 出づ) 今 は 夕暮れ か 

哓方 か。 さ、 a> 上！ あなた は 何時から こ、 に ゐられ たのです。 (歩みより て 母 を 抱き その 額に 接吻す) 

サム ソンの 母 — 夕日が 夜の i ピ か-げか けた 時に 來 たの だ。 お前 は 私が 度々 此 處に來 るの を 五月 蠅 いと 思 ふだ 

らうね。  * 

サム ソン — (母の 頭 を 撫で >o あなた は どんな 瞬間に もこの 家に 喜んで 迎 へられる でせ う。 この 地の 上で 私 を 一 

番 愛して 下さる の は あなたで あるの を 私 は 心から 知って ゐ ます 

サム ソンの 母 —— ^\ お前 は 私の た^ 一人の 息子です。 (間) けれども お前 は 愛する もの を 如何 あっかつ てい、 

か を 知らないと 見える。  ゆ ふげ 

サム ソン — (ごまかす やうに〕 もう 今日は 私 を 許して 下さい。 デリ ラを 呼び寄せて 樂 しい 夕餐を 共に しませう。 

デ リラ の 眉目の 美し さは あなたのお 心を樂 しませ はしません 力 

サム ソンの 母 — お前 は 何故に 私の 心 を さう 誤り 見て ゐ なければ ならない の だら う。 

サム ソン — は、 & 母上！ 母上の 眼と 私の 眼と が 共に エホバから 與 へられた ものなら、 私の 眼が 美しい と 見る- 

もの は a. 上に も 美しくなければ ならぬ ではありません か。 

サム ソン の 母 I 私の 眼が 醜い とほ ルる もの をお 前 も 醜い と は 見て くれな レ 

サム ソ ン — デ リラが 醜い：：： 

サム ソ ンの母 —— サム ソ ン！ お前 は エホバ の ナザレ 人で あるの を 忘れた のか。 

サム ソン II 私 は それ を 誇って すら ゐ るので す。 それが デリ ラを 愛して ならない 譯に はなり ません。 

サム ソンの^ li デリ ラは ペリ シテ 人の if あるば かり か、 男の 心 を たぶらかす 妖女で はない か。 お前 はデ リラ 


に 溺れて、 ェ ホバ に 立てられて ナザ レ人 となった の を 忘れ 梁て \ ゐ るで はない かつ ダ ン の 人々 はべ リ シテ人 か 

みつぎ  おへ  あそび も 0 

ら卞^ の やうに あっか はれ、 重い 租稅の 下に 喘ぎ 苦しみ、 その 娘 達 は ペリ シテ 人の 玩弄物に なって ゐる。 お前 

ひとめ  1»  くひぬ し 

が  一 E 故郷の 人々 の慘 めな 様子 を 見たならば …… さう して ダンの 人々 は 今でもお 前 を 唯 一 人の 救 主と 思って、 

お前が イスラ H ルをぺ リシ テ 人の 乎から 救 ひ 出す の を 今日 か 今日 かと 祈りながら 待って ゐ るので す。 私 は その 

人 Sii の 哀れな 姿 を 見る とお 前の 恥の 爲 めに 生きる のが 厭 はしくなる。 サム ソ ン！ お前 は 私の 獨子 だけれ ども 

又 ェ ホバ の ナザレ 人です。 だから 私 は あなた を 敬って あなたに 跪いて 願 ひ 歎きます。 ェ ホバ の 奇蹟 を 一 日 も 早 

く 私 违 の 前に 兑 せて 下さい。 

せっかち 

サム ソン —— H ホバに は エホバの 時が あります よ 母上。 あなた は 性急 過ぎます。 お立ち 下さい。 (侍 童に) お前 は 

行って デリ ラを 呼んで 來ぃ。 さう して 夕餐の 支度 を 急げと 厨の ものに 命じて 來ぃ。 

侍 童 返 場。 

サム ソ ン —— ェ ホバ は 五 年 前に テ ムナテ の 處女を 私に 與 へようと なさった やうに、 今 は デリ ラを與 へ 給うた ので 

す。 デ リラまで が 私から 奪 はれる 時が 來 たら、 サム ソン はこの 世に 望 を絕 つて ナザレ 人の 役目 を 菜し もし ませ 

う。 母上、 事業 は 年老いた 人 を も 待って ゐる。 歡樂は 若い 胸で なければ 凭れ か.^ らうと はしません。 

サム ソン の 母 —— あなた は それ 程ェ ホバを 蔑ろにし 奉らう とする のかい。 

サム ソン —— エホバ か エホバで ないか、 私 は 淸ぃ氣 高い 初 戀を故 もな く 踏み 躪られ たの だ。 女！ 女 は ナザレ 人 

を^ 切った。 ナザレ 人 は ペリ シテ 人を罰 する 前に 女 を 罰せす に は ゐられ ない の だ。 まあお 聞き 下さい。 五 年 前、 

忘れ もしない 五 年 前、 私 は マハネ ダンの 村の 入口で まざく と エホバの 御顔 を拜ん だ。 その 時から 私 は 自分の 

力 をお； く：^ する やうに なった。 さう して 私の 事業 を 助ける 配偶者 を 見付け出す 爲 めに テム ナテ まで 行って 一 人 

サム ソンと デ リラ  l 七 九 
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の處女 を兑て それが 心 に 適った のです。 父上 も 母上 も 割禮を 受けぬ ベ リ シ テ 人の 中から 妻を迎 へようと する の 

はダ ン の 族の 中に 女が ゐな いとで も 思 ふの かと 私 をお 責めに なった。 然し その 時 私に は ェ ホバ の 御 心が 知れて 

ゐた。 私 は ペリ シテ 人に 近づいて その 隙 を 窺 はう と 企らん でゐ たのです。 同時に 私 は その 處女を 心の 限り 愛し 

てゐ ました。 父上 も 母上 も 遂に は 私の 望 を 納れて 下さいました。 まあお 聞き 下さい。 處 女の 親 達 も それ を 許し 

ました。 あれ は 春だった、 私が 父上と 母上の 後から 土產 物の 小羊 を 肩に かけて 處 女の 所に 出かけた の は。 (暂く 

當時 を：！ 想す る 如く) その 時 私の 心 は 若かった、 自由だった。 ェン ハツ コレの 泉の やうに 淸 かった。 さう して 限 

りなく 幸福だった。  . 

铮童、 會 話の^に 燈臺を 持ちて 登場。 室內 急に 花やかになる。 

サム ソ ンの母 —— (懐舊 の 情に 釣リ 込まれて) 私達 もお 前の 喜びの 盃 から 分けて 飲んだ。 お前 は 歩きながら 小歌 を 口 

すさみ 通しに 口す さんで ゐ たね。 空 は 春の 光に 満ちて、 葡萄 圃の 葡萄が そのつ & ましい 花 を 枝と 云 ふ 枝に 唤き 

ほころ ばして ゐ たね。 

ほ たけ 

サム ソ ン —— さう でした。 さう して 私 は その 圃の 中に 潜んで 私達 を ねらって ゐた稚 い 獅子が 吼ぇ哮 つて 向って 來 

こやぎ  •  ^&/ \ 

た 時、 武器 もなくて 山羊 羔を 裂く やうに 裂いて 捨てた 程、 私の 力 は活々 と 五 體の中 を 跳り めぐって ゐ たのです。 

サム ソン の 母 —— それ だのに 七日の 間の 婚絪 の荽會 の 時 …… 

サム ソン I その 時 あの 處女 は、 立會 ひの ペリ シテ人 三十 人に そ- T のかされて、 私が 彼等に かけた 戯れの 隠語の 

心 を 私から 聞き出して、 その 三十 人に 打ち明けて しまった。 エホバの ナザレ 人なる 私 は その 處 女のお 蔭で 敵 人 

の 前に 恥 を か 、された。 それば かりで はない …… 

户 たづ 

サム ソン の 母  (サ ム ソン の 痛く 激昂せ る を 兌て) さあもう い、 サム ソン。 過ぎ去った 事 を 徒らに 憤る の は、 明日 


の， を^し く^ ぶよりも 愚かな 事な の だ- 

サム ソン （I 然し 母上、 その 年の 牧穫 時に 私が その 處 女の 家 を ，11- た 時 は、 その 處女 は處 女ではなかった。 而か 

も 私の 誠 を こめた 愛 を 踏み 躧 つた その 女 は立會 人の 中の 一 人に おいで ゐ たの だ。 …… 過ぎ去った 事で あらう と 

あるまい と 私の 愤りは 常に 新しい。 

サム ソン の 母 I けれども その 女 は 父 と共にべ リシ テ人 に燒き 殺されて しま ひました。 

サム ソン II 私 は その 女 を 私の 手で 地獄に 送る まで 生かして おきたかった のです。 母上、 あなた は寬 大過ぎ ます。 

あなた はこの 思 ひ 出で に 怒る 事が 出来ない のです か。 サム ソンの 心 は その 時から P い 呪 ひ を 以て 滿 された ので 

す 脱の ナザレ 人 はこん な 恥辱に 遇っても、 神の ナザレ 人で ゐ なければ ならない のです か 。私に 酒 を 持って 來 

い。 (侍露 躇す) —葡萄から 搾った きい 酒を 持って来い。 持って来な いか。 さう して デ リラに 酌 をし ろ とーズ 

へ あ \ エホバに 祝； I されて 生れ、 私に 呪 はれて 私の 肉體の 中で 悶える この 力 を どうしろ と 云 ふの だ。 

サム ソンの 母 I. (侍 童に さ X やく) デ リラ をもう 暫く この 部屋から 遠ざけて おいてお くれ。 お前が 酌 をして 上げ 

ておくれ。 

侍萤返 楊。 

サム ソン の 母 —— サム ソ ン。 

サム ソン  M ん です。 

サム ソンの 母 IJ お前 は 私の 一 生の 願 ひ を 無駄に し はしまい。 私 は 何時 死んで しまって もい， ，。 唯 私 はお^ を，^ 

常に，. S にして 上げたい の だ。 お前の 曲った 道 は ひ r 足し ごとに H. ホパの £ を 成し遂げる f むづ かしく して ゐ 

るのに エホバ は 堅く 約朿を 守らせ 給 ふので すよ。 エホバの 約束 はいつ まで もす たる 事はありません よ。 お前が 
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H ホバの 第い が II を 負 ひながら、 淵の 深味に 沈んで 行く の を 私 は 唯 憐れに 思って 泣く ばかりです。 私が 今一 人 

の虚女 をお 前の 前に 逑れ て來 るから、 若し それが お前の 心に 適 ふなら、 その 處女 をお 前の 配偶者に して はくれ 

ないだら うか。 私 はもう お前が 强ぃ 葡萄の 酒に 醉ひ 倒れる の を 見て は ゐられ ない。 私 は 月の 光 を 便りに 唯一 人 

ガザに 歸 つて 行く であらう。 さう して 一人でお 前の 爲 めに エホバに 許しの 祈り を 祈って 夜 を 明かし ませう。 サ 

ム ソン。 お前の 心が 素直に なって ェ ホバと 和らぐ 事が 出来る やうに …… 私 はもう 行きます。 

サム ソン — (急に 心 1 らぎ) 母上！ 私 は あなた を 苦しめ 過ぎ はしませんでした か。 許して 下さい。 あなたの 髮 

に は白髮 がふえ た。 さう して あなたのお 顔に は 苦勞が 深々 と 刻まれた。 こんな 不孝な 子に 私 は 何故な つてし ま 

つたの だ。 ^上！ あなた をよ く  C 見る と 私 はた まらなくなります。 あなた は 私の たった 一人の 母上。 

まな ご 

サム ソ ンの母 —— お前 は 私の たった 一 人の 愛兒。 

サム ソン —— 私 は 今夜 あなたに お別れが したくない。 

サム ソンの 母 — 私に 代って お前 を 慰める ものが この 部屋に 現 はれる だら う。 お前の 老いた る 母の 祝福 を …… 

サム ソン 跪き、 母 祝福 を與 ふ。 母 退場。 サム ソン 默 したる ま、 沈思、 侍 童 登場。 

ヒ 才袁 —— 濃い 酒 を 持って 參 りました。 

サム ソン  (夢より 呼び 覺ま された る 如く 侍 童 を 見) 濃い 酒 を！ それ を 誰が 云 ひつけた！ 

侍寬 II あなたが。  つか 

サム ソン II (侍 童 を 見やり) お前 は 憐れな 不幸な 奴 だ。 お前 は 少し 瘦せ たな。 この 五 年の 間 忠實に 私に 事へ なが 

ら、 お前 はこの 頃 サム ソンから 犬よりも 酷く 追 ひ 廻され てゐ る。 お前 は それ を 恨まない 力 

侍 意 —— 私 は あなたの 影よりも あなた に 近 い も ので 御座 い ます。 


サム ソ ン —— (鴃 したる ま 、侍 童の IS を 撫で) 母上 はもう 行かれた か。 

^常 I はい。 

サム ソン —— さう か。 ：•： 酒 を 持って 來 たと 云った な。 (盆 を-取り上げ) さあ 注げ。 ：：： (盃を 乾し) さあ ぎげ。 (盃 

た めら 

を 乾した る 後 そ を 捨て、. 更に 大 いなる 盃を 取り) 注げ これに！ 何を躊 ふの だ。 醉 ふの は 私が 醉 ふの だ。 お前で は 

ない の だぞ。 何を禱 ふの だ， 注げ  (思 ひ 出して〕 デリ ラは どうした。 

^お —— やがて 見えられます。 

サム ソン I (怒、 心頭に 發 して 足 ふみならし〕 やがて〃 お前の 手から 注がれる 酒 は 酒で はない ぞ。 醉ふ 事な どが 

出來 るかい。 (盃 を宋の 上に 烈しく 抛つ) 

この 少し 以前より テ ムナテ の處女 登場し、 片隅に 恐れ 佇み 居る。 サム ソン ふと それに 眼 をつ けデ リラと^ りこれ に 

近づく。 

サム ソ ン —— デ リラ！ (人 違 ひなり しに 氣 付き) この 處女は 何んだ。 

きょきみ や 

處女  (跪き) サム ソン！ 私の 聖宫，  若い. 牡 獅子の やうに 强 く、 葡萄の 花から 集めた 峰 蜜の やうに 惠み深 

い サム ソン。 私 は あなたの 妻の 妹で 御座います。 

サム ンソ  「あなたの 妻」！ 私に は 妻 はない。 (近づいて 處 女の 顎に 手 を かけつく  》 ^とこれ を见 やり) お前の 美し 

さは 鎖した 花闳の やう だ。 …… 何ん の爲 めに 来たの だ。 

處女  私の 姉が あなたに 背きました 時、 お怒りに なって ペリ シテ 人の 麥 畑に あなたが 火 をお かけに なりました。 

その 折の 野火で 燒け 死んだ 私の 父 の 命令の ま \ に參 りました。 

サム ソ ン I S; 直に 云 へ。 サム ソ ンは 廻りく どい 言葉 か 嫌 ひなの だ。 
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處女 —— 父 は 姉の 代りに 私 を 妻に 差 上げる と あなたに 申 上げました。 

この あた リょリ デリ ラ^ 場。 帷の 蔭に 隱れて 窺 ふ。 

力り いれ どき 

サム ソン II お前の 姉が 私に 背いた 時、 私 は牧穫 時の ペリ シテの 野に 火 を 入れて、 お前の 家まで も燒き 捨てた の 

を覺 えて ゐる のか。 

たいまつ 

處女 II 尾と 尾と 結んで、 それに 炬火 を 縛りつ けた 一 とつが ひづ X の 山犬の 群れ を あなた は ペリ シテ の 野に お 放 

しにな りました。 私 は 幼いながら によく 覺 えて 居ります。 お X その すさまじい 吠聲！ シュル の 沙漠に 起る 旋 

風 その ま.^ の 野火の 煙 C ナイル 河の 夕燒 けの やうな 焰の 色。 身 震 ひせす に は それ を 思 ひ 出す 事が 出来ません。 

サム ソ ン  その 焰で お前の 父と 姉と は燒き 殺された の だぞ。 お前 は それ を 恨みに は 思 はない のか。 

處女 I. 父 はべ リシ テ 人に 迫られて 私の 姉 を ペリ シテ 人に 與 へたので 御座います。 それ だのに かの 野火が 起る と、 

ベ リシ テ人は 父と 姉と を 恨んで、 その 火の 中に 二人 を 追 ひ 込んだ ので 御座います。 私 は あなた を 恨み 申す より 

ゆく、  .^t.lc ネ 

分の 國の^ 逑を 恨んで 居ります。 鳥の 行方 も 風の 來る路 も 明らかに お 察し 遊ばす 智慧に 滿ち， （-た 私の 聖 

みや  よるべ 

宫！ 親 もな く寄邊 もない 處 女の 身 を 憐れみ 下さ いまし。 

>  i しゃう 

テ リラ —— (嫉妬に 身 を 震 はしながら サム ソ ンを 押しの け、 處 女に 迫り 近づき〕 ダゴ ンの大 神！ 亡の 魔性の 女の 舌 を 呪 

,  ね やみよ もぎ  にが 

はれた 蛇の やうに 三つに 裂いて 下さい まし。 お前の 舌 は茵薩 にも 增 した 苦い 毒 を 盛って ゐ るの だ。 お前が サム 

ソンの 妻、 祌の ナザレ 人なる サム ソンの 妻 だと かい。 

サム ソ ン —— てデ リラ！ 

*.  ,  -  つむり  ^み  かほお ほひ 

J ァ リラ |( サム ソンに 耳 傾けず〕 その 貧しげ な 頭の 飾り、 その 田舍 じみた 麻衣、 その 泥に 塗れた 素足、 面帕を 知ら 

まだ へ  J  くろ 

ぬ 日に 燒 けた その 顔、 沒 藥に淨 めら れな いその 膚、 神の 呪 ひ を 現 はす 眼の 下の その 二つの 黑子。 お前が 神の ナ 


サレ 人なる サム ソンの 贵门 (嘲笑)。 お前 は サム ソンに は、 正しい 妻の あるの を 知らなかった の だら うね。 (サム 

y ンに， M ひ虔女 を 指しながら〕 男 は あれ を 初々 しさと 云って 可愛い V ものに 兑 るので せう。 あの^い^,^ だ 身の 

こなしに、 あの 憐れげ な^の 表情に、 あの おぼこら しい 頸筋の 曲線に、 5- は 他愛 もな く 憐れみと いとし さと を 

そ、 られ るので せう ね。 嘘です。 偽りです。 見せかけです。 この 頸 飾の 玉の 一 つに さへ 執着しょう とする 男心 

にこん な m を 云 ふの は 無駄です けれども、 この 肌の 滑らかな 陰 險な狼 は、 その 心に 隱れた 持た すに ゐら 

れ ませう か。 父と 姉と を燒き 殺された この 女の 膽は どれ 程 苦しい かを考 へて 御蹩 なさい まし。 | を 鼻に 刺し通 

して 牛 を 動かす 術 は 知りながら、 假 初の 淫らな 抱擁に 自分の 心の 捕 へられる の を 男 は 知らす に 過して なる ので 

す。 

サム ソ ン — お前 はこの 處女を 罵る 事に よって、 女の 凡て を 罵って ゐ ると は 悟らない のか。 

デ リラ li (處 女に 向 ひ) サム ソンの 妻が 見たい のかい。 さあ 御覽！ (誇らしげ に處 女の 前に 立ち サム ソン を 抱く〕 

處女 II ダゴ ンの 神様！ この 签怖 ろしい 夢から 私の 眼を覺 して 下さい まし。 

サム ソン II (デリ ラを拂 ひ 返け て處 女に 近寄り〕 驚くな。 怖れるな。 女の 中に お前が あるの は、 木の 中て 林 擒がぁ 

がげ かくれ どころ お  .ノ に I  J/  rT.  * ん 2 

る やう だ。 懸廑の 匿 所に 怯ぢ隱 れた牝 鳩よ。 私に お前の 顔 をもう 一度 見せろ。 さう してお 前の 聲 をもう 一度 S 

かせろ。 お前の 聲は 愛らしく、 お前の 眼 は 美しい。 お前 こそ は 女 だ、 處女 だ。 あ \ エホバ！ 私の 全身 ま gc, 

歡 立11 にわな-き 震へ る。 私 はお 前 を 死ぬ ばかり 接吻して やらう。 (デ リラの あるの を 忘れて 處女に 近づき、 その 手 を 

^、りんと して 突然 立ち 佇る) …… 女 ；… 女 ；… 女，  行け。 高い 泉の 水 は 瀧に なって 低い 谷に 落ちる。 美しく  i 

える 女 ほどお を 強く 殺す もの はない。 お前の 姉 もお 前に 劣らぬ 程 私の 心 を 喜ばした。 お前の 姉 は エホバの 祌慮 

にも 叶って ゐた。 然るに その 女 は …… 祌 慮に 叶った その 女 は、 始めて 女 を 知らう とする 私の 心に、 口 を 開いて 斗 
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び やまぬ 深い 傷 を殘し をった の だ。 (突然) 行けつ！ (つかみ か-らん 計りに なリ) 行け！  ^はお 前の 命 を 取り 

たくない。 だから 私の 腕の 屆く 所から 遁れて 行け。 私の 脚 は 私の 怒りよりも 更に 早い の だぞ。 デ リラ！ この 

處女を 平く 私の 眼の 屆 かぬ 處に 連れ出す がい X。 お前 自身が サム ソンの この 腕で 一 と 塊の 肉醬 となる の を 恐れ 

るなら、 nil の 蟲 かぬ 問に 早く この 處女を 私の 眼から 引き放せ。 早く …； 早く。 

處女 — ハ屹 となって〕 祭壇に 捧げん 戴 への やうに、 あなたの 前に 投げ出された、 一 つの 汚れぬ 魂 をお 殺しな さって 

…… 大事な 機會 をお 見過しに はなり ません か。 

サム ソン I 機 會：： I 弱い 人間に は 一 つの 機會 でも 捨て 難い 寶だ。 强ぃ 人間 は 百の 機會 千の 機會 も、 レバノンの 

山が 落葉の 一 ひら を 思 ふやう にも 思 ひ はしない。 强ぃ 人間 は その 人 自身が 機會 であるの を 知らない のか。 く 

 デ リラ 早く  

デ リラ —— サ ム ソン の 御 命令 はダゴ ン の大 神の 命令よりも 私に は 重う 御座います。 

處女 — サム ソン …… ダゴン の 神様 助けて …… (デリ ラ鞭を 執って 處 女を亂 打す。 處女 動かず。 デ リラの 合圆 によ リ屈强 

の 男 四 五 人 登場、 否應 なしに 處女 を拉し 去る) 

サム ソン — (獨 語) 女 …… あの 處女は その 姉 を 思 ひ 起させた。 それが あの 女に 私を牽 きつけた。 而 して 又 私 を 「シ 

き 放さした。 あの 處 女の 眼 は、 純潔 を殘 りなく 物語って ゐる。 それが 私 を わな- - かせる。 ヱ ホバの 御 業 を 現 は 

すべき この 力 は 私の 爲 めに 鼓が の やうに 費され るば かりだ。 ：… サム ソン！ 貴様 は ；… (自分の 髮を かきむし 

る)   (ふと デ リラに 眼 をつ けて t- びかく) 女！ 

女！ お前 は 有って 無い もの \ やうに 私の 前に 跪かねば ならぬ ぞ。 

デ リラ 從^ に 跪きて サム ソン の 足 を 抱く。 


おへ 1 は 私の 足の 艱に 接吻す る^が あるか。 

デリ ラ從 順に その 爪先き を 吸 ふ。 

好し。 それ もお 前に は 過ぎた 恩惠 だ。 あの 虚女は どこに 行った。 

デリ ラ^ヘず、 さめ） ^と 泣く。 

泣くな …… ^へ！ 

デ リ ラ 泣きながら サム ソン を 見上げて 笑弒を 示す。 

お... デ リラ。 (思 はず その 微笑に 心 解けん とせし が、 再び 激怒 を發し 足蹴に しながら) 永久に エホバの 呪 ひ を 受けた ェ 

バの 末裔、 悪魔の 種。 泣きながら 笑 ひ 得る お前の 面皮の 裏に 書かれた 呪 ひの 字を讀 め。 お前の 虚偽 を殘ら す捨 

て-仕舞へ。 私 は 虛偽を 知らない。 私の 知らない もの をお 前が 知って ゐる のは^ 越 だ。 (牛ば 獨 G) 美しい もの 

を 醜く し、 大きな もの を 小さく し、 强 いもの を 弱くする の は 女の 持って 生れた 罪業 だ。 ヱバの やうに 凡ての 女 

は 男の 力 を 食んで 生きよう とする。 女の 智慧と 美し さは、 男の 知らぬ 虚偽と 陰謀と を隱 した 一 f 屋だ。 その 幕屋 

の 中から 力の ない 所に 釀し 出される 凡て の 不幸 は 生れ 出る の だ。 

女よ！ 男の笞 はお 前の 額に 痛い か。 私 は 女の 虚偽と 陰謀と を 心の奥まで 受けた から、 それ を惡み 卑しむ $ を 

忘れて はゐ ない ぞ。 あの 處女 はどうした。 

デ リ ラ ^倒され たるま \ 泣き 續 く。 

泣け 勝手に。 お前 達 女 等 が^の 力 を 引き下げた その 罪障の 消え去る まで 泣き 鑌 ける がい --。 

，テ リラ  (突然 起き 上 リてサ ム ソンの 胸に しがみつきながら) サム ソン、 サム ソ ン、 虚^ は あなたに ある。 男に ありま 

す。 かほ どまで 私 をお 呪 ひになる あなたのお 口 は、 昨日、 デ リラの 耳に、 女 は 可愛い.^ と 囁いて 下さいました。 
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サム ソン I. <tf 分に 個れ たやう に) お、 囁いた。 私 はたし かに 囁いた。 私 は 化 時 女から 虛僞を 習ひ覺 えたの だ。 … 

…さう ではない。 お前 を 可愛い-と 思 ふの も 誠な の だ。 い、 や 私 は 女 を 憎む。 憎む の だぞ。 (デ リラ を 振り放つ 

て) 私の 力 は 女に 煩 はされ なかったら、 どれ 稃成 長し たかを 私 はよ く 知って ゐる …… 然し 何ん と 云 ふ 巧妙な ェ 

ホパ の 呪 ひだ …… 女な しに は、 私 は 自分の 力が どれ 程衰へ 萎む か を も 知って ゐ るの だ。 

* テ リラ  それ も 虚偽です。 あなた は 一人の 女 を 愛し、 一人の 女 を 憎んで いらっしゃる のです。 一人の 女から は 

力 力 力 はり 一 人の 女から は 力が 消える と 思って いらっしゃる のです。 あなた は 私 を 曾んで、 たビ 一 と 目御覽 

になった ばかりの あの テ ムナテ の 處女を 愛して いらっしゃる のです。 

^ム ソン  -デ リラ  

* テ リラ n さう です。 さう です。 あ、 私 は 何故 レバノンの 香 柏で この 床 を 造り、 ナイルの 紅鷺の 羽で この 布團を 

？ 3 り タイルの 紫で この 帷を 染め、 ナ ルドの 香油で この 髮を^ り、 東方の 沒藥で この 身を淨 め、 神に 事へ る 祭 

め  、 

女の やうに、 私 を 慕 ふ 凡ての 男から 離れて、 あなたと 幾夜の 枕 を 交 はした のでせ う。 あなたの カ强ぃ 腕が、 鴿 

の やうに 喜びに 戰く 私の 小さい 胸 を、 あなたのお 胸に 埋めて 行った 時、 私の 虚偽が あなたの 虛僞 よりも 淺 薄で 

バさ 力った の を 唯 私 は 口惜しく 思 ひます。 男と は あなたが 仰し やる 通り 私より 强 いものでした。 女の^ W ま， 虛爲 

の ある 事で はない のです ね。 虚偽の 小さく 弱かった 事な のです ね。 男の 愛に すがらう 爲 めに、 頰に頰 紅 を さし、 

頸に 珠を 飾った のが 惡 かった ので 御座います。 男 は 大きな 虚 僞を隱 してお いて、 小さな 虛僞 だけ を 女に ぉ讓り 

になった のです。 女の 名に よって、 凡ての 女の 名に よって 私 は 泣きます。 

私 は 戀の爲 めに は 喜んで あなたの 奴隸 とも 犬と もなら うとし ました。 い \ え、 さうな るの が あなたの 女王と な 

り 獅子と なる よりも 本望 だと 思 ひました。 それ 程の 心 盡しを あなた は 一 と 目御覽 になった ばかりの 蘧 女の 爲め 


に 踏み 綱ら うとな さいます。 戀の爲 めに 戀を する のが 私の 命で 御座います。 それ だのに …… 

サム ソ ン —— 戀の 外に 行く 逍のな いのが 女の 戀の呪 ひだ。 それが 男の 力 を 引き下げる 魔の 力 だ。 

デ リラ —— をしながら 妄想に 耽る のが^の 戀の呪 ひで 御座います。 それが 女の ひとむ きな 心 を 凍らせて しま ひ 

サム ソン —— ^想！ 神の ナザレ 人に 使 ふ 一一 一一 I： 葉を愼 しまないで、 H ホパの 冥罸を 蒙るな よ。 私に は虛僞 と共に 妄 

想 はない。 私の 力 は 妄想に よって 生れた ので はない。 妄想の 生み出す 唯一 人の子 は 妄想の みだ。 私 は 小 羔を割 

くやう に 若い 牡 獅子の 額 を 割いた。 驢馬の 腮 # 一  つ を 取って 一千 人 を 立 どころ に ほふり 殺した。 ヌ ガザで お前 

の 家に^つ た 時 は、 城の 門 を 引き 拔 いて 山に 移した。 妄想が か \ る 力 を 生む と 思 ふか。 私 はこの 力が エホバの 

ものであるの を 堅く 知って ゐ るの だ。 

デ リラ  (この間 サ ム ソン の 言葉に 魅せられ たる 如く サ ム ソン に 近づき) お \ その 力、 その 力！ 私 は その 雄々 しい あ 

なた のお 力に あこがれう めきます。 私 は 矢張り 女の 中で 祝； 幅 された ものです。 佾 まれながら も 私 は その 力に か 

き 抱かれた。 …… 私 はどうしても その 力の 祕密が 伺 ひたう 御座います。 

サム ソン —— 乂 それ を 云 ふの か。 もう やめない か。 

デ リラ —— ハ氣色 を 損じて) はい、 もう 伺 ひますまい。 あなたが それ を 私に 敎 へて 下さらない 譯が 分りました から。 

(酒器 を 持ちて 立たん とす) 

サム ソン —— £ て。 お前 はま だ 私 を 疑って ゐ るの だな。 お前の やうに 執拗い 扠 はない。 

，テ リラ —— でも あなた は 先刻 こ 、 に 來た處 女の 姉に 大事な 隱 語の 心 を 打ち明けて おやりに なりました のね。 その 

女 は あなた を ペリ シテ 人の 前に 恥し めようと して それ を 伺った のでせ う。 けれども、 私が あなたの 不思議な お 
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力の 祕密を 司った とて 何ん の 役に立ち ませう。 私 はた^ あなた を 隈なく 知り 盡 して 滿 足したい のです。 先程の 

^女の 箏を 少し 思った ビけ でも、 私の 心 は 半分 血の 色 を 失. ひます。 私 はいつ まで もく  (云 ひながら サム ソンに 

洒盃を 渡し 酌 をな す) あなたの 爪先き に 口 づけす る 犬で ゐ たいので 御座います。 獵の犬 は その 主人の 狩 場 を 隙な 

く 知って Is ります。 私が あなたのお 力の 祕密を 知りたい と 願 ふのに 何の 不思議が 御座いませう。 女に 取って、 

Z  *  ,  かた 

移りお な 男の し を 塘 るに は、 その 方の 大事な 祕密 を摑む 外に は 道が 御座いません。 男の 方 はさう して 女に 縛ら 

れ るの を …… 暖かく 愛の 繩で 縛られる の を 快く はお 思 ひに なりません か。 あなたに 些かの 愛が おありになる る 

ら、 さう して 信用が おありに なるなら、 その 位の 祕密を 漏らして 下さる のに、 何ん の 骨が折れ ませう。 あの，^ 

は 七 口の 問に あなた からぎ Is の 心 を もぎ 取った と 云 ふのに …… 死んだ 人ながら 妬ましい …… 私 はもう あの 月が 

…… あ > -、 美しい 夜に なって しま ひました。 

あさ  かくれが  „  I .  )  »  - 1 

サム ソン —— 肉 を 漁 る獸 物が 山の 隱棲を 這 ひ 出る 時刻に なった。 

デ リラ — さう して 太陽が 月に 玉座 を讓る 時刻に なりました。 (間) あの 燈は ゾラの 燈で 御座いま すね。 

サム ソン I (2- 入リ て) さう だ。 ゾラ は あすこに あたる。 私 を 生んだ ゾラ だ。 …… 故 鄕の名 は 失 はれた 戀の やう 

だ。 曰が & つに つれて 悲しく 淸く 高くなる。 あすこに は 母上が …； (急に 母 を 思 ひ 出し 侍 童に 向 ひ) 母上 はどうし 

た。 

恃^ —— 半岣 ばかり 前にお 歸り になつ て しま ひました。 

と^ 

サム ソン —— 何、 ぉ歸 りに なった？ 私 は 何 か 考へ事 をして ゐ たと 見える。 誰が お 伴した。 

—— お 一人で …… 

サム ソン. 1 廒 かな 小 豚！ 母上 一人で、 この 夜道 を …… 走れ！ お前の 罪 を 償 ひ 得る 程の 早 さで 走つ. C 母上に 


ひす がれ。 さう して 母上 を 安全に お 護り する の だ。 走れ！ 

はせ-恐る？ -サ ム ソン に 挨拶して 退場。 

母上 は 猛き獸 に g はれなかった か。 お \ 母上！ あなた は あすこで 唯一 人 その子が 罪 を 悔いて 歸 つて 來 るの を 

なって ゐられ るので すね。 ゾラ …… ゾラ …… 私 は ソレク の 河 添 ひの 谷で アダムの やうに 自由に 育った。 私の 夢 

よ ぁゥ、 >u の 風 こ-^ の 如く 張り 滿ち， 私の 脚 は あすこの 土の 上に 檜の 如く 立ち、 その 草と 木と は 私と 獻れ そ 

の^と. ると は 私の 爲 めに 1ま おをひ そめた。 私 は先づ あの 谷間で 王であった。 私の 力 は あすこで 生れた。 

デ リラ —— さう して そのお カを貯 へ た 庫 は？ 

サム ソ ン —— お前 はうる さい 女 だ。 

，テ リラ — あな は氣樂 さう にお 笑 ひに なって いらっしゃる。 私の 眼から は 雨 を 孕んだ 雲の やうに、 淚が あふれよ 

うとして 居ります。 戀ひ慕 ふその" あから 一つの 祕密 もっかみ 出せない 女の 弱さ を 悲しく 思 ひます。 これ はで あ 

なた は 私の 頤ひを 弄んで ばかり お出でぐ した。 乾いた 事の ない 新ら しい 七 條の繩 で 縛れと か、 新ら しい 索で 縛 

れ とか、 PI を i に 織り込んだ I 縛れと か .：•： 私が 御言 葉 通りに あなた を 縛って 上げても、 あなた は ロ頃 

よりも 强 いお 力で それ を 引きちぎって おしま ひになります。 男心の 酷ら しさ を 誇りが に 示す かの やうな その 僞 

りのお 言葉 …… もう 私 は いつまでも 戲れを 受けて ゐ たく は 御座いません。 今夜 こそ は 屹度 打ち明けて 下さい ま 

し o 

サム ソ ン —— お前 は 執拗す ぎる。 

デ リラ II もっと #っ1 くして 上げても 足らない あなたです。 …… 後世 かけての お 願 ひです。 

^ム ソン _ (立ち上って 避けの がれながら) あの 月が 滿 ちてから 滿ち るまで、 お前 は 夜 も 晝も私 をお ち （-^ 力し 
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もせす にせめ たてる。 お前 は 私の 力の 祕密を 探り出す 前に、 力の 限り を 搾り取って しま ふだら う。 

デ リラ — si 的に まつ はり 附 きながら) え \ 仰 しゃらなければ 取り殺し てあげます。 呪って あげます。 み 巫-だの 乎 

に 渡して あげます。 あ X どう すれば この 厚い 胸の 奥に 隱れ てゐる 心臓に、 私の 愛を敎 へて やる 事が 出来る の だ 

らう 。(ふらく とよろ け サム ソンに すが リょ リ〕 私は醉 ひました。 眼が 廻ります。 助けて 下さい。 

サム ソン II ハ 輕々 とデ リラ を 抱きて 臥床に 寢 かし) デ リラ 。か弱い デ リラ！ 私 は 激しい 言葉で、 お前の 弱い 花瓣 を 

傷け はしなかった か。 デ リラ。 私の 力 は エホバが 賜 はった もの だ。 神の 祕密は 人に 傳 へる 事が 出来ない の だ。 

分った か。 

デ リラ  でも  

サム ソ ン —— 私 は エホバ の ナザレ 人 だ。 

デ リラ — (皮肉に) あなたが？ 

サム ソン （. (笑 ひながら) さう だ。 エホバの ナザレ 人 は 生れてから 頭にか^^ を あてない の だ。 

デ リラ — (喑示 を 得た やうに 勢 ひこみ〕 剃刀 を あてない あなたの 髮の 美し さ。 (髮に 接吻す る〕 

サム ソン 1 * しいか。 美しい もの は 力 だ。 私 はこの 髪の毛 を エホバ の 御名に かけて 大切に せねば ならぬ。 

デ リラ  この 細い 髮の毛 一 本々々 は 本當に 力の やうに 美しい。 (1 本を拔 かんとす) 

サム ソン  デ リラ！ お前 は 何 をしょう とする の だ。 (大事に 髮を 後ろに かき 撫づ) 

デ リラ II ハ いよく 確信 を强 めて サム ソンに す" 寄 リ：, 、今 こそ あなた は 私の 盾、 私の 王、 私の 神、 私の 凡て (サム ソン 

を 抱きて 接吻し、 臥床に 搲 はらせ 、己れ は その 端に 腰かけ)、 私 は 勝った、 お、 遂に 勝ちお ほせた。 私 はもう テム ナテ 

の 處女も 恐れない。 サム ソン も 恐れ はしない。 私 は 凡て あなたの もの。 あなた は 凡て 私の もの。 


サム ソ ン —— 私 は 眠くな つた。 お前 は 私の 眠り を 護って くれねば ならぬ ぞ。 

デ リラ. I お、 私の^ 暗、 私の 心の 臟、 こ，^ にあな たの 枕が あなたのお 頭 を 待ち こがれて 居ります。 (in 分の 膝 を 

びと 

す、 める〕 あなた は 私の 愛の 宮、 エホバの ナザレ 人。 

サム ソ ン —— さう だ、 私 は エホバの ナザ レ人 だ。 

デ リラ I 〔皮肉な 残酷な 笑 ひ) 女 は 私の 名の 爲 めに 誇る がい あなた は ェ ホバ の ナザレ 人 ペリ シテ 人の 怖れなる 

ダンの 族の 主 サム ソ ンね。 

ひそ 

サム ソ ン次笫 に 深き 眠リ に陷 る。 デ リラ 窃かに サム ソ ンょリ 離れ、 靜 かに 帷を 閉ぢ、 極度の 誇りと 憎しみと 喜びと に 身 

を餒 はす。 

デ リラ — とうく ：：： と？ ^\ ::: 私 はお 前に 勝って しまった、 私 はお 前 を 私 一人の ものにせす に はおかない。 

::: サム ソ ンが私 一 人の ものになる ：：： 胸が、 この 胸が 誇りの 爲 めに 張り裂けよう とする， - けれども 待って おく 

れ、 私に はこれ から 有り 餘る 胸の 仕事が 殘 つて ゐる。 お- 騷ぎ 立つ 胸よ。 最後の 凱歌 迄 口 をつ ぐんて ゐ ておくれ。 

デ リラ、 サム ソンの 寢息に 耳 を 傾け、 窓際に 至リ て合阖 をな す。 群 伯 乙 及び 丁、 兵士 夥多 登場。 

舴们乙 I 今日が 約束の 最後の 日 だが …… 

は」、 

デ リラ  靜 かに！ 今日が お 約束の 最後の 日です。 さう して 私 は そのお 約束 を果 しません でしたら うか。 

群们丁 i では …… 

デ リラ —— その 報酬 をもう 一 度 私に お 誓 ひ 下さ い。 

群们乙  こ.^ に 銀 五 千 枚が ある。 (袋 を 見せる) 

デ リ ラ  さう して  
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群 伯 丁 —— そのほかに …… 

デ リラ — 銀 五 千 枚 は 乞食に でもお 與へ 下さい。 私の 所望 は それの みで は 御座いません。 サム ソンの 命 を 私に 與 

へて 下さい まし。 さう して ペリ シテの 人々 の 前で 私と サム ソンと を 對ひ會 つて 立た せて 下さい。 私 は 黄金の 座 

めしう ど 

に、 さう して サム ソン は 捕虜の 座に …… 

群 伯 乙. I 私達 は それ を 約束しょう。 

デ リラ I ダゴ ン の大 神に かけて。 

群 伯 乙 丁 I ダゴ ン の大祌 にかけ て。 

5  *W じ  とば リ 

デ リラ —— (決心し) 私が サム ソ ン の 後 頭の 毛 を 剃り 落して あの 帷を 出る の を御覽 になったら、 その 時サ ム ソン は 

赤兒の やうに 弱くな つたと お 思 ひ 下さい。 

人 .• 默 頭く。 デ リラ 化粧 蔓の 中より 剃刀 を 取り出し 先づ 自分の 後 頭の 髮の乇 を剃リ 試みた る饺、 ひそ やかに 帷の 巾に ス 

る。 やがて サム ソンの 髮 1 束 を 左に 摑み 昂奮して 帷を 出づ。 

ためら  、 

デ リラ —— (獨 語) 勝ち誇つ たもの 、接吻の 甘 さ！ 今にな つて 私の 心は躊 ひな やむ。 あの 刺々 しいまでに カ^い 

サム ソ ン がま 虜に ：：： 私 は …… 私 はどうしても 勝たねば ならない の だ。 (大 聲を發 して 呼ば はる〕 サム ソ ン-. サ 

ム ソン！ サム ソン！ ペリ シテ 人が 攻め寄せました。 起きて あなたの 力 を ：：： 力 を .：：. (獨 語の 如く) お、 力 

よ サム ソ ンを 見捨てないで くれ …： 

サム ソ ン镢 がと して 帷を 破って 出で 來る。 デ リラの 手に 己が 頭髮の あるの を^て 野獣の 如き 嘆聲を 漏-りし なが らも ぺ リ 

シテ 人に を どり か V る。 ペリン テ人 多勢 ゃ恃み て サム ソン を 組み しく。 

群 伯 乙 —— サ ム ソン の 命 を 取るな。 


1 


i —— サ ム ソン の！ f 服に 劎を さし 通せ。 

サム ソ ン虡 ろなる 大聲を 立て 痴の 如く 呻く。 デ リラ 茫然自失 したる 如く 頭髮と 剃刀と を 手よ リぉす 

幕 


第三 幕 ダ ゴ ン 神殿 

ぺ リ シテ 人の 首都が ザに 立てる 神殿。 舞臺 前方に は 犬なる 入口 を 持てる 石壁屹 立し 入；：！ ょリ祌 殿屮の 4< 演技 場 見や、 りる。 

至 0 所に は 人頭 魚 尾の 海神 ダゴン の 神 像 を 安 蹬 す。 その 前に は 海陸の 祭 物 山の 如く 捧げ あり。 群^ 演技 場の. M 席 こ充 

滿し、 入口の 外に も 人々 集 ひ^る。 

時 は 腸 春。 

人 入口の 外にて) それから 如^した。 


乙  (同 ト-) それから 私 はとう- f\ あの 女 を 見ない。 

丙  sh^ どんな 風 をして ゐ たの。 矢張り 妓 女に 似合 はしい 派手な 姿でした か。 

乙  人 さ へ 兑れば 恐れ 呪 ふやうな 顔 付 をして、 衣 物と 云って は 乞食の やうだった。 

屮 Hi (M: 占 さ うだらう、 デリ ラを兌 返る 扠は 眼が つぶれ 兼ねないの だから。 

丙 ，— デ リラに 情け を かける とダゴ ン の大 神の 罸が あたる と 祭司 様から お 觸れが あつたん ですから ねえ。 

乙 I -- 十に 髮の 毛の やうな もの を 持って ゐ たが 何ん の 積り だか …… 

丁 fl (同上) それが 赤 眼の サム ソンの 髮の毛 だ。 あいつ は 今 だに サム ソンに 未練 を 持って ゐ ると 見える。 私が Br- 
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つ た 時 も 矢張り それ を 持 つて ゐた。 

戊 —— (同上) 餘っ程 執着の 强ぃ 女と 見える のね。 

丙 II 本當 だね え。 

め しう ど  てがら 

甲 —— けれども 髮の毛 を 切って サム ソン を 捕虜に したの はデ リラの 功績 だと 云 ふ 者 も ある …… 

丙 [ そんな 事が あります かね。 それ 程 ペリ シテ人 を 愛する 女なら、 半年の 餘も サム ソンの 髮の毛 を 手放さない 

で ゐる譯 が 分らなくなります わ。 

甲 —— それ もさう かな。 第 一 功績が あれば 役人 も それ 相 當の事 はする 喾 だから。 

丁 —— この頃の 役人 (聲を ひくめ) のす る 事が 當 てに でもなる 事 か。 何んでも デリ ラは サム ソン を 愛して ゐ たの だ 

が、 役人 達が、 忠義の 爲 めだ、 神の 爲 めだ、 サム ソンの 力の 祕密を 探り出せ。 かう 云って 責めた の だと も 云 ふ 

ぜ。 

う */  て 力ら 

甲 —— さう だ、 私 も そんなに 聞いた。 さう して 甘い 汁 を 自分 達が 甞 めよう 爲 めに， 功績 は 自分 達の 事に して デ 

リラと 云 ふ 女 は サム ソ ンを かくまつ ておいた から 國賊も 同様な 奴 だと 布令 させた とか 云って ゐ たが。 

あそびめ  - コ 

戊 —— そんな 事が ある ものです が。 妖女 なぞに 忠義が 判って たまる もの か。 

甲 —— それ もさう かな。 

丁 —— さう I 概には 物 は 云 へ なよ。 

乙. —— 兎に角 その 姿 を 見て ゐ ると ひとりでに 氣の 毒になる よ。 美しい 女 だし。 

丙. —— そんなに 汚れて ゐても …； 

乙 HI あ、 美しい と、 汚れ 位 は 苦にならない。 


丁 —— 私 は 赤 吸 C サム ソ ンを 見ても 何んだ か氣の 毒になる よ。 

：內 木^に ねえ。 眞 紅に つぶれた 眼 をして 驢馬と 一 緖に毎 曰 大きな 石臼 を ひかせられて ゐ るので す もの。 

乙 —— 碌々 物 を 喰 はないで よく あんな 力が 出る もの だな。 

m. II それ は 剃り 落された 髮の 毛が 段 々伸びて 来たから だら う。 

一 同 笑 ふ。 

然し それ は本當 にさう ありさうな 事 だ。 

戊 — さう です ともね。 

さん 

乙 — 化んでも 今日 散々 見物人の 前で 見せ物に してお いてから、 都の 門の 所 ：：： それ サム ソ ンが 何時か 扉 もろと 

も 引き 拔 いた あの 門の 所で 燒き殺 すんだ と 云 ふが。 

E.  それ もさう ありさうな 事 だ。 

丁 —— 祭司 や 群 伯が 來 るの ではない か …… 遠くで ラ ッ パ の 音が する が …… 

乙 —— それに 相違ない。 私達 も 中に 這 入って 見物しょう。 

丁  (演伎 場を視 き) 駄目 だ。 一杯で 足の 立て 所 も あり はしない。 三 四千 人 もつ まった か 知らん。 私 は 屋根て 登 

つて 見物す る。 

乙 —— それが い X。 もうあん なに 登って ゐる。 

W:  私 はどうし たらい i でせ う。 私に は 登れません。 

E.  女 は 何 處か屮 に 席が ある だら う。 そこに お出でなさい。  , 

男 達は險 しき 階 子 を 登リ、 女達 は 場內に 入る。 ラ ツバの 聲 近く 聞こえ、 やがて 祭司 群 伯 等 威儀 を 整へ 登場。 設けの 座に 
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つく。 

ひとつら ひきうす 

群 や P  ： 使 * に) サム ソ ンは 今日 も 牢獄の 中で 驢馬と 一 體に磨 を 挽いて ゐ るか- 

^者 —— 仰せ の 通りに 致して 居ります。 

群 ft: 丙 —— 達者 でゐる だら うな。 

た は むれ 

使者 —— 今日の 演伎は 勤め^ようと 存じます。  う 

群ぬ 5. 1 それならば すぐ 率獄に 行って サム ソン を 速れ 出して 來ぃ。 而 して ダゴ ンの大 神の 前に 餘興 の爲 めに^ 

伎 を 致せと 巾し 付けろ。 

吏 者 叩顷し 去る。 デ リラ 頭よりか 被 を 被り^ かに 登場。 入口の 外なる 石 ffl に 身 を 寄せて 內 部の 樣子を 窺 ふ。 

祭司 I ハ もと 舴伯 乙な りし 男 U ダゴン の 神 像に 禮拜 をな し、 立ち上 リて群 第に) ペリ シテ の^女 。老いた る もの 幼き^ 

耳を倾 けて 聞け。 我等の 先祖が ヱジ ブトの 河口から 船 を乘り 出して クレテ 島に 渡り、 更に パレスタインに 上陸 

して 威武 を 輝かし、 國々 を 切り 從 へて、 到る 處に 我等の 都 を 建て 速ら ねたの は、 祖先の 武勇 忠義も^ より ^1 

あるが、 ダゴン の 大祌の 冥 護に よるの を 忘れて はならぬ。 大 祌は乂 その 稜威を 現 はし、 我等の 屬國 ダン の^の 

ものにして、 我等の 地 を 荒し、 我等の 民 を 害ね たる サム ソン を 我等に 附 して 下さった。 こ. の 後 とても、 ペリ シ 

テの民 は 大祌の ¥1 の もとに 永久に 榮ぇ 行く であらう。 我等 は 今日、 この 輝かしく 闌な 春の 日 を 選んで、 ダゴ 

ンゥ大 祌の爲 めに 國の祭 を 執り行 ふの だ。 萬 民よ。 聲の 限り 大祌 を讃め 奉り、 心の 限り その 御榮ぇ をた" へる 

つかへ びと  ン >  J  3 

がい、。 ダゴ ンの大 神の 祭司が ペリ シテ 人に これ を 命す る 

感謝の 跸堂を ゆする。 

眸. 0 甲 — (立ち上り) ペリ シテの 民 達に 群 伯が 布令す る。 聞け。 ダゴン の 大祌の 冥 謹に より、 我等 は 我等の 敵サ 


s  :  A しう ど  4 そ hi 

ムソ ンの 力の 祕密 を發き 出して、 彼 サム ソ ンを 捕虜と なし、 民 達の 恐怖 を 拭 ひ 去った。 民逹は 今年から、 い を 安く 

力  みつぎ 

して 野 を 耕し、 牛 羊を牧 ふが い-。 さう して 喜んで 豐 かな 租税 を ダゴン の 大祌の 御前に 供へ 奉る がい.，。 突.： f 

の 敵に して 民逹の 恐怖であった サム ソン は 服の 光 を 奪 はれて、 驢馬よりも 力なき 者に なった。 民 達 は 今 曰彼サ 

ム ソンが 演伎を 神前に 演す るの を 見て 笑ひ樂 しむで あらう。 

ベ リシ テの民 逮。 ベ リシ テの群 伯が 更に 民 達に 警めの 言葉 を與 へる。 サム ンン をべ リシ テの國 境の 屮に住 は 

ふ し ど  くつ ひ  つ もつ  .5:  f  y, 

せ 己れ の 家に かくま ひ、 これに 殴き 臥床 を與 へ、 食物と 飲物と を^へ た、 卑しき 妓女デ リラ は、 その、 い を 敵 

わた  >  >p 

に W した 罪 利に よって 恥辱の あらん 限り を 味 は- ^させ ？ 爲 めに、 ぺ リ シテ 人た るの 名 を 奪って これ を 野に 玫 

つた。 若し 彼デ リラに 道に 遇 ふ もの は、 民 達の 好む ま X なる 屈辱 を與 へる がい &。 さう して 國を敵 人に 寶るも 

の.^ 兌せ しめに する がい \。 末代まで 彼デ リラの 名 を 辱 かしめ るた めに、 歷史は その 汚れた る 名 を 忘れぬ であ 

らラ。 

この^ 入口 の 外にて は 遲れて 見物に 來れる 人々 デ リラの あるに 氣 付ける は： $： 侮蔑 を祯 めて 唾を卟 きかけ などす。 デ リラ 

身 も 世 も あらず 悶えな や む。 

(小 司に) 使者 はま だ歸ら ない のか。 

小^ —— 先稗歸 つて こ-に 控へ て 居ります。 

群 伯 a- — サ ム ソ ン は何處 にゐ る。 

使^ [I 中 上げます。 サム ソン は SI り 傲った 態度で 出場 を 担んで 居ります る。 ダン の^の 拜 する^ エホバ は嫉み 

ダ^で ある。 異邦の 偶像の 前に 跪き、 又 その 前に 演伎 をな すな ど は ある まじき 瀆れ である。 さう 云 ひ 傅/ろと 

巾し 張って 御 命令に 從は うと は 致しません。 死刑 を 以て 脅かし ましたが、 お前の 怖る、 もの は 却って 私の^ ぶ 

！ f- ムソ、 レ  >  , テ". フ  1 L し 

1 ブ. 
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もの だと 申して 居り ま 十。 

群 伯 甲 II 無禮な 扠！ 

「サム ソン 餘 興/サム ソン 餘興」 の聲 かしましく 起る。 

もう 一 度 行け。 さう して 如何様に して^も 引つ 立て i 來る がい \。 (小 司に) サム ソ ンが來 るの を 待つ 間に 定め 

られた 餘興を 進めろ。 

餘與 始まる。 やがて 「サム ソン. （-」 の 呼^の 中に サム ソン 登場。 髮 ふり 亂し、 穢き 囚衣 や 纏へ る ま、 少年に 手 を 引か 

る。 全く 盲目。 袷ん ど 同時に サム ソンの 母、 四 五 人の ダン 人に 伴 はれて 入口の 外に 登場。 デ リラ 影の 如く その 人々 を 避 

しの，. -め  かた  かた 

サム ソン —— (祭司 群 伯の 前に 出で) 盲 ひた 者に は 東 明の 瞼の 開ける 方 も、 夕日の 影の 沈んで 行く 方 も 唯一 つ だ ダ 

ンの 族のお、 エホバの ナザレ 人なる サム ソンが、 ペリ シテ 人の 祭司 群 伯に 挨拶 を 送る。 (わざと あらぬ 方に 向いて 

辭^す。 笑臀 起る) 

めしう ど  631 

群 伯 5. —— ダゴ ン の大 神の 冥罸 によって 盲 ひとな つた 捕虜なる サム ソ ン、 先 づダゴ ンの大 神の 祭 擅に 向って 拜を 

致せ。  •  -  ノ 

サム ソン I < 始めて 群 伯の 方に，！ E き 直り 默 鱧す。 群集よ U 拍手 起る) 始めて 使者が 迎 へに 来た 時、 サム ソン は 自分の 

力 を 危ぶんで ゐた。 それ 故ダゴ ン へ の 禮拜も 演伎を も 恐れた の だ。 今 サム ソ ンは 自分の 力に 對 して 自信 を 得た。 

(その 自信 を 確め る 如く 長く 延びた る 後 頭の 髮に觸 れて兑 る) 誠 こそ は 力 だ。 サム ソン の 首が ダゴ ン に對 して 折れ 曲 

つた 時、 サム ソン の 胸に 宿った 誠が 何 を 拜しゐ たか エホバ は 知ろし召す であらう。 

「サム ソ ン 餘與」 の聲 起る。 


ベ リ シテ 人の 中には 劎の舞 をす る もの • 假 装の 舞 をす る もの、 物眞似 をす る 者 、唱歌 をす る 者、 竪琴と 笛と を 合せ 

る ものが あると 聞いた。 ：：•• サム ソン は 力の 舞 をして 見せよう。 我等の 祌 エホバが ペリ シテ 人の 乎から ダンの 

お を 救 ひ 出さん 爲 めに、 サム ソンに 賜 はった 聖 なる 力 を 振 ひ 起して、 力の 舞 をして 見せよう。 (間) (群 伯の 方に 

向 ひ) 狼 も その子 を 哺む事 を 知り、 毒蛇 も その子 を 庇 ふと 聞いて ゐる。 サム ソンが 演伎 をす ると 聞いて、 その 

わかもの  .S ちご 

母が 尋ねて 來 たと、 この 侍 直が 私に 告げ 知らせた。 一期の 思 ひ 出に サム ソンが 老いた る 母に 會 ふの を 担み はし 

まい。 (答な し) 許す とも 許さぬ ともない のか。 それで は サム ソンの 思 ふが ま-にす るぞ。 

サム ソン 侍 童に 導かれて 入口の 外に 出で 來る。 母 これに 近づく。 

ひとりご 

サム ソン —— (手 を 延ばして 母 を 撫で ま はし) これが 母上 か。 あなたの 獨子 を御覽 下さい。 サム ソン は エホバ の笞を 

た  み わざ 

存分に 受けました。 泣かないで 下さい。 あなたの 淚の鞭 は 私に 痛 過ぎる。 H ホバの 御 業の 祕密 を、 私 は 偶像 を 

拜 する わが 族の 敵 人に おめ （'と 漏らして しま ひました。 さう して H ホバ の惠 深い 賜物なる 眼の 光 を 失って し 

まひました。 母上 を さへ 今 は 見る ことが 出來 なくなりました。 私 はもう 一度 見たい。 母上が 二度まで も r 不思 

議」 と名乘 る 天の 使に お 遇 ひに なって、 私が 生れた 時、 私 を 神の ナザレ 人に 育て あげる 爲 めに、 凡ての 愼 しみ を 

守り、 私の 髮を 御吿 のま \ に 大事に して 下さった J その サム ソ ンが こんな 姿に なり 果てようと は 思 ひも 設けな さ 

ら なかった でせ う。 悔い改める もの X やうに 髮を ふり 亂し、 麻の 衣 を まとった この みじめな 男 を 見て 下さい。 

サム ソ ンの母 —— サム ソン！ お前 は 私の 獨子 ：：： 私の 唯一 つの 慰め …… 

さ \ 一 

サム ソン —— 痛い！ 私の 心 は 痛む。 …… 私 は カを覺 りました。 然し その 力 を どう 用 ひれば い \ のか。 今の 今 ま 

で 知らす に 過して ゐ ました。 私は蹉 きました。 倒れました。 神に 背いて 神の 力 を 幾度 邪 まに 使 ひました らう。 

力強い が爲 めに 却って 弱く、 氣高 いが 爲 めに 醜かった の だ 私 は。 …； 今までの 私の 經て來 た 道を考 へて 兌る と 行 


冇島 武郞佥 集， 锒四卷  二 G  二 

つむじ か e  やまい ばら 

く 所 を 知らぬ 風の やうでした。 シュル の 沙漠に 立つ 旋風でした。 又シ ナイの 嶺に 生える 荆 棘でした。 私の エホ 

バに 犯した 罪 は 深い。 私の 心 は 奥底から 悔悛の 爲 めに 悶えな やみます。 敵 人が 私の 服 を つぶさす とも、 私の 淚 

はこの 眼 を 盲 ひに したに ちが ひありません。 

私 は 脆く も 祌のカ を 女に 賫 りました。 私の 眼の 光 は 覿面に 消されました。 ぁ&光 。エホバ が 天と地と を 創ら れた 

時、 眞 先に 生み出された 神の 慈 子なる 光が 奪 はれた 時の サム ソンの 悲しみ を 誰が 知り 得よう。 母上。 その 時 私 

さだめ  しぷね  . 

は 恐 1 戰ハて ェ ホバ から 逃れようと 藻搔 きました。 然し ェ ホバ の 運命 は呢 ひの やうに^ 念く 私 を 離れません 

譬 へば 水 を 雲に つみ 搭載せ、 電光の 雲 を 散らす 祕密を 知り 盡す とも エホバ の 御 心 は 更に 知り 難う 御座います。 

母上、 あなた はこれ 程までに 成り果てた 私 を 見て、 エホバの 約束 をお 疑 ひに はなり ません か。 

サム ソンの a. —— 私 は それ を 疑 ふ 事が 出來 たらと 思 ふの だ。 さう したら 私 はこん なに 苦しみ はしない だら う。 お 

前の 曲った^ は 一 足 ごとに ェ ホバ の 御 業を果 しそ こねて 行かう とする のに、 ェ ホバ は 露 ほど も 約束 を 曲げよう 

とな さらぬ。 私 は ェ ホバ の 重い 債 目 を 背負うて 罪の 深みに 沈まう とする お前 を 見て 憐れ さに 泣く ば 力り です 

サム ソ ン —— 母上！ 

レき  f  、 

サム ソンの 母 — けれどもお 前 は 恐れて はいけ ない、 迷って はいけ ない。 お前の 氣 息の 絶えぬ 限りお 前 は エホ、 ズ 

びと 

の ナザレ 人です。 私 は 敬 ひ を 以て あなたの 前に 跪く。 

サム ソン  母上 ー 大事な 母上。 (決心せ る 如く 侍 童 を 招きて、 母と 侍 童との 肩に 手 を かけ〕 母上、 三人の 義人 

の 祈る 外に は ヱ ホバ は必す 耳 を 傾けて 下さる と 云ひ傳 へて あります。 神が 祈り を聽 いて 下さる かどう か 私の 

爲 めに 祈って 下さい。 

三人 祈る。 演伎 I！ の 中より は 「サム ソン^ \」 の 聲聞こ ゆ。 サム ソン 決 を 示して 立ち上る。 


サム ゾン —— 母上！ 私 は 知りました。 知りました この 力の 何んで あろ か を。 二 ホ、、 ハは私 を は 扮て給 はぬ。 サム 

ソン は サム ソンに なった。 私 は 牡 獅子の やうに 振 ひ 立つ 力 を 心に 感じます。 こ、 は 敵 人の 問です。 安全な^ 所 

ではありません。 私の 演伎を 母上が 見られる の も 私 は 忍ぶ 事が 出来ません。 そこに ゐる ダンの 人達！ 私の 母 

を 私の 牢屋の 近所まで 速れ て 行って 貰 ひたい。 

サム ソンの 母  お前 は 人々 の 前に 見すぼらしく 見える。 これ は 私が お前の 爲 めに 縫った 白 緒の 上衣です。 お前 

さは 

に は その 雪の やうな 色 は 見えまい。 けれども こ の 滑らか さを觸 つて 御覽。 

サム ソン —— C 淚 ぐみ) これ は 王が 着る にも ふさ はしい 上衣です。 私に それ を 着せて 下さい。 

母 それ を^せる。 同時に 髪 を 撫でつ けんとし、  • 

サム ソ ンの母 —— お \ お 前の 後 頭の 髮は 元の やうに 延びた ..：•• 

はぢ 

サム ソン —— しつ！ (母の 言葉 を 遮る) 私 は 自分自身の 力 を、 しっかり 知って ゐ ます。 私 は 母上 を 恥し めます ま 

い。 

サム ソンの 母 —— お前 は それ を 知って くれた。 私 は エホバ に 感謝す る。 サム ソン それで は^れ ませう。 

サム ソ ン —— ヱ ホバ の裕 かな 祝 -I をお 受けなさい まし。 

母、 ダンの 人々 と 返 場。 サム ソ ン いつまでも その 去リ し 方 を 向 き て 跫一昔 に耳倾 けながら 佇立 する。 デ リラ 突然 サム ソン 

に 近づく。 

*. テ リ ラ  サ ム ソン！ 

サム ソン  ハ^) デ リ ラ ！ 

デ リラ  お、 サム ソン！ 私 を かこむ 盾、 私の 宫！ あなた は 私の 聲を 忘れす にゐて 下さった。 


有 岛武郎 仝^^ 四卷  二 〇 四 

うな づ 

サ ム ソ ン默 したる ま  > -點 頭く。 

滑し みの 爲 めに 覺 えて ゐて 下さった。 私 は 嬉しい 喜ばしい。 

サム ソ ン  私 は 憎んで ゐ はしない。 

デ リラ —— 曾んで 下さい。 呪って 下さい。 打ちす ゑて 下さい。 踏み 躧 つて 下さい。 私 は あなた を 裏切りました。 

盲 ひに しました。 それ を 思 ひ 出して 下さい。 私の こ，^ にゐ るの を兒て 下さい ：：： こんな 哀れな 姿に なって。 お 

お あなたの 眼 は …… 

デ リラ K 氣の 如く サ ム ソンに にじりよる。 サム ソン はたと デリ ラを 地に 打ち倒す。 

サム ソ ン  (暫くの 問 憐憫に 滿 ちた 面持ちに て 佇みた る 後) 女よ！ 

サム ソ ン侍 童に 伴 はれて 人口より 入り、 鐵槌を 取って 演伎 をな す。 やがて その 鐡槌を 放げ 捨て、 

サム ソン —— 疲れた。 さう して 渴 いた。 

祭司 祭壇より 杯に 葡萄酒 を 持ちて サム ソ ン に來 る。 

祭司 —— こ& にダゴ ンの大 神の 供物と なった 葡萄の 酒が ある。 愚かな 心に これ を瀉 ぎこんで 智蘐に 目 ざめ るが い 

い。 

サム ソ ン —— あなた は 誰です。 

つか へ びと 

祭司 II ダゴ ンの大 神の 祭司 だ。 

ひとみ  めし  ： 

サム ソ ン I サム ソン の眸が 輝いて ゐた 時には 心が 盲 ひだった。 眼が 醜く 光 を 失った 今 サム ソンの 心の 眼はェ 

ホバ の 御 心 を も 見る 事が 出来る。 ぺ リシ テ 人が 永い 歳月の 間ダ ンの族 を 虐げな やました その 罪 をダゴ ン の 祭司 

は 今 サム ソ ン の 前に 悔い改めねば ならぬ。 


^ —— 祭^ は サム ソ ン に 慈悲 を 施して ゐ るの だ。 お前の 祌ェ ホバ は 慈悲の 行 ひに も 悔悛 を 求める と 云 ふの か。 

たえし ひ 

サム ソ ン II 一  杯の 葡萄酒で 黑く 染まった 靈魂を 洗 ひ 落す 事が 出來 ると あなた は 思 ふの か。 それが 出來 るか 出來 

ないか、 酒造りの 主に 聞いて 见る がい X。 

—— ^くと 云 ふの なら、 虚ろな 言葉 を 吐く 代りに これ を飮 むの が 賢い 事 だ。 

サム ソ ン —— サム ソ ンは お前の 杯からで も飮 まう。 聖 めら れ たものに は 凡ての ものが 聖 くなる。 

サム ソ ン杯を 受ける。 祭司 座に 復す。 

C  あなぐら t 

春に なった。 さう して 去年の 秋の 葡萄 は 喑ぃ窖 室に 釀 されて 酒に 變 つて ゐる。 H ホバの 御 惠みを 感謝して 飲ま 

さは  こ 、ろみ 

う" (杯よ リ飮 む) ：：： (侍 童に) 私に お前 を觸ら せて くれ。 お前 はこの 五 年の 間、 困難に も、 試練に も、 私の さも 

しい^ 落に もお 前 は渝る 事の ない サム ソンの 伴侶であって くれた。 サム ソン は それ を 嬉しく 思 ふ。 サム ソンの 

祝 .1 を 受けて くれ。 (その 額に 接吻す る) 私 はお 前 を この 汚れた 場所から 離れさせて やりたい が、 私の 哀れな 服 は 

それ を 許さない。 ：：： さう ではない、 お前 は 矢張り こ \ を 去る がい X。 お前の 命 は 脅かされて ゐる。 

侍實 —— 私 は 死ぬ まで あなたと 一 緒に 居りたい ので 御座います。 

サム ソ ン —— お前 は サム ソ ンと 一 緒に 殘 つて ゐても 構 はない と 云 ふの か。 

侍 衆 期す る 所 あるが 如く 點 頭く。 

サム ソン —— お前の 暧ぃ心 は、 沙漠の やうに 荒れ果てた サム ソンの 生涯に 求め 得た 唯一 つの 寶だ。 この 殿堂に は 

大屋 根 を 支 へ る 一 一本の 柱が あると 聞いた。 サム ソ ンを そこに 導いて 休ませて くれ。 

少^に 導かれて 柱の 間に 行き、 ^く 佇みて 祈れる もの  >- 如くな りしが、 やがて 兩腕を 柱に かけ、 生れ 代れる 如き 猛成を 

扳 ひて. K い に 呼ば はる。 

サム ソンと デ リラ  二 〇 五 


有島武 郎^^  ^四 卷  二 o 六 

しも .< 

サム ソ ゾ —— ベ リシ テの 祭司、 群 伯、 凡ての 男と 女 等よ。 我等の 神ェ ホパは 今 こそ この 僕に よりて その 憤り を 現 

はし 給 ふの だ。 死の 呪 ひ は 石より 重く お前 達の 上に 下る でお らう。 サム ソン は 今 神に 上げられる。 サム ソンと 

諸共に お前 逑は 行くべき 所に 行かねば ならぬ の だぞ。 エホバ！ 私 を覺ぇ 給へ。 ヱ ホバ！ 私を强 くし 給へ。 

群集 事の 急 を 悟って 右往左往 すれ ども 呰 徒ら なり。 デリ ラ狂氣 の 如くな りて 入口よ リ駔け 入り 侍 童と 共に サ ム ソンの 足 

下に 跪き 伏す。 サム ソン 强く柱 を 押す。 柱 軸 かたむき 倒れ、 殿堂の 一 時に 崩れ 落つ る大 音響。 群集の 大 叫喚" 

II 幕 —— 

へ 一 九 一 五 年 九月、 白樺 所載 (未^稿) ン 

广 一 九 一 九 年 十月、 完稿」 


人 場 
所 


—— われ 誠に 爾 等に 告げん。 天の下 いづく にても 此福音 の 宜 傳 へらる \處 に は、 

かたみ 

此婦 のな し 事 も その 記念の 爲 めに 宣傳 へらるべし。 ：： (馬 太傳〕 —— 

I ユダヤ 

イエス • キリスト 

イス カリオ テ のュダ 

ベ テ 口 

ヤコ ブ 

ヨハネ 

その他の 弟子 

シ モ ン  マ ルタの 良 入 

ラザロ  . マ ルタ 及び マリヤの 兄 

パ リサ ィ人甲 及び 乙 

バ リ サイ 人の 弟子 

その他 

0  0  H〇 七 


有. ぉ武郎 令： 築 笫四卷  二  CK 

マルタ —— シ モンの 妻  . 

マ グ ダ ラ の マ リ  マルタの 妹 

その他 

時 II 紀元 三十 年より 三十 二 年 

エル サレ ム 神殿の 前の 廣場。 石碱 なる その 廣 場の I 部。 右手 寄り に は 神殿の 階段^ え、 前面の 堅阆 なる 低き 石櫊の 彼方 

に は ョルダ ン兩 岸の 磽确 なる 砂原 を 越えて、 空際に モ アブ の 山脈 を 見渡す。 

幕 張り の 祭 (秋の 收獏を ェ ホバ に 威 謝する 祭) の 終りた る 日の 翌朝 昧爽。 

大祭に 地方よ リ參 詣に來 りし 人 々神殿に 拜を なして 各 i 家路に 就かん とし、 早朝に も 似ず 多少の 往來 あり。 

イス カリオ テのュ ダ石 欄に 倚りて 考 へ 居る。 

暫くして 舞臺の 左方 暄騷 になる と 思 ふ 間もなく、 美しき 寢 衣を纒 ひて 髮搌 り亂 したる マグ ダラの マリヤ、 羅 馬の 兵卒、 パ 

リサ ィ人、 その他 市民に 取り まかれ、 牴抗 しつ & 登場。 

, ， , 9  みげ J  きざ はし 

バ リサ ィ人 甲. —— こ- - まで 来ても なほい さく さ 云 ふの か 淫らな 女め！ さあ あの 階段 を 登る の だ。 (マ リャを 突き 

飛ばす) 

パ リサ ィ人乙 —— こっちで はない そっちに 行く の だ。 (又 マ リャを 突き飛ばす) 

*  *  * す なほ 

羅 馬の 兵卒 1 さう 亂暴 をして はいかん。 マリヤ。 お前 ももつ と 素直に 歩く が レ.， -。 

マリヤ I . 私 を何處 に 連れて行か うと 云 ふので す。 

パ リサ ィ人甲 —— 行けと 云 ふ處に 行けば い \ の だ。 


.4 ひわば 

パ リサ ィ人乙 I 一一 一一 II 譯は …… 

マリア —— 私 は言譯 はして はゐ ません。 放して 下さい。 私 は 家に 歸 ります。 

パ リサ ィ人乙 —— お前の して ゐた 事を考 へて 見る がい &。 こ \ はェ ホバ の 神殿 だぞ。 

突き飛ばし？ \パ リサ ィ人、 兵士、 マ リャ 階段より 返 場。 後ろに 跟き 来れる 市民 達 兵士に よって 階段より 逐ひ返 けらる。 

さん <\ 'こ 

& —— あの 女 は 惡ぃ女 だ。 散々 懲らして やる がい-。 

乙 —— どうしたと 云 ふんだ、 私 はゴラ 一一 テス の 者で 途中から くつ \ いて 來 たんで 樣 子が 判らない が …… 

丙 —— 何。 此の頃 は 此の 都に よく ある 事 だが 姦淫 を 犯して ゐる所 を 見つけられ たの ださう だ。 

m. I 然し あの 女 は 全く 身 持の惡 い 奴な の だ。 私 は 近所に 住まって ゐる もの だが、 見れば 眼の けがれ、 聞けば 耳 

のけ がれと なるやうな 事ば かりして ゐ るの だ。 あの 女 は。 

s: —— 然し 贫乏 でビも あれば …… 

ね i  *;  かねもち  •  •  •  * 

m, — あの 寢衣を 見る がい X。 あの 女は羅 馬の 士. i 目 達 や， サド カイの 富豪に 操を寶 つてし こた ま贅 澤に暮 して ゐ 

るの だ。 

乙  ^む、 贅澤 にね。 女と いふ もの はい \ もの だな。 

イス カリオ テの ュダ 人々 に 近づく。 

ュ ダ — あ の 女 は何處 の 女 だ。 

m, — (しげ^-と ュダを 见て〕 お前さん は あの 神の 御子なる ィ ェ ス樣 のお 弟子です ね。 あれ は 羊の 門の そばの ベ テ 

、  L  めくら  な 2 

スタの 池お ：：： いつだつ たか、 イエス 様が 三十 八 年 盲だった とい ふお 爺さんの 眼 を 癒して、 擧者ゃ パリ サイ 人 

と大 議論 をな さった あすこの 近所に ゐ るんで す。 兎角 あの 池の やうな 奇蹟の 行 はれる 土地の 近所に は、 ぁ&云 

0  0  二 〇 九 
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つた 女が 巢を 喰って 困 るんで す。 

乙 II だが あの 時 は 不思議 だ つたな。 

m, —— 今考 へ て も あの 奇蹟に は 身の 內が ぞっとす るよ。 

丙 II どんな 事が 持ち 上 つたの だ。 

甲 —— 持ち 上った と 云って、 あすこ は …； お前さん は 知って ゐ まいが、 1K の 使が： 大 から 降って その 池の 水に おさ 

ち が 

はりに なると、 ぶく くと 泡と 湯氣 とが 立ち 昂 るの だ。 その 時 を 見す まして 第 一番に その 池に 飛び込ん だもの 

は、 どんな 難祸 でも 卽 座に 治って しま ふの だ。 

乙 —— そこに は 癩病 人と 云 はす、 瞽肓と 云 はす、 跛 者と 云 はす、 衰 へた 者と 云 はす、 氣 味の 悪い 程うよ/ \ と 集 

まもん  * ゝ 、 * 

まって ゐて、 咒 文を稱 へながら 天の 使のお 降り を 待って ゐ るの だ。 …… それが 癒る たんぴに ぉ賽錢 をたん まり 

かなやま 

神殿に 上げる から、 云 は^-あすこ は 祭司 達の 金山の やうな もの だ。 

丙 —— ィ H スと 云へば 私の 所から ヨルダン 川 を へだて X 遠く もない ナザ レと云 ふ 村の 大工 の 息子 ださう だが ：：： 

甲 .1 ダビデ は羊牧 ひだった。 サム ソン は 百姓だった。 大工 だら うが 何んだら うが イエス 樣は今 は 生神樣 だ。 

乙 —— さう 話 を わき 道に そらしち やい けない。 そこに 瞽 盲で 三十 八 年 も 池の そばに 辛抱して 天の 使のお 降り を 待 

つて ゐた 爺さんが あつたの だ。 何しろ 眼は昆 えす、 體は きかす、 そら 今 だと 云 ふ 時で も 立ちお くれてし まふの だ。 

ra, —— その 歎き を イエス 様が 御覽 になって、 「起きる がい \、 さう して 床 を 上げて 歩. s て 御覽」 と 仰し やる と、 ど 

うだ …… その 三十 八 年間 風雨に さらされて、 エジプトの ミイラの やうに なって ゐた 爺さんの 眼が 開いて、 歩き 

出した の だ。 赵は 怖れの 爲 めに 顏を 地面に 埋めて しまった。 

丙 —— そん^ 葸み 深い 事 をす るィ H スを^ ：んで 又舉者 ゃパ リ サイ 人が 責め立て たの だ。 


乙 — あ、 樂に^ 氣が 癒って は、 祭司の 懷ろ にお 赛錢が 這 入らない からな。 

m. —— さう ではな いんだ。 安息日に イエス 様が あんな 奇蹟 をな さった からだ。 安息日 は h ホバ の大 神です らお 休 

みになる 日な の だ。 安息日に 働いて ならぬ とい ふの はこの ユダヤの 國の 堅い 御法度 だ。 それ をィ H ス 様が 平氣 

でお 破りに なった からい けなかった の だ。 …… 私 も あれ は擧 者ゃパ リ サイ 人の 云 ふの が 正しい と 思った。 

乙 —— けれども あの 時ィ H スは 何ん と 仰し やった。 「わが 父なる 神 は 今に 至る まで 働き 給 ふの だ。 だから 私 も 働く 

の だ」 と 仰し やった。 

ュダ —— お前 達に はま だ本當 にわが 主の 御 心が 判って ゐ ない。 擧 者ゃパ リサ ィ人 はィ エスが やがて ユダヤの 王と 

なって、 あの 暴 逆な へ n デ王 (この 時聲を ひそめ) を 倒し、 高慢な 羅馬 人を國 外に 追 ひ 出し、 この ユダヤ を 世界一 

の阈 にな さるの を 恐れて ゐ るの だ。 その 時になる と、 祭司 も、 擧者 も、 パリ サイ 人 ももう 用はなくなる の だ。 

その 時にはお 前 達が 祭司 ゃ攀 者の 座に 坐る 事が 出來 るの だ。 ヨルダン 河の 向 岸で 我が 主が 說敎 をな さった 時 

「心の 貧しき 者 は 幸な り。 天 國は卽 ちその 人の もの なれば なり」 と 仰し やった のを覺 えて ゐ よう。 お前 達 は 心 

の贫 しい 人達 だ。 さう して 天國と は、 やがて 我が 主が 知ろし召す ユダヤ 王國の 事な の だ。 

なぐさめ 

& —— 「哀しむ 者 は 幸な り。 その 人 は 安 慰 を 得べ ければ なり」 とも 仰し やった と 云 ふ 事 だ。 

めし ひ  あしな へ 

ュダ II その 通り だ。 我が 主 は 又 牢屋の 中に ゐた 洗禮の ヨハネに 言葉 を 送って 「 瞽盲は 見、 跛 者 は 歩み、 癩病 人 

今； よ  つんぼ  よみが へ  .£ づし きもの よきお とづれ 

は 潔 まり、 g^<; は 聞き、 死にた る もの は 復活され、 貧 者 は 幅 音 を 聞かせら る」 とも 仰し やった の だ。 貧者 

は！ 1 音 を 聞かせられ るの だ。 祭司 や 舉者は 聞かせられな いの だ。 

丙 —— それ は本當 にい 土 I 音 だ。 

m — 若し. てれが 本當 なら、 私 は 迷 はすに どこまでも ィ ェ ス の 後に 跟 いて 行く が …… 

0  ^  二 一 1 
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エダ —— 迷 ふ 事 はない。 私 を 見る がい \。 主の 十二 人の 選ばれた 弟子の 中 十一 人まで は 主と 同じ 國 の ガリ ラャ人 

だが、 私 は ユダヤの カリオ テの 生れで ありながら 進んで 主に 從 つたの だ。 お前 達 も 心 を 空く して、 王に 從ふ がい 


い 

丙 I 


ュ ダ- 

乙— 


やがてお 前 達 は 天國に 於て 犬なる 者と なる 事が 出來る だら う。 

- あなた は 何ん と 仰し やる のです。 

I 私 は カリオ テの 生れ だから ィ エスの 人々 から イス カリオ テの ュダと 呼ばれて ゐる * 


ュ ダ. 

乙 I 


• イス カリオ テのュ ダ •：  •： あなた の お 名 は 立派な 響き を 持 つて ゐ ます。 

—私 は 然し ィ エスの 人々 の 會計役 をし かして ゐな いの だ。 


. それ はい \役 目ではありません か。 

I 种の 命じ 給 ふ ものに 惡 いもの はない。 私の 預 つて ゐる 金袋 は 常に 貧しい。 然し 私 は 仕事 を どう 成し遂げ 


ュ ダ- 

はや £ 

て 行くべき か を 知って ゐる。 神 を 信す る もの は 逸ったり 急いだり して はならない の だ。 …… だが 神殿に 參詣す 

る 人逮が 大分 疎らに なった。 幕 張りの 祭 は 昨日で 濟ん だのだった な。 

i ゐ 

丙 —— さう です。 祭 も 七日 間 無事に 濟ん だから、 今朝 は 起きぬ けにもう 一度お 名殘 りのお 詣り をして 國の 方に 歸 

らうと 思って 町の 中 を 歩いて ゐ ると あの 騷 ぎに 出つ く はした のです。 

ュ ダ  あの 女 はどう も 見た 事が ある やうに 思 ふが  

甲 —— あの 女 は 頭の 髮の豐 かで 長いの が 自慢で、 美々 しく 粧 つた 上に いつでも 髮を 後ろに 垂れて ゐ るから 一 度 見 

た 者 は 忘れません。 

乙 —— それでなくても あの 女 は 何處か 男の 心 を ぐん/ \と 引き付ける 所 を 持って ゐる。 あの 眼で ぎゅっと 見 こま 

れ たら 男の 心 はす くんで しま ふに 違 ひない。 


ュダ —— あの 女 は エルサレム の 生れ だら うか。 

^. —— マグ ダラから 來 たんです。 名 は マリヤと 云 ひます。 

R —— ィ H ス のお 母さんと 同じ 名前 だ。 

乙 —— さう か。 

ュダ II さう であった か。 それで 分った。 我が 主 は 人々 の 迫害 を 避ける 爲 めに 三度 マグ ダラの 方に 行かれた 事が 

ある。 その 時 …… さう だ その 時に 違 ひない。 わが 主が 立って 說敎 をされ る 度 毎に、 あの 女 は 遠くの 方に ゐて、 

主 を さげす み^てた 眼 付で、 睨む やうに して 見詰めて ゐ たのだった。 

m. —— あの 女 は 近頃 ェ ルサ レムに 來 たのです。 元は 何 をして ゐた女 だか 誰も 知りません。 

ュダ — あの 女なら 私が 知って ゐる。 あれ はマグ ダラに ゐる 時から 生れ 付いた やうな 妓然だ つたの だ。 イエスの 

人々 の 中に も、 あの 女の 爲 めに 信仰 を 失って 墮 落した ものが 數 多く ゐ たの だ。 ィ H スは 或る時 弟子 達 を 集めて 

女 を 兌て 心 を 動かす もの は 姦淫 を 犯した も 同様 だ。 そんな 人達 は 見る 眼 を 失って 瞽崑 になった 方が 幸 ひで ある 

.si し 

力 も 知れな レ と 激しい お 言葉で 警めら れた 程だった。 それ 程 人々 を 迷 はした のが あの 女だった の だ。 

乙  全く あの 女 は どんな 罪で も 犯し さうな 奴 だ。 けれども その 顏を 見て ゐ ると 唯もう 吸 ひ 寄せられ C しま ふ。 

E. —— モ ー ゼの 律法に 從 つて 石で 打ち殺し てい X 女 だ、 全く。 私が 老年で あの 女 を 相手に 出来ない から 云 ふので 

はない。 

丙  どうして あんな 女 は …… 淫らな 事 を平氣 です る 女 は 奇妙に 男を牽 きつける の だら う。 

.  すゑ  まむし 

ュダ II A は 女 だ。 エバの 末裔 だ。 毒蛇が 絕ぇ すその 踵に 牙 を 立て &ゐ るの だ。 お前 達 は それ を 憎まな け亇 ばな 

ら ない。 私 は 女に 牽き 付けられた 覺 えがない。 私 は それ を エホバに 感謝す る。 

聖餐  一二 三 
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乙 —— - そんな 事が 出来る もので せう か。 

ュダ. I 私に は 出来る。 少く とも 女の する 事を昆 て 見る がい、。 我が 主 は 女の人 達から 特別の 尊敬 を 受けて 居ら 

れる けれども、 a- 上の マリヤに 對 して さへ 「私 は あなたと 何ん の關係 もありません よ」 と 云 はれた のが 一度 や 

二度で はない。 女の する 事 云 ふ 事 は 何時でも 私 を 不快に させる。 理窟 もな く盲從 する か、 理窟 もな く 反抗す る 

か、 女に は その 二つの 道の 外に はない の だ。 

0 —— では ィ ェ スは あの 女の 爲 めに ひどい 目に 遇った 譯で すね。 

ュダ ！ さう だ。 優れたい & 弟子 逹が少 からす あの 女の 爲 めに 主 を 裏切った の だ。 

—— では あれ はィ ェ ス雙が ュ ダャ にい らっしゃる やうに なった ので、 マグ ダラ から エルサレム にやって 來 たの 

かも 知れません ね。 

ュ ダ II 私 も ふと 今 さう 考 へて ゐた所 だ。 私 はこれ から 神殿に 行って … … 

ュ ダ祌 殿に 這 入り 行く。 

^ I (後 を 見送りて〕 あの人 は イエスの 高弟で ありながら 平氣で 神殿に 這 入って 行った が、 パリ サイ 人に でも 殺 

され はしない だら うか。 

乙 —— さあ 何ん とも 一.tf へない が …… 然し あれ はいかに も 男らしい はきく した 人 だな。 女に ふり 向き もしたい と 

云 ふの も あの人の 口 から 閒 くと 尤もらし い な。 

I s だな、 神殿に ；… 誰か 祭司の 中に 親類で も あるの かな。 

丙. —— こ \ にいつ まで かう やって ゐて もき りがない。 私 はこれ からお 參り をして 國に歸 ると しょう。 

乙 —— どれ それで は 私達 も歸 つて 朝飯で も 食 はう か。 


m, —— つまらぬ 専に暇 を^した。 今日 も 亦 この 脂氣 のない 骨 をが つ/, \ 云 はせ て 働かなければ ならない のか。 ェ 

ホバに 十分 ー稅を 納める。 へ ロデ 王に 納める、 羅 馬に 納める。 あとに は 自分に 納める 稅が なくなって しまう わ o 

丙 は 神殿に、 E- 乙 は 舞 臺ド 手に， M つて 去る。 ュダ やがて 二人の パリ サイ 人と 共に 登場。 

パ リサ ィ人 —— ，4 達はィ ェ ス の 弟子な どに は 用 はない 害 だ。 

パ リサ ィ人乙 —— 何ん の爲 めに 押し切って 神殿へ 這 入って 來 たの だ。 

ュダ —— あなた 方が 血迷って ゐる、 それ を 知らせて 上げる 爲 めです。 

パリ サイ 人 S.  お前 こそ 自分の 血迷 ひ を 省みる がい \。 ユダヤの 國 はお 前の 主と あがめる 卑しい 大工の 子の た 

めに 搔き亂 されて ゐ るの だぞ。 乇 ー ゼがシ ナイの 山で ェ ホバ から 蒙った 律法 も 何も 踏み 躏ら れてゐ るの だぞ。 

パリ サイ 人 乙  私達 も 始めは 彼奴が、 羅馬 人に 媚びへ つらって、 口先ば かりの 哲擧 と、 奢り を 極めた 日暮 しで、 

^の 運命な ど は 夢にも 考 へて 見ない サド カイ 人 等に 反抗し、 ユダヤの ために、 救 主なる 神の 子の 降臨の ために、 

一 かどの 働き をす る ものと 思 ひ 違 ひ をして ゐ たが、 それ は 紅海の 謦氣樓 の やうに 筌賴 みな 事だった C 

パリ サイ 人 甲 — 签賴 みだった ばかり か、 ィ ェ スは 私達 パ リサ ィ人を 目が けて 惡 罵の 限り を盡 して ゐる ではない 

か。 一 災 ひなる かな パリ サイの 偽善者 共」 さう 彼奴 は ほざく の だ。 お前 は その 弟子で あるの だぞ。 お前 は 誰の 前 

にゐ るか を考 へて 見る がい \。 

ュダ — けれども あなた 方 はわが 主の ま はりに わが 國 民が どれ 程の 熱意で 吸 ひつ けられて ゐ るか を考 へて 見ない 

のです か。 

パリ サイ 人 甲 —— そんな 賤民 共が どれ 程の 數 になら うと それ を 怖れる パ リ サイ 人と 思 ふか。 

ュ ダ  然し ユダヤの 國 民はパ リ サイ 人の 中に 救 主なる 神の 子 を 見出さす に、 ィ H ス に それ を 見出した と 云って、 

m  0  二 一 五 
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凡て の 希望 をィ エスの 上に おいて ゐ るので す。 

パリ サイ 人 乙 I そんな 理不盡 な 事 はない。 ， 

ュダ —— 理窟よりも 事實 だ、 大切な の は。 あなた 方の 前に は 日の 光の やうな 事實が あるので す。 それ を 見過す もの 

は 亡びの 道 を 行く ものです。 …… まあお 聞きなさい。 あなた 方 パリ サイ 人 は 正義の 味方で あり、 愛國の 志士で 

はありません か。 ユダヤ を羅馬 人の 壓 制から 救ふ爲 めに は、 あなた 方の 血 を 流しても、 命 をし ぼり 出しても 悔 

いない 方々 ではありません か。 あなた 方が 少し 智慧 を 働かして 我が 主 を あなた 方の 味方に さへ すれば、 ユダヤ 

の 民心 は その 瞬間に 統一が 出來 るので す。 さう して ダビ テの 時の やうに、 ソロモンの 時の やうに、 いや、 それ 

より 以上に ユダヤ は 世界の 前に 輝く 事が 出来る のです。 羅 馬に はもう 腐敗の 種が おろされて ゐる。 羅馬は 今 そ 

の 繁榮の 頂 天に ゐ るので す。 滅亡の 悪魔 は その 足 許に 這 ひ 寄って ゐ ます。 

パ リサ ィ人甲 —— 然し ィ ェ スはパ リサ ィ人 を惡 魔の やうに 憎み 始めて ゐる。 私達と ィ H スとを 繋ぐべき 橋の 橋桁 

は 落ちて しまったの だ。 

パリ サイ 人 乙 I. 今 は 唯 二つの 道が 淺 つて ゐ るば かりだ。 パリ サイ 人が 倒れる か、 イエスが 死ぬ か …… 

ュダ —— ュダが 兩方を 生かして 兌せ ませう。 イエスの 十二 人の 弟子の 中 私 だけが 唯一 人の ユダヤ人です。 私 は 神 

によって 立てられて、 ガリ ラャと ユダヤの 橋に ならねば ならぬ の を 感じます。 

パ リサ ィ人 5. —— それで は 私達の 誇 を 傷つけ すに、 ィ H スと 和らぐ 道が あると 云 ふの か。 

さっき 

ュダ 一 ない 事 はない。 例へば 我が 主の 前に、 先刻 あなた 方が 神殿に 引き立て」 いらし つた あの 姦淫 を 犯した 女 

を 連れて行って 御覽 なさい。 主 は 何物に も增 して 正義 を 尊ぶ 方 だから、 その 女を惡 魔の 如く 責め 呪 はれる に 遠 

ひない。 その 點で旣 にあな た 方と わが 主と は 結び付く ；… あの 騷ぎは 何んだ。 


丙 

戌 了 

ャ 1' 

ハ 

あ 

ネ 

ブ そ 

ど 

だ 

そ あ 

この 時 石械の 下方にて 群^の 叫び 聲 「キリストなる イエス」 「ユダヤの 救 主、 ユダヤの 王」 「もう 1 度 あなたの 祝福 を I 

「^にも 近^らして 下さい」 「貧しい もの を 惠んで 下さい」 「私の 病 を 治して 下さい」 など、 夥しき 男女の 聲聞こ ゆ。 

I  .  まゐ 

ユタ II 石搠の ほと リに步 み寄リ 見下ろして) 我が 主が 又 神殿に ぉ詣 りになる。 あの 哀れな 人達 は。 ユダヤ は 思 ひ 

の 外 不幸な 人 逑に滿 ちて ゐる。 來て 御覧なさい、 我が 主の 人望 を。 

パ リサ ィ人 —— お前の 主 は 何 をし に 又 こ X に來 ようとす るの だ。 

。ハ リサ ィ人乙 —— 乂 祭司 ゃパ リサ ィ人を 衆人の 前に 辱 かしめ ようとして だら う。 

ュダ — あなた 方が 心 を 頑な にして をら れ るから そんな 結果になる のです。 もっと {仝 しい 心で 我が 主 を 見て 御竃 

なさい。 それ は 無垢な 小羊の やうに 柔和な 方な のです。 柔和 過ぎる 位 柔和な …… (下 を 見て) 人々 の あの 喜びの 

額！ まるで 氣違 ひだ。 子供 は 踊って ゐる。 さう して 婦は 泣いて まで ゐる。 あれ を 見て ゐ ると 滅多に 動かぬ^ 

の 心まで が、 不思議に も榣ぎ 動かされる。 天國が 近づいた の だ。 義人が H ホ、、 ハの 前に 高められる 時が 来たの だ。 

この 時廣 場の 隅に 坐し 居りし 痫 人達、 神殿よ リ 走り出で たる 丙 その他、 石 欄に よりて 下 を 見ん と ，ふ。 

-す こに ぺ テ 口 が  主に 押しよ せる 人波 を 防ぎ かねて ゐる。 

れ あれが 主の 愛する 勇ましい ヨハネ だ。 女の やうに 美しく 若い が、 あれが 雷の 子と 主に 名づ けられた ョ 

れ （-、 どれが ョ ハ ネだ。 

きざ はし 

れ あすこに、 ヤコ ブの倜 に、 母 を 背負って 階段 を 登って 來る あれが ヤコ ブ、 その 側に ゐる のが ヨハネ だ。 

の 弟な の だ。 

0 騷ぎ はまる で 一 揆の やう だな。 


冇島 武郎仝 築. ^四卷  二 一  八 

つむじかぜ  I 

I  ー投 どころ か、 まるで シュル の 沙漠の 旋風の やう だ 

病 者 甲 —— お」 我等の 神 H ホバ！ 救 ひの 日 を 私に もお 見せ 下さい まし。 

病 者 乙 — (介 添の 者に) 今日 こそ は 私 を 主の 側まで 連れて行って くれ。 さう して その 裳に 觸ら せて くれ。 

ュダ — もう 主 は 表門の 所まで 来られた。 (パリ サイ 人 等に) 人々 は 有頂天に なって ゐ ます。 あの 狂暴な 様子で は 

あなた 方に どんな 失禮 をしょう とも 限らない。 暫く 祌 殿に 避けて ゐて 下さい。 私が 機 を 見て …… 

乙 走リて 入場。 バリ サイ 人 等 退場。 

乙 —— (ュダ に) あなたの 主が こ \ に來 ますよ。 私 も 說敎を 聞かう と 思って 途中から 引き かへ したので す。 

ュダ I- お前 も 私に 力 を 貸して くれ。 主の ま はりに あまり ひどく 人だかりが しない やうに。 (痫者 達に) おい そこ 

にゐる 病める 者 達、 お前 達 は 我等の 主ィ H スを煩 はし 過ぎない やうに して くれなければ いけない ぞ。 もう 少し 

先， 方に 行って おとなしく 坐って ゐて もら ひたい。 

病 等 構 はず ィ ェ ス の來 らんと する 方に うごめき 寄らん とす。 

ュダ  聞き分け のない 人々 だな お前 達 は。 食ひ飮 みに は 食 ひ 飲みの 時が ある。 病の 癒える に は 病の 癒える 時が 

ある。 さう せき 込んで はいけ ない。 

乙に 手傳 はして 痫者等 を 階段の 隅に 追 ひやらん とす。 この 時ィ H ス 弟子 達 及び 群集と 共に 登場。 ュダ、 イエスに 近寄る。 

ュ ダ —— 我が 主！ 

i は 

イエス li ュダ か。 今朝 は あなたが ゐ なかった ので、 何處に 行った かと 噂して ゐた。 私の 周りに はもう あの 通り 

人々 が 追 ひすが つて ゐる。 

ュダ —— あまりに 思ひャ りの ない 人々 です。 ぉ&ぺ テロ、 ヨハネ、 お早う。 少し この 人達に 返いて^ はう ではな 


ャ *  b 

い 力 

ぺ テ n I さう せめ 寄せて は 我等の 主 はお 話 も出來 はしない ひ もう 少し 離れて 貰 ひたい ひ 

ュ ダ  お 話が 間き たければ  (祸 者の 近寄る を 見) お前 逹は あすこに 行 つてい \ 機 を 待て と 云 つ て 置いた のに 何 

故 云 ふ 事が 分らない の だ。 

群 第の や  > -靜 まれる 時、 大勢の 子供達 跳り さわぎながら ィ ュ ス に 近せ る。 

ュダ HI (子供達に) うるさい 奴等 だ。 聞き分け のない 者 達 だ。 お 話 も 分らない， おに。 お前 達 は 後ろに 行って ゐる 

がい  > -。 (强 ひて 子供 逹を追 ひやらん とす) 

イエス —— or 仉達を かば ひて) その ま k にしに ておけ。 お.^ お前 達 は、 今朝 は 少し 寒く はない か、 早くから 起きて 

來て。 (顼を 撫で  やりながら：！ 本當 にお 前 達 は 天 國にゐ る 人々 の やう だ。 ュダ、 私達 は 生れ 代って こ S 子供達の 

やうに ならなければ、 天 國に 行く 事 は出來 ない。 さう ではない か。 (人々 に) あなた 方 はこの 小さな 人々 の 一 人 

でも 賤 しめる 事がない やうして ほしいと 思 ふ。 この 子供達が 一人で も あなた 方の 行 ひで 惡く なれば、 それ は 天 

に 在す あなた 方の 父の 御 心 を 苦しめる だら う。 

ィ ェ ス 子供達と 共に 小高き 石の 上に 坐す。 子供の 一 人が 持てる 木の 枝 を 取りて 弄びながら、 

ィ ェ ス —— さて あなた 方 は 何 を 私に 求める の だ。 

ぎよ 

一 —— 淨 めを與 へて 下さい。 

—— 私の 眼 を 癒して 下さい。 

—— 、ダビデの 子 キリスト 様、 早く 御圃を 来らせて 下さい Q 

よきお とづれ 

II 私 はなやみ 苦しみます。 鼯 音 を 聞かせて 下さい。 

0  0  ニー  九 
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ベ テ 口  — さ う  一.^ に 云 はす に 一 人々 々云ったら よから う。 

パ リサ ィ人屮 乙 その他 竊 かに 群集に まぎれて 聞 きゐる。 

一人の W —— 主よ 間いて 下さい。 私 は勞働 者です。 私の 妻 は 十三 年.^ 漏 を 病んで 臥た きりで 御座います。 私 は 朝 

から 晩まで 勞 役に 苦しんで ゐ ます。 子供 は饑 ゑに 泣いて ゐ ます。 どう すれば ぃ& のです か。 

イエス —— 勞 役して、 軍： 荷に 苦しんで ゐる あなた は 私に 見習って くれる がい^-。 柔和に へり 下った 心で 私と 共に 

軛を擔 ひ 分けて くれる がい-。 空の 鳥に は甾？ が ある。 野の 狐に は 穴が ある。 然し 人の子なる 私 は 枕す る 所 さへ 

ない。 けれども 私の 軛は 易く、 私の 荷は輕 い。 私 は 私の 喜び を あなたに も 分けて やりたい の だ。 祌は 私に あり、 

私 は 神に ある。 それで 十分 だ。 私 は 何物 を も 持たない けれども 凡ての 物 を 持って ゐる。 私 はこの 命 を 感謝せ す 

に は 生きる 事が 出來 ない。 それが 私の 軛だ。 …； 然し あなた は 日用の 糧 にも 不足して ゐ るの だら う。 ュダ、 あ 

つかさど  も 

なた の 財布に は 金が ある だら うか。 (一 人の 男に ュダを 指し) この 人が 私達の き 計 を 司って くれて ゐる。 私達の 金 

は 私 を 信じて くれる 人々 が 喜捨した もの だ。 だから その 金 を 受取ったら 祌に 感謝の 祈り を 捧げて 貰 ひたい。 

1 人の 男 イエスに 謝し ュダょ リ金を 莨 ふ。  . 

一人の 女 —— ダビデの 子、 キリストなる ィヱス 様！ 私 は あなたが 神の 御子で あるの を 信じます、 信じます。 私 

しう と 

を 憐れんで 下さい まし。 私の 良人 は 私 を 虐げます。 私の 姑 は 私 を その 爲 めに 攻めます。 私 は それ を 忍ぶ の を さ 

うつらい と は 思 ひません。 けれども 私の 子が 惡ぃ行 ひの 爲 めに 段々 私から 離れよう として 居ります。 私の 眼の 

前 は眞喑 で 御座います。 この 先き どうなる のでせ う。 祌は私 をお 呪 ひに なりました。 

イエス [ I 友よ 何で 祌 がお 呪 ひに ならう。 神 は 愛な の だ。 昔の 豫ー 一一 ー门 者が 「目の 代りに rn 、齒の 代りに 齒」 と 云った 

の を あなた も覺 えて ゐ よう。 けれども その 言葉 は 正しくない。 豫 一一 一一 口 も 亦す たる 時が あるの だ。 あなた は 決して 


^に 敵對 して はいけ ない。 あなた は 思 ひ 煩って 明日 はどうなる 事 かと 案じて ゐる。 神 を 信. f る もの はさう ぁゥ 

て はならない。 野に 行って 百合の 花が どう 育つ か を 見て 御覽。 百合の 花 は 格別 働き もせす 紡ぎ もしない。 けれ 

t そ ほ 

ども ソ a モン の榮 華の 極みの 時で も、 その 粧ひ はこの 花の 一 莖 にも 及ばなかった ではない か。 今日 野に あって 

明 n は爐に 投げ入れられる 野の 草 すら、 祌は それ 程 美しく し 給 ふのに、 況して あなた 方 を 捨て  >- おかれよ うか。 

あなたの 今日々 々 の 惱みを 祌の御 乎に お 任 かせす るが い^-。 さう して 先づ 神の愛と その 義 しさと を 求める がい 

い。 明 口の；^ を^ ひ 慮 ふに は 及ばない。 今 曰の 事 は 今日で 澤山 だ。 一番 惡 いのは 信仰の 薄い 事な の だ。 分って 

くれたら うか。 

一 人の 女 —— それでも 私の 子が 未 來には どんな 惡ぃ 者に …… 

イエス —— さう 信仰が 雜く てはいけ ない。 二 羽の 雀 はたった 一 錢で賣 り 買 ひされて ゐる ではない か。 それ 程. S や 

しい 小 烏で も 神の 許しがなければ 一羽 とても 木から 落される 事 はない の だ。 大きい 心で、 信じて、 神と 人と を 

信じて 生きて 行く がい \。 私 もさう して 生きて ゐる。 あなた は 私が どれ 程 苦しめられ、 迫害され、 命 さへ 窺 は 

れてゐ るか を 知って ゐ よう。 然し あなた は 私の 顔から 喜びの 消えた の を 見た 事 はない 喾だ。 私の 兄弟 は 私の 事 

を惡 鬼に つかれた もの だと 云って ゐる。 私の 母 も 私に 關 係が あると 云 はれる の を 怖れ 避けて ゐる。 然し 私 は そ 

の爲 めに 神 を 疑った 事 はない。 悲しまされる 者 は 幸 ひだ。 その 人 は 慰められる からだ。 私の 慰めの 言葉が あな 

たの 悲しみよりも 大きく あって くれる やうに。 

一 人の 女 —— お \ 主よ！ 私の 胸 は 不思議な 淨めを 受けて 喜びに 破れよう とします。 私 は 凡ての 重荷 を 主に 擔っ 

ていた^き ます。 それ は あまり 勿體 ない 事です が。 

や はら ざ  とな  へ りく だ 

イエス I 和睦 を 求める もの は 幸 ひだ。 その 人達 は祌の 子等と 稱 へられる だら うから。 叉 謙遜る もの は 幸 ひだ。 

や  0  ニニ 一 
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その 人の ものと なる であらう から。 

—— (美服 を 纏へ る 者〕 先生、 天 の 御國に 入って 限り無き 命 を 得る に は、 どんない、 事 を すれば い 


おき 


ィ I ス —— どんない 、事？ 本當 にい  事の 出來 るの は 神の 外に はない。 あなたが 命 を^ようと するなら 先づ律 

法 を 守る のがい k だら う。 

おきて 

一人の 若き 男 —— 律法と は羅 馬の 律法の 事です か、 へロデ 王の 律法の 事です か、 それとも …… 

イエス — 昔から ユダヤ人が 知って ゐるモ ー ゼの 律法 だ。 「人、 殺す 勿れ。 姦淫す る 勿れ。 盜む 勿れ。 虛 僞の證 明 

を 立つ る 勿れ。 爾の 父母 を 尊敬へ。 自己の 如く 隣の 人 を 愛すべし」 それ を 守る がい X。 

一 人の 若き 男 —— それ は 皆ん な 私 は 守って ゐる 積り です。 それでも まだ 天の 御 國には 這 入れない のです か。 

イエス I - あなたの 所有物 を殘ら す賣 つて 貧しい ものに 施し、 私に 從 つて 生活な さるが い \。 主よ/ \ と 私 を 呼 

ぶ ものが 悉く 天の 御 國に這 入れる 譯 ではない。 人々 の 眼に 見える やうに 正義 をした 所が 天の 御 國に這 入れる 譯 

ではない。 自分の 眼が よく 見える と 思 ふ 人 は、 どうかす ると 瞽 盲よりも 憐れな 盲目な 事 か ある。 

一 人の-若き 男 —— モ ー ゼ の 律法に は 所有物 を淺 らす寶 つて 貧しい ものに 施せと は 書いて ない。 先生 は 先生 だけの 

律法 を 私に 强 ひょうと なさる の だ。 そんな 亂暴な 事 はない。 

ィ 二 ス —— - めな たは 家に 歸 つてから よく 考へ なほして 毘る 方が い^-。 

1 人の 若き 另 牛ば 誇りが に 半ば 打ち沈みて 退場。 

ィ ヱ ス. —— (長く 若者 S 後 を：^ 送り) 金で も 心で も、 富んだ 者が 天 阈に這 入る の は 駱駝が 針の 目を通る よりむ づ かし 

"の を あなた.^ は覺 つたら う。 〈子供達に) お前 方ね 本當 14^ を 信じ 私 を 愛する 事 を 知って ゐる。 それ は譯 CJ.^ 


い 事な の だ、 けれども、 それが 分らない 人が あろ。 私 は それ を 悲しむ。 

パリ サイ の 人 その 弟子 にさ 、やく。 

パリ サイ 人の^ 子 —— 主よ、 主 はいつ か 山上の 御 說敎の 時 「饑 ゑ渴 くやう に 正義 を 慕 ふ もの は 幸 ひで ある」 と 仰 

しゃった が、 そ れは 謙遜 る の と 同様 に 幸な 事で あ り ま せう か。 

1 人の 巧 II 私 逢に はそんな むづ かしい 现窟は 役に立たない。 

他の^ —— さう だ/ \。 そんな 事 はこの ヱ ホバ の 神殿の 奥の サ ン へ ドリ ュム の 會議の 席で 爭 ふが ぃ&。 

病 者 II 主よ、 私の 永い 病 を 癒して 下さい。 

パリ サイ 人の 弟子 —— 私 はお 前方に 物 を 尋ねて ゐ るので はない の だ。 わが 主ィ ェ ス にお 尋ねして ゐ るの だ。 主よ、 

先程の 若い 靑年は 正義 を 愛する もの だと 思 ひます が、 あの 靑年は 人 も 殺さす 姦淫 も 犯さす …… 

ィ エス —— こ、 にゐる 小さな 子供の 心 一 つで も 虐げる より は、 挽 春 を 首に かけて 海に 投げ込まれた 方が まだ 幸 ひ 

だら う。 婦女 を 見て 色情 を 起す もの は 心の中で 旣に 姦淫 を 犯して ゐ るの だ。 右の 眼が 躓かしたら 右の 眼 を、 左 

の 眼が 躓かしたら 左の 眼 を ゑぐ り拔 いて 捨てた 方が まだ 幸 ひだらう。 姦淫 を 犯さない と 云 ふだけ では その 人の 

正しい 證據と はならない。 

ュ ダ竊か に 階段の 所に 至 リイ ェ ス の 言葉 を 聞きながら。 ハ リ サイ 人 を 促して、 マ グダ ラのマ リャを 連れ出さ せんとす。 

パ リ サイの 弟子 —— それなら 何が 證明 となる のです か。  - 

ィ ェ ス —— (空 を兑 て) あなた は 今日の 天 氣を證 明す る 事が 出來 ると 思 ふか。 

パリ サイ 人の 弟子 —— (空 を 見て) こんなに 早くから 朝燒 けがして ゐ ます。 夕燒 けの 時 は 次の 日が 晴れる し、 朝燒 

けの 時 は その 日が ® ると 云 ふから 今日は 曇る でせ う。 

^  0  ニニ 三 


冇 島武郎 ^  M. 第 四卷  ニニ W 

し 厶 し  b キ 

ィ ェ ス —— あなた は {仝 の 徵候を それ 程 明らかに 辨 へて ゐ ながら， 自分の 心の 徴候 を 人に 尋ねよう とする のか。 

こ の 時 祭司 パ リ サイ の 入-^ 極力 反抗す る マグ ダラの マリヤ の 兩手を 堅く 捕 へ て 神殿よ リ 出で 來り群 if を 押し分け て ィ ェ 

ス の 前 に 突き 轉 がす。 

マ リャ —— (恥辱と 憤怒との 爲 めに 絡 望 的に なり) 何 をな さるんで す。 私 は 十分 あなた 方から 辱 かしめ を 受けて ゐる 

のに …… この 乞食の やうな 貧しい 人達 や、 片輪 者 や、 氣違 ひや、 あの 獨 りよが りの 神の 子の 所にまで 私 を 連れ 

出して、 この 上 何ん の 恥^ か \ さ うとな さるので す。 恥！ 辱 かしめ を 知らない 間 こそ 恥 は ある。 辱 かしめ を 

知った ものに は 恥 はない。 出来るなら どんな 恥で も か X して 見せる がい X。 ：… 晝の 光に も 私 は 怖れて はゐま 

い。 太陽の 光よ、 さあ 私 を 御覽。 私 はお 前よりも 美し いんだよ。  さあ、 そこにうよ，. （-と 集まった 人間の 

屑、 私 を 辱 か しめられるなら 辱 かしめ て 見る がい \。 

人 々 の 中に 憤激の 樣子見 ゆ。 羅 馬の 兵士 等 物々 しげ に瞥戒 す。 僅かに 事な し。 イエス 眼 を 定めて マ リャを 見、 ャ n プ、 

ヨハネ、 その 母に 子供達 を 渡し 安 仝なる 所に 連れ去ら しむ。 

パリ サイ 人 甲 —— (恭しく 挨拶し) 先生、 あなた は 饑ゑ渴 くごと く 正義 を 愛する 方 だと 聞き及んで ゐ ます。 私達 は 

パリ サイ 人で はあり ますが、 正義 を 愛する 點 では 人に 讓ら ない 積り ですから、 先生に 尊敬 を 捧げたい と 思 ひま 

す。 それ をお 許し 下き い。 

パ リサ ィ人乙 —— こ の 女 は 昨夜 姦淫 を 行って ゐる時 捕 へられた ものです が、 モ 1 ゼ の 律法の 中に 「かくの 如き も 

の は 石に て 打ち殺すべし」 と 明らかに 書いて あります。 私達 はこの 明文 を どう 解釋 したら い X でせ う。 

群集 I, 打ち殺せ！ 

打ち殺せ〜 


石で 打ち殺せ！ 

乞食 だと 云った。 

わが 主 を獨 りよが り の祌の 子と 罵った。 

打ち殺せ。  - 

姦^ を 犯した 女 を モ I ゼ の 律法 通り 打ち殺せ。 

パリ サイ 人の^ 子 I 先生 はたった 今 姦^の 心 を 起した もの は、 縱令 姦淫 を 犯さす とも、 眼 を ゑぐ り拔 いて 拾て 

てし まふが い \ と 仰し やい ましたね。 

^犯 —— さう だ、 私 も 確かに 聞いて ゐた。 

我^の 主 はいつ でも 正しい。 

さう だ、 本當に 正しい。 

乙 — あの 女 は 羊の 門の そばに 住んで ゐて、 S 澤な 慕し をして ゐた女 だ。 

群染 II 私^れ 尺 を ^ 蔑し 切った 女 だ。 

主よ 一 一 百 仰し やって 下さい。 私達 は 祭司 ゃ羅 馬の 兵士 を 待たない であの 女に 姦淫の 罪 を 思 ひ 知らせて やり ま 

す。 

まし やう 

女^ —— 男 を たぶらかす 魔性の 女。 

:.  へ  >ら あそびめ 

羅ぉ 人に 媚ぴ諛 ふ 妖女！ 

この 乎で 引き裂いて やりたい 位 だ。 

しづ 

ノリ ライ 人 S.  < 々は 暫く 鎭 まって 先生のお 雷 葉 を 待つ がい、。 先生 はお 前逹の 勇ましい、 正義に 燃え立つ 心 

聖餐  ニニ 五 
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を 敲 し 給 ふだら う。 先生、 時 は 過ぎます。 群集 は あの 通り 騒ぎ 立ちます。 猶豫は 無益です。 

パ リサ ィ人乙 I 正義 を 以て ュ ダャ の國を 水が 蔽ふ やうに していた ビ きたい。 先生の 一 言 は ュ 、、タヤ の圃 法より 重 

いのです。 

ヨハネ — ハイ エスに 近付き) あの 女 をよ く御覽 なさい。 あれ はマグ ダラで 主の 大事な 弟子 を數 多く 迷 はし 墮 落さ 

せた その 女です。 …… 劍を 執って あの 女 を 打ち ませう か。 

将- に 倒を拔 かんとす。 イエス、 ヨハネの 肩に 手 をお き 

ィ ェ ス 1 - (弟子 達 を 見渡して) あなた 方 は 人 を 裁いて はいけ ない。 あなた 方 も 亦 裁かれる だら うから。 (パリ サイ 人 

うつ はり さと  ヽ -m  r>  J 

の 弟子に) あなた は 兄弟の 眼に ある 塵 を 見て、 自分の 眼に 在る 梁木 を 覺らな いのは どう ーム ^ 譯 なの たらう 

かく 云 ひて イエス は 嘆息し 子供から 受取りた る 木の 枝に て 蹲みながら 地の 上に 字 を 書く。 

ベ テロ — (ヨハネに) 私 は 字が 讀 めない が、 何ん と 書いて をら れ るの だ。  t ろみ 

ヨハネ — (地上 を 見て) よく は讀 めない。 然しい つか 敎 へて 下さった 祈 禱の言 葉の やう だ。 「主よ、 我れ を 試練に 

遭 は^す 悪より 救 ひ 出し 給へ」 さう 書いて をら れ るので はない 力 

ベ テ 口 —— | 右し や .：•： そんな 事 はない。 

ョ ハ ネ —— 何んだ。 

ベ テ 口 —— 何 ん でもな いの だ。 

パ リサ ィ人甲 —— 先生、 あなた はこの 女 を 許さう とで もな さるので す 力 

ペリ サイ 人 乙 —— あなた はこの 女に 特別な 親しみで もお 持ちな のです か。 これほど 明ら さまな 罪で あるの を。 ぐ 

づ くして ゐ ると H ホ バの大 庭が 穢 される。 こ、 に 集まった 人々、 お前 達 は 先生に 生死 を 誓った 信者 達 だ。 先 


^のお 心 持が 分らぬ 事 は あるまい。 先生の 口が 云 ひ 出されぬ 所 を、 お前 達の 手で 云 ひ 出す がい \。 エホバ は 妬 

み 給 ふ 神 だ。 祌に 選ばれた ユダヤ人なる 私達の 正義の 心が 鈍ったら、 誰が エホバの 御 旨 をな し 遂げる 事が 出來 

よう o 

ョ ハ ネ —— . あなた は 何故 默 つてお 出で なのです。 人々 は あなたの なさり 方に 迷 を 抱いて ゐ るではありません か。 

バリ サイ 人 —— よし、 私 はもう 待って は ゐられ ない。 私 はどう かして あなたの 義人で あるの を 見出さう として 

これまで 心を盡 して：^ た。 あなたが 私逹パ リサ ィ人を 罵られる にも 係 はらす、 忍んで あなたと 和らがう とした リ 

然しもう 無益 だ。 人々 よ， お前 達の 先生 は 不幸に も 私達 を滿 足させて くれない。 私 は 今日、 今、 お前 達の 先生 

を 疑 ふ 事を宣 一 百す る。 私 はお 前 達の 先生に は賴ら ない。 ダビデと ョ セ フとァ ブラ ハ ム の 祖先なる モ，' ゼ の雜法 

の 名に よって 私 は 人々 に 命す る。 エホバの 榮 えの 爲 めに、 ユダヤの 正義の 爲め にこの 女 を 石で 打て。 

群^ 忽ち 舉 つて 立ち ヒリ、 石 を 拾 ひ 上げて 狂犬の 如く 狂 ひつ  > -マグ ダラの マリヤに 迫る。 マ リャ思 はず 極度の 恐怖に 戰 

慄 しつ  >- イエス の 足 許に 轉 ばる。 

マ リャ I お- 惡魔！  ^は 殺される。 

ィ ェ ス —— (決然と して 木の 枝 を 桧て、 立ち ト： リ、 マリヤ に 近づく 群集に 銳き 眼を與 へ、 嚴 かに t-ぶ) 待て！ あなた 方の 

屮で 罪のない ものが 先づ この 女に 石 を 投げる がい、。 

^^思 はず ィ ェ ス の 威厳に 壓 せられて、 息 氣を吞 み、 動かん とする もの も. 云 はんとす る もの もな し。 喧騷の 後の！ 

の 沈 默。 マリヤ の 吸り 泣く 獰 のみ 聞 こ ゆ。 ィ ェ ス によ リて^ 入られた もの は 知ら^ — ^拾 ひたる 石 を 地上に 捨っ。 やがて 

少 しづ つ 人々 マ リャ より 離る。 ィ ェ ス は； 冉び 蹲み て 地に 字 を 書ぐ。 バ リサ ィ人を 始めと し、 人數 次第に 減少し、 遂に は 

弟子の み イエス の 傍らに^る。 
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イエス —— (や、 怒 リを帶 びて 弟子 を 顧み) あなた 方 は 試練に 遇 はぬ やうに 神に 祈る がい、。 (殊に ュダに 向 ひ) あな 

た 方 は ィヱス の 心 を まだ 本 當には 理解して くれない らしい。 い \ 事 をしょう と 思 ふ 時、 悪魔 は 兎 もす ると あな 

た 方 を 捕へ るの だ。 さう 云 ふ 時に 私達 は 殊にへ りくだった 心に ならなければ ならない。 エホバの 宫に 感謝 を捧 

げたら あなた 方 は橄欖 山に 行って 私 を 待って ゐる がい、。 

さ.^ ぶ 

弟子 返 場。 イエス 淚 r ましき 樣子 にて 後手し つ、 あた リを 逍遙 ふ。 や、 暫くして、 

ィ ェ ス —— (靜 かに マ リャに 向 ひ) 女よ。 あなた を訴 へた 者 達 は 何 處にゐ る。 

マリ^  (泣きつ、) 何處 にも 居りません。 

イエス —— (や 、^經 て) 誰も あなた を 罪に 定めなかった のか。 

マ リャ —— 主よ！ 

イエス —— 私も亦 あなた を^に 定めまい。 ：… 早く 歸 つて 行く がい、。 ：：： さう してもう 二度と 罪 を 犯して はい 

けない。 本 當に罪 を 犯して はいけ ない。 

マ リャ 感激の あまり 地に 伏して 泣く。 ィ H スは靜 か に 伏 = に 逍遙 ふ。 

1 1 幕  

第一 一 慕 ベ タ 二 ァの ラザロの 家 

エルサレム より 歩 程 1 時 n 半ば かりなる 樹木 多き 小山の 牛 腹に 布る ベ タニア 村の！ 軒。 質素 なれ ども 浩潦 なる 家居。 

^1 菽ょリ 1 年後の 晩秋。 畫 過ぎ。 暴れる 日。 ラザロ  3 家の 入口と 搾 敷と 前庭〕 マグ ダラの マリヤ その 義兄た るシ モン 


とお リ をる o 

シ乇ン — マリヤ、 いくら 歎いても もう 駄 nr た。 あきらめ るより 仕方がない。 

マリ-^  木 ク£ にさう です ね。 ($: 泣き 弒く) 

シ モン — 木 常 にさう です ねと 云 ひながら、 まだ 泣き 繽 けて は 困る ではない か。 癩病の シ モンと 云 はれて、 世の 

巾に^ 出しの 出來 ない 私の 方が 生き 殘 つて、 あの 達者だった ラザロが 死ぬ と は 思 ひも かけない 事 だ。 けれども 

ソ 口 モン 王で すらが 人の 世の 有様の 签 しい 事 は 云って いらっしゃる。 ：：： その 中には 然し 我等の 主の ィ ヱ ス様 

も お出でになる だら う。 今 1U の やうな 淋しい 曇った 天氣 でも ィ ェ ス 様が ぉ昆 えに なったら 少し は^れ， <\ とす 

るか も 知れない。  - 

マリヤ —— 縱令ィ H ス様 がお 出で になっても、 もう 凡て は 無駄です。 

シ モ ン —— それ はさう に逮 ひない が 然し マリヤ …… 

こ の會^ の^に も 村の 人 々入：： ょリ 出人リ して ィ H スを迎 へる m 意な どなし 居る。 マ ルク も 時々 姿を现 はす。 

マ リャ  それよりも ィ ェ ス 様が こ んな エルサレム の 近くまでお 出で になって、 又 何 かお 身の上に あぶない やう 

な^が 起り はしない かと 思 ふと. 矢張り ョ ルダ ン 川の 彼岸に ゐて 下さる 方が 安心です。 

シ モ ン  主のお 心 は 私達に は 分らない。 ィ H ス 様に は 又お 考 へが あるの だら う。 

マリヤ  主 は赵達 兄弟 を どれ 程 愛して ゐて 下さる か 分らない のです ね。 

シ 乇 ン —— 難 有 過ぎて 淚が こぼれる 程 だ。 

マリヤ. I 本 常に。 S を 拭 ふ) 

マ^タ 出で 來リ、 シ モンと マリヤの 泣ける を 見。 
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マルタ — 葡萄 を 少し sn, の 庭から & つて 來 ていた^き たいので すがね、 あなた。 マリヤ、 あなたの やうに さう 

悲しみに ばかり 浸って ゐては 自分の 體を 悪く します よ。 

シ モン I マルタ、 誰か 頼む 人はゐ ない のか。 

マルタ —— あなた も 私 も 留守になる ので 葡萄 圃に鍵 を かけて 來 ましたから あなたで なければ 開けられな いのです 

もの。 私 は 今 煮物 をし なければ なりません し。 

シ モン —— さう か。 それなら 私が 今 行って 來 よう。 

マルタ — どうぞ。 マリヤ、 こ、 は あなたの 家で 私に は 勝 乎が 知れない が、 乳 を 入れる 壷 は 二つし かないの です 

i  o 

力 

マリヤ —— 姉さん 二つで 間に合 はして おいて 下さい ましな。 

マルタ  さう ね、 それで はさう しょうね。 (竊 かに 淚を 押し 拭 ひ) 何んだ か 心が 亂れ てゐ ると、 する 事が 思 ふやう 

に 行かない。 (返 場) 

シ乇 ン — それで は 私 は 一 寸 家まで 行って 來る。 全く 薄ら寒い 日 だ。 

マリヤ —— 待って 下さい、 こ、 に ラザロの 外套が あります から。 (去って 別室より 外套 を 持ち 來りシ モンに 蒗す〕 兄 さ 

んは あなたより. ^ ケ と 大きかった のです ね。 (泣く。 さう して 外套の 襟に 接吻す) これなら 暖かいで せう 

シ モン —— 難^う。 これで 暖かい。 

マリヤ 部 t の屮を 片付け、 庭に 來り 草花 を 摘まん として かしこ こ、 見 ま はせ ども、 大榴 枯^-果て-た I 

マリヤ — s,no 花 はもう 一 つも なくなって しまった。 …… 兄さん、 祌 様の ■ ろで 美しく お眠りなさい。 お" 塞 

い、 惡寒 がし 出して 來た。 …； 本當に 今日は 淋しい 日 だ こと。 
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マルタ  場。 

ャ ル タ —— シ 乇 ン はもう 行って 下す つて。 

マリヤ —— え、 今つ 姉さん 私 はどうしても 淋しく つて 仕方が ありません。 兄さんの 病氣 がお 惡 いと 知らして 上げた 

時、 何故 ィ H ス様 はすぐ に 來ては 下さらなかった のでせ う。 もう 兄さんが 死んで から 四日に もなる のに  

マ ル タ —— 私達の 家族の やうに、 世の 人達から さげすまれて ゐる もの k 所ば かり をィ H ス様は 顧みて はお 出で に 

なれない の だよ。 主 はあり 餘る 程の 仕事 をお 持ちに なって お出でな の だから …… 

マ リャ —— 私 はどうして あんな 事 をして 過して ゐ たので せう。 兄さんが 死んで から 殊更に 私 は 自分の 過去の 罪が 

悲しく^ はれます よ。 

せゐ  うち 

マルタ II あなたの 故で はない、 家が 貧乏だった のが 惡 かった のです。 貧乏 故に、 あなたの 大事な 最初の 戀が裏 

切られた のが 惡 かった のです …； それにしても あなたと 云 ひ 私と 云 ひ …… 私の 良人 は 癩病 だと 人々 に 云 はれる 

し  

マ リャ  でも シ モ ン は本當 にい 、方です ね。 

マ ル タ —— の 美しい 所 を 知る 事が 出來 たの も 全く ィ H ス 様のお 蔭です。 それまで は 私 は 自分の 生きる の を 呪 

つた 稅 だった。 癩病 人と 云へば エホバの 呪 ひ を 受けた 罪人 だと、 この ユダヤの 人達 は 思って ゐ るの だから。 

マ リャ 1 'でも 私が マグ ダラから こ i に 越して 來て 姉さん 御 夫婦のお 世話になる やうに なった の は 本 常によ い 事 

だった と 思 ひます。 マグ ダラに ゐ たら、 私 は 罪の 思 ひ 出ば かりで も 今頃 は 死んで しまって ゐ たでせ う。 

マ ル タ —— そんな 事ば かり 思 ひつめ てゐ るから あなた はいけ ない。 少し 私 を 手 俥って 働いて 見る とい、 のにね。 

マリヤ —— ぼんやりして ばかり ゐて、 私 は 姉さんに 濟 まない と 思 ひます。 
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マ ル タ —— そんな： ^持で 云った ので はない のです よ。 あなたの 體の爲 め を 思って ね。 

マリヤ —— 姉さん 本 當に難 有う。 私 は餘り 感じ 易くな つてし まひました。 私 はどうして 人 を 呪って 生きねば なら 

ぬ やうな 女に なって ゐ たので せう。 人 をい やしみ、 人から は いやしめられ、 それ を 自分の 誇りで ビも ある やう 

に 思って、 イエス 様の 大事な おお 子まで 驕 にかけ て は 堕落 させ、 それで 自分の 力が 確め られ たやう に 思って 暮 

して ゐた 去年までの 事 を 思 ふと、 まるで 恐ろしい 夢の やうです。 私 は 肉 を 裂かれても 骨を摧 かれても まだ 罪 か 

ら淨 めら れ たと は 思へ ません n 私の 姿に 迷った 人達 は 今でも ；… この 今でも 何處 かで 怒ったり、 悲しんだり、 

苦しんだ りして ゐ るので すのに …… 

マ ル タ —— あなたが そんなに 泣く と 私まで 悲しくなる ではない か。 折角 飮 みこんで ゐた淚 が …… お 、部屋が 綺麗 

に 片付いて ね。 何 か 飾る 花 はないだら うか。 

マリヤ —— 主 は 花が お好き だからと 思って 探し ましたが ？… 

マルタ —— もう 無い のね。 冬になる からね。 …… けれども あなたが ィ H ス様 にお 遇 ひ 中して 本當 にい、 事 をした 

のね。 私達が 见 放し 切って ゐた あなたが 私達に 歸 つて 來て くれたば かりで なく、 あなたのお 蔭で 死んだ 兄さん 

も 私の 家 も、 口の 光の やうな ィ ェ ス 様のお 友達に なれたの です ものね …… 

マリヤ —— ィ H ス様 はい、 方です。 誰が 何ん と 云っても 私 は それ を 本當に 知って ゐ ます。 ^の やうな、 地獄に 落 

ちても 及ばない 罪人に は それが よく 分ります。 私の 嬉し さは その ま、 私の 悲しみです。 心が 水の やうに 澄み切 

る と 本當に 悲し いものです のね。 

マ ル タ I けれども その 悲しみ は 又 その ま \嬉 しさで はない の。 

マリヤ  感謝しても，/ <\ 足りない 嬉し さです、 本當 に。 この 體は^ れ^て &ゐ ます けれども ：：： 心 だけ は 少し 


づ、 光の 方に 付いて行きます。 私に は それが よく 分ります。 私 は 私 ふ 同様に 汚れた 人達 を みんな 抱きしめて 上 

げたくな ります。 …… さう して その 人達と 一 緒に 泣ける だけ 泣きたい …… その 人達 は 本當に 誰か 泣いて くれる 

人の 胸に すがり 付いて 思 ふま、 泣きたい のです ものね。 けれども 世の中の 人 はさう だと は 思って ゐな いんです G 

だから 服に たまり か &る淚 を 無理に も 押し 拭って …… こ の 世の中 は本當 に、 姉さん、 淋しい 所です のね。 

プ ル タ —— 'マ リャ、 あなた はそんな にして ゐては 全く 體に さはり ますよ。 

マ リャ.  私 は^ 悔 する 度 毎に 肉まで 少 しづ 、淨 まります。 

マ ル タ —— - あなた は 私より 幸 ひね。 

ャリャ —— 許して 下さい 姉さん。 私 は 本 當に幸 ひ 過ぎます。 私 は それ を濟 まなく 思 ひます。 

ヤルタ I . ちっともく。 それ を閜く 私の 方が あなたより どれ だけ 幸 ひだ か 知れない。 私達 は 全く 生れ 代って し 

まった …… だが、 かう して は ゐられ ない。 もし 使 ひの 人で も 見えたら， あなた 會 つて 下さいよ、 私 はもう 少し 

^所でして おく 仕事が あるから。 (返 場) 

マリヤ ぼんやりして 考 へに 沈み をり しが、 何事 を か 思 ひ 出し、 再び 淚を 催しながら 跪きて 祈る。 パリ サイ 人の 弟子 二人 

パリ サイ 人 E 'と共に^ 裝を變 じて 入： ：！ に^ 付き、 あた リの樣 子 を 窺 ふ。 シ モン^ 場。 

シ モン —— (こだ はリ なく パリ サイ 人 等に 向 ひ) 何 か 御用て すか。 今 m は 取り込み でつ ひ 取次 もしなかった と 思 ひま 

す 力  

パ リ サイ 人の^ 子. —— い \ え、 外で もありません が、 ィ ェ ス 様が 今 曰 この 村に お出で の 噂 を 問いた ものです から、 

嬉し さの 餘 りに …… 

マ リャ  (入口に 人の 胖を 聞き 使の 者な らん かと 走リ 出づ) 兄さん どなた？ 主からの お 使 ひで は  
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シ 乇 ン II さう ではない エル サレ ム からの 方の やう だ。 (パリ サイ 人 等に 向 ひ〕 さう でせ う。 

マ リャ —— (思 はず 柱を栀 に-取る) どなたです。 

パリ サイ 人 等 マリヤ を る や 否や 急ぎ 返櫞。 

マリヤ II (後 を见 送りて) エホバ！ 私 を 迫害した 人達 だ。 兄さん、 恐ろしい 人が ；… あれが パリ サイの 擧 者の 

一 人です。 

シ乇ン I (後 を见迗 りて) あれが！ 油斷 のなら ない 事 だ。 ；… あれが 去年の 秋の あの 時に お前 を 召 捕った 男^ 


のか。 

マ リ ャ- 

す。 

シ 乇 ン 

マリ ヤ- 

シ  乇 ン- 


あば 

. その 通りです、 あの人 達が 私 を 死ぬ 程 "I しめ 罵った のです。 …； お"， 私 は 又もや 心の 傷を發 力れ ま 

- どうぞして 主に 大事がなくて 濟め ばい k が ：… エホバよ 主 ィヱス を その 敵より 守り 給へ。 

—本鬵 に 何 か 恐ろしい 事が 近付いて 來る やうです ね 


,§ しい もの は 凡て 主の 味方 だ。 主 はやが て ユダヤの 王と なられる だら う。 さう して ダビデよりも 勝れ 

た 王と して 萬 民に や #1 と き 與 へて 下意 だら う。 ：：： 私達の ゃぅ| し^のが 憂 ひわ づら まで はな 

い 、し ：：： では 一寸 この 葡萄 を マルタの 所に 持って行って 來 るよ。 

シ モン 退場。 やがて 使の もの 走り 來る。 

使の f I 誰か ゐま すか。 (マリヤ 出迎 へる) 主 イエスが お出でになる さう です。 いま イス カリオ テ のュダ とョノ 

ネ とが 先き にこ 、 に 見えます。 

マ リ^ — さう して 主ィ ェ スも すぐに  


使^:. —— さう です^ぐ に  私 はこれ から 村 中に 觸れて 廻ります。 一 人に でも 知らせす におく と 私は怨 まれます 

から。 (走 リ 去る) 

マリヤ  〔^ん ど^ 頂： 大) 姉さん、 兄さん！ 

主が、 ィ H スが お出でになって 下さる のです。 今 曰の 日 こそ は 祝 幅され た 日 だ。 私の 悲しみ は どこに 影 を隱し 

て しまったの だら う。 お \ この 胸が 跳り 上る。 

シ モン、 マルタ そ の 外 登場。 

シ モ ン —— どれ 何. .1 に兑 えた。 

マ ル タ  どこまで いらし つたの。 

マ リャ  八 r ョ ハ ネと ュ ダ とが 先き に  さう して 主 は その後から。 

シ 乇 ン —— それなら まだ 暇が あってよ かった。 

マルタ —— ：： 十く 作って しま ひませ う。 マリヤ、 若し ュダと ヨハネが 見えたら、 あなたが どうぞ もてなして 上げて 

下さいよ、 m が濟 むまで …… 

マリヤ —— お 、 い oi, {o …… けれども 主 は あれ 程ラザ 口 を 愛して お出でにな つたのに …… ィ ェ ス樣 はさ 

ぞ お悲しみになる だら う。 けれども それが 勿體 ない。 

ュダ 及び ョ ハネ 登場。 

ュ ダ ) 

i —— 神の 祝； 1、 この 家に 豐 かならん 事 を。 

ヨハネ〕 
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マリヤ II 難冇 う^じます。 私に は それ 以上 申 上げる 力が ありません。 

ュダ II 御 姉妹 方の 悲しみ をお 察し、 ます。 然し 主が 仰し やった やうに 「死にし 者 をして 死にし 者 を 葬らし めよ」 

です。 あなた 方 は いつまでも 悲しみに 浸って ゐて はなり ません。 エホバの 思 召し を つぶやいて は濟 みません 

木當に 「死にし 者 をして 死に レ者を 葬らし めよ」 です。 

マリヤ 點顼 す。 ヨハネ 眼 を かど やかし たるま & 何事 も 云 はず。 

マリヤ. —— 主ィ ヱ ス はもう 何處 まで お出でにな つたで せう。 

ュダ. I ケデ 口 ン の谿 間の 出口 あたりで せう。 主ィ ヱスは あなたの 知らせ を 受けられてから 一 一日の 間 は 出で立た 

うとな されなかった。 あれ 程 日頃 愛し 給うた ラザロが 大病で あるのに と 私達 は 怪しんで ゐた。 主の 云 はれる に 

は ラザロの 病 は ラザロ を 死なせ はしない。 さう して 三 曰 目に やう やく 私達 を從 へて ヨルダン 河 をお 渡りな され 

ヒの さが、 途中で とう，， （\ ^亡くなられ たの を 聞いて 驚きました。 

マリヤ， I ラザ 口 は 死んで しま ひました。 使 を 出す とぢ きに 亡くなって しま ひました。 

ュダ II 主 は 出 發の時 i を 結びながら 「ラザロ は 眠って ゐ るの だ。 これから 行って 眼を覺 してやらう」 とさう 少 

し 戯談の やうに 仰し やった。 

さ £ 

マ リャ — 民って ゐる のなら 私で も覺す ことが 出來 ませう け かど も  

ヨハネ II この頃 この 邊には 主 を 迫害しょう とする らしい 様子はありません か。 パリ サイの 人 ゃ擧者 達 は 祭司 を 

煽 勃して どう あっても 主の 命 を 滅ぼさう と必 らんで ゐ るら しいが、 ；… だから 私 は 首 葉の 限り 主に ユダヤの 地 

に 來られ る 事 をお とめ 申した のに、 主 はお 聞きに ならない。 さう して 笑って r 畫の間 は 躓く 事 は ^ い。 夜が 來 

るまで は 私 は 安全 だ」 と 仰し やった。 然し これから 歸 つて ヨルダン を 渡る までに は 日が 暮れる に 決って ゐる。 


それ だのに ュダ、 お前 は頻 りと 主 をうな がし 立てた ではない か。 

ュダ — それ は 主が どれ 程ラザ 口 を 愛して 居られ たかを 思 ひやった からだ。 さう して マルタ や マリヤの^ めに 

も、 この 場 八：：、 主の こ- -に 来られ るの は必耍 なの だ。 

マリヤ —— あなた は 私達の 心 をよ く 知って いらっしゃる。 

ュダ — だから 私 は 死を覺 悟して こ-に 來てゐ る。 トマス も 「私 逹も 行って 主と 共に 死なう I とさ へ 云った。 

マリヤ  けれども、 王 イエスのお 命に …… お、 主 だ， 主が いらし つたの だ ：：： あの人 聲 …； マルタ、 マルタ！ 

主が お近付きに なりました。 

マルタ、 マリヤの 聲 を^く や、^ を 服に ためて 入 n ょリ 走り出す。 マリヤ は 光に 打 たれた る 如く 部屋の 一隅に 身 を かく 

す。 イエス 群^と せ： ハに^ 場。 マルタ その 足 許に 身 を 投げ出す。 

マルタ  主よ！ あなたが 若し こ、 にさへ お出で 下さったら、 私共の 兄 は 死なす に濟 みましたら うに。 主が 神 

にお^ ひ 下さる 事は祌 がお 許し 下さる と 私共 は 知って 居ります。 

ィ ェ ス —— (憐れみ を 催して) あなたの 兄の ラザ 口 は |2 る。 

を はり 

マ ル タ  主の 末の n の復 生の 時には、 兄 も 甦る では 御座いませ うが …… 

ィ エス  私が 復活で あり 生命で ある。 私 を 信す る 者 は 死ぬ とも 生きる だら う。 あなた は それ を 言す る 事が 出來 

るか。 

マルタ  主よ 信じます。 私 は あなたが 祌の子 キリストで いらっしゃ るの を 堅く 信じ 申します。 私は欽 いて はな 

り ません。 

对々 し く^を 打ち 拂ひ つ \部 房に 入リ マリヤに さ >f やき、 やがて イエス を. s に案內 す。 マリヤ、 イエス の 前に 泣き崩れ 
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て ひれ 伏す 0 

マリヤ I ^0 おお i る 主よ！ あなたの 愛する ラザロ は 死にました- 死にました C あなたが この 家に いらし つ 

たたら、 兄よ 死た r かった でも 御座いませう： 死にました …… 兄が ；… あなたの 愛する 者が …… 私 はたぐ 一 人 

淋しく この 家に 接されました。 主よ 私 は 悲しう 15 います。 どうしても 悲しう 一い ます 

人々 マリヤ の蓥 しみ に 同情して 皆疾 を！？ H す。 キ -. ス ト^く ふ を篛か し、 

ィ 二 ス —— 篇にラ ザ b は 置 いて ある C だ。 (^を や" 十 ) 

男 I 主が 泣いて ゐられ る e 

他 の 男 —— ど れ 程 か ラ ザ 0 は 愛 せ ら れ た の だ。 

マ ルダ  ラザ 口 は 洞穴に 埋めてから もう CT 日になります。 悪い 臭氣が 致します。 

ィ ェ ス —— 洞穴 の 口 の 石 を 除か せ 一 】 おけ。 

マ ル タ  けれども  

ィ エス —I -ぁた たが 若し 私 を 信す るなら、 あなた は 神の 榮ぇを 見る 事が 出來る 「だ" 、c 見たい 不思議 を 見る 事 

が 出來 るの だ。 疑 はすに 私 を そこに 案內 して くれる がい 、0 

マ-) タ、 マ ャ その他の 人 々イエス を案內 して 61 場- ヨハネ 又お はんとす。 ュダ 引き 留む。 

ュ ダ  ョ ハ ネ、 一 

ョ ハ ネ —— 何んだ。 

ュダ — 少し 聞きたい 事が ある- 昨日 主 Q お 話が 濟ん でから、 お前 達 兄弟と お母さん とが 主に 何 かお 1?」 をす る 

と、 主が 激しい 言葉で 这事 をして 居られた が あれ は 何事だった： 


ョ ハ ネ —— 全く 主 は 何 か氣を 障へ て ゐられ る やう だ、 - 

ュ ダ — ガ リラ ャ に 居られる 時 は シ ヤロン の 野 を 吹く 春の 風の やうに 隱し 立て のない 快活な 方 だ つ たが、 この頃 

は 人間が 少し. A; 變 りに な つ た 。 

ョ ハ ネ II 私 は 時々 主に 近づく のが 恐ろしい と 思 ふ 事 さ へ ある- どうして あ i なられた のか 譯が 分らたい ので 翁 

更ぉ ど， vf\ する。 

ュ ダ I ュ ダ ャ の 人達 は ガリ ラャの 人の やう に拏 純で もな し無擧 でもな いから、 主の お 言葉 を ilK に 受け入れな 

いのも 一 つの 原因ら しい。 

,  、  うる. t* 

ョ ノ 才 II 全く ユダヤと 云 ふ 所 は 沙漠の やうに 濕ひ のない 所 だから、 私達 ガリ ラャの 生れの 者に は 樹の姿 や 草の 

形まで 物足りない。 

ュ ダ II 然し こ-から ダビデ Q やうな 優れた この 國の 教主 は 生れた の だ： やがて 來 るべ き教 主 も ユダヤ か ら 生 れ 

出る とちやん と豫ー 一目が されて ゐ る- 

ョ ハ 、不  では も 前 は 主は來 るべき 救 主で はない と 恩 ふの か。 

ュダ II だから 主 は 「豫 言 も 亦す たる 時が ある」 と 度々 云 はれる の だ： 主は豫 一一 I  一口 以上の 事 を考 へて 居ら るの だ 

らう a …… 何 を 昨日 主 は あんなに 云 はれた の だ- 

ョ ハ 、不 （I それ-ど，、,； 前 達に 白^す るの は 少し 恥 かしい 事 だが …… 私達の 母 は 子の 可愛 さから だら う- 主が ユダヤ 

の 王と なられる 時の 事を考 へて なる Q だ。 母 はこん な乞炱 0 やうな 姿に なって 主に 從 つて 東 や 西に か *g ひ BI つ 

てゐる 私達 を 見て ゐる のが もどかし いと 見える の だ。 さう して 昨日 はとう. （戋薆 が 出来， h くな つて、 主が 神 

の 阈 を^ がれる 時が 来たら、 私の 子供達 を 玉座の 右と 左に 坐る の を 許して 下さる でせ うかと さ 尋ねした 0  ice 
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rr ダ —— サ ロメと 云 ふ 女 は 中々 に 思 ひ 切った 事 を 云った もの だ。 さう したら 主 は …… 

ョ ハ ネ —— 恐ろしい 眼 をして 母 を御覽 になった。 さう して 愦 なさ \ うに 私達 兄弟 をぢ つと 眺められた。 

ュダ —— ふむ。 …… さう して 何ん と 云 はれた。 出過ぎた 事 を 云 ふ もので はない と 云 はれたら う。 

ョ ハ ネ —— さう だったら 私 は 云 ひ 返して 上げる 積り だった。 私が 殊に 主に 愛せられて ゐ ると 云 ふ 理由で かう 云 ふ 

かたとき 

ので はない が、 私達 兄 達 は 主が まだ 洗禮の ヨハネのお 弟子であった 時分から 主に 從 つて、 片時 もお 側 を 離れす 

に 心を盡 して ゐ るの だ。 主が 王と なられる 時、 その 右左に 坐る 資格 は 私達 二人の 外に はない 答で はない か。 

ュダ —— - それ はどうで もい、、 主 は 何ん と 仰し やった の だ。 

ョ ハ ネ —— 主のお 首 葉 は 意外だった。 「來 るべき 神の 御國 はお 前 達の 考 へて ゐる やうな もので ない。 そこで は 高い 

位の もの は 低められ、 低い 位の ものが 高められ るの だ① お前 達に はま だ それが 解って はくれ ない のか」 と 云 は 

れ てさぴ しさうな 顏を なされた。 

ュダ —— それ は その 通りで はない か。 今 この 世に 時め いて ゐる へ ロデ 王の 家 來ゃサ ン へ ドリ ュム の 祭司 達 は奴隸 

なや 

より 低い ものにされて しま はなければ ならない の だ。 さう して 生れる とから この 世の 難み 苦しみ、 不公平の 限 

り を 苦く 味った ものが 高められ るの だ。 人 は 不公平で あっても H ホバ は 常に 公平 だから。 

ョ ハ ネ —— 主のお 一一 一一 口 葉の 意味 は 少し それと は 違 ふやう だ。 

ュダ II 意味で はない、 云 ひ 現 はし 方が 違 ふだけ だ。 

ョ ハ ネ. I 母 は それ を 聞いて 失望して しまった。 

ュ ダ —— お前 逹も殘 念 に 思 つたら う。 

ョ ハ ネ —— 私 Q 心 は 熱し易いから …… 


ュダ —— それ は その^: だ c 

ョ ハ ネ I 然し 私 は その 位な^で 主 を 離れる 事 は出來 ない。 一 體を云 ふと 何故 主 はこ の頃祌 の御阈 とか ユダヤの 

王と か： ぶふ やうな：； を 何かと 云 ふと 川 ひられる の だら う。 私 は ガリ ラャに ゐる頃 伺った やうな、 魂が やさし 

い 指で ぢ つと 搁 まれる やうな 聖ぃ霄 紫ば かり を 聞いて ゐ たい。 

ュ グ  それ は^めながら 夢を見て ゐ るの だ。 私達 は いつまでも そんな 圆 かな 夢の 中に 眠り^け て は ゐら化 な C. 

の だ。 主が 人々 に 認められて お出でになれ ばなる 程、 味方 も 敵 も 殖え、 從 つて 私達の 生活が 公け になって 行く 

の は 已むを^ない 事な の だ。 さう して それ はつ まりい \ 事 なの だ。 

この 時、 家の 後ろに て騷々 しき 人^。 

ヨハネ — agK- を 立て) 何 か^ 途 ひが 起きた ので は あるまい な。 ユダヤに 足 を 踏み込んだら 少しの 油斷 もなら な 

い。 

ュダ — こ、 は エルサレム ではない。 主のお 側に は 主 を 慕 ひあがめ る 者ば かりが 集まって ゐ るの だ。 それにして 

もどう も 大勢 さ う な 人^だ な。 

ョ ハ ネ — ベ タ 一一 ャの 村の 人ば かりで は あんな 騷ぎは 起るまい、 又 何 か 云 ひ 合って ゐる。 私 は 心配に なって 來た。 

私 は 行って 兌る。 

ュ ダ — まあ も 少し こ 、にゐ ろ ヨハネ。 …； お前 達 は 私が 會計を 司って ゐ るの を 何ん とか 思って はゐ ないか。 

ョ ハ ネ — 何ん とも。 

ュ ダ — 私 一 人が ュ ダャ 人で ある 事 も。 (ョ 尸 ネ餌 にて 否定す る 〕 さう か。 私 は レブ タ 一 枚で も 自分 搽 乎に 費 ひ^し 

た^はない。 私 は 主の 信 川に 報いる だけの 事 はして ゐる 積り だ。 
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ョ ハ ネ — それ を 誰も 疑って ゐる もの はな い。 

ュ ダ — 然し この 財布が かう いつも g では 神の 阈は 愚かな 事、 こ の 小さな ベ タ 一一 ャの村 を 村ら しくす る 事す らリ 

ベ >.、 Co  * 

ヨハネ — 主 は 金よりも 人の 心に 頼って ゐられ るの だ。 いっか H ルサ レムの 祌 殿で 貧乏な 寡婦が 二 レプタ を賽錢 

箱て 投げ入れて ゐ るの を 見られて、 淚を 流さん ばかりに 喜んで をら れた。 

ュダ II その 心 懸け は 云 ふまで もな く 大事な 事 だ。 私達 は 何よりも 先づ ヱ ホバ の 御前に 誡を誓 はなければ ならな 

い。 然し エホバ の 思 召しに 叶った 御國を 築き上げ るに は 信仰ば かりが 大事な もので はない。 「主よ/. \ と 呼ぶ も 

のが 悉く： 大國に 這 入れる ので はない」 からな。  み れね 

ヨハネ — お前 は 主のお 心 持 を 知って はゐ ないやう だ。 子供の やうな 無 邪氣な 素直な 心に なって、 エホバの 御 ぼ 

に賴ら なければ 祌の御 國は來 ない と 思って 居られる の だから 

ュダ — ヨハネ。 どうして ガリ ラャ人 はそんな に {4 想ば かりで 生きて ゐられ るの だ。 さう 云って はいけ ない 力 も 

$ れなハ が、 主 イエスに もさう した 傾きが ある。 主 は 殊に 柔和な の だ。 あまりに 柔和 過ぎる の だ〕 

ヨハネ— けれども 主の P な 怒り は 謹 を 心から 顚 倒させる ではない か。 祌 殿から 物寶 りを繩 切れで 追 ひ 出さ 

れた 時な ど は、 私 は その 威光に 恐れ をの、 いて 口 をき く 事す ら出來 な^った。 それ は レバノン 山の頂の 古い 香 

柏の やうに 神々 しかった。 

ュダ— け 1 ども 祭司 ゃ挚 者と 間 答 をされ る 時には どうして あ A 一一 一口 葉 を 濁して しま はれる の だら う。 何 力 深い 意 

味の 有る やう I いやうな ぁの眷 f、 あれ はも どかし 過ぎる。 何故 その 場で あ siil 張りな f  P 

共 を 責め 拔く事 はされ ぬ だら う。 


ョ ハネ —— さう だ、 私 も あの 態度 はも どかしい と 思って ゐた。 然し 主 は 「私の 擧 げられ る 時 はま だ 來 ない」 と 云 

つて おられる。 

ためら 

ュダ —— 私：^ はもう おってば かり は ゐられ ない の だ。 祭司 や 擧者ゃ パリ サイ 人 は あの 呑 氣な金 持の サド カイ 人 ま 

で を かたって， 、王 を 捕へ ようと 折 を 窺って ゐ るの だ。 一日 控 へて ゐれば 主 は 一日 危 いの だ。 

ョ ハ ネ —— 、： 小： が 衣の 裾の 塵 を拂っ て 思 ひ 切って 立ち上られ るの を 私 も 心で は 待ちに 待って ゐ るの だ。 

ュダ —— この 上 は 祭司^ が もっと いら 立って 本氣に 主と 主の 信者と を 迫害して くれ \ ばい、 の だ。 主 は その 時に 

なっても 尻 ごみ をされ る やうな 弱い 方で はない の を 私 は 知って ゐる。 

ヨハネ  ^げられ た 哀れな 人々 が、 そこに もこ、 にも、 野の 草の やうに ゐ るの を：^ ながら， ぢ つと 忍んで 居ら 

れ る^の 忍耐 は 驚く ばかり だ。 あの 聲 はどう だ。 この ベタ ュャの 谷 中の 樹と云 ふ樹が 人に なっても あんなす さ 

まじい 叫び は 立てまい。 私 は 行って 見る。 

「ラザ 。が 甦った」 「死んだ ものが 生き返った」 「私達 は 死 を 路み躏 つた」 「キリスト、 イエ ス は 本 當に救 主 キリ スト だ」 

r ホザ ナ f — \」 「もう こ の 世に 恐る ベ きも の は 一 つもない」 など の 叫び 聲 高く 閗ゅ。 

ヨハネ  (思け ず 地に 伏して) エホバ！ 私 は 何ん と 云 ふ 事 を 聞く の だ。 ラザロが、 死んだ ラザロが 生きた！ 

ュダ  (何 かに て^を 打 たれし 如く) お \！ 待て ヨハネ！ あり 得ない 事 だ。 

ョ ハネ —— 主 を 信じなかったら  私 も それ を 疑 ふだら う。 

この 吟 狂氣の 如く 興^せる 村人 部屋の 中に 亂 入し 來リ、 ラザ 口 の 衣服 を携 へ て 後 庭に 行かん とす。 

mom. — どこ にあ るんだ 衣 物 は  

女 屮 —— それ は 女 の … … マリヤ の 衣 物 だ。 
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男 乙 —— 何處 だく 早くく。 死が 踏みに じられ た。 地獄が 減び 失せた。 

女 S, —— こ \ ではない か 知らん。  ， 

女 乙 —— こ K だら う。 

マリヤ 登場。 泣きながら 笑 ふ。 

マリヤ —— こ k です， /(\.。 こ i を II けて …… 私の 手 は 震へ て 私の 云 ふ 事 を 聞かない。 

ョ ハ ネ  マリヤ！ 

マリ；^  お、 ヨハネ！ (感^まって その-胸に すがり 泣く) 

與甲 —— こ、 なの. か。 (巾よ リぉ類 を 出し) マリヤ どれ だ。 

マ リャ —— - (男屮 の 方に 走り 寄リ) お、 それです。 

巧 B,  どれ だ。 

マリヤ. I 私に は见 えない。 一^い、 の を、 一番 白い の を、 一番 美しい の を。 (云 ひながら 後睦に 人々 と跃け 込む) 

ヨハネ、 マリヤの 後 を 追 ひつ、 退場。 

ュダ  (歡褢 しつ、) 私 は 選ぶべき もの を あやまた す 選んだ。 ィ H スを 主として 事へ た 私 は 矢張り 間違って はゐ 

なかった。 ユダヤ は イエスに よって 救 はれる だら う。 もう 一歩 だ。 もう 一と 走り だ。 ヨハネ 待て。 私 も 一緒に 

行く。 (退場〕 

舞臺 暫く^ 虛。 パ リサ ィ入 E- 及び 乙 深く. 俊：.！ して 入口 に 出で 來 る，， 

パ リサ ィ人 5. —— 私達 は 打ちく だかれた。 

パ リサ ィ人乙  ィ ェ ス はとう， /(\祌 になつ てし まった。 


パ リサ ィ人 e. II あの 氣違 ひじみ た 喜びの 聲 はどう だ。 

ひざ t づ 

パ リサ ィ人乙 —— あすこに ゐ ると 私まで 捲き 込まれて ィ H ス の 前に 跪きた くな つてし まふ。 然し こんな 奇蹟 を 私 

は！^ た^がない。 

せんじ SU5 

パリ サイ 人^ I それが 安息日に 麥の穗 をし ごいて 食ったり、 倍 上して 自分から 神の 子と 名乘 つたり、 祭司 を僞 

^^と^った りする ィ ェ ス の 仕業な の だ。 この 世の中の 道理の 光 は 消されて しまった。 

パリ サイ 人 乙 —— あの 勢で はこの ベ タ 二 ャ から 恐ろしい 一 揆が 起らない とも 限らない。 

.ハ リ サイ 人の 弟子 登場。 

パ リ サイ 人の^ 子 —— 恐ろしい 有様に なりました。 人々 は惡 鬼に でも 魅 かれた やうに、 ィヱス の 前に 一人々々 罪 

を 悔いて ひれ 伏して ゐ ます。 ィ H スが どれ 程 立ち上れと 云っても 聞きません。 

パ リサ ィ人 E.  さう して 何ん と 云つ てゐ る。 

ぺ リサ ィ人 の^子 —— ィ ェ スを 輿に 乘 せて エレ サ レム に 上り、 H ホバ のせ 2 に 感謝 を 捧げようと 云 ふ もの も ありま 

つかへ びと  . 、  、 

す。 祭^-^ を 神殿から 追 ひ 出して イエス を祌の 祭司と しろと 叫ぶ もの もゐ ます。 人の 熱心で あすこ はまる で焰 

の やうです。 (^する 方 を 指して) あの 通りです G 

バリ サイ 人 乙 —— 行け。 行って なほ 様子 を 探って 来い。  これ を このま \ にして 镫ぃ たら ユダヤ 中の 人々 は 一 

人^ら すィ H ス を：：：： する だら う。 

パリ サイ 人^.  さう して 大きな ー授 でも 起したら、 羅馬人 はこ、 こそい-祈と、 いらざる 干渉 立て をして ュグ 

ャを 滅ぼさう と 計らない もので もない。 

パ リ サイ 人^. —— - ユダヤの 國 中が 亡びない 爲 めに は 私達 はどうしても あの^ を 犠牲に する 覺悟 でか あらなければ 
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ならない。 

ミリ サイ 人 乙 I さう だ、 こ 、まで 来れば その外に 道 は あるまい。 イエスに 取って は それ は 自業自得 だ。 然し あ 

れ だけの 人望の ある ィ ヱ スを 捕へ たら 人民 は默 つて はゐ まいが..：… 

<、 J サイ.^ P — ィ ヱスは 時々 人 を 離れて 一 人になる。 その 機會に 手早く 捕へ て 手早く 死刑に 處す るの だ。 

パ リサ ィ人乙 —— 然し …… 

この 時ュダ 登場。 パリ サイ 人の ある を 見、 これに 近付く。 

く； サイ 人 乙 I r 股 早く ュダを 見付け 言葉 を 切り) お前の 主 は 驚くべき 奇蹟 を 行った。 昔 も 今 も 聞かない 事 だ。 

ノ  ，  1  や は 

ュダ [I 本當 にわが 主 は 驚くべき 事 をされ る。 あなた 方 はどうしても 主に 一 歩 を 謹って 主と 和らがなければ なり 

ません。 

パ リサ ィ人甲 —— それ はもう 出来る 事で はない。 ィ ヱ スはバ リサ ィ人 を惡 魔に も 勝った 敵と 心得て ゐ るの だ 力 

ら o 

ュ ダ —— (長く 默 想した る 後) それ はさう かも 知れない。 

v リ サイ、 5.  然し 私達 は ヱ ホバに 誓 ふ。 私達の 持って ゐる擧 問と、 勢力と、 愛國 心との 綾く 限り は イエスの 

敵と なって どこまでも 戰 ふから  

ュダ I. (長く 沈默 したる 後 決意す る 所 ある もの、 如く) 私 も實は それ を 望んで ゐ るの だ。 ィ エス は 自分の 愛する 弟子 

に、 國王 となった 時には 大臣の 座を與 へる と 約束して おきながら、 この ュダに は …； ユダヤの 生れん と 云 ふそ 

の 事ば かりで、 何ん の 約束 もしょうと はして くれないの だ。 縱令 イエスが 神の 御國を 建て 上げても、 この ュダ 

は 忘れられ てし まふに M つて ゐる。 私 は&, M を 求めて ゐる譯 ではない。 然しながら 偏りの ある 政治の 下に は 如 


何なる 國 でも 榮 える 事が 出来ない。 私の 待ち望む のは眞 の王國 です。 今の 場合 私が ィ H スに 阿って ゐ るの は】 

桥 安心な 事に 違 ひ は …… 

バリ サイ 人の 弟子 —— (^場し、 おびえた る 如く) 先生、 村の もの 共 はもう 立派な 暴徒に なりました。 隣の 庭で あの 

有様 を舰 いて ゐた羅 馬 人 を 見つける と、 イエスの とめる のも閒 かす、 垣根 を 破って 隣り に 侵入し、 異邦人 を 打 

ち 殺せと 叫んで ゐ ます。 

を さ 

バ リサ ィ人甲 —— 私達 は 祭司に 訴へを 立てなければ ならない。 祭司の 主力 ャパ ス の 心 を どう あっても 動かさな け 

れ ばなら ない。 縱令 パリ サイの 徒が 滅び 盡す とも、 ユダヤ 國の爲 めに は、 イエス を 敵と して 戰 はねば ならない。 

お前 は それ をィ ェ ス の 許に 行って 云 ひつける がい \。 

t ーダ —— (沈默 の 後) 私 は あなた 方に 同情し ます。 ィ H スは 自分の 說く所 を國の 大事よりも 重く 見て ゐ ます。 

7* つぎ. MW- 

パ リサ ィ人乙 —— ィ エスの 說く所 …… それ は 高が ユダヤの 愚民 や 奴 隸ゃ稅 吏 を 煽動す る だけの 說 に過ぎないの 

たは ごと 

だ。 私達から 見る とィ ェ ス の 說く所 は 狂人の 囈語 に過ぎない の だ。 

わき^ 

パリ サイ 人 甲 —— けれども 愚民 や 奴 隸の數 は 多い、 さう して 彼等 は 正しい 道理 を辨 へて ゐ ない。 今 ユダヤ 國が羅 

^帝！： の爲 めに どれほど 危 くされて ゐ るか、 そんな 大きな 問題 は考 へても 見られな いの だ。 力で 壓倒 する 外に 

やかた 

彼等 を 沈默 させる 道 はない の だ。 ；… ュダ、 お前 は 今夜 竊 かに カャ パスの 館まで 來 たら どう だ。 私達 はお 前が 

ュ ダ ャ 國 を 救 ふくさび となり 得る の を 知 つて ゐる。 

パリ サイ 人 乙 —— よく 夜が 來 るまでの 間に 考へ て兒 るが い、。 國 を破壞 する の はいと 易い。 イエスが したければ 

それ をして 見る がい &。  H ルサ レムの あの 神殿 を 三日で 建て 上げて 見せる と廣 言して 憚らない ィ H スに は、 破 

壞 した ユダヤの 國を三 曰 もた、 すに 又 建て 上げる 自信が あるの かも 知れない。 然し 人間の 歷史を 少しで も學ん 

聖  餐  二 四 七 
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だ 私に は それ を：^ する 事 は出來 ない。 

パリ サイ 人 甲  <  々が 近付いて 來る やう だ。 ュダ、 私達 は 今夜、 智慧に 勝れた 一人の 義人が 私達、 の 間に 加 はる 

の を 待ち望んで ゐ る ぞ。 

パ リサ ィ\ 等 返 場。 

ュ ダ —— (獨 白) 面白い。 ^は 急に なって 來た。 これ 程の 迫害に 遇って はいかに イエスても 怒り を 起さす に はゐら 

れ まい。 わが 主の 爲 めに  早く 御國 を來ら せる 爲 めに、 私 は あらゆる 策略 をめ ぐらさねば ならぬ。 

マリヤ 登場。 

マ リ^  ュダ！ 

ュ グ-  (ぎ よつ として) ， 可 んで す。 

マ リャ —— あなた は 今 誰と 話 をな さ つて ゐ たのです。 

ュダ —— それ は あなた 方 女の 知る 事で はない。 

ィ ェ ス人々 に刚 まれて 登場。 

ィ ェ ス  (袷ん ど^ 人の 如く 周圍に まつ はる 人々 に 向 ひ〕 靜 かな 心で ゐて くれなければ いけない。 この イエスに は、 

天の 神なる 父の 思 召しがなければ 何事 も出來 ない の だから。 若し あなた 方が 今昆た 事 だけで それ 程 驚くなら、 

末の 曰に 復活の ラッパが 鳴り渡る 時が 来たら、 どれ 程 驚かねば ならぬ だら う。 その 時には 凡て 死んだ ものが、 

その 墓の 中から 生き返って 來る だら う。 服の あたり それ を 見ないで それ を 信す る 事の 出來る 人達 は 幸 ひな 人達 

だ。 マリヤ、 あなた は それ を 信す る 事が 出來 るか。 

マリヤ —— - 私の 救 主なる ィ ヱ ス樣、 私に は その 誓言 ははつ きりと 判り かねます。 


イエス. 

マリヤ. 

イエス- 


よ-がへ 


—あなた は^らされた ではない か。 

- それ は 兄の、 こ- -にゐ る ラザロで 御座います ( 

- あなた も だ。 


イエス 


- (俛 人に) マリヤ も； 度 死んだ 審が あるの かな。 

|( その さ：，？ a き) 人 は 一度 死な、 ければ 新たな 命に 生れ 代る 事 は出來 ない。 

さう だ。 一度 死な \ ければ 新たな 命 を n ォる霎 まお お^,。  二つな 3 ミ；. fi  .f  , 

c「 、. .  力〜 ぁズ, V- を ，ォ る 事 はほ^ない ； 粒の 麥か 地に 落されて 死ねば こそ、 幾 十倍 0 麥：^ 

秋の みのりと なる 琪 が出來 るの だ。  声 . 力 

なの^ I. ィ ヱ ス様、 私に も 死 を 踏み 躅るカ を 授けて 下さ いまし。 

ィ rcufr)f 得ようと する もの はこれ を 失 ひ、 これ を 失 t のぶが 誠の 命に 至る の だと 云 舎が あ 

なけに は<! いだら うか。 今生き 代った I フ： もやが て は g 亡びる 時が 來る だら う。 H 

m 「けら^ に 人の子 も 上げられる 時が 來る だら う。 ：：： けれど I のま 命 はきに ある^は r よ 

r% 力 ：：： i5 人々 裏に おらせ 5 ひたい。 マリヤの 所では 簾 だら うから。 (人々 に 向 ひ〕 ^ 

は あ" たき！ の 心 持 が 分る やうに！ だら う。 どう I かな 心で 家に 歸 ！5 た，。 看して" い 

"4 々しく" ひ觸ら さない やうに し 5 ひたい。 ？ rG  あなた はま i れてゐ る。 

信仰が あなた I つたの だ。 この 應| に？ に i に 捧げる やうに 。 ；、 

ラザロ を靜 かな 所で 休ませて やる がい.，。  -ノク あ カオ は 

フ uu^uf さ體， は何虚 です。 イエス 様が？ - まで 連れて 來て 下さった のに、 今 イエ 

フ おはや^に かられる。 どれが イエス 様 だ。 (近寄れる マルタに 倚リ添 ふ〕 何處こ …… 

，-  m  I 

二 四 九 


マ ルタ. 


1 ^  i  0. 

お 為 武郞佥 集 伤： 四卷  、 ， o 

,フ ザ，、 これ は あなたの 妹です、 マルタです。 私の 胸は盡 を 見た 驚きに 張り裂けさ うてす 


ラザ n  ィ ヱ ス 樣は  

ィ ェ ス — (ラザ 口 の 顼に手 をお き) 祌を お求め。 

マルタ —— 兄さん、 さあ 行き ませう。 

ラザロ を 介抱し で I。 人々 も それと 共に iu イエス 入々 の 去 リし後 急に I になり  1 

イエス— (弟子 達 こ 向 ひ) 人， やかな 天の it て 魂 I すまでに 驚いて ゐる けれども イラ 力〃 

イエス (弟子 達-.,. て」 >r  よ 一 にもよ c,。 遣 を欠ハ たり、 太鈹 をた i いたりす ると それに 

ようとす る 心の 徵候を 見て 驚かう とする もの は 一人 もない 笛 を^い ズ ブ窗し -^s.ao 

^  .  寸 るが、 私が 占 を 吹いても、 あなた 方 は 踊って くれようと はしない のズね 

合せて 踊る 人 をよ く 往來て 貝 力け る 力 ^力 t を B  V フ  ， 

- どうして あなたき の 喜び 21 中に そん I しい 事 を 仰し やる ので 御^ます 

- あなた も 亦 私 を 疑 ふ 時が ^ だ u。  私 は 死んでも 主 を i ひ 申す こと は出來 ませ 

- ィヱス 様、 そのお 言葉 は 私の 心 を 無殘 にさ 貫きます 禾^ 歹スマ ョ 


.マ リャ - 

イエス- 

マリヤ- 

ん  o 

イエス 

ュ ダ— 

マリヤ 

-V エス 

立 ダ 


II 人 は 誓 ひ を 立てる もので はない。 

-主は 今の 奇蹬 をパ リ サイ の 人達が 隠れ/ \ に 見て ゐ たの を 御 承知です 力 

1 本當に ••：： 韋 f 捕 へ た その 人が たしかに ミ に來て 居りました 

. それば どうで もい k 事で はな レカ 


じ ス  -そ， 5m と- ンマ. VI レ 、一. FTP- 「 k  .7<  V  i  )  t  k  >  £ 

、r  のお <p を i める さ を 致しました。 それ を 確かに 私 は 自分の 耳で 聞きました。 日頃 力まず 

の ^ 具め M な ^  ければ II 滅まば t だと 云 ふ 

恐れて ゐた 事が 今日い よ/ \ 眼の f に II  / ョを まレ グ 


9  9  9  9 

事 をし つ 力り 考 〈^めました。 もう 一刻 も猶豫 をして ゐる譯 に は 行きません。 神の 御國を 来らせる 爲 めに、 主 

の カを现 はして いたにく 可き 時機 は來 ました。 一刻の 躊躇 は その 時機 をお くらせて しま ひます。 御覽 下さい、 

こ、 に は 主の 爲 めに は 肉 も 魂 も 惜し 氣 なく 捧げよう として ゐる 私共が 居ります C 又ぎ の あたり 大 なる 奇蹟 を 見 

て 主の 御 力 を 本當に 知った 人々 がゐ ます。. 「起て」 と 唯  一 一一 一一 口 仰し やって 下さい。 私達 は 狩 場の 犬の やうに^ み 立 

つで せう。 私 はこれ 以上に ユダヤの 國が 罪と 不幸と に 淵 深く 沈んで 行く の を傍觀 して は ゐられ ません。 …… 可 

んと云 ふ-小 幸な！： お！ へ a デ 王の 爲 めに は 重稅を 課せられて なやみ 苦しみ、 羅馬帝 國の爲 めに 屬國 同様の 取 

り あっか ひ を 受けて、 その 恥辱 を 雪ぐ 道 もないで ゐる この 國民を 私 は 毎日 眺めて ゐ なければ ならない のです か o 

…… 毎日々 々その 不幸に 深入りして 行く の を 忍んで ゐ なければ ならない のです か。 

イエス  (ぺ テロに 向 ひ) ベ テロ、 あなた はどう S しふ。 

ベ テ 口  私 は 一 人の 漁夫に 過ぎません。 そんな 大きな 事 はどう 考 へて い \ のか  

イエス  ハョ ハネ に) ョハ ネは？ 

ョ ハ ネ .—— ュダの 云 ふ 事に は 道理が あります。 私 は 主と ュ ダサの 國 王と を 離して 考 へる 事が 出来ません。 

ィ ェ ス  (いよ，， \ 悒懲 になり) あなた 方 は 今劎の 用意で も あると 云 ふの か。 

ベ テロ  (敢然と して) こ-に 一と. 辰り あります。 

ョ ハ ネ  (同じく) こ & にもあります。 

ュ ダ  私 も 兼 々 W 意して ゐ ます。 

イエス [I それだけ か。 (答へ なし) それで 澤山。 それだけ あれば 何事で も 出来る だら う。 (沈默 の後獨 白の 如く〕 劎 

のお 践で 勝った もの は、 又劎 のお 蔭で 滅びねば ならぬ の だ。 …… 私の 魂 は 痛んで 悲しむ。 私 はこれ 以上 何 を 云 

0  ^  11 五一 


有. お 武郎^ 悠^ 四笾 

まう。 神よ、 これ^ 恐ろしい 時 を^く 過ぎ去らして 下さいと 祈った もので あらう か。 ；… さう ではな レ 私 は 

こゥ きの 爲 めに 優 へられて ゐ るの だ。 ；… さう だ 私 は 今にな つて 恐れて はならない。 祭司に でも パリ サイ 人に 

でもしたい 事 を させて おいた がい k だら う。 あの人 達 は 自分で 何 をして い、 か を 知らないの だ。. 然し 知らない 

の は あの人 達ば かりで はない。 (弟子 達に 向 ひ) あなた 方 は 古い 革袋に 新しい 酒 を 盛らう として はいけ ない そ 

の i は 程なく 破れて、 折角の 新しい 酒が 流れ出て しまう から。 ：：： (管 換 へて) あるが きで で、 私 はも 

う 何時までも あなた 方の 心 を 私の 悲しみで 悲しめる 事 をし まい。 夕餉の 用意が 出來 るまでの 措 歌で も 歌 ひな 

がら 橄欖 山まで そ^ろ歩き をして 來 よう。 ュダ、 あなた はこ、 に殘 つて 買物の 支拂ひ をして 貰 ひたい これ だ 

けの 多 人數の 食事 をシ モ ンとラ ザ n に贿 はせ るの は餘 りに 荷が 重過ぎる。 

ィ ェ ス 立ち ヒリて 弟子 等と 共に 退場。 

ュダ 11 主 は 又 私 だけ 一人 を 群れから 引き離さ うとな さる。 私が ユダヤ人で あるから と 云 ふの か。 それとも 私の 

諫首が 出過ぎた 諫言 だからと で も 云 ふの か。 

マリヤ — イエス 様 はそんな 事で 人 を 彼れ 是れ なさる 方ではありません。 然し この頃の 主のお 顏 はどうしても 只 

事で はない。 -可か 深く 思 ひ 煩って いらっしゃる のが^に ははつ きりと 分ります 

ュダ. I それ は 主の 優柔 不斷 がさせる 1 です。 この場合た ピー 言 「起て」 と 仰し やって 下さり さへ すれば 主力 

かね^-私達に 敎 へられる 祌 の御國 はこの 地上に 出來 るので す。 主が 決心 さへ なされば、 主の 爲 めに、 刺^ f 

國の爲 めに 命 を 捨て \ エホバ に ^ へようと する 者が ユダヤ 中には 到る 處にゐ るので す。 それ を 主 は 何故か 躊っ 

て ゐられ るの だ。 …… 私 は 矢張り ユダヤの 救 主 を 選び 損なって ゐ るの だら うか。 …… 然し 私 はま だ 失望 はしな 

い 。あの KM の やうに 謙遜 過ぎる 主 は、 もっと 形勢が 迫って 來 なければ 最後の 決心 をな さらう と はしまい。 …… 


私 は 何^まで もこ の阈の 幸福の 爲 めに 主に：^ 心 を 促さう。 けれども  

マ リャ — (ュ ダを 恐る 、如く 離れた る 所よ リ见 ゃリ て) あなた はィ ェ ス 様のお 心と逮 つた 道 を 歩んで おいでになり ま 

す。 

ュ ダ  -土が 私^ 主 を^す る もの \ 心と 遠った 道 を 歩まう として ゐられ るの だ。 

マリヤ I 「^ を 吹いても お前 逑は 踊らない」 と 悲し さう に 主の 仰し やった お 言葉が 今にな つて 私に は 分ります。 

ュ ダ —— .： 十一 は 私^が 踊り^る やうな； W の 調べ を かなでようと はなさら な い。 

マリヤ — 「 I 度 死な" ければ 人 は 祌の國 に 生れ 出る 事が 出来ない」 とたった 今 仰し やった 主の 御 心が 私に は 判り 

ュ ダ —— 祌 の！： に 生れる もの は 義人 だけです。 

マリヤ — 神の！： に 生れる ものけ 罪人 だけです。 …… 私に は あなたのお 心 持が 悲しまれます。 ；… イエス 様 はた 

だ獨 りで いらっしゃる …… 。 お、 淋しい そのお 姿！ 

マ リャ その 場に 膝 をつ き て^を 被 ふ。 ュ ダ いぶか しげに マ リ ャを见 やる。 

； . 第三 慕 シ モンの 家..  • 

ベタ ニヤなる シ モンの 家の 食^。 ラザ 口の 家より は 富裕 な る 廣^。 廣 につ V きて それに 通 ふ 廊下 ぁリ。 

1  ナざ 二し いは ひ 

W は^  ニ^の 翌^の 二：！： のタ。 3? ち渝 越の 節の 前の 口。 イエスの 捕へ 、りれ たる 夜 はこの 夕べ に^! きて 來 るた リ。 

3  0  二 五三 


^^武 郞仝築 笫四卷  二 五 四 

イエス 窕 下の^に て マ リ ャと談 り、 廣 間の 方に は マルタ、 シ モン その他の 人々 出入して 食卓 を 整へ 居る。 

マリヤ.  〔永き 問の 沈 默の後 徐ろに 打ち沈み たる 顔 を 上げ) それで は何處 にい らっしゃ るので 御座います。 

ィ ヱ ス I 私 は あなた 方の 爲め にわが 父なる 家に 所を備 へに 行く の だ。 所を備 へたら 又 あなたの 所に 歸 つて 来る 

だら う。 
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マリヤ I それ はいつ の 事で 御座います。 私 は 主から 一 時で もお 離れ 申して ゐ るの ガ 淋しう 御 生レ ます 

ィ ェ ス. I 淋し いのは あなたば かりで はない。 

マリヤ — 主 はこ ゝを 去って 何處ぞ へ いらっしゃる のが 宜しう 御座いませう。 本當に 主のお 命 は 危う 御座いま 

す。 さ 司む パリ サイの 人逹は ラザロ や 私達の 命 をまで 舰 つて ゐる Q ださう で 御座います。 ラザロが 生きて ゐる 

S3 は 主の なさった 奇蹟が いつまでも 人々 に 記憶され るから、 ラザ 口 を 無い ものにす るの だと 云って ゐ るの ださ 

うで 御座います。 

ィ ェ ス _ 私の 爲 めにあな た 方まで 苦しむ の を 私 は氣の 毒に 思 ふ。 けれども 私の 爲 めに 苦しむ と 思って はいけ な 

い、 私の 爲 めに 苦しむ の は 神の 爲 めに 苦しむ の だから。 

マリヤ I. 私 は 何んで それ を 苦しい 事と 存じ ませう。 …… 私に は それが 本望 以上で 御座います。 ……けれども 若 

しゃ 主のお 命に …… この間、 エルサレム の 神殿で 主が 危くパ リサ ィ人 におつ かまり になり かけた と 聞きました 

寺な ど は 私 は 思 はす 恐ろし さに 跳り 上りました。 さう して 主が エルサレムに お出でになった あの 日、 羊の 門の 

所で、 う^し さの あまり 棕梠の 葉 を 振りながら ホザナ くと お 祝 ひ 申した 輕 はすみ を 後悔 致しました。 

ィ ェ ス _ 然し あなた 方が それ を 叫ばなかったら 石が 叫んだら う。 …… 私が 行って しまったら 人々 は あなた 方 を 

會 堂から 追ひ黜 t る だら う。 さう して あなた 方 を 殺した 者 は 神の 御意に 從 つて 立派な 事 をした と 思 ふ 時が 來る 


だら う。 然し あなた 方 は その 人達 を も 責めて はならない。 その 人達 は 父と 私と を 知らないの だから …… 私 は 祭 

司 や パリ サイの 人^ をお めに S めた。 それ はどう かして あの人 達に 私の 父 を 知らせた いと 思った からだ。 けれ 

ども 私の 行かねば ならぬ 時が 近付いた。 私 はもう 誰 を も 責める 事 はしない。 …… 今 私の 眼に は その 人達が 一番 

可^さうな^: として 映る。 

マリヤ  私 も 木お にさう 思 ひます。  はっきり 聞かせて 下さい まし。 主 は どちらに いらっしゃる のです。 そ 

れは どれ 程遠い 所で 御座います。 

イエス —— の 朝に なったら 自然に 分る だら う。 今 それ を あなたに 話しても 無益 だ。 誰に も それ は 分らない。 

マ リャ  -誰 にも ：： 私に も …： 

ィ ェ ス —— あなた は 美しい 心 を 持って ゐる。 

マリヤ — s< しい 心な ど は 持たないでも {且 しう 御座います、 私 は 主の いらっしゃる 所 を 知りたい ので 御座います。 

何 か 恐ろしい 事が 起る の を 私の 心 は …； 

こ の 時众堂 を 整理 しつ & ありし マルタ 窓より 廊下 を 

マ ルタ  マリヤ、 ィ ェ ス 様のお 邪魔に ならない やうに なさい よ。 あなたの 好きな 仕事 を さして 上げる から。 庭 

に 行って 小ノし 花を柒 めて 來て預 戴な。 

マリヤ ！ はい。 去^ 兄さんが 甦った 時には 秋の 末で 何處 にも 花がなかった のに、 今日は 叉 何ん と あなたのお^ 

は^しい のでせ う。 

マ ル タ I いよ，/,. \ 明：；： から 渝 越の 節が 始まる の だもの、 今が 春の 莨 盛りです わ。 

マ リ  さ うです のね。 
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マリヤ^ かに 立ち ト-リ 庭に 下り立ち 花 を 摘む。 .1 H ス考へ 深く 花 n を见 やる。 一 

マ ル タ  (シ モ ン に) まだ ラザ 口 は來 ません か。 

シ乇ン —— (食^ を 整へ つ、) まだ 兑 えない。 誰か 人が ついて 來 るの だら うな。 

マ ルタ —— とても 一 人で は 駄目です、 この間の やうな 事が 乂 起ったら 大變 ですから。 

シ モ ン —— 全く 危ぃ 事だった。 

マ ル タ —— あの人 逑は 兄さん をう まく だまして 橄欖 山の 降り口まで 述れて 行った の ださう です。 兄さんが 何か怪 

しいと 思って 森^ を兒 ると、 ^卒 らし い^が 幾人 も 待 伏せして ゐ たので、 いきなり 速れ て 行った 男のと める の 

を搌 りちぎって 龊 けて 歸 つたの ださう です。 

シ モン. —— これ はかう でい-だら うか。 そこの 蒲團が 曲って ゐ るな。 それ 程までに エルサレムの 祭司 や 役人た ち 

はィ ェ ス様を 憎んで ゐる のかな。 私達 も氣 をつ けて ィ H ス樣に 御迷惑が か」 ら ないやう にしな けれ ばなら な 

い。 私達に 怪我が あっても ィ H ス様の 御迷惑になる。 

マ ル ク —— 今夜のお 食事な ども あまり 人に 知らせたくない ものです ね。 

シ モ ン —— 人々 が 無遠慮に 押し かけて 來 ないやう にす る爲 めだけ にも それ は 大切な 事 だ。 よし それ はこつ ちから 

受取ら う。 

マルタ —— (一人の 女に) もう 二つ 程 蒲 團 を 持って 來て 下さいな、 その 時に なって お客様が ふえる かも 知れない か 

ら o 

9  9  9  9  すギー こしい は ひ 

マリヤ —— (花 を 摘みながら も 時々 物案じ 餌に ぼん ゃリ 佇みな どして ぁリ しが) ィ ェ ス様、 明日 は渝 越の 節のお が？ りに ェ 

ルサレ ム にお. 出で になる ので 御座いま すか。 


ィ ェ ス —— 何ん と：. ムふ 美しい 花 だ。 私の 生れ 故鄉の ナザレ にも 春 は 來た事 だら う。 

マルタ  (窓よ リ^ を視 きて) マリヤ 摘めて？ 

マリヤ —— え、。 けれども まだ 少し。 

マルタ — それが 濟ん だら 一寸 來て こっち を手傳 つて 下さいな。. まだ 皆さん はお 見えに ならない かしら。 (一 人 

の 切に) あなた 門の 所に 行って f 寸 見て 來て 下さい。 

マ リャ  はい (と 返辭 せる 時には マ ル タ の 鎮旣に 窓に あらず)" (イエスに 私 はもう 花な ど を 墒 んでゐ るの が  < ：护に 

なりました。 胸が た r わく/ \ して 私 は 何事 も 手に つきません。 (ほろ と 摘みた る 花 を 地に 捨っ) ^ かな 害の 

夕 慕れ だ こと。 

ィ ェ ス  マリヤ。 

マリヤ — はい。 

ィ ェ ス — ： 思 ひ 返した る 如く) 何んでも なかった。 ：：： その 捨てた 花 を 集めて こ 》 に 持って お出で。 

マ リャ花 を 第め てィ ェ ス の 傍ら に 持ち 來る。 

イエス —— そこに 坐る がい- r。 部屋の 中には まだ 誰か ゐる だら うか。 

マリヤ  (部屋 を 見) 誰も 居りません。 

ィ ェ ス —— あなた は 本當に 私が 何處に 行く か を 知りたい のか。 

マリヤ II 私に は 主の いらっしゃる 所が 朧 ろげ に 分った やうな 氣が 致します。 不思議に 痛み 悲しむ 私の 心が それ 

を 私に 知らせる やうに 思 ひます。 

ィ H ス —— 何處に 行く と 思 ふの だ。 

^  0  一一  五 七 
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マリヤ —— 私 は それ を 申す の を 憚ります。 主のお 口から 承りた う 御座います， 

ィ ェ ス II 私はゲ へナの 谷間 を 通って 死の 國に 行く の だ。 

マリヤ は 自分の 竊 かに 危ぶめる 所が 的中せ る を 驚き もし 恨み もす るが 如く、 答へ もな く 思 はず ィ ェ ス にす り 寄る- 

イエス — (靜 かな 咸厳を 以て) 然し 天なる 父の 懐ろ に歸 るの だ。 …… 驚く 事 はない。 又 悲しむ 事 もない。 私が 行つ 

^^に は あなた を 慰める ものが 天から 送られる だら う。 …… さう して こ の 事 を あなた の 兄の ラザ 口 にも 姉の マ 

レタ にも 漏らして はならない。 殊に 私の 弟子 達に 告げて はならない。 弟子 達 は 私が 死の 杯 を 飮み盡 すまで 私の 

心 持 を 素直に 理解す る 事が 出来ない の だから ……  . 

マリヤ — ラザ 口 を 甦らせて 下さ つ た 主が …； 何故 主 は 御自身 をお 救 ひになる 事が 出来ない の で 御座います。 主 

の お出でにならな いこの 世の中 を考 へます と 私 は 生きる 筌が 御座いません。 

イエス— 私の 1 了/、 の は あなた 方の 益になる の だ。 生きる 事の 尊い 時が ある。 死ぬ る 事の 尊い 時が ある。 私は愼 

んで この 世の 生を樂 しんだ 積り だ。 私 は 又 愼んで 死への 旅 を 喜ばねば ならない。 …… 人々 は 私の 死ぬ の を 見て 

凡ての 望み を 失 ひ. ひき M ひ を 失った 羊の群れの やうになる だら う。 然し あな た^け は 望み を 失って はならない。 

おり 持った イエス は、 私が 死んだ 後に あなたに ぎ はされ て、 いつまでも あなたの 伴侶と なる だら う。 …… 

あなたの 心に は 愛が 滿 ちて ゐる。 だから 私の 云 ふ 事が おぼろげながら 分る の だ。 けれども 私の 弟子 達の 心 はこ 

のおの 事の 爲 めに 煩 はされ て^らんで ゐる。 若し 私が 今夜 祭司の 手に 渡されて、 十字架に かけられ るの を 知つ 

たなら、 弟子 達 は！ ！ぃ に騷ぎ 立って 私が 受 くべき 大事な 運命 を 微塵に くだいて しま ふだら う。 弟子 達 は 私の 行 

く 所 を 知って はならぬ の だ。 

マ リ ャ —— 主 は 本當に 孤獨な 淋し い 方で いらつ しゃいます。 


イエス II 孤獨 ではない。 fK の 父 は 常に 私 と共にい ますの だ。 さう して あなたが 私に は與 へられて ゐ る。 

マ リ ャ  お k イエス 樣！ それ は餘 りに 勿體な 過ぎます。 

ィ ェ ス II 凡ての 人々 が 失望す る 間に あな た^け は 失望して はいけ ない。 私が 留守の 間に あなた は そ のかよ わ 

い、 やさしい 手で SK と 人と を 結びつけて ゐて くれなければ ならない …… それ は 苦しい 仕事 だ。 私 は そ 匕 を 知つ 

てゐ る。 けれども 天 の 父 は それ をな し 遂げる 愛の 力 を あなたに 送って 下さる だら う。 

マリヤ  私 は 主と 共に ゲ へ ナの 谷間に 參 ります。 どうぞお 連れな さって 下さい まし。 

マルタ 登場。 食堂 を 見 ま はりて マリヤの ある 所に 來リ。 

マルタ  マリヤ、 一寸 來て臺 所 を手傳 つて 下さいな。 

マリヤ  C 淚を 押し かくして) はい。 姉さんす ぐ參 ります から a 

マルタ 返 場。 

イエス — (マリヤより 花 を 受取りつ く. <\ と 眺めて〕 美しい 花 だな。 …… (半ば 獨 白の 如く) いか 程 思 ひ 煩っても 人の 

毒 命 は 寸陰も 延べる 事が 出来ない。 又い か 程 思 ひ 煩っても 人の 命 は 寸陰も 縮める 事が 出来ない。 マリヤ。 あな 

たの 生きて ゐる のが この 世の 爲 めになる ならば、 どれ 程の 苦しみに も、 どれ 程の 悲しみに も， あなた は 勇んで 

生きねば ならぬ。 父 を 信す る もの はつぶ やいて はならぬ。 

マリヤ  私の 小さな 信仰 をお 憐れみ 下さい。 

ィ ェ ス  マ リ ャ。 

マリヤ  わが 主よ。 

二人の 間にし め やかなる 沈默。 マルタ 登場、 マリヤの 所に 來リ、 
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マレ タ II マリヤ、 マリヤ。 今 兄さんが 來て、 お 弟子の 方々 がもうお 着きに なると 云って ゐ ます。 あなた は 何故 

今日は さう 働き もしないで^ かやい して ゐ るの だら う， 私たち はこん なに 忙 がしが つて ゐ るのに。 ィ ヱス樣 

妹に 少し 動く やうに 仰し やって 下さい まし。 

イエス — マルタ、 マルタ。 あなた は 家の 事ば かりに 心 を 煩 はして、 一 番 大事な 一つの 事 を 見の がして ゐる あ 

なた の 妹 は それ を 知って ゐ るの だ。 …： (マリヤに 向 ひ) もうい \ 、あなた は 立って マルタ を 助ける がい X 私 

は獨 りで こ X にゐ たいから。 

マリヤ I 私 は 主に 何 をして 差 上げれば い、 ので 御座いませう。 

ィ ェ ス — 私と^ 子 達の 爲 めに 短い 問の 別れの 備 へがして ほしい。 

マルタ、 マリヤ 共に 返 場。 イエス 立ち上り 右手に 花 を 持ちながら 靜 かに ^を さまよ ひ、 やがて 廊下の 人目に^たぬ 所广 

坐す。 哲 くして 弟子 達 食堂に 登場。 

ぺ テロ — ま 1 の i ^いよく 明 曰に なった。 ガリ ラャ から も 知った 人達が 大勢 上って 來る だら う。 

ャ コ ブ —— 主 は 叉 明日 エルサレム に 行かれる だら うか。 

ュダ — それ は、 ヤコ ブ、 云 ふまで もない 事 だ。 主が 居られなければ" 今年の 渝 越の 節 は 意味 をな さない ひつ 

の廣 場に 溢れる 程 集まった 人々 が、 狂氣の やうに 主を迎 へて 「ホ ザナ、 ホザ ナ、： 神の 名に よりて 来る 小 羔は幸 

なる かな」 と 歌 ふの を 聞く の は うれしい 事 だ。 この 三年の 間 主に 從 つて 艱難 を 嘗め 盡 した 私達の 心づ くし は i 

いられる 時が 來 たの だ。  ヒ 。 J 

： ^  あや  .U くら きま 

ョ ハネ — 然し へ ロデ 王の &ゃ 祭司 達 はこの 折 を 窺って 主 を 危めようと 企む に 決って ゐる。 

ベ テ B I 然し 主に 心からの 信仰 を 捧げて ゐる 大勢の 參詣 人の 前で、 何事 をし 出かし 得よう ぞ。 


ュダ — ^斷 はならぬ。 祭司 や パリ サイ 人 逢 は 主を械 へる まで は 安 々と は 眠るまい とい ふ 程の 意氣 込み を 持って 

ゐ るの だ。 (粱を 低く して) 私達 は 主 を 促が して こちらから 彼等 を 魁け る やうに しなければ ならない の だ。 主 は 

^り に 謙遜 過ぎる。 私達の 熱心で その 謙遜 を 突き崩さなければ ならない の だ G 

ベ テ 口   主 はお 前の考 へて ゐる 以上 を考 へて 居られる の だ。 

き  おぎな 

ユタ —  — さう でない。 ^り 生一本な 主の 性格 はこの 世の 經驗で 補 はれなければ ならない C 私達 は 主の 云 はれるな 

りに 服從 して ゐる 場合で はない。 

ャ コ ブ —— それ はさう だ。 

ュダ I . さ うで ある どころ か、 私達 は 今夜 心を盡 して 主 を 諫めなければ ならない。 ：大の 御國が この 地の 上に 成る 

か 成らぬ か は 今夜の 中に 決する 事 だ。 

ぺ テロ  主のお 心が お前の 云 ふ 通りに なったら、 私の 命 は その 爲 めに 捧げても 惜しく はない。 私 は 何： M まで も 

主に 從 つて 行く。 

ョ ハ ネ  それにしても 主 は 何處に 居られる の だら う。 

ラザロ 出^。 

ュダ II や あ ラザロ。 あなた は 先程の 話 を 委しく 主に 申 上げる がい \ぞ。 

マルタと マリ ャ 出場。 

マ ル タ I 步 きながら マ リャ に) あなた は 何故 さう 悲し さうな 顏 をして ゐ るの 。私の 家はィ ェ ス様を 始めお 弟子の 

方々 を迎へ て ：大國 の やうに 樂 しいのに。 

ョ ハ 、不 — (二人に) ィ ェ ス様 は何處 においで^ す。 

^  0  二 六】 
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マルタ — 今まで そこの 廊下に 休んで いらっしゃい ましたが …； (廊下の 方 を 見廻して) あすこに いらっしゃる では 

ありません か。 

ョ ハ ネ  さう 力  

ヨハネ を はじめ 廊下の 方に 到らん とす。 i ス 言での 悒鬱に 似ず 輕く 立ち上 リ、 弟子 管迎 ふるやう に盡に スり來 

る 0 

】 司  主よ o 

イエス — 私 は 今夜 は あなた 方の 主で も あるまい、 先生で も あるまい。 あなた 方と 同じ 人の子に なって 樂 しく 最 

後の 晚餐を 取らう。 

ベ テ n —— 最後の晩餐と は …… 

ィ ェ ス —— それ はい まに 分る。 

弟子 達の 中に 不安の 色。 

ィ ェ ス —— シ モ ン はどうした。 

マリヤ 退場。 直ちに シ モン を 伴 ひて 登場。 

シ乇ン —— (イエスに) 主よ、 あなたが 私の やうな 罪人の 家 を 顧みて 下さった 事 を 心から 難 有く 思 ひます や/の 

散け もして はありません が、 ゆっくり 一夜 をお 過し 下さい。 

イエス  私達 は あなたの 志 を 難 有く 思 ひます。 それで は …… 

人々 ユダヤの 習 憤に 從ひ、 草鞋 を 脫ぎ脚 を 洗 ひて 食卓に 就く^ 意を始 む。 マルタ、 マリヤ 整へ ある 水盤 を 持ち出 づ 

ぺ テロ —— 主よ。 どうぞお 洗 ひ 下さい。 


ィ ェ ス — あたた 方から 淨 める とい^-。 私 は 今日は 洗ひ殳 になら う。 

て 1 しひ  •  ■  • 

ト- ぉを脫 ぎ、 手 巾 を 腰に 卷 きて、 水盤の 前に 身 を 屈め、 弟子の 來 りて 脚 を 洗 ふ を 待つ。 

シ モン — 勿體 ない、 それ は 主人の 役目です。 

イエス — (^おな く) さあ ュグ。 あなたから 始めよう。 

ュダ I. 主 は fK の 御國の 王で あられます。 

イエス  それで は ヨハネ。 あなた 來 ると い^.。 來て くれと 云ったら 來て もい、 だら う。 

ョ ハネ 恐る- \ 水盤の 前の 腰かけに 坐して ィ h ス に 脚を轼 つて 莨 ふ。 他の 弟子 もやが て は 事に 惯れて 嬉しげ にィ ェ ス の 

介抱になる。 ぺ テロの みは 容易に それ を肯 はず。 

ベ テロ II 主よ、 主 はどうしても 私の 脚までお 洗 ひな さるので すか。 いけません 。洗って いた^,  くの は-^ # な 過 

イエス  洗 はして くれないと、 もうあな たと は關 係が なくなる よ。 

ベ テロ I (^ぎ 腰かけに 坐し) それなら、 主よ、 脚と 云 はす、 私の 手 も 首 も 洗って 下さい。 

ィ ェ ス I ^後に ベ テ 口 の 脚 を 洗 ひ 立ち上 リ。 

イエス u 乎 や 首まで 洗 ふに は 及ばない。 さあ これで あなた 方は淨 くな つた。 然し (と 云 ひながら 殊に ュダに 眼 を そ 

そぎて〕 あなた 方の 凡てが 淨く なった 譯 ではない 。けれども それでい \。 シ モンと マルタが 私達の 爲 めに 設け 

て くれた 淨 めら れた 食卓に つ かう。 

イエス は C ら簡單 に 己れ の 脚を轼 ひて 弟子 及び ラザ n と共に 食卓に つく。 マルタ、 他の 女達と 共に 食物 を 運び 來 る。 】 

同 ^前の 祈リ をな す。 この 時 マリヤ 美しき 石の 瓶 を 盆の 上に 載せて 恭しく 持ち 來り、 イエスの 足 許に 坐し、 その 瓶の 口 
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を 破り、 ナルド の 油 もて その 脚 を if し、 I なる 已が營 毛に てこれ を 拭ひ始 む。 ュダを 始め 弟子 達 そのぎ なる f 

に 乾きて 首 を捺ぐ I 

ュ ダ —— 何んだら うこの 氣 高い 香 ひ は。 

ョ、 ネ — (イエスの 傍に 坐して ありし が 身 を かへ して マリヤの 爲す樣 を 認め) マリヤ、 あなた ビ つたの 力 お それ は 

本 常の ナ ルドの 油ではありません か。 而 かも あなた は寶 石の 瓶の 口 を 割って しまったので すね。 

ヤコ ブ— 私 は 今日 始めて その 香 ひ Azg< いだ。 一斤で 銀 三百 枚の 價が すると 云 ふだけ あって、 これ はい、 匂 ひだ。 

べテ 口 i (マリヤに 向 ひ) それ を あなたの 身分で 惜しげ もな く 使 ひ 菜して しま ふので すね。 

弟子 達の 間に マリヤに 對 して 一 種の 不快 を 感じた る 色 ぁリ。 

ュダ — (殊に 氣色を 損じ) ナ ルドと 云へば その 五六 滴で、 貴人の 頭が 淨 めら れる贅 澤な品 だ。 それ を 脚に …： そ 

れを寶 れば銀 三百 枚に はなります。 その 寶り高 を 貧しい 人達に 施したら どれ 程の 惠 みになる か 知れない の だ。 

私のお 預 りして ゐる 金袋 は 始終 空しい のです。 主よ …… 

トマス I 實際 私達の 周 園に は 不幸な 人 や 貧しい 人が あり 餘る 程ゐ るで はない か。 サ ロメが 舞む をして、 あの 正 

義の豫 言 者 ヨハネの 首 をへ ロデ 王に 斬らせた、 その 時の 宴會 で^も あったら これ は 似合 はしい 事 力 も 知れない 

ず， 

ヨハネ— マリヤ！ あなた は 又 昔の あなたに 立ち 歸 らうと でもす るの か。 あなたと 雖も 私達の 主 を 迷 はす 事 は 

出來 まいよ。 

ぺ テ 口 I それ は 私達が させて おく もの か。 

イエス— マリヤの する 事 は マリヤに 任せて おくが で。 マリヤ I りの 曰の 爲 めに、 この 油を蓄 へて おいた の 


だ。 それ をん， 使 ふのに 不思 ff はない。 …… 贫 しい 人 fa は 常に あなた 方と 一緒に ゐる だら うけれ ども、 私 はいつ 

まで も  一^に はゐ ない の だ。 一緒に はゐ ない の だ。 私 は あなた 方に 吿げ てお く。 私の あなた 方に 敎へ傳 へた * 

が 傅 へられる 所に は、 何處 でも マリヤの して くれた 事 も 永久に 宣べ傳 へられる だら う。 (マリヤに 向 ひやさし く) 

私 は あなたの 厚い 志 を うれしく 思 ふよ。 私の 脚 は 最後の晩餐の 用意の 爲 めにあな たの 淚とナ ルドの 油と で淨め 

られ た。 ： 人の 父 は それ を 嘉し給 ふだら う。 (弟子 達に 向 ひ) あなた 方 はこれ から 互に 分れ 爭 ふやうな 事 をし ない 

で くれない か。 私 は あなた 方に 今 例 を 示した 積り だ。 私 は あなた 方の 脚 を 洗った。 私の した 事 を あなた 方 も 互 

の W にし 合って 貰 ひたい。 この 廣ぃ世 G 中に 私達の やうに 天 に 向 はう とする もの- T 數は少 い。 その 少い數 の 人 

^が ゲ： を尤め 八：： つたり、 憎み 合ったり して ゐて は、 どうして 失 はれた 羊の群れ を 檻の 中に 槳 める 事が 出来よ 

ラ o 

ラザ J-  さう です、 私迮 はい やが 上に も 睦まじく かたまって ゐ ねばな りまん。 

ュダ  さう して惡 の 力に 打ち勝つ 構へ をし なければ なりません。 現に ラザ 口 は …… ラザ 口 あなたが 直接に お 話 

を するとい 、。 

ラザ 口  主が エルサレムで 人々 から ホザナ との 歡迎 をお 受けに なった その 日の 夕方です。 このべ ター ーャの 村の 

稅 吏の 人が 二人 私の 所に 來て、 ィ H ス 様が 撖欖 山で 私 をお 召しに なって ゐ ると 知らせました から、 私 は 取る も 

の も 取り 敢 へす、 その 二人と 共に 家 を 出ました。 

マルタ  全く ラザ a は 何事 を 思 ふ 暇 もな く、  丁度 その 時 居 合 はした 私達に も 一 首 も 云 はすに 家 を 出た ので 御座 

レま 

ラザロ — すると 撖 S 山の 上に は 主 はおいで になり ませんで した。 稅吏 は、 それで は 多分 エルサレムへ 下る 道の 
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方 だら うと 云って、 私 を そっちに 連れて行きました。 その 時 ふと 私の 心に 疑 ひが 起り ました。 その 稅 吏の 人達 

は 私が 日頃から あまり 信用 をして ゐ ない 人達です し、 死から 主によ つて 甦らされた 私 を 殺さう と 祭司 ゃパ リサ 

ィ人 が^って ゐる， V 知って ゐ ましたから、 歩きながら も氣を 配って 居ります と、 栗して 森 蔭に 怪しい 人影 を 幾 

入 も 見付け出しました。 私は稅 吏の 手 を 振り切って 家まで 走り 歸. つて 僅かに 一命 を 落さす に濟 みました。 主 を 

信す る 人達が 多く なれば なる 程、 それが 正しい 道 だからと 思 はすに、 あの人々 は 主に 迫害 を 加へ ようと 思 ひ 募 

つて ゐ るので す。 

ュダ II 若し この 形勢 を毘 すく 默 つて 過して ゐ ると. 今まで 主 を 信じて ゐ たもの も 段々 主から 離れて 行く に 相 

違ありません。 

ィ ェ ス  それ を 私 もどう する 事 も出來 ない。 

ュダ — 出來 るの を 主は敢 へて なさらな いのです。 主が 一度 起って 「私が 天の 御 國を嗣 ぐべき 王で ある」 と 明ら 

かに 宣首 なされば、 それで ユダヤの 王國は 新しい 命 を 取り返す のです。 主 を 信す ると 信ぜざる とに 係 はらす、 

ユダヤの 國 民は渴 くやう に 救 主の 出現 を 待って ゐ るので す。 豫 言が 充 たされる の を 望んで ゐ るので す 明日の 

渝 越の 節の 時に …… 

ィ ェ ス —— 私 は 度々 それ を 宣言した ではない か。 

ュダ —— 然し 主 は 一 度で も その 宣言の 實行 をしょう と はなさらない のです。 

ィ ェ ス I ュダ！ あなた は!： ^ 地の 事ば かり 思 ひ 煩って ゐ るの だ。 私達 は 天に ついた もので はない か。 

ュダ —— ： 大國を 先づ この 地の 上に 築かなければ …… 

イエス — (I 同に 向 ひ) 私 はこれ まで あなた 方と！； 齙を 分ち 合って 食って 來 たが、 さう して 麪麴を 分ち 合って ゐ 


る 人の 屮に、 私 を 敵に 資り 渡さう とする ものが ある。 

^子の 屮に梵 きの 色。 弟子 達 互に 不安げ に 物 云 ひ 交せる 暇に、 イエ ス麫麴 を さきて ュ ダに舆 ふ。 マリヤ それ を 見て 豫覺 

を^た る 如く 餌 色を變 ず。 

ョ ハ ネ —— (ベ テ n に 何 か 囁かれ、 ィ ュ ス に 向 ひ) 主よ、 それ は 誰です か。 

イエス —— 私と 麪麴を 分ち 合って 食 ふ もの \ 一人た、 (ュダ に 向 ひ) さあ、 あなた はこれ から 行って あなたの すべ 

き^をして 來 たらい.^ だら う。 もうす つかり 夜に なって しまった。 今夜の 中に 事 は 成し遂げられなければ なら 

ない。  . 

ュダ —— 主 は 私に それ をお 命じになる のです か。 

ィ ェ ス  ^じなくても あなた は 何時か それ をせ すに はおくまい。 

ュ ダ 決心せ る 面持ちに て 突然 座 を 立ち、 金袋 を携 へたる ま  >- 廊下の 方より 退場 せんとす o 

ト マ ス —— (麻 下の 近くに 坐して ぁリ しが ュ ダ に) 渝 越の 節の 買物に でも 行く のか。 

ュ ダ  さう ではな い。 

ト マ ス  贫 し い 人に 施しで もしに  

ュ ダ —— お前 逹 はやが て 主と ュ ダと どちらが 正し かつ たかを 知る だら う。 (退場) 

ュ ダの去 リし後 不安の 氣众 堂に 滿っ。 ィ H ス嚴か にしめ やかに 語リ 出づ。 

ィ エス —— あなた 方 は 心に 憂へ る 事 はない。 神 を 信じ 又 私 を 信じて くれる がい X。 わが 父の 家に は 第 宅が 多い。 

私 は あなた 方の 爲 めに 所を備 へに 行って 來る。 それ は 私の ゐる 所に あなた 方 も ゐて貰 ひたい からだ。 

ト マ ス —— 私に は 主の 行かれる 所が 何處だ かその 道 さへ 知りません。 
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ィ ヱ ス — 私が その 道 だ。 私に. s ら なければ 父の 許に 行く 事 は 出来まい。 

ぺテ n — 主よ、 私達に； 太の 父 を 知らせて 下さい。 

イエス I- ぺテ 口。 私 はか ほど 久しく あなた 方と 一緒に ゐ たのに まだ 私 を 知って はくれ ない のか。 私を昆 たもの 

は 父を见 たのお o 私が あなた 方に 語った 言葉 は 私自身の 言葉で はない。 私 は 私と 共に あられる 父の 行 ひ をな した 

までな の だ。 父が 私 を 愛して 下さった やうに 私 は あなた 方 を 愛して ゐる。 どうか あなた 方 も 私の 愛に 抱かれて 

貰 ひたい。 义 私が あなた 方 を 愛する やうに、 あなた 方 も 互に 愛し 合 ふが い \。 友の 爲 めに 自分の 命 を 捨てる 程 

大きな 愛 は 外に はない。 凡て 私が あなた 方に 語った 一； 一一 ロ槳を 守って くれるなら、 それ は 誰で あらう と 私の 友 だ。 

五 は その 友の 爲 めに 喜んで 死に もしょう。 この 世の 人が 若し あなた 方 を 憎むなら、 あなた 方より 先き に その 人 

達 は 私 を 憎し でゐ るの だ。 あなた 方が 若し 今の 世に 屬 する もので あったら 今の 世 はかう まで あなた 方 を 苦 しめ 

攻める 察 はしまい。 然し あなた 方 は 今の 世の もので はない。 私が あなた 方 を 今の 世から 選み 取った の だ。 だ 力 

ら 世の 屮は あなた 方 を 憎む の だ。 

もう 少し 私の 言葉 を 聞いて 貰 ひたい。 婦が 子を產 まう とする 時には 薆 ふるだら う。 然しす でに 齑 み 終れば 前の 

憂 ひ は 忘れて しま ふ。 この 世に 一人の 人の子が 現 はれ 出る からだ。 見れば あなた 方 も 今 不思議な 不安と 憂 ひと 

に 沈んで ゐる。 然し 私が あなた 方 と^れ 去っても. 又^び あなた 方に 會ふ 時が 來る。 この 事 は 記憶して ゐて貰 

人たい。 その 時が 來 たら あなた 方の 心 は 喜ば 卞に ゐられ ないだら う、 私 はもう 二度と 別れる 事な く あなた 方と 

一 緒て ゐるだ らうから。 その 時の 喜 ぴを奪 ひ 得る もの は何處 にもない の だ。 

ョ ハ ネ II 主 は 今夜 こそ 誓言 を 用 ひすに 凡て を 明ら さまに 云って 下さいます。 私 は 今にして 生が 明らかに f より 

出で 袷へ る を 信じます。 


イエス —— あなた 方 は 今 それ を！！；！ じて くれる か。 私 は それ を 嬉しく 思 ふ。 さうなら 私が 今まで 云った 言 紫 を 守り 

a っ^え てゐ て^: ひたい、 私 は 自分の 言葉が 誠で あるの を 知って ゐ るの だから。 然しもう 時が 近寄った。 もう 

時が 來た。 あなた 方 は 散りぐ になって 私 だけ を 孤 獨に淺 すだら う。 然し 私 は 全く 孤獨 ではない。 父が 私と 共 

に ゐられ る。 さう して  (云 ひつ i マリヤ を 顧みる) あなた 方 は 世に ある 問 は 迫害の 限り を 受ける だら う。 然し 

懶る  >, に は 及ばない。 私 は旣に 世に 勝った。 

さあ これから ケデ 口 ン の 河 を 渡って ゲッセ マネの 圔の 方に 散歩に 行かう。 私が 待ち設けられて ゐる 所に 行かう。 

ィ ェ ス 立ち上る。 弟子 達 も 亦。 

き やう だい 

マリヤ —— ハイ H スに 近寄 リ) イエス 様、 私達 兄妹の もの もお 連れなさい まし。 

イエス  ^う 夜 もお そい。 私逑の 行く 所 は あなた 方の 行くべき 所ではない。 シ モン、 ラザロ、 マルタ、 マリヤ 

あなた 方 はよ い 人々 だ。 イエス は あなた 方 を 永く 覺 えて ゐ よう。 あなた 方の 上に 天の 父の 祝 一 I を。 

イエス 祝福 を與 へたる 後竊 かに 弟子 建と 共に 返揚。 四 人の 兄妹 名玆リ 惜しげ に 人々 を^ 送る。 イエスの 1 行の 馱ふ 讚美 

の耿 fiS  く閒 こえ やがて 聞こえず なる。 

マリヤ —— ュダ なの だ。 

シ モ ン — 何 が …… 

マリヤ —— ュダ なの だ！ 

マ ル タ —— マリヤ！ あなた は 今夜 は 全く どうかして ゐる。 

マリヤ —— どうかし ないで ゐられ ませう か。 (急に 食堂 を かけ 出 でんと し) 行って はいけ ない の だ。 誰も 行って はい 

けない の だ。 (又 部 尾に 歸リ 來リ) お.^ あなた 方 は 何ん にも 知らないん です。 あなた 方 は 幸 幅です。 
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ラザロ —— マリヤ、 さあ 家へ 歸 らう。 お前 は 頭 を 使 ひ 過ぎて ゐる やう だ。 何も そんなに 氣に する 事 はないで はな 

と 4* こ ほ 

いか。 今夜の 晚 餐もシ モンが 思った 通り 滯 りなく 行った の だし。 

マ ル タ —— あなた は その 命よりも 大事に して ゐたナ ルド の 油 を …… 瓶まで こ はして しまって  

マリヤ —— シ モン！ イエ ス 様が ••：： ィ ェ ス 様のお 命が …… 

シ モ ン —— ィ H ス 様のお 命が？ 

マリヤ —— (ラザ a にしが みつき) そのお 命が 危 いのです。 今夜です。 今です。 お.^ 私 は、 何もかも 云って しまつ 

た o 

よみが へ 

ラザロ —— ハ 笑って) 愚かで はない か、 お前 は。 この ラザロ を 死から 甦らして 下さった その イエス 様のお 命が 危ぃ 

た は ごと 

お前 は 何ん と 云ふ愼 みのない 囈言を 云 ふ 女な の だ。 

シ モン —— 面 B に) マリヤ！ お前 は 何 か 聞き こんだ のか。 何 か イエス 様に 大事が 起ら うとして ゐる のか …… 

何故 答へ ない。 何故 はっきりと 云 はない …； ぇ& お前 はそんな 大事 を 知りながら 何故 今まで 云 はす にゐ たの 

だ。 ラザロ、 マリヤの 様子 はどうしても 只事で ない。 私 はかう して は ゐられ ない。 私 は 主の 後 を 追 ひかけ る。 

ラザ Q —— さう 云へば ィ ェ ス 様の 今夜のお 言葉に は 淋しい 響きが あった。 それにしても 死 を さ へ 踏み 躧 つた ィ ェ 

ス 様が …… よし、 私 もお 前と 一 緖に 行かう。 

二人せ き 込んで 部屋 を 出 でんと す。 マルタと マリヤ これ を と^む。 

マルタ —— まあお 待ちなさい。 もう 少しよ く考 へて 下さい。 マリヤの 心は亂 れてゐ るので す。 何 を 云 ふか 分り は 

しません。 

マリヤ —— (^ほ 出で 行かん とする シ モ ン、 ラザ 口 を舞臺 中央に 押し か へ し) 噓 です 私の 云った の は 皆ん な噓 です。 私 は 


何を考 へて 何 を 云って ゐ たので せう。 兄さんた ち！ どうか 氣を 落着け て 下さい。 お、 恐ろしい 事 だ。 ラザ 

口！ ，. あなたの 云 ふの は 正しい。 ィ H ス様は 死 を 踏み 躏られ たのです。 ィ H ス様は 限りなき 命の 持主で いらつ 

しゃる。 もう 大丈夫です。 何事 もない のです。 落着いて ゐて 下さい。 

マ ル タ —— あなたが 一 难落 着いて ゐ ないで はない か。 

マリヤ ，1 今 私 も 落着きます。 少し 待って 下さい。 ；… 世に 勝った と はっきり 仰し やった イエス 樣が …； ^は 可 

を ！s じたら い \ の だら う。 ：•：. けれども 主 は 信じろ と 仰し やった。 (この頃より マリヤ は 他の 兄^ 等の ^視 の b- に 

さなが 

仝く ©獨 なる もの 乂. S くな リ、 宛ら 荒野の 眞 中に 立てる が 如く 獨 白す) 主よ、 信じさせて 下さい まし。 あなたが 限りな 

く 生き 給 ふ 事 を 信じさせて 下さい まし。 …… 靜 かに …； 靜 かに ；… もっと 靜 かに …… 若し 見る 事が 出來 なけれ 

ば  凡てが 聞こえる やうに  お X 世界が 闇に なって 行く  

マリヤ 唇の み 動かせ ども 言葉 出で ず。 他の I 一  一 人の 兄姉 は 唯 あきれて マリヤ を ^やる。 極度の 靜寂。 

—— 幕 ，11 

(I 九 一 九 年 十月 三十 I 日) 
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モデルの：^ 


ギ き ず 家 


お^のよ い 


揮 本と 瀬 古と が とも子 を モデルに して^ 架に，！： つても る。 戶部は 物爱さ うに 床の ヒに^ ころんで ゐる < 
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1 本 —— (瀨 古に) おい 瀨 十：！、 ドモ义 がうな つて ゐる ぞ、 死ぬ んぢゃ あるまい な C 

 おも 全くうな りたくなる ねえ、 死にた くなる ねえ。  ともち やん， お前 もお なか^す いたらう。 

ともで  もう 物 をい つても い、 の、 若様。 

瀨 十：： —— い &ょ。 おなか ビ すいたら う。 

ともで  そんなで もない ことよ。 

戸 部うな る。 

どうしたの、 戶 部さん， あなた 死ぬ とこな の。 まだ 早い わ。 

^rn —— ともち やん はこ \ に來る 前に 何 か 食べて 來 たね。 

とも チ  え、 〈乎 、へて よ、 おはぎ を。 

f 本  あ 、奄 はもう 駄目 だ。 (腹 を か  > "へる〕 唾 も 出 なくなつ ちま ひやが つた。 

^rM —— ふうん、 おはぎ を …… 强勢 だな あ、 いくつ 食べたい。 

とも チ —— まあい やな 瀨十： I さん。 

—— -さ うして おはぎ は あんこの かい、 きなこの かい、 それとも 胡麻 …… 白狀 おし、 どれ をい くつ …… 

澤本 —— 瀨古 やめない か、 俺 は本當 に 怒る ぞ。 飢 じい 時に そんな 話 をす る 奴が …… あ、 俺 はもう 駄 n=: だ。 三日 食 

はな いんだ、 三日。 

l^n  举本ま 生蕃 マけ こ藝 岈.- 豕 として の馄像 力に 乏しい よ。 僕が 今 こ \ にお はぎ を 出す から 見て ろ  ぢ やな 

い 間いて ろ。 とも ちゃんが 家 を 出ようと すると、 お母さんが 「とも や、 こ、 にこん な ものが 取って あるから 食 

v ておいで な 一 といって， 鼠 入らす の 中から、 ラ ー ヴ ヱンダ ー 色の あんこと、 ネ， 'プルス • ヱ 口 ー のきな こと 


あの ヴァラ スケス が W ひたとい ふ プア ー リツ シ.グ レ ー の 胡 K   -  - 

0. 部うな り聲を 立てる。 

T^. I だから 赀様は 若様 だなん て 1： 蔑され るんだ。 そんな だら しのない 空想が 俺违 の藝 術に 取って 何ん の 足し 

こなる と 思って るんだ。 俺逑 は^ 實の 世界に 立脚して， 根強い 作品 を 創り 出さなければ ならな いんだ。 だから 

…… は殘 念ながら 腹が からつ ぼで、 頭まで 少し 變 になった やう だ。 

ト も- 1 1 ^^さん は^ 段 あんまり 大喰ひ をす るから、 こんな 時に 困 るんだ わ。 …： それにしても どうして こ k 

に ゐ ろ 人：^ の^は こ んな に赍れ な いんで せう ねえ、 

I わかり 切って ゐるぢ やない か。 俺達が 立派な もの を 描く からだ …… 世の中の 奴に は 俺達の 仕事が 解ら な 

いんだ …… あ、 俺 はもう 駄目 だ。  . 

^rM —— ともち やん、 そのお はぎの 舌 ざ はり は 一 體 どんなだった い  僕に は 今日はお はぎが シ ス ティン • マドン 

ナの. S の やうに 想像され るよ。 ともち やん、 お前の その 帶の 問に、 マドンナの 胸の 肉 を 少しば かり 買 ふ 金が あ 

り やしない か。 

とも.. J —— なかった わ。 私 隨分長 い 間 何にも 贳 はな いんです もの。 

^ru —— 許して おくれ、 ともち やん， 僕逹 はお 前ん ちの 貧乏 もよ く 知って るんだ が …… 

T.^  TV5 い.^。 そんなに. おく 何にも 君に やらなかった かい。 俺達 は 全く 悪い や。 待てよ、 と。 ない。 無い 笾 

だ。 八 やる 物が ある 位なら 遠の昔に やって ゐ るんだ。 

n 部 I お母さん 怒らない か。 

とも VJ  ^にい やな 韶 はして よ。 
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戶部 —— ぢゃ君 は， もうこ &には 寄りつ かなくな るね。 (うなる) 

とも子 —— そんな こと …… 餘計 なお 世話よ。 私の したい やうに す るんだ から。 

澤本 II f の 若様が ひか へて ゐる間 は 大丈夫 だが …… 

とも子  人 W きの惡 い  よして 下さい。 

戶 部うな る。 

0^ II ともち やん、 頼む から 毎日 來 ておくれ。 頼む よ。 僕達 は 一人 殘ら すお 前 を崇拜 して ゐ るんだ。 お前が 歸 

ると， この 畫^ の屮は 荒野 同様 だ。 僕達 は 寄って たかって お前 を 讃美して 夜 を 更か すんだ よ。 尤も この頃 は， 

餘り 夜更かし をす ると、 なほの こと 腹が 益 くんで、 少し 控へ氣 味に はして ゐる がね。 

とも子 —— 何ん て讃荧 する の。 ともの 奴 はお かめつ 面の あば すれ だって。 

^ II だが 收 入が 無くつ ちゃお 前ん ち も 暮らせな いね。 

とも子 —— 知れた こって すわ、 馬鹿々々 しい。 

深 本 —— ぢゃ 矢^り ド乇义 がいった やうに、 君 は何處 かに 岸 を かへ るんだ な。 

とも子 —— さあね え。 さう する より 仕方がな いわね。 私 は 一 體赉 伯と か 先生 とかのく っ附 いた 畫 かきが 大嫌 ひな 

ん だけれ ども，  いやよ、 本當 にあい つら は  何ん ていふと、 お 高く とまる 癖に、 ひとの 體に さはって 見 

たがった りして …… けれどもお 金に はなる わね。 あなた 方 見たい に 食べる もの も なくなつ ちゃ 私 は 半日 だって 

やり切れな いわ。 大 の^が 五 人 も 寄って る .1 に 全く あなた 方 は 甲斐性な しだ わ。 

戶部 II ^生 …… 出て 行け、 今 出て 行け。 

とも H  だから 餘計 なお 世話 だって さっき も 云った ぢ やない の。 いやな 戶 部さん。 (侮し さう に^ を 眼に ためる) 


I： '^う た る。 

-. ム i: お なくたって、 出た けれ や 勝手に 出ます わ、 あなたのお 內侥 さんぢ や あるまい し。 

戶部 —— 俺^" 仆^- が^め られ ないから つて、 褢 切り をす る やうな 扠は …… 出て 行け。 

^rM I 股が すくと 人 は 怒りつ ぼくなる。 戶 部の 氣むづ かしゃの 腹が すいたん だから、 謂はビ ペガサスに 惡 魔が 

飛び 4 つた や-つな もんだ よ。 お s、 氣を惡 くしち やい けない よ。 

とも 广 —— だって P 部さん 兑 たいな 解ら. fM- つてな いんだ もの。 畫 なんて ちっとも 資れ ない 畫 かきば かりの、 こ 

んた^ ない 小 おに、 私もう 半年の 餘も 通って ゐ てよ。 餘程難 有く 思って い、 譯だ わ。 それ を 人の 氣も 知らない 

C   . 

戶邙 II 様 は (瀨古 を 指し) こいつの 頗が兒 たいば かりで …… 

とも子 —— 燒餅 やき。 

戶^ — お 鹿。 (うなる) 

^お —— あ、 俺 はもう 駄 = だ。 死ぬ 位なら 俺 は罄： を かきながら 死ぬ。 畫筆を 握った ま、 ぶつ 倒れ るんだ。 おい、 

ともち ゃス、 惡態 をつ いてる ひまに モデル^に 乘 つて くれ。 ：：： それにしても 花 W ゃ靑 島の 扠、 どうしたんだ。 

0rn I へ f:  くお そいね。 針 略 を 敵に 兑 すかされ てむ ざ/, \ と 討死した かな。 ー體 計略々々 つて 花 田の 扠は何 をす 

る^なん だら う。 

淨本 —— おい， ともち やん ：：： 乗 るんだ。 ^は 俺逑の モデル ぢ やない か。 若様 も 描け よ。 

^fM —— うん 描かう。 ー體 針靈々 々つて  おい 牛； 蕃、 ガ ランス を くれ。 

^i^, I - その 色 こそ は 余が 汝に 求めん としつ 、あった ものな の だ。 贵 様のと ころに も 無 いんか。 
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とも子 —— ド乇乂 さん もお 描きな さいな。 人っても の はうな つてば かり ゐ たって お金に はならない わ、 自； g 車ぢ 

や あるまい し o 

^本  ド モ又ガ ランス を 出 せ。 

戶部 — 自 分の 齊筘の 方に 這 ひず つて 行って 中を搜 しながら) 無い。 

瀬 古 —— ペガサスの 腰ぬ け はない ぜ。 お前 も 起き 上って 描け よ。 花 田の 甞ー箱 はどう だ。 (隣り の 部， 屋 から 賓箱を 持 

ち 出して 搜 しながら 欲 ふ) 

「一本の ガ ランス をつ くせよ 

空 もガラ ン ス に 塗れ 

木 もガラ ン ス に 描け 

草 もガラ ン ス に 描け 

もガ ランスに て 描き 奉れ 

祌を もガラ ン ス にて 描き 奉れ 

ため、 つ ふな、 恥ぢ るな 

まっすぐに ゆけ 

汝の貧 乏を 

一 本の ガラ ン ス にて 塗り かくせ」 

村 山^ 多 も 貧乏して 死ん だんだ。 あ、 あ、 あいつの 畫箱 にも ガラン スは 無かった らうな。 描き 奉って しまった 

ん だから" 


「人に ま L ます 我 # の祌 よ」 途屮 はぬ かしま T。 「我等に 日用の If?- 今 H も」 ぢ やない 「ヶ： ：： こそ は與へ 給へ」。 

皮で に 我 やに ガー ソンス を與へ 給へ。 あと は 腹が へって ゐ るからぬ かします。 「ァ ー メン 」。 え、 と 我等に ガラン 

スを與 へ 給へ e ガ ソンス を與へ 給へ。 我等に =^ の糙 を與へ 給へ。 (銀紙に 包んだ もの を 探リ 出す) 我等に (^紙 

を W きながら ガ： 色 を帶 ぶ) H 川  糍 を  我等に 日用の 糧を  (急に 跳り 七 つ て 手に 持った 紙 包 を ふリま はす) ••. 

ゾ ラ ボ ー ./<\ゾ ラ ビ ッ シ 乇 ：：： お \ 人 陽 は 登った。 

1 zils はず 瀬. の に 走リ よる。 

^ I <乂 へさうな ものが 出て 來 たんか。 

户部 —— ガラ ンス か。 

^rM —— ^ぉ、 お 〈1 はさ もしい sf- だな あ、 なん ぼ 生蕃と 譚 名され てゐ るから つて、 美術家と も あらう ものが 「食 

へさうな もの」 と は 何んだ ね。 

^水 —— ^へさうな ものが 出て 來 たんかと いったに けで， 何んで さもしい。 あ-俺 はもう 駄：： I だ。 食へ さうな も 

のなん て：. ム つたら 駄 n になった …… ぶ 出生、 俺 はお VJ 描く" ガ ランスが 無け り や 血で 描 くんだ。 

お ^の 方に 行き かける。 

0rn —— い、^^ だ。 そこでと もちやん、 これ を 何んだ と 思 ふ。 これ は勿體 なく も チョコ レットの 食ひ淺 りなん 

だレ 

渾 本と 戶 部と 勢 込ん て 瀬お に逼 る。 

厂^  條 によ こ せ。 

^rM —— -これ は ガラン スぢ やない よ。  . 
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r 部 —— ガラ ンス かって 聞いた の は、 ガ ランス だと 困る と 思つ て さう 聞い たんだ。 俺 はガラ ン ス位 ほしく はな い。 

それ は 俺の だ。 俺に よこせ。  ， 

ま —— ガ ランスが 無け り や、 俺 だって 食へ さうな もの を辭 退す る譯ぢ やない ぞ。 ドモ 又い & 加減 をい ふな。 こ 

れは 俺んだ。 

瀨 A —— さう がつ- f\ するな よ。 待て，， （-。 今 僕が 公平な 分配 をして やる から。 (パ レ リ ト ナイフで チ 3  n レ "卜に 

筋 をつ ける) これで 公平 だら う。 

^木 —— W つ に 分けて どうす るんだ。 

0^ —— - (澤 本と 戶 部に チョコ レット を 食 ひか 、せたがら) 鼓 後の 一片 は 勿論 僕 建の 守護 女祌 とも ちゃんに 獻げ るの さ。 

僕 は 何ん とい ふ 幻 減の 悲哀 を 味 はねば ならな いんだ。 この チョコ レットの 代りに ガラ ンスが 出て 來て 見ろ、 君 

^はこれ ほど 眼の 色 を變 へて 熟 狂し はしな からう。 ミュ ー ズの 女神 も 一 片の チョコ レットの 前に は、 醜い 老い ぼ 

れ婆 に過ぎないんだ。 (今度 は a 分が 食 ひかく) ミュ 1- ズを 老いぼれ 婆に しく さった チョコ レット 扠、 藝術 家が 今復 

する から しろ (ぼり^ \ -と廿 さ-つに 食 ふ。 とも子の 方に 向け 最後の 一片 を さし 出しながら) ともち やん、 さあ。 

とも子 —— まあい や だ、 誰が ひとの 食べ かいた ものなん か 食べる もんです か。 

瀨 FM —— (驚いた 様子 をしながら) え- 食べない。 これ を。 食べない と はお 前 偉ら いねえ。 お前の 趣味が それ 程ノ 1 

ブルに 洗練され てゐ ると は 思はなかった。 全くお 前 は 見上げた もんだ ねえ。 お前 は 全くい、 意味で 貴族的 だね 

え。 レディの やう だね。 それ ぢゃ俟 が …… 

澤 本と 戶部 とが 襲 ひか X る 前に 瀨古 早く それ を 口 に 人れ る。 

瀨十 M II 來 た，/, \ 花 が來 たやう だ。 早く 口を拭へ。 


花 E と な^。 

 (」孔 を ぼきん /\  ^ら す^が あ る) お前 達 は 始終 俺 の こ と を 俗物 だ /\ といって ゐ やが つたな。 若様 どう だ。 

^rn  おは^: された ミュ 1- ズ の 女 祌 の はめに 今ん 叩が けの^ I， をして ゐる ところ だ。 待って くれ。 (口 を もが^. \ さ 

せながら 物 を 云 ふ) 

^Lu  f,^, 俺の チョコ レット を も つてるな。 この 畫室に は そのほかに 食 ふ もの はない 喾だ。 倚 は それ を 昨日 

^箱の 巾に ちゃんと しまって おいたん だ。 

—— g し 食 ひ をして おきながら …… 貴様 はチ 3 コ レツ トで書 一が 描け ると でも 思って るん か。 神聖なる 畫 箱に 

チョコ レ ，トを …… だから 贵様は 俗物 だよ。 

花 m —— d んと でもい へ。 然し 俺が ゐ なかったら、 お前 達 は飢ゑ 死に をす るより 仕方ない ところ だつ たんだ。 

—— まあ い \ から、 中：：^ s の 計^と いふ もの-報 苦 を：： 十く しろ。 

1出 —— さう だ。 E^ll 々々しちや ゐられ ない。 おいい； HMir  ^脇 は 九 頭 龍の 奴と 一緒に 來る といって たか。 

に りひ —— そんな こと をい つてた やつ だ。 何しろ 堂 脇のお 嬢さん ていふのに は、 僕 は 全く 慷憬 してし まった。 その 

姿に 兑 とれて ゐた もんで， おや ぢ の.).：： 紫なん か、 牛 分が た M キ； 1 らしち やった。 

•yl ノ  II  L 

KN^ II あの 娘なら^ 術が 本 常に わかる に逮 ひない。 藝術 家の^になる ために 生れて 來 たやうな 處女 だ。 あの 大 

俗物の^ 脇が あんな： 大女 を 生 むんだ から 皮肉 だよ。 さう して かの 女 は、 藝 術に 對 する 心からの 憧憒を 踏みに じ 

られ て、 遂に は 大金 持の- 鹿 息子のと ころに でも ル 付けられて しま ふんだ  あんな 人 を モデルに つかって 一 

^でも, が 描いて 见 たいな あ。 

ドモ 又の 死  二八 一 
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0rn —— そんな か。 

—— そんな だと も。  . 

とも子 —— 今日はもう 私、 用がない やう だから 歸 ります わ。 

卢部 —— 俺に 用が あるよ。 くだらな いことば かりい つて やが る。 俺が 描く から •：•• • 

とも子  乂 うなり を 立て、、 床の 上に へたばる んぢ やなく つて。 

1ぃ 部  い、 から  こいつら、 うつち やって おけ。 

戶部 ひと リ だけ； とも子 を モデルに して 描き はじめる。 その 間に 次の 會 話が 行 はれる" 

花 S —— 全くと もちやん に 歸られ ちゃ K るよ。 富、 责様餘 計な こと をい ふから いかんよ。 …… 兎に角 皆ん な氣 

を^ち つけて 俺の 報齿を ii け。 ドモ乂 もと もや ちん も、 そこで 聞いて るんだ ぜ  待てよ。 (時計 を 出して 見よ 

うとして、 無くなって ゐ るの を發 見) 時計 も セブン か。 セブン どころ ぢ やない イレブン 位 だら う。 もうい そがない 

と^に 合 はない。 今朝 俺 は靑& と 乎 分け をして、 W, おは 堂 脇ん ちの 庭に 行き、 俺 は 九 頭 龍の 店に 行った。 迚も 

たまらない 奴 だ。 はじめ の^は、 中々 取りつ く 島 もなかつ たが、 とう- (\ 利 を 以てお びき 出して やった。 名 は 

今一 寸ぃ へない が 私共の 仲^に 一 人、 II 拔 けて えらい： 大 才がゐ る。 油で もコ ンテ でも 全然 拔 群で 美 校の 校長 も、 

黑 .il 會の お先^ も 藤 5： 先生 も， 凡そ 先生と 名のつ く 先生 は、 彼の 作品 を 見た もの は 一人 らす、 唯 驚嘆す る 

ばかりで、 是 非展 覽會に 出品したら とい ふんだ が、 扠、 旋毛 曲， リで、 うんと いはない ばかり か、 てんで 今の 大 

家なん か眼屮 になく， 貧乏しながら も- 默っ てこつ くと ST はかり 描いて ゐた。 だから 世 問 では、 俺達の 仲 ii 

の 外に、 奴の こと を 知って る もの は 一人 だって ゐゃ あしない。 

：澤本 —— う ん全 くそれ は その 通り だ。 


化 m 11 とこ 7: がその W が贫 に^り、 飢 ゑに 疲れて とうく 昨 曰 死んで しまった。 

^ —— に T 鹿 をい ふない。 條は 兎に角 まだ 生きて るぞ。 

花 m —— 誰が 死 ん だの は お前 だ つて さう いったい。 … ... ところで 俺達 は實に 悲嘆に 暮れて しまった。 一 體俺逹 

が、 五 入 揃って 贫乏 のどん づ. まりに 引き さがりながら も、 鼻歌 まじりで 勇んで 暮 して ゐ るの は、 誰に も あ づけ 

ておけない 什^が あるから だ。 その 仕事 をし 遂げる まで は、 縱令 死神が 乎 をつ いて 迎 へに 来ても、 死神の 方 を 

た、 き 殺す 位な 勢 ひでやって ゐ るんだ" その 中で もがん ばり 方と いひ、 力量と いひ、 一段 も 二 段 も 立ち勝って 

ゐ たの は 奴だった。 柬京の 隅つ こから 世界の 美術 を ひっくり返す やうな 仕事が 出る の を 俺達 は 彼に 於いて 期待 

して ゐた。 だのに、 餘 りに 勝れた もの は 神 も 妬む の だら う。 奴 は 倒れて しまった。 扠は 火だった。 焰 だった。 

扠 の 燃える こと は 奴 の ^び る こ とだ つ たんだ" 

p,^ —— ？：uss さう いった か。 

花 m II うむ。 

〔部 II よくいった。 

花 m —— 他 はま だかう もい つた。 奴に は. 一 人の^が あって、 その^の 細^とい ふの が、 心と 姿との 癸し い 女だった。 

さう して その 女が^::: 俺^の g 室に 來て モデルに なって くれた。 俺達の やうな、 物質的に は 無能力に 近い グル 

1 ブの爲 めに 盡 して くれる その 女の 志 は しい ものだった。 奴は竊 かに そのお の 細^に 戀 をして ゐた。 けれど 

も 定められた 述命 だから 如何す る こと も出來 ない。 扠は 苦しんだ。 而 して その 苦しみと 無限の 淋しみ と を、 幾 

枚 もの^に 描き 上げた。 風景 ゃ靜 物に も 素晴らし いのは あるが、 その 女の 肖像 査に 至って は祌品 だとい ふより 

外に.：.：：： おがない。 
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瀨ト： > I おい/ „\ それ は 誰の^ だい。 ともち やん、 お 〈1 覺 えが ある。 

花 W — まあ、 あとで わかる から 默 つて 聞け。 .：：. ところで， 奴が 死んで 兑 ると、 俺逹 彼の 仲間 は、 扠の 作品 を最 

も 正しい 方法で 後世に 遣す 義務 を感 する の だ。 ところで、 俺 は 九 頭 龍に いった。 苟もお 前さん が 押し も 押され 

もし な い 粱屋 さんで ある 以上、 翁^ 屋 とい ふ商賫 に ふさ はしい 見識 を 見せる のが、 お前さんの れ て もなる 

二 けん 

し：^^ にもなる。 一 つお 前さん あれ を 一手に 引受けて 遣 作 展覺會 を やる 氣 はありません か。 さう したら、 九 頭 

龍の 野郞、 それ は： 斗より なお 話です から、 私 も】 っ掼得 を 捨て、 乘ら ない もので もありません が、 それ 程 先生 

方が ぉ讃 めになる もんなら * 展 is" の 案 內 害に 先生方から ： 曾 づ k でもお 曾 葉 を 頂戴す る ことにしたら どんな 

もので せう といやが つた。 

瀨^  僕 はい や だよ、 そんなの は。 僕 等の藝 術に 先生方の 袅害 きをして 貰 ふ 位なら、 僕 は 野末での たれ 死 をし 

て 兌せ る。 

とも子 —— えらい わ 若様。 

瀨 ru —— ひやかす なよ。 

花 田  全く だ。 第 一 俺逮の やうな 頸骨の 固い 謀叛 人に 對 して、 大家 先生 達が 裏書き どころ か、 俺達と 先生方と 何 

のか-はりあらん や だ。  ところで 俺 はいった。 そんなら、 こちらで ぉ斷 りする 外 はない。 奴の 晝はそ 心な 

けちな^で はない。 大乎を ふって 一人で 通って ゆく 螯だ。 さう いふ もの を發兒 する のが 書 畫屋の 見識と いふ も 

ので はない か。 さう いふ 兌識 から 儲けが^ れて來 なければ、 大きな 儲け は 生れ はしない。 

澤本 —— 俗物の 本音 を 出した な。 

花 田 — 俺が そんな ことで もして 大きな 儲け をしたら 俗物と でも 何ん とで もい ふが い X。 融通の きかない の を. s 


い^にして 仙人ぶ つてる お前 逹とは 少し 遠 ふんだ から。 …… ところで 九 頭 龍が 大分 頭を縱 にか しげ 始めた" ま 

ぁ來て 御^なさいと いったら、 それで はすぐ 上ります といった。 …； ところで、 これからが 本當の 計略になる 

ん だが、 …… おい ん な嚴嫩 なお 持で 俺の いふ こと を 聞け。 お前 達の 中 誰でも、 この 場に 死んだ として、 今 ま 

で 描いた もの を 後世に 遣して 恥ぢ ないだ けの 自信が あるか、 どう だ。 生蕃 どう だ。 

澤木  無くつ て どうす る。 

化 H  よし。 ，十：： はどう だ〕 

g 占 —— 仪 は恥ぢ る恥ぢ ないで 靈を 描いて るん ぢ やない よ • 僕 は 描きたい から 描 くんだ。 

花 出 I わかった。 ぢ やその 氣持 は純粹 だな。 

—— 今更 そんな こと を  水く さい 男 だな あ。 

花 W —— ド モ 乂 はどう だ。 

—— Z 山來 たもの は $： ん ないや だ。 けれども 人のに 比べれば、 俺の \ 方が い-と 俺 は 思って ゐる。 俺 は それ を 

知って ゐ る。 

花 w I 靑 ^の 心 持 はもう 閲 いた。 靑島も 俺 も、 自分の 仕事 を 後世に 殘 して 恥 かしい と は 思 はない。 俺達 は^ん 

な E は ビ 子供 だ。 けれども 子供が い つ でも 大人 の 家來ぢ やない からな。 

一 同  さう だと も。 

花 m —— ぢ やい、 か。 俺逹五 人の 中 一人 はこの 場合 死な-けれ やなら な いんだ。 あとの 叫 人が晝 を 描き つ^けて 

行く^ 川 を^り 出す ための 犠牲と なって 侬 達の グル ー ブ から 消え去らなければ ならな いんだ。 

.^.n II おいく 花 w、 お .§ 氣でも 遠った のか。， 僕達 は 藝術家 だよ。 殉 敎者ぢ やない よ。 

ドモ 又の 死  二八^ 


^お^ 郎^^ 第四卷  一， 

花 田— 藝術 S めに 殉死す る の さ。 その 位 2 まがあって もで だら う。 その代り 死んだ 奴の， 九 U チ 

で 後世まで 殘 るんだ。  f 歹ん/ おの 畳 は ブー & 昔の 芋 

何 ふ S のな S 略 臭 様 は考へ 出した もんだ) そんきと きへ 出した 奴 は、 a 

.ISO カレ、 パん 

が 死んで い、 かい。 ..：： さう だもう 一つい ふこき 忘れて ゐ たが、 死 I にあた つた 奴 は、 

として U ちゃん il す！ ii。 暴露 まふ 重れ i。  ^hu 

つ nlprsr""".: ともち やん、 お前 頼む から 雄 五 人の 中 I もで、 窘氣に 入 

とも子 — 何んで すねえ 途轍もない。 

も— 簾 五 人の 屮に 一人ぶ 前の 暴に しても でと 思 ふの がゐ るって t いっか のろけて ゐた 

とも 了 IJ それや …； それや ゐな いこと もない ことよ。  力 

マ m  —やて よ。 「ゐ ない こと もない ことよ」 とい ふの は 結局、 ゐる とい ふこと だね。 

とも子. IK 知らない わ。 

YHll 女が 「知らない わ」 といったら、 もうしめ たもんだ。 お前が 一人 選んだら、 俺達 あとに 殘 された^. 人 ま、 

f に 未練 を 拾て、 二人が 一緒に なれる やうに、 極力 奔走す る。 成功させる ために S 盡カ する。 だから お 

0 本氣 になって この： A 人の 中から 選 ぶんだ。 そこに 行く と 俺達 ボへ 、、、ヤン は自 山な もの だ。 ともち やんだ つ 

qj§ の 仲 出に なって くれてる 以上 はボ へ、、、 ヤン だ。 ねえ。 さ うだらう。 i はない から 選び 給へ。 俺達 は從 

I に もれても、 ストイックの やうに 忍ぶ から ：：： 心 俺達の 方に はと もちやん を 細？ 持つ の、 


r7il 一 人 もんまい。 どう だ $1 ん ない \ か。 よければ 「よし」 とレ へ 


とも 千 —— 選んだら どうす るの C 

Itrr  そいつが^る 叫 人の はめに 死な、 ければ ならな いんだ。 

ともで  もい、 加 或-にす る ものよ、 人 を^ 鹿に して。 (^ぐむ) 

En — な あこ、 冗^ ぢ やない さ。 わけはない、 ころつ と 死に さへ すれ はい， -ん だよ。 

「 じ  1 匕. 1、 で^+^遏^ な^だ。  ともち やん をす ぐ 寡婦に する  そんな  贲様 

ど 1 1> (初めて 思 ひついた やうに^ら ない 程 笑 ふ) 何んだ、 貴様 逹は とも ちゃんの ハ スが 木當に …… 

賴、 I 死な k けれ やなら な いんだら う。 

—— 死ぬ ことになるん ださ。 

^rn —— M じぢ やない か。 

花 m —— ：！： じぢ やない さ。 

-1,. — .tr- のい ひ 方が 惡 いんだよ。 死ぬ ことになるん ぢ やない、 つまり 死んだ ことにす るんだ よ。 わかったら 

00 つまり 死ぬ んぢ やない、 死んで しま ふこと …… でもない 力な 

花 u I つまり、 かう だ、 い \ か、 頭 を冷靜 にして よく 聞け。 い &か。 とも ちゃんに 選ばれた 扠は實 は その 選ば 

しヒ义 なんだ。 い.， か。 而 してと もちやん とその 弟と は 前から 夫婦なん だ。 ともち やん は、 俺達に 理解と 

と を 持って ゐて、 モデル も i へない 程 貧乏な 俺達の ために モデルに なって くれたの だ。 い" か。 ところで 

とも ちゃんの ハ ス の兄贵 にあた るの が、 本當は 俺達 五 人の 仲 問の 一 人で、 それが とも ちゃんに 戀 をして， 贫乏 

ド ト-乂 の^  一一  ノ- 
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と戀 との 爲 めに ま 牛ば にして 死ぬ ことになるんだ。 今度 はわかった らう。 …： まだ 解らない のか …… i がしが 

たい 奴 だな あ。 ぢゃ^ お， 物で やって 见せ るより 仕方がない、 あれ を 持ち込まう。 

花 h と^.: r 黑^ に 被 はれた る^^ を擔 ぎこむ e 

とも子 —— い や … … 緣 起の 0 い …… 

澤本 I. 全く 贵様 はどう かしゃし ないか。 

花 田 —— さあ、 ともち やん、 俺逑の 中から 一人 選んでくれ。 俺が 引き受けた、 お 11 の： n ー那は 決して 死なし はしな 

レカ AL- 

とも子 —— だ つ て そんな 寢柁を 持ち込む 以 上 は … … 

花 田 — 死骸に なって こ 、 に 這 入る. ^はこれ だ。 (と いひながら、 壁に かけられた 石膏 面 を 指す) こいつ に 紛具を 塗つ 

てお 前の 選んだ^ の 代りに 入れ、 ばい、 ん だよ。 例へば 俺が お前に 選ばれた とする ね。 本 常に さう ありたい こ 

とだが。 すると 俺 は 俺のお となって お前と 夫婦に な るんだ。 さう して こいつ (石膏 面) が 俺の 身代りに なって こ 

の 柁の屮 に 這 入 るんだ。 

とも子 f^l は、 あ …：. 少し 解って 來 てよ。 

花^ — わ 力った かい。 天才 霰 家の 花 田 は 死んで しま うんだ。 本當 にも-つ この 世の中に はゐ なくなって しま うん 

だ。 その代り 花 s の 弟と いふの が ひょっこり 出來上 るんだ。 それが 俺 さ。 さう してお 前の ハス さ。 

とも子 —— は， ^あ ：：： 大分 解って 來 てよ。 

花 田 II な。 そこに 大 俗物の 九 頭 龍と， 頭の 惡ぃ 美術 好きの 成金 堂 脇 左 門と が、 娘で も 速れ て 這 入って 來る。 花 

田の 弟に なり 切った 俺が お前と 一 緒に こ-に ゐて 愁歎 揚を 見せる とい ふ 仕組み なんだ。 どう だ r 出 人 共 も わかつ 


たか。 花 m の^になる 俺 は 生きて 行く が、 花 田の 兄 贵 なる 本 當の花 田 は 死んだ ことにす るん た。 ぢ やない 死ぬ 

ことになるんだ。 現在 死なねば ならな いんだ。 それ だから 俺 は 始めから 死 ぬんだ- (- といって 問 かせて ゐ るの 

に、 ^找逑 はまる で 木偶の坊 見たい だからな あ。 ：•：. ところで 俺の 弟 は、 兄貴の 志 をつ いで 天 才螯 家になる と 

しても、 见 に^:: g が 死なねば ならぬ とい ふの は悲壯 な事實 だよ。 死に さへ すれば、 殊に 若 死 さへ すれば、 大抵の 

奴 は： 人才になる に 決って ゐ るんだ。 (石膏 面 を 眺めながら) 死 は 如何なる 場合に 於いても、 嚴かな 悲しい もんだ。 

だから か、 る^ 牲を拂 ふから に は、 俺が とも ちゃんの ハ ス として 選ばれる 位の ことが 必要に な るんだ。 

とも 丫 —— ：！： も あなたなん かま だ 選、 び はしない ことよ。 

花 E  さう つけ-, (\ やり 込める もん ぢ やない よ、 女っても の は。 

^ —— 俺 はもう 駄 nn だ。 俺 は 或る 女を戀 して ゐた。 さう して 飢 ゑが 逼 つて 來た。 あ &俺は 死んだ 方が い-。 俺 

は： 人才^^ として 霰 筆 を 握った ま.^ 死にたい よ。 

とも子 —— 花 出さん、 赵、 死ぬ 人 を 旦那さん にす るん ぢ やない のね。 私の 旦那さん が 死ぬ ことになるので せう。 

^木  さう つけ/, \ やり 込める もの ぢ やない よ、 女っても の は。 

花 m II んな 俺の 計略が 解った な。 俺達 は 今 俺達の 共同の 敵なる フィリス ティ ンと戰 はねば ならぬ 時が 來た。 

ヒリ： ir お前と 堂 脇との 遭遇 戰 につ いても 簡單 に報吿 しろよ。 

—— ^はかま はす 堂 脇の 家の 廣ぃ 庭に 這 入り こんで 畫を 描いて ゐて やった。 さう したら 堂 脇が お嬢さん を 連 

わき 

れて^ 歩に やって 來た。 堂 脇 はこん な 風に 步 いて、 お嬢さん はこん な 風に 歩いて。 さう して 俺の 脇に 突っ立つ 

てお を 描く のをぢ つと：！ R てゐ たつけ が、 庭に 這 入り こんだ の を 怒る と 思 ひの 外、 ふんと 感心した やうな 鼻息 を 漏 

らした。 お 娘さん までが 「まあ 綺魃だ こと」 と 御意 遊ばした。 僕 はしめ たと 思って、 物 をい ひ 出す つぎ 穗に苦 

ドモ乂 の 死  二べ 九 
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心した が、 あんな 海千山千の 動物に は 俺の 11ー 一口 葉 はとても わからな いと 思って 默 つて ゐた。 全く あんな 怪物の 前 

に 行く と薄氣 味の 悪い もんだ ね。 さう したら 堂 脇が 案外 やさしい 聲で、 「失禮 ながら どちらで 御勉强 です、 大發 

ぉ兑事 だが」 と 切り出した。 僕 は 花 田に 敎 へられた とほり、 自分の 畫 なんか 何んでも ない が、 昨 曰 死んだ 仲 

の^は 實に 大した もの だ、 若し それが 世 問に 出たら、 一世 を 驚かす だら うと、 一生懸命 になって 吹 聽 したん 

だ。 いかもの 食 ひの 名人 だけあって 堂 脇の 扠 すぐ 乘り氣 になった。 僕 は 火 頭 龍の 主人が 来て 見る ことにな つて 

ゐ るから、 何ん なら 速れ 立って おいでなさい といって 飛び出して 來た。 何しろ お嬢さんが ちか/ f\ 動物 電氣を 

送 るんで、 僕 はとても 長く ゐた& まれなかった。 どうして 最も 美 を 懷憬 する 僕達の 世界に は、 ナチ ュ ール* モル 

トの 外に 美が とりつかな いんだら うかな あ。 

瀨 十：： —— どうかして そのお 孃 さん を 描か うぢ やない か。 

靑， i? —— あの人が モデルに なって くれ &ば僕 は モナ • リザ 以上の もの を 描いて 見せる よ、 屹度。 

p^u —— -僕は ワット 1- の 精神で その デカダ ン の 美 を 見き はめて やる。 

靑 ，i? —— 兑 もしないで 何 をい ふんだ い。 

瀬 十：： —— 君 は 藝術家 の 想像力 を … … 

花 m —— S 吿 終り。 事務 第一。 さ、 皆ん な覺悟 はい、 か。 ともち やん、 さあ 選んでくれ。 

もと子 II 私 …； 恥 かしい わ。 

^ru —— お前の 無邪氣 さで やっちま ひ 給へ。 何、 一と 言、 誰って いってし まへば、 それだけ のこと だよ。 

とも子 —— ぢゃ 一生懸命で 勇氣を 出して …… けど、 私が これって いった 人 は、 いや だなん てい はないで 頂戴ね。 

でない と、 私 本 當に自 殺して よ。 


花 w I it ひ を 立てたん だから 皆ん な 大丈夫 だ。 

瀬 古 は. C! ^を もって 歩き ま はる。 花 田 は 重い もの を 度々 落して 自分の 方に 注意 を 促が す。 澤本は 苦痛の 表情 を强 めて 同 

^を 求く。 靑岛は とも子の 前に 坐って ぢっ とその 弒を觅 よ、 ひとす る。 戶部は 寰筘の 掃除 を はじめる。 

とも子  (人々 から 弒を そむけ) では 始めて よ。 …… 花 田さん、 あなた は才覺 があって 畫 がお 上手 だから、 いまに 立 

派な 畫の會 を 作って、 その 會 長さん にで もお なりな さる わ。 お 嫁に して もら ひたいって、 舉 問の 出 來る 美しい 方 

が おいて 捨てる 程槳 まって 來 てよ 屹度。 澤 本さん は 男らしい、 正直な 生蕃さん ね。 あなたと は隨分 口喧嘩 をし 

ましたが、 奥さんが 出來 たら 隨分 可愛がる でせ うね、 さう してお 子さん も澤出 出來る わ。 さう して 物干 竿に おし 

えら 

めが 娠 やかに 並びます わ。 靑 島さん は 花 田さん と 一 緖に會 を やって、 屹度 偉くなる わ。 いまに $： ん なが あなた 

の W を^め て大騷 ぎす る 時が 來 てよ。 さう して 堂 脇さん とやら が、 美しい お嬢さん を 貰って 下さいって、 先方 

から：； g を 下げて 來る かも 知れない わ。 けれども あんまり 浮氣 をし ちゃい けなく つてよ。 瀨古 さん  あなた 若 

枝ね。 きさくで 親切で、 顔 付 だって 一番 上品で 綺麗 だし、 お 友達に はう つてつ けな 方ね。 でも あなた、 屹度 

n 本なん かい や だって 外國 にで も 行つ ちま うんで せう。 お 大事に ぉ暮 しなさい。 戶 部さん は 吃りで、 哿艘 せ寸ら 

で、 ^むづ かしゃね。 いつまで たっても あなたの 畫 は賫れ さう もない ことね。 けれども あなた は强 がりな くせ 

に變に 淋しい 方ね。 …… 

厂 -TE  *i い 生  

とも. J — 惡 口にな つたら、 許して 頂戴。 でも 私 は 心から 皆さんに ぉ禮 します わ。 私見たい ながい- (\ した 物の 

わからない 人 を、 ^さんで 可愛がって 下さつ たんです もの。 お金に はちつ ともならなかった けれども， 私、 

何^に 行く よりも、 こ、 に來 るの が 一 番 嬉しかった の。 ともぐ に苦勞 しながら、 銘々 が ；番& いつもり で、 
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仲よ く勉强 して ゐ るの を 兑てゐ ると、 何んだ か 知らないが、 私 時々 淚が こぼれつ ちま ひました わ。 ：… でも 私 

自分の n ー那 さん をき 決めなければ ならな いんだ わ。 いやになる ねえ。 私が い、 人 を 選んでも、 どうか 怒らないで 

頂^よ。 私、 これで も 身の程 を わき まへ て 選ぶ つもりで すから ：… • (急に 戶 部の 前に かけ 寄リ、 ぴったり そこに 坐リ 

頭 を 下げる) 戸部さん、 私 あなたのお 儀さん になります。 怒らないで 頂戴よ。 私 あなたの こと を 思 ふと、 變に 

悲しくな つて、 泣い ちま うんです もの  

戶部 I 君 …… 冗談 をい ふない、 冗談 を …… 

花 m I. ともち やん、 が ^ した ぞ。 全くお 前に 似合 はしい 選び 方 だ。 だが ドモ 又に おはち が 廻らう と は 俺 も實は 

今 のん r まで 思はなかった よ。 とも ちゃんが 戶部 一人の ものに なって、 明日から 來 なくなる と 思 ふと、 急に 俺達 

の 上に は 秋が 來 たやう だな あ …？ 然しもう 何もい ふな。 皆ん なもう 何もい ふな。 男 ましく 蓮 命に 默從 する 5; は 

ない。 さう して 戶部 とと もちやん との 未來を 祝福し よ うぢ やない か。 

3 部  ^はと もちやん をな ぐった ことがある。 

とも子 —— ぇ&、 たしかに 二度な ぐられ てよ。 

戶部 —— それでも、 俺のと ころに 來る氣 か。 

とも子 —— 行きます。 その代り、 今度 こそ はな ぐられ てば かり ゐな いわ。 

瀬お I -夫 婦 喧嘩の 仲裁なら 僕が してやる よ。 

戶部 —— 餘 計な 世話 だ。 

とも子—— (同時) 餘計 なお 世話よ。 

靑島 —— 氣が强 くな つたな あ。 


Err — それ どころ ぢ やない。 もうお つ-け 九 頭 龍 等が やって来る。 おい 若夫婦、 お前 達 は 今日は 花形 だから 忙 

し C- ぞ。 ともち やん …… ぢ やない、 奥さん は 庭に お出でな すって、 お兄さんの 棺を 飾る 花 をお 集め 下さい ませ 

-ん か。 ド乇 又、 お前が 描いた 畫と いふ 畫は 何んでも かんでも 持ち出して サイン をし ろ。 さう して 靑島、 お前 一 つ 

こ の 石^ 面 に 紛^ を 塗 つて ドモ 又の 死顏 らしく し て くれ。 それから 澤 本と 瀨 古と は 部屋 を 片付け て …； 但し 畫 

おらし く片 すけろ よ。 藝術 家の 尊 嚴を失 ふ 程き ちんと 片付けち や 駄目 だよ。 美的に そこいら を 散らかす の を 忘 

れ ちゃい かんぜ。 そこで 俺 はと …： 俺 は ド乇又 をド乇 又の 弟に 仕立て上げる 役目に ま はるから …… お前の 畫は 

大抵 隣り の 部屋に あるんだ らう。 これ はお 前んだ。 これ も/ (\ 皆ん な 持って行かう。 

とも子 は蛏 に、 戶 部と 花 田 別室に 入り 去る。 

It こんな アポロの 面に いくら 繪具 をな すりつけ たって、 ドモ 又の 顔に はなり やしない や。 も 少し 獅子鼻で 

でこぼこの ある …… まあ これ だな、 べト ー、、 ェ ンで 間に合 はせ るんだ な。 

^ね、 塗リ はじめる。 

弔 木 — あ、 俺 はもう 駄目 だ。 興奮が 過ぎ去ったら 急に 叉 腹が へって 来た。 ー體花 田の 奴餘 計な こと を しゃがる 

奴 だ ..：.. あの 可憐な 自然 兒 ともち やん も、 人妻なん ていふ 人間 じみた ものに …… あ-、 俺 はもう 駄目 だ。 若樣 

S 様 勝手に 摇除 しろ。 

1 类も すっかり 悲觀 したよ。 もとはつ ていへば 靑 島が 惡 いんだ。 堂 脇のお 孃 さんの モデル 事件 さへ 無 けれ 

ば、 ^へ 叩 はもつ と 正しい 道筋 を 歩いて ゐ たんだ。 

に リ^ — ぉが惡 いん ぢ やない、 堂 脇のお 嬢さん が 存在して ゐ たのが 惡 いんだ。 お嬢さんの 存在が 惡 いん ぢ やな 

い、 その^ 在 を 可能なら しめた 堂 脇の ぢビ いの 存在して ゐ たのが 惡 いんた。 つまり 堂 脇の ぢ^ いが 僕達の 蓮 命 
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をす つかり 狂 はして しまったんだ よ …… どう だ 少し ド乇 又に 似て 來 たか …… 他人の 運命 を 狂 はした 罪^に 對し 

て、 堂 脇 は 存分に 罰せら るべき だよ。 

澤木 II さう だと も。 何しろ 彼奴の 金力が 美の 標準 を 目茶苦茶に する 爲 めに 使 はれて ゐ たんだ。 その 爲 めに 俺達 

は 三度の もの も 食へ ない 程に 飢 ゑて しま うんだ。 ドモ 又が 死んで 色 づけの べト ー ゴン になる 結 梁に 陷 つたん 

だ。 ドモ 又の 命が K ひ もどせる 位の 罰金 を 出させな けり や、 俺達の 腹の 蟲は杓 まらない 轳。 

^rl  さう して それが 結局 堂 脇 や 九 頭 龍を敎 育す る ことになるん だからな あ。 いくら 高く 買 はせ たって ドモ乂 

の畫は 高く はない よ。 今度 あいつら は 生れて はじめて 螯と いふ もの を拜 むんだ。 うんと 高く 賣り つけて や るん 

だな あ。 

潭本  さう すると、 俺達 は うんと 飯 を 食って 底力 を 一. お ふこと が出來 るぞ。 

倚お  さう だ。 

^ィ  あ.^ 早く 我等の 共同の 敵なる フィリス ティン 共が 來る とい、 な あ。 おい 若様、 少し 働かう。 

二人で あらかた 賓室を 片付ける。 花 田と 戶部 とが^ 人 つ て來 る。 戸部 は 頭 を 虎斑に 刈り こまれて 髭 を剃リ 落されて ゐ る。 

花 m — 諸^;、 ド乇 又の 戶 部が 死んだ について、 その 令お がき を 聞いて 尋ねて 来られたん だ。 諸君に 紹介し ます。 

1 同 笑 ひながら 頭 を 下げる。 

戶部 II 俺 …… ぢゃ ない、 俺の 兄貴の 死顏を 一寸見せ て くれ。 

靑^ —— どう だ これで。 (石^ 而を见 せる) 

戶部 — 俺 の 兄贵は 醜 だ つたな あ。 

花 m. I 醜 W はい、 が 髭が 生えて ゐな いぢ やない か。 近所の 人が 悔みに 來 ると まづ いから、 剃り 落した 髭 を械ゑ 


て やらう。 それから 體の方 も 造ら なきや…… この 柁ヶ 隣り に 持って いって …… おい， トモ 又の 弟、 お前 そこで 珐 

つたのに サイン をし ろ。 

戶 ポを きし  一.^ は 一場。 ヨ^ I しきりと サイン をして ゐる。 とも子 花 を 持ちて 入場， 

と， bp  (戶 部と は氣 がっかず 次の 部屋に 行かう とする) あの、 御免下さい まし …… 

戶部 —— ともち やん ,:. 俺 だ …； 俺 だ …… 

とも 厂 —— あら …… あなた 戶 部さん ぢ やなく つて。 

P 部 1. 俛 はおの ハ スで …… 戶 部の 弟 だよ。 

とも 丫 1 あらさう おわ。 まあ それに 違 ひない わ。 戸部さん の笫 つて、 戸部さん より は 若い 方ね え。 

r$ _ ともち やん …… 俺 は 君に 遇った 時から …… 界が 好きだった。 けれども 俺 は、 女なん かに 緣 はない と 思つ 

て …… 諦めて ゐ たんだが ……  ！ 

ともで — 免なさい よ。 私、 はじめて こ &に來 た 時、 あなた なんて、 默 りこく つた 醜男な 人、 ゐる， < だカゐ る 

"ん さ 山 わからな かったんです けど、 だんく、 だんだ あん 好きに なって 來て しま ひました わ。 花 田さん が 私 

う L 那 さしこ 誰でも 選んで い \ つてい つた 時 は、 本 當は隨 分 嬉しかった けれど、 あなた は 屹度 私が 嫌 ひなんだ 

と 思って 隨分 心配した わ。 

rj — W しろ 俺 は 幸； i だ …； 俺 は 自分の 藝 術の 外に は、 もう 何ん にも 望み はない よ。 .：•• 俺 はもう 君 をな ぐら 

ない よ。 

とも 厂 _ (^しさに^ r みつ、) なぐって もい & ことよ。 い， - から 私 を 可愛がって 下さいね。 私 も 一 生 懸命で あな 

た を 吋せ がります わ。 あなた は 寳の珠 の やうに、 可愛がれば 可愛がる 程 光りが 出て 來る人 だって こと を、 私ち 

ドモ 父の^  一-九- j 
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やん と 知って k よ。 あなた は 泥 だらけな 寶の珠 だ わ。 

戶部 —— 俺 は 口が きけ ないから …； 思った ことが い へ ない  

とも子の 手 を 取って 引き寄せよう とする。 澤本、 突然 戶を 開けて 登場。 

澤木 —— おうい、 ドモ又 …… と、 あの、 貴様の その上 衣 をよ こせ、 貴様の 兄貴に 着せ るんだ から。 その代り これ 

を 着ろ …… ともち やん 花が 取れた かい。 それ か。 それ をお くれ、 棺を飾 るんだ から …… 

渾本返 場。 …… 戶 部と とも子 寄り添 はんとす。 別室に て 哄笑の 聲。 二人 口惜し さ-つに 離れた ところに 坐る。 

とも子 —— 今夜 歸 つたら、 赵 すぐお 母さんに さう いって、 いやで も應 でも 承知させます わ。 で、 今度の あなたの 

名前 は …… 

戸部 —— 俺 は 何ん とい ふ 名前に する かな …… 

とも子 —— で わ， 私の 名 を 上げる から、 戶部 友叉ぢ やい けない .：：. それ ぢゃを かしい わね。 あのね …… あなた 

又畫 かきに な るんで せう  

とも子 近づかう とする。 瀬 古登 場。 

瀨古 — ちょっと- (-。 こ k にお 前の 畫が まだ 殘 つて ゐ たから …… 

戶部 —— うるさい 扠 だな あ ；… 

瀨古返 場。 別室に て 哄笑の 聲、 やがて 一 同 飾り を 終って 棺を かつ いで 登場。 

花 田  n 十く/ \  もう やって 來 るぞ。 棺 のこつ ちに この 椅子 をお いて  これ をこ& に、 おい 靑島  それ 

を そっちに やってくれ …… おい 皆ん な乎傳 へな …… 一 時間の 後に は 俺達 はし こた ま 御馳走が 食へ る 身分になる 

んだ。 生 藩、 そんな 及び腰 をす るな よ、 みっともない。 …… これで 大 體ぃ& …… さあ 皆ん な舞臺 よきと ころに 


h れ。 ぉた おは その 椅子 だ。 何しろ 俺達 は、 二人の 大事な 友人 を 犠牲に 供して 飯 を 食 は ねばならぬ 悲境に ある 

んだ。 ドモ义 は：^ S 五 人の 仲 問から 消えて なくなる の だ。 ド乇 又の 笫は その 細君のと もちやん と 旅の 筌 に 出か 

ける ことになる だら う。 俺達の やうに 良心 を 以て 眞劍に 働く 人間が こんな 大きな 損失 を 忍ばねば ならぬ とい ふ 

の は 世に も 悲慘な こと だ。 然し 俺達 は 自分の 愛護す る藝 術の ために 最後まで 戰 はねば ならない。 俺達の 主張 を 

成就す るた めに は 乎 段 を 選んで は ゐられ なくなつ たんだ。 俺達 はこの 棺の 中に 死んで 横た はる ドモ 又の 靈 にか 

けて おひ を 立てよう。 俺達 はこの 友人の 死に 値 ひする だけの 立派な 藝術を 生み出す こと を 誓 ふ。 

i  JL.  ^} 

あは  え  せ 

花 m —— 修逢は 力 を 協せ て、 九 頭 龍と いふ 惡ブ P 1 力 ー 及び 堂 脇と いふ 似而非 美術 保護者の 金囊 から、 能 ふかぎ 

り の 罰金 を支拂 はせ る こと を 誓 ふ。 

一 卜  ^一. 二 

花 m —— その 爲 めに は 日顷の 馬鹿正直 を拋 つて、 巧みに 權謀術 數を用 ふること を 誓 ふ。 

一 ^ —— ^ふ。 

飞出 —— 仉 し：^^ を 出し さうな 奴は默 つて 引っ込んで ゐる 方が ぃ& ぜ。 それで は 俺達 四 人は戶 部と とも ちゃんと 

に：^ 後の 训 をしょう ぢ やない か。 …… 戸部、 お前の これまでの 藝術 は、 若く して 死んだ 天才 戶 部の 藝 術と し 

つぐな 

て 世に ゆる だら う。 然し そこでお 前の 生活が 中斷 する の を 俺達 はす まなく 思 ふ。 然し その 償 ひに ともち やん を 

W た 以上、 不平 をい はないで くれ、 な。 さう してお 前 は 新たに 戶 部の 弟と して 新生面 を 開いて くれ。 俺達 は そ 

れを 待って ゐ るから。 ぢ やさよ なら。 

1 同 交る，^ 搌手 する。 

ドモ乂 の 死  .  二 九 七 


有^ 武 郞仝桀 笫四卷  二 九 八 

花 田 — ともち やん、 お前 は俺逹 の 力だった、 慰めだった、 お母さんだった、 可愛い X 娘だった。 お前 と^れる 

の は 俺 全くつ らい や。 だからお 前の 額に】 度 だけ 皆ん なで 接吻す るの を 許して おくれ。 な あ 戸部い、 だら 

ラ o  、 

戶部 II よし、 一度 限り 許して やる。 

花 ^  ともち やん さよなら。 (額に 接吻す る) 

とも子  さよなら 花 田さん。 

澤本 —— 俺 はま あやめと く。 握手 だけし とく。 

とも子  さよなら 生蕃さん。 

靑お —— さよなら。 (額に 接吻す る) 

とも子 —— お 大事に 浮氣屋 さん。 

瀨 古 —— お をよ くお 见せ、 あ &ぁ。 (額に 接吻す る) 

とも子  さよなら 可愛い 、若様。 

とも子 さすが に 感情せ ま つ て 泣き出す。 

花 m I！ よし。 それから ド乇 又の 笫に いふが、 不精 をして ゐ ると、 頭の 毛と 髭と が 延びて 來て、 ドモ 又に あと I！ 

りする 恐れが あるから、 今後 決して 不精髭 を 生やさない ことにして くれ。 

とも子  そんな こと、 私が させと きません わ。 

戸 外にて 戶 をた \ く 音 閗こ ゆ。 

人の 聲  え、、 御免下さい まし、 九 頭 龍で 御座いま すが、 花 田さん はおいで ビ 御座いませ うか。 


^の 人の^ —— 私 は 党 脇です が …… 

— そら 來ゃ がった。 …… 齿ん ない.^ か 大丈夫 か …… 俺達 は 非常な 不幸に 遇つ たんだ ぞ。 悲しみの どん底に 

b るんだ ど。 此の際 笑 ひで もした 扠は 敵に 內 通した 謀叛 人と して 皆ん なで 制裁す るから さう 思へ。 九 頭 龍 も 党 

むかつ ぼら 

^も …… 今诏 けます、 一寸 待って 下さい …； 九 頭 龍 も 堂 脇 もた まらない 俗物 だが、 政略 上向 腹 を 立て 、蔡 をし 

ffi じない やうに ん な^へ。 

一 M II ^ふ。 

^tu  ,v ナろ奴 はせ々 淚を こぼす やうに しろ、 い-か  ぢゃ 開ける ぞ。 

 い 匕^、 ちょっと. I：： て ：：： (茶碗に 二 杯 水 を 入れて 戶 部の 所に 持って行く) おい ドモ 又、 貴様の 淚を この 中に 入 

•  Y1 ：ノ  r*v  I 卜 . ノ  \ /一 

个 とくど。 これ はと もちやん の だ。 尻の 後ろに やっとけ。 慌て、 こぼすな。 

i  つら 

いじ n  ン いつ。 (^客の 方に 向いて 笑 ふの を 制する) ぢゃ 開ける ぞ。 皆ん なし かめつ 面 を L てろ。 

-ィ [  \  * 

とも子. H さっきから 木 常に 泣いて ゐる。 戶部. 茶碗から 水 をす くって 眼の ふちに 塗る。 花 田、 戶を 開けに 行く。 

I 幕 II 

(一 九 ニニ 年 十月、 「泉」 所載) 


ドモ乂 の 死  二 九 力 


！ 


A ん  ぼし 3 

,  ft  (禁 無斷 興行) 

^所 下總の 或る 都 會の鬼 南半 里程 を距 てた 或る 村の 百姓家。 

時 安政 元年 五月 九日の 朝。.  ：  擧 

入 ^川： 个叫郞 II 彫物 大工。 六十 一 歲。 

嘉助 II 堂宮 大工。 四十 歳。 

龍 川 久和藏 —— 平 B! 郎の 婿養子。 一一 一 十二 歳。 

お ま —— 卒四郞 の 娘" 久和藏 の 妻 U  二十 七 歳 

仙太郞 II 久和藏 の 息子。 八 歳 

五お 衞 II 百姓家の 主人。 五十 七歲。 

K も 衞の 女房 I 五十 七 歳。 

共の 他 

風の^。 幕 静かに 開く。 

S を また S 衞の讓 の 離れ。 土間に S を 敷き、 半 成の 木彫、 木お 1 用の 器具、 子供の 玩§ 

土 W こ^きて 座^、 その 隣に 小 間。 境 は 古びた 障子 立て。 

久？ きみれ こな リ、 疲れた 擎で 座敷. に 腰かけて 草鞋 を脫 いで ゐる。 お 初 は 土 問の 片隅で 立ちながら 位いて ゐる 

御 枉  § 


もな 武 郎^^  ^四卷 

-T^  ：-r. 广：  一二 〇 二 

冇燈 に-::, れく灯 力と もって、 朝 はま だ 明け きらぬ。 

久 人が そろぐ 來き ら。 顏洗ひ 代り i 茶で も ：••： i ...... お 初 ::: へえ 泣いた つて まく も 

るお、 久 I に g へず、 f 押し 拭って せっせと そこら を 片付け はじめる。 久 和藏 立って 七輪に 炭 をつ 直さう とす 

リ いんね それ は 私が 今す るに、 お前 はこれ を (彫刻物 を 指し)、 その 壁 際し  一 免 5. ちっと 

も 眠らなかったら、 五月と いふに 朝 冷えが •：：• お前 まだ r たま さぞな。  晚中 ちっと 

ニス 彫刻物 を 片付け 始める。 

寒く はない かえ。 

一 ォ ^ビ笈 C 」- C ゝ ，.r/6.w,»  ：  >コ ：ほパ丄ら .  らし t 

. 野郎、 嘉 助の 野 


る 

お 初- 


久 和％(- 何 あ^ けん ど 塞い といへ I いな あ。 ききで は |  ，祭 もへ え S とい ふだが 


B -、  - に， や.？ ジ If  -  さ レ^^カ ..... 湾郞， 嘉叻の 野 

^ 女 wff の^が あたる もの か あたらね えもの か …… St  みおら こもよ お I  ^-,  ：  its の蜀 

.S しゃ、、、 つ C き  >  、  ； ミグ 力 ー匚ォ の^み 力ら こんな 取り 力へ しもつ かねえ 大事 をし で 

カぺ 力って …： 俺ら あへ え (彫刻物 を 見や リ ながら) これ をた さ 割りて えよ。  5 て 

お 初 I そり やお 前、 お前の …… 萬が 一 にもお 前の ひ | みぢ やない かえ。  . 

ク禾 fM.  (險 しい 眼で お 初 を 見や がら ソ fe^DaT  X-  ゝ 

^S'J:  ,  ^  /力ら) 俺の 僻み だ- …： 今 もよ くいって 聞かした に、 考 へても 見ろ。 下ト屋 

tmul 大纖 。役 暴、 in. 

f も W 曰 は 地鎮祭と， いふ そ Ql。 粗相の ある 害が ねえに ...... 五つ 時 さがりから さ，… き ミ， 

ひしな！ が、 火元 は 一と i や， &ど I はねえ しっ^ J。  ^^^て^ S. 

の 1 ^生 力 Q この あたりより 久,？ *^.HS を こ、、。 a  t  、  3ミ - f  3  f  J  -«  ^ 

久 敷に まは久 li 物 を i へさせる)、 俺ら あ 家のお とっさ まの 評判 を I! ん 


で仆 机んだ こと だ わ。 

Mut^u が、 へえ 二 年の 上 も、 かう やって 他國の lit て、 やう やく 仕上げ 

s、  A 一晩で 他 f なく 灰になった ビ。 俺 もお とつ it け S を 折った つもりだった i^i 

、しさ もへ え 一通りではなかった。 それ もこれ も 今 は 無駄な こんだ。 .：：• おうま だ 燃えて るづら £5fe こ 


える に 


お 初 


〈戶 口なる 急造の ^方に 行气 七輪 を いぢりながら、 小 間の 方に 聞？ 立て) おとつ さま は 眼 I 覺し なさつ 

たか 知ら、 ^がする やう だえ。 …… あれ、 まだ 向う の签が 赤く 見える も 何ん も 

五兵衛、 ^菜 物 を 下げて 登場。 

あれ、 家 Is みまし ない、 一晩中 あみな さり もせす に、 何かと 難 有う 御 ほます 、 

冗 ill に、 災難の 節 はお H ひのこん だよ。 親方 はよ く 休んだ かな あ。 本卦 返りと いや あ は ぁ體 を 大事 

にしね ぇぢゃ …… 坊や もま だ 眼が 覺 めね えだね …… や， 久和藏 さん 歸 つたけ え。 

久 sl^ II や あ 家主 様、 お：： 十う 御座ります。 

ま^ 1_( ト -1 の 方に 廻り I 捨てた 8 に 眼 をつ け) きつで つかい 騒ぎ だつ たんべ。 えらい 泥に なった な あ も 

^さんと この l 彫った もの はちつ と は 助かつ たんべ え 力  あ ふ  C 

久 S— 何から 化まで お世話になります。 .：：. (火鉢 を 持ち出しながら) あの 風に 煽られた 草へ え 一た まり f 

いで 座ります。 …… 俺ら あ 死んだ も 同然に 力が 落ちて しま ひました。 

n に； W —— さう だつ ベえ ともさ。 時に …… 

御 ^  置 


有岛 武郞佥 集 笫 卷  f  一一  Q 四 

久和^ 1 c 神棚の 下に ある 小襯間 用の 透 彫 二 枚 を 見 かへ りながら) せめて はと 思って- 乎 輕な扠 を あれ だけ さら ひ 出 

し はした もの \、 大工の 衆と 違って、 俺ら あ 家 は 手不足 だで …… 何せ、 かう してへ え 親子ぎ りの こんだ から …… 

この 會 話の 間お 初、 五兵 衞に茶 をす >, め、 小 間の 方に 近づき 隣室の 寢息を 窺 ひ、 更らに 愁ひを 偶す。 

II して 大工の 衆 もず  1 の 衆 も、 彫物 小屋の 方に 手傳 ひのしつ こなし か …… は あて …… この 火事に ついち や 

村に も 妙な^-が 傳 はって ゐる だよ。 

久.^ T0  え、 どんな 嘴が  

五兵 衞 （I そり や …… ー體 噂と いふ もの は、 はぁ藝 もね えもん だから 聞いたら 聞き流し にして K ふべ え …… 可ん 

でも は あ、 ゆん ベの 妙 見様の 火事て え はあ^^だ とい ふだ。 た.， の § まちで はねえ 風 だ。 …… 誰と なく 見て ゐたビ 

力 いかく 燃え 上った 火の 中に、 白装束 をした 白髮の 姿の ものが ふっと 現 はれて な …… それが 見る く 火" しの 

4 にれ えたと いふ こんだ。 妙 ほ-様が 怒り をな さった ビ。 もう お宮 はどう あっても 建つ こと はねえ といって ぬち 

力  

久禾藏 一. それなら 俺 もま ざく と见 た。 白い 衣冠 束帶 のお 姿が 勿體 なく も 火の 中に 消えて 行った „。 それ を 見 

たもの は 誰れ 彼れ となく、 へえ 膽 まで 震へ 上った か、 恐れ をな して 遁げ出した ビょ。 

S0 (. はて すさまじ いこんだ な あ …… 親方の 腕が 餘り 冴えて ゐ るで、 妬みに 思 ふ 奴が ゐた かも 知ん ねえ だ。 

それでな くって 何んで あんな 處 から は あ 火事が 出べ えさ …… 何しろお つかねえ こんだ …… やれく …… ぢ やま 

あ 久和藏 さん もたん とがつ かりし ねえが 分別 だ あ。 何も は ぁ因緣 ごと だかんな あ。 …… 別に 何 か 用 は 無え かね J 

久 1 1 へえ 俺も歸 つて ゐ ますで、 な-案じ なして。 …； やい く、 お 初， 茶 呑 茶碗が いくつか あるか。 

お 初 — あれ、 いくつ もなか つたわ やれ。 


ク、 =ぷ  それ ぢ や^、 王 伐， ちっと 貸して 下さります か。 見舞 人が 來る と^ふで。 

K お 銜  安い こと だと もさ。 ぢ きに 持って 來 ますべ えよ。 

久和錢 —— 忝う 御座ります。 

お 初 —— (M 時に) 難 有う 御座ります。 

ス^^場。 お 初 入口よ リ にじ リ上リ 行 燈の灯 を 消 して 片隅によ せ、 久和 蔵の 眞^う に 坐る。 

お 初 — お前、 仕 i に 火 を かけた の は嘉助 親方に 遠 ひない と 思って ゐま すかえ。 

久和藏 I . …… 

お 5?  、.：：- 底から さう 思 つ てゐ ます 力 え 

久和^ — ^\ さう 思 ふに 不思議が あると いふ だか。 お前 は あの 野郎に 恩で も 着せられて ゐ るづら …… 

お. 初 I あさましい …… お前 は …… お前 は 男 か …； 男 かえ …… 男なら 何んで おめ （- と歸 つて 來 たにえ。 何んで 

】，*AI**  .P リレゝ  を さ 

お 助と いふ 扠に 仕返し はして くれなかった^ え。 これが 浮世の 年貢の なし 納め だとい つて おとつ さまが 力う 

して 仕上げな さった 大^な 仕事 を …… お &私は 胸が 痛む わ やれ、 むごたら しい …… その 仕事 を 灰に し 腐った 男 

に、 お前 は 恨み言 一つ 云 ひ 得すに 歸 つて 来な すつ た^な あ。 お前 は どの 面さげ てお とっさ まに ぉ辭 儀し なさる 

え。 ト 免 はおとつ さま はこ-にかう 坐りき りで、 村の 衆が 見て 來 たこと を、 笑った なり 聞いて ゐ なすった が 

その 胸の 屮を思 ひやる と、 側に ゐた私 は 切なくて、 泣かす に は ゐられ なんだ。 …… お前 …… 久和藏 さ …； お 富 

の： ti 事 も 煙に なった に、 まこと 口惜しく はねえ かえ。 

久和藏 II …； 

お 57 •—— お前 は 恩 知らす だえ。 七つの 歳から この 家に 養 はれて、 仕事の 手 ほどきから して 貰って ゐ るに …… ぼん 

p  t  三 〇 五 
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とに  

久和藏 —— 俺が^ か 男で ねえ か、 恩 知らす か 恩 知らす でね え か、 見て ゐろ。 

お 初 —— その 高^ をい ふ 口が あり や  

この 時 子供の 叫び 臀小 間より 聞 こ ゆ。 お 初 は、 つと 立って 小 間の 障子 を 開けて 見る。 

平叫郞 —— (小 問の 中から) やい，/, \ お前 等が たんと わめき 合 ふで 仙太郞 がうな される わ。 昨夜 はお そかった で ま 

だね むいら に  や あ、 よし， （- 何んでも ねえ だ。 ぢ つと 眠って ろ  や あ、 よし， （-。 

お 初 小 問に 入る。 入れ 代リに 平四郞 .1 衣の 上に 長 半纏 を 羽織 リ ながら 登場。 久和藏 いひ 出る 首 葉 もない やうに うづく ま 

る 0 

久 和藏、 いつ 歸 つたな。 

久和藏 1 1 さっきが た戾 りました。 

平 ^郎 II 御苦勞 だった な あ。 すつ ばり 燒け たか。 

久和藏 II …… 

, )  なんどき 

平叫郎 II さう か …… へえ 何時 だ。 曇り だか 晴れ だか。 まだ 風 は 落ちね えな。 

久和藏 I. 六つ 少し 前で 御座ります づら …… 昨晩 は 少し はお 休みな さりました か。 

平 g; 郞 I うむ。 彼れ 是れ …… 仙 太郞が 時折り 眼 を さまして な あ …… どれ 顔で も 洗 はづ… ：，- 

颔を洗 ひに 立た うとす る。 お 初 小 ^ ょリ 出て 來て、 

お 初 — いんね、 そこにお いでな して、 今 私が 水 を 汲みます に。 

お 初蚜に 下りて 水 を 汲みて 土間の 方に 持って 來る。 平 四 郎弑を 洗 ひ 終りて 町の 方 を 見ようと する、 お 初が 何ん とかして 


さう させまい とする けれども M-治 なし。  . 

平：： r じ 1(獨，：：の如く) ふむ、 …… まだえ らい 煙 だ わ やれ、 何しろ 山の やうな 木 村 だで な あ …； や、 お袋 さま か。 

お 初、 家主のお 袋 さまが 茶碗 を 持って 兌え たぞ。 お早う 御座ります。 

艽兵衞 女 せ； 場。 

女に 力 II はあ^が 覺 めた^な あ • ：： お：： 十う 御座り ますよ。 お 初 さ. こんな もので も^に 合 ふべ え 力 

お 初 —— に 八：： ひます どころ か、 難 有う 御座ります。 

女房  久 和^さん もお つた ビね。 えらい まあ 災難で、 嘸 や 難 俵な こと だんべ えな あ。 

平 W 郞祌 棚の 方に， 叫きながら、 

平 叫^ II お袋 様、 昨夜お 顿み 巾した お 御酒 はへ ぇ來 ます だか。 

お 初 —— それなら こ、 へ 來てゐ ます。 

為 II んぞ まだ 用 はねえ かね。 お、 用と いへば、 嘉助 親方と いふ 人が 來て、 倚らが 家で 親方の 眼を覺 ますの 

を特 つてる だ あよ。 どうす ベえ な あ。 

ク禾 -肿.  AT  1%=^ 力 

久^:^?:^ リ 出ようと する。 お 初 思 はず それ をと める。 

.KrR^ il やい く 久和 藏- 手前 づれの 無分別 者に 嘉助 がて こじろ にあ ふ^かい。 引っ込んで ゐろ。 乎 前 は (土 

^の 屮央 に-:^々 と K かれた る鹑 龍の 總 彫りの 虹 梁 を 指し) そこに へたばって そこの 肩の 所の 仕上げで もす る だ。 

五 丘ハ衞 の^、 去リ かねて まご^ \ してゐ る。 

女が I 親方、 ^助 親方 は …… 

,s  ^  一一  ：〇 七 
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平四郞 —— ^いと 中して 下さり まし。 

五兵 衞の妻 返 場。  ， 

(久和 藏に向 ひ) 手前 は嘉 助が 來ても 出しゃばる ぢ やね えぞ。 俺に は 俺の 分別が あるで ；… 假令 ほかの 仕事 は燒 

け を へても、 その 虹 梁 を 仕上げて この 土地に 殘 して 行 かづ。 念入りに 仕上げろ よ。 やい くお 初、 お 御酒 を 明 

神様に (祌綳 を 指す) 上げて くれう。 

お 初 I へえ 上げました。 

久和藏 漉々 道具 を 揃へ て 仕^に か X る。 

平 TO: 郞 —— さう か。 今朝 はむしゃく しゃする で 顔 洗 ひ を やる ぞ。 

平 四郞祌 棚に 行き 祈念す る。 お 初 は 朝 洒の燜 にか X る。 平 四 郞斫禱 を 終へ て ふと 久和藏 が 持ち 歸 りし 彫刻物に 眼 をつ け、 

平四郞 I 久 和藏。 

久和藏 I へ ……  - 

平 郞 —— これ はどうした^-。 

久和藏 II …… 

平叫郞 I 燒け殘 り を 拾 つて 来た^な。 

久和藏 —— 火の 中に 飛び込んで、 それだけ は 助け出し たけん ど" 手の 足りない 俺ら あと この こんだ で、 あと はへ 

え 無殘々 々燒け 終へ たで 御座ります。 

平 W 郞 II 未練が ま しい 奴が … … 

大工 嘉助、 岡持ち を さげた る 手代 を逑 れ、 五兵衛に 案內 されて 登場。 


it 親方お：： 十う 御座り ますよ。 嘉助 親方 を こ k へ お連れ 申した 力ら …… 

お ぎ 小^の 方へ 退場。 平四郎 彫刻物 を 下に 置き 坐り たるま、。 五兵 衞 手代と 共に 退場。 

^助 II お 免な せえ まし。 親方。 寢 ごみに 押し かけた やうな 仕儀に なつち めえ やして …… 

平 Z 郞 —— ま、 お上り。 

^助， m 敷に 上りよ き處に 坐る。 久和藏 不穩。 

久. リ^、 その 龍の 肩の 方が 肉が 厚いで そこ を 丹念に はつる だ。 (嘉 助に 向 ひ) お早う 御座ります。 

— お早う &座 いやす。 久和藏 さんえ、 お早う 御座い やす、 …… 久和藏 さん はま だ 仕事 を …… 親方、 何から 

いして よろしい やら、 お 互 ひの 災難と はい ひながら、 こんな ことにな らうと は、 夢の 夢にも 思 はねえ ことで^ 

座い やした。 口惜しい といった んぢ ゃ方圖 がっくが、 私の 胸 は方圖 なしに かきむしられる やうで 御座い やす。 

^おみ を. S. しに 來てゐ て、 こんな こと をい つち や 間拔け じみて ゐ やせう が、 私の 心の中 もお も ひやって 下せえ 

まし。 …… 親方と 一緒にな つて かう して 二 年の 餘も、 誠心の ありつ たけを こめて、 江戶 職人の 名折れになる ま 

乃と， 夜つ nl! もん 口 はさす に 精 を 出し やした。 去年 は 去年で 品 川のお 臺場 普請が あるし、 今年 はまた 炎上した 御 

^乃 1： は營 で、 第一 て 人手が 引けるな り、 西 京への 御 寄進と いふんで 木場の 材木 は 手つ 拂ひ になるな り， 手 違 

r  f  *5  A  な 5  - ，  や. 4J うで 

ひから 乎 遠 ひがつ^き やした。 だが かうな つち や 私 も 損得 づくぢ や 御座い やせん。 瘦 腕ながら 後々 の 人に 後 指 

を さ、 れ ねえ 仕事 をしたい と 念じ 切って ゐ やした が、 ふと 魔が さした とで もい ふ …… さあ やっぱり 魔が さした 

んで 御座い やせう、 思 ひも 寄らね え 災難が 持ち 上って …… 私 は、 親方、 生きて る 空 も 無え やうで 御座い やす。 

平叫郎 —— ハ不氣 味な 沈默の 後) 親方 はいくつ だな。 

一お 助 —— 何んで 御座い やす。 

御  in  三 〇 九 
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平 s: 郞 1 .1 方 はいくつ だとい ふだ。 

嘉助 —— はて 丁度に なりやすが、 それが …… 

平 叫 郞 — ra 十 かえ。 ：… 若い な あ。 待てよ、 ふむ， すれば 亥の 年 づら。 思慮 分別の やたらつ.， t 走る：^ ま はりだ 

わ やれ。 俺 は 赏 だ。 寬政 六の 六十 一 で 御座ります ：… 生 ひ 先の へえたん とねえ 爺 だよ (放 笑) …… やい/ \ぉ 初、 

顔 洗 ひ はどうした^。 

お 初 小 問より 出で 來リ， 嘉 助に は 挨拶 もせず 厨に 行って 燜を见 る。 

お 初 —— つい 忘れて ゐて、 つき 過ぎ ましたが …… 

平 TO: 郞 II 構 はねえ。 

お 初燜德 利と^ 口と を 取り そろ へ て 平 四 郞の處 に 持って 來る。 

これ は 俺ら が獨 娘のお 初と いひます だ。 お 初、 これが 江戸の 楝梁 様の 嘉助 親方 だ わ やれ。 かしこま つてお 辭儀 

をし ろ。 

お 初 父の 命に 從 はず。 

親方、 氣を惡 るく しねえ で 下され。 歳 は 二十 七た が 甘やかして育て たで、 八つになる 餓鬼 を 持ちながら 己れ が 

三つ子 同様で 御座ります だ。 

お 初 その ま \ 小^に 入る。 そ つ と 小 間と 土間との 隔ての 障子 を 開け、 久和藏 を そ >! のかして 嘉 助に 害を與 へようと する < 

嘉助 —— (辛く 愤りを 鎖め ながら) 朝から けづり をお やりな さるなら、 心ば かりで は 御座い やすが、 丁度 御兑 舞に と 

思って ちょっと ばかり 肴 を 持た して 來ゃ したから …… 

平叫郞 —— それ は 忝う 御座ります。 …… やい，， （\久 和藏、 親方から いた^-いた 肴 を それ、 戶 間口に でも 出して お 


け。 犬で も 來て食 ふづら に。 

久和^ 立ちて いひつ けられた 通りに する  , ぶ 

1— (股に すまね て) 親方、 それや 何ん ぼ 何んでも 無體 とい ふもん だ。 何 か 私に 意趣で もあるなら、 この 場 

ではつ きりさう いって 下さい や L。  — 

ill ...... (きそれ は 無え かとい へば 無え でも 無え。 ：.：. が …； それ は それと して れ戶 では これ をき 

巧と いひな 意 やう だが、 俺ら が II 訪と ェ山國 では、 麗 ひとい ひます だ。 これで. 一お かう il に 

ネを かけ) あつ \ …… 熱い わ。 熱 過ぎる わ ：… これ は 全くお 前 様 見た やうな 酒 だ わ やれ。 (放^) 

お ギ^の 椐を德 利に 卷 いて 洒を つぐ。 


嘉 助. 


-先づ もした に、 親方 も 一杯 行か うづ。 


J —• (；f り 切って) 憚りながら 顔 を 洗 ふに 人様の 世話に はなり やせん。 

— さう か、 へえ 額 は 洗つ た^か …… 頸 根っ子 も 序でに、 洗って 來 さっし やる と 世話がなかった に …… 

久和藏 窃か に 手斧 を執リ ヒげ る。 

e いく 久 和お、 手斧で そこ を ほって 何に する 氣だ。 鑿で 行く だ そこ は。 

0,$ つ て あれば 俺ら がさ i もち つ た あ 解ら づ。 …… お前 は 仕事で 俺の 向う に 立つ 氣 だった^ な。 

： な 力 II リ て^こった。 お前 も 俺 も！： じ^ 藤 平の 下請け だ。 信 州から ぼつと 出の 彫物 大工 づれに 江戸の 大工 力 

ひけ を 取って 引っ込んで ゐられ るかい。 

— (放 笑) 先づ II いながらお 前 ほどの 腕が あったら、 物の よしあし は 見極めが つく 害 だ。 …； それ 力お^ 


！ 一一 
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の不 化合せ になった ビな あ。 意氣 込み だけで は 仕事の 出來る もので はねえ からな。 賤 しいながら 藝と 名のつ く 

仕 ■ をす る 上 は 生れ 付きと いふ ものが 口 をき くだ ぞ …… 修行が 譃は いはせ ねえ だぞ。 俺の 仕事と お前の 仕事と 

を 己れ が^で しっかと 見比べる がい i だ。 …… やい， _ 久 和藏、 手前 は 今朝 氣 でも 狂った か。 そんな 大 § をつ 

かったら、 龍の 鱗 はけし 飛ば づ。 小 鑿で 行く だ そこ は …… 五分 鑿 だ。 五分 鑿 だとい つたら 五分 鑿で やれと いふ 

に、 野郎 …… (嘉 助に 向 ひ) お前 は ；… 

嘉助 I そり や、 いふまで もない 事 だ。 俺 も 七つの 年から 年 g を 入れて、 暑い 塞い の^い 味から、 の艇" きが^え 

味まで、 この 文身 同様に 身にしみ ついて ゐ るんだ。 堂宮 にかけ ちゃ、 廣 ぃ江戶 でも 深 川の 嘉 助で 通る BR を、 お 

前 ぼの， 見くびり やう は、 そり ゃほぞ がちつ とば かり 外れて ゐ よう ぜ。 塞 天 や 翳麥の 名所で は、 i がた つたば かり 

で 尸 くら 者が 名人と 化けられ るか は 知らないが、 憚りながら 山の ない 江戶 界隈 ぢゃ^ ら ねえ。 

平^ 良 — お前 見た やうな 未練 者が そんな 口 をき いて ゐ たら、 犬 も：！^ I ひりつけ めえ までよ。 

嘉助 I 何んだ と …… 年嵩 だと 思 や こそ、 折れて 兑舞 ひに 来れば …… 

久和藏 いきなり 手斧 を 取って 嘉 助に 走リか .1 らんと す。 

と いし 

平  馬鹿 砥石 はこつ ちに は 無え、 そこの 隅 だ わ やい。 (久和 藏手を 下し かねる) 見舞 ひに 來れ ばで はねえ、 

探りに 來れ はとい ふだ そこ は (放 笑) …… さう 短兵急に 氣を いらつ ちゃ、 お前 は 壽命を 取りに がさ づ。 孫 奴が 眼 

を さます で 落着いて^ はう かな。 久和藏 等 も 物々 しい ぞ。 …… 久 和藏、 村の 衆が n ^舞 ひに 来る とうる さいに… 

…お 初 鼻 羝 を…： や あ、 それに も 及ぶ めえ、 その 筵に 、「忌中 だで ..... 」 …… かう つと …： 「忌中 だで 客 無兩」 

と喾 いて 戶問 口につ るして おけ。 でっかく 書け。 

お 初  おとつ さま 緣起 でもね え、 忌中 だなん て 誰が 死に ましたえ。 


平叫郎 II 木^の^ 仲が 死んだ わ やれ。 

以下の^ 話の^に 久和錢 命ぜられる ま >• に蕹に 書いて、 お 初に 手傳 はせ て それ を處へ 行き 木立に かける。 

(^助に. S ひ) ちった ぁ氣が 落着い たづら。 俺が 一 つ 昔話 をして 聞かせ づ。 

倚て、 倚らが 在所に 諷 訪明祌 とい ふ、 いやち こな 荒神の 鎭 守が ある。 (神棚 を 指し) な、 こちらが 當國の 妙 見様 

で、 むかう が諷 訪明祌 だ。 こちらの 宮 造り は 久和藏 がした^。 あちら は 俺 だ。 しっかと 拜ん でお くがい X。 … 

…この 明 神の 御木 體は^ 御名 方 尊と いって、 大黑樣 のお 子ぢ やげ な。 その 尊が な、 仔細あって 信 濃國に 閉門に 

ぢゃ う  さる 

なられた^。  ffl 門と いへば、 家の ぐるりに 柵 を 打ち ま はすが 定だ によって、 それが 末代に 淺 つて、 寅の 年 申の 

おんば しら  ま は 

年と、 七 年 目に は 御 柱の 祭と いふが ある だ。 周り 五 抱へ も あら づ立木 を 切り倒して、 八 ケ嶽の 山中から、 鄉々 の 

ものが 引き出す だが、 そいつの 里 引きが 丁度 今月の 明日に あたる わ やれ。 それ を 一本 づ X 社の 四隅に ぶつ 立て 

る だ。 それが 柵の 型を傳 へた もの だとい ふこと だ。 信濃國 はさう いふ 國だ。 山が 高く、 雪が 深く、 人の 心も險 

しいが、 一 旦腹 をす ゑて 山 を 出た 上 は、 出 た^けの こと はしね えで はお かねえ 人氣 だぞ。 

俛 らが^ 話と い ふ は それだけ だ。 

偖て 一 昨年、 下總の 妙見祌 社と いって、 由緒の 深い 御朱印 二百 石の 御社 を、 江戸から 南に 類の 無え 見事な もの 

に て かへ ると て、 彫刻 一切 を 引き受け たらと 名 古 屋の楝 梁から 名指しが あった 時、 俺 は 死物 狂 ひで、 山 又 山 

の 柵 を 踏み越えて、 d 戶の 筌 へと 轉 がり 出た^。 相模の 運慶、 飛 驛の甚 五郎に は 及ばす とも、 信 濃阈 では あばき 

足らぬ この 腕つ ぷし を， 根 かぎり 試して 見 づと思 ひ 立った^。 …… 俺の 向 鎚にま はる 大工と いふが お前だった。 

俺に とって は 不足 千 萬な 生 腕 だ。 …； 先づ さう 惡 あがき をす る もので ねえ。 …… 腕の ちが ひが 知りた ければ も 

一 ^^をす ゑて しっかと これ を 見た がい i だ。 これ を 見て も^^が 下ら チば、 あ 前の 心 は. へえ 慢心の 業病で 

御  柱  n  二  S 


^ 有 岛武郞 、仝 集 笫四卷  ； 1 一二 

び 根が 絶える だぞ。 - ..-、. ノ-. ， 

平 四郎、 久和藏 の 持ち 歸 りたる 彫刻物 を嘉 助の 前に 置く。 嘉助 始めは 輕 蔑の 態度 を 示せし が、 段々 と牽 きつけられる や 

うにな つて、 それ を 熟視す る。 

よつ く 兌ろ …… 兌え たか .：. 手前 も それが 毘ぇ ねえ 程の みじめな 腕で はねえ 喾だ。 …： それでも まだ 頭が 下ら 

ねえ か ：… 口の 先き では 何ん とで もい へ、 手前 づれが 俺と 肩 を 列べ られる 大工 かさう でね え か、 胸に 手 を あて 

て 思案して 見ろ …… たはけ たこんだ わ。 末代まで も 國の寶 となら づ もの を、 手前 はよ くも 一晩の 中に 灰に した 

も ぎだう  おの 

な。 (沒^ 逍に嘉 助の 膝 許から 彫刻物 を^ ひ 取る。 嘉助 その 言葉に 思 はず ぎょっとして 平 四 郞を见 守る) 手前が へえ 己れ 

一 人の^ かさから 國の寳 を 減 ぼした^ ぞ。 

くりごと 

嘉助 —— 飛んでも ねえ。 聞き捨てなら ねえよ まひ 言 を ほざく 上 は、 俺に も 俺の 覺 悟が ある。 老いの 繰言と 思って 

默 つて 控 へて ゐれ ば方圔 のね え。 

平四郞 —— 俺の 言葉が まだ 胸に はこた へね え か。 仕事 づ くで 爭 ひもし 得ね え 畜生 はかう して くれる わ。 

久 和藏、 手斧 をよ こせ。 

久和藏 逸^く 手斧 を 平 四郞に 渡し、 己れ も 得物 を 取り上げる。 嘉助も 懐ろ に 手 を さし 入れて 身 構へ する。 平四郞 手斧 を 

手に し、 や  >- 皙く嘉 助 を 睨みつ めて ゐ たが、 突然 憤 リを發 して 自分の 彫刻物 を 滅多打ちに 打って 微塵に 碎く。 一 同 思 は 

かたづ 

ず！： 唾を吞 む。 

仙太郞 その物 音に 眼を覺 まし、 大驛に 泣き出す。 お 初 小 間に かけこむ。 久和藏 その 場に く づれて 男泣きに 泣く。 

平 ra! 郞. —— (手斧 を がらり と 放げ 棄て〕 偖て 俺 も 年 を 喰った な あ。 愚に 返り 腐った わ やれ。 …… 久和 藏、 明日 は 俺 は 

在所に 歸 るぞ. …： 


やし" 太、 I また か。 (仙 太郞を 抱き 取る) 昨夜 は 火事で おっかな かつ たづら。 へえ 何んでも ねえ だぞ。 梁 じ 


るぢ やねえ ハ  、 ラ、 ： 、 「 

II (碎 かれた 彫刻物 を兑 て) ぉぢ いさま か、 今 これ を敲き 割った は。 倚 はへ え 驚 レオ k え. 

pg— うむ、 f すまね え 仕事 は 倚 はかう して 敲き 割る だ。 ：：• 仙 太、 お前 I 訪に歸 りて え/ \と いって 

,r>  .-J  ^あ o 

山 ま I あいよ、 おば あさまが S 歸るを 待って ゐ るら に。 ：：： 俺 は 御 柱 S も 見て えだし。 

VM—f え もね え。 a 蒙訪 へ 行く に は I の 指の 上 も 日が か、 る！^;::. さう だ、 1^ 

, f 一 待って ゐ るら。 ！  21 B は今讓 になって、 £ 歸が啼 きしき つ？ るつ 

ら。 八 ケ嶽の 雪 も あらかた 解けて、 山膚が 靑く 見える ぞ。 

. ^太郞 I 條は御 柱の 祭が 見て えだ わ やれ。 

UL  ？; ふ —— は て ^き 分け のね えこんだ お前 は 

KM^^  だけん どお ぢ いさまの 仕事 は へ えし 終へ た^-力 

平叫郎 —— へえ 終へ た わ やれ。 

仙 太^ I し 終へ た^けえ。 

平^ ル I うん …； 終へ たビ。 

m 太が _ (お 初に) し 終へ たビな あ、 へえ 歸る だで ：… 俺 は 今日お ぢ いさまの 仕事 を 町に 見に 行く だ 

久" g— やい く 山 太。 俺ら 達の 彫った もの は、 お宮が 建って から 飾りつ ける だに、 お宮 は 木 取り をし 終へ た 

^  ^  三； 


^岛 武郎仝 ^ 笫 四- 卷  三 一六 

ばつ か だで、 佝らが 家の 彫物 は 大事に 下 小屋に かくまって ある だ。 

仙 太^ — したら、 ぉぢ いさま もま だ お宮に 飾った を^ね えだな。 . 

平 叫 郞 —— 誰も 兑 ねえ だ わ やれ。 

仙太郞 II それが 兌ら れ ねえなら、 俺 は 御 柱の 祭が 見て えな あ …… 

平 I： 郞 —— よし/ \。 したら お； りい さまが 見せて やら づ。 久 和藏、 その 虹 梁の 鼻へ 綱 を卷け や。 仙 太、 これから 

な ぉぢ いさま はへ え 仕事 はやめて、 ゆるり とお 前と 遊び暮ら すだ。 へえ 元の やうに は 腹 は 立てね えぞ。 …： . 

お前 だけ を 可愛がる とおと なしい ぉぢ いさまに な るら よ。 嘉助 親方、 俺 も 今 は、 ひとむ きに 腹 を 立てた。 年 を 

取る とこら へ 性が 失せる でな あ。 …… お前 様 はさつ き 魔が さした といった が、 まったく だ。 人間 冥利 をぶ つ 越 

えた 仕事 をした ばつ かに 燒け 終へ たと おもへば、 腹 を 立てる でもなかった^。 

嘉助 II 親方 …… 平 ra: 郞 親方 …； 私 や 今にな つて 始めて 服が 覺め やした。 濟 まねえ こと を 仕で かしてし まひ やし 

た。 

仙太郞 驚きて 平四郞 よりお 初の 膝に 移る。 

平叫郞 J— 眼が 覺め たか。 

嘉助 I え \ 私 しゃ 何ん とい ふ 人非人 だ。 わが 身の 腕の 足らね えの は 棚に 上げて、 町の 人 も 村の 衆 も 親方の 仕事 

ばかりに 服 をつ ける の を 腹に すゑ かねて、 かう して 普請が 出来 上った 上、 二人の 名前が 末代まで 列んだら、 死 

ん でも 死に 切れね えま 曝ら しだと 一 圆に思 ひこんだ その 擧 句が …… 何 をお 隱し 申し ませう、 親方、 仕事場 ー帶 

に …… 

平 sfet  魔が さした V よ、 誰の 科で もね え わ やれ。 


0^ 1 . さ ういって 安 閒 として は 居られません。 ^は …… 

久和藏 I したら 手前が …… 

お 初 I. むごい^ をし- M る 人畜 生 …：  3 し。 £t  、 〕- 

トミ—マ しへ だて) S の、 魔が さした にと いふに よ。 …… その 魔性の 奴の 可哀 さは やれ。 .... 俺 はへ え 力 

-ノ うした やくざな 禁が、 ー藝に はまり 込んで この 長い 年月 を苦勞 したばつ かで、 その 魔性の もで 殊勝" が" 

みぐ ときこた へます だ〕 ：：： お SG 心 持 も 今になる と 俺に はよ つく 分る。 手前 だ、 お前 だと ぽ才る 人 

^は f  、  if 矢張りお 前 様 だ。 ：：： お前 樣は| 生 ひ 先き が 長いだ から、 念に かけて 早まった こと を 

する ではね えぞ。 

嘉 W   

消え^ 鐘の音 近く 聞 こ ゆ。 

平叫郎 I あれ は 何 づら。 

嘉助 II ぉ&、 しめったな。 

久印^ I. 村で うった 消え 半鐘で 御座ります。 

平,： 郎— さう か。 へえ 火事 も 終へ たか。 ••：： ほう、 風 もね え^ 朝げ になった な あ。 …… i(ti 

だ わ やれ。 

出 太. 1 おとつ さま、 綱が ついた かえ。 

お 初 — この 子と い へば 會釋 のね え。 

久^ W —— - まてく。 

^  ^  三】 七 


大工. 

嘉 助- 

大工- 


有お 武郞 * ^  ^ 卷 

五兵 衞、 嘉 助の 手下の 大工 を粱內 して 登場。 

II こちらで  左お で  もし、 やじ やう、 こちらです かい.。 大變だ ( 

II (屹 となり) んだ。 


一一 一 1 A 


•  1 w  W  9  お^ご J-I 

• 介んだ つて やじ やう 大事が 持ち 上って しま ひやした。 火事場に とう、 


ひとじに 


な 4   I  , 17  -ノ  21，  .H く-おさぶ  一/、 人 死力 出來 ちゃった ん： i^o プ C 

れも 生やさし いん ぢゃ ねえ、 神主 様が ::: 喜 様が ::: 宮司 様が 我と 進んで 火の 中に 飛び込み なすつ 

たんで f 座い ます。 ；… 何んでも^ 夜中 頃、 由 裝朿の 姿の ものが 火花の 中に 見え 隱れ して ゐ たの は、 かいや^ 

も^^; で 御座いませう。 今から 思へば それが 宫司漦 だつ たんだ。 

久和藏  それなら 俺 もた しかに 見た。 

ラ n  まいた はしい、 それが 服 も あてられ ねえ 姿に なって …… 

嘉助—— それ ぢゃ 何んだ な、 火事 を 出した のを濟 まねえ 事に おも ひなす つて、 妙 見様に も 代官 所に も 申 譯の爲 め、 

我と 我 力.^ を その 人で 燒 いて  おしま ひなす つた か。 

大工 —仝く それに 遠 ひねえ。 何んでも 書 置きが 殘し てあつ たんで、 大騷 ぎに なって、 私達 も^の 者 も 滅多 やた 

らぷ； を尊 ね 廻った 擧句、 骨に ならん ばかりの 死骸 あし あてたん で 御座います。 …：. これ は 何 I いて 

もや じ やうから も 代官 所に ゆし 立てね ぇぢ やぎ 度になる と 思って、 私 は 取り あへ す駔 けつけ やした。 …： 

歸 つてお くんな せえ。 

よし 今 行く から 待って ゐろ。 …… 今お 聞きに なった やうな 譯で 御座い やす。 つく，^ 私 は 罰 あたり だ 


-私は 


3-  nyM. 


おる 所に 出て その 屆けを さっし やれ。 早え がで。 だが な、 お前 様の 仕事 はこれ からだで、 夢に き 


fii^o 火の元 は 大工 衆 Q あまり だで、 火 奮 仕で かした は、 何 蜜で も I 様の 零 まち だ 

, ^つま 作が 身の上 こも ある もの だで な あ。 この 界隈の 衆が どの やうな 噂 を 立てよう とも ひくと もす るで 

よねえ。 だお 倒に なったら 俺が こ^ひ かへ てゐ るで ：•：• if 仕事 も 含 入つ I 晴らしい もんだった 

に、 それ を 寡々々 と燒き 終へ たお 前 様の 心 を 思 ふと、 老いぼれ は淚 もろいで、 貰 ひ 泣きに なり 腐ります だ。 

^ II 親方、 は i:t」 かきむしられる やうで 御座い やす。 ^は 今にな つて はもう 何も 申しません。 …… 若し 私が g 

き 延びて ゐ やしたら、 長い 眼で 見て ゐて 下さい まし。 

平 ZT^ 1 艮生 きを さっし やれ、 俺 は 信 濃の 雪の 中から じっくり 見て ゐる づら に。 

^助 — では 御免なさい まし、 親方、 久和藏 さん、 ごしんさん。  • 

^0 1 n 十々 とお 兒舞を 忝う 御座りました。 

久 和藏、 お 初 相^の 挨拶 をす る。 嘉助 及び 大工 退場。 

•  — や L、 親方、 (忌 巾と 書いた 筵 を 見やりながら) これ はは あお 前 さ、 何 を 書く だ。 い たづら にも 程が ある 

ベえ もの を。  ー  *  - 

平 4 郞 — ^主 賺、 俺ら が國 にな、 昔、 木 曾の 義 仲と いふ 荒武者が ゐて、 信 濃の 山の 中から 西 京 眼が けて 猪の のォ 

の やうに^ しで 出た ビが、 力 は餘れ ども 武運が 拙くて、 粟津 ケ 原の 泥 K に 馬を龃 けこまいて、 犬 死 をして 退け 

たビ。 今朝 はふと、 その 昔 を 今の ことの やうに 思 ひ 出した でな、 一 つ は 今更め かしい 弔 ひの 心、 一 つ は 見舞 ひ 

の 人のう るさ^ あ 4 いてつる したで 御座ります。 (放 笑) . ： 偖 も、 家主 様、 俺ら 達 は 永々 と 御 邪魔に なり 

ましたが、 明日 は發 つて 在所に 歸 ります に …；  く 

^に、：." — それ はまた あんまり 火急 だんべ えさ。 荷 ご をり だけで せえ は あ 二日 三日 は 力. - るべ えに 

御 f.  一一 二 九. 


^お K 郎全蕖 ^四. 眷  三 二 ◦ 

F  Qc^v   、レュ 

お 初 II おとつ さま、 それ はお 前 様の いつもの 惡ぃ 癖の 短氣 ではね. え かえ。 二 年の 上 も 住み ,れ\ は、 名殘り を 

申して 廻 はらに やならぬ 人様 も數 ある づら に。 

平叫郞 II (激怒 を 以て) 親の 心 子 知らす と は 手前の こんだ。 俺が こ.^ に c 足で 床 を ふみ) へえ 一 1 でも ゐた、 まれ 

ると^ メカ やい。 仕事が 終 へれば へ え、 俺 は 名もない 他阈 のおい ぼれ 爺 だぞ。 こちらから 暇 乞 ひして ま はる 人 

•  まも あり はしね えだ。 家主 様よ、 「これが まあつ ひの 住家 か 雪 五 尺 o」 信 濃國の 山猿に は、 裸身の 外に こ をる 荷 

物 も 御座り ましね え。 ひよこり， （と 親子 叫 匹で 輕々 とした 道中 をし ませ うづ 

^太郞 （- ぉぢ いさま、 おとつ さまが これに 綱 をつ け 終へ たに、 早く 御 柱 を 引 かづ。 俺 は 待ち 遠 いわやれ。 

平 四お _| や、 待た したな あ、 (土間に 下り) ；… 仙 太、 こ \ は下總 ではね え 誡訪の 山の 中 だぞ。 あすこに 見える 

力 あすか (神棚 を 指し) 八 ケ嶽、 あすこの むかう が 木 曾 飛 驛の山 又 山、 こ \ からこれ まで は 誡訪の g、 廣ぃ湖 

だぞ。 そ おれ 岡 谷の 村 も、 下 誡訪の 宿 も 見え るら。 こ X が 神宮 寺 村の 明 神様 (壁 際の 積 俵 を 指さし) この わきに あ 

る 力 低ら 達が 住家 だ わ やれ。 今日は 御 柱 を そこ へ 引く だ o ぉぢ いさまの 身の ま はりに 高々 と W 本ぶ つ 立てる だ。 

…； 高々 と 叫 本ぶ つ 立てる だ。 …… 仙 太 は 力が えらいで 元 綱 を やれ、 おとつ さま は 裏 綱 …… ぉぢ. いさま はへ え 

やくざ だで こ、 に (綱の 中 ほど を 握る) 立 たづ。 やれ 見ろ 仙 太、 在所の もの も 他國の もの も 俺ら が ためにい かいこ 

と 綱引きに と 集って 來 たぞ。 さあ 皆の 衆 も 綱 を 取った。 … それ 仙 太、 ぉぢ いさまが 木 やり を やる ぞ。 

「 お 小屋の 山の もみの 木 は 里に ひかれて 神と なる」 やれえん やらさん のうい え I 

仙 太郞.  (よろこび^ん で) やれえん やらさん のうい え.  

久 禾藏、 お 初 位き しづむ、 五兵 衞も貰 ひ 泣き をして ゐる。 


故に $： の泶は 泣く づら。 を かし いわやれ。 

平 W 郞 —— を かしい な あ， それ ぢゃ仙 太と ぉぢ いさまと 一 一人で 引 かづ。 

仙太郞 —— やれえん やらさん のうい え —— 

平 叫 郎 —— やれえん やら さ ん のうい え —— 

虹 梁 動かず。 

II 幕 II 

この^ 曲に は 方言 を 用 ひる 必要が あった。 藤 森 成吉、 吹 田 順 助、 粜兑^ の 諸氏が 私の 爲 めに 親切に 敎 へて 下さった。 

に 謝. お を 表する。 …… 作者" 

(一 九 二 一 年 二月、 「白樺」 所載) 


§  罾 ( 1 1^ —— 禁無斷 興行 II 

人 物 

木部 孤筇 —— ： 一； 十二 歳。 

urM^^ II 二十 五歲。 

な 地三吉 I 一一： 十四 饶位。 

m^m^ I 六十^ 前後。 

場 所 

现代 III 仲秋の 午後。 

舞^ 1 而沿 川。 雨 岸に 枯れが てな 葦が 密生し、 川 は 曲りくねって その 間に 隱れ、 遙に大 倉の 山な み を^る。 二百十日の 

^.^.^ の た めに 破缀し た 海岸 橋、 中斷 せられ たるま 上 n 问く 川の 上に か &る。 

木部お K の 海水帽 を 被り、 砂に 坐して 釣竿 を 垂れて ゐる。 高^ は 砂の 斜面に 臥 ころんで ゥヰス キ-を 瓶から 口移しに し 

てんる。 波の^^。 時々 松風の 音が し、 百舌鳥の 銳 き聲隔 りて 聞 こ ゆ。 
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幕が 開いて 後哲 くの 問 二人 とも 無き"。 

高撟 — 今日 も稻 妻が します かな あ。 あれ を 見て ゐ ると 氣が狂 ひ 出し さう になる が。 …… かト りさう です 力 

木部 —— な あに。 

高， _ 今お 話 を 聞いた ばかりで こんな こと をお 尊ね する のも變 です が、 あ、 して い \ 奥さん もお 子さん も あつ 

て 兌れば、 或る 幸 幅 は 感じて おいで^ せう ね。 

木部 —— さあね、 十分 感じて い、 わけで せう ね。 

沈默。 

高 橋 —— (半獨 C) 鎌 倉 もこ k 一  さ； 日め つきり 淋しくな つたな あ。 

木部 II …： 

高撟 II 今の 思 ひ 出 話で あなた 何 か考へ 込んで いらっしゃ いますね。 

^  -な あに、 そんな こと はない さ、 そんな ことはありません よ。 然しなん だな あ 僕 の^む 出 話なん 力 は 

ごと 

あなたから：^ ると、 子供の 泣き言 位な ものです ね。 

高 f II さう です、 事 牛で 論 すれば さう です o …… けれども あなたと いふ もの を 知って ゐ てお 話 を 聞いて ゐ ると 

あなたの 味 はれた 苦痛が よく わかる やうです。 

木部 —— 僕 は 三十 二に もな つて ゐて、 い-. -恥 曝ら しです よ。 は， tw。 

高 橋 —— あなたの やうに 噓 の出來 ない 方 は 人の 知らない 苦しみ をし ますね。 

木部 —— そり や あなたの ことです。 

高 f  浮きが 動いて ゐるぢ やありません か。 


木部 —— な あに、 餌 はとうに 取られて しまって ゐ るんで す。 

沈^ 

木部 —— ； ：1 梳 さん、 あなた は あの ことが 分っても、 やはり 奥さん —— 奥さんと いって はいけ ない が —— 女、 女と 

いひます ょ失禮 だが、 その 女 は あなた を 愛して ゐ るんで すね。 

： ぶ リ  …： 

木部 —— さう して あなた も その 女 を 愛せす に は ゐられ な いんです ね。 

^梳 I -述 命と いふんで せう ね。 蓮 命の 詛 ひです。 私 はこの ディ レ ン マに か.^ つてから、 人間の 生活と いふ もの 

がまる で 意味の ない 一 ひらめきの 稻 妻の やうに しか 見えません ね。 あれ は 何ん にも 知らないの だから その 害と 

して、 私が です、 何もかも 知り 拔 いて ゐる 私が、 何う しても あれ を 思 ひ 切る ことが 出來な いんです から ：… 木 

郃 さん、 杏 生^です ：… けれども それ を どうしょう もな いんです。 酒で 一寸の がれ をす る 外に 仕様がな いぢ や 

ありま せんか。 …… けれども あなた だって、 そのお 葉さん とい ふの を 今 だに 愛して いらっしゃ るんで せう。 

木部 I 確に 俱は 愛して ゐ ました。 六 年 前のお 葉、 十九のお 葉 は 愛して ゐ ました。 

—— 戀 愛っても のは殘 酷な 力です ね ：：： それに 摑 まれたら 最後、 人生 觀 まです つかり 變 ります からね え。 

木部 II 然し あなたの 經驗が 凡ての 人の 經驗と 一 致す るか どう だが ；… 大抵の 人 は どんな 大事 件で も 器用に 茶 か 

して、 多々 益々 辯す るで せう。 

^0 —— 餘人 はどうで もい.^ ぢ やありません か、 木部さん。 あなた はどうです。 

木部 —— - さう 追 ひ つめられ ると 困る が  恥 かしながら 僕 は あい つ を 憎む ところまで は ゆきました。 一 思 ひに 締 

め 殺せる と 思 ふ 位だった が …… 然し 今ぢ やそん な 熱 も なくなつ てね、 は W …… 女房 子供の ある 身 そらで、 誘 
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はれ &ば^ 澤 くんだり まで 遊びに も 出かけ るんだ から を かしな もんです よ。 噓の 出来る も 出来ない も あり はし 

ません や。 

.ゥ S 

丁度 华ハ牛 近く このむ かう の 砂山に 住んで ゐ たんだが ：：： 一 一人で こ \ で 一 緖に鯊 を 釣ったり した もんです。 あい 

つも 私 も 夢の 屮に とろけ こんだ やうに なって ね ：… 感激で こね 上げた 一 一人 だつ たんだ、 今から 2 心 ふと。 

こんな 詩 を 作ったり しました よ。 恥の さらし 序でに 披露し ませう か。 

「烏羽玉の やみの 命 を 泣きつ るに 

^ゆ ゑに 卷の 月夜と なりに け. り 

うつら，/ <\ と戀 故に 

樂 しき 夢 を 結びつ-  . 

樂 しき 夢の さめぬ 問に 

わかき 血潮の …… 」 

「わかき 血潮の」 つと …：. 「若き 血潮の 老いぬ」 でもな しと。 出て 來 ません。 忘れつ ちま ひました。 兎に角、 

「とこと はの 國に 入ら まし あはれ^」 

とい ふの が 結句でした。 「とこと は」 がい X ぢ やない か。 は w\。 

高梳 —— ど うして そんた 感激が 半年 程で … … 

木部 I さあ。 それが やっぱり あなたの 云 ふ 運命だった かも 知れません よ。 何しろ 僕 は實際 「樂 しき 夢の さめぬ 


U こ」 M しちが へても 死に かねない 口 マ ンテ イシ ストだった の だから。 ところが あいつ は處 女の 中 だけ は 僕に 

あら Ml U マン ティ シ ストだった が、 妻に なって 兌る と^ 世 向きの 令夫人ら しい 生活 を 欲した のでせ うね。 僕 

も.，， ぶ ハ にやる いんです。 僕の 行く^ はお 粱の ゆく 道 だと 疑 はすに^ ひこんで ゐ ました からね。 碌々 人と 交際 も 

しない やうな 竹乏 詩人 ぢゃ やり切れません や。 乎つ 取り 平く そこに 见 切り をつ けた、 その 兌 切りの つけ かたの 

すばしこく 而 かも 理^に かなって ゐ るの なぞ は兑 上げた もの だと 今 だに 思 ひます ね。 何んで すよ、 ^京に 逃げ 

出す ほの 晚 まで、 まるで 戀に醉 つたお ぼ こ 娘ら しい 様子 をして ゐ やが つたが …… な あに、 あいつ は、 …… 女つ 

て もの は^ 偽りの 名人なん だ。 

B —— さう でせ うか。 

木 W  あたたの 場 八：： はさう ではな いんです ね ：： そのため にあな たは 苦しむ し ；… 

V^M —— だ いら 私 は^ 亊が遝 命 だと 主張す るので す。 私 兌たい に 逃げ場の ない 程 運命に 追 ひ つめられ ると、 それ 

. I  二 £-1  くらやみ 

ド；； よく 分， ます。 稻 妻の やうに、 ぱっと 光った 人生 を兒 せる かと 思 ふと その あとさき は 暗闇です ォ咅 さん 

私 t 人^ を 愛し ましたよ。 眞劍 に、 熱い 心で 愛した と 思 ひます よ。 けれども その 報酬 は晤 闇ぢ やありません 力 

飞ぇ。 ^も， 144 を しないと 仰 有る のです か。 けれども ねえ、 蓮 命に 追 ひ つめられ ると 自殺す ら出來 なくなり ま 

ro マえ リの 鬼バ >J みに おふ^ I 具の 一 つ は 「惑」 です。 ところが fi: 殺に は 決心が いります からね え。 惑 ひの ため 

-」^ しん ひゐる 人^に 決心 は 起って くれない のです。 …： さう です、 唯 かう やって 砂の 上に 寢 ころんで、 あの 

卜.、...、」， V,- ながめて うっとりして ゐる W だけが 私の 身上です よ。 その W だけが 胡麻 化しに でも 珣. m らしい 氣 にな リ 

ゥ厂。 …… かう して 强ぃ アル コ ー ルの 力で、 私の 心臓が 段々 弱って …… 私 は 自滅す るんだら うと 思 ひます よ。 

…； さう です ね、 rt: 減です ね。 ー氣に i あて をしょう と 思っても：： 蓮 命 はさう はさせ ません からね。 …； や 
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ん のために 私 はこの 世に 生れて 來 たんで せう。 お \ 何ん のために …； 木部さん、 私 は 苦しい …… 

洒を 飲む。 沈默。 

木部 —— (釣竿で 水 を はたきながら) 然し だね 之、 高 橋さん、 この 問 あなたから 祕密を 伺った 時 は、 僕は氣 息が つま 

ろ 程 恐ろしかった が、 考 へて 見る と、 あなたの 方が まだ 幸福 だとい へる かも 知れません よ。 まあお 聞きなさい、 

かう いふ 譯 です。 あなた は 幸福な 結婚 をした。 立派な 家の 養子に なった。 ところが あなたの 養母と 思った の は 

木當 のお 母さんで、 あなたの 奥さんに なった 人 は、 實は あなたの 父ち が ひの 妹さんだった のおが …… 

^椅 —— 今 H とい ふ 今日、 私 は 他人の 口から 私の 祕密を 聞かされる のです。 もう やめて 下さい。 遝 命から 直接に 

方； 吿を 受けて ゐる やうです。 

木部 —— 然し あなた は 愛して ゐる、 さう して 愛されて ゐ る。 

高 橋 II やめて 下さい。 

木部. I 今 も、 かう やって ゐる今 も、 あなた は 愛されて ゐ るんだ。 愛して ゐる 女に 命が けで 愛されて ゐ るんだ。 

 飲まない といった が、 僕に も飮 ませて 下さい。 (瓶 を 奪 ひ 取る やうに して 飮む) 

^0 —— 木部さん、 それ は あなたのお 言葉です か。 

木部  な あに、 僕の 言葉です。 ..... まあい &さ、 そんな こと はどうで も。 

ぉ梳 —— あなた は殘酷 だ。 

木部  どうして。 

0 —— 愛される から 苦しむ。 …： 愛しない では ゐられ ないから 苦しむ。 …… さう した 私 を あなた は 見て は 下さ 

らな いのです  兑ては 下さらない  


木部 —— お 措さん …： 苦しむ 位なら ね、 僕 は 愛し もし、 愛され もして 苦しみた いよ。 

II 木部さん、 …； あなた は …… 私達の 愛情 は、 事資が 母と あれと に 知れた が 最後、 この 砂で 造った 塔の や 

うに-:！ れる愛 たつ て いふ こと を  

木部 —— は &、、 -::  の 屑 をた \ きながら) 怒つ ちゃい けない、 冗談です よ。 冗談 ぢ やない が、 怒つ ちゃい け 

ません よ。 …： 兑 給へ、 蟹まで が 秋に なれば、 かたま リ 合って 暖まらう として ゐ るの だ。 くよ くした つて 始 

まらない さ。 これから 伐 も每 u 酒のお 相手をし ませう。 元來 はいく 口なん だが、 こ、 (肺 部 を 指し) に惡 いと 醫 

おがい ふ もの だから、 ふいと その 口 琪に乘 せられて ゐ たんです。 …； な あに ：… 

然し 仝く あなた は ：… • 

この 少し 前から- 檎の ト： 手に 來てゐ た 老^の 吳服 行商 高みから 獰を かける。 

^服々 ：！ —— もしく、 そこにお いでのお 方に お 願 ひ. S. します が、 和 円 墚 とかに はどう 參 ります か、 一 寸ー っ敎へ 

て いたにき たう 御座いま すが。 

木部 —— 和 m^? …： さあ、 その 橋が 渡れる とい &ん だが 生憎 落ちて ゐ るし、 海 際に 行って 川 を 越す か、 上の 方 

に 上って 琵苞檢 を 渡る かです ね。 

お 服^ —— 困りました な あ。 どっちが 近いので 御座いませ うかしら。 

—— そり ゃ沲岸 の 方 だ。 その代り 足 を 濡らさな いぢ や ：•：. 待てよ、 舟で 波して 上げよう、 こっちに 下りて お 

いでなさい ン 

^服 ゆ —— やつ， それ はどう も …； ぢゃ 申し^ねます がお 辭儀 をせ すと …… 

^服^、  土^ を 下 リて來 る。 木部、 半分 洲に 上げて ある 小さな m 舟 を 下ろす。 
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吳服商 —— どうも これ は …：. 然し お蔭様で 仕 合せ を 致します" 

木部 —— な あに。 太物屋 さん は どこから？ 

eK 服 商 —— へえ、 何 あなた、 秦 野の 方からで 御 座い ますが、 あんまり 商 ひがありません ので。 

木部  鎌 介： ももう ありますまい。 

^服 商 —— 御 怠に 御座います よ。 .：：• ほい、 釣りの 御 道樂で …… 。 釣りに かけち や 乎 前 も 眼の ない 方で 御座いま 

してね。 

お 服 商と 木部と 舟に 乘る。 

吳服商 —— 然し 御 結構な ことで 御座います。 何 か 御酒まで 御 携帶で …… 

木部 I 侯 等兩人 結構と 见 えます かな。 …… 僕から 兌る と あなた の 方が 餘程 結構です よ。 

^服 商 II 恐れ入り まし たなこり や …… ねっから 贫乏 暇な しで 御座いまして。 

く 

木部 —— 貧乏 はお 互 ひ 様と して、 僕の は 貧乏 暇 ありと いふ 扠 でね、 は \、\ …… 然しお 父さん は 見たところ 苦が 

なさ \ うで すね。 

服 商 —— はい、 お蔭 さまで 來世 だけ は佛 様に お頼み 中して 御座いま すから …： 

木部 —— さう か、 さう です か，：. そり やい \で すねえ。 舟が 着く から 腰をおろして。 

舟が 對 岸に^  く。 

^服 商 —— はいく …… いや これ はどう も 御禮の 言葉 も 御座いません。 (高 檣に) 御免下さい まし 難冇ぅ 御座いま 

す。 では 御機嫌よう。 

木部 —— 御機嫌よう。 和 m 塚 はこれ を 行く と 左側に あります からね。 


^服 商 去る、 木部 舟 をつな ぐ。 

卞ポ — v」c:z の^れない 巾に 一 ニー；^ 釣り上げ るかな …… 高樯 さん。 寢 込ん ぢ やった な。 

木郃、 釣のお こ^ リ、 針に^ をつ けようと する が^ 易に つかない。 やう やくつ けて 投げ こむ とす、 ぐ 餌 を 取られて ゐ る。 

や.：. を 拾て.， 考 へこむ。 土 ％ の 上の 松^の 一せ が さわやかに 閒 こえ 初める。 木部 氣が ついて 立ち上 リ、 高 橋に 高 橋と， = 分と 

の インバネス を 羽^って やる。 l^r む。 さう して^へ 込む。 ふと 土^の h の 入^に 邛倾 ける。 さう して^の ついて ゐな 

い^-を 垂れる。  I 

「液れ ますと もさ」 「^れ る もの か」 「：戕 れ ますよ」 などい ひ 合 ひながら、 早：：：： 葉 子と 倉 地 三 古と が 檣のと ころに 现れ る。 

^子 —— ほら なさい、 渡れな いぢゃありません か。 

な 也 —— そ り やどつ ちがい ふ 言葉 だ つ た か な。 

— 勿^ あなたよ SS と共に 笑 ふ) …… 私 だって この^の-毀れ て ゐる位 はむかう から わかって ゐ ました わ。 

でも さっき 遇った お爺さん は、 こ つちの 方から 來 たやう でした のに 

介 地 —— 他が 渡れぬ といった で、 又 旋毛 を 仙げ たんか。 

— い、 え。 …… た ^ こ. - まで 來て 見たかった の …； こ、 の^ 色が 好きなん です もの。 

今-也 —— U 1 マンス の澤山 ある 女 はちがつ たもの だな。 

 え.， そ リ^り、 ；… ^つた 女 兌たい に、 他愛の ない こと をい つて、 淚 ばかし こぼす やうな^ 人 も 持った 

のよ。 

介 地 —— さすが は あなた ビょ。 
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らんかん 

葉 子 —— だから 愛想が 盡 きたで せう。 い、 わね え、 こ、 はやつ ばり。 この 攔千 からかう やって 眺めて ゐ ると 苦勞 

も 何も 忘れて しま ひます わ。  ， 

介 地 II それ は 結構。 だが 俺 はさつ きの 話が 喉に つかへ て殘 つと るて。 

葉 子 —— あ の 木 村の こ と？ 

^地 —— あなた は 俺の 金 を 心任せに 使 ふ氣に はなれな いんか。 

^子 —— 足りません もの。 

含 地 —— 足り なきや 何故い はん。 


いい 


き 十. 

^地. 


-だ つ て 木 村が 亞米利 加から 玆 つてよ こすから い、 ぢ やありません か * 

-霊。 


介 地. —— 木 村 は 葉 ちゃんに 惚れと るんだ よ。 

葉 子 — さう して 葉 子 は 木 村 を 嫌って ゐ るんで すわね。 

倉 地 — 冗談 は 措いて くれ ：… 俺 は 眞劍で 云つ と るんだ。 あなた はま だ 俺 を 疑つ と るんだ な。 後签に はいつ でも 

木 村 をな ほせる やうに 喰 ひ 殘しを しと るんだら う。 

槳子  そんな ことありません わ。 

倉 地 —— では 何んで 今 だに 手紙の やりとり をし と るんだ。 

葉 子 II お金が 欲しい からな の。 

倉 地 （ I それが 惡 いと 云つ とる のが 分らない のか …： 俺の 顔に 泥 を 塗り こくる やうな もの だに。 


葉で  卞ォ から 迗ら せる のが 惡 いんです。 私 故に 郵船 會社 をお ひきに なつてから、 どれ 程 あなたが お金の 

なをして いらっしゃ るか、 その 位の こと ぼんやりの 私に も わかって ゐ ます …… でもし みつたれ たこと をす る 

つ は あなた もお 嫌 ひ、 私 も 嫌 ひ …； 私 は 思 ふやう にお 金を使って はゐ ました。 ゐ ました けれども 心で は …； 笑 

つち や よ …： あなた Q ためなら  さうなら どんな ことで もしょうと 思つ てし まったんです もの。 それ 力 

ら木村 こ， とうく 乎 紙を臀 きました。 お金が 足らない と 云って 下されば い \ のに …； 矢張り あなた は 私 を 親身 

に は 思って 下さらな いのね C 

<:,: 地 I そんな こと を 思つ とった のか。 馬鹿 だな ああな たは。 御 好意 は 感謝し ます、 全く。 然し 俺 は あなた 方 姉 

妹 三人 位 を 養 ふに 事は缺 かんよ。 ；… そんな 蔭に ま はった 心配 はせん ことにせ うや。 

うそ 

葉 子 —— そり ゃ噓 です。 

沈 跌。 

介 地 I 仝く 俺が 惡 かった かも 知れん。 實を いふと 一時 は 全く 困り 込んだ。 …… だが あんな 噂が 立って、 事務長 

を や：：： になって； a ると、 度胸が 据 つてし まひ をった。 人間 も 潮 底に もぐり 込む となると、 案外 强 くなる て。 これ 

は 今まで 默 つて ゐ たがな、 それから 俺 は あの 組合 を 企てた の だ。 水先 案內の 奴等 は 委しい 海圖を 自分で 作って 

持って ゐる。 要塞 地帶の 様子 も 玄人 以上に 知って ゐ るで、 それ を 集めに か \ つたの だ。 仕向ける ところに 仕向 

ければ …： 思 ふやう に は 行かん が、 食 ふだけ の 金に は餘 りが 出る の， さ。 …… 謂 は^-俺 は 賫國扠 だ。 賨！： 扠とぁ 

なた は關 係し と るんだ よ。 今度 は あなたの 方で 愛想が 盡 きをった らう。 

も f  (思 はずぎ くリ としたが) 一寸 驚かされ はしました わ …… い-わ、 私 だって 何んでも します わ。 

介 地 I -人問 並みに^ら れてゐ ない 俺達が、 人間並みに 娠 舞って ゐて たまる かい、 な あ。 

ほ  捣  ！ー ニニ：  二 
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き I— わかりました。 え \、 わかって よ。 でも こんな 話 はやめ ませう ね、 折角 こんなと ころに 來でゐ て …： 弋 

,1:2 が兑 えます わ、 あすこに。 あれ は 海ね。 

倉 地 —— 仰せの 通り。 

^子 II あの 寒い 晚 のこと、 私が S. 板で 考 へこんで ゐた 時、 あなたが 灯 を ぶら下げて 歩いて いらし つたで せう。 

あの， にの こと を 忍 ひ 出します わ、 海 を 見る と。 あの 時 私 は 海で なければ 聞け ないやうな 音樂を 聞いて ゐ ました 

わ。 お I い、 お 1 い、 おい、 おい、 お 1 い …… あれ は 何？ 

含 地 （I 何んだ それ は。 

葉 子 —— あの 翳。 

ノ ふ.^  i と グ ？ 

葉 子 —— 沲 の^よ。 

お 地 II 侬は 永年 海 の 上で萏 したが、 そんな 聲 はつひ ぞ n かんが … … 

撃 II さう お。 不思議ね。 ：：•• たしかに 聞こえて よその 晚に …… それ は氣 味の 惡 いやうな 物凄い やうな …； pn 

は^ね。 この 世で 一緒に なれなかった 人達が、 幾 億 萬と なく^の 底に 集まって、 戀 しい 同士で 呼び 合って ゐる 

ク ^力 荒ォ ると 底の 方から ぼんやり 大きく 聞こえて 來 ました わ。 それ は氣 味の 惡ぃ聲 なの。 何^かで 今で 

も その 聲が 聞こえて ゐる やうよ。 

〈お 地  あまり 罪 を 造り 過ぎる からさ。 

葉 子 fl ^らしい。 …； あら、 あすこで 誰か 釣り をして ゐ てよ。 …… あなた 釣りお 好き？ 

食 地 格別お きで もない が …… こんなと ころに 引っ込んで 暢氣 にして ゐ たら 却って 面白い かも 知， e んて。 世の 


ぃパ. 、到に なり 腐った。 ；… あなた はどう だ。 

^/ — ム：： 釣り^ん ぞし たこと ありません わ。 …… 今度 こ、 に 來て毘 ませう か、 道具 を 持って。 

TH\- 1  -- ノ  /-• 一 

介 地 —— だってい \。 

0T —— え X、 い &ゎ、 二人で あすこに 坐って …… 

な  1 1 さて 屮：： かける かな。 もう 口が かげり かけた で、 どこに も 行かす に 宿に 歸る としょう。 

だ  え 、  さう ね  

葉 子 立ち去りが てに 倉 地の あとに ついて 返 場しょう とする。 木部 突然 立ち上って 下から 聲を かける。 

K ボ  一  寸 ち.^ ち 下さ い。 

擎思 はずぎ よつ として 立ちす くむ。 瞬 問の 後、 見事に I の？ I にかへ る。 木部 土 ff  52 ところに s る。 

^ — (^水 帽を 少し 大袈^に 脫 いで〕 葉 子さん 不 思議 なと ころで お ほに か \ りました ね、 もく 

,^ — まあ、 こんな ひ よんな ところでお 遇 ひ 巾し ますと は …； 私 本當に 驚いて しま ひました わ。 でも まあ 全く 

お A らしい .：：• こちらの 方に お 住 ひで 御座いま すの？ 

木 II ト- ま^とい ふ ほど もない、 …； くすぶり 込んで ゐ ますよ、 は &w。 (倉 地に 向 ひ) あんなと ころ 力ら レ 

きなり び ^ して 來て變 にお 思 ひで せう が、 僕 は 葉 子さん と は 古い 幼な 友達で してね、 これで も 元は 葉 子 さ/ 

の^で 妥 御世話になった もんです。 中 上げる 程の 名 もありません、 御 If の 奴です。 .：：. どうも 聲カ 

U てゐる もんだ から、 何ん の氣 なしに^ 上げる と あなたで せう。 

介^ —— 私 は 介 地と いふ ものです。 

KV— さ か、 立し く。 倉 地さん、 どうで せう、 ^だ 失禮 です が、 葉 子さん を 五分 問 ほど 貸して いた^き 

0 橋  一 i 
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たい/、 でづカ …… K は 久し振りに 二人 だけで 話したい 馬鹿々々 しい を かしな 話 も あるので。 

^子 II 何ん のお 話、 二人で 話す つて。 い、 ぢゃ 御座いません か、 倉 地さん がいら しったって。 

木.^  ところが いけない のです よ、 あなた ビ けこ  

含 地 II ぢゃ 丁度い、。 今、 濱 におき 忘れた ス テツ キを 取りに 行って 来ます から， ゆっくりお 话 しなさい。 明ョ 

の 朝と 思つ とった が 丁度い &。 

倉 地 返 場" 葉 子 倉 地に ついて 行かう とする の を 木部 はげしく 眼で とめる。 葉 子 木部と 少しく 離れて 立ち 序る。 沈汊。 

ォ吾 II あれ 力 あの 噂の 事務長で すか。 あなたの こと は 大抵 噂 や 新聞で 知って ゐ ましたよ .：： お葉さん、 全く 

暫くで したねえ。 

藥子 《 本當 に。 この 夏 はじめ、 私が あちらに 行く 前に、 撗濱 行きの 汽車の 中で お 目に か \ り はし ましたが …… 

木 剖 n お 互 ひに 氣ま づ さか ら 挨拶 もし ま せんで したね。 

葉 子 II お別れし てから 六 年、 夢の やう …… 

TV 部  (た-みかけて) あれ は 達者で ゐま すか。 

葉 子 —— (間) ぇ&。 

木部  S さう です か。 

葉 子. — (問) 可愛 い \ 子 になり まし た わ。 

木部 II …： 

^子 段々 木部に 近づ いて 來る。 

紫 子 II 私、 今日 晝頃鎌 倉に 來 たんです の。 さう したら どうして もこ \ がもう 一度 見た くな つて …； 私達の ゐヒ 


家 は 取リ拂 つてし まひました の？ 見えません ことね。  本當に 夢の やうです こと。 

木部 —— あなた は あれから も CJ 々な 夢を兑 たでせ う、 樂 しい 夢 を。 

—— あなた、 さう お 思 ひに なって？ 

木部 —— た^ 閱 いて 兌る のです よ。 

葉 子  K 面目に 聞いて 下さいます？  兒 ました。 見ようと あせりました。 .：： けれど あの 時の やうな 美しい 

夢 はもう 兌る ことが 出來 ません ：•：• 私 は 始終 あの 頃の こと を 思 ひ 出して ゐ ます。 こ、 であな たと 一 緒に 釣り を 

したりし たこと など を  私 はどうして あんな こと をして しまったんで せう。 

木部 —— さう だ、 夢 だつ たんです ね。 ところが 僕 は 馬鹿だった から、 それ を まこと、 思 ひこんで ゐ たのです よ。 

さう してもう 一 つ、 ところがです、 その まことが 餘 りに たやすく 眼の 前で がら^ f\ と 崩れて しまったので、 僕 

は實際 あわてました。 然し まこと だと 思 ひこんで ゐた 僕の 夢 を、 あなたの 夢が さまして くれたの だから …： 人 

^は 誰も 彼 も 夢から 覺 めまい， （- として ゐ るんだ が、 …： 覺 めて 見る と 淋しい ものです ね ..：： あすこ を 御覽な 

さい (高樯 を 指す)、 あすこに、 ぢ かに 砂の 上に 一人 臥 ころんで ゐ るで せう、 酒に 醉ひ つぶれて。 あれ はこの 頃の 

僕の 唯一 の話桕 手なん です が …：. かう した 男です。 T とい ふ 名に してお きます よ。 T が 生れる と 間もなく、 そ 

の 父に あたる 人が 大病に 褪 りました。 ところが その 母と いふの が、 その 頃 は 色盛りの 美しい 人だった が、 亭主 

の$氣 を そっちの けに 男 を こしら へて 出奔して しまった のです。 

葉 子  木部さん， そんな 話 は 今日はお やめに しませう ね。 

木部 —— まあ 閱 いて 下さい。 …… T の 母 は その 男との 間に 娘 を 一人 生みました。 その 屮、 男 は 死んだ のか、 ^れ 

たの か、 兎に角 母と いふ 人 は 後家に なって、 裕福に 横濱で 暮らして ゐ たのです。 然し 自分が 若い 時 捨て、 しま 
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つた 亭主の こと だけ は 忘れる ことが 出來 ませんで した。 年月が 經っ ほど その 思 ひ 出 は 深まって いったら しいの 

です。 

葉 子  (欤 E する) 

木部 —— 僕 は あてこすり を 云って るの ぢ やない から、 惡く 取つ ちゃ M ります よ。 これからが 大事な ところな ので 

すから。 で、 話 か はって、 あの人 は 乳 呑兒の 時分に、 父の 親友に あたる 人に 引き取られて 柬 京に 來 ました。 さう 

して 或る 私立の 法律 學校を 卒業した 時、 はじめて 義理の 兩 親から、 貰 はれて 來 たの だと 打ち明けられ たのです。 

さう して その 愦 けで 橫 濱に獨 立して 法律事務所 を 持つ ことにな つたので す。 ところが 暫くす る 中に、 その 隣の 

家の 娘と 戀に 落ちて、 色々 のい きさつが あった 末、 芽出度く 結婚す る ことにな つたので す。 

葉 子. 1 もしゃ その 娘と いふの が …… 

木部 —— さう です よ。 餘り ばつの 合 ひ 過ぎた 因緣 話の やう だが.， 細君に した その 娘と いふの が實は T の 妹だった 

ん です、 父ち が ひの。 

葉 子 I i まあ こ はい  どうして それが 又  

木部 —— それが どうして 分った とい ふとです、 n; 人が 一緒に 住む やうに なつてから、 養母の ヒス テリ ー が 段々 激 

しくな つて， C! 分 を 恨んで ゐる 人の 死靈が 婿に 乗り移って ゐ ると いひ 出す やうに なった のです。 T の 顔が 初め 

の 亭主に 似て ゐ るの は 固より 當然 です さ。 ..：： それからと いふ もの、 養母 は氣違 ひの やうに 不動の 信心に 凝り 

出しました。 T もやが て 不審に 思 ひ 出して、 父の 墓 參に生 國に歸 つた 序でに、 よく 調べて 見る と、 今お 話した 

恐ろしい 事實 がすつ かり 分って しまったの ださう です。 全く 運命と いふ 奴 は どんな 惡戲 をす るか も 知れた もの 

ぢ やない。 …… それから T は惱み はじめた のです。 母 は 母で ありながら 父の 仇に あたる し、 妻 は 妻で ありな が 


ら現 在^ を 分けた 妹な のです からね。 

お SJ  まあ 何ん と いふ  

はくろ 

木お  それだけな らま * たい \ん だが …： こんな 事實が 暴露しても、 T は 妹 を 戀人 として 愛せす に はゐら ない 

とい ふんです。 細君の 方で も 命が けで T を 愛して ゐ るの ださう です。 •：•： この 恐ろしい ディ レンマ に 責めら. 1- 

て、 あの人 は あんなに 瘦 せて しまった のです。 さう して その 生活が 根柢から 目茶苦茶 になって しまった のです o 

^p.  さう して いまだに  

木部  さう です。 凡て を 自分 一人の 胸に 納めて ゐ るんで す。 T が 段々 悒俊 になって、 瘦 せて ゆく の を 見る と * 

細おまで が 母の 迷信に かぶれて、 良人との み 思 ひこんで ゐる T のために、 自分の 命 を かけが へに 死靈の 退散 を 

祈って ゐ ると いふので す。 細^も 段々 やつれて 行く さう です。 悲慘ぢ やありません か。 死靈 がどうして 退散し 

ませう さ。 

も-—， — だって、 それ を その ま、 にしておくの は 罪です わ。 n; 人と も不仕 合せの どん底に 落ちて いらっしゃ るば 

かりです わ。 

木^ — さう かも 知れません。 然し 事實が 打ち明けられても 事實は 消え はしない の だから。 …； そのため にあの 

人 は あ k やって 醉 ふので す。 ゥネ スキ ー の 瓶 を あすこの 砂に 埋めて おいて、 醉ひ つぶれる まで 人知れ. f あすこ 

であれ を 呷る のです。 自分の 家で は 酒に 醉 ふこと すら 出來 ない その 境遇 を考 へて 御覽 なさい。 …… それば かり 

か、 一 桥悲慘 なの は T と 妹と が 互 ひに 命が けで 愛し 合って ゐ ると いふ 事 賞です よ。 - 

 ^ つた^け で も 身 の 內が震 へる やうです … … 本當に 不幸な. 方 たちです のね。 

木部 ，—— 不幸で せう。 

斷  0  三 三 九 
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本當 に。 

. 可哀 さうな 男で せう。 

- え.^ 本當 に。 

木部 —— お葉さん、 然し、 あの 男 は 愛し もし、 愛され もして ゐ るんで す。 …… お葉さん、 あなたの 夢 だ、 さう し 

て 私の まこと だ、 …； それが あの 男の 場合に は 少しも 崩れて はゐな いんです よ。 T は どんな 苦痛 を 嘗めても そ 

れ だけ は，： S すまいと して ゐ るので す。 …； お葉さん、 あの 男 は 不幸な、 可哀 さうな 男です よ。 

^子 II 木部さん。 

木部 I 何んで す。 

葉 子 —— さう 私 を 苦しめないで 下さい ：：•• 私 は 今でも、 ：… 今でも あの 美しい 夢 を …… 

木部 I - (おっかぶせて) な あに、 まこと は 實は夢 だつ たんです。 美しく とも 夢 だつ たんです。 ：…. 夢 は 破れて し 

まひました a 夢なら 破れる さ。 …… 同じ 夢 を 二度 見る 人間 は、 世界 廣 しとい へど も 一人 もゐ ますまい。 …… 然 

し、 僕 はお 蔭で 見事に 眼が 覺 めました。 …：. 僕の 人生 觀が 立派に 出來 上りました。 何しろ 僕 は 命が けだった の 

ですから ねえ。 …… 喑 いも ©で すよ …： 突き あたり は 何もない からつ ぼです よ。 …； 成る 程 夢と でもい ふんで 

せう ね。 

私 は あれから 落 武者です。 事業 も 企て、 見ました。 議員の 候補に も 立ちました。 文壇に も乘り 出しました。 … 

…然し 僕の 夢 はさめ 切って ゐ るの だから、 何 をしても 成り立ち やうが ありません。 何 をした つて 駄目です よ。 

…； 今 は钓り をして ゐ ます。 半日 ぢっ として あすこに 坐って ゐ ると、 よく， 馬鹿な 小魚が 二三 尾 は 引か、 つ 

て來 ますよ。 


^子 —— けれども それ は あんまり 拾て 鉢な …； あなた はなさら うと さ へな されば、 何んでも お出 來 になる 癖に。 

木部 —— 出來る もんです か…… 人間に 何が 出來る もんです か ：… やがて 秋 も 暮れて ゆきます ね。 

葉 千 —— 私、 あなたと もっと ゆっくりお 話が したう 御座います。 

木部 —— さあ、 それ も 面白い かな、 …： 靜 かな 心で ね。 私 はこれ でも 時折り あなたの 幸福 を 祈ったり して ゐ ます 

よ。 を かしな ものです ね。 

ぉチ II 木部さん。 

^子^ リ すがる やうに 木部に 近づかう とする。 木部 何氣 なしに それ を か はして 遠く 海の 上 を 指さしながら、 

木^ —— あれが、 あすこに 見える でせ う、 大 島が。 ぼつん と 一 つ 雲 か 何 かの やうに 筌 に 浮いて …； あれで ゐて、 

日の^ 合に よって 島の 色が さま， <\- に變 ります。 どうかす ると あの 頂きから 煙が ぽ ー つと 立ち上る のが 兌え た 

りします よ。 

ぁ丫 —— あなた は 嘸 私 を 恨んで いらっしゃいませ うね。 

木-ぼ —— さあ， さう した 氣持 になった こと もあった かな あ、 …… 然し、 今 は それ も 無くなりました。 

—— 私 どうしても あなたに 巾 上げて おきたい ことがあり ますの。 何ん とかして 一度 だけ 遇って 下さい ませ 

ん？ その 中に。 私の 今ゐ ると ころ は ：… 

木部 I ぉ會 ひし ませう、 その 屮に。 …； その 中に …… 。 だが お葉さん、 話が あると 女に 云 はれた s-には、 ^を 

期^ せす に、 抱擁 か 虚無 かを覺 悟し ろと いふ 名言が あります よ。 

紫 子 —— それ は あんまりな 仰^り 方です わ。 

木部  あんまり か、 あんまりで ないか ••：- 兎に角 名： 一一 一口に は 相違あります まい。 は、  お葉さん、 覺 めて 

0  0  1:： 四 一 
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しまった 昔の 夢なん か は 漁らないで、 い、 奥さんに おなりなさい。 い、 です か。 い、 奥さんに なって 下さい。 

さう して 少なくとも あな た^け は、 この 世の中 を 仕 合せな ものと 思へ る やうに なって 下さい。 僕 だって 不仕合 

せな 人^より は、 仕 合せな 人間 を兒 てゐる 方が 好きです。 …… 僕に も 僕 だけの 覺悟 はあります。 出しゃばって 

人 眼に か、 る やうな こと はしません。 ：•：• ぉ&、 倉 地さん が あすこから やって 來 ます。 ：… い、 です か， あな 

ただけ は 幸福に 暮らして、 〈お 地さん も 幸福に してお 上げな さいよ。 ：：： これが 僕の 最後の 一 百 葉です。 多分もう 

一生お E に はか.^ りますまい。 …； 含 地さん、 ステッキ はお ありでした か。 

< お 地 出場。 

<:;" 地 —— は あ、 ありました。 どうかな、 お 話と いふの は 片付きました か。 

木部 —— 片付き 過ぎて K つて ゐた ところです。 それで は 葉 子さん をた しかに お返し & ます。 

葉 子 —— まるで 品物 かなん ぞの やうです のね え。 


！!; 人 笑 ふ。 

倉 地 —— ではお 暇しょう かな。 

木部 —— まだ 曰 はあり ますよ。 折角 だから 光明寺の 方まで いってい らっしゃい。 あすこに 田 舟が あります から、 

僕が 一 つお 二人の ために 橋渡し、 と は 行かない が、 舟 渡し をして 上げ ませう。 

葉 子 —— 舟が あります の。 あら 嬉しい。 


倉 地 —— 歸ら うや。 

葉 子 —— 御 面倒 あや 

木部 I！ おやす い 御用です、 


葉 子  卸面阖 序で に 渡して いた^き ませうよ。 木部さん どうか- 


三 入 土 堤 を 下 ひ、 舟に 乗る。 

介 收 —— さあ 葉 子さん、 こ、 においで。 舟なら 俺の 繩張り だで。 

や 

倉 地 立った ま 、葉 子 を 抱き ナ乂 へようと する d 葉 子 怒れる 如く それ を 拒んで 洋傘 を 力に しゃがむ。 木部 靜 かに^ を 行る， 

へ：； 地. —— あすこに 寢と るの は、 あれ は 誰です か。 

木^ II 述命 論^です。 

八：，： 地 —— 何リ うんめい … 

木^ —— な あに、 僕 同様な やくざな^です。 醉 つばらって 寢と るんで す。 

のんき 

介 地 —— それ はまた 暢氣 ですな。 

^0 —— さっき、 こ、 を 通って 行った 太 物屋の 爺さん もさう いひました よ。 

介 地 II 全くです ものな あ。 

木部 I. 全くです。 

舟^く。 

介 地 —— や、 これ はお 世話 をお かけし ました。 鬼 京に お出かけ のこと も あったら どうぞ。 

木部 —— 難おう。 その 屮に。 葉 子さん それで は。 

紫 子. I ^常に 難おう 御座いました。 では どうかお 大事に。 

木部 II めな たもお 迮 者に、 …… この 土堤傳 ひに 川下に 行く と 海岸に 出ます からね、 海岸 をい らっしゃい。 その 

方が P かで よ ござんす。 … … 唔 くなる から 足元に 氣を おつけな すって。 

^地 II や あ 難おう。 

K  0  三 
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葉 子 —— 左様なら。 

木部、 舟 を かへ す。 釣逍具 を 片付けて しづかに 高 橋 をお こす。 高^。 眼が さめる * 

高 橋 —— f， 寢 ちまって ゐ ました か。 (欠 仲) ...... 大分 喑く なり ましたね。 

木部 —— 稻妻 がし はじめ ましたよ。 

高梳 —— あ \、 今日 もこれ で やう やく 暮れるな。 …… おや、 si か來 ましたね。 靴の 跡と ……こ-に は 女物ら しい 

草履の 跡が  

木部 —— な あに、 今ね、 新婚ら しい 若夫婦が この 上に 來て 困って ゐ たから、 渡して やつたん です。 そら、 あすこ 

の^のむ かう に 見える でせ う。 

むづ t  、 

高撟 I -さ うでした か。 成程。 ちっとも 知らないで 寢てゐ ましたが …… 大分 睦 じさう です ね。 ちがった 世界で も 

視 くやう です ねえ〕 かう 靜 かにな つた 秋の 鎌 倉 を * あ、 して 歩き ま はる 氣持 は暢氣 でせ うね。 …… あれで あの 

人達の 後ろに も 蓮 命の 鬼が ちゃんと 見張り をして ゐ るんで す。 私に は それが 見える が  

木部 —— 高 橋さん、 僕 一 つ 久しぶりで 小說が 書いて 見た くな りました よ。 

高 橋 I 珍ら しく 娑婆 氣が 出ました ね。 インス ピレ！ ン ヨンが 来ました か。 …… 成程、 稻妻 だ。 …… (悒饗 にな 

り) 私 はもう 少しこ^-にか うして ぢっ として ゐ ます。 

木部 I < 何となく そ はくしながら) それ もい、 が 出かけ ませう。 その 瓶 を 持って、 出かけて 下さい。 こ \ はすつ 

かり 影って 薄ら寒く なった。 西日の 殘 つて ゐ ると ころに 行って 日が 暮れる まで 飮 みませう。 ：：： 僕が 今度 は^ 

ひ 出 話の 繽 きの 懺悔 話 をし ますから。 

高梳 i 1 あなた、 今日は そんなに 遲 くまでつ きあつて 下さいます か。 雞 有い。 …… 稻 妻の 奴 .：： 


二人 支度 をして^ の 問 を 分けて 返 場" 

—— ^橋さん、 辨慶 蟹が 澤山ゐ るから 踏み 殺さない やうに- 

と いふ 聲が 聞こえる。 

舞^^ 虚。 大 倉の 山な み の 上に 集まった 雲の 中で 稻妻 がしき リと 光る。 

静かに^" 


sce】dlen  山 の 娘 

Liond  登山お 

Fels ョ an  登山 案內^ 

ゆの 屮に現 はる k 人物 

The  Great  Horn 

Tne  G>w  Horn 

The  Wine  Horn 


みやま は 、 こ 

しゃくなげ 

能膽 

みやま たんぽ.^ 
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夢の 中に 現 はる ゝ聲と 影 

牛の 鈴  . 

山の^ 氣 

伊太 禾の 臥ダ 

煤烟 ， 

备杉 Q  1.1! 一 £ 事 

夜 蛾の 兒 

三人の 舞踏せ る 少女 

三人の 舞踏せ る靑年 

勞働 者の 影 

勞働 によりて 造られた る もの  >. 影 

睡死 

溺死 

花の 兒 

牧羊 教 

山羊の 兒 

山羊 神 

睡眠の 影 


てい  ゆ^ はえ 

八 》: の ：《 沒問 際。 舞 臺は登 山小屋の 一室の 體で、 卓と 腰掛と 低 い 幅廣の 窓榻が あるば かリ。 窓の 外に は 夕 映の 1»g の 色 

を靜 かに a めて 行く 月の 光 を 浴びた 三 つ の^が ちな 峰が 聳えて 居る。 室 は 石油 が 灯って 居て、 此 山に 住む 娘で 十 

\ になる Seelchen が民謠 を鼻馱 でうた ひながら、 洗った soup 皿と glasses とを戶 棚に しまって 居る。 しっく リ身 にあ 

つた び 天ろ P 絨の h 衿の 胸 を 四角に 裁って、 其處 からみ やまたん ぼ、、 龍膽、 石楠花の やうな 薄紅 色、 靑、 黃の 華やかな 

handkerchief を舰 かせ、 みやま は， - この や うに 靑白 い 雪花 石膏の 迚珠を 頸に かけ、 しゃんとした 麻布の： 1 口 は 肘に 達 

し、 裾 11a の 裳 は 龍 謄の靑 色で 美しく 着こなされて 居る。 二 に 分けて 編んだ 髮を ぶつち がへ にして 頭を卷 いて ある。 丁度 

片 すけ 物 をして しまった 時、 3： 側の 戶を敲 いて Lamorui が 這 入って 來る a 登山者の 服装 をした 日に 燒 けた 若い 美男で、 

づ ろ  * 

I  ligh  一  ander の 使 ふ plaid と 頭陀袋と 氷 筇とを 持って 居る。 

I 今晩は。 

I ぉ晚 になり ました。 

lul Lamond と 云 ふんだ が、 晚く 來て濟 まない ね。 


I 宅で おとまりのお 積り です か。 

どうか。 

^^は みんな ふさがって 居て. —— ぉ氣の 毒で 御座いま すね。 母 を 呼んで 參り ませう。 

• 私 は 起きぬ けに 0r3t  Horn に 登る 積り なんだ。 

小さ い 夢  nlpl ブ 
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s —— (敬 mx の 色) Great  Flcrn に！ それ は 御 無理です。 

L —— 鬼に 角 私 は 登って 見る。 

S  Wine  Horn か Cow  Horn にで もお 登りに なれば。 

L —— それ はもう 登って しまったんだ。 

S  けれどお 危う 御座いま すよ。 ひよ つ とするとお 命に か \ はり ませうよ C 

L —— それ は 構 はない。 運 だめし だ。 

S —— それに 父 は 脚 を 怪我し まして、 唯今 Kans  Fe:sman しか 案內者 は 御座いません。 

L  あ の 名う て の Fdspan か い 。 

S  (うな づく。 かくて 歎美の 面 持に Lamond を 見やりながら) あなたが 今年 この 邊の 山と 云 ふ 山 を殘ら すお 登りに 

なった ILamond 様です か。 

L —— 殘ら すと 云っても、 あの 難物 だけ は殘 つて 居 るんだ。 

なほ 

S, 1 ならお 名前 は 前から 伺って 居りました。 父の 脚が 治る までもう 一 日お 待ちに なりましたら C 

L, —— さう は 行かない。 明日 は國 に歸ら なくつ ちゃ。 

S  大變 なお 急ぎで いら， つし や います こと。 

L  (See-Chen を 見入りながら) Alas  ！ 

s —— London から お出でになり ましたの？ 大きな 處で 御座いませ うね。 

L —— 六 百 萬の 人間が 居る。 

S  まあ！ (暫くして) 私 は 二度 Cortina へ參 りました。 


し —— お前 は 年 屮此處 に 居る のかい。 

S —— 冬になる と 谷の 方に 下ります。 

L —— どうだ^ が^たく はない か。 

S  5=C こま。 T 戶 の 返に 行って そや， R  に 呼ぶ) Hans さん！ (も 一 つの 戶を 指して) あすこに は 七人獨 逸の i 力が お 

やすみに な つて 居ます。 

L —— Oh  God! 

かくし 

S —— どうぞお 靜 かに。 其の 方々 は 日の出 を 見に いらし つたんで す。 (一 P ョ 0艮 の衣褒 から 溶ち た 小 本 を 拾 ひ t げな 力 

む) 私 も 色々 な 本 を 讀んで 見ました。 

L II それ は 英國の 名高い 詩人が 書いた もの だ。 お前さん はこん な 山の 中に 居て、 詩 を 作ったり 瞑想に 耽る やう 

なほ はな い カレ 

S —— (靜 かに かぶり を 振る) 御覽 なさい まし。 滿 月です C 

^^に 進みよ つて 二人で 月 を 眺めながら 立って 居る と、 ひきしま つた 见 事な 體 格の 無口の 靑 年が 【ヒレ- n で 作った 衣 £g で 

は ひつ て來 る。 

S  Hans さん。 

このかた  3 

F —— (深味の ある 聲で) 此方 か、 己れ に 用が ありな さるの は 

S —— (敬お の 色) 明日 Great  Horn です つて？ (その 耳に 嗨く) そら 名高い London の 方な の。 

K  Great  Hern は 駄目です よ。 

L —— そんな 事 を 言って、 それでお 前 は 名物 男の Felsman なのかい。 

小さい 夢  ョ五 1 
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F  (恐ろしい 額 色) 朝早く 出かけ ませう。 

S  こ んな事 はま あ 何年 目で せう。 

L —— (plaid と 頭陀袋と を 窓榻の 上に 置きながら) 此處 に寢て もい、 のかね。 

S  見て 參り ませう、 若しかすると  (階 子 を 登る ために 室 を 出る) 

F  (毛布 を戶 棚から 出して 窓榻に ひろげな から) So! 

さう して 室外に ffi ると 入れち が へ に Seelchen が 蠟燭を 持つ て は ひつ て來 る、 

S —— 寢臺 がー つ 明いて 居りました。 これ は 下が 堅う 御座います。 

L I それ はありが たう。 が 然し これで 澤山 だ。 

S  どうぞ 私の 心 を 無に なさらす に。  ，" 

L —— お前の 名 は 何ん と 云 ふの。 

S  Seelchen. 

L —— Uttle  Soul と 云 ふ 意味に あた るんだら う。 ぢゃ お前の 心 を 無にせす に 七 人の 獨 逸のお 方の 處に 行って 寢る 

かな。 

S  い \ え、 い \ え。 それに は 及びません の。 

L.  (眞 面目 臭って 頭 を 下げながら) では どうで も 立 しい やうに。 (行かう とする) 

S —— あなたの いらし つた 町 は  世間 はよ い 所で 御座いませ うね。 

むかう  あっち 

L —— 彼方に 居る と 田 舍に來 たくなる が、 此處 に來て 見る とヌ 彼方が よくなる のさ。 

S  (手 をに ぎり 合 はせ て) まあ 私と 同ん なじ だ こと  でも 私 は比處 にば かり 居ります のです。 


L —— 成程 さう だ。 お前 兌たい な 人 は 町に は 居ない。 

S —— 一 鹿に ニケ 所に 居る 譯に はいきません のね。 (急に) 町に 行けば 芝居 も あるし。 立派な 美術 も あるし。 —— 

舞踏 も —— お 寺 も —— 汽車 も —— 本に ある 色んな 事 も —— それから —— 

L —— 。 

S  でも 町に は life が 御座います。  、 . 

L —— それから 死 も あるよ。 

S —— 叫 口 登山が おすみに なったら また 此虚 にお 下りで 御座いま すか。 

L —— い V, え。 

S —— 世^ は あなたの もんで 御座いま すのに、 私 は 何ん にも 持って は 居りません。 

L. —— 似し 山と Felsman と はお 前の もの だ。 

S  でも パ ン ばかり 喰べ て 居て は 倦き てし まひます。 

L —— (see:chen を^ 入リ て) 私 はお 前 を 哈べ てし まひたい。 

S —— 所が 私 はおい しく は 御座いません。 私は孔 だらけの cheese の やうに 慾 だらけで 御座いま すから。 

L —— 私 はも 一 度來 る。 

S  でも 明 n お 山 をな されば 登りに くい 山 は此處 等に はなくな ります。 刺戟が なくなれば あなた はもう お 構 ひ 

つ-けなさり ますまい。 


S  い、 え 私 は 利口で もなんでも 御座いません。 こ X が 初 終 中い たんで I® ります。 


冇 a 武郎 *  ffi  ^四卷  三 五 四 

L  ：：：： にあ こがれて？ 

S —— はい。 (さう して 急に) 廣ぃ 世^に ぉ歸 りに なつてから 私 を 思 ひ 出しになる 事が 御座いま すか。 

L —— (seelcllen の 手 を 取リ〕 廣ぃ世 問に は 此の 手の やうな 可愛い \ もの はない よ。 

S —— (分別よ く) でも 廣ぃ 世間と 云 ふ 大した ものが 御座いま すわ。 

L —— お別れに kiss をお させ。 

女 は 顔 を 前に 出す。 男 は 其の 頰を Ess してから 急に 唇に もす る。 女が 身 を ひくと、 

L —— 惡 かった kittle  Soul. 

s —— ^Hl  all  right! " 

L —— (蠟燭 を-取 リヒげ ながら) い \ 夢 を 御覽。 御機嫌よう。 

S —— (やさしく) 御機嫌よう 御座います。 

F —— (外から 這 入 つ て來て 二人 を^ ゃリ ながら〕 寒い から 明 曰 は天氣 でせ うよ。 

Lamond は： ^返りが ちに 階 子 を 登って 行く。  Felsmau は 身 をよ けて 傍 を 通らせる。 

S —— (窓榻 によりながら) お 客 は此處 では 痛い と 思って。 

Fels ョ an は 女の 所に 行って 暫く 見下して 居た が、 やがて こ^んで 餓 ゑた やうに 女 を k  一  ss する。 

S —— お前さん 怒って 居る の。 

男 は 答へ ずに 】P3P を 消して 奥の 部屋に 這 入って しま ふ。 Seelchen は 窓から 滿 月の 光 を 浴びた 峰々 を 眺めて 居た が 

がて 毛布 を 引きよ せて 窓榻の 上に 横になる。 

s 1 1( 睡 むさうな It で) あの人た ち は 私 を kiss して  二人とも。 (寢 てし まふ) 


や 


舞^ 听^ になる。 


舞な- は 夜で も 明けた やうに 追々 あかるくなる。 Seelchen はや はり 窓榻の 上に 臥て 居る。 やがて 毛布から 顔と 手と を 出し 

て^を 起しながら、 熟睡の 衣 を 夢现 のうす い 被 布に 代へ る。 と 小屋の 壁 は 消え失せて 女と 霧の か \ つた 山との 問に は 明 

うち 

け^った^ 黑が あるば かり。 其の 中 山の頂が 明るくな るに つれて 峰 毎に 大きな 鈸の あるの が 知れる。  • 

S  まあ みんな 顔が ある。 

メ  vise  HGm の^と 云 ふの は 鬚の ない 靑 年の 横鈸 である。 Cow  Horn の は 嚴肅な 日に 燒 けた、 猛々 しい 黑ぃ 眼と、 黑ぃ髯 

と ある 山の 牧羊^で ある。 兩 者の 間にあるの は Grgt  Horn で、 雪の 頭髮、 bronze にで も ありさうな 氣 高い 無 鬚の 容貌 

の^^ は Jupiter の やうに 肉感的な、 それで 居て 强ぃ氣 高い、 超然と した 樣 子で ある。 峰々 の颜 から は、 ずっと 下の 方 

しゃくなげ 

で， 明け 玆 つた 1= 黑の すぐ 上に、 みやま は >r こ、 龍 膽、 みやま たんぼ \、 石楠花の 花が、 小さな 頭 を 捣げて 居る。 その 

頭に は、 露の 玉 を 置いた 花の 冠 を 被って 居る。 花が 小兒の やうな 弒を 上げる 時には、 小さな 凜々 とした 鈴の 音が 聞こえ 

る 0 

峥 の W 阅 には靑 空の 外に 眼 を 遮る もの はない。 

うらや 

みやま は \ こ I ハ 小さな 聲で) 羡 ましい かい。 羡 ましい かい。 羡 ましい かい。 ぁァ。 はァ。 

^膽。 みやま たんぽ、。 石楠花 —— (鈴 を 妬まし さう になら しながら) f  f お \ 

Cow  Horn の 後ろから 牛の 鈴と 山の 空氣 との 聲が 聞こえる。 

小さい 夢  三 五 五 
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Qinkel-clink  ！  Clinkel-clink  ！ 

山の 空 氣、 山の 空氣。  ， 

wine  1103 の 後ろから それに 敵對 して 伊太利の 眺め、 煤煙、 書物の 記事の It が 聞こえる。 

私 は^ 太 利 だ、 ^太 利。 

見なさい  遠くの 煤煙 を。 

書物の 記事と 云 ふ もの もあります よ。 

^んな 一 緒に 花の 鈴の 音に つれて やさしく 聲を 上げる。 すると 遠くから 木魂の やうに 嘆^が 聞こえる。 

山の^ 氣、 山の 络 氣。 

忽 ち Cow  Horn の 峯がロ をき 乂 なれな いもの \ やうに 語り はじめる。 

CH —— 牛の 群れと 黑褐の 羊との 間で暮 して 居る の は 私 だ。 私 は沈默 であり 無變 化で ある。 嚴 かな 山々 は 私で あ 

る。 私 は 山の 風の やうに 狂暴で、 淨ぃ 牧場の やうに つくろ はない 落涪 きを 持って 居る。 私の 眼を兑 入って、 私 

だけ を 愛して くれ。 

S  (氣^ をつ めて) Cow  Horn だ。 それが Felsman と 山と に 肩 を もって 口 をき いて！  Cow  Horn は 私の 心 

の 半分 だ" 

花 は 嬉し さう に 笑 ふ。 

CH —— 私 は 永遠の 山々 を 歩いて 山の 雪 を飮 むんだ。 私の 眼 は 燃 ゆる 葡萄酒の 色で 其の 中に 沈艨が 籠もって 居 

る。 牛の つれな き、 風のお とな ひ、 崩れ落ちる 岩の 響、 早瀬の 音、 其の 外の 言葉 は 私に は 語れぬ。 純一な 思想、 

熱い 血、 强ぃカ II 私 は 重力の 權化 である。 


s —— さう だ、 さう だ。 私 は强ぃ あの人が 要る。 

^とおと 山の 空氣と 1 絡に^ ぶ。 

Ginkel-clink  ！  Clinkel-olink! 

山の^ 氣、 山の. S 氣。 

CH —— Litde  soul! 私 を 頼って 私 を 愛して くれ。 星の 下で 一 緖に 住ま はう。 

S II ハ 小さな 獰) 私 は 何んだ か 怖い。 

すると^ に wine  lion の条が 若々 しい 聲でロ をき く。 

WH I 己れ は 町中 を 跳り 歩く あやかし の 火 だ。 己れ はす^ かけの 木 や 栗の 木蔭 やで く- -と啼 く 町の 家鴆 だ。 己 

れが^ 山の 小さな 祌々 に 香 をた く 所では 每日變 化の 絶え^がない。 己れ は 純潔な 宮殿に も 住む し 血 を 湧かす 暗 

い 横町に も 住まって 居る。 群集の 中で もまれる 生活 —— ^け 方の 街燈の 生活 は 己れ の 生活 だ。 (靜 かに) 己れ は 

^りの ない 程戀 をす るが、 一つに 執着す る 馬鹿 はしない。 何故と 云って 見ろ、 己れ は 日光の 下で 戲れ るお 前の 

粉より すばやいんだ からな。 

花 はす は 大^と 鈴 を 鳴らして 呼ぶ。 

粮 なら 私たち も 知って ます。 

WH —— 己れ は 歡樂の 生まれる 時 死ぬ 時の さ^めき を 知って 居る。 早い 車輪の 音 も 知って 居る。 己れ は 男の さも 

しい も、 夜中の 愛の kiss も 知って 居る。 己れ が 居な いぢ や Littli  SSI お前 はかつ ゑて 死ん じ まふ ぞ。 

s —— Wine  ffiom は あのい \ お客様と 世 問との 肩を持って 口 をき いて 居る。 其方へ も 心が 引かれて 行く。 

WH I 己れ の 持って る 思想 は、 お前の 牧場の 花の 數 よりもつ と 多い し、 風に 乘 つたお 前の 鷲よりも 飛ぶ 力が 早 
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(ん だ。 己れ の 飮む酒 は憧愦 と現實 暴露 だ。 それ だから だらける やうな 事 は 夢にも 知らないんだ。 

伊太利の 眺め、 煤烟、 書物の 記事が 諸聲に 呼ぶ。 

私 は 伊太利 だ、 伊太利。 

私を兑 なさ い I 遠くの 煤煙。 

私 も： ^るよ、 居る よ。 

花 は^ 悶 する。 

s. I (悲しんで) 私の 心！ 裂けて しま ふ。  き 5? 

C ぞ  あざみ わたげ  JO 

WH II Lise  Soul 己れ と 一緒に 町中 を蚯け 歩いて 祕密の 限り を 窺かない か。 手 をつな いで 薊の 絨毛の やうに 飛 

び 歩かう。 

みやまたん ぼ、 II 私の 絨毛の 方が 早く 飛びます。 

WH —— 己れ はお 前に 海 を 見せて やる。 

龍膽 — 私の 藍の 方が 深い 色です。 

WH —— 己れ はお 前の 爲 めに 顔に 紅葉 を 染めぬ いて 見せる。 

石楠花 —— それなら 私の 方が すっと 上手です。 

WH —— Little  Soul 聞きな。 己れ の寶 石、 己れ の 絹、 己れ の 天鵞絨。 

みやま は \ こ —— 私 は： 大鵞絨 よりもつ と 滑らかです。 

WH I (誇りげ に〕 驚くべき 己れ の 襴繡。 

花 一同 —— (悲しげに) そんな 物 は 持って 居ません。 


s —— Wine  Horn は 何んでも 持って る。 

CH II 朧铋の 翼 を 持った 雲 は 秋の もの だ。 日の 光で 燒 けた ビれた 岩 は 私の もの だ。 眞珠 より 凉 しい 露 も 私の も 

の だ。 雪の 呼吸と^ ばし い 牧草 を 仇に 敷いて は little  Soul お前 はし をれ てし まふば かりだ。 

WH II 黑ぃ 丁子が 私の 匂 ひだ。 

花 ども は 熱心 に 鈴 をなら し弒を 上げて t- ぶ。 

私逹 だってい \ 香 ひがします。 

と 伊太利の 眺め、 煤烟、 書物の 記事が これに 應 じて 呼ぶ。 

私 は^ 太 利 だ、 伊太利。 

私を兑 なさい —— 遠くの 煤烟。 

私 も 居る よ、 私 も。 

S  (W じ采 て、) あ X どう すれば い X ん だら う。 

CH II 私 は 金輪際お 前 を 捨てない。 

w  H —— 己れ は 何度でもお 前 を 捨て^-見せる。 さう して 何度も 歸 つて 來 てお 前 を kiss してやる よ。 

S  (^きながら) 此の 胸が 靜 まります やうに。 

CH I 私と 一 緖に 暖かいた ちじ やかう さう の 上に 眠らう ではない か。 

花 は うれし さう に 笑 ふ。 

w H II 己れ と  一 ^に 鳩の 胸毛の 床に 寢 よう。 

花 は 苦悶す る。 
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w H —— 己れ はお 前 に 古 い 葡萄酒 を 飲ませ てせ て やる。 

CH. —— 私 は 新しい 牛乳 を饮 ませる。 

WH. 1 已 れの歌 を 一 つ 聞いて 見ろ。 

何處 かで lldor.n の 音が 閗 こえる。 

S —— (胸 を 抱いて) 私の 心 は 體を拔 け 出ようと する。 

CH —— 私の 歌 を 聞け。 

遠くから 牧童の 草钫 の^が 風の まに f\ 聞こえて 來る 

S  (耳. に 雨 手 を 措き 添へ て) 笛 だ。 あ \。 . 

CH  私と 一 緖 に^ろ See 一 chen! 

WH —— 己れ について 來ぃ seelclsl! 

CH —— 私 は 安定 を あげる。 

WH —— 己れ は機會 を やる。 

CH ( -私は 平和 を あげる Q 

w  H I. 己れ は 變化を やる。 

CH —— -私 は^^ を あげる。 

w  H —— 己れ は聲を やる。 

CH —— . 私 は 一 つ の 愛 を あげる e 

WH —— 己れ は澤山 やらう。 


s —— G= 分の 心 を 胸から むし リ収る や、 つに) 兩方。 兩 方。. 兩方 とも 私 は 愛します。 —— だが 兩方 とも 私は惡 みます。 

何 故 私 は 一 度に 一 一ヶ所に 居られな いんだら う。 一 つし かない 心が 一 つし かない 心に 裏切り をして 居る。 心が ま 

を 抝げ て、 心が 盾 を 取って。 

此の 時 急に Great  Horn の 峰が 口 を 開く。 

GH II little  Soul お前 は 兩方を 愛する がい \ の だ。 又惡 むがい-の だ。 沈默と 一 緒に 山の 眠る 事 も あるし、 知識 

と 一 絡に 大路で を どる 事 も あらう。 兩方を 持つ がい \ん だ。 山の 上の 日 や n に 照らされ、 町の 街の 灯に も燒か 

れる のがお 前逹 小つ ぼけな 蛾の 運命 だ。 どっち もお 前に は 世界と も 見え 墓と も兑ぇ るんだ。 お前の 心 は 三つの 

口の i? で 吹き 爭 はれて 居る 鳥の 羽の やうな もの だ。 然し それ を 恐れる に は當ら ない。 悲しむ とも 恐れる には當 

ら ない。 筏が もや はれた かと 思 ふと、 ほどけて 隣り の 岸に 行く。 さう して 仕舞に は 海に 出る の だ。 音が どうか 

して ひょっと つかへ る。 さう して 又 かすかに 震へ て 行く。 然し それ は 最後の 沈默 に^ぐ の だ。 變化、 安 靜。 幾 

安定。 純一、 多様。 燃えろ  可愛い- 焰。 世界 を なめてし まふつ もりで 燃えろ。 仕舞に はお 前 はわし の 

所に 來 なければ ならぬ やうになる の だから。 

色々 の聲と 花の 鈴の 音が 聞こえる。 S リ elchen は歡 喜の あまり^-と 影と を 抱かう とすると $： ん な^えて しま つて^い R リ 

だけが^る。 

第 三 場 

l=wii な 舞^ は W び笫ニ 場の やうな お 現の 氣持 で叨 るくなる。 See  一  chs が 小さな 町の ある Piazza の 方に 手 を 延ばして raa 
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る。 其の 町と 云 ふの は 一 方に はす e かけの 木の 並木が ぁリ I 方に は 壁が あって、 或る 旅館の 入口から かすかな 光が もれ 

て 居る。 旅館の 上に は滿 月が 皎々 とか  つて 居る。 Lamp の 下に 壁に よりか X つて Wine  worn の 頷と 同 樣の錤 をした 

若者が 赤い 外套 を 着て mandolin を^き ならしながら 欲 ふ。 

Little  star  soul よ 

夜通し 寒い 野路の 限り を 

慰め 手 もな くう ろ つ いて 歩 くんか い ——  ， 

そんな 寒い 處に 居ないで 

こ つちに お 這 入り —— 

私の 此の 黑ぃ mandolin を 

黄色い 月に ならして 上げる から 

旅館から 笑 ひさ e めく^と 舞路の 昔と が 聞 こ えて 來る • 

S  (囁きながら) これが 大きな 世間と 云 ふ もの だ。 

wine  Horn の 苦^ I は 耿ひ繚 ける。 

綺麗な 灰色の 夜 蛾よ 

綺麗な 蠟燭 の 灯が も えてる と 

無氣 にな つ て あた \ まらう として 1 1 

あ、 羽ばたきの いそがしい 鳩さん 

きっと 

屹度ね II 


^の 此の 黑ぃ ョ a 一. (1 lin を ひいて 上げる から —— 

3；： ハ^な 戀の火 をお 取りよ。 

S —— (ゆ 巾に なって 旅館 を^ ゃリ ながら〕 皆ん な は 舞踏 をして 居 るんだ。 

さう-一： ム つて ゐ ると、 兩 方から 夜 蛾の 兒 等が 現 はれて 一 絡に なって 羽ばたきしながら、 旅館の 入口から もれる 灯の 光 を 追 

ふかと 思へば、 つと 傍に それて 又 光 を： 屮； 一 ふ。 

S —— (手 を擴げ て) あの 夜 蛾 は 本當の だ。 羽風が する。 

Wine  Horn の^;^ は 耿ひ續 ける。 

私の 歌の；^: よ 

少女の，：：： い 胸に いって 

色めかし い： 斗つ こすり をお し 

かう：. ム ふやうな 燒 きつく やうな 言葉で さ —— . 

「しっかり とお^きなさい！  . 

一 遍 逃がしたら 戀は^ 者 

二度と は^って 來 ません よ」  • 

Sce!ch: ョ若^ の 方に かけよれば、 其の上に ともった 灯 はか すれて、 若者 は 影と なって しま ふ。 女 は 心 も 亂れて 舞 ひ を ど 

る。 权 蛾の兒 等に 近づく と、 それも^ えてし まふ。 ふと^る と 旅館の 戶 口に Lamond が黑ぃ 外^ を 着て 立って 居る. * 

S —— あなたで 御座いまし たか。 

L —— 私の Little  Soul が な いぢ や 私 は 寒い。 お出で。 (と 云 ひながら 手 を 延ばす〕 

小さい^  ！!  二 ハー 一 1 
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私 は 大丈夫で 御， 座い ませう か。 

大丈夫と は 何んだ い。 お前 は 山に 居れば 大丈夫 だと 思 ふの かい。 

一 體私は 何處に 居り ますんで せう。 

と 微笑みながら 入口 を 指す と、 二人 づ 、打ち連れて を どりながら 影の や うに 靜 かに 靑 年と 少女と が 二人 づ i 現 はれる • 

一 人 3 少女 は. E 緩 子と 珠 とで 裝ひ、 一 人の 靑年 は黑の 夭 驚絨で 装って 居、 他の 少女 は 襴繡と shawl 他の 靑年は 下着と 木 

綿の 下 袴と を^て 居る。 此 の 二 組の 男女 はまる で 違った 世界に 住む 人 の や うに 離れて 漦か に を どるので ある。 

—(懾 く) 山で は $： んな 一 緒に を どり ます。 あの人 達 は 相 乎を替 へない ので 御座いま すか。 

—それ は 思 ひも 及ばない 事な の だ。 片方 は 金 持 だし、 片方 は 貧乏 だら う。 だが あれ を 御覽。 

見る と 狂 熱 的に を どり^ ふ 一 糾が現 はれる。 少女 は 手足 を あら はに 燃え立つ やうな 肌 衣 を^て 頭 は 紅い 花で かざって ゐ 

る。 靑年は 豹の 皮を^け て 居る。 此の 二人 は 互に 追 ひ 合って 居る ばかりで は 承知せ ずに、 外の 少女 や 靑年を 追 ひかけ る 

ので、 I" く は 大混雜 が 起った と 思 ふと、 其の 二人 は 旅館の 中に 消えて しまって 二 組 だけ 殘 るが、 これ は 前と 同樣 互に か 

け 離れて 厳かに を どり つ e ける。 

 (身ぶ る ひして) 私 も あんな を どり 方 をす る やうに な るんだら うか。 

wine  Horn の 苦 者もう 一度 lam:) の 下に 現 はれて 高く 弦 を かきならす。 Seelchen が 其の 方に 引きつ けられて 行く と、 灯 

は 沿えて しまつ て靑ぃ 影が 殘る ばかり だ。 男女の 龃は 旅館の 中に 隱れて 入口 は 暗くなる。 

—— どうか 私の 見たくない もの は 見せて 下さらな いとい & の に。 

I . そんなら 一 緒に 來 ないがい \ん だ Little  soul) 


s —— 何時でも を どり ばかりで 御座いま すか。 

L  さう でもない さ。 

家々 の 窓-おが 突然 開け放される" 旅館の 向 隣の 灯のと もった 室に はかち 7\ と 音の する 槻械の S に 二人の 色靑 ざめ た 男 

と 一人の 女と が 居る し、 此方 隣 は鍛鐡 場で 牛 裸 體の女 二人と 男 一 人が 鐡^ を 造って^ るの が 現 はれる。 

S —— (ゆ 方の 光贵を 兌て 思 はず 身 を 退リ ながら) 何ん と 云 ふ 悲し さうな 顔 をして^ るんで せう。 —— 皆ん な。 ー體何 

を 造って^ るので 御座います。 

1= か つ た 旅館の 入口が また 明るくな つて 來て、 珠玉 を 鏤めた 金の 衣 物 を 着た 赭ら 窈の滿 足さうな^ が黃 金色の 洒を 盛つ 

た盃を 持って 居る のが 見える。 仉し 其の 姿の 腰から 下は朧 ろで 见 えない。 

S —— これ は綺 龍で 御^います。 何んで 御座いませう。 

L —— 驕^と：. ムふ もの だ。 

S —— 私に は 見えません が 何ん の 上に 乘 つて 居ります の。 

およがせずに wine  Horn が mandolin を かきならす。 

L —— それ は 兌な いやう. にす るの が 花 だ。 

ふう 

S  A けない ので 御室い ます か。 (Lamond はかぶ リ を^る) あの人 逹が あの 悲し さうな 風で 造り 出す のが これで 

御座いま すか。 

其の 時乂 ョ anlolin がな り 始める。 さう して 家々 の 窓 扉 はし まって 旅館 2 戶 口も^  くなる。 

L —— そんなら お前の ほしいの は 何んだ い。 舉 問なら 本が 星に 屈く ほど 嵇み^ ねて ある" (Snellen はかぶ リをふ 

る) 誰も 意味の 解らない 程 深い 宗教 も ある。 (sgssn は 又 かぶ リを ふる) 誰でも 把 乎 を 廻せば すぐ 得られる やう 
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な浇ぃ 宗敎も ある。 何んでも あるよ。 

S  ぉ现 も 御座 います か。 

I  そ A な^が^る もの か。 なら 聞かう が、 眞理 はお 前の 山羊の 居る 所に たしかに あるかい。 (seclchcn かぶ リ 

を ふる) それなら 何が ほしいんだ い。 

s —— life が ほしう 御座います。 

mandolin がな こな り u す。 

L  i (a 分の 胸 を 指して) -re に 行ける 道 は 此^! きりだ。 

S  でも 私 は それ を 愛して おりません。 

L  ^の 羽 力ぎ ぶの は 不可解な 風 を 愛する からだら う。 夜が 明けても 珍ら しい 事がない とお 互 は佛？ H 面 をす る 

んだ。 光に も 遇ひ喑 にも 遇 はなければ：^ 息 も 何もつ まって しま ふ。 ね、 解ったら う。 生きる と 云 ふの は 愛する 

^。 愛する と^ふの は 生きる 事。 つまり 驚いて 見る と 云 ふの だ。 (女の 近づく に從 つて) 愛する と 云 ふの は 睚 の 際 

から 小さな 灰 の 花 を 探し出して それ を 取りに 這 ひ 降りる やうな もんだ。 所が 花に は 羽根が あるから 一 寸 逃げ 

を 張る。 で 又 道 ひ 降りる。 花が. 震へ る II と 兄る と 手に 殘 るの は 羽風ば かりだ。 そして 爬 つたり、 かじりつ いた 

り、 飛んだり しても、 花 は此處 にあったり 彼嗞 にあったり だ —— 何故と 云って 花 は 夜 蛾の やうに 逃げ ま はるの だ 

から、 捕 へ たと 忍 ふの は^ 風 だ。 それでもお 前の 眼 は 輝いて、 頰は ほて つて、^ 息 はは すんで 來る —— あ、 Little 

Heart  ： (舞^ は 1= くな つて 行く) そして 夜になる とね —— あたり は 静かに なって 薊の 絨毛が 闇の 中に 吹き飛ばされ 

る。 とお 前 は. E い 乎 を 延べて それ を 追 ひ、 香ばしい 氣 息で それ をた ビ よはせ るが、 さて それ を 手に 取る 事 は 出 

來 ない の だ. —— それでも それで li「e は 愛すべき ものと なる の だ。 (男 は 段々 聲 を 細めて 手 を さし 延ばす) 


S  (SR の 胸に ふれながら) さあ 參 りました。 

L —— (女 を^い 入口の 方に 導きながら) 己れ を 愛して くれ。 

S —— 愛します。 

mandolin がな つて 戶ロは 夢幻 鄕の やうに 二人 を 呑んで しま ふ。 にョで の 灯影に 照らされて ジ、 som の 若者が 又 現 は 

か な  > 

k る。 さう して mandolin を靜 かに 奏でながら 耿ひ 出す。 

暗闇 を 羽 昔 をた て、 「時」 が 飛んで る — 

Little  Heart や、 それが 聞こえる かい。 

生々 しい 戀が 生れる と老 ぼけた 戀は 死んで 行く、 

kiss しあった 1$ も 別れる 時が あるんだ よ。 

光陰と 云 ふこ はい 蜂 —— 

私の Soul や、 それが 見える かい  

花から 花へ と淚 やね、 

おいしい 遨 のお 酒 を 钦んで ま はるんだ よ。 

おの 猓 はやが て 熱情の 籠もった 聲 になる。 

低い 所でよ ろ， しながら 

「時」 の^ 地 を 歩き ま はる 焰の光 

眞 m! な 魔で も 住み さうな 泥の 中 を 

私共 はお も 狂亂に 追つ かける I 
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あやかし の 焰其處 動くな！ 

と 喑ぃ空 を 上の 方に 

黄金 ft の：^ まぐれ もの はついと 消える  

戀と云 ふの がさう した もの。 

さう 馱 つてる 間に：：： は汾. H  くな つて 消え、 若者 を 照らす l;xmp の 灯影の 外 は になる。 でも 欲が すむ 顷には 家々 の 上 

に^か. n んで lamp が 消えて ノ Vine  tlorn は 影と なって しま ふ。 やがて 旅館の 入口から Sedchen が 薄 寒い 夜明けの 光の 

巾に 出て 來る。 生^で 衰へ たや、 9 に鈸 は^ざめ、 其の 蓊 白い 額に 對 照して 睛は 漆の やうに 見える。 、 

—— 私の 心 はク七 い ほうけ た。 

さう 云って ると 遠くから 牛の 鈴の 音が 閗 こえて 來 るので Seelchcti が 耳を倾 けて 居る と Lamgd が 旅館の  一 n  u に说. h れ 

る 0 

-Little  Soul ！ 

，あなた？ 又 あなた？ 

- 己れ はま だ 珍ら しい もの を 持って 居 るんだ。 

- (歎息して〕 い \ え。 

- 己れ は 誓って 持って る。 己れ は 始終 變 つて 居る の だから、 お前が 倦き る譯 はない の だ。 

- お聞きなさい。 


牛の 鈴の 音 が 又閗こ え 出す。 

L II (如 ましげ に) 惰眠の 音 樂だ。 お前の life は 己れ とー緖 では 悲哀だった のか。 


s —— 私 は ：！： もつ まらなかった と は 思って 居ません。 

L —— お m で Q 

s —— (C 分の 胸 を 指して) は 飛び 倦き ましたの。 (自分の 唇に 觸れ て) 花に は 露が なくなりました。 

L —— どうしても 行って しま ふの か。 

S —— 御覧なさい。 

见る と^の 色が たなびいて、 すぐ かけの 木の 所に Cow  Horn の 牧羊者が 山 外套 を 着て 立って 居る。 

L II 何 んだ。 

S —— あの人です。 

L  何ん にも あり やしな いぢ やない か。 (女 を强く 抱いて) 己れ はお 前に 町の 不^議 を 兌せ て やった —— 華やか 

な 不思議 も 傷まし い 不思議 も。 お^に life も 知った。 此の上お 前と 暮 せなければ 二人とも 死なう。 御覽！ 其 

處 にある のが 睡 死と 溺死と だ。 

m.n.lclin がな つて 薄^い 旅館の 戶 口から 影の やうな 睡 死と 溺死の 姿が 現 はれる。 而 して 物す ごい mamvin の 調べに つ 

れてを どり 近づきながら 女 を 見て 微笑んで、 又 を どり ながら 遠ざか る。 

S  (其の 跡 を 追 ひながら) 死に ませう。 一 一つ ともなつ かしい。 

女が 旅館 0 方に 行く と Lamond の颜は 喜びで 兑 ちがへ る やうになる。 然し 女が 戶 口に 足 を かけよう とした 時、 鈴の 音と 

草 岱の音 とに 和して ccw  Horn の 牧羊者の 歌ふ萆 が閗 こえる。 

野の^-に、 なだれる 巖の 遠い 響に、 

* る さと 

梵 のかけ る 故里の 花牧 に、 
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日の 光 を 浴びて 草 を はむ 羊の群れに、 

私が 半月の ^を 冠と して 靑. 3 い 光の 屮を さまよ ふ 高山. の 牧場に、 

靜 かな 空に、 薔薇^ I の 曙の 物 思 はしげ なさ.^ やきに、 

歌 ふ 巾に 日が ヒる。 Seelchen は 唇 を 震 はせ ながら 振り向いて 手 を 延ばす。 死の 影 は 消え失せる。 

S  <fr '參 ります。 

L —— (女の 腕 を 握りながら) 行く と は 何處に 行く の だ。 

S —— 山に 行く ので 御座います。 

L I あの 變 化と 不思議と のない 山に か。 

S —— 世 W から 山に 這 入る 變 化と 不思議 は、 世間の 中に 在る 變 化と 不思議より 大きう 御座います。 

L I お前 は 己れ の 淚と笑 ひと 愤 怒と 抱擁と を 忘れた のか。 己れ はお 前 を 愛して 居る の だよ。 

S —— 千度 も 人 を 愛し. て 千度 も戀を 捨てる と 仰し やった お 言葉 はどうな さりました。 

L  (惡意 を ぎんだ 皮肉の 笑 ひ) は W  、行つ ちまへ。 お前 は 世 問と 山との もてあま しもの だ。 Seelchen. なまじ 

眼 を 開けて 歩く と 魔が さす ぞ。 

黑 ぃ外赛 だけが 殘 つて Lanynd の 姿 は 地の 中へ 消えて しま ふ。 

Seelchen が Cow  Horn の 牧羊者に 近づく と 草笛の 長い 音が 聞こえる。 さう して 牛の 鈴、 花の 鈴、 草笛の 響が 交 はって く 

から 聞こえて 來 る。 


第 四 場  ノ  • -「.- 、マ. 

つん Vw 

舞^ はぎ 力、 つた 夜 明の 體で ほの 明るくなる。 Seelchen は 靑空を 劈いて 聳える 綠の 峰に 立って 居る。 半月が 光 かすかに 

屮^ にか  >- つて 居る。 一 人の 牧羊 若が おの 上に 坐って 笛 を 吹く と、 花の 兒^ は鈒. 0、 靑、 淡紅色、 黃 金色の 肌着 を 着て 

を どる。 手ん 手に 持った 銘々 の 色の 花で 撲ち合 ふと 鈴が なる。 1 人 づ  >- ぐるりと 廻って をどリ ながら Seelchca に 花 を 

なげつける。 Sedchen は それ を 唇 や 眼に あてる。 

S —— まあ 露が。 (-:!- の 方に 行って) 羊 飼 ひさん。 

かこ 

おし 花：：： 敉^ r 者 を 奴 リ阇ん で、 やがて、 をどリ 退ざる と 思 ふと 牧羊者 は：！ S5 なくなる。 女が^ 乃 方に 振り. T  くと 花 も. S な 

くなる。 一! が 段々 と^れて 行く。 

S  ,卜 つ て しま つた。 (眼 を こする。 さう してもう I 度 岩 の 方 を 向いて 見る と、 腕龃 をして Felsman が 立って S5 る J まあお 

仏加 さん Q 

こゥし  なま 

F I 犢が 病：^ を 治しに 来た やうに 歸 つて 来たな。 お前 を あんなに 留めて S いた 町 はい \處 かな。 

S  つまらなかった と は 思って 居ません よ。 

F II そんなら： I： 故歸 つた。 

S —— . 倦 きた もの。 

F  もう 私 を 離れて はなら な い よ。 

S  (あざける 樣子 で) 何んで お前さん は 私 を 引き留める 積り だら う。 
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F —— (女 を 抱いて) かう して だ。 

S —— 私は變 化を覺 えたから. —— 今では 脇 病 者ではありません よ。 

F II (不機^に) 全くお 前は變 つて 來た。 眼 は 凹んで I ^白い 顔 をして 居る。 

S  (や つば リぁ ざけ る樣 子で) 私 を 引き留める にお 前さん 此處に は 何が あるの。 

F —— 太陽が ある。 

S  ； Z にやく 爲 めに？ 

F I ^氣も ある。 

かすかな 風の 音が する。 

S  0 い 思 ひ をさせる 爲 めに？ 

F  沈默も ある。 

風の 音 やむ。 

S —— さう ね。 全く 寂しい わね。 

F —— まだ ある。 花が お前に 舞踏 を を どって 兒 せる。 

鈴の 昔に つれて 花が をどリ ながら 出て 來る。 其の 內 1 っ^ \ をどリ を やめて 坐って うなだれて 眠って しま ふ。 

S —— 御覽、 花で さへ 此處 では 睡 がって 居る。 

F I. 今 山羊 を 呼んで 彼奴 等の 眼 を さまさ してやる。 

牧羊者が 又お の 上に 現 はれて 坐りながら 笛 を 吹く と、 四 人の 色の 黑ぃ、 野性の 眼 をした 裸の 山羊の 脚と、 尻尾の ある 小 

兒が 出て 來て、 睡 つた 花の 問 を 彼方此方と を どると、 花 は 眼 を さまして 飛び 上って 逃げる。 其 S 內 山羊 は銘々 花 を 捕へ 


て 引き込む と共に 笛 を やめて 岩の 上に 寂然と 倒れて しま ふ。 

F  私 を 愛して くれ。 

S  お前さん は 荒 くれ 男 だ。 

F  私 を 愛し て くれ。 

S.  お前さん は 恐ろしい。 

F (. 成程 私 は 可愛い、 聲は 持って 居ない。 問け、 これが 私の臀 だ。 (腕 を靜 かな 峰の 四 方に 振り 動かして) 靜 かに 

なった。 夜明けから， W の 明星が 出る まで 凡て は靜寂 だ。 (手 を 女の 胸に 蹬 きながら) だから ト^の 翼 も j かになら 

なければ いかん。 

s I. is の 限 を さはりながら) お前さん の^は 恐ろしい。 それ を 兌る と 恐ろしい i- でも うづく まって 居る や 

うだ。 それ を 兌る と 遠い 感じが します。 何時でも そんなに 恐ろし いんです か， > 

F  ^の 花。 お前 を：： k "る 時 は 恐ろしい S はない、 し 

S II (^の^を さはつ-て) あなたの 手 は 花 を 摘む に は 荒らす ぎる。 (女 はおと 離れて 牧羊者の" 臥て W る 岩の 方に 行く〕 

mir 動く もの は 何ん にもない。 口 だって 經ち はしない。 若い 衆さん。 (牧羊者 は靱 きも^へ もしない) すっかり 

きぎ 込んで しまって e  (感情的に) 若い 衆さん， 返事し ようと はしない のね。 此處 では 誰も 返事なん かして くれ 

ない。 

F fl (铋 しい 戀^ の钹 で) 私 も 返事 をし ない 一 人に する のか。 

S  お前さん？ 

舞^ け 夕方と なって 喑 くなる。 
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御覽 なさい、 晝 11 さへ 眠り かけて 來た。 もう 夜に なり さう だ わ。 

隳 SS で 灰色の 蛛 網の 衣 を 着、 も i うさう に 腕 を 動かしながら 現 はれて £or の 周 圍をま はる。 

？ 1 お前さん 達 は 私の 好きな 眠りなん だね。 

ml みながら ssi に 手 を 延ばす と、 き 画 は 倒れ かま 其の 體を 抱く。 さう して 睡眠の 影に 取り 圍 まれながら 二 

人と も S えてし まふ。 急に 明るくな つた 半月の 影の 外 舞 臺は陪 くなる。 其の 時 岩の 上から かの 牧羊者の 笛が 聞と える。 

黄 服で まだらない &匂 ひの 

わしの 山羊 公！ 

月；；^ も 黄金の 日 も そよ風 も 

一 緒に なって 草 を を どらせ 

お前の 腹 を こやす やう。 

山の 狐扠 行きす りに 

K るお 前 を 嗅ぎ出さぬ やう。 

わしの 笛が 澄んで ひ^いて 

甘露の 水が 見つかる やう。 

鷹の 扠も乳 盗人 も 

お前の そばに は 寄りつ かぬ やう。 

晝 問は晝 間で お前の 脚が 

境け た 出 岩です ベらぬ やう。 


お 月 様の 下の 此の 祈り 

跳ねながら 聞いて 下され 

pan の祌 様。 

淡い =： 光の 巾 を. H 羊祌 Pan が 過ぎて 行く。 笛 を 長く 一 吹き 吹いて 牧羊者 は默 してし まふ。 やがて 月 はかくれ て喑閽 にな 

る。 と 怖ろ しい まが ひの 曙の 色が 出て 来る。 寢 入った Fdsman の 側に 立ち上る seelchs の 姿が 見える。 牧羊者 は 居な 

くな つ て Cow  Horn の 牧羊者が 外套 を 着た ま  で 立 つ て 居る。 

S  何年 私 は 眠ったら う。 私の 心は餓 ゑて 居る。 (cow  Ho ョ の 牧羊者が 其處に 立って 居る の を 見て) べフ こそお は、 

あなたが すっかりと 判りました。 あなたの 匂 ひ、 あなたの 様子、 あなたの 味、 あなたの 音樂、 それが はっきり 

私の 心に 刻まれました。 私 は 何時の間にか あなた を 通り越して しまって 居ます。 (何處 かに 行き か  >- る) 

F  (眼 を さまして) 何 處に行 くん^。 

S —— 世界の 端て まで。 

F  (起き 上 つて 引きと める) 私 を 捨て &行 つて はならぬ。 

女 は 唯 微笑んで 居る のに Felsnnn は 不拔其 者と 爭 ふやう に 苦しんで 居る。 

S  お前さん、 私 は 急 ぐんだ から。 

 私が 荒々 しく  kiss をした とで も 云 ふの か。 それとも 私で は 面白味がない のか。 

S  つまらなかった と は 思って 居ません よ。 

wine  Horn が 突然 Cow  Horn の 前に 現 はれて mandolin をなら す。 

F  町の 爽昔 樂！ お前 は 彼奴の 處に歸 らうと 云 ふの だな。 (wine  Horn を 捕へ ようとして) a えない。 

小さい 夢  111 七 五 
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S —— そんな 心配に は 及びません。 私 はもつ と 先き に 行 くんだ から。 

F —— 岩 問の 風に 私 を 住 かして 行って しま ふと は 心ない。. お前の 愛がなければ 私 は 死んで しま ふ。 

S —— ぉ氣の 毒です けれども 私 は 行きます。 

F —— (おに 身 を 伏せて) 冷たい 寒い。 

牧羊者の 草^が 長く 響いて cow  Horn が 女の 方に 手 を 延ばす。 同時に mandolin がな つて Wine  Horn も 手 を 延ばす。 

Sedchen は 心 を 動かさずに 立つ て 居る。 

Sri i 私 はどうで も 行 くんです。 やがて 夜 も 明け ませう。 

默っ たま  >- で Cow 1 lorn も Wine  Horn も 弒を被 ふ。 にせの 曙 は 消え失せて 深い 夜の 色 だけが 殘 る。 

第五 場 

かすかな 光が そっと 來て Great  HO:.n の 雪の 顶. ど 照らし sedcheu にも 流れ か、 る、 其の 光の 道の 兩 側に は 影の やうに な 

つ て Cow  liorn と wine  Horn とが 頭 を 包んで 立って 居る。 

S. ,1 すぐれたお 山 様、 私が^ りました。 

ほが 

Great  Horn の 峰が 遠くから 口 を 開く。 其 の^は 光の 强 くなる に從 つて 太く 朗らかになる。 

胸の 熱 を 絶やさで もろ， （-の もの を燒 かんとし、 

凡て を かき 抱き、 倦ん じて、 しかも 悔 ゆる 事な く、 

信ぜる にも 悲しび、 疑へ るに も 勇み、 


愛 を 共の 口に 味 はすして 其の 胸に 味 ひ、 

はら 

tn^ を 其の 腦に 汲み 入れす して 其の 胎に 孕み、 

歩む におの が 足 ある を 知りし 

小さき 焰ょ。 

汝を弄 びし 遝 命の 風 はと こし へ に默 しぬ。 

汝の心 ひろき 生活 は 今 遂げられたり。 

光と 喑と、 變 化と 休^と、 自然と 人と、 

孤獨 にして たじろがぬ 焰ょ、 

それらの 調和 は 今の 汝を埒 ふ價 高き 油なら す。 

か-る 思 ひわ づらひ は 生命 を 生ます。 

生きん とや I. 來れ 我れ に、 暗示に 聖 堉 一に！ 

Scclchen 跪きて 頭 を^れ る。 光は靜 かに 薄れて 遂に 喑黑 となる 

第 六 場 

闇の 色が 薄れる につれ、 登 出 小屋の 窓 を 漏れる 似而非の 曙の 光で 窓榻の 上に 寢 入った scelche" の 側に 立ちながら 娘 を睐 

め 入る、 Lamcnd と Felsmarx との 姿が 見え 始める。 

F  (女 を ゆり 起しながら) も うぢき 夜が 明け るん：^ よ。 

ぺ さい 箩  七 七 
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女 は 身動きして 唇 を 動かしながら 囁く。 

h —— 眠らして mil け、 夢で も昆て 居 るんだら う。 

Felsman が 提灯 を かんげる と Scelchen の 顏が觅 える。 二人 は そっと 戶の 方に 行って Seelchen が 次ぎの 言葉 を 云 ふ 時 外 

に 出て 行って しま ふ。 

S —— (膝 をつ いて 身 を 起し 歡 喜の あまり 手 を擴げ ながら) すぐれたお 山樣、 私が 參 りました。 (漸く 眼を覺 まして あた 

りを见 ながら やがて 立ち上る〕 あれ 私 は 小さな 夢を見 たんだ。 

開けた ま乂 の戶 から は嘵の 色が 空に 見えて 近づ いた 山羊の 鈴の 音が ほのかに 遠ざかる。 

—— 幕 I 

(1 九】 二 年 三月、 「白樺」 所載〕 


ホ ヰット マン 詩集 


譯者小 序 SI き 

飜譯の 闲 難、 殊に 藝術的 作品 飜譯の 困難で ある こと は 十分に 知って ゐる。 さう して 詩の 飜譯に 於て その 困難 

は、 困難と いふ 境 を 越えて 不可能で ある やうに 兑 える。. さう して 私は敢 てこの 無謀な 企て を はじめた。 それ 故 

私 は 一 つの 藝術 品と して この 譯 詩が 受け入れられる こと を 期 g: しない。 殊に 私 は 詩人で はない。 言 槧 を純粹 

に^^する 力 を 私 は 授かって ゐ ない。 さう いふ 人が 詩を譯 すの は 分に過ぎた ことの やうで も ある けれども * 

一 面に は その 申し開きが 出來る やうに も考 へる。 詩人 は 他人の 一一 一一 r 葉、 他人の 思想 を 語る ことが 出來 ない。 それ 

故 彼 は飜譯 者で あるに は嚴密 にい ふと 全く 不適 當 であらねば ならぬ。 詩界の 平信^で ある 私は少 くと も 或 詩 

人に 沒入 する ことが 出來 る。 さう して 自分自身の 詩的 表現力 を 有しない 私 は、 詩人の それに 卽 する ことが 出 

來る らしい。 この 點を 力に して、 私 は 日頃 愛誦して 措かない ホ ヰット マンの 面影 を かすかな がらに でも、 英 

語 を 解し^ ない 請 者に 傅へ たいと 思 ひ 立った の だ。 それ 故 この 譯詩は IS 詩のお ぼろな 影^に 過ぎない。 私 は 

唯 私の 什蔡が 不完全で 拙劣な ために、 却って 詩人 を 澄し、 引いて は 彼 を 日本の 讀 外から 遠ざける 結^に 陷 

ら ざらん こと を 祈る ばかりで ある。 

この 仕事 をす るに ついて、 私 は 富 出碎花 氏の 旣 成の 飜譯を 座右に おいた。 必す 種々 な點に 於て^ 示 を 受けた 

に ^違ない。 この^ を こ k に^ 記して おく。  .E.zs;: 五：： 氏の 譯は 遂に H 一 合する 機^: を 持たなかった。 $ 野泡嗚 

氏に も 多少の 飜譯 があった と 記憶す るが、 それ も參考 に はしなかった。 原本 は LXivid  McKay,  philadev.;ia 

の "Leaves  of  Grass" 一九 〇o 年 版 を 主として 拔 川した。 

譯者小 序  ！：： 八 一 


冇^ 武郎 令： ffi  ^四卷  三 八 二 

ホヰッ トマ ンハ 牛譜を 編む に 際して、 久保田 正 葬 氏が 富 田 氏の 譯 本に 添 へられた 傳 記から 三 四の 事實を 引用 

した。 これ も 謝^ を 以て 明^して おく。  ， 

私な りに 細心の 注意 はした つもり だけれ ども、 思 ひち が ひや 誤譯 をして ゐる侗 所が 多い に 相違ない。 如何 

しても 不安な 所に は拈弧 をして * 印 をつ けて おくが、 若し 讀 過の 際、 その他の 誤謬に も氣附 かれた 方が あつ 

て、 是； 止 を 惜しまれなかったら、 難 有く 思 ふ。 

譯 詩の 或 もの は 「新潮」、 r 大 觀」、 「明^」、 「新 家庭」 その他の 雜誌 新聞に 投書した もの を再錄 した。 

第一 一 卷には ホヰッ ト マン の设長 詩篇なる 「s 已を歌 ふ」 つ Song  of  Myself") と、 詩人に 對 する 私の 卑見 

とを發 表した いと 忍って ゐる。 

1 九 二 1 、十お 七 口 寒く  れる祕  0  者 


譯者小 序 SIS) 

この 譯詩藥 の 第二 卷を 公け にす る ことの かく 遲れ たの は譯 者の 怠慢に 依る ものである。 

「ホ獄 の 屮の歌 乎」 を 除く 大部分の 詩 は 

"Leaves  of  Grass",  issued  under  the  editorial  supervision  of  his  literary  excutors,  Doubleday,  Page  & 

C?,N.  Y. 

に據 つた。 「商 己 を 歌 ふ」 中に 數ケ所 未定稿と なすべき ものが ある。 若し 讀 過の 際 誤謬に 氣附 かれる 方が あつ 

て、 止 を 惜しまれなかったら 難 有く 思 ふ。 

譯 詩の 或る もの は旣に 他の 雜 誌に 掲載した。  ： 

「ワルト. ホ ヰット マン」 とい ふ 小さな 感想 は 私の 贅語 に過ぎない。 詩人 を 歪んで 見て ゐる かも 知れない 

そのつ もりで 讀ん でいた ビ きたい。 

1 九 ニニ、 1 月 八日 暴リて 雨な らんと する 夜 牛  0  ^ 


ヮ 〃ト *ホ ヰット マ ン年 ま§ 

一 六 穴 o —— この 時代に、 スコ ヴ トラ ン ド人采 なる ヂ ヨセフ *ホ ヰット マンと いへ る 人が ロンゲ. アイ ランド 

(Long  Island) の ハ ン ティング トン (Iluntillgtoro に 居 を 定めた。 ワルト (Walt) はこの 人より 七 代 目の 末裔 

-2 當る" 

生る  一八 一九 —— 五月 三十日、 ワルト は、 ロング， アイ ランドの ウェスト *ヒ ルス (w?t  IIills〕 に 生れた。 ロンゲ • 

アイ ランド は！ 米 利 加 印度人に よって ポゥ マノック (paumculook) と 呼ばれた 南北に 長い、 海 沿 ひの 島で、 

「長い 魚」 とい ふ 意味 ださう だ。 

父 は ヮルタ lovaltco といって 大工 職、 大男で、 默 つた、 屈託 顏 をした 男、 然し 敬虔な 天性と 親切な 心の 

持主で、 熱烈な 說 敎家ェ ライ ヤス • ヒックス (Elias  Hicks) に 傾倒して ゐた。 

母 は 娘 名 を ルヰザ ゥァ ンっゥ エル ゾァ (Luisa  van  velsor) といって、 和 蘭から 移住して 來た 家族の 家に 生 

れた。 「頑丈な 沈 驚な 家婦， 勇 悍な騎 者で 毎日 馬 を 乘りま はした。」 

ワルトに は 八 人の 兄弟が あって、 その 二人目 だ。 

ヂョ， 'ス (Josse) I 狂癲を 起して 死んだ U 

ヮ ル ト (Walt) -11 詩人 自身。 

女 

女 

男 II 夭折した。 

アンド リウ • チヤ クソ ン (Andrew  Jackson) 

ワルト *ホ ヰ" トマ ン^ 譜  ョ仄五 


A  A 八 A  A 


ナ 


—九 八 セ 四 ン 


有お 武郞^ ^ 笫四卷  ヨ八六 

，チヨ— ヂ，. ワシントン へ G20rge  Washington) 南北 戰爭 に參 加して 偽 を 被つ た 弟。 

ト. 一 マス •* チェフ ァ 1 'ソン (Thomns  Jepherson ソ 

ヱ ドワ， ド (FdwarJ) —— 白痴" 

文政 二 年" 

この 前年 トウル ゲニ エフ 生る。 キ— ッの 「エンデ イミ オン」、 バイ ロンの 「チャイルド， ハロルド」、 ショ 

—ペン ハ一 ヮァの 「意志 及び 現識 として の 世界」^ 出づ。 この^ ラスキン、 エリオ プト、 ロウェル， 

クルべ I 等^る。 

一 八 S  一  o —— ハ.. 'バ. I ド • ス ペン サ ー 生る。 ラ， マル テ， I ヌの 詩集 出づ 。 

一八 ニー  —— キ ー ッ、 大 ナボレ オン 死す。 ドスト イエ ヴス キ！、 ボ一 ドレ I ル 生る。 

一 八 ニー 一  I -シ ェ レ 1^ す。 バ ィ 口 ン 「ド ン. ヂ ュ ァ ン」 を 完成す。 ュ ー ゴ ー 及び ハイネ 詩集 を 公け にす。 

べト. I フェンの 「ミサ. ソレム 一一 ス」 成る" 

四 ^  一八 ニョ I 家族と 共に ロング. アイ ランドから ブルックリン (Brooklyn) に轉 住した。 ワルト は 非常に 元氣 

で、 戶 外の 逍篛ゃ 遊戯に 熱中した らしい。 海岸に 出て 魚 を 捕へ たり、 海鳥の 生活な 觀察 したり、 難破船 を 

^の 前に 見たり、 元始 的な 印度人が 農家の 爲 めに 家畜 を 放牧して ゐ るの を 見て 深い 印象 を 受けた の はこの 

年 あたりから 十 歳 位までの 間の 事だった らう。 それらの 記憶と 經驗と は 永く 詩人の 腦裡に 刻みつ けられて 

ゐて、 彼 を 自然の 歌手たら しめた。 


十二 一歳 1 八 三 二 —— 此の 年 小學校 を返學 し、 爾來 一切 學校敎 育なる もの を 受けなかった。 クラ ，ク とい ふ 辯 謹士の 


生る。 プ ー シ キンの 「 ォネ I ギン」 出づ。 モン q  I 主蕤の 宣言書が 發布 された。 

—— バイ ロン 死す。 シャヴ アンヌ 生る。 

— べト ー フェン 及び ブレ —ク 死す。 ボ-の 第 一 詩集 出づ。 

—— 卜 ルス トイ、 イブセン、 ロゼッティ、 メレディス 等 生る。 

—— ゲ ー テの 「ゥ ヰル ヘルム • マ イス タ I が 完成 し た。 

. —— スタン ダ ー ルの 「赤と 黑」、 及び ゲ ー テの 「ファウスト」 笾 二部が 出た。 


十五 歳 


十八 a 


^務^の 給仕と なり、 又 或 醫師の 家に も储 はれて ゐた" さう して 遂に ロング 。アイ ランド. パト リオに 

(Lon2  Island  ratriot) とい ふ 新聞 の 植字 ェ となった ひ 

^5 頃 ワルトが 眤近 になった 或 人が 非常に ヮ ル トを 愛し、 K つ E 書の 習慣 を 養 ひその 便宜 を與 へて くれた _ 


ケ 一テ、 ス コプト、 賴 山陽が 死んだ。 力 ，ライ 

及び マネ， '生る。 

一 八  一一 一一 二 — ブ ラ ゥ 二 ン グ の 「gl せ -リ れた プロ  メ シ ゥ ス 


の r サ —タ 1 

e づ。 


レザ ー 'タス」 が 出た 0 ビョ ルン ソン 


I 八 n 一四 —— 身 體の發 育が 完全で、 ^々として 旣に^ 人の 風が あつたと いはれ てゐる ( 


ゥヰ リャム • モリス 生る。 

一 八 i 一  1 五 —— ゴ I ゴリの 「タラス ，ブ ルバ」 出づ 

一 八 n 一穴. I ェ マ，， ソンの rft: 然論」 出づ。 


一八 1ニ 七 I サッフ ォ，' ク (suffork) に 行き 小さな 小學 校の 敎師 となる。 「嚴 格ではなかった が、 權威が あつ 

た。 その 態度 は眞摯 で、 女性に 對 して は ^氣 で、 宗敎 的な 所 は何處 にもなかった。」 

ヂ ヨンつ チョン ス トン (John  Johnston) が 後年 サヴ フォ ー クを 訪れた 時、 ワルトに 敎へを 受けた 一入の 男の 

語る 所に よれば 「彼 は JS として 强ち 失敗だった とはいへ ない が、 確かに 成功で もなかった。 そしえ^ の 

性に 合はなかった。 彼は敎 職に 出精す るより、 始終 考 へたり 爵 いたりして ゐた」 云々。 

「私が 何 か 後々 まで 殘る やうな もの を 書きたい と 思 ひ 立った 最初 は、 一 杯に 帆 を 張って 馳せ 行く 船 を 見た 時 

だった。 私 は それ を 私が 見た 通りに 文字に 現 はしたい と 願った。」 とその 頃の 出来事 を 詩人 は囘 想して 記し 

て ゐる。 


スゥ ヰンバ I ン 生る。 大^ 平 八郞、 大阪 に亂を 起す 0 


二十 逮  一八  一二 九 —— ハ ン ティング トンで 週刊 口 ング • アイラ ンダ， (Long  Islander) ゃ發 行した" 執肇 から、 印が、 


フ 


校正、 ^達まで りで やって^ 才る ひ 

• ホ ヰ" トマ ン 年^ 


三 A 七 


の A  A へ 
所 四圑ル 
有 五 四 デ 


二十 七 歳 


1 八 四 穴 


- ブルックリン • ィ？ グル 


(Brooklyn  Eagle) の 記者と なる。 この 年 前後 十 年 位の 間、 彼 は 紐 育の 

都會 生活に 多大の 興味 を 寄せ、 新しい 視角から それ を 綿密に 觀 察した。 乘合 馬車の 御者、 渡船の 船員、 町 

ゥ 女、 其の 也 "powerful  ^.^o^pop^^  persons" に は 限りない 親愛の 心 を 寄せた。    


一 八 四 七— 

「詩 蕖」 出づ 


- ウル ゲ 一一 エフの 「獵人 日記」 出で 始むー 


ゴン チャロフの r ォブロ 1 モ フ」、 エマ ー ソンの 


有島武 郎仝蕖 笫四卷  三 「ノ/ 

一-に 一 還  一 八 四 〇 II ザ. ディリ I ォ ー ロラ (H ぎ M£y  とい ふ 新聞が 紐 育で ぉ刊 される に 際し、 入って そ 

の 記者と なる。 その 頃、 ワルト は 高 精に 細身の 杖を携 へ、 胸 釦には 花 を さして ゐた。 後年の 詩人の 風采と 

ま 大きな 對 照であった らしい。 その 頃ボ ー(P20 に 私淑し、 その 文 體を眞 似て 小品 を醫 いたが、 精練 緻巧 

を 極めた その 蕺 致はボ T と 雁行す るに 足る 程の ものだった。 

「詩 ii 題、 『幸福で あれに 戸外に 出かけ、 凡ての 美しく 完全なる もの を兑 る」 …… 其 頃の 詩人の 備沄錄 より。 

ゾラ- ロダン 生る。 サイ モン ズ 生る。 

一八 四 一 —— レル モン トフ 死す。 ル ノア ー ル 生る。 エマ ー ソンの 論 文 第 1 集 出づ. 谷文晁 死す。 

この頃の 詩人の 愛讀窗 — 舊 新約聖書、 セ T クス ピャ、 ォッ シアン， ホ 1 マ 1、 エス キュ ラス- ソフ ォクレ 

ス、 二  T ペル ン ゲン 古 傳說、 古代 印度の 詩歌、，; ダンテ、 スコット 等。 ！  

一 A 四 一一 —— マラルメ 生る。 テ-ー ソン 第三 詩集、 ブラウ-了 ングの 「パイ ド* パイ パァ」 その他 出づ。 」 

二 4- 四 歳  一 Aran II 當時 全米 を 席捲した 奴 隸 問題に ついて 考へ、 これに 對 する 意 兑を發 表した。 その 頃 書いた 

"Bloody  Money- とい ふ 詩 は、 その 當 時の 彼の 思想と スタイルと を 窺 ふに 足る もの だ。  


ル リン 死す。 ラスキンの 「近世 赘 家傳」 出づ。 

. —— ヴュ ルレ ー ヌ 及び-一 ー チェ 生る。 

I ド スト イエ ヴ スキ I の r 贫 しき 人々 」 、ボ I の 「鴉」 其の 他、 ス ティル ネルの 「唯 1 者と そ 

」 出づ。  ^1   


二十 九 ijK  一八 四 八 II 中米 及び 西 米に 漫遊 を 試み、 遂に- 1 ュ！ オルレアン ス (ヌ ew  Orleans) に 行って クレ セン 卜 

(cresegt) 紙の 記者と なった。 この頃、 彼に は 情人が あって、 その 人に よって 子を擧 げたら しい。 「若き 

壯年 時代、 中年 時代、 南方に 住んで ゐた 頃の 私の 坐活 は、 おもしろ を かしく 肉的な ものであって、 疑 ひも 

なく 八の 非難 を受 くべき ものだった" 結婚 はしなかった が、 六 人の子 を擧 げた II 二人 は 死んだ II 南部 

に 生活して ゐる 一 人の 孫 は、 時折り 私に 手紙 をよ こす II 或 事情 (それ は 彼等の 財產と 利益と に關 係して 

ゐる) の爲 めに、 二人 は 親しい 間柄に ある ことが 出來 ないで ゐる」 —— アデ イング トン • サイ モン ズに 後年 

彼が 書き 逡 つた 囘 答から。 

一八 四 九 —— ボ. "死す。 スト リンド ベル t、 カリ HI ル 生る。 

一一 一十 一歳  1 八 so —— 紐 育に 歸り、 ブルサ クリン. フリ T マン (Brooklyn  Freeman) の 記者と なる。 十五 歳で 成人の 風 

があった 彼 は、 三 十 歳に して 頭髮 鬚髯 共に 際立って 白くな つた。 この頃から 講演者と して 一生 を逡 らう か 

と考 へた ことがあつ たが 實 行し なか つ た。 


又 父の 業を繼 いで 建築業 を もした。 H マ，' ソンの 書いた もの を 熱睛し 出した の もこの 頃からで あらう。 こ 

の 年の 夏 「草の葉」 中の 數篇を 草した とい はれて ゐる。 
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一二 十四 歲  一 八 五 S — この頃に 至って 詩人の 生涯の 眞 目的が やう やく 判然として 來 たやう に 見える。 「その 大^と いふ 

の は、 文學 的な 若しくは 詩的な 形式に よって、 妥協す る ことなく、 私 .2E 身の 肉^的、 感情的、 道德 的、 理智 

的 並びに 詩的な 侗性を 忠實に 言葉に 表現し ようとい ふこと だった。 …… この 年代、 この 土地に あって、 特 

殊な 個性 を、 今までの 如何なる 詩人よりも 如何なる 書物よりも もっと 確實 で齊遍 的な 意味に 於て 扠究 しょ 

ワルト. ホヰ 7 トマ ン 年譜  三 八 九 


有 島 武郞， 仝^  ^四 卷  三 九 0 

うとい ふ 事だった。」 

ゴヴホ 生る。 

一 八 五 四 I- コム 卜の r 賁證 哲^ 體系」 出づ。 ラ ム ボ ー 生る。  

一 八 五 五 II ワルトの 生涯に 取りても、 ^界 文學の 歷史に 取りても 忘れる ことの 出来ない 年。 

父が 死亡した。 

自分の 詩集 を 百 部 だけ，： HI 分で 印刷して 公け にした。 さう して それに 「草の 紫」 (LeavesofGrass〕 と 命名した。 

それに は 十二の 詩が 收 めら れ、 九十 四 K の小册 子だった。 この 詩集が 起した 反響 は默 殺で なければ 嘲歸で 

あった。 ホ イツ ティ ャ はこれ を 火中に 投じた とい はれて ゐる。 ロウェルに 取って は 無意味な 言葉の 排列 だ 

つた。 口 ン ドン • クリティック (London  critic) の 如き は 「ホ ヰ. -ト マ ンが鎪 術に 暗い 程度 は. - 豚が 數 學に對 

すると 同樣 だ」 といって ゐる。 詩人の 母 も 弟の ヂョ. 'ヂも 全く この 霄を 振り向き もしなかった といって い 

い。 獨 り エマ， ソンの みは その 功績 を 認め、 「私 は 君の 偉大なる 旅程の 劈頭に あたって 挨拶 を 贈る。 然し か 

くの 如き 出發 をす る 以上、 長い 前途が 橫 はる 事 だら う。 私 は 若 しゃこの 日光が 錯覺 に過ぎないの ではない 

かと 思って、 少しば かり 眼 を こすった が、 この 書物の 持つ 强ぃ 識見 は 疑ふ餘 地の ない ものであるの を 確め 

得た」 云々 と 書き 浍 つて ゐる。 詩人 は 後年 この 時を囘 想して いって ゐる、 「この 書が 到る 所に 嵐の やうな 憤 

怒と 詰責と を牽き 起した 時、 私 は 口 ング. アイ ランドと ぺ コ 二  "ク灣 の 東端に と 出かけて 行って、 紐 育に 次の 

やうな 自信 ある 決意 を 抱いて 鼸 つて 來た。 さう して この 決意 は 爾後 ゆるんだ ことがない。 卽ち、 私 は 私の 

詩の 事業 を II 特 なやり 方で 押し通し、 力の 及ぶ 限り それ を 完成しょう」 と。 

ヴ ヱルハ アレン 生る 0 トウル ゲ 二 エフの 「ルディン」 出づ 0 

一八 五六 li 「草の葉」 の 第一 改訂 滑 版 三 八 四 頁。 ヘン リ， • ソロ，  (Henry  Thoreau) と 相識った。 その外 ァ 
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十：：^ 尸 リス 將 軍に 謁し 對外 通商の 急を說 いて 通商 條約を 議定した。 

コ ム ト 死す。 ボ I ドレ ー ルの 「惡の 華」、 フロ  I ベルの 「マダム ♦ ボヴァ リ一」 出づ。 

一八 五八 I - ホ一レ ー ス*ト ラウ ベルが キャムデンに 生れた。 詩人の 晩年の 無二の 友であった ひ グ I ル 

モン 生る。 ゥヰ リャム • モリス の 詩集、 エリオットの 「アダム っヒ ー ド」 等が 出た。 

一 八 S 九 II ベ ルグソ ン. 生る。 「 ル バ ィャ ット」 出づ。 

四十 I 歳 一 八 六 o 1 「ァダ ムの 子等」 asss  d>  Adam) 、カラ マ ス (Calais) 等 二十 二の 新 詠 を 加へ た 第二 改訂 增版 

が出饭 された。 エマ， ソン 來訪。 「アダムの 子等」 を 加へ た その 書に エマ ー ソンの 霤 簡の 一節 を揭 載した の 

で、 エマ ー ス ンは 可な り 迷惑した やうに 見える。 ェ ル ドリ ッヂ (c.  W.  Eldridgey ォ • コ ン ナ， (w.  D.  o.ccn- 

neo.- ハック (Dr.  R.  M.  Bucke) 等と 知った。 バサク は 特色の ある 詩人の 友達で あり、 且つ 詩人の 興昧 ある 傳 

記者と して 知られて ゐる。 

リンカ ー ン 大統領と なる。 酋^ を 江戶に 移す。 五箇 倏の御 誓文。 

ショ， 》 ペン ハウ ェ ル 死す。 チ H ホフ 生る。 ス ベン サ ー の 「綜合 哲舉體 系」 出づ。 

四十 二 歳  一八 六 一 —— 第二 掛版を 出してから、 此の 年まで は、 詩作 を 忘れた やうに、 返 職 海員の^ 話に、 沒^ して ゐ 

た 0 

「この 日、 この 時、 私 は 純潔で、 完全で、 おだやかで、 淨ぃ血 を 持った 雄々 しい 肉體を 持つべく 決心した。 水 

と 純 捽な牛 孰 の 外 は 凡ての 飮料を 避け 、 凡ての 油氣の 多い 肉 ゃ晚ぃ 夜食 を 禁ずる ことによって、^; 化され、 

淸 めら れ 精神 化され、 カづ けられた 肉體 を」 …… 四月 十六 日の 日記より。 さう して 彼 はこの 言明に 背か 

なかった やうに 兌え る。 

ヮ ルト .ホ ヰット マ ン 年譜  三 九 一 


ル コット (Alcotty 詩人 ブ ライアン ト (Bryant) 等と も 友達に なった。 


一二 十八 歳 一 


有 岛武郞 も^ 笫四卷  三 九 二 

一 エリザベス， ブラウ- 1 ング 死す。 

四十 三 歳 一 八 六 二 — 南北 戰爭に 出征した 弟 ギヨ-' * チが戰 場で 負傷した とい ふ 急報に 接し、 凡てな 抛って 南 向した。 

弟の 負傷 は 幸に 重い ものではなかった。 然し 一度 戰 場の 悲慘 な樣子 を： n! 擊 した 彼 は、 惻隱の 情に 堪 へず、 

自ら 進んで ヮ シン トン にあって 病院の 看護人と なった。 その 時の 消息 は 「傷 をつ X む 人」 (wound  Dresser) 

に 委しく 記されて ゐる。 彼の 看護 生活 は 前後 二十 ヶ月の 長き に 亙り、 その 間、 病院に 訪れた こと 六 百度、 

傷病兵 を 看護す る こと 八 萬 人から 十 萬 人の 間にあった。 その 奉仕 生活が 餘 りに 激しかった 爲め、 さすが 煺 

全 無比 だ つ た 彼の 肉 體も衰 へ て來 た。 
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四十 七 歳 


四十 八 歳 


どと 往來 して 樂 しい 日を逡 つた。 ビ f タ！ ドイル r.reter  Doyle) と 知った の もこの 年の ことで ある。 ^蒸 

の杜 M に 於け るが 如く 彼 は ドイル を 愛したり 但し ドイル は 南 軍の 一 兵士で、 心が 極めて 素朴で 美しかった 

外に は、 文筆な どの 嗜 みはなかった。 

「草の葉」 の 著者と いふ 科で 免職され た。 ォ. コ ンナ- がその 處， 置に 憤慨して "The  Good  Grey  roet  ：  A  vin- 

dication -  を 著 はした。 ァ シ トン (J.  H.  Ashts) が 詩人の 爲 めに 大藏省 に霄 記の 位置 を 得て やった。 年收 

千 六 百 弗。 


ィ エツ、 キップリング、 ァ ー サ 

r ブ ランド」 出づ 0 


シ モン ズ 生る。 ヮグナ ー の 「トリスタンと ィ ソル デ」、 イブセンの 


1 八 穴 六 —— "り ョョ Taps  - が單行 本に なって 現 はれた = 


四月 十五 日リ ンカ ー ン が喑 殺された 一 


この 時ヮ ル トはブ ルック リンに 母 を 省して ゐて、 共に 悲歎に 暮れた。 

1 八 穴お I  .91 Tapss を 加へ た 「草の葉」 の 第三 改訂 滑 版が 出た。 

英國に 於ても この 詩人 を 認める ものが 漸次 壻 加し、 サイ モ ンズ rjohn  Addington  symoads)、 ダウデン (Ed- 

ward Dowden)、 スゥヰ ンバ， 'ン (Algernon  Charles  swinbumey  口 ゼ "ティ (D.  G.  Rossetti) 等が 好意 を 寄 

せた。 


ボ ー ドレ ー ル、 テオドル • ル ー ソ ー が 死んだ。 イブセンの 「ピヤた ギン ト - 出づ 


四十 九 歳 一八 六 A. I 口  t ティの 盡 力で 「草の葉」 の 選集が 英國で 出版され た。 この 年から ギルクリスト 女史 01ヌ 

Ann"  Gilchrist) との 文通が 始 つた。 ギルクリスト 女史 は當時 四十 二 歳の 寡婦で 亡夫の 遣 業を繼 いで ブレ 1 

ク傳を 大成した 人 だが、 ヮ ル トに 於て 聖書に 等しい 崇高な 思想 を 語る 一 個の 與 性 を 兌 出した "Aa  wnglish 

woman-s  wstinstiou  of  Walt  whltmati  - を 見よ 0 

ヮ ル 卜. ホ ヰット マ ン年譜  三 九 三 


有 ^武郞 ふ璲 笫四卷  三 九 ml 

詩人 はかくの 如く 諸方からの 承認 を 受けながら、 その 頃、 深い 孤 獨 の 寂寥に 惱 んでゐ たやう に兑 える 
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If- 十二 歳  一八. P 一  —— テ 一一 ス ン (A 一 『3d  Tennysso から 懇切な 消息が 來た。 スゥ ヰンバ ー ンが " ひ §g  bef§ ひ unnss  - 

なる 詩集 中に "To  Walt  Whitman  in  America" とい ふ 熱情 的な 讃美の 詩を醫 いて ゐる。 

「印度への 旅程」 (passage  to  India) を 加へ た 詩集 第 四 改訂 滑 版が 出た。 「民衆の 視野」 (Del.aooratic  vistas) 

が 公け にされ た。 

，チョンつ ホロ ー スのホ ヰ ブト マン 評傳 (Notes  on  Walt  whitman) が 出た。  

ゾラの 「ル 一ゴン • マ 力 ー ル」、 ダンテ •  口 ゼッ ティの 笫 1 詩 築が 出た。  一 

十一 一一 歳  一 A 七 一一 —— 「自由な 蠶を 張れる 强ぃ 鳥の やうに」 (き p  sasg  wird  on  Pinions  free) 成る。 ダ， トマ ス學院 

(Dartmouth  College,  Hasver) の 卒業 講演に 現 はれた。 その 講演の 自畫自 讚をヮ シン トン の 新聞に 豫 め投寶 

してお いたが、 滑稽な ことに は沒 書になる"   I  

グリル バ ッッァ 死す。 -I  I チェ の 「悲劇の 誕生」 出づ。  

五十 四 歲  1<4JS II ルドルフ ：ン ユミ" ド (Rudolf  Schmidt  、一が 「民衆の 視野」 を P 譯し たにつ いて、 ワルトに 寄せ 

た 手紙の 中に、 ビョ ルン ソ ンが 云った とい ふ 言葉が 載せて ある。 "Walt  Whitman  make;  me  a  joy  as  no 

new  mm  in  many  years,  and  in  one  respect  the  greate.vt  I  ever  had" 此年 一 月 一 一 士一 一 曰 局^ 5 的な 中 厨 症 を 

發し、 第一 次の 遣 書 を 作った。 職 を 返いて 沲 岸に 靜 養す る爲め 北方への 旅に 上った が、 費府で 病が 重った 

ので、 その ま、 弟の ヂ ョ ー ヂが 住んで ゐる カム デ ン (Camden) に 行って、 その 家に 寄寓す ろ ことにな つた。 


それ以来 カムデン は 死に 至る まで 詩. <  の 幽捿の 地と なった。 

五月 二十 三 日 母が 死んだ。 

ォ.コ ンナ， との 不理 解が 生じ、 ヮ シン トンでの 友 等 は 散 じ、 貧と 病と が 共に 詩人 を 窮迫した けれども、 彼 

は 太陽の 如く 獨り 暖かに 心 を 保った。 

ギルクリスト 女史が 英国から 渡米して 世話 をしたい と 申し出でた がそれ を 担んだ。  

トルストイの 「アンナ • カレ ニナ」 出づ 0 

I 岩^ 大使 等が 歐 米の 視察から 歸 朝した。  

五十 ま  1 八 七 凹 —— 再び 詩作に 歸 つた。 ""rayer  of  columbos"  "  s§g  of  the  Universal"  "Song  of  the  Red  wood 

Tree  - 等。  . 

サイ モン ズの 「伊太利 及 希 臘紀； 仃」 が 出た。 

誠^ 新聞が 新聞紙の 嚆矢 として 發刊 された。 

五十 七 歳 一八 七 六 — 「草の 槳」 の 第五 改訂^ 版が 出た" 英國の 友、 ロゼッティ、 ホウ トン、 ダウデン、 ギルクリスト 

夫 入" 力， ぺ ンタ 1 (Edward  Carpenter/ テニス ン、 ラスキン (Jolln  Ruskin)、 スコット (Walter  scotts 

ゴ ス (Edmund  Gosse)* セ イン ッ ベリ ー (saintsburryy ブラ オン (Maclox  iir.wn) 等が 詩人の 窮乏 を 聞い て 

醵金して くれた" 

ワルト は スタッフ ォ， ド 家と 懇親に なり、 折々 その 家庭 を 訪れ、 又 その 近傍なる ティン バ， • タリ， ク 

(Timber  creek) に 行って 自然と 親んだ。 彼の .ZE 然との 接近 はこの 頃から 復た繁 くな つた。 ギル クリス ト 女史 

が 英^から 费府に 移住して 來た。 女史の 詩人に 對 する 尊敬 は戀 にまで 變 つた。 さう して 綽婚を 巾し 出た。 け 

ぷ ども 詩人 はこれ を 避け、 一 八 七 九 年 女史が 歸英の 時まで 折々 その 家 を 訪れて^ い 友誼 的な-; 父^ を續 けた。 

I マラルメ 「枚 神の 遨」、 トウル ゲニ エフの r 處女 地」、 ヮグナ I の 「- 一一ベ ルン ゲン .リー に」 等が 出た。 

ワルト • ホ ヰ. 'トマ ン： や f|  ！二九 五 


五十八 歳 

六十 歳 

六十 一 歳 

六十 二 歳 


有 島 武郞佥 菜 笫四卷  三 九 六 

一八. P.P —— 五 力， ペン タ， が英國 から 訪ねて 來た。 カナダの 翳師 バック も 詩人 を訪 間した。 爾來バ ぶ は 

ワルトの 綿密な 觀察 者で あり、 相談 相手で あり、 旅行の 伴侶で もあった" 


•K 十一 一一 


クルべ I 死す。 イブセンの 「社界 の 柱石」 n 


1 八 七 九. ！ 紐 育に 行き、 リンカ！ ンの追 障 講演 をな し 得る 位 鹧康を In? 復 した、 


ェ 死す。 イブ センの 「人形の 家」、 スト リンド ベル ヒ の 「赤い 部屋」 出づ 


1 八 八 0— 


-クの 客と なり カナダに 行. 


エリオット、 フロ ー ベル 死す ハ 


r  .  1   1 1 .  ^ 

1 八 八  一. I 四月に ボストンに 行き ロング フエ 口 1 によって 歡 待され た" ミレ ー 展覽會 を 兌、 「種蒔き」、 「水 

飼 ひ」、 「農 人の 休息」、 「アン ヂ エラス」 などの 傑作に 接して 感嘆した。 

四十 年に して 始めて ゥ ェ スト *ヒ ル スを 訪れた。 又 コンコ ， 'ドに 行き 落日の 如き ェ マ ，ソ ンと會 見した。 


ドスト イエ ヴスキ ー 死す。 アナ ト 一ル. フランスの r シルヴ エス トル， ボナ ー ルの 罪」 出づ 

力 I ライル 死す。 大統領が ー フキ， I ルド 喑 殺さる。 


十一 月、 カムデンに 歸る。 「草の葉」 第 六 改訂 增 版が 出た。 

1 八 八 一 1 II ボストンの 撿^ 局が 「草の葉」 の 發賢を 州 内に 於て 禁止した。 翥肆が 


入の 女が 私 を 待って 


ゐる」 (A  woman  waits  for  me) 「名 もな き 淫賣婦 こ，」 a  Common  prostitute) を削涂 したら と勸 めた けれ 

ども、 斷乎 として 應 じなかった。 


ヱ マ I ソ ンと ロング フ ェ 口 1 とが 死んだ ( 


「美しい 男、 自分，： R 身の上に 立脚し、 凡て を 愛し、 凡て を 抱擁し、 さう して 太陽の 如く 健 かで 朗らか」 …… ヱ 

マ ー ソン を 評した 詩人の 言葉。 秋に 「自選 日記 及び 雜篡」 (specimen  Days  and  collect) が 出版され た。 詩人 

はこの 霤 について ォ *コ ンナ -に逡 つた 消息の 中に 云って ゐる 、「野 鳴 ゃ馏の 習！ S を 知って ゐ るか。 さあ、 こ 
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七十歲  一八 八 九 I. 幸 ひに 病 iiiis いたが、 彼の 歩行 はもう 自山 でない。 家^ は マリ！ デビス 夫 入 (^？  I, 

Davis) が 司り、 ^話 は ヮァリ ー 9  Waren  Fritzinger) が これに 當り、 黑猫、 斑の 大、 1 羽の 鸚^と カナ 

ワルト. ホヰ ウトマン 年譜  三 九 七 


の 書物 も 先づ 池の 表面 をせ はしく 撫で X 通った やうな もの だ 11 私の 生活の 表面 を …… 本 當の廣 さは 全然 

觸 れられ てはゐ ない。 然し 平らな 小石が 飛び はねて 行く 時、 こ X かしこで 水：. g を 打つ …… その やうに、 少 

くと も 或ろ 生々 とした 接觸 徵 を殘 すに は それで 十分 だ」。 


六 十四 歳 

六十 五 歳 

六十 六 歳 

六十 九 歳 


一八 八ミ -—— バ リクの 書 いた ワルトの 傳が 出た。  

トウル ゲ- エフ、 ヮグナ ー、 力一 ル* マルクス 死す。 モ ー パプ サンの 「女の I 生」 出づ。 

一 八 八 四 —— 一 家 を ミック ル街 (Mickle  に 構へ た。 

訪問者 へ ンリ， *ァ ，ゲ ヰング (Henry  Irving)、 ゴス、 ァ T ネスト. リス (Ernest  Rys)、 力 ， ペン タ ー 、 ヂ 

ヨン • モ.. 'レ. 》  (John  Morley)、 ォス 力，' • ワイルド (Oscar  Wilde/ ゥヰ リャム • ケネデ ， (William  Ice. 

nnedyy  ロバ，， '卜 • イン ガソ， I ル rROIDert  Ingersoll)、 ホ， レ. I ス. トラウベ ル (Horace  Traubel) 等。 

一八 八 S II ギルクリスト 夫人 逝く。 ワルト その子 总ハ た、 ハ， トに 書を逡 つてい ふ 「お 手紙 拜見。 今 は 杏ば 

しく 豐 かな 記憶の 外 何もの も殘 つて はゐ ない -! 常に 美しい、 命の ある 限り、 大地の ある 限り、 今日 これ 

以上 の 手紙が 書け な い。 私は獨 座し て考 へ なければ ならな い 」。 


冇^ 武郞 仝柒 ^四 卷  一一； ふ 八 

リャ 鳥と がその 家族だった。 

コ —ン テン ボ ラ リ ー 俱樂部 (ccntempora-y  club) で リンカ， ンに 就い て 最後の 講演 をし た。 

ブ ラ ゥ 一一 ング 死す。 -I  I チェ 00, ハウプト マ ンの f 日の出 前」、 ブル ヂェの 「弟子」 出づ〕 

一 八 九 C II ヂ ヨン っチ ョ ン ス トンが 英^から 訪ねて 來た。 その 訪問 記に 當 時の 詩人の^ 貌が II 多少の !i 

張 は あるが II 詳細に 述べ て ある U 

ラスキン 死す。 トルストイの 「クロイツ- ル* ソナタ」、 ワイルドの 「ドリ ヤン • グレ I」、 フランスの 

「タイス」、 メタ一リンクの 「群盲」 等が 出た。 

1 八 九  一 I  "Goodly,  my  Fancy" とい ふい さ X かの 詩集 を 出す。 十二月 十七 日 風邪から 肺炎に 變 症して、 

病が 頓に 重くな つた。 醫師が を 報じた。 バック、 ボ， 口， ス、 ハ. 'ネッド (T.  B.  Harned) 等が 急に 來 

て 枕頭に 侍した" 

ォ .コ ンナァ が 死んだ。 

-I  —チェの 「ツァラ ス トラ 如是 說」 出づ。 

一八^ 一一 II 二月、 病が 小康 を 得た 時、 諸 友と 最後の 告別 をした。 

三月 二十 六日、 微雨の 降り そ.^ ぐ 土曜日の 午後、 トラウベ ルの手 を 執った ま、 靜 かに 世 を 去った" 

越えて 一一 一月 三十日 ハ ー レイ 墓地 (Harleigh  Cem き y) に 環め 造って おいた 墓に 葬られた。 

葬式の 日 は 長 問 かな 春 日であった。 ^鳥の 初音が 林の 中に 聞こえて ゐた。 ゥ ヰリャ ムス (Francis  Howard 

Williams) が 孔子、 ゴ ウタ マ、 基督、 コ ー ラン、 ィザャ 、聖ヂ ヨン、 ゼ ンド. ァゲェ スタ 及び プラト ー 等から 美し 

い 句 を朗讀 し、 ハ ，ネッド、 ブリン トン (D.  G.  Brintony バック、 イン ガ T ソ， ル 等が 追悼の 言 紫 を 述べた。 會 

葬 者 三千" 獨り 詩人の 愛友 ドイル は. 1. 説を閗 かう ともせず、 會 衆から 離れて 孑 然と 草の 上に 默 坐して ゐた。 

テニソン 死す。 ハウプトマンの 「織 匠」 等 出づ、 明治 二十 五 年。 第 一 囘帝國 議會召 鹩の後 二 年。 


I! 迫の 上を彷 ふ 時、 或は 田舍の 小道 を 馬で 乘りま はす 時 ！ 兑ょ、 樣々 な顏又 鎖、 

友誼 的な 顏、 几帳面な、 用心深い、 慇慇 な、 理想家 的な 顏、 

^的な 豫覺 的な 顏 I い つ 見ても 好まし い 普通な 情け深 ぃ顏、 

欤 はれた る 昔 樂の顏 I 法律家、 司法官に 生れつ いたやうな、 後頭部の 頂きが 廣ぃ、 物々 しい 額、 

きっす ゐ 

額の ふくれた、 獵 人 や 漁夫の 顏 I 生粹の 市民ら しい 無髯な 色白の 顏、 

まさぐ 

純潔で、 大裝裟 で、 愤憬 的で、 眼 探る やうな 藝 術 家の 顏、 

うる はしい 魂 を 宿した 醜い 顏、 卑 めら れ、 憎まるべき 美しい 顏、 

小 W の 神々 しい 顏、 多くの 子の 母の 輝かしい 顏、 戀 の顏、 渴 仰の 顏、 

夢見る 如き 顏、 励かぬ 嚴の 如き 顏、 

善悪 共に 色に あら はれぬ 顏 I 法 勢され た顏、 

刈 込 手に その 翼 を 刈り込まれた^ 性の 廳、 

去勢 者の 革 紐と 鉄と に 遂に 打 まかされた 牡 馬。 ， 

かぐ、 I 道の 上 を彷ふ 時、 或は やむ 時な く 出入りの ある 渡船で 川 を 越す 時、 顏、 さう して 顏、 さう して 又 如- 

ホヰッ トマ ン詩蕖  一二 九九 


有島武 郞全蕖 第四卷  四 〇〇 

私 は それら を 見る、 さう してつぶ やく こと をせ ず、 凡てに 滿足 して ゐ る。 

それらの 顔が その 終局の 姿 だと 思った としたら、 私が それに 滿 足して ゐられ ると あなた は 思 ふか？ 

この 今の 顏は、 一 人の 八 間の 顏 として は 餘 りに 情けない、 

或る 下劣な 寄生 蟲が 「御免」 とい ひながら II かじりついて ゐる、 

或る 鼻 腐れの 蛆蟲 が、 その 孔 にもぐ りこむ の を 妨げられな いの をい i ことにして、 かじりついて ゐる 0 

この 顏は 塵芥 を¥ ま はる 犬の 鼻先き だ。 

蛇蝎が その 口に は巢 喰つ てゐる 11 私 は齒の 間から 出す 激しい 氣 息の やうな 脅 暍を閗 く。 

この 顏は 極洋の それよりも なほ ぞく-/ \. と 人を裟 くす る 翳 だ、 

その 眠たげ な 所定め ぬ 氷山 は、 流れ 行く ま \ に嚙み 合って 鳴る。 

これ は 苦い 草本の 顏 である II これ は 催吐劑 である I それ は 名札 を附 する 必要 はない、 

さう して 人間の 顔と いふより は、 藥劑 棚、 阿片 丁 幾、 ゴム、 或は 豚 脂 を 思 はせ る顏 である。 ， 

この 顏は 癲癇 だ、 その 言語な き 舌 は、 この 世の ものと も 思 はれぬ 叫び を發 する、 

その 血管 は 頸 根まで 怒張し、 その 眼 は 廻り 動いた 擧 句に 白 跟 だけになる、 

その 齒は嚙 み 合 ひ、 手の平 は內 側に 助った 指の 爪で 刺し通される、 


その 人 は 十分の 意識 を 持ちながら、 泡 を 吐き、 身悶えして、 地面の 上に 打ち倒れ る。 

あ ひくち 

あの 顏は B: 烏 や 害蟲 のために^ はれて ゐる、 さう して この 顔 は 半ば 鞘を拂 つた 殺人者の 匕首 だ。 

この 顔 は 寺 守りに 贈った 恐る ベ き 内密 の 金 で 存在 を績け てゐ る、 

小 休な き 塊 葬の 鐘が そこに は 鳴って ゐる" 

かくて これらが 人 問の 實際だ —— 大きな 圓 るい 地球の 上に ゐる 統領と 凡 入と だ！ 

ん ま、 た. o  *1 、し *J 

私と 同じ 人間 達の 顏容 よ、 お前 はお 前の 皺 だらけな 死 色を呈 した 多數の 行進 を 以て 私 を 欺かう とする のか、 . 

さあ、 お前 は 欺きお ほす ことが 出来まい よ。 

私 はお 前の 決して 失 はれない 完全な 豐 かさ を 見る から" 

私 はお 前の il れた 卑しげ な 假裝の 一 皮下 を 見る から。 

思 ふま &に顏 を かしげる なり、 曲りくねらせろ I 魚類 や 鼠 類が 前肢 を 動かし 廻 はす やうに して、 嘲るなら 嘲って 見ろ 

私 はお 前の 口 網 を 取 去る から、 屹度 取 去って 見せる から リ 

私 は 白痴 院にゐ る もの V 巾で も 最も 汚らしい 涎く りの 白痴の 顏を 見た、 
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さう して 私 は 人々 が 知らない やうな 慰藉 を それに 對 しても 持つ ことが 出来た。 

私の 同胞 を i ろに し、 傷け た 力に ついて 私 は 知って ゐた。 

その 同じ 力が i れた 住家から 塵芥 を 一掃す るた めに 待ち 構へ てゐ るの だ。 

さう して， ムょ 二十 かその 倍 程の 時代の 先き を 見守る だら う、 

さう して そこに 私 は、 私自身と 優劣の ない、 完全に して 群れない 眞の 地の 支配者と めぐり 遇 もら 

四 

支配者 は 進出す る、 さう して 更に 進出す る、 

常に 暗影 を先驅 とし II 常に 行き と^いた 手が 後れ 勝ちな もの を驅り 立てつ 5 

支配者の この 顔から は P と 軍馬と が 現 はれ 出る— お、 素晴らし さ！ 何が 起る か を 私 は 知る、 

私 は先驅 者の 高い 精子 を 見る — 私 は 疾走 者の 險が 露拂ひ をす るの を 見/。 

私 は 勝利の 鼓聲を 聞く。 

この 顏は 救助船で ある、 

この 顔 は 威嚴を 持った 有 髯の顏 で、 他の 人々 の 些事 を 心に かけな I  . 

この 額^ いつでも 食 ふにょい 香 ひ ある 果物 だ 

健康で 眞 面目な 靑 年の 顔 は 凡ての 善の 約束 だ。 

こ^らの 額^、 眠って ゐ ても覺 めて ゐて も、 私の 言葉 を立證 する 


彼等 は 神 そのもの 、子孫で あるの を 示して ゐ る。 

私の 言葉に 私 は 責任 を 持つ、 私 は 除外例 を 作らない —— 赤 人種で も、 白人種で も、 黑 人種で も 凡て 神ら しいの だ。 

巧の 家に は 子宮が ある —— それ は數 千年の 後に 現 はれ 出る。 

窓の 汚染 や 龜裂は 私 を a し はしない、 

て こと は 

丈け 高く 完全な ものが、 その後ろ に 立って 私に 手 言葉 を與 へる、 

私 は それに 約束 を讀 む、 さう して 忍耐して 待つ。 

これ は 盛り 咲きの 百合の 花の 顏だ" 

彼女 は 花園の 垣根に 倚る しなやかな 腰つ きの 男に 話しかける、 

「おいで」、 彼女 は顏 赤らめながら 呼びお こす、 「近くに おいで、 しなやかな 腰つ きの 男よ、 

私が 出来るだけ 丈 を 高く して あなたに 倚り か \ るから、 側に 立って、 

私 を 白色の 蜜で 滿 たして おくれ、 私の 方に 折れ か^んで おくれ、 

あなたの 硬い 髯で私 を こすって おくれ、 それ を 私の 胸 や 肩に こすりつけ ておくれ」 と。 

五 

夥多の 子供 を 持つ 老いた 母の 顏 ー 

しつ、 靜 かに！ 私 は 存分に 滿 足す る一 
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m 曜日の 朝、 朝靄 は 静 かにお そくまで、 

それ は 木 柵の へりの 並木の 上に 低く か k り、 

並木の 下の サ、 ブラス や、 野 櫻 や- 猫い ばらの 上に も か 、る。 

私 は 富んだ 贵 夫人 等が 盛装して 音 樂夜會 に 臨む のを兑 た、 

私 は 唱歌 者 達が 長 々と 歌 ふの を 聞いた、 

誰が 花の やうな 若々 しさで、 白き 水泡、 鉗靑の 水から 跳り 出た 力 を 聞、 た。 

見よ、 女 を！ 

皮 女はフ レン ド宗徙 風の 帽子から 顏を のぞかせて i その 顏は 大^よりも 更に 朗ら 力に^ し、 

百姓家の、 R 影に なった 廣緣 に、 彼女 は紘 かけ 椅子に 倚る、 

太陽 は 丁度 年老 いた その 白 髮の上 に 照る。 

彼女の ゆたかな 上衣 は タリ ー ム 色の リンネル だ、 

そ の 孫獻 1 ^達 は 亞麻を 作り、 そ の 孫娘 達 は それ を 紡絲車 にかけ て 紡む。 

歌の やうな 大地のと-の ひ！ 


その 完成 さに 哲 i}- の 達し 得る ところで はなく、 又 達しよう との 望み すらない 0 

ホ分 のない 人類の 母。 

大道の 歌 . 

脚に まかせ、 心も輕 く、 私 は 大道 を濶 歩す る、 

煺 全に、 自由に、 世界 を 眼の 前に 据 ゑて、 

私の 前の 黑 褐色の 一路 は、 欲する がま &に私 を 遠く 導いて ゆく。 

これから 私 は 幸運 を 求めない II 私が 幸運 そのもの だ、 

これからもう 私 はくよ くしない、 躊躇 はない、 又 何者 をも耍 しない、 

剛 に飽滿 して、 私 は 大道 を 旅して ゆく。 

大地 II 大地 は 自足して ゐる、 

私 は 星座 等が 更に 近くに あるべき 必要 を 見ない、 

私 は それらが 極めて 正しい 所に あるの を 知る、 

それらに 屬 する もの は それらに 滿足 して ゐ るの を 知る。 
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(然 かも 私 は 快 I 重荷 を擔ひ つ r けて ゆく、 

男と 女と を 私 は 運ぶ II 何處に 行く のに も それ を 運ぶ、 

誓ってい ふ、 私に は 彼等から 遁れる 術がない、 

私 は 彼等で 一 杯 だ、 その代り 彼等 も 私で 一 杯に してやる。〕 

二 

汝大逭 よ、 私 はお 前の 上に 立って 見廻 はして 見る！ こ& にある のがお 前の 凡て^ はない の だら 5、」 

眼に 見えな い 多くが なほこ \ に は あるの だら う。 

玆に 深遠な 攝 取の 教訓が ある、 それ は 愛 僧を絕 して ゐる、 

獸 毛の やうな 髮 毛の 黑奴 も、 極 電惡人 も、 病 者 も、 文盲 も 退けられ はしない、 

誕生、 翳 者への 急使、 乞食の 逍遙、 醉 ひどれ の よろめき、 笑 ひさ^め く 機械工の 一 圑、 

若い 遁走 者、 富豪の 車馬、 めかし や、 骶け 落ちの 男女、 

とむら ひぐ る ま  . 

朝市に 出る 男、 葬 車、 町に 運び入れられる 家具、 町からの 歸還 者、 

それら は 通行す る —— 私も亦 通行す る II 如何なる もの も 通行す る II 何者 も 禁制され ない、. 

凡てが 攝 取され る I 凡てが 私に 親しまし い。 


その 呼吸に よって 私に 言葉 あらしめ る汝、 ^氣 よ！ 


混亂の 中から 私に 意味 を fr ひ 起し、 それに 形を與 へる ところの 汝、 物象よ！ 

お ほ あめ 

私と 萬 有と を 平等な 麗 はしい その 大雨の 屮に 抱きつ k む汝、 光よ！ 

路の兩 側に 不規則な 凹み を 作って 踏みならされた 汝、 小徑 よ〜 

お前 達 は 股に 見えない 存在で 充滿 して ゐる らしい I お前 達 は 誠に 私に 親しまし い。 

汝、 旗に 飾られた 都會の 道々！ 汝， 曲り角の 強い 力石よ！ 

汝、 渡船よ！ 汝、 繁船 場の 平板と 木 柱よ！ 汝. その 側面の 木材よ！ 汝、 遠くに ある 船よ I 

汝、 家々 の 列な りよ！ 汝、 窓 を ちりばめた 家の 正面よ！ 汝、 屋根よ！ 

汝、 玄關と 入口よ ー 汝 * 冠 石と 鐵 柵よ！ 

透明なる 玻璃に よって さまぐ の 物 を 人の 眼に さらす 汝、 窓よ！ 

汝、 戶 よさう して 階段よ！ 汝、 穹.， 窿 よ！ 

汝、 限りなき 石疊の 灰色なる 石よ！ 汝、 踏み へらされた 通行 場よ！ 

お前の 手近かに あった 凡ての ものから、 お前 は 自身に 陚與 したと 思 ふが、 今 その 同じ もの を 私に も竊 やかに 賦與 しょう 

とする、 

生きた もの 死んだ もの を 問 はず、 お前 は それでお 前の 無 感 覺 らしく 見える 表面 を滿 たした やう だが、 それらの もの V 靈 

は 私に もよ く 解り、 さう して 親しむべき ものである だら う。 

大地 は 右手に も 左手に も擴 がり、 
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その 光赍は 生き、 その どの 部分 も 最上の 姿で、 

要せられる 所に 昔樂が 起り、 さう して 耍 せられない 所に は 音樂が 止む、 

公け の 大道の 快活な 聲 I 大道の 華や かな 生きく し た 感覺、 

お、 街^ を 私 は 旅する！ お、 公け の 大道！ お前 は 私に いふか、 「私 を 見捨て X はいけ ない。」 

お前 はいふ か、 「n3 險 するな" 若しお 前が 私を兒 捨てたら、 お前 は 失 はれる。」 

お前 はいふ か、 「私 は旣に 整頓され たの だ II 私 は 十分に 踏みならされ 十分に 認められて ゐる II だから 私に 膠潸 しろ」 

と 0 

お、 公け の 大道よ！ 私 は 返答す る、 私 はお 前 を 捨てる の を 恐れて はゐ ない II しかも 私 はお 前 を 愛する ぞょ、 

お前 は 私が 私自身 を 表現す るより 以上 に 私 を 表現す る、 

お前 は 私に 取って 私の 詩 以上の もの だ。 

思 ふに あらゆる 偉れ た 行 ひ は 凡て 外氣の 中に 企てられる、 さう して 凡ての 偉大な 詩歌 も 亦、 

私 は こ k に 足 を 止め て ゐては 奇蹟 をな す こ とが 出來な い やう だ。 

(私の 判斷 力， 思想 は、 これから は 外氣の 中、 大道の 上で 試みる。) 

大道の 上で 出 遇 ふ もの は、 何んでも 私の 氣に 入る だら う、 さう して 私 を 見る もの は 誰でも 私 を 好 くだらう。 

私が 服 をと める 人 は 誰で も 幸福 だ ら 5。 


今の この 時から、 自由 ー 

今の この 時から 私 は 制約 や、 空想的な 境界線から 自ら を^^す る こと を 命ずる、 

どこに 行かう と、 私 は 全然 的に 絕對に 私自身の 主、 

他 八に も 耳 傾け、 そのい ふ 所 をよ く 思 ひめぐ らし、 

立 はり、 探り 求め、 受け入れ、 熟慮し はする が、 

しとやかに、 然し 担み 難い 意志 を 以て、 私 は 私 を 捕 へんと する 桎梏から 私自身 を 奪 ひ 返す の だ。 

私 は^ 間から 大氣を 吸 ひ 入れる、 

東 も 西 も 私の もの、 さう して 北 も 南 も 私の もの だ。 

私 は .H 分で 思って ゐた 以上に 大きく 且つ 善い、 

凡ての ものが 美しく 兑 える、 

私 は 男の 入に も 女の人に も 繰り返して いひたい、 あなたが たは 大層ない X こと をして くれたから、 私 も 同じ だけの こと 

を あなたが たにして 上げた い と。 

私 は 歩 を 移す につれ て、 私自身の 爲 めに 又 あなたの 爲 めに 獲得して ゆく、， 

私 は 進み ゆく につれ て 私自身 を 男 等と 女 等との 中に ふり 撒いて ゆく、 

私に 新しい 喜びと 荒々 しさと を 彼等の 中に 押しむ ける、 
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誰が 私 を 退けようと、 私 は それ を 苦に はしない、 

誰かぐ 私 を迎へ 入れるなら、 その 男の人な り 女の人な り は 祝福され る だら う、 さう して 私 を 祝福す る だら う。 

六 

今一 千の 完全な 男 が 現 はれ 出た としても、 それ は 私に は 不思議で はない、 

今 一 千の 美しい 姿の 女が 現 はれ 出た とする も、 それ は 私に は 不思議で はない。 

今 こそ 私 は 最上 の 人間が どうして 作られる か を 知 つ た、 

それ は 外氣の 中に あって、 大地の 上に 食 ひ 且つ 眠る ことによって 作られる の だ。 

こ i に 偉大な 個性的の 行爲が 働く 餘 地が ある、 

偉大な 行爲は 全人 類の 心 を把摑 する、 

力と 意志との 流 射 は 法律 を轉 倒させ、 それに 反對 する 凡ての 權 威と 議論と を憫 殺す る。 ， 

こ V に截智 の試定 が ある、 

敦智は 徹底的に 學 校の 中で 試定 され 得る もので はない、 

釵智は それ を 持って ゐる 人から 持って ゐ ない 人に 仕绘 られ 得る もので はない、 - 

歙智は 魂の もので、 立證 のしよう がない、 それ 自身が その 立證 だ、 

凡ての 程度、 凡ての 物象、 凡ての 質價に 使用され て、 滿足 する もの だ、 

それ は 事物の 實 在と 不滅、 及び 事物の 優秀 を證 明す る、 


寧 物の 外形の 流轉の 中に、 魂の 中から 叙智を 呼び 覺 すべき 何者か^ あるの だ。 

かくて 私 は あらゆる S- 及 ひ 宗敎を 吟味す る、 

それら は 講義 室で うまく 立說 される かも 知れない が、 しかも 高大な 雲の 下、 野外、 流る > 潮の 傍らにあって は 立 « され 

ないか も 知れない。 

こ 、 に實 現が ある、 

こ、 に 共感す る 人が ある II 彼 はこ、 にあって、 彼の 衷 にある もの を實 現す る Q 

過去、 未來、 莊嚴、 愛 — 若し それらが お前に 虚ろな ものなら ば、 お前 も 亦 それらに 虚ろな もの だら う。 

凡ての 物象の 中核の みが 養分と なる、 

お前の ために、 又 私の 爲 めに 外殼を 裂き 破って くれる 人 は 何 處にゐ るの だ、 

お前の E:! めに、 又 私の 爲 めに 權 謀と 束縛と を 切り放して くれる 人 は 何 處にゐ るの だ、 

こ、 に 牽引が ある II それ は豫め 形造られ たので はなく I 時宜に 應 じて 出来た の だ、 

お前が 道 を 行く 時、 見 も 知らぬ 人に 愛せられ ると は どんな こと だか 知って ゐ るか。 

お前に 振り向けられた 眼の 球の 言葉 を 解す る こ とが 出来る か。 
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こ k に 魂の 流 射が ある、 

魂の 琉射は 間 題の 種 を播き 乍ら、 木の葉に 掩 はれた 門 を 潜つ て內 部から 流れ出て 來る。 

この あこがれ 心、 それ は 何故 だら う、 又 それと 定めが たいこの そ どろ 心、 それ は 何故 だら う、 

何故^の 入 達 女の人 達が 私の 側近く 來 ると、 太陽の 光が 私の 血に 漲る の だら う、 

何故 彼等が 私 を 離れる と、 私の 歡 びの ！li は 細く 垂れ 下る の だら 5、 

何故 私が その 下 を 歩く ごとに、 あすこの 樹 から 偉大な、 音律 的な 思想が 私の 上に 降る の だら う、 

(思 ふに 人 は あの 樹に夏 冬 をつ るして おいて、 私が その 下 を 通る とその 木の 果を 落して よこす の だ。) 

私が 兌ず 識ら ずの 人と ふと 取り 交 はす そのもの は 何んだ、 

御者の 则 近く 坐って ゐる 時、 その 御者と. 収 りか はす そのもの は 何んだ、 

私が 行きずりに 立ち 停って 見る、 引 網 を 引く 漁師と 収り交 はす そのもの は 何んだ、 

私が 自由に 女な り 男な りの 好意 を受 入れる の は 何が させる 業 だ、 又 私の 好意 を 彼等が 受 入れる の は 何が させる 業 だ。 

八 

魂の 流 射 は 幸福 だ II こ-に 幸福が ある、 

思 ふに それ は 外氣の 中に 遍漫 し、 常に 人 を 待ち かまへ てゐ る、 ， 

今 それが 私達に そ&ぎ 入った I 私達 は 正しく 滿 たされた、 

こ k に 無礙な 愛着 的な 性格 は 生ずる の だ、 

無礙な 愛着 的な 性格 こそ は 男な り 女な り を 生きく とし、 香 ひやかに する、 

(朝の 若草 は 毎日 その 根から 生き/ \- と 香 ひやかに 萠ぇ 出る けれども、 性格が 生きく と 香 ひやかに それ 自身から 萠ぇ出 


る 姿に は 及ばない) 

無礙な 愛着 的な 性格に 向って 老少の 差な く 愛の 汗 は 流れ出る、 

か k る 性格から 美 や 修練 を憫 殺すべき チヤ ー ム が蒸餾 されて 滴り落ちる、 - 

か X る 性格の 方に 戰慄し 熱 欲する 接觸の 悶えが 高まる。 

さあ 行かう ー お前が 誰で あらう と、 私と 一緒に 旅して おいで！ 

私と  一 こ， 旅する 以上、 お前 は 決してお 前 を 倦まさない もの を 見出す の だ- 

大地 は 決して 倦まさない、 

弋^よ 一 見 荒つ ヨ くて、 沈默で 依體が 解らない II 自然 は 凡て 一 見 荒つ ぼくて 依體カ 1 らな、 の だ、 . 

夫 望して よ ノ于 ない —— 我曼 しろ —— 十分 被 はれて はゐ るが、 そこに は 神聖な ものが ある、 

誓ってい ふが、 そこに は 言葉に はい ひ盡 せない 程 美しい 神聖な ものが あるの だ。 

さあ？ かう！ 私達 はこ、 に 停って は ゐられ ない ー 

商品の 一 杯な これらの 店が どれ 程 心を牽 くと も — どれ 程 この 住居が 電賨 でも、 私達 はこ X にゐ殘 つて ゐる譯 に は ゆか 

な I 

此の 港が 何程 安全で も、 そこの 水が 何程 穩か でも、 私達 は锭を 下ろして ゐて はならない。 
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有 島武郞 ^集 笫四卷  四 一 四 

私達の 周 園が どれ 程 旅人に 親切で も、 私達 はた ど 束の間 だけ その 親切 を 受ける こと を 許される の だ。 

1 〇 

さあ 行かう！ 誘引 は 更に 大きいだら 5! 

私達 は 水路 もな い 荒海 を 航海す るの だ、 

私達 は、 風が 吹き、 波が 騷ぎ、 ヤン キ ー の 快走 船が 一杯に 帆 を 張って 走って ゐる遙 かな 所に 行く の だ。 

さあ 行かう！ 力、 自由、 大地、 元素と 共に！ 

健康、 不羈， 快活、 自尊、 好奇、 

さあ 行かう！ 凡ての 形式から！ 

貴樣 達の 形式から、 お. ^蝙蝠の 眼 をした 物質主義の 僧侶 達よ！ 

無益な 死餒が 道 を 塞ぐ I 葬り の い とま もな い。 

さあ 行かう ー 然し 警戒 を 聞け！ 

私と 一緒に 旅する ものに は 最上の 血液と、 筋骨と、 忍耐と が 要せられ るの だ、 

男で も 女で も 勇氣と 健康と を 持ち 合 はさないなら、 私の 道に 來る こと は 出来ぬ。 

若しお 前が お前の 最上の もの を旣に 浪費して ゐる のなら、 こ、 には來 るな、 


唯 香 ひやかな 雄々 しい 肉體を 持った もの k みが 来る ことが 出來 るの だ 

病人 は 駄目 だ I 酒に 耽ける もの、 徵毒を 病む もの はこ、 に は 許されぬ の だ。 

私と 私の 仲間と は 議論 や、 比喩 や、 小歌で 說 伏し 合 ふので はない、 . 

私達 は 自分自身の 存在で 說 伏し 合 ふの だ。 

聞け！ 私 は眞劍 でお 前と 話す、 

私 は 古びた すべつ こ い 賞與を 提供す る ので はない、 然し 荒々 しい 新しい 賞與を だ、 

その 賞與 とい ふの はお 前に 来るべき 每日 をい ふの だ。 

お前 は 世に いふ 富 を 積み上げる こと はしまい、 

お前 は浪费 的な 手で お前の 得た もの 成就した もの 凡て を 撒き散ら すだら う、 

お前の 眼 あてに して ゐた 都市に 到着す る や 否や II お前が 滿 足して 腰 を 落着け る や 否や、 そこ を 立 去るべく 担み がたい 

招き を 受けねば ならぬ。 

お前 は 船に ゐ殘る 人達から 皮肉な 微笑 や 嘲罵 を 浴びせられる だら う、 

どれ 程辦な 招き を 受けよう とも、 お前 は 唯 別離の 熱い 接吻 を 以て 酬 ゆる 外 はない、 . 

お前 はお 前の 方に 兩手を 擴げて 引 留めよう とする 人々 の 抱擁 を 許して はならない。 
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1 二 

さあ 行かう！ 偉大なる 道 伴れ 達の 方へ！ さう して その 人達に 仲間入り する ために！ 

彼等 も 大道の 上に ある の だ ！ 彼等 は 敏捷な 堂 々 たる 男 達 だ！ 彼等 は 最も 偉大な 女達 だ I 

彼等 を 妨げる もの を乘り 越えて II 彼等 を 引きと める もの を 振りす て，. II 大 となく 小と なく 障碍 物 を あと こして、 乘 

り 越えて ゆく、 

罪惡を 遂げた 人 も、 多くの 美德を 遂げた 人 も、 

穩 かな 海を樂 しむ 人 も、 嵐の 海を樂 しむ 人 も、 

多くの 船 を 操った 人 も、 遠くの 道 を 歩いた 人 も、 

多くの 國々 の 住人、 遠い 住居の 人々、 

男 を 信じ 女 を 信ずる 人、 都市の 觀察 者、 孤 蜀な勞 役人、 

<さ むら 

叢. 花卉、 汀の 貝類に 足 を 停めて 考 へる 人、  .、 

^禮の 舞踏の 舞踏 者、 花嫁 を 接吻す る 人、 子供達の やさしい 保護者、 子 を 生む 人、 

叛逆 軍の 兵士、 まだ 埋めない 墓穴の 側に 佇む 人、 死棺を 垂れ 下ろす 人、 

季節 定めず 幾年 も 旅する 人 II 不思議な 月日、 それ は その 前行の 月日から 現 はれ 出る、 

謂 は t 道 伴れ を 持って 旅する 人、 その 道 伴れ と は 彼 自身の 種々 な 一生の 姿な の だ、 卽ち、 

包蔵され てま だ實 現しない 嬰兒 期から 進み出る もの、 

靑春を ^伴れ に 旅する もの、 I. 有 髯の强 健な 成年 期 を 道 伴れ に 旅する もの、 


滿ち 足りた、 無類な、 充足した 女盛り を 道 伴れ に 旅する もの、 

^女に か、 はらず、 彼等 自身の 崇萵な 老年 期と 共に 旅する もの、 

老年 期、 それ は 宇宙の 誇りが な廣 さほどに 落ち着いて、 成長して、 廣々 とした、 

老年 期， 近づき 來る 甘美な 死の 自由 さ を 以て、 自由に 振舞 ふ 老年 期と 共に 旅する もの も。 


さあ 行かう！ 無 始 であるが 如く、 無 終で ある 所へ、 

螯の 彷徨と いはず、 夜の 休息と いはず、 凡ての 1.驗 を 得る ^めに、 

旅行の 間に、 そこに 起ろ 凡ての もの、 そこに 起る 晝をも 夜 を も 旅に 溶かし こむ 爲 めに、 

更に それらの もの をより 高い 旅に 溶かし こむ 2! めに、 如何なる 所で もお 前が 達して 更に その 先に 進む ことの 出来ない 所 

は 一 つもない の を 知る 爲 めに、 

如何に 遠い 未來 であれ、 お前が それに 達して 更に その 先に 進む ことの 出来ない 時と いふ もの k ない こと を 感得す る爲め 

如 何なる 大道で もお 前の 爲 めに 橫 はり n: つ 待って ゐ ない 大道 はない の を 見やり 見 かへ る爲 めに、 — 如何に 遠くと も大 

道 はお 前の 爲 めに 橫 はり 且つ 待って ゐる、 

如何なる 存在で も、 祌の でも、 その外の 存在で も、 お前が 達し 得ない 存在 はない の を 知る 爲 めに、 

如何なる 所お 物で もお 前の 所有し 得ない もの はない の を 知る 爲 めに —— 勞役 せず 買收 せず して 凡て を樂 しみ I 盛宴 だ 

け は 除外す るが、 といって その 一 つ だ も 除外す る ことなく、 

^入の 農！； と、 ^豪の 閑莊 との 3 お 上の もの を蘧 得し、 よい 夫婦の 淸 潔な 祝福 を 獲得し、 栗 樹阛の HK 物と 花 11 の 花と を鑊 

ホ ヰット マン 詩 第  ra: 一七 


おお 武郞 全^ 笫 I： 卷  四 ーバ 

得し、 

お 前が 0 り 行く 都^ I か ら 必要に まかせて 獲得し、 

のち，/ ゝ 

お前が 出 遇った どこでもの 建築物 と 街路 と を 後々 まで も 持ち 繽 け 、 

お前が めぐり 遇った 人々 の頭腦 から は その 思 ひ を I その 人々 の 心臓から は その 愛 を 集め、 

お前の 愛人 を 路上の 道 伴れ とし、 しかも その 愛人 を 後ろに 殘し、 

宇宙 そのものが 一 つの 大道で あり II 多くの 大道で あり II 旅行く 魂に 取っての 大道で あるの を 知る 爲 めに。 

1 四 

魂 は 旅して 行く、 

肉 體は魂 ほど 遠く 旅し はしな い、 

肉體も 丁度 魂 ほど 大きな 仕事 をし、 遂に 魂に 旅させる 爲 めに 離れ 去って ゆく。 

魂の 旅の 爲 めに は 凡ての ものが 離れ 去る、 

凡ての 宗敎、 凡ての 堅固な 物象、 藝術、 政府、 —— この 地球と いはず、 凡ての 星體の 上に ありし もの、 今 ある もの は、 

宇宙の 莊 厳な 大道 を ゆく 魂の 行列の 前に は、 悉く 物 蔭、 片隅に 隱れ 去って しま ふ。 

宇宙の 莊嚴な 大道 を 行く 男と 女との 魂の 行進から いふと、 他の 一 切の 行進 は附屬 的に 必要な 象 徵で薆 分で あるに 過ぎな 


どこまでも 生き/ \ と、 どこまでも 前方に、 

莊^ に、 嚴肅 に、 悲痛に、 隱れ て、 返 けられて、 狂 ほしく、 混亂 して、 虚弱 こ、 不滿 ^こ、 

め 

^^に、 誇りが に、 愛で たげ に、 惱 ましく、 或は 人に 受け入れられ、 或は.^ こ 虽 ナら 、、 

人 は 行く！ 人 は 行く！ 私 は 人々 が 行く の を 知って ゐる、 然し 何處に 彼等が 行く のか を 知らない、 

けれども 彼等が 最上へ、 —— 何 か 偉大な もの 、方へ 行く の だと は 知って ゐる。 

1 五  • 、 

さあ 行かう！ お前が 誰で あらう と！ 出て おいで！ 

とま 

あ 前 は 家の 中に 眠ったり、 ふざけた りして、 逗 つて ゐて はならない、 その 家 はお 前が 建てた もので も、 お前の 爲 めに 建 

てられた もので あつ て も、 

こもり ゐ 

さあ 行かう！ 暗い 籥居 から！ 

反抗した と 』 J ろが 無駄な こ とだ -— 私 は 凡て を 知 つて ゐる、 さう し て それ を發 くの だ。 

見よ、 餘の 人と 同様に 醜惡 なお 前の 中に、 

人々 の 笑 ひと、 舞 踏と、 馳走と、 食事との 中に、 

衣裝 や 裝飾品 の內 部に、 洗 ひたて、 撫でつ けた 顔の 裏 卿 はに、 

見よ、 祕^ な、 沈默 した 厭 忌と 絕 望と を。 

如何なるお 人 も、 妻 も、 友 も 告白の 聽手 たる 信用 をお くこと が出來 ない、 
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第二の 我、 卽ち 各人の 複已 が、 告白すべき こと を こそくと 祕密 にして 暮 して ゐる、 

都會 の 街路 を 姿 も な く 言葉 も な く、 客間で は 蹬裝正 しく 慇穀 に、 

汽^の 中で も、 汽船の 中で も、 公衆の 集會の 中で も禮儀 正しく 慇 勤に、 

男と 女と が銘々 の 家庭に 歸 つても * 食卓で も、 室で も、 何處 でも、 

氣 のきいた 身なり をして、 顏付は にこやかに、 姿勢 はしゃん として、 しかも 胸骨の 下に は 死 を、 頭骨の 下に は 地獄 を、 

躇 服と 手袋と に 身を裝 ひ、 リボンと 造花と に 身 を 飾り、 

習慣に は 見事にば つ を 合せながら、 第二の 我に ついては 片句 をも發 しない。 

顧みて 他 は いひながら、 然し 第二の 我 そのものに ついては 決して。 

1 六 

さあ 行か 5! 苦闘 をし、 奮戰 をして、 

旣 にお ざされ た 目的 は復た 取消す ことが 出來 ない の だ。 

過去に 於ての 苦鬪は 成功した か、 

何が 成功した か、 お前が か、 お前の 國民 がか、 a: 然 がか、 

今、 よく 私 を 理解して くれ II 凡そ 成功の 結果から、 その 事柄が 何んで あれ、 更に 大 なる 苦闘 を 必要と する 何事か^ 生 

れ出 るに ちが ひな いのは、 物事の 本質に 備 はって ゐる ことなの だ。 

私 の 招き は戰鬪 へ の 招き だ —— 私 は 本氣で 叛逆 を敎^ する、 


私と 一 緖に 行く その 人 は、 滿 足に 武装して 行かねば ならぬ、 

私と 一緒に 行く その 人 は、 足ら はぬ 勝ちな 糧食と、 貧困と、 怒れる 敵と、 反り 忠 とに 度々 遇 ふの だ。 

1 七 

さあ； 仃 かう！ 大道 は 私達の 前に ある！ 

そこ は 安全 だ ！ 私 は 歩いて 見た の だ I- 私の この 足が 十分に 試みた の だ。 

さあ 行かう！ 躊蹐 するな！ 

f" かない ま」 に 紙 なぞ は 机の 上に 置いて おけ、 書物 は 本棚に 開かずに しま ひこめ！ 

工具 は 工場に、 金 は 儲けずに ほったらかし ておけ、 

^校に も 近づくな、 敎師の 言葉に は 耳を藉 すな！ 

^侶に は講墳 から 勝手に 說敎を させろ！ 狀師に は 法廷で 勝手に 論じさせ、 法官に は 勝手に 法 を ひねくらせ ておけ！ 

わが 子よ！ 私 はお 前に 私の 手を與 へる！ 

金より は 少し 贵ぃ 私の 愛 をお 前に 與 へる！ 

^敎ゃ 法令の 代りに 私 はお 前に 私自せ を與 へる！ 

お前 もお 前 自身 を 私に くれない か、 さう して 一 緒に 旅に 出ない か、 生きて ゐる 限り、 お 互にし つかり 依 賴し合 ひながら。 
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ブルック リ ン渡 is 場 を橫ぎ りて 


眼の 下の 潮の 流れ！ 私 はお 前 を まともに 眺め 見る， 

西に ある 雲！ 半峋の 後に 沈むべき 太陽！ 私 はお 前 を まともに 眺め 見る。 

^段 ど ほりな 胀裝 をした 男女の 群！ あなた 方 は 何ん と 不思議に 私の 眼に 映る よ！ 

渡船場 を、 幾 巧 又 幾.. {1 と 船 越えして 家路に 就く、 その あなた 方 は、 自分で 想像す る 以上に 私に 取って は不思 I! だ、 

さう して 何年 かの 後に、 岸から 岸へ と 弒 つて 行く 人達、 その 人達 は 自分が 想像す る 以上 それ を默 想す る 私に^つ ては不 

思議 だ。 

二 

凡ての 「物」 及び 凡ての 「時」 からの 形な き榮 簦、 

單 純な、 n の つんだ、 脈絡の ある 計畫 I 私自身 は それから 分立して、 凡ての 人が 分立して、 しかも その 計蠻の 一部分、 

過去に あった 凡ての 似寄り、 さう して 未来に あるべき それ、 

榮光は 私の 細微な 視 象に も聽 •： 首に も 飾り 玉の 如く 繋がり！ 街頭の 路上に も、 渡船場の 行き かひに も、 

潮 は疾く 流れて、 私と 共に 遠く 漂 ひ 去りつ \、 

私の 後に 現 はれ 出る 人々、 その 人々 と 私と を繫ぐ 因緣、 


その 八々 の 必然 さ I その 人々 の 生命、 愛慾、 視る 力、 聽 く 力。 

その 入々 も 渡船場の. K 戶 をく どり、 岸から 岸へ と 船 越えす る だら う、 

その 入々 も 潮の 流れ を 眺め 見る だら う、 

その 人々 も マ ン ハッタ ンを 北に 西に 船の 行く の を 見、 ブ ルツ タリ ンの 丘陵 を 南と 東に 見やる だら う、 

その 人々 は 大きな 小さな 島 々 を も 兌る だら 5、 

冗 十 年の 後、 人々 は 渡船の 時、 それらの もの を 見る だら う、 半 f- の 後に 沈むべき 日の 光で、 

百年の 後、 さう してな ほ數十 百年の 後、 他の 人々 が それらの もの を 見る だ， T う 0 

ひき し 3 

日沒、 滿ち來 る 上げ潮、 海へ と 流れ 歸る 干潮 を樂 しみ 見る だら う。 

三 

「時」 も 「處」 も 妨げに はならない —— ^り は 妨げに はならない、 

或 時代の 男よ 女よ、 さう して 更に 幾 時代 も 後の 男と 女よ、 私 は あなた 方と 一 緖にゐ る、 

私 は 私.； E 身 を 放射す る I 私 は又歸 つて 行く I 私 は あなた 方と 一 緖にゐ る。 さう して 凡て を 知って ゐる。 

あなた 方が 空と 海と を 眺めて 感ずる、 その 通り を 私 も 感じた の だ、 

あなた 方の 誰もが 雜閙 する 群衆の 一 人で ある、 その やうに 私 も 群衆の 一 入だった の だ、 

あなた 方が 河の 喜びと その 輝かしい 流れと によって 生氣を 取り返す、 その やうに 私 も 生 氣を収 りお 一した の だ、 

あなた 方が 立って 欄に 倚り、 しかも 速 かな、 水の 流れと 共に 急き 流れる、 その やうに 私 も 立って、 しかも 急ぎ^.;; たの 
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だ、 

あなた 方が、 無數の 檣と、 込み合って 立つ 蒸 汽船の 煙突と を 見やる、 その やうに 私 も 見やった の だ。 

私も亦 幾度と なく、 半峋の 後に 沈むべき 日 をう けて、 この 河 を 船 越えした、 

私 ま 十二月の 海鳥 を兑 やった — 彼等が 大空に 高く、 その 胴體を 微動 させながら、 翼は延 した ま& 飛び 流れる の を 見 

た、 

黄色い 光が きらくと その 鳥類の 背 を か V やかし、 その 餘の 部分 を 深い 陰影の 中に おいた の を 見た。 

^は ゆるやかに 描かれる 輪 を 見た、 さう して それが 南の 方へ と 遠ざかって ゆく の を 

私も亦 夏の 空の 氷に 落ち 映る の を 兌た、 

陽の 光の 水に ひく 反射で この 眼 はまぶ しくされ た、 

日に か V やく 水の 中に、 私の 頭の 形が 映って、 それから 遠心 的に 麗 はしい 光輪の 放射され るの を 見た ノ 

南、 西南の 丘々 に 晴れ 霞の いざよ ふの を兑 た、 

ラろ こぐ あ  •  I  '  -\ 

紫に 彩られた 鱗雲と な つて 水 蒸氣の 流れる の を HK た 

灣の 下の 方 を 眺め やって、 入船の 數々 にも 注意 ヶ 向けた、 

その 近づく の を、 さう して その上に 私の 親しまし い 人々 のゐ るの を 見た、 

大小の 帆船の 白 布の 帆 を 見た .—— 錨 を 下ろした 船 を も 見た、 

帆綱 こ 倚って 動く 水夫、 潢 桁に またがって いそしむ 水夫、 

«  なが は U 

丸い 帆柱、 ふらりく と 搖れる 船體、 蛇體の やうな 細々 とした 長癤、 


活動す る 大小の 汽艇、 水先案内 所に ゐる 水先 案 円 者、 

ほ V  * とぐ る £ 

船の あとに 殘る 白い^ 路、 船 輪の いそがしく 震へ を帶 びた^ 轉、 

各^の 船 旗、 B 沒 時に それ を 取 卸ろ す樣、 

海扇 形の 夕 波の 穗、 〔すく ひ あげた 盃〕 光に 戲れる 波頭、 

おぼろ/ \ になり ゆく 陸 續き、 船渠の 傍らなる 灰色 花崗 石の 倉庫の 壁、 

あや  1 しけ 

河の 上に は 影 まった 群れ、 だるま 船の 側に、 繋 ひ 合った 大きな 曳舟蒸 汽船 -I 乾し 草 を 積んだ 舟、 おそく 還った 脬船、 

もよりの 岸に は、 煉鐵 所の 煙突から 出る 火が 物々 しく 燃えて 夜 を 催 ほし、 

狂暴な 紅と 黄との 火光に 反映して、 黑 影の ひらめきが、 家々 の 頂" 町々 の峽に 放げ かけられて ゐる、 それ を 私 は 見た の 

だ。 

四 

これら、 さう して その他の 凡て は、 私に 取っても、 あなた 方に 取って と 同じだった- 

私 はこの こと を あなた 方に 告げる 爲 めに、 一 瞬時、 私自身 を 放射す る I -私 はまた 歸 つて 行く。 

私 は 殊に この 町々 を 愛した、 

私 は 殊に この 重々 しく、 流れ 早き 河 を 愛した、 

私の 見た 女 は 凡て 私に 親しまし いものだった、 

その他の 入々 も 同樣だ —— 私が 豫 見す るが 如くに、 私を囘 想す る 他の 人々、 

(時 はやが て來る だら う. 縱令私 はこの 日 この 夜、 こ- -に足 を 停めて しま ふとしても) 
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五  . 

何んだ、 それなら、 お 互 ひの 隔り は？ 

お 互 ひの 間に はさまる 何十 年、 何百 年の その 隔 りが 何になる？ 

それが 何んで あらう と、 妨げに はならない -—— 距りは 妨げに はならない、 さう して 「處」 も 妨げに はならない。 

六  . 

私も亦 牛； きた -I 豐 かな 丘陵 を 持った ブ ルツ タリ ンは 私の もの だ、 

私も亦 マ ン ハ ッ タンの 町々 を訪 ひ、 その 岸邊の 水に 身 を 浸した、 

私 も 亦、 不思議な 思 ひがけな い 疑問が 心 を搖 がす の を 感じた、 

白晝 群集す る 入々 の 間にあって、 その 疑問 は 私 を 襲った、 

夜お そく 家路に 就く 時、 或は 寢 床に 潢 はる 時、 その 疑問 は 私 を 襲った。 

黑ぃ 暗翳の 蔽 ひか 、るの は あなた 方の 上ば かりで はない、  - 

その 暗翳 は黑く 私の 上に も蔽 ひか. ^つたの だ、 

私が なし 遂げた 最上の もの も、 疑 はしく 甲斐ない ものに 見えた、 

私の 偉大な 思想、 と 自分で 思った もの も、 眞竄 にやく ざな ものではなかった か？ 人々 の 哂 ひに 値する もので はな かつ 

た 力？ 


^が 何んで あるか を^って ゐ るの は あなたば かりで はない、 

惡が 何んで あるか を 知って ゐた彼 は 私 だ、 

私も亦.： m 己 矛质と い ふ 古い 謎に 迷 ひ 入つ たの だ、 

無駄口 をき  > -、 赤面し、 怨言 を 連ね、 偽り、 盜み、 恨み を 抱き、 

偽りの たくらみ、 憤怒、 淫心、 口に もし 得ない 熱した 欲念 を 持って ゐた、 

つ- f じ  わるがしこ  、 -  S 

旋毛 曲り で. から 成 張りで、 愁深 かで、 淺 薄で、 惡 賢くて、 臆病で、 害心の ある ものだった。 

猿 も、 蛇 も、 豚 も、 私の 心の中に 缺 けて は ゐ なかった、  . 

欺瞞の 跟付、 m 鰭 目な 言葉、 好色の 思 ひ、 それ も缺 けて はゐ なかった、 

^過、 憎惡、 延滯、 卑陋、 怠惰、 それらの 一 つも 缺 けて はゐ なかった。 

けれども 私 は、 人 なつこく 誇り高い マンハッタン の 住民だった！ 

私が 近づき 或は 過る の を は. ると、 若い 人々 は 高い 朗らかな 餒 を擧げ て、 最も 親密な おで 私 を 呼んだ、 

立ち 停る 時、 私の 頭 は 彼等の 腕 を 感じ、 座に つく 時. 私に 對 して 彼等の 肉體 の無頓 清な 倚り か K り を 感じた 

街の 屮、 渡船の 上、 集會の 席で、 一 語 を 交 はす 機會 さへ なかった が、 私 は 愛する 者の 數 多く を 見出した、 

私 は 他の 人々 と 同じ 生活 を 生きて、 誰でもす る 笑 ひ、 齒 がみ、 眠り、 
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俳優 や 女優に 思 ひ 出される やうな 役目 を 演じた、 

誰でもが 演ずる 役目、 それ は 私達が 思 ふま^-になし 得られる、 思 ふま^-に 大きく でも、. 

思 ふま >| に 小さく でも、 又は 大小 を 同時に 兼ねて ども。 

九  < 

更に 私 は あなた 方に 近づかう、 

どんな 思 ひ を あなた 方が 私に 對 して 持た うと も、 それだけの 思 ひ を 私 も あなた 方に 對 して 持つ てゐた —— 私 は豫め それ 

を&へ てゐ た、 

あなた 方が 生れる 遙か 以前から、 私 は 長く 眞面 目にあな た 方の こと を考 へて ゐ たの だ" 

何 を 私が 身にしみ，^ と 感ぜねば ならな かつ たかを 誰が 知り 得よう？ 

私が この 事を樂 しみ 味つ てゐ るの を 訛が 知り 得よう？ 

あなた 方 は 私 を 兌ない にも か、 はらず、 私 は 今 あなた 方 を 見て ゐ るの だ、 それ を 誰が 知り 得よう。 一 

あなた 方ば かりで はない、 私ば かりで はない、 

少數の 民族 だけで はない、 いくらかの 時代 だけで もない、 若干の 世紀 だけで もない、 

凡ての 人が 時宜に かなった 流 射から、 凡ての ものに 共通な 中心から 來 たので あり、 來 るので あり、 來る ことで あらう。 

さう して それが 全體の 一 分子と なる の だ、 

あらゆる ものが 指し示す、 I 最微な もの も、 最大な もの も、 —— 


ある 必要な 被膜が 凡て を包圜 する、 さう して 魂 を も 適 富な 時期の 來 るまで 包麇 する。 

1 〇 

今、 檣の 林立す る わが マ ン ハツ タン 以上に、 

わが 河、 わが 曰沒、 海扇 形の 上げ潮の 波の 穂，  う. 

胴體を 微動しながら i り ゆく 海鷗、 薄暮の 光の 中に ある 乾草 船、 さう してお そく 還って 來た脬 船、 それ 以上に 素晴らし 

く 驚くべき 感觀が 他に あり 得る か を 私 は 訝 かる、 

如け なる 神が、 私の 手 を 握り、 さう して 私が 近づく や、 逸早く 高い 聲で 最も 親しい 名で 私 を 呼びかける、 あの 好まし I 

聲の 持主に 及び 得る か を 私 は 訝 かる、 

私の 顏を 見入る 男 や 女に 私 を 結びつけ ると 因緣、 それ 以外に 如何なる ものが 更に 微妙で あるか を 私 は 訝 力る、 

その 因瘃 こそ は、 今、 私 を あなた 方に, かし 込み、 私の 意味す ると ころ を あなた 方に そ、 ぎ 入れる の だ。 

お 互 ひに 理解した ね、 さう ではない か？ 

特別な 說明 もせず、 私が 約來 した もの を あなた 方 は 受け入れなかった か？ 

ゆ 問が 敎へ 得ない もの I 說敎が 成就し 得ない もの、 それが 今 成就され る、 さう ではない か？ 

巧^で は 到底 現 はれ 得なかった もの、 それが 私 一個に よって 現 はれ 出る、 さう ではない か？ 


流れよ、 河よ！ 上げ潮と 共 に 滿ち、 干潮と 共に 返け！ 
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なみが し- 2 

戲れ 行け、 海扇 形の 冠 を 持った 波頭、 

華やかな 落日の 雲！ お前の 榮光 もて 私 を ひた 濡らせ！ 或は 私の 後に 來る幾 時代 もの 男と 女と を、 」 

岸から 岸へ と 船 越えせ よ、 往来の 無數の 群れよ！ 

^立せ よ マ ン ハツ タンの 高き！！！ 起ち 上れ、 美しき ブ ルツ クリンの 丘、 

鼓動せ よ、 且つ 迷 ひ 且つ 訝 かる 頭腦 よ！ 問 ひと 答へ と を連發 せよ！ 

こ、 とい はず、 彼處 とい はず、 無盡 劫な 解決の 流れ をせ き 止めよ！ 

人 なつこく 餓ゑ たる 股よ- 家の 中、 町、 集 會の席 を 熟視せ よ、 

呼び 響かせよ、 若き 人々 の聲 よ！ 高々 と美し く、 最も 親密な 名で 私 を 呼べ！ 

生きよ、 なじみ 深い 生命よ！ 俳優 や 女優に 思 ひ 出される やうな 役： HI を 演じろ！ その 人の 思 ひの ま X に、 大きく もな 

り 小 さ くもな る その 役目 を！ 

思へ、 この 詩 を 口ずさむ 人々 よ、 私が 人知れず あなた 方 を 見守って はゐ ないか を、 

河 沿 ひの 彌ょ、 何 心なく それに 倚り か、 り、 しかも 疾き 流れと 共に 急ぎ ゆく 人々 を 堅固に 支へ よ、 

翔り ゆけ 海鳥よ ー 橫 ざまに、 又は 大^ 高く 大きな 輪 を 描いて 翔 り^べ、 

夏の 络を 映せる 水よ！ お前の その^ 色 を、 見お ろす 人の 眼が 受け入れ るまで、 大事に それ を 保って ゐろノ 

麗 はしい 光輪よ. 日に 照らされた 水の 中に 映る 私の 頭の 形、 又は 凡ての 人の 頭の 形の ま はりに 放射し ろ" 

近づいて 来い 船よ， 海の 口から！ 行き交 ひせよ、 白帆の 船よ、 小船よ、 よ- 

飜れ各 國の船 旗！ 日 沒には 型の 如く 取り 卸されろ、 

煉鐵 所の 煙突よ、 お前の 火 を 高々 と 燃え 上らせろ ー 喑ぃ影 を 夜に 投げろ！ 紅い 光、 黄色い 光 を 家々^ 蹈ひ か V やか 

せ、 


现 象よ. 今、 さう して 今から、 お前が 何んで あるか を 指し示せ、  . 

汝、 必要な 被膜、 魂 を^く 包 園し つどけ ろ、 

私の^ めに、 私の 肉體 のま はりに は、 あなた 方の 爲 めに、 あなた 方の 肉體 のま はりに は、 最も 神聖な 香料 を か X げ つる 

せ、 

榮 えよ 町々 よ！ お前の 船荷と お前の 裝ひを 現 はせ、 豐か にも 満ち足りた 河よ、 

何者 もより 靈的 であり 得ぬ 存在よ、 磺 大 せよ、 

何^もより 永續 的で あり 得ぬ 物象よ、 その 立場 を 守れよ。 

一 二 

私達 はお 前 並びに 凡ての もの & 上に 降る I 私達 はお 前の すべて を 捕へ る、 

忠^なる 固體と 液體、 お前に よっての み 私達 は 魂を實 現す る、 

お前 を緣 にして、 色 も、 形 も、 位置 も、 莊嚴 さも、 神々 しさ も、 

お前 を綠 にして、 凡ての 證 明と 比較、 さう して 私達 自身の 凡ての 示晈と 決定" 

乙.？ ぼ ら 

お前 は 待って ゐた、 お前 は 常に 待って ゐる、 物い ひ 得ぬ 美しい 使 はれ 者よ！ 新發智 よ ー 

私^ は 遂にお 前 を 自由な^ 覺で 受け入れ、 これから は飽 くこと を 知るまい、 

最早お 前 は 私達 を たぶらかし 得まい、 私達に 抵抗す る ことが 出来まい、 

私達 はお 前 を 役に立てる、 さう してお 前 を 放棄し ない I 私達 はと こと はに お前 を 心の中に 移し 植 ゑる、」 

私達 はお 前 を 計量し はしない I 私達 はお 前 を 愛する II お前の 中に も 亦 完全 さが 備 つて ゐ るの だ" 
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お 前 は 永遠 に對 してお 前の 役目 を 準備す る 、 

大 なり、 小な り、 お前 は 魂に 對 してお 前の 役 E を 準備す る 6 

ワルト. ホヰッ トマ ンの 警告 

諸 州の 凡てに， 或は その 一 つに、 或は 諸 州の 都市に、 II 「強く 抵抗せ よ、 服從 するな」 

一度 無條 件の 服從 をしたら、 一度 奴隸 になり 切ったら、 

一度 奴隸 になり 切ったら、 この 地上の 如何なる 國民 も、 州 も、 都市 も、 二度と 自由 を 取り返す こと は斷 じて 出来ない の 

だから。 

結局 私 は 何んだ 

結局 私 は 一人の 子供で はない か、 自分自身の 名前の 響き を 繰り返し、 繰り返して 喜んで ゐる、 

私 は 離れて 立って それ を 聞く —— いつまでも 倦き ない、 

あなた も 亦 あなたの 名 を， 

あなたの 名前の 響きに は、 二つ 三つ 以上の 發音 はない と 思って はゐ なかった のか。 

私の 手 を 握る 君が 誰で あらう と 


私の 手 を捉る 君が 誰で あらう と、 

f るが 

この 一大^ を忽 せに して は 何の s..i{ もない、 

おが 更に 私 を 試みる 前によ く 云って II かすが、 

私 は 君が 想像す る やうな もので はない、 遙 かに 遠った もの だ。 

私の 逍 隨者 であらう とすると その 人 は 何者 だ？ 

自ら 進んで 私の 愛慾 の 的と ならう とする その 人 は 何物 だ ？ 

そこに 行く 道 は 疑 は し い II 結果 は 怪し い、 ひよ つ とする と 破滅 だ、 

君 は 他の 總てを 捨て去らなければ なるまい II 私 だけが 君の 唯一無二の 神た らんと 求めろ だら うから、 

しかも 君の 求道 は 久しき に 亙り 且つ 苦しいだ らう、 

尹 か 今までに 築いた 人生 觀の 凡て、 君の 周 園の 入々 との 凡ての 調和 を、 共に かなぐり 扮 てなければ ならない だら うから。 

だから 今の 中に、 これ 以上の 苦しい 思 ひ をす る 前に、 私 を 放れ 給へ I 君の 手 を 私の 肩から 放し 給へ、 

私 を 卸して くれ 給へ、 さう して 君の 行くべき 道に^: つて こ \ を 去り 給へ。 

でなければ、 そっと、 試みに、 大空の 下の 或る 森 蔭 か、 岩の 蔭 か、 

何と なれば 屋根の か i つた 家屋の 中には 私 は 姿 を 現 はさない から — 若しくは 人の 集る 所に も、 ！ さう して 書 齋 の 中 

では 私は啞 か、 はにかみ屋 か、 まだ 生れ 出ぬ もの か、 死んだ もの、 やうに 無爲 だから、 

然し 多分 は 屹度、 高い 丘の 上で 君と 共に、 I 誰か 他の 人が 數 里の 彼方から 思 ひも かけず 近づいて 來 ないやう に、 それ 
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を 兌 極めてお いて、 

或は 多分 屹度、 航路の 間に、 若しくは 海の 汀で、 若しくは！： 處 かの 島の 中で、 

そこで 私の 唇 を 接する こと を 許す だら う、 

仲間 同 恋の 接吻 を、 或は 花婿と しての 接吻 を、 

何ん となれば 私 は 花婿 だから、 さう して 仲 問 だから。 

若しくは 君の 望みと なら、 私 を 君の 衣 物の 中に たくし 入れて、 

おの 心臓の鼓動 を 感じ、 君 を 1 の 中に おく ことが 出來る やうに して、 

^が 大地 大海に 旅立つ 時に 私 を 伴 ひ 給 へ 、 

かくて 舉に 君に 觸れる だけで 私は滿 足し、 十分に 思 ふ、 

さう して かく 君に 觸れ ながら、 私は靜 かに 脶 つて 永久に 運ばれて 行きたい。 

然し これらの 諸 頁 を 君 は 危險を ES さずに 學 ぶこと は^ 來ぬ、 

何ん となれば これらの 諸 頁と 私と を 君 は 理解し 得ない だら うから、  1 

あ 等 は先づ 君から 避け 遛げる だら う、 さう して その後に も 亦、 — 私 はたし かに^から^ げ遂 せる だら う- 

君が 確かに 私 を 引 捕へ たと 思 ふに 相違ない 時、 見よ！ 

K は旣に 君から 逃げて しまつ た 私 を 見出す だら 5。 

巧ん となれ ズ - 」 の 本に 含め て ある こと を 書く 爲め にこの 詩集 は喾 かれた ので はない 力ら、 


或は これ を 讚んで 君が その 意味 を 知悉す る 譯には 行かない から、 

又 私 ケ^ 敬して、 誇らしげ に 私 を 讃美す る 人が、 最もよ く 私 を 知って ゐる 人で はない の だから、 

又 私の 愛に 潤 はう とする 人が (極 少數の 外 は) 成功す る譯 ではない の だから、 

私の 詩 はい 乂 ことば かり をし はしない —— 同 樣な惡 いこと、 ひょっとすると それ 以上 の 惡 い こと をす るの だから、 

何ん となれば 君が 幾度 も 據り當 てた と 思って は、 探り あて そこねた そのもの I - 私が 晴 示した そのもの なしに は、 凡て 

が 何ん の 役に も 立たない から。 

だから 私 を 離れ 給 へ、 さう して 君の 行くべき 道に 向って こ X を 去り 給へ。 

日の入りに 私が 聞く 時に 

n の 入りに、 私の 名が 乾杯と 共に 國民 議場に 於て 讃 へられた と 聞いた 時、 やがて 來た 夜に 於ても 私 は 幸； 1 ではなかった、 

或は 又、 私が 大酒 盛り をした 時で も、 私の 企てが 成就した 時で も、 やはり 私 は 幸福ではなかった、 

然し， ^方に 申 分の ない 健康で、 寢 床から 起き 上り、 恢復した 元氣 で、 歌 ひながら、 熟し 切った 秋の 大空 を 吸 ひ 込んだ 

卜：，" の 月が 光 を 失って 西に 傾き、 遂に 朝の 光の 中に 隱れ 去る の を 見た 時、 

た V 一人、 海 沿 ひ を 彷ひ涉 き、 裸になって、 笑 ひながら 凉 しい 水の 中に 跳り こみ、 さう して 太陽の 昇る の を 仰いだ 時、 

さう して、 私の 愛人なる 親しい 友が 私の 許に 來っ、 あるの を考 へた 時、 お X" その 時 私 は 幸福だった、 

お、、 その 時 一 つの 呼吸 もより 甘かった、 I さう して その 一 曰 私の 食事 は 普段 以上に 私 をよ く 養った II さう して 素 

晴らしい m が 快く 過ぎた、 
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さう して 次の 日が 同じ 歡 びで 來た II さう して その m の 夕方 私の 友 は 来た、 

さ 5 して その 夜、 凡ての ものが 靜 まり 返った 中に、 私 は 水が 引きつに いて 汀に 打ち上げる 音 を靜 かに II いた 

さぶ き 

私 は 液 と 砂礫と が相擊 つさ^ めき を閗 いた、 恰も 私 を 祝す る爲 め、 私に 向けられた 私語の やうに、 

何故なら 私が 嚴 しく 愛する 一人が、 ひえく とした 夜、 同じ 夜着に くろまって 私の 側に 隳 はり、 

靜 かさの 中に、 秋ら しい 月光の もとに、 彼の 顏は 私の 方に 倚り か k り、 

さう して その 腕 は輕く 私の 胸の ま はりに 卷 かれて ゐ たから I さう して その 夜 こそ 私 は 幸福だった 0 

私 は 攻撃され てゐ るの を 聞く 

私 は 制度 を 破壞 せんと 求めて ゐ ると 攻擊 されて ゐ るの を^く、 

然し 私 は 制^に 赞成 する もので も反對 する もので もな い、 

(^と 制度と に 何ん のか. ^はりが あらう ぞ —— 又 その 破壊に 何ん のか \ はりが あらう ぞ？) 

私 はた V マン ハヴ タンに、 及び 内地と 海 沿 ひと を 問 はず 諸 州の 凡ての 都市に. 

畑と 森に、 水 を 切って 往來 する 大小の 船の 上に、 

建物 も、 規約 も、 委員 も、 理窟 もな く、  . 

同志 仲間の 親密な 愛の 制度 を 建てよう とする ばかり だ" 

私 は 坐して 眺め やる 


私 は 坐して， 世の 凡ての 哀愁， 凡ての 壓迫， 凡ての 汚辱 を 眺め やる、 

私 は 若い 妈等が 自らに 對 して、 苦悶し、 なし 遂げた 行爲を 悔いて、 竊 かにす、 り 泣く のを閗 く、 

私 は^しい 生活に 於て、 生みの 子 達に 虐待され る 母が、 兑向 きもせられ ず.、 瘦せ衰 へ、 絕 望して 死んで ゆく の を 兌る， 

私 は 良人に 虐待 せられる 妻 を兑、 I たくらみ もて 若い 婦人 を 誘惑す る 男 を兒 る、 

,  ひそ 

私 は 嫉妬 や、 酬 はれない 戀の爲 めの 苦惱、 それが 祕 やかに なされる の を 注意 丁る I 私 は これらの 姿 を 地上に 見る、 

私 は 戰翻、 疾病、 虐政の 働ら きを 兌 —— 殉敎 者と 囚 入と を 見る、 

私に 海上 の 饑餓 を觀 察する ！ 殘 りの 人々 の 生命 を つ なぐ 爲 めに 誰が 殺さる ベ きか と國を ひく 水夫 達を觀 察する、 

^は 努鳓者 や、 乏入 やの 上に、 又黑奴 やそれ に 類した もの、 上に、 倨傲な 人々 によって 投げられる 侮蔑 ゃ輕視 ゃを觀 

ぎする 

これらの 凡て —— 果てし もな き これらの 醜陋 及び 苦 楚を私 は 坐して 眺め やり、 

兑、 S き、 さう して 戰す。 

お  > 常に 生きつ 、常に 死につ 3 

お 、^に 生きつ k  I 常に 死につ 

お-私の 埋葬 II 過去と さう して 現在との！ 

お、 私の 塊 葬、 私が うつ そ 身で、 誇らしく、 いつもの やうに 潤 歩す る 問に！ 

お K 私の 埋葬、 永年 私であった ものが 今 死んで (私 は それ を 悲しまない I 私は滿 足す る) 

お、 私の つぎの 亡骸から 私 を 解放す るた めに、 その 亡お を 捨てた ところ を ふり 返って 私 は 眺めながら！ 
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前方に 淮 一んで (お、 生きつ 、！ 常に 生きつ i) さ 5 して 亡骸 を 後ろに 見棄 てるた めに。 

お 象に 對する 怖ろ しき 疑 ひに ついて 

假^に 對 する 怖ろ しき 疑 ひに ついて、 

^^ま 不確定 だ — 私達 は 迷 はされ てゐ るの だとい ふこと に つ いて、 

人の い ふ 信頼 も 希望 も 要するに 虚構 だとい ふ ことにつ いて、 

人の い ふ 墓の 彼方の 存續 もた ど 美し い 作り話に 過ぎな いとい ふこと について、 

私が 感得す る 所 is 象 II 畜類、 楠 物、 人類、 丘陵、 か V やき 流れる 水、 

卺の^ 、 夜の 空 I 色彩. 運命、 形體 I 人の いふ これらの もの は (それらの もの、 あるの は 疑 ひなく とも) 單に 幻影 

で、 在す る 何 か はま だ 知られて ゐ ない。 

(そし. つの もの は あまりに 屢！ それらの ものから 拔け 出して、 私 を 自失 させ、 私 を 馬鹿にす るかと 思 はれ ミカ！ 

あまりに Hi 私 は それらの もの 、些か を も 知らず、 如何なる 人 も それ を 知らないと おも はされ るが) 

そ 1. つの ものが、 私の 现 在の 立場から 見て、 私に S? はれる 姿 は (現在 さう 現 はれて ゐて も) ！ 全くち がった 見方に よ 

れ. ま、 それらの ものが どんな 形に どんな 風に 現 はれて ゐ るか 知れた もので はない の だが、 

— 私に は、 それらの もの、 及び それらの 類 ひの もの は、 不思議に も 私の 愛人 や 親しい 友 あるが 爲 めに 解決され る、 

私の 愛する 友が 私と 共に 旅し、 又は 私の 手 を. 取った ま、 長く 坐って ゐる 時に、 

その 時、 ム^ 嘗て 語らなかった、 又 語るべからざる 叙智 によって 滿 たされる i 私 は沈默 する il 私 は それ以上の もの 

を耍 しない。 


私は假 象の 問 题に答 へ る こと も、 墓の かなたの 存續に ついて 考 へる こと も 出來 ない が、 

私 は平氣 で 歩き もし 停り もす る —— 私は滿 足す る、 

私の 手を损 つて ゐる 彼が^ 憾 なく 私 を滿足 させる か ら。 


Z イジ アナで 


私はレ 

つ の を 見 J 


本の 獬の 木の 育 


歡ば しげな^ を 吐く ことが W 來る 


私 は ルイジアナで 一 本い 獬の 木の 育つ のを兑 た。 

全く 孤 II に その 木 は 立って、 枝から は 苔が さが つて ゐた、 

一人の 伴侶 もな くそ こに 獬は 宵 つて、 言葉の 如く、 歡ば しげな 晴綠の 葉 を 吐いて ゐた、 

さう して それ は 節 くれ 立って、 誇りが で、 巖 丈で、 私， 31 身 を 見る 思 ひ を させた、 

けれども 澥は そこに 孤躅に 立って、 近くに は 伴侶 もな く、 愛人 もな く、 言葉の 如- 

の  か と 私 は 不思議 だ I 何故なら 私に は それが 出來 ない と 知って ゐ るから、 

さう して 私 は 幾 枚 かの 葉の ついた 一 枝 を 折り 取って それに 小さな 苔 をから みつけ、 

持って 歸っ て —— 部屋の 中の 眼のと どくと ころに 置いて 見た、 

それ は 私，： n 身の 愛する 友 等の 思 ひ 出の 爲 めだと おも ふ 必要はなかった、 

(H 故なら 私 は 近 ^その 友 等の 上の 外は考 へて ゐな いと 信ずる から) 

それでも その 枝 は 私に 不思議な 思 ひ 出と して 殘 つて ゐる、 II それ は 私に 男々 しい 愛を考 へさせる から， 


しかも あの 槲の木 は ルイジアナの 渺茫 とした 平地の 上に、 孤^で、 郯き、 
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近くに は 俘 侶 も 愛人 もなくて、 生 ある 限り、 言槳の 如く、 歡ば しげな 葉 を 吐く けれども、 

私に は 何ん としても その 眞似 は出來 ない。  ， 

炬火 

わが 两 北に あた る^る 汀の！ 1； 夜中に、 漁夫の 一群が 見つめながら 立って ゐる、 . 

漁夫 等の 前に 擴 がる 湖の かなたに は、 他の 漁夫 等が ゐて鮭 を 突いて ゐる、 

i な 舟、 おぼろに 影め いた 一物、 それが 黝 ずんだ 水を橫 切って 動いて ゆく、 

燃えさ かつ た 炬火 を その 舳首 にか、 げ なが ら。 

この 瞬間 あこがれの 物 思 はしき 

この 瞬間、 あこがれの、 物 思 はしき、 

よその 土地に も 他の 人が ゐて、 あこがれて、 物 思 はしげ である やうに 私に は 思へ る、 

11 にも、 伊太利に も、 佛 M 西に も * 西班牙に も、 見渡せば それらの 人 を 見付け出す ことが 出來る やうに 思へ る 1 1 或 

は 更に、 更に 遠く、 支那に も、 露西亜に も、 印度に も II 異邦の 言葉 を 語りながら、 

若し 私が それ 等の 人々 を 知る ことが 出來 たなら 5! 國の 人に 對 してと 同樣 に、 その 人々 に 思 ひ 寄る にち が ひない と 思へ る、 

私達 は 兄弟で あり 愛人で ある に 相違な い の だ、 

彼等と 北ハ にある の は 幸福で あるに 相違ない の だ。 


旣 にあり しものと 共に 


旣 にあり しものと 共に、 

父 等 及び^ 等と 共に、 過去の 堆積と 共に、 

若し それが な S つたら、 今日の 私が 存在し なかった そのもの と共に、 

埃 及、 印度. フ ヱ 二 シャ. 希臘 及び 羅馬 と共に、 

ケルト 人、 ス カデナ ゲヒャ 人、 亞 剌比亞 人 及び サキ ソン 人と 共に、 

太古の 海上の 冒 險 11 法律、 T: 職、 戰，、 覊旅 と共に、 

詩人、 SH 者， 神話、 古傳、 神託と に 共に、 

奴 の ぽ り 渡しと 共に I 情熱 家と 共に I 叙情詩 家、 十字軍の 兵士 及び 修道^と 共に、 

^r:f が この 新 大陸に 来る 前の 古い 大陸と 共に、 

そこに 衰へ 行きつ 、ある 王 國及諸 王と 共に、 

袞へ 行きつ V ある 宗派 及び 僭 侶と 共に、 

私達の^ 在の 大きな 海岸から 眺め やる、 かの 小さな 海岸と 共に、 

前へ とく 進みつ X 現代 を 生み出した 過去の 無量の 年 所と 共に、 

あなたと 私と は 到達し II 亞 米 利 加 も 到達して 今年 をな して ゐる、 

今年！ それ は來 るべき 無量の 年 所 を 更に 未來に 繰り出しつ 10 
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お、 然し それ は^ 所ではない — それ は 私で あり — それ は あなたで ある、 

私， 連 は 凡て の 法則と 共鳴し、 凡ての 旣 にあり しもの と 共鳴す る、 

私達よ^: 一 ill: 者で あり、 神託で あり、 修道 恺 であり、 騎士で ある —— 私達 は 易々 と それら を 包含す る、 さ 5 じて それ 以上 を 

私達 は 無始 に し て 無 終な 時 のた^ 中に 立つ -—— 私達 は 善と 惡 とのた V 中に 立つ、 

凡ての もの は 私達の 周 園で 振り 動く i そこに は 光と 共に 閽が ある、 

太陽 そのもの すらが 私達の 周圑に 振り 動き、 その 衞星等 も 亦 振り 動く、 

その 太陽、 その また 太陽 も、 凡て 私達の 周 園に 振り 動く。 

私 (引き裂かれ、 かき 亂 されて、 これらの 亂雜な 年月の たや 中に ゐる けれども) 

私 は その 凡ての もの を 知り、 凡ての もので あり、 凡ての もの を 信じて ゐる、 

私 は 物質が で ある と 信ずる、 ^神が 0;赏 である と 倍ず る I 私 は 如何なる 部分 を も 却け な い。 

私が どれ かの 部分 を 忘れた とい ふの か、 

訛で あれ、 何物で あれ， 私の 所に 來 るなら、 私 は 遂に は それ を 見分けて 見せる だら う。 

私 は アツ シリ ャ、 支那、 テゥ トン 國、 へ ブライ 國を镎 敬す る、 

私 は 凡ての 學說、 古傳、 神、 半神 を 受け入れる、 

私 はせい 傳說、 聖書、 系 II は 一 として 眞 でない もの はない と 知る。 


私 t 凡 r- の ^去 の： I； は さ、 つなければ なら ぬ やうに あつたの だと 主張す る 、 

さう して それが あった 以上に よく ある こと は出來 なかった と、 

さう して 今日と いふ 日 も それが あるべき やうに ある こと を —— さ う L て ！ ^ 米^ 加 とい ふ 國 も.^ 

さう して 今 日 も、 亞米利 加 も、 彼等が ある 以上に よく ある こと は出來 ない と。 

三 

米^ 諸 州の 名に 於て、 さう して あなたと 私との 名に 於て、 過去、 

さう して 米^ 諸 州の 名に 於て、 さう して あなたと 私との 名に 於て、 ^在。 

私ュ 過去が 偉大であった と 知る、 さう して 未來が 偉大で ある だら 5 と 知る、 

さう して 過去と 未来と は神祕 的に 現在に 於て 交叉す ると 知る、 

(私が^ 表する 彼 — 普通な 平民 II の 爲 めに、 さう して 若し あなたが その 人なら、 あなたの 爲 めに) 

私の ある 所、 或は あなたの ある 所， この 現在に 凡ての 時代 凡ての 人種の 中心が あり、 

さう して 私達に 取って、 凡ての 人種、 凡ての 時代から 現 はれ、 又は 現 はれ 來 るべき もの 皆の 意味が あると 私 は 知る 

創造の 法則 

創造の 法則、 

力 ある 1 、術 家と？ |.诚 との 爲 めの — 生 氣に充 ちた 敎師 等の 爲 めの. さう して 米國の 立派な 文士の 爲 めの、」 

ホヰリ トマ ン^^  wraH 


有ね 武郞. 仝 a  ^四卷  四 四 四 

氣高 き學者 の爲 めの I さう し て やがて 来る ベ き 音 樂家 の爲 めの。 

凡て は 世界の 總和 とその 煮つ まった 眞實と をよ しとせ ねばならぬ • 

これ 以上に 著しい 主題 はない —— 凡ての 仕亊 はこの 神聖な 幽臻な 法則 を證 例す る だら う。 

如何なる ものが 創造 だとお は 思 ふの か、 

自 山に 行 励して、 優越 者の 存在 を 認めない ことの 外に、 魂 を 満足す る 何もの が あると 思 ふか、， 

男 も 女 も祌に 等しい もの だ、 それ を 色々 に 暗示す る 外に 私 は 君に 何物 を も 暗示し 得ない の だ、 

Hen 身よりも 神聖な 祌 はあり やう はない、 

さう して これ こそ は 最も 古い 最も 新しい 神話が 共 に 最後 に 意味す る ものな の だ、 

さう して 君で あれ 誰で あれ、 この 法則に 從 つて 創造 を 成就せ ねばならな いの だ" 

搖り 動き やまぬ 搖籃 から 


搖り 動き やまぬ 搖籃 から、 

歌の 主なる 物 まね 鳥の 喉から、 

九月の 眞 夜中から、 

野の 果てに 續く 荒れた 砂濱 を， 床 を拔け 出た 子供が、 素顔の 素 脚で、 唯 躅り彷 つた、 


^り そ. V く 月の 光の 下、 

生きて ゐる もの & やうに 交り あ ひ、 もつれ あ ふ祌祕 的な 影の 戲れ の屮、 

茨、 懸釣 子の 繁 みから、 

私 に 歌 を 歌 つ た 鳥 の 思 ひ 出から、 

哀れな 兄弟よ、 お前の 思 ひ 出から I 私が 聞いた お前の 歌の 氣 まぐれな 調子から、 

晚く 昇って 來て、 淚 にしめって ゐ るかの やうに にじんだ 黄色い 半月の ド から * 

かしこ 透^な 霧の 中の 心痛と 愛慾との 前 曲から、 その 前 曲に 對 する 私の 心からの 感應 から (それ は 死ぬ まで 續 くだらう 

無^に それから 牽き 起された 言葉から、 

如何なる 言^よりも 强く荬 し いその 言雜. から、 

さう いふ ものから、 II 今、 昔の 場所 を 又 訪れて それら を lara きする につれ、 

かけ 

侮 烏の 群れが、 さ&嗚 いて、 空に 翔り 私の 上 を 舞 ひゆく につれ、 

その 昔に 歸り、 II 凡てが のがれ 去らぬ 屮 大急ぎで、 

1 人の 男 —— しかも この 涙から：^ れば もとの ま \ の 子供に か へ つた、 

私 は、 砂の 上に 身 を 横へ、 打ち寄せる 波 を 見やりながら、 

疝 みと莴 びとの 欲 手， 現在と 未來 との つなぎて なる 私 は、 

凡ての 示唆 を 捨てる ことなく 取り上げながら、 しかも 速 かに それら を乘り 越えつ. 1- ぬ 想の 欲 を 歌 はう か。 

あろ 時、 ボウ マノックで、 

ホヰッ トマ ン^^  ^ 


冇ぉ 武郎 仝^  ^四 卷  四 四 六 

丁度^ が 解けた 頃、 I ライラ プクの 香りが 空 にた どよ ひ、 さう して 五月の 草が 萠ぇ はじめた s、 その 砂濱の 或る 茨の 

^に、  . 

アラバ マからの 二 羽の 旅 鳥 II その 二 羽 は 一緒に、 

さう し て 彼等の 巣、 さう し て ％ 色 の 班 を 持 つた 四つの 薄綠の 卵、 

さう して 毎 曰 雄鳥 は、 あちこちと 手近かな 所 を、 

さう して 毎闩 雌鳥 は、 撒にか^ つて、 默 つて、 くり，/ \ とした^で. 

さう して ^H、 珍ら し 盛りの 子供なる 私 は、 決して 彼等に 近寄らず、 決して 彼等 を 妨げず、 

注^^く 視き 見し つ X、 鳥の 生活 を吞み 込みつ \、 鳥の 心 を 思 ひやり つ X。 


「か にやけ、 か どやけ、 か^ゃけ、 

お前の ぬくみ を そ V ぎ 下せ、 偉大な 太陽よ！ 

私達が その 光に 浴す る 問 •—— 私達 ふたりが 一 緒に。 

ふたりが 一 緒に！ 

風が 南から 吹かう とも、 風が 北から 吹かう とも、 

夜が 白く 明けよう とも、 日が黑 く 暮れよう とも、 

故鄕、 故 鄕の山 や 川が どう あらう とも、 

いつでも 歌 ひつ どけ、 時 を えらぶまい、 


^^ふたりが 一 緒に ゐる問 は」 . 

四 

けれども 突然、 

殺されで もした のか、 雄鳥に は 解らない が、 

或る 别唯 d| は 撒に かどまつて はゐ なかった、 

その 午後に も歸 つて は來 なかった、 その 次に も、 

宅 - 

さ、 つして 復とは 姿 を 兌せ なくなった。 

さう して それからと いふ もの、 1 夏 中、 海原の 響きの 巾に、 

さう して.^ は、 晴れ渡った 滿 月の 光の 下に、 

し はがれた 聲する 波の さしひきの 問に、 

或は n の屮は 茨の 繁 みか ら繁み の ひま を 飛び かけり ながら、 

ちらく と 私 は兑、 私 は 聞いた、 獨 り 取り 殘 された 雄鳥の 聲と爽 を- 

今 は ひとり. 取り 殘 された アラバ マからの その 旅烏， 

五 

「吹け、 吹け、 吹け、 

吹きお こせ、 沲の 風よ、 ボウ マノ ッ クの汀 沿 ひ を、 

ホヰッ トマ ン詩第 


七 


^ね 武郞仝 柒 ^四卷 

つれち ひ 

お前が 私 や 伴侶 を 吹きお こすまで 私 は 待つ、 さう して^つ。」 

六 

さう だ、 星が きら/^ とか^ やき 出で た 時、 

長い 夜もすがら、 海苔の からんだ 杭の 先き に、 疊み 寄せる 波に すれく になる 程 低く _ 

蜀 り ぼつち の 歌手 は 物 思 はしげ に うづく まった —— 兌る もの 、淚を さそ ひつ 、。 

彼 は その 伴侶に 呼びかけた、 

彼の そ X ぎ 出した 或る 心の 意味 を 私 は 何人に もま さって 知つ て ゐるリ 

さう だ， 私の 兄弟よ、 私 は 知って ゐ ろ。 

餘人 はさう はしない かも 知れない II 然し 私 は 凡ての 歌 ii を 大事に 貯 へた、 

し  さ 友よ 

何故なら 一 度、 さう して 一 度たら ず、 ひそ やかに 海岸の 方に 彷ひ 下り、 

默 して、 月の 光 を 避け、 私 2： 身 を 物影に まぎらせ、 

或る時 はお ぼろな 姿、 反響， 物の 聲、 物の 形 を その 稻 類に 從 つて 思 ひ 起し、 

小 休な くつき 上げる 波頭の 白い 指先き を 思 ひ 起しながら、 

す あし  • 

一 人の子 供なる、 素 脚の 私 は、 髮の毛 を 風に な ふらせつ X、 . 

長く く 耳 傾けた から。 


「なだめる、 なだめる、 なだめる！ 

一 つの 波に 近く 後ろの 波が 来て なだめる、 

さう して 又 後ろの 波が、 かき 抱き 打ち 雷な りながら、 どの 波 も 寄り添って、 

けれども 私の 愛する もの は 私 をな だめて はくれ ない、 .1 なだめて よく しな 、。 

ffli:  く 月 力 か、 つて ゐる、 それ はお そく 昇った の だ、 

お、 それ は 物 うげ に 動く  II お、 私 は 思 ふ、 月 もまた 愛に なやむ の だ、 — 愛に。 

お、 物 狂 ほしく 海が 押し寄せる、 濱に 押し寄せる、 

愛すれば こそ、 II 愛すれば こそ。 

ぉ\ 夜よ！ 私の 愛する 者が あすこの 波間に、 羽ばたきして ゐ るので はない か？ 

あすこの 白い もの & 中に 見える 小さな 黑 いあ^ は 何んだ？ 

^高に、 餒高 に、 聲高 に！ 

粱髙に 私 はお 前に 呼びかける、 私の 愛する 者よ！ 

髙く 鋭く 私 は 波の 上に 私の 聲を はり 上げる、 

砣 かにお 前 はこ、 にゐ るの が 誰 だか、 こ、 にゐ るの が、 — 知って ゐる喾 だ。 

低く 傾き かけた 月よ！ 

ホヰプ トマ ン詩桀 
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有 鳥 武郞^ 蕖 ^四卷  四 五 0 

さ ぐろ  ， 

お前の 黄 澄 色の 中に ある あの 小 黑ぃ點 は 何んだ？ 

お X それ は 姿 だ、 私の 伴侶の 姿 だ！  . 

お 、月よ！ この 上 彼女 を 私から 距 てないで くれ。 

大地、 大地、 大地よ！ 

どちら を 向いて 見ても、 お前 は 私に 伴侶 を 返して くれる ことが 出来さう に 私に は 思へ るが i. お前が さう してやら うと 

さへ 思って くれ & ば、 

何故なら、 どちら を 向いて 見ても、 隨 ろげ ながら 彼女の 姿が 眼に 映る やうに 私に は 思へ てなら ない 力ら。 


お k 現 はれ 出る 星々 よ！ 

ひょっとすると 私が 待ち^む その 者 も、 お前 達の 一 つと 共に 現 はれ 出る ので はないだ らう 力 

お、 この 喉- この 震へ る 喉 1 

大氣の 中を更 に 鋭く 響き渡れ、 

森 を 賞け、 大地 を 賞け！ 

どこかで お前 を 捕へ ようと 耳欹て \ゐ るの が、 私の 待ち望む その 者に ちが ひな、 力ら。 

歌 ひ 放て、 曲 を！ 

こ、 では 淋し 、ヒ I 夜の 曲 を ー 

K り殘 された 愛 の 曲 を！ 死 の 曲 を！ 


^色く 5 すわ 行く 物悲 L い あの 月の 下の 曲 を 1 

お 、あの 月の 下の、 —— その 月 は ほと/^ 今^の かなたに 落ち こまう として ゐる I 

お 、松 鉢な 絕^ の 曲。 

だが 靜 かに！ 調子 を 低めて、 

靜 かに！ 幽かに さ^-やくだ けにして、 

さう してお 前も暫 らく 休んでくれ ないか、 し はがれた 罄に 立ち 騷ぐ 海よ、 

何故なら 何處 かで 私 は 伴侶の 答へ る慇を 聞いた やうに 確かに 思 ふから、 

^きとれ ぬ 程の II 私は靜 かにして、 靜 かに それ を 聞き とらなければ ならない、 

けれど 靜 かにば かり はして ゐられ ない、 彼女が すぐに 私の 所に 來る ことが 出來 ぬか も 知れない から。 

こちら だ、 私の 愛する 者よ ー 

こ 、に 私はゐ るの だ、 こ乂 に！ 

い -程 にかう 押し 低めた 聲で私 はお 前に 居所 を 告げみ、 

この 物 やさしい 呼び 聲は お前への 爲 めだ、 私の 愛する ものよ、 お前への 爲 めだ、 

あらぬ 方に おびき 寄せられる なよ！ 

あれ は 風の 口笛 だ II 私の 聲 ではない、 ， 

あれ は 飛沫の さ X めき さ & めく 音 だ。 

それら は 私の 慇の 影に 過ぎない。 

ホヰ" ト マン^ 橥  I： . 九！ 


有 島 武郞仝 ^  ^四 卷 

お X 暗闇！ お.^ 無駄な 骨折り 1 

おん 私 は 心が 痛む、 心が 悲しむ。 

侮に 落ち 沈ま 5 とする 月の ま はりの 揮 色 の 袋よ J- 

碎 けて 海に 散る その 光よ！ 

お-この 喉！ お、 す X り 泣く 喉よ？ 

お 、凡てよ II さう して 私 は 夜もすがら 甲斐 もな く、  ^斐 もな く 歌 ひつ^-けて 一 

それでも 私 は 囁き、 囁きつ にけ る？ 

お 、^きょ I 囁き そのものが 何と は 知らず 私に 歌 をさ& やき 續 けさせる の だ- 

お  、過ぎし  m!  お &命？ お、 歡 びの 歌- 

大^の 中に I 森 蔭に I 野の 上に、 

愛した！ 愛した！ 愛した！ 愛した！ 愛した！ 

けれど 私の 愛 はも はや、 もはや 私と 一 緒に はゐ ない！ 

ふたりが 一緒に、 —— それ は 昔の こと だ。」 

八 


11 

五 

■  


悲^ は袞 へて 行く、 

他の 凡てが 續き 行く 中 に II 星々 はか V やき、 

風 は 吹き 過ぎ II 鳥の 聲は絕 えず 響き 亙り、 

怒りのう めき 聲 を擧げ て、 老いて いらだ、 しい 母 は、 

色に さ V めく ボウ マ ノックの 汀の 砂に うめきつ ヾ ナ、 

^色く にじみ 擴 がった 半月 は 傾き 沈んで、 i.g に觸れ ようとし、 

を 忘ムた 子供 は II その 素 脚 を 波に、 その 髮の毛 を 風に なぶらせながら、 

おく 心の中に 閉ぢ こめられて ゐた 愛が 今 解き放 たれて、 遂に かき 亂れ ほとばしりながら、 

悲 仙の 意味 を、 その 耳 その 魂 は 速 かに 捕へ ながら、 

今まで 知らなかった 淚 がその 頓を 流れ 傳 ひながら、 

^^を II トリ ォを —— 各が 語りながら、 

仉だ を —— 老 い て いらだ」 しい 母が 絶えず 叫びながら， 

子供の 魂に、 ある 溺れ 沈んだ 祕密 の波菅 もて、 物 うげ に 調子 を 合せながら、 愛慾の 詩人に ならう とすろ その子 供の 疑 ひに G 

はか か- (と 子供の 魂 はいった、〕 

お前の 歌 はお 前の 伴侶に 對 してな のか？ それとも 主に 私への 爲め なのか？ 

何故なら そ の 時 子供 だ つ た 私 に は 舌の 川は甜 じられ 一し ゐ ヒが、 

今 私 はお^ を^いた、 

ホ +ット 1>  ン： f^-  .::!«. 

•  3i  四：， 51 


冇 岛武郞 も，^ 笫 四 卷 

今 忽然と して 私 は 何ん の爲 めに 私が 生れた のか を 知った — 私 は眼覺 めた 

さう して 旣に 一 千の 歌手が I お前の よりも 更に 朗らかに^ 高く、 物悲し 

中に 命 を^て 现 はれた、 

さう して それ は 再び 滅びない。 

お、 汝孤 II なる 歌手、 た^ 獨り歌 ひつ i II 私 を 誘 ひ 出した。 

お 、孤 II なる 私、 耳欹 てつ V II 決して 私 はお 前 を 永久に 傳 へる こと を やめまん 

決して 私は迺 げか くれしまい、 決して 人眞似 はしまい、 

決して 滿 たされざる 愛の 叫び を 私から 失 はせ まい、 

再び 私 は 自分が 平和な 子供で ある こと を 許すまい、 以前に、 夜に、 力し こ 

のまと りで、 黄色く 物 うげ な 月の 下に ゐ たやうな、 

うち 

そこで 现 はれ 出た 使者 II 火、 心の 衷の 甘き 地獄、 

知られざる 欲求、 私の 運命。 

お、 私に 手が、 りを與 へよ ー (それ は 夜、 どこか こ、 いらに 見えが くれして ゐる) 

お \ 私が こ れ だけ 持つ のなら、. それ 以上 を も 持た して くれ！ 

お、 ひと：  一一 T お、 私の 運命 は 何んだ！ (この 後 は 私の 運命 は 渾沌で はない かとお それる) 

お、 敎び、 懼れ、 轉渦、 人間の 姿、 あらゆる もの X 姿が、 私の ま はりに 墓からの 如く 現 はれ W るよ- 

お」 幻^ I お前 は 大地と 大海との 凡て を 包む！ 


w 五 四 

い 一千の 歌が、 一千の 囀りの 響きが 私の 心の 


お、 鹏ろ 故にお 前が 私に 向って ほ、 ゑんで ゐる のか、 履 を ひそめて ゐる のか 知る ことが 出來 ぬ、 

お、 彩よ、 た VI 跟、 ひと ： 一 曰！ お、 極 愛さる、 者よ！ 

お k 汝、 親しまし い 女と 男との 幻影， * 

さあた に ひと 言 (私 は それ を 征服す るの だから) 

凡てに 立ち まさつ た 设後 の 言葉、 

^味^く、 それが いひ 送られた II 何？  [II 私 は耳欹 てる、 

お，； ^ は それ をさ^-やく のか、 さう して 前から さ& やき 繽 けて ゐ たの か、 汝、 海の 波よ- 

それ はお 前の 潤へ る緣ノ しめった 砂から 来る のか リ 

それに 答へ ながら、 海 は、 

ためら ひもせ ず、 せき もせず、 

夜もすがら 私に さ 、 やきつ どけ、 さう して 日の出 前に は 明らかに、 

私に 離 低く 響 やさしく 「死」 とい ふ 言葉 を つぶやいた、 

さう して 又 「死」 を -I 絕 えず、 絕 えず、 絕 えず 「死」 を- 

その 波の つぶやきの 調べ やさし さ、 鳥の やうで もな く、 又 私の めざめた 子供心の やうで もな く、 

けれども 内密に 私の 爲 めの やうに 徐ろに 近づき、 私の 脚 もとにさ^ めき、 

そこから ひそ やかに 耳 根に 這 ひ 寄り、 や はら かく 私の 全身 を 包んで いふ、 

【寂滅」、 「寂滅/ 「寂滅」、 「寂滅」、 「寂滅」。 
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それ を 私 は 忘れない、 

さ 5 して 私の 暗い 魔で も あり 兄弟で ある もの^-歌に 溶ける、 

彼 は それ を 月の 光の 下に ボウ マ ノックの 濱邊で 私の 爲 めに 歌った ノ 

氣隨に それに 應 ずる 無 數の歌 は、 

そ の 時^ 覺 め た 私自身 の 歜だ、 

さう して その 鍵と なった の は、 波から 逡 r れた 言葉、 

巌も麗 はしい 歌の 言葉、 及び 凡ての 歌、 

かの カ强 くも やさしい 言葉、 それ は 私の 脚に 這 ひよ つて、 

海が 私に^い たの だ。 

十字架に かけられた 彼に 

あなたの 靈に 私の 靈を、 愛する 兄弟よ、 

多くの 人が あなたの 名 を 量り しらべて しかも あなた を 理解し^ ないでも 氣に するな、 

私 は あなたの 名 を 量り しらべ はしない、 けれども 私 は あなた を 1- 解す る、 (私の 外に もさう いふ 人 は ある) 

喜び を 以て 私 は あなた を撐び 分ける、 お k 私の 道 伴れ よ、 さう して あなたに 挨拶 を 贈る、 

さう して あなたと 共に ある 人々 にも， 前の 人に も あとの 人に も —— さう して これから 現 はれる その 入々 にも- 

私達 は 殘らず 一 緒に 働き、 同じ 責任と 同じ 傳說と を傳へ 移す の だから。 

私達の 數は 少ない、 けれども、 同等で、 處と 時と にかけ かま ひなく、 


凡ての 大^と 凡ての 族 閥と を 包含し II 凡ての 神學を 許し， 

人の： 2 情^: であり、 理解 者で あり、 共鳴者で あり、 

沈默 して 論^と 生 張との 間 を 行く が、 論 爭者を も、 主張され た 事柄 を も 退け はしない、 

^^は HrM 雜言を 聞かされる I 私達 は 四方から 反目 や、 嫉視 や、 非難 やに 押し寄せられる、 

それらの もの は、 私達 を 取り 圍む爲 めに、 容赦な く 寄り 迫って 來る、 

しかも 私達 は 全地 球の 上 を、 束縛され る ことなく 自由に 歩いて、 思 ふま X に 旅しつ どけ、 遂に 消し 難い 足跡 を あらゆる 

時代の 上に 印し つけよう、 

^に 私達 は、 男と 女との 凡てが、 人種な どの 差別な く、 未来永劫、 私達が ある やうに 兄弟で あり 愛人で あると いふ こと 

を、 あらゆる 時代に 滿ち 溢.^ させよう。 

汝、 法廷 の 審判に 立 て る 極重恶 人 よ 

汝、 法廷の^ 判に 立てる 極 S 惡 人よ、 

汝、 獄舍 にある 囚人よ I 汝、 鐵 鎖に つながれ 手 鲩を はめられて、 宣苦 にあった 暗殺者よ、 

私 を 兌ろ、 私 もまた 審判 を 受け、 牢獄に ある もので はない か、 

私 も！！ じく 殘 虑で惡 魔の やうで、 手頸 も 腕 も鐵の 鎖に つながれて ゐる ではない か？ 

汝、 ^^を うろつく 淫 資婦、 或は 部屋の 中で 無恥 を 極める 淫 寶婦、 

お前 を 私 以上に 無恥 だと 呼ばう とする 私 は^して 何者 だ。 
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お、 資む べき 者！ 

私 は それ を 認める —— 私 は 自分 をむ き 出しにする I 

(お、 讃美 者よ！ 私 を 讃美す るな！ 私に 祝 辭を逡 るな！ あなた 方 は 私 を 縮み 上らせる、 

私 は あなた 方の しない こと をして ゐる 11 私 は あなた 方の 知らない こと を 知って ゐる) 

この 肋骨の 內 部に 私 は 穢れ歸 息して 潜んで ゐる、 

たぎ 

平氣 らしく 見える この 顔の 蔭に、 地獄の 潮は絕 えず 湍 つて ゐる 

淫愁と 邪 惡とを 私 は 返け ない、 

^は 犯罪者 と共にあって 燃える やうな 愛を覺 える、 

^も その 仲間 だと 私 は 感ずる II 私自身が 罪囚 であり 漁淫 であるから だ。 

さう して 私 はこれ から 彼 を 退ける こと をし まい I 私 は 如何して 自分自身 を 返け 得よう ぞ。 

名もない 淫賣婦 に 

落ち 藩いて I 私に 對 して は， 敷ろ いでお いで I 私 は ワルト *ホ ヰット マ ン、 自然が ある やうに 自由で 快活 だ、 

太陽が あなた を 見放さない 中 は、 私 も あなた を 見放しに はしない、 

永が あなたの 爲 めに 輝く の を 担み、 さう して 木の 紫が あなたの 爲 めに ひらめく の を 担まない 間 は、 私の 言葉 も あなたの 

爲 めに 輝き ひらめく こと を 担み はしない。 


わが^よ、 私 まあな たと 一 つの 約束 をしょう I さう して 私 は あなたが 私に 會 ふことの 出來る だけの 準備 をす る やうに 

命じよう、 

さう して 私が 来る までに あなたが 忍耐強く、 さう して 完全に なって ゐる やうに 命じよう、 L 

それまで、 あなたが 私 を 忘れぬ やうに、 私 は 意味 ある 股 付で あなたに 挨拶 を逡 る" 

見 も 知 らぬ 入に 

IT きずりに 逷 ふ 見 も 知らぬ 人よ！ どれ 程 慕 はしげ に 私が あなた を 見て ゐ るか を あなた は 知るまい 

あなた こそ 私が 求めて ゐた 彼で あり、 求めて ゐた 彼女で あるのに 違 ひない (さう した 考 へが 夢の やつに 私に は 起る) 私 

は 確かに どこかで あなたと 歡 びの 生 を 生きた の だ、 

4:-々： が、 こだ はりな く、 愛情に 滿 ちて、 淸淨 に、 熟し 切って ふと 行きち がった 時、 凡て は 思 ひ 出される、 

あなた は、 私と 一緒に 成長した 私の 少年で あり、 私の 愛人で あつたの だ。 

私よ あなたと 共に ^ひ、 共に 眠り、 I あなたの 肉體は あなたの みのもので なくなり、 又 私の 肉體は 私の みのもの でな 

くな つたの だ、 

あなた は、 あなたの^、 顏、 肉の 喜び をお 互が 行き あ ふ 時に 私に 與 へる —— あなた も その代り、 私の 鬚、 胸、 手 力ら K 

り收 める、 

私 は あなたに 物 をい ひかけ る こと は出來 ない—— 然し 私が 獨 りで 坐って ゐる 時、 又は 自分 だけ 夜眼覺 めた^、 あなた を 
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考 へる ことが 出來 るの だ、 

私 は 待って ゐ なければ ならない I 私 は 屹度 又 あなたに 遇 ふこと を 疑 はない、 』 

だから あなた を 兌 失って しま はない やうに、 私は氣 をつ けよう よ。 

あなたに 

兑も 知らぬ 人よ、 あなたが 行きずりに、 私に 遇って、 話しかけようと^ むなら、 話しかけて 惡ぃ譯 が何處 にあら う 

又 私が あなたに 話しかけて 惡ぃ譯 が何處 にあら う。 

さ  >  ケ も の 

1 千の 完全な 3?： と 女と が 現 はれる、 

その^ :$ のま はりに は、 友達の 群れが 集る、 さう して 快活な 幼年と 靑春 とが、 さ \ げ もの を 持って、. 

私が 觀察を はじめる 時 

私が 觀察を はじめる 時、 第一歩 は 私 を 殊の外 喜ばした。 

なる 事資、 意識 II これらの 形態 I 運動の 力、 

いと 小さな 蟲、 又は 動物 II 觸覺 I 視力 II 愛、 

お 初の 一 歩で 私 は 殊の外 驚き 且つ 喜ばされた、 


で、 私 は 歩き 出す や 否や、 更に 遠く 行く 心 もな く、 そこに 長く と^まり 彷 つて、 有頂天に そお を の だ- 

敵で はな い 私に 入寇す るの は 

敵 e はない、 私に 入寇す るの は II 敵の 爲 めに 私の 誇りが 傷 けられる 恐れ はない、、 

けれども 私が 身 も^もな くこ がれ 寄る 戀 人達 — 見よ、 彼等 は 私 を 征服する！ 

见 ょ武裝 もな く、 頼り も絕 え、 カ盡 きて、 

S ひ 切り^ 劣に も、 彼等の 前に 地面の 砂 を 嚙む私 を ひ 

大統領 リンカ ー ン追 頌歌 

一  . 

^き殘 りの ライラックが 戶 口の 庭に 匂 ひ， 

夜^の 西に たくましい 星が 沈み 果てた 時， 

ムュ 歎き 悲んだ — さう して 返り 來る春 毎に、 欸き 悲しみ っビ ける だら う。 

お k 年廷ニ 返る 春よ！ 春 は い つ でも 三 つ の もの を 齎らして 來る、 

寺 をた がへ ず 咲き出 づる ライラック、 西の 夜空に 沈む 

さう して 私の 愛すろ 彼の 思 ひ 出。 
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お k か V やか しく 西に 沈む 星- 

お  i 夜の 影！ お 、物忠 はしく 涙ぐましい 夜！ 

お 姿 を ひそめた 逞 ましい 星 ー お、 その 星を隱 L た 深い 閽 1 

お k 私 を 力なく 虐げる 手！ お X 便りない 私の 魂！ 

お 、魂の 自由 を 閉ざして 私 を 取り まく 無情の 雲よ。 


石灰で 塗り 白めら れた 板塀の ほとり、 古い 百姓家の 戶 口の 庭に、 

商々 と 生 ひ 繋って ライラ ックの 木叢 は 立つ、 ハ ー ト 形の 濃綠の 粱、 

空 向きに、 先き ぼ そりな、 香の 高い やさしい 花. 

ー雜 毎に その 薬 は 奇蹟， II 前庭の その 木叢から、 

やさしい 色の 花房と、 ハ， 'ト 形の 濃綠の 難の、 . 

その 一 枝 を、 花 もろともに 私 は 折る。 

, 四 

人 M 遠い 沼地の 物 蔭に かくれて、 

鳥 二 つ 忍びく に 歜を唄 ふ、 


孤獨 な鶫、 

その 隱者は 群れ を 離れ、 ひとりに かへ り、 

た^ひとり にて 歌 を！； ふ。 

血 を 吐く までの 歌 1 

生命から 死の のがれ 出る 歌 — (何故と ならいと しい 小鳥よ 

若しお 前が 1； ふ 力 を 授からなかったら • お前 は 死ぬ にち が ひない の だから) 

春に なった 大地の 胸の 上 を、 街の 中、 

小道、 老いた る 森の 間 (そこに は堇が 地の 中から のぞき 出て、 灰色の 岩 地 を 彩って ゐる) 

小^ の 右左の 曠野の 草の 中 を — 眼路遠 い 草 野 を 過りながら、 さ 

黑褐の 畑の 中、 一 粒 ごとに その 喪 衣から 萌え出で た 黄金の 穗 波の 麥畑を 過りながら、 - 

果樹園の 中に、 白く 薄紅く 咲き ほころ ぶ 林檎の 木立 を 過りながら . 

0 の 休ら ふ ベ き 墓場 を 目 ざして、 

夜と なく 晝 となく、 1 つの 死 棺は逑 ばれて ゆく。 

おぎ 

小 迫 を 過り、 市道 を 過って， 
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S とい はず 夜と いはず、 大地 を黝 める 叢輯の 下 を 

卷 きそばめ た 旗の 群れ、 喪章に 蔽 はれた 町、 

面紗 した 女 等の 如き^ 州の 弔意、 

長く うねり 行く 人の 列、 夜の 龔火、 

數 知れず ともされた^ 火、 沈默 した 人々 の 顔、 精 被せる 頭の 海、 

到着 を 待つ 停車場、 到笞 する 死棺、 さう して 思 ひ 沈んだ 人々 の 顔、 

夜空に ひ V く 挽歌、 强 くお ご そかに 高まる 多くの 歌聲、 

死棺 のめぐ りに そ、 がれる 悲しげ な 挽歌の ひ^き、 

灯の 喑ぃ 寺院、 をのん く オルガン、 それらの 間 を われらの 死棺は 過ぎて ゆく、 

とむら 

嗚 りひ^き、 嗎 りひ どく 弔 ひの 鐘の音の 中 を 

いっくし くも 過ぎて ゆく 死棺 よ、 いざ、 

私 はこの ライラックの 1 枝 を 贈らうよ。 

七  . 

(たど あなた、 あなた 一 入にば かりで はない、 

花と 綠の 枝と を あらゆる 死棺に 捧げる の だ、  - 

朝の やうに 生きく と II かく 私 は あなたの 爲 めに 歌 を 唄 はう とすろ の だ、 お. すこやか にも 神々 しい 死よ。 

お ほ 

薪 薇の 花^で 被 はれて、 


お、 死よ I 蘅薮と 早咲きの 百合の 花と であな た を 飾らう か、 

,  さ、 が 

さりながら 今 は それに もまして 春 を 魁り て 咲く ライラック で、 

ゆたか _レ 私 は 折る、 木叢から その 枝 を 折る、 

手に あまる ばかり 裔 らして あなたの 爲 めに ふりかける、 

あなたの 爲 めに、 さう して あなたの 凡ての 棺の爲 めに、 お \ 死よ！) 

A 

大空 を 西に 渡り ゆく 星よ、 

ひとつき 

1 月の 前、 二 入が さまよ ひ步 いた 時のお 前の 思 ひ を 今 こそ 私 は 知り 得た， 

祌祕 に靑み 渡った 夜空の 下を處 定めず 二人して さまよった 時， 

澄み わたった 夜の かげの 中 を ふたりして さまよった 時、 

私の 方に うつむいて、 夜每、 物い ひたげ なお 前 を 見やった 時、 

私の 側近く 降らん とば かり 签 低く お前が 傾いた 時、 (餘の 星々 は そ を 眺め やる ばかりだった が) 

ふたり おごそかな 夜と 共に さまよ ひ 歩いた 時 (故 わかず 私 は 眠らずに) 

更け 行く 夜空 の 西の 果てに 沈む につけて、 物悲しげ だ つ たお 前を兑 や つ た 時、 

^く 澄み渡った そよ風 そよ ぐ 岡の 上に 立ち、 

お前が 芬を 過って、 夜の 闓の 底に 失 はれ 行く の を 見やった 時、 

悲しみの 星なる お前の 終りが 来て、 夜の 底に 沈み かくれた やうに、 私の 魂 も 悶えの ために 打ち沈み 果てた その 時、 お前 

の^ ひ を 始めて 知り 得た ぞ よ- 
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^へ かしこなる 沼地に！ 

お. 1 やさしい ためら ひがち な 歌手よ！ その 歌 も その 招き も 私は閗 くが 

私 は閗 くが、 私 はやが て 行く、 私 は 納得して ゐる、 

さ りながら 暫く はこ \ に 停ら う —— 輝く 星が 引き とめる 力ら 

訣れ ゆく 友なる 星が 私 や 捕へ て 引きと める から。 

一 〇 

お、 かしこ、 なつかしき 死者の ために ど-つ 歌 はう ぞ。 

今 は 世に ない 偉大に もやさ L いその 魂の 爲 めに 私の 歌 を どう 飾らう ぞ、 

世に なつかしい 彼の 墓に 何の 香 を薰ら さう ぞ。 

東から 吹き、 西から 吹き、 

東の 海、 西の 海から 吹き 逡られ て、 曠 原に 相 逢 ふ 海の 風、 

それに この 胸からの 歌 を 添へ て、 

なつかしい 彼の 墓 を黧ら さう か。 

1 1 

お 、部屋の 壁 に は 何 を 飾らう、 


F1 

■  i  ■ 

六 


^にかけ る^に 何 を 選ばう、 

なつかしい 彼の 葬 堂の そのために。 

k な 春、 農園、 家庭、 

四月の 頃の 入り rn、 ほのかに か V やく 靑ぃ 煙、 

遠^ を 爛らかして、 華やかに、 た ゆた はしげ に 沈み ゆく 太陽の 黃 金の 氾濫、 

足 許に 生きく と萠 ゆる 可憐な 草葉、 若 綠に繁 り 合 ふ 木々 の 稍、 . 

もら かた  おあて 

遠方の 琉れ、 その 面の こ \ かしこに 風ぐ もりした 靜 かな 水、 

匪 

川岸に 沿うて 連なる 丘、 空に 浮き出た 地平線の 數々、 及び 影、 

あま-一 

手近かに あろ 町、 そのこみ 合った 人家、 夥多の 烟突、 

生な のさ まぐ、 工場、 さう して 家路 を 急ぐ 工人。 

一二 

兑ょ、 この 國土 を、 肉 に 徹し 靈に 徹して、 

偉なる かな マ ン ハツ タン、 rV の 尖塔と、 輝き 急ぐ 潮と 船、 

豐か に も 趣 多い 大地、 日の 光に 濕ふ 南方と 北方の 諸 州 —— オハ ョ ー の 岸邊， ひらめき 流れる ミ ゾリ.' 河- 

牧^と 穀草 とに 被 はれて、 眼路 遠く 連り 亙る 大荩 野。 

兌よ、 物 を 物と もせで、 落ちつき 拂 つた 無類の 太陽 を、 
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i 、きそめ る そよ風の 中に、 藤色に 明け ゆく 曙 を、 

しとやかに 生れ 出た 限りなき 慈悲 光 を、 

凡て を 光 被す る 奇蹟 —— 威 就の 眞聱 を、 

甘々 しく 近づく 夕暮れ を、 —— 待 たれた 夜空と さう して その 星 を、 

すべて を 照らして わが 町々 の 上に、 人と 大地と を かき 抱きながら。 

ニニ 

唄へ、 いとしい 同胞よ II お前の 鄙びた 歌 を 5 たへ" 

甘い 愁ひを こめて、 人の 心 をう つ その 歌を聲 高く。 

お、 猎ら かさ、 自. M さ、 さう して 情けの こま や 力 さ ー 

私の 魂 を 解き放し かきむしる！ お k 素晴らしい 歌手よ！ 

お前の 歌 だけ だ^の 耳 傾ける の は — けれども 星が 私 や 引きと める、 (然し やがて それ も 離れ 去る たらう) 

けれども ライラ" ク がその 鋭い 香で 私 を 引きと める。 . 

一 四 

今, の 光の 中に あって、 眺め やる 時、 

夕暮れの 殘 りの 光に 照らされた 舂 のの 野良、 種播 きの 備へ 十る 農夫、 

沼湖と 森林と に 飾られた わが 鄕 土の 大きな ひとりでの 景色、 


(風、 嵐の 吹きす さんだ 後の) 祌々 しく も淨ら かな 美、 

速 かに 暮れ ゆく 午後の 圓 やかな 大空、 子供 等と 女との 罄、 

流れ 動く 海の 潮 —— その上 を 船が どう 走る か を 私 は 見る、 

D: かさ を 伴って 近づく 裒、 勞働 にき ほひ 立つ 野良、 

無數な 人家の 一 つく， 日々 のな り は ひと 食事な どの 轆ぃ 仕事の 營 まれる 所、 

入^の 寄せ 返し、 群がり 集る 市街の 道、 それら を 眺め やった 時 —— 見よ！ その 時 その 場に、 

凡ての もの X 上に 降り、 凡ての ものと 混り、 私 を も 共に くるめて、 

霉は现 はれた、 長く 尾を引く 暗い 影が 現 はれた、 

さう して それ は 死 だ、 その 思 ひ 出た、 さう して それ は 死の 聖 なる 智慧た。 

一 五 

謂 は^ 死の 智慧 を 私の 右手に 歩ませつ-、 

さう して 死の 思 ひ 出 を 左手に 近々 と步 ませつ &、 

さ-うして 謂 は r 友 等の 手 を 取る ごとく  二人の 間に ゐて、 

默 して 受け入れる 夜の 闇の 中に 私 は 自分 を まぎらせた、 

沼の 汀、 小 階い 小道、 

沈默の 中に いつくしい 檜と 物淋しい 松の木 立 を 眼 ざして" 

その 時人 见 しりす る 小鳥 は 私の み を 受け入れた * 
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私 こ跺 しまし ぃ朽 紫色の 小鳥 は 私達 三人の 道 伴れ を 受け入れた、 

さう して 死の 歌 を、 なつかしい 彼への 詩 を 小鳥 は^った。 . 

ii  く 隱れた 物 蔭から、 

香 ひやかな 槍、 しづ まりか へ つ て 物淋しい 松の木 立から、 

その 小鳥の 歌 は 漂 ひ 出た。 

敬の チヤ ー ムは私 を 狂 ほしく した， 

夜の 閽に、 手 を 取る 如く 道 伴れ と共に ある 時、 

かくて 私の 衷 なる 聲は 小鳥の 歌と 調べ を 合せた" 

ニハ 

I 死の 歌 I 

「來 い、 可憐な なつかしい 死よ、 

大地の 限り を、 隈も なく、 しめ やかな 足 どり で 近づき、 近づく 

甕に も、 夜に も、 凡ての 人に、 各の 人に、 

早 かれ.， おそ かれ、 思 ひやり の やさしい 死よ。 

不可思議 のこの 宇宙 は讃 むべき かな、 
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その 生、 その 喜び、 諸の 珍ら しい 物象と 智謹、 

又 その 愛、 香 はしき 愛 —— さりながら、 さらにく 讚むべき かな、 

1=11 に、 凡て を 捲き こむ、 死の 磘實な 抱擁の その 手 は- 

靜 かな 足 どり で 小 やみな く 近づいて 來る 淋しき 母よ、 

心から あなたの 爲 めに 歡迎の 歌 をと なへ た 人 はま だ 一 人 もない とい ふの か、 

それなら 私が 敬 はう II 私 は 凡てに まさって あなたの 榮ぇ をた 、 へよう、 

、  > ゝ，  ^や^ 

あなた カ^ず 來べ きものなら、 過たず 來て 下さいと 歌 ひ 出で よう。 

近づけ 力 强ぃ救 ひ 主！ 

それが 運命なら I あなたが 人々 を かき 抱く 時、 私 は 喜んで その 死者 を 歌 はう、 

愛に 滿 ちて 流れ^ ふ あなたの 大海原に 溶け こんで、 

あな. にの 法樂の 洪水に 有頂天に なった その 死者 を 歌 はうよ、 お \ 死よ。 

あなたに 喜びの， お 曲 を、 

又 I! 踏 や 挨拶と 共に 申し出る II 部屋の 裝 飾と 饗 裳 も 亦、 

若しくは 跋 やかな 大地の 眺め、 若しくは 高く 擴 がる 大空、 

若しくは 生活- 若しくは 園圃、 若しくは 大きな 物 思 はしげ な 夜、 その 凡て は あなたに^ i よしい 

若しくは 星々 に譴ら れた靜 かな 夜、 

ホ ヰヴト マン 詩^  四 七 一 
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若しくは 海の 汀、 私の 開き 慣れた あの 皺 がれた 波の 聲、 

Tl  ノ  (  i  £  ？  かよお ほひ 

若 ン くよ 私の 魂よ あなたに 振り向く、 お- - 限り もな く 偉大な、 面紗 深き 夜よ 

さう して 肉體は 感謝して あなたの 膝に 丸く 巢喰 ふ。 

梢の 上から 私 は 歌 を 空に 漂 はす、 

g り 動く 波 を 越えて. f 無数の 園圃 と荒漠 たる 大草 野と を 越えて、 

^てこんだ 凡ての 市街と、 群衆に 塊 まる 繋船 場と 道路と を 越えて、 

私 は、 お、 死よ、 この 歌 を、 喜び勇んで 喜び^んで、 ^遠く 漂 はさう。」 

一七 

私の 魂の 調べに 合せて、 

朽 紫色の 小鳥の 高く 强く歌 ふ、 

その 節 は、 夜^の 限りに 擴 がり 滿 ちて、 いつくしく 澄み渡り 

小暗い 松と 檜との 木立に 聲； €  く、 

沼 水の 香と 生氣 ある 濕 ひの 中に ほがらかに、 

そして 私 は 道 伴れ と共に 夜の 蔭に。 

物見る カ阪を 離れて、 

，よ ろ し 

幻影の 長き つ ら なり 開け 渡る。 
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肌の は づれに 私 は 險を 兌る、 

昔な き 夢 の 如くに 幾 百の^ 旗 を 兌る、 

戰亂の 煙の 中 を、 彈 丸に 赏 かれた 幾 百の 軍旗 を 私 は 見る、 

煙の 中 を かしこ こ、 に 運ばれ、 破れ、 血に 塗れ、 

やぬ の  P  C* 

やがて 竿に 殘る 破れ 布の 幾 ひら (凡て は 沈默の 中に) 

さう して 折れ はじける 旗竿。 

私 は 兑ろ戰 死の ぎ を、 骸の千 百 を、 

さう して ！g にさら された 若人の 白骨 を、 私 は それら を 見る" 

is の 露と 消えた 兵士 等の 破壞の 堆積の 數々 を兑 る、 

けれども それら は^: の 人の 兑る ところと は異 るの を 見た、 

死お は.：：： らは 全く 休息に 入った I 彼等 は 苦しんで はゐ ない 

生 ある も の が 後に 殘り 苦しむ の だ —— 母が 苦しむ の だ、 

さう して 妻と 子と、 思 ひ 出に 沈む^ とが 苦しむ の だ、 

さう して あとに 殘 つた 軍險が 苦しむ の だ。 

1 九 
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幻影 を 過ぎ去り、 夜 を 過ぎ去り、 

手 を ほどいて 道 伴れ を 過ぎ去り、 

錢 者なる 小鳥の 歌. その 歌に 合 はす 私の 魂の 歌 を 過ぎ去り、 

(私の 魂の 歌、 勝利の 歌 • 死の のがれ 出る 歌、 しかも 變化 極り なく、 

ある 時 は 低く す&り 泣き、 しかも その 節 は 澄み渡って、 高く 低く 夜空に 漲り 

悲しげに 打ち沈みて、 罄も かすかに、 警めの 如く、 しかも W び歡 喜に 破裂し 

大地 を 被 ひ， 空の 限り を滿 しつ k 

かの 夜の 物 蔭に 閗き 得た る 力 强き歌 M にも 似て、) 

、ノ 1 ト 形の 槳を つけた ライラックよ、 お前 を も兌槳 て-過ぎ去りつ \、 

春 ごとに^ きかへ り、 戶 口の 前庭に 咲く お前 を見棄 て-、 

お前に 向っての 歌 をつ ぐみ、 

さう し て 西方 に 面 をむ け て 相 交 は り し お前 を 見 る こと もやめ る、 

お V 夜空に 銀の 光 を 放つ わが か V やかし い 友よ。 

二 〇 

しかも 私 は 凡て、 その 夜の =8 のどれ を も 捨てない、 

歌、 かの 朽雜 色の 小鳥の 驚くべき 歌， 

さう して それに 合唱す る 歌、 私の 魂から 呼び出 さ れ た 反響、 

愁 ひに ti ちた 面 もちし c， か^-やきながら 沈み 果てた 星、 
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K く 生 ひ 茂る ライラック、 さて はむ せる ばかりの^ を 吐く その 花、 

小 .に？ の 招 さに 近づきつ k 私の 手 を 取った 握手の 友、 

私の^^れ、 さう して 私 は 二人の 間に、 かくて それらの 凡ての 記憶 を、 私 はわが なつかしい 死者の ために 貯 へて おく、 

この 鄕十： のこの 時代に 生きた 最も 香 はしく、 最も^ 明な 魂の 爲 めに、 II さう して この 詩 を 彼の 悽 しい 思 ひ 出の 爲 めに 

ライラックよ、 星よ、 小 烏よ、 私の 魂の 歌と 共に、 

かしこな ろ 松の 香 ふ 所、. さう して 檜の 木立の ほの 晴ぃ 所に。 

■ 聖 なる 死の 囁き 

聖 なる 死の 囁き >  それが さ」 やかれる の を 私 は 聽 く、 

夜のお の ざれ 言 紫 —— 絹 ずれ を 思 はせ る 合唱、 

徐ろに 登り 近づく 跫昔 —— 祌祕な そよ風、 軟 かく 聲 低く 送られる。 

(それとも あれ は 淚の漣 か？ 人間の 淚の漫 々たる 海原の) 

ふり 仰ぐ かなたに、 私 はあり/ \- と 叢雲 を 見る、 

^しげに、 しづ やかに 捲き ち どみ、 聲も なく のびひろがり、 交り 合 ふ、 

時折り、 おぼろに、 悲しい 遠 万の 星が、 

现 はれ、 又 I 隱れ ながら。 
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(寧ろ 或る 分娩 —— 或る おごそかな 不死の 誕生 か、 

^に はさ だかなら ぬ國境 を、 

或る 魂 は、 今 I 越えて ゆく) 

群衆 —— その 海原の さかまく 波間から 

群衆 II その 海原の さかまく 波間から、 一 しづくの 水が しめ やかに 私に 来て、 

さ」 やくに は、 「私 は あなた を 愛します、 私 はやが て 死にます、 

あなた を 見、 あなたに 觸れ たいば かりに、 私 は 遠い 旅 を續け まし -、 

あなたに 遇った 上で なければ 私 は 死ねません、 

若し 遇 はずに 死んだなら、 あなたと は 永久に はぐれて しま ふでせ うから。」 

「今 二人 は 遇った、 二人 は 見 交 はした、 二人 は 安全 だ。 

安堵して 侮に ぉ歸 り、 愛する 者よ、 

私も亦 その 海原の 一 しづく だ II 二人 はさつ かけ 隔 つた 間で はない、 

御 if この 大きな 輪廻 を I 凡ての 聯賞、 それ は 何たる 完全 さ だら う ー 

けれども 今 あなたと 私との 間 を 大海が 容赦な く 隔て \ゐ る、 

謂 は t 一  と 時、 達 は 離れぐ にされ てゐる II だが いつまでも 離れ^, \ にされ てはゐ ない。 


あ せ らず においで II H く の ^ —— . 

毎日、 日の 沈む 時、 愛する 者よ、 私 は あなたへの 愛の ため、 

大空と、 大海原と、 大地と に 親しみの 挨拶 を 送って ゐ るの だから。」 

畑から 來な よお 父 •  • 

1 

4  一  5 

畑から 來な よお 父、 ぺ ー ト から 手紙が 来たから、 

か あ 

夹 戶に來 なよ お 母， II 兄さんの 手紙が 来たから。 

见ょ、 それ は 秋 だ、 

見よ、 綠は黑 ずみ、 黃は 更に 黄に、 紅 は 更に 紅く、 

樹々 がォ ハイ ォ 州の 村々 を 冷え <\ と 住みよ くさせて、 その 葉 は そよ との 風に も ひらめいて ゐる、 

熟れた 林擒は 架 樹 園に、 葡萄 は 蜘蛛 手の 蔓楚に 垂れ 下り、 

(蕋 に 垂れ 下った 葡萄の 香りが きこえる だら う、 おそまきに 蜂が 來て羽 昔 をた て \ゐ る。 簡麥 のお ひがき こえる だら う) 

凡ての 上に は、 兑ょ、 雨 あがりの 大空が 透明な 落ち 藩き を もって、 素晴らしい 雲 を 浮べて ゐる、 

大^の 下に も 亦、 凡てが 落ち 蓿 いて、 美しく II 野 や 畑は豐 かに^って ゐ る。 
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^良 は 見渡す かぎり 醫作 だ、 

然し、 今、 その 畑から 父が II 娘に 呼び立てられて やって 來 た、， 

入口の 方に 母が I 取る ものも^り あへ ず表戶 にやって 來た。 

大急ぎで 母は來 たが II 何 か 不吉ら し い、 その 脚 は 震 へ てゐ る、 

髮の 亂れも なでつけず、 被 物 をと、 のへる 暇 もな く。 

慌て &封を 切る、 

お \ これ は 息子の 手蹟で はない、 それ だのに その 名が 認めて ある、 

訛が 息子の 代筆 をした もの か —— お、 打摧 かれた 母の 魂！ 

その 服の 前で 物が 泳ぐ I. 暗闇が ひ しめく  II 母 は 大事な 字 だけ を 拾 ふ、 

文句 も 切れ <\ 「銃丸が 胸 を 貧き」、 「騎兵の © 突戰/ 「病院に 運ばれ」 

「0 ド危險 なれ ど、 やがて 恢 anH- 致 候。」 


あ X、 今 は、 私に は 唯 一 人の 姿ぎ り、 

潤！： な璺 かな オハイオ、 町々 も ある、 酹良も あるが、 痛し く 顏は蒼 ざめ て、 前後 を 忘れ、 氣も絕 えぐに、 戸の 握手に 

倚り か んる 一 人の 姿き り、 


「さ. 「奴くな よお 母」、 (年頃に なった ばかりの 娘が 淚の ひまから かう いふ 傍らに は 稚ぃ妹 達が 口 もき かずに 惘れは C  >♦ 

絨 れ^る)  . 

「わ、 大事な お 母、 手紙に はべ ー トはぢ き 快くなる と 書いて あろ。」 

哀れ、 その 若^ は 決して 快く はならない の だ、 (あの 雄々 しい、 ひたむきな 魂 は、 この 世の中 を 去る のが 定 なの だら う^ 

^や 妹缝が 古 M の に 立ちす くんで ゐる 間に、 若者 は旣に 死んで ゐる、 

1 人の 息子 は 死んで ゐる。 

けれども おは 氣を 取りな ほさなければ ならぬ、 瘦 せた 姿 を黑の 喪服に つ \ んで、 

r 一は 綠 々食べ もせず 11 さう して 夜に は むらな 眠り やう をして、 眼 さめが ちに、 

巾に^ が 破れる と、 泣きながら たった 一 つの 深い 願 ひ を 願 ふの だ、 

「お-、 誰も 知らぬ 間にお いとまが 出来る ことなら I この 世から いつの 間に かの がれ 出て、 おいと まして、 

あと： s ひかけ て、 死んだ 总 子と 一 緒になる ことが 出来たら」 と。 

和 睦 

凡ての 上に 言 猿， 大空の やうに 美しい！ 

ゆ とその 虐殺の 行 爲は， 年 所と 共に 失せ 亡びる に 違 ひない、 

ホ ヰッレ マン 詩^  四 七 九 


有 島 武^ 仝 ^  ^四 卷 

「死」 と 「夜」 との 姉妹の 手 はこの 汚れた 世界 を絕 えず &に洗 ひ 去り、 又 洗 ひ 去る. 

…… Is. ん となれば 私の 敵 は斃れ たから II 私 同樣に 神聖な 一 入の 人が 死んだ から、 

私 は 彼が 顔 蒼 ざめ、 動かずに、 死棺の 中に 隳 はるの を 見 II そこに 近寄る、 

^文身 を かにめ、 さ 5 して 死柁の 中の その 蒼 ざめ た 顔に 私の 唇を輕 く觸れ る， 


四 八 〇 

-美 しさ 


涙！ 涙！ 淚！ 

夜、 寂寞の 中 …… 淚ょ、 

白い 丁  二流れ て は、 砂に 吸 ひ 込まれて ゆく 淚 — 一 つの 星 も 出て ゐ ない— 眞 暗な 物 琳 しさ、 

顆を 包んだ 彼の 眼から 洩れる  1 つた 淚 I お k その 亡靈は 何者 だ I 暗 閥の 中で 涙 を 流す その 異形 は 何者 だ。 

龍な す^ —— お 、 泣く 淚 —— 息も絕 ぇ<\ に 泣き叫ぶ そ の 痛苦、 

お、 嵐、 ii がさ まじく、 侮 沿 ひ を 吹き まく、 お、 物湊ぃ 夜の 嵐 I- 風！ お \ その はげし さ！ ゆ、 しさ- 

お、 影よ i 蠻の間 は、 沈 蕾な 顏付 をして、 規則正しい 歩みで、 威儀 をつ くろった 影よ。 

夜が 來て、 人 を 離れて 孤獨 になる と、 お \ その 時の 涙の 海、 

淚の！ 淚 S! 淚 の！ 


|s の 上、 そ の 舳首 


一 ^ 


船の 上、 その 舳 首に、 

年若き 舵取り、 心して 舵 を ひく。 

IT* ぎレ 

海岸の 霧の 中に 一 つの 鐘 淋しく 鳴り ひ t きつ X、 

ひ^ま 

海原の 鐘 —— お、 警めの 鐘， その 響 波に ゆられて、 

お、 汝 はまこと にも まことなる 警め を 洤る、 海礁 のほとりに 鳴り ひ r く 鐘よ、 

鳴り ひどき つ- 1、 鳴り ひどき つ &、 船 を 難破の 地 點 から 戒める ために。 

されば 心た くまし く、 お、 舵取り、 お前 は 鐘の 警めに 應 ずる、 

舳は轉 はす I 荷積みした 船 は、 進路 を かへ て、 灰色の 帆の もとに 馳 せて 去る ノ 

美しく 氣 高き 船 は、 價 高き 富 を 積みて、 華やかに 安らかに 馳 せて 去る， 

ふ る 

さりな がらお  >- 船よ、 不壞の 船よ！ 船の 上なる 船よ！ 

お， 1 肉の 船 II 魂 の 船 I そ は 帆走り つ- ；… 帆走り つ X。 

別れに 臨みて 讀 者に 

た/， 親愛なる 讀 者よ、 私 を あなたの 顔のと ころに 抱き上げよ I 

ぉゲに 暫く 別れなければ ならない、 私の 唇から この 接吻 を 取れ、 

あなたが 誰で あらう と、 私 は 特別に この 接吻 を あなたに 贈る、 

ホ ヰット マ ン 詩集 
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有 島武郞 仝橥 笫四卷  四. へ 二 

「長いの を」 II では 又 遇 ふ 折り を 待ち望まう" 

鼓 聲  ♦ 

蹶起し、 激怒し、 

私は饕 鼓 を 打ち、 容赦の な ぃ戰を 促が さう と 思 つ た、 

然しす ぐ 私の 指 はいふ こと を 聞か なくなった、 私の 首 は 垂れた、 さう して 私 は 思ひ斷 つて • 

負傷者 の 傍らに 坐し て それ を 慰め 、 或は 默し て 死者 を兌守 つ た。 


無限 II 萬 有 についての 思索、 

爾 はわが 神。 

私 を 待ち望む に飽 くこと なく、 未だ 現 はれ ざれ ども 必ず 來 るべき、 

神々 しい 戀人、 完全なる 友人、 

爾 はわが 神" 

公明に して 多能、 美に して 豐か、 愛情に 滿ち肉 體は健 か、 さう して 靈に 微妙なる 爾、 —— 完成され たろ 人！ 

爾 はわが 神" 


お i 死 II  (生が 旣に その 任 を 果し終 へ た 後) 

天上の 宮殿 を 開き、 そこに 人 を 導く もの、 

爾 はわが 神。 

JJT が 見、 感じ、 知る 限りの 最大 最上の もの 凡て、 

(そ は 沈滞せ る 束縛 を 跛って ！ お、 汝， 魂、 ■ 汝を 自由にす る) 

爾 はわが 神 

一 右し く は汝、 常に 進み やまぬ 不 壊の 道、 

凡ての 偉大なる 翻 念、 人類の 夢想、 

私の 魂よ、 汝を 高め 解放す る 凡ての もの、 

凡て C 雄々 しさ • 思 ひ 人れ る 情熱 的 行爲、 

爾 はわが 神。 

若しくは 時 問、 若しくは 空間. 

地球の 神々 しさ 神祕 さ、 若しくは 私が 眼に 見 且つ 渴仰 する 私自身の 姿、 若しくは 他の 人の 見事な 姿 * 若しくは 耀灼 たる 

太陽、 若しくは 夜 天の 星斗、 

爾 はわが 神。 

ホ ヰヅト マン 詩集  四 八 三 


有 島武郞 仝蕖 第四卷 

喜べ、 船 子よ、 喜べ よ 

喜べ！ 船 子よ II 喜べよ！ 

(魂にまで 喜んで、 死に 臨んで、 私 は 叫ぶ) 

私達の 生 は 閉ぢた II 私達の 生は始 つた。 

拿 ひ 

長い、 長い 繋船 を 私達 は見棄 てるの だノ 

船 はとうく 自由 だ I 彼女 は 飛ぶ！ 

彼女 は 速 かに 岸から 遠ざかる、 

喜べ、 船 子よ II 喜べよ。 

最後の 祈禱 

とう/ \- …： しめ やかに、 

籙 丈な 備へ ある 家の 壁から、 

嚙み 合った 錠前の 束縛から il 閉鎖した 戶の 構へから …：. 私 を 運び 移せ。 

音 もな く 私 をす ベり 出させよ。 

「柔和」 の 鍵で 鎵前を はづし I さ. - やきの 聲で 


ノふ 


戶を 開け、 お、 魂よ リ 

しめ やかに、 …： 氣を せかずに！ 

(お前の 朿縛 はきび しい、 お、 可壞の 肉よ！ 

お前の 束縛 はきび しい、 お、 愛慾よ。) 

冬の 蒸 汽機關 車に 

爾を歌 はう！ 

吹き まく 嵐、 今の やうな —— 雪 —— 暮れ行く 冬の たそがれの 中に ある 爾を！ 

鎧に 身つ くろ ひした 爾 を- 爾の 規則正しい 烈しい 鼓動 を、 さう して 爾の銳 い 脈搏 を • 

こんじき  ば^-ね 

黑ぃ^ 形の 五體、 金色の 黃銅、 銀 光の 鋼、 

重々 しい 側檳、 併行した 接條、 それ は爾の 側部で 旋囘 し、 馳 せちが ふ、 

爾の 旋律、 或る時 は 高まりつ， 1 喘ぎ 叫び- I 或る時 は距 たるに つれて 細 まって ゆく 

突出した 逞しい 前 燈は車 頭にか^ やき- 

ながき 一 

長 く たなびく 蒸 汽の靑 白 い 長旒は さ i やか な 紫 を 含み 、 

黑々 と S げな 煙の 雲 は 煙突から 湧き 立ち 湧き 立つ、 

爾の骨 組の 巖丈さ II 旋條 と瓣膜 —— 細かぐ 震へ る 車輪の また X き、 

後ろに 連なる 一 列の 客車 は、 從 順に 快活に 爾に隨 ひ、 

ホヰッ トマ ン詩 蕖 
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有 岛武郎 全堪 ^ 四卷 

ふ r9、 てこ も闩和 にも、 跑く とも、 おそくとも、 小 やみな く馳 せて ゆく 

【近代」 の 典型！ 激動と 精力との 象徵- 大陸の 脈搏！ . 

せめて は 一度、 來 たって 詩 神に 事へ て 歌に 溶けよ. 私が 今 爾を兒 やる その ま \ に、 

ほ、 さう して 齒向ふ 陣風. さう して 降りしきる 雪の 中 を 

晝間 は、 爾 の饕戒 を その 鐘に 鳴り ひ^-かせつ X、 

;£ じる t  >  >  0 

友 こ は 又、 沈默の 闇に 目印の 燈を ひらめ 力し つ.^ 

おめき 叫ぶ 美よ！ 

私の 歌の 中 を ひた 走れ、 爾の i がき せ 曰樂を 集め、 爾の燈 を 闇に ひらめかし、 

耳 を it 爾の 汽笛 もて 狂 ひ 笑 ひ、 地震の 如く 轟く 爾 反響に 凡ての もの を搖 りさ ましつ "I 

お て  あ ま 、 、 

爾， y; 身の 律 は 完全 だ、 爾自 身の 軌道 は絕 えて 謬ら れな I 

(女々 しい 竪琴、 滑らかな ピアノの 甘々 しい 諧音 ではない 爾の は〕 

爾の をた けび は 打ち 震 ひて 巖ゃ 岡の 木魂 を 呼びつ^-、 

果て 知らぬ 草原 を 越え I 湖の 數々 をよ ぎって 

琅邊 祭の 大空に、 自由に、 快活に、 カ强 くも そ、 ぎ 出される それな の.^。 

牛なら し 

人氣 遠い 北の方、 平和に も 牧歌的な その 土地に、 


この 歌の 主な ろ 名高い 牛なら L、 私の 友なる 百姓 は 住んで ゐる、 

入々 は 三 歳 四 歳の した、 かもの を 馴らして もら ひに つれて 來る、 

世に 珍ら しい 荒 牛 を 引き受け て、 彼 は 易々 と 馴らし手な づける、 

恐れ もな く、  f 持たず、 庭の 中 をむ づ かり^む 若い 牡牛に 彼 は 近づいて ゆく、 

牡牛 は跟を 怒らし、 いら/ \ しながら その 頭 を 空 ざまに もたげて ゐ るが、 

しかも 御覽 ー 程なく 牛の 怒 は 納まる —— 見る まに 牛なら し は その 牛 を 手な づけて しま ふ、 

御覽！ その もよりの 農家に は、 老ぃたる若き百頭からの牡；！^  しかも それ を殘ら ず、 馴らしつ けた 男と いふの は 彼 

だ、 

や 共 は 彼 を 見知つ て I どれ もこれ も 彼に なづ いて ゐる、 

御覽！ 或る 奴 は 見事な 畜生 だ I 雄 々しい その 姿！ 

まだら  とち ふ 

或る 奴 は 飴色 —或る 奴 は 斑 —— 一 頭 は 白い 毛が 脊筋を 流れて II 或る 奴 は 虎斑、 

或る 奴 は廣く 立ちはだかった 角 を 持ち (上等 種の 證據 だ) II 御覽！ か^やかし いその 毛な み を、 

御 蟹、 二 頭： L. 額に 星が あり —— 御覽、 肥えた その 胴體と 幅廣ぃ 尻つ きを、 

御^. 四 足の 上に ゆるぎ も兑 せず、 しゃんと 立つ 樣子を II 御覽、 あの 素晴らしい 悧巧 さうな 眼 を、 

御覽. 牛 共が あの 牛なら し を 見守る 樣を —— 彼奴 等 は 彼が 側に ゐ るの を 願って ゐる II 行き過ぎ たの を 見送る 彼奴 等、 

何ん とい ふ B しげな 表情 だ！ 彼が 彼奴 等から 離れる と 何ん とい ふ賴 りなげ な 樣子を 見せる 事ぞ。 

II 私 は 驚く、 彼奴 等に は 一 體彼 がどう 映って ゐる のか、 (書物 も、 政治 も、 詩 も そこに はない ——- 凡てがない) 

白狀 する が、 私 は 全く 彼の 魅力が 妬まし い ——. 無口な 無學 なそレ 私の 友、 

田 〈古の 片隅で 生活して ゐる彼 を W: 頭の 牡牛が 慕って ゐ るの だ， 

ホヰ y トマ ン詩^  四 八 七 


有 島 武郞^ 雄^ 四卷  P  ノノ 

人氣 遠い 北の方、 平和に も 牧歌的な その 土地に。 

私が 書物 を 讀む時 

私が 有名な 傳記 を讀む 時、 

さう して これが (と 自問自答 する) 著者が 一 人の 人間の 傳 記と 呼ぶ ところの ものな のか？ 

さう して その やうに、 誰か ど、 私が 世 を 去った 後， 私の 傳記を 書く こと だら う？ 

(恰も. 誰か t 私の 生活の ちょっぴり でも 本 當に 知って ゐ たかの やうに U 

所が 屢く考 へる こと だが、 私自身 すら 自分の 本當の 生涯 を 完全に 知って はゐ ない といって い X の だ、 唯 僅かば かりの 晴亍 

II 僅かば かりの 散漫な、 かすかな 示唆、 

それ を 私 は、 私の 用途の 爲 めに、 こ、 に 書き記さう とする だけ だのに 、 

私が 自分の 頭 を 君の 膝に おく 時、 仲間よ 

私が 自分の 頭 を 君の 膝に おく 時、 仲間よ 

嘗てな した 纖悔を 私 は 繰り返す — 大空の 下にあって、 君に 云った ところの もの を 私 は 繰り f 

私 は 自分が 落ち着かない 爲め、 他人 を もさう する の を 知って ゐる 

私 は 自分の 言 紫が 兇器で、 危害に 滿ち、 死毒に 滿 ちて ゐ るの を 知って ゐる、 

(實 こ， 私 はまが ひもな く 一  箇の 歜士た 


ますこに 劍銃を 持って ゐる あの 男 や、 赤 筋の つ いた あの 砲兵な ど， 1 は 少し 質が 違 ふの だ) 

何故なら、 私 は 平和、 安泰、 及び 凡て 定められた 法則に 對 して、 それ を 打ち 壞 すため に齒向 ふから だ、 

ヌ てのものが 私 を 受け入れて ゐた としたら、 私 はさう でもなかった らうが、 凡ての ものが 私 を 担む が 故に、 私の 央、 ひ. H 

益く 堅くなる の だ。 

昔で も 今でも、 私 は經驗 や、 彎告 や、 大多數 や、 侮蔑な どに 頓着して はゐ ない、 

地獄と 稱 せられる もの 、咸 脅な ど は 私に 取つ て は 無き に 等し い、 

又 天 國と稱 せられる もの X いざな ひの 如き は 私に 取って は 無き に 等しい、 

•:: 愛する 仲間よ 1 私 は 君 を 私と 共に 促し 立てた し、 今 も 促しつ 、あるが、 我々 の 行きつ く 先が 何で あるか は 私自身 

にも 見當が つ い てゐ ず、  . 

或は 我々 が 勝利 を 得る のか、 又は 全然 粉碎 され 打ち 負され るの か、 それ も 知らないと 懺悔す る ぞょ。 

自分の 魂に  , 

發足が 近づく につれ て、 

時が 逼 つて 来る につれ て、 影が I！ お前から 雲が II 私の まだ 知らない、 先の世の 怖れが 来て、 私を唷 くす る。 

私 は 出で立つ だら う。 

私 は 諸 の 州を潢 行す る だら う II 然し 何處を 何時まで 旅行す るか、 それ は 自分で も 判らない、 

恐らく は 問 もな く、 私が 歌 ひつ 乂 ゆく 或る日 か 或る 晚に、 私の 聲 はいきな り やむ にち が ひない。 
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お k 魂！ 

凡て 丈 こんな ことにな つてし まふ だけな の だら 5 力 

日の 光の 下に 遠く 見 ま はす 私の 眼の 働き 

女性と 取り か はすた とし へ なき 愛 * 

大空の 下に ある 私の よろこび II マン ハ ッ タンの 逍遙、 

私が 遇 ひ 得た やむ 時な き 好意 — 若き 人達の 私に 與 へ る 不思議な 愛着. 

私の I やかな：！ 想 I. 一  人 旅の 間に 私が 吸 ひ 込んだ 風景、 星々、 動物、 雷鳴、 雨雲、 鲑ー 

からの 言葉、 I 數 多い 私の 過失と 放恣、 

別れ 際に 友の 唇が 私の 唇に 與 へた 輕ぃ 接觸、 

歩道 や 畑の 上に 私が 殘 した 足跡、 

で ュらは 私の 新たな 發足 にあたって、 こんな ことにな つてし まふ だけな の だら う 力 

この 私の 新たな 發足 にあたって ii しかも それで 十分 だ、 ぉ& 魂よ、 

魂よ、 お前と 私と はむ き 出しに 姿 を 現 はした I. それで 十分 だ。 


私 は 今 自己 を 披露し、 自己 を 歌 ふ、 

さう して、 私の 衣 はまた あなたの 衣で ある だら う、 

何故と いって、 私に 屬 する 凡ての 原子 は、 等しく あなたに も屬 する の だから。 

さまよ ひが てらに 私 は 私の 魂 を 誘 ひ 出す、 

ヌス 草の 穏を 眺めながら、 欲する がま >1 に 私 は 倚り か i り、 又は さまよ ひ 步く。 

私の 言葉、 私の 血の あらゆるした， -り、 それ はこの 大地と 大空と から 造られた、 

こ \ に 私は兩 親から 生れ、 兩親は 更に 兩 親から 生れ、 その 雨 親 は 又 更に 兩 親から 生れ， 

完全な 健康に あって、 今一 二十 七 歳なる 私 は 始める、 

死に 至る まで 不休 であらん こと を 望みながら。 

敎 おと 流派と を 無視し、 

その あろが ま、 に 任せて、 しかも それ を 忘れる ことなく、 暫く それらから 返き、 
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私 ュ 善惡 二 か X はら ず 自己 に卽 する、 さう して 思 ふが ま、 に 物 を 言 は う 

本然の 千 不ルギ ー によ る 無 拘束 の 自然。 

二 

家々 も 部屋々 々も 香料に 満ち、 棚の 凡ても 香料に あふれて ゐる、 

私 は その 薰りを かぎ、 それ を 知り 又 それ を 好む、 

そのした、 り もまた 私を醉 はさう とする が、 私 はさう はさせ まい。 

大氣ょ 香料で もな く、 そのした \ りの 味 ひもな く、 全く 香 ひ 力な、 . 

それ は 永久に 私の 口に 適し、 私 は それ を 熱愛す る、 

私 は 森の わきの 土 堤に 行って * 裝ひを 解き 眞裸 かになる だら う， . 

私 は 大氣と 觸れ合 ふ 時 有頂天になる。 

私自身の 氣 息の けむり、 

£ た.？ づる たうれ. I 一 

反響、 さ^めき、 ひそ やかな 囁き (女 萎、 馬 利 筋、 木の叉と 這 ひ 蔓) 

私の 呼吸、 心臓の鼓動、 私の 肺に 流動す る 血と 签氣、 

枯れ葉との 香 ひ、 又 汀と 晴 色なる 海礁 の、 又收變 小屋なる 牧草の 香 ひ、 

風の まに くた ^ よ ひ 去る 私の 大聲の 言葉の 響き、 そこば くの 輕ぃ 接吻、 ^こばくの 抱擁、 腕の 力き 抱き- 

み づく しい 枝の た わむ 時、  樹木に 現 はれる 影と 光との 戲れ、 

孤獨の よろこび、 群衆に もまれる よろこび、 或は 野の 上、 岡の すその よろこび、 

睫泰の 感じ、 眞晝の 小歌、 寢床を 出て 太陽 を迎 へる 時の 私の 歌。 


あなた は 千 ヱ T 为， を 大した ものと 思 ふか？ 地球 そのもの を 大した もの，^ 思 ふか？ 

讃 書家と なら 5 爲め にあな たは 永年 努力した とい ふの か？ 

あなた は 詩歌の 本義に 通ず る ことに 誇り を 感じて ゐ ると いふの か？ 

今日 さう して 今夜、 私と 一 緒に ゐ なさい、 さう したら、 あなた は 凡ての 詩歌の 源 を 自分の ものに なし 得る だら う、 

あなた は 地球と 太陽との 精髓を 自分の ものに なし 得る だら 5  (しかも そこに は 幾 十 萬の 太陽が まだ 殘 されて ゐ る)、 

あなた は 最早 物事 を人傳 てに 受け取る やうな こと はしなくなる だら う、 或は 死んだ 人の 眼 を 通じて 物 を 見たり、 書物の 

中の 幻影で 自分 を 養 ふやうな こと はしなくなる だら う、 

あなた はまた 私の 服 を 通じて 物 を 見たり、 私の 手から それ を 受け取る やうな こと もしまい、 . 

あなた は 自ら 四方に 耳 傾け、 あなた 自身から 物事 を濾し 取る だら う。 

私 は 人が いやさき といや はてとの 物語 をす るの を 聞いた が、 < 

私 はい やさき やい や はての 話 はしない。 

今に まさった 發端は どこに も あり はしな い、 

今よりも 若き もの、 今よりも 老いた る もの は何處 にも あり はしない、 ； 

今に 優って 完全な もの は將來 にも 来ない だら う、 . 

今の 外に は 天國も 地獄 も あり はしない。 

促進、 さう して 促進、 さう して 又 保 進、， 
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常住に 創造し つ k ゆく 世界の 促進、 

未 分の 中 かり 等位が 封 立して 進み出る、 常に 實 質と 增進、 常に 陰陽、 

常に 縫 藩せ る 同 似 II 常 に 特殊 II 常 に 繁榮す る 生命。 

それ をく だくし く說く 必要 はな い —— 有智も 無智 も 等しく その 事實を 感じて ゐ る。 

最も 確實な もの、 如くに 確實に (垂直に 屹 立し. しっかりと 繫ぎ合 はされ、 梁に 括られた 柱の やうに)、 

又は 感 高く、 生 氣に滿 ちた 馬の やうに 健やかに、 私と この 神祕と は、 手 をつな ぎ 合せて. こ^-に、 立つ。 

亏 ^なく |n ぐ まし いのは 私の 魂 だ、 さ 5 して 汚れな く 香 はし いのは 私の 魂なら ざる 凡ての もの だ。 

一 つ を^く 時兩 方よ 缺 ける、 さう して 見えざる もの は 見 ゆる ものに よって 證明 さおる 

見 ゆる ものが また やがて は 見えざる ものと なり、 證明を 受ける 番にま はるまで。 

最ヒの もの を 現 はし、 それ を 最惡な ものから 切り放ちながら、 時代から 時代 は 苦しむ、 

寸 しど も 私 ま、 事物の 完全な 順應と 均衡と を 知る が 故に、 入の あげつら ふ 時 私は默 す、 さ 5 して 水に 浴しながら 自分 自 

身 を 嘆美す る。 

私に 屬 する 凡て の 機關と 機能と を 私 は歡迎 する、 さう し て 汚れな く眞心 ある 凡ての 人の それ を、 

そのい さ、 かも、 そのい さ、 かの その 又い さ、 かも 蔑が べきで はない、 さう して 如何なる 部分 も 同樣に 私に は 親 まし ヒ 


私 は滿ち 足って ゐる II 私 は 見、 踊り、 笑 ひ、 且つ 歌 ふ、 

かじりつ いてまで 愛して くれる ものが、 夜もすがら 私の 床に 添ひ寢 して、 夜の ひきあけ に 跫音を 盗んで 去り 行く 時、 

家中に 滿ち 溢れる 程、 白い 手拭で 蔽 はれた 籃を殘 して ゆく 時、 

私 は 私が 受け入れる こと 及び 寶現 する こと を 延引して 自分の 跟を疑 ふだら うか、 

私の 眼が 道路の 上 を 遠く 見逡 り、 

さう して 見極めた ところ を 細かく 私に 示し、 

1 人 だけの 確實な 値打ちと 二人の 確實な 値打ちと を 示し、 その 兩 者の いづれ が 勝る か を 示した 時に。 

四 

散歩す る もの、 質問す る 者 達が 私 を 取り 園む、 

私の 會ひ 得た 人々、 若い 頃の 生沽、 私の 住って ゐた 町、 都市、 或は 國の 私に 與 へた 感化、 

最近の 日々、 發見、 發明、 會合、 古き、 新しき 著者、 

^の 食事、 衣服、 交遊， 風體、 挨拶、 負 僮、  . 

私の 愛する 男 又は 女の ほんとうの 又は 見せかけの 無關 心、 

私の 家族の 一人 又は 私自身の 病氣、 又は 惡行、 又は 持ち 金の 消失と 缺乏、 又は 悒欝、 又は 得意、 

あひ^ 

il, 爭， 兄弟 相 if むい ま/ \ しさ、 はっきり しない 報道の 不安、 節々 の 出来事、 これらの もの 凡て は 夜と なく 甕と なくに 

來 て， 又 私から 離れ 去る、 

けれども 凡て は 「私」 そのもの ではない。 
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それらの 押し寄せ まき か へす ものから 離れて 私と いふ もの は 立って ゐる、 

面白がって、 落ち着いて、 憐れみながら、 手 をつ かねて、 联り亂 さずに 立って ゐる、 

見お ろし、 直立し、 或は 或る 觸れ がたい 倚り ものに 腕を頓 み、 

潢に頭 をね ぢ まげて 眺めながら、 物 珍ら しげに 次ぎに 起る もの を 待つ、 

勝負の 中に 又は その後に 何が 起る か を 期待 もて 見守って ゐる。 

自分の 生涯の 過去に、 私が 語學者 ゃ論爭 者と 霧の 中 を 藻が き 進んだ 頃を囘 顧す る、 . 

私 は 嘲弄 も 誘論 もしない、 私 は目擊 しつ X 待つ。 

私 はお 前に 信頼す る、 私の 魂よ、 魂で はない 私の 他の 部分 もお 前に 對し て自卑 する やうな ことで はならない， 

さう してお 前 も 他に 對し て自卑 する やうな ことで はなら な い。 

私と 共に 草の 上 を さまよ へ 11 お前の 喉から 栓を 取り除け、 

私の 求める の は、 言葉で も、 音樂 でも、 韻律で もない、 愛顧で もなければ 小言で もない、 i 'たと へ、 それが 最上の も 

のであった とて、 

私の 望む の は、 なだめの みだ、 押し しづめ たお 前の 聲 のさ、 やきの みだ。 

思 ひ 出す、 澄み渡った 或る 夏の 朝に、 二人が 臥 ころんで ゐた 時、 

お前 は 頭 を 橫すぢ かひに 私の 腰の あたりに 置いて、 ： 


徐ろに それ を 私の 體の 上で 動かし、 

私の 肋骨から 被 ひ 物 を. 取り除き、 むき 出しに なった 私の 心臓に お前の 舌 を さし 入れ、 

更にお 前 は 私の 鬚に 觸れ、 遂に 私の 足 を 抱いた ね。 

その 時、 忽ち 私の ま はりに は 平和と 智慧と が擴 がった が、 それ は 地上の 凡ての 技巧と 論議と を 超越して ゐた、 

さう して 祌の手 は 私自身の 約束で ある こと を 知り、 

さ 5 して 神の 靈は 私自身の 兄弟で ある こと を 知り、 

さう して 凡そ この 世に 生れた 凡ての 男 は 私の 兄弟、 凡ての 女 は 私の 姉妹で あり 戀人 であり、 

ど だいぼね  ，  . 

さう して^ f 有の 士臺骨 は 愛で あり、 

さ、 つして 野に あって， 且つ 榮ぇ 且つ 萎む 草葉 は 限り もな く、 

さう して 草 蔭の 小さな 巢に 住む 赤 蟻、 

かさ-" た  に はと こ 

さう して 蝕れ た 垣の 蘚の 痂、 盛りお、 接骨木、 毛蕊 花、 山 牛蒡 も 亦 限りない こと を 知った。 

一 人の を さな子が 草 を 手 一 杯 持って来て、 「これ は 何んだ」 といった、 

私 は 如何して その を さな子に 答へ る ことが 出来よう？ を さな子が 知らないと 同漾 に、 私 も 知つ てはゐ ない の だから ひ 

思 ふに それ は. 繁り ゆく 草葉で 織りな された、 私の 性情 を 現 はす 旗印 だら うか。 
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或は 思 ふに それ は 神の ハ ンカチ なの だ、 

香 ひ 高き 記念の 贈物と して、 わざと 神の 手から 落された の だ、 

その 隅の 一 つに は 持主の 名が 記して ある、 

それや 見付けた 私達が- 誰の もの だとい ひ あてられる や 5 に。  . 

或は 思 ふに、 草 は 草 自身が 一 人の を さな子 だ、 植物の 世界 L2 生れ 出た 乳の み 子 だ。 

或は 思 ふに、 それ は 誰に でも 通じる 形象 文字で、 

熱帶 にも 亵帶 にも 同じく 萠ぇ 出で、 

白人の 間に も黑 人の 間に も 成長し、 

カヌ" ク、 チ ユカ ホ ー、 議員. 奴 隸 その いづれ にも 私 は 等しく 與へ、 その いづれ から も 私 は 等しく 受け取る" 

更に 又 それ は、 刈られずに 生 ひ 茂る、 墓場の 美しい 翳と も 見える、 

大事に かけて 私 はお 前 を 手に 觸れ よう、 卷 きくね つた 草の葉よ、 • 

ことによると、 お前 は 若い 男 達の 胸から 萠ぇ 出で 、來 たの かも 知れない、 

若し その 男 達 を 知る ことが 出来たら、 私 は 彼等 を 愛したら う、 

ことによると、 お前 は 老いた る 人々 から 来たの かも 知れない、 或は 生れる と 間もなく、 母の 膝から 取り去られた^ のみ 

子から 來 たの かも 知れない、 

さう して それ はまた 母の 膝で も ある" 


この 荩は 老いた る 母 達の 白い 頭から 來 たにして は餘 りに 黑 いし、 

老いた る 男 達の 色な き 鬚に して は黑 ずみ 過ぎて ゐる、 

薄紅い 口蓋から 來 たにしても 黑ぃ。 

お >-、 兎も角、 私 は 語られた ろ數 多くの 言葉 を 思 ひ 知る、 

さう して それらが 無意味に 口蓋から 發 せられた ので はない の を 知る" 

世 を 去った 若い 男と 女と についての 示 咬 を 解き あかす ことが 出来た ならと 私 は 思 ふ、 

老いた 男と 母と についての 示唆、 又 生れる と 間もなく、 母の 膝から 取り去られた^ のみ 子 達の 示^ を。 

若き 男 達と 老いた 男 達と がどうな つた かと あなた は 思 ふ、 

又 女達と その子 等と はどうな つた かと あなた は 思 ふ" 

彼等 は 生きて ゐる、 さう して 何處 かに ゐて健 か だ、 

微細な 萠芽 も、 臂際 死と いふ もの 、ない の を 示して ゐる、 

さ. つして、 あつたと したと ころが、 . それ は 生命 を 生み出す。 さう して 最後に 生命 を 妨げようと 待つ やうな こと はない、 

さう して 牛； 命が 出現す る^ 間に 死 は 無くなる。 
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凡ての もの は 前方に さう して 外方に 進出す る、 何者 も 崩れ はしない.' 

さう して 死と は、 假 初めに 想像され てゐる ものと は 違って、 遙 かに 幸福 だ" 

七 

生れる の は 幸福 だ と 想像す る 人が あるか？ 

私 は 直ちに その 入に 告げよう、 死ぬ の も 同樣に 幸福な こと だ、 さう して 私 は それ を 知って ゐる" 

私 は 死者と 共に 死の 門 を 潜り、 產湯 をつ かった 乳の み 子と 共に 生の 門 を 潜った、 さう して 私 は 自分の 帽子と 長靴との 間 

だけに 包括され てゐる やうな 男で はない。 

さう して 私 は 色々 な 物象 を 追求した、 一として 同じ もの はない、 さう して どれ もい X、 

大地 もい X、 星 もい \、 さう して それに 屬 する 凡てが い X。 

私 は 大地で もなければ、 それに 屬 する もので もない、 

私 は 民衆の 友で あり 伴侶で ある、 彼等 も 亦 私と 同じく 不滅で 神祕 だ、 

(人 は 如何に 不滅で あるか を 知らないが、 私 は それ を 知って ゐ る。) 

凡て は それ 自身の 爲 めであって、 それ 自身の もの だ、 私の 爲 めの 男で あり 女で ある、 

私の 爲 めに、 若さ を 知った 人々、 さう して 女 を 愛する もの を、 

私の 爲 めに、 誇り 高き 男、 侮蔑に よってい かに 傷く か を 感ずる 男 を， 


私の 爲 めに、 情人と さう して 老女 を、 私の 爲 めに 母 達 を， さう して 母の また 母 達 を- 

私の 爲 めに、 微笑んだ ことの ある 唇 を、 淚し たことの ある 眼 を、 

私〃 爲 めに、 子供達 を、 さう して 子供 を 生む ところの 人々 を。 

衣 を 脫げ！ お前 は 私に 取って は 罪 もな く、 役立たず でもな く、 無視 されても ゐ ない、 

精巧で あらう が、 粗末で あら 5 が、 其の 衣 物 を 透して 果して どう あるか を 私 は 見極める、 

. さ うして その 周 国に、 執念く、 倦く ことなく、 まつ はりついて、 決して 拂ひ 捨てられ はしない だら う。 

八 

みどり 子が 搖籃の 中で 眠つ てゐ る、 

私 は うづ もの を か \ け 永い 間 眺め やる、 さう して 靜 かに 手 もて i を 62- ひ 嗨ふ、 

少年と 顔 赤らめた る 少女と が、 木立の 多い 岡の 上へ と 歩み を そらす、 

私 は 項き から 晛 いて それ を 見て ゐ る。 

自殺者が 寢臺の 血 まみれに なった 床の 上での たうち 廻る、 

私は髮 ふり 亂 した 屍 を目擊 する、 ピストル が 何處に 落ちた かに 氣を つける" 

础§ 響、 荷車の 車輪、 靴底の 音、 散策 者の 話聲、 

^々しい 粱合 馬.； 难、 拇指 を 立て，. 客 をす \ める 御者. 花崗 石の 地 床の 上に 鳴る 蹄 鐵の音 ， 

00. 鈴の 音、 大 冗談、 雪 合 鞔* 
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人氣 者に 浴せ かける 歡呼、 激昂した 暴徒の 憤怒、 

病院に 運ばれる 病人 を乘 せた 擔 架の 被 布の ひらめき、 

仇 同志の 遭遇、 突然の 罵詈、 打撲と 昏倒】 

昂奮した 群衆. その 群衆の た^-中に 進み 入らう とする 黝章 をつ けた 巡査、 

無數の 反響 を 吸 ひ 入れ また 吐き W す 無 感情の 石ころ， 

日射病に か&り 或は 發作を 起して 倒れた、 食 ひ 過ぎた もの、 或は 饑 ゑに 迫った もの、 きの 聲の 凡て、 

急いで 家に 歸 りさう して 產氣づ いた 女達の 叫び 聲の すべて， 

或はな ほ 聞こえ、 或は 旣に 聞こえず なった 言葉の かぎり、 禮 節の 爲 めに 押し ひしゃ げられ た 叫喚の かぎり、 

犯罪者の 捕 .1、 嘲 • 弄. 色 じかけ、 その 承諾. 唇 を そらしての 拒絶、 

私 は それらに 氣を 配る、 或は それらの 幻影と 反響と に氣を 配る —- 私 は そこに 來る、 さう して そこ を 離れ 去る- 

田舎の 收穫 小屋の 大きな 戶は物 待ち 顏に廣 く 開かれて ゐる、 

收獲 時の 枯れ草 はの ろくと 挽かれる 車に 積み 乘 せられて ゐる、 

透明な 光 は、 灰 鳶色と 綠 との まじり 合った その上に 戲れ， 

ろう e 

雙 腕に 抱 へ られた 草 は 幾 抱 へ もた わ \ な 草の 山に 置き そ へ られ る。 

私 は そこに ある、 助力す る、 草の 山の 上に あって 背の びす る、 

私 は それの や はら かく 榣れ るの を 感じた、 片方の 脚 を 他の 脚の 上に 休ら はせ ながら、 


私は橫 桁から 飛び降りて、 苜蓿と ティモシ ー とを摑 む- 

さ うして そこに でんぐ りかへ り、  藁 暦と 髮の 毛と を 縫れ さす。 

一 o  . 

唯 ひとり、 遠く 荒野と 山嶽と に 私 は 狩り 暮らす、 

自分の 身 輕 さと 上機嫌と に 驚いて さまよ ひながら、 

夕暮 近くに なって、 夜 を 過すべき 安全な 地點を 選び、 

火 を つくつ て 新たに 殺した 獲物 を^り、 

獵 犬と 獵 銃と を ひきよせて、 寄せ集めた 木の葉の 上で 眠りに 入る。 

米 S 風の 快走. 船が 小さな 橫帆を 張り ひろげ、 光と 飛沫と を 散らして 走る、 

私 の^は 陸地 を 兌 守り、 その 舳首 にか どまり、 或は 喜びに 滿 ちて 甲^^に 叫ぶ。 

船頭と IX 掘りと は 早起きして 私の 所に 立ち寄つ て くれた、 

私 は ズボン をお 靴に たくし こみ、 出かけて 行って 愉快に 時 を 過した、 

あなた も その： n は雜炊 鍋の 倾に 來てゐ ると よかった のに。 

私は遙 かな 丙 方で、 野天の 下に 行 はれた 獵師の 結婚式 を 見た、 花嫁 は 赤 入 種の 娘だった、 

あぐら 

尬の 父と 父の 友達と は^ 坐 を 力 I て， 默 つて 煙草 をく ゆらしながら 近くに 居 列らん だ、 彼等 は その 足に 皮鞋を はき、 そ 
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の 肩から は 大きな 厚い 毛布 を 羽織った。 

土 堤の 上 を ゆるやか に^む 獵 M. 彼 は 重に 皮で 身を裝 ひ、 その 潤澤な 鬚と 卷 毛と は 頸 を 守り、 花嫁 を その 腕に かき 抱い 

た 0 

花嫁 は 長い 1!- を 持ち、 その 頭に は 被り ものな く、 癖の ない 粗い 髮毛 は、 色盛りな 肢體を 流れて 足まで もと どいて ゐた。 

逃げ出した 奴隸が 私の 家に 來て戶 外に 立ち 停った。 

積み 薪の 小枝の 折れる ので 彼の 動作 を 私 は 聞きつ けた。 

打ち 開いた 豪 所の 觀昔 開きの 戶の 隙から 私 は 彼が 弱り 架て、 よろめく の を 見た、 

丸太の 上に 腰かけた 彼の 所に 行って 私 は 彼 を 家の 中に 招じ入れた、 さう して 安全 を保證 した、 

さ.. o して 水 を 水槽に 滿 たし、 汗に なった 體と、 擦傷 を 受けた 脚 を 洗 はした、 

私のに 續く 部屋 を與 へ、 さう して 淸ぃ荒 布の 衣 物 を 供した、 

さう して 今でも 彼の 眼球の 廻旋 とぎ ごちな さと を 思 ひ 出す ことが 出來 る、 

さう して その 頸と 足 頸の 擦傷に 膏藥を 貼った の を 思 ひ 出す ことが 出來 る、 

彼が 健康 を囘復 して 北の方に 發 足す るまでに は 一 週間 私のと ころに 滯 在した、 

食卓で は 彼 を 私の 次ぎの 座に すゑた、 私の 銃 は 部屋の 隅に 立て かけて あった。 

一 一十 八 人の 若者が 海岸で 水と 戲れ てゐ る、 

二十 八 人の 若者、 さう して 凡てが 睦 じく、 


1 二十 八 年の 女らしい 生涯、 さう して 凡てが 物^しく。 

女 は 岸の 高みに 美しい 家 を 持つ てゐ る、 

笋 しい 女 は、 豐 かに 身を裝 つて、 窓の 鎧 扉の 後ろに 隱 e て ゐる。 

どの 若者 を 女 は 一 番好 くの だら う、 

あ 》、 中で も 一番 氣 取らない のが 女に は 美しい の だ" 

どこに おいで どす か、 貴女よ、 私 は あなた を 見て ゐ ますよ- 

あなた は あすこの 水の 中 を 跳ね ま はりながら、 しかも あなたの 部屋の 中に ひそんで ゐる 0 

跳りながら、 笑 ひながら、 第二 十九 人目の 游泳 者が 海 沿 ひ を やって来る. 

他の 人々 は 彼女 を 見なかった が、 彼女 は 若者 達 を 見、 それ を 愛して ゐ る。 

若者 達 の 髭 は 濡れ て か y やき、 滴り は 又 その 長 い 髮をも 流れ 下 つ た、 

小さな 小 河が その 五體を 走り 過ぎた。 

跟に 見えない. 一 つの 手 も 亦 彼等の 五體を 走り 過ぎた、 

その 手 は 震へ ながら、 彼等の 頭から、 肋骨から 走り 過ぎた * 
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若者 達 は 浮き. 1 をす る、 その 白き 腹部 は 太陽の 方に ふくれ 上る、 彼等 は 誰が それ をし つかりと かき 抱く か を 尋ねない 

誰が 曲線 を 描い C しなだれ か \ りながら、 彼等に 口 を 接し、 凭れて ゐ るかに 氣 がっかな、 

彼等 は 飛沫 を以 C 誰 を ひた 濡れに して ゐ るか を 思 はない。 

一二 

屠殺 業の 若者が 殺生す る 時の 着物 を脫 ぐ、 或は 市場の 畜舍で ナイフ を 好く、 

；ュ 彼の 達者 口 や、 云 ひまぎ らしゃ、 しゃべり 負け を樂 しみながら そこ をも^ 

^  ,ご 

鋇冶屋 達が 薄 おれた 毛 胸 を 揃へ て金砧 を^り 力 こむ、 

諮々 は 大鎚を 持って ゐる、 皆ん な 出揃って、 火 は 熱氣を 漲らす。 

燃え がらの 散らばった 戶 口の 所で 私 は 彼等の 動作に 注意す る、 

ハ§ の 腰の しなやかな くねり は 雄々 しい 腕と 調子 を 合 はせ る、 

肩よりも 高く 大鎚は 振り上げられる. そろく と 肩よりも 高く、 しっかりと； 盾よりも 高く 

皮 等^せ かない、 然々 はこ \ぞ とい ふところ を 打つ， 

ニニ 

-ー グロが しっかりと 四 頭 立ての 馬の 手綱 を 握る、 輓き荷 は 縛り上げられた 鐵 鎖の 下に 榣ら ぐ、 


石工 場の 長い 荷馬 享を 御す る-一 グ 口、 彼 は 一 つの 脚 を 綱 切れに 賴んで 丈け 高く しっかりと 身 構へ する、 

その 藍色の 肌 衣は豐 かな 頸と 胸と を： ^はし， 腰帶の 外に 垂れて ゐる、 

€ な 

その^ ざし は 落ち着き 拂 つて 咸嚴を 持ち、 帽子の 鍔 を 額の 所で 後ろに はねて ゐる、 

太陽の 光 は 彼の 縮れた 髮と 鬚と に 落ち、 磨き上げた 完成な 五 體の黑 さ を か r やかす。 

私 はこの 畫 にしたい やうな 大男 を 見て それ を 愛する、 私 は そこに 停って はゐ ない、 

私も亦 荷車と 共に 行く の だ。 

*T ち 

私の 衷 にある 生の 愛撫 者、 それ は 私の 動き 行く どこに でも. 前方に も 後方に も 振り向き、 

そつば うに ある 壁 寵ゃ、 つまらぬ 曲り角に も 振り向き、 一人の 人 を も、 一つの 物 を も 見 はぐる ことなく、 

凡ての もの を 私自身の 爲め、 又 この 歌の 爲 めに 吸收 する。 

軛と鉞 と を 鳴らし、 或は 木蔭に 足 だまりす る 牡牛 等. お前の 眼の 中に 表 はさう として ゐ るの は 可んだ？ 

それ は 私が 生涯に 讀んだ 凡ての 印刷物よりも 更に 以上に 私に は 見える。 

一 日が & りの 遙 かな 散歩の 道す がら、 私の 跫音は 森の 牡 鴨と 牝 鴨と を 驚かす、 

彼等 は 一 氣に 飛び立つ、 彼等 は靜々 と 輪 を 描きながら 舞 ふ。 

私 は それらの 自 .3 な 目論見 を信賴 する 1 
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さ 5 して 私の 衷に 戯れる 赤、 黃、 白 を 承認す る、 

さう して 綠ゃ、 紫 や、 簇生す る 冠 を 有意 味に 考 へる、 - 

さう して 彼女が 或る 他の もので ない が 故にと いふ 理由で 龜を 値打ちの ない ものと は 思 はない、 

きうして 森の 中の かけす 鳥 は 嘗て 全音階の 稽古 はしない が、 しかも 十分 美しく 私の 爲 めに 歌 ひさへ づる 

さう して 栗毛 馬の 姿 は 私の 愚か さ を恥ぢ 入らし める。 

1 四 

鵞鳥の 牡が 冷えぐ する 夜 頃 を 彼の 群れ を 率ゐて 飛ぶ、 

ャ ー ホ ンクと 彼は啼 く、 さう して 私 を 招く が 如くに その 聲を逡 る、 

聞いた 風な 人間 は それ を 無意味と 思 ふか も 知れない が、 私 はっくん、 と 耳 傾けて、 

かしこ、 冬 Ml- のかな たに、 その 目的と その 重みと を 見出す の だ。 

鋭い 蹄 を 持った 北方の 麋、 家 壁の 鉢卷 きの 上に ゐる 猫. 四十雀、 ブレイ ァリ ー っト" グ、 

鼻 打ちなら す牝 豚の 乳房に すがりつく 一  胎 ぶりの 小 豚、 

七面鳥の 雛、 さう して 半ば 翼を擴 げた 親鳥、 

私 は 彼等の 中に、 私の 中に、 不變な 同じ 法則 を 兇る の だ、 

大地の 上に 印す る 私の 足跡 は數 多く の 愛 を 浦 かす、 

その 愛 は それ を 語らん とする 私の 最善の 努力 を 笑殺す る。 

生長して やまない 戶 外の 姿に 私 は 有 項 天になる， 


家畜の 間に 生活す る 人、 或は 大洋 や 森林のう つり 香 を 持つ 人、 

船舶 を^る 入、 若しくは 操る 人、 或は 斧 や 大鎚を 使 ひま はす 人、 或は 馬 を 御す る 人、 

私 は 何 週^も 續け さまに、 彼等と 共に 食 ひ 共に 眠る ことが 出來 る。 

最も 平凡な もの、 袋 も 安直な もの、 最も 手近かな もの、 最も 見やす いものが 私 だ、 

進んで 機 會を摑 まんと し ■ 大きな 儲けの 爲 めに 消費す る もの は 私 だ、 

第 一 着に 私 を 受け入れよう とする 人に 私自身 を 授ける ために 私 は裝ひ をす る、 

私の 好意に 對 して 大空の 降臨す るの を 望みな ど はしない、 

私 は 自分自身 を氣ま X 勝手に 振り まくの だ。 

1 五 

^ら かな 中 昔 歌手が、 オルガ ンの備 へられて ゐる 高欄で 歌 ふ、 

左せ は 壁 を 塗り立てる、 その 荒鋟の 舌は險 しく 上に 撫で上げられる 時、 口笛の やうな 音を立てる、 

結^した、 若しくは 未婚の 子弟が 感謝祭の 晩餐の 爲め 家路に 馬車 を驅 る、 

水先 案內 者が (キ ング *ビ ン) を 握る、 彼 は 逞しい 腕の 力で 船 を 一 方に， i ける、 

船頭が 捕鯨船に.： V つくろ ひして 立ち， 投鎗と 漁 扠とを 用意す る、 

^鴨の 獵 帥が 靜 かな 注意深い 大胯で 歩く、 

執事が 祭壇に 手 を 十字に 組んで 受職 する、 

稗 織りの 女工が 大車輪の うなりに 合せて 且つ 退き Rj つ 進む、 
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百 性が 日曜日の 散歩の 道す がら、 園 ひの そばに 立ち 停り、 燕麥ゃ ライ 麥を 眺め やる、. 

狂人が 狂癲と 確め られて 遂に 病院 へ と 連れられて ゆく、 

(彼 は 決して 今までの や 5 に 母の 寢 室の 小 寢臺の 上に 眠る こと は あるまい。) 

灰色の 頭と 憔れた 顎と を 有った 日 雇 印刷工 は 活字 盤の 所で 働いて ゐる、 

嚙み 煙草 を 口の 中に まろばしながら、 その 眼 は 原稿紙の 上に かすみながら 落ちる ひ 

畸形の 四肢が 手術 臺の 上に 結びつけられて ゐる、 

切り放された ものが 物 恐ろしく 桶の 中へ と 落ちる、 

白人の 血 を 餘計交 へ た黑 人の 女が 競 寶臺の 上で 賢ら れる、 泥醉 者が 酒場の ス 卜 ！ブの 所で、 つな づ い てゐる 

機械 職人 は 袖 を まくり上げ、 巡查 はせ 持 區城を 歩き 廻 はり、 門衞は 通行 者 を 注目す る、 

若者が 運 接 馬苹を 御して ゆく  (私 は 彼 を 知らないが 彼^ 愛する)、 

混血 兒が 競走に 勝敗 を 決する ため 輕ぃ 靴の 紐 を 結ぶ、 

西方の 七面鳥 狩りが 老若の 人々 を ひきよせ、 或る 者 は 小銃に 身 を あせ、 或る 者 は 木材の 上に 憩 ふ、」 

群衆の 中から 銃 手が 進み出で、 位置 を 定めて 立ち、 銃の 視ひを 定める。 

新來の 移住者の 群れが 波止場 や 船 堤に 群がる、 

獸 毛の やうな 髮 毛の 頭が 砂糖黍の 畑 を 耕 やして ゐる、 監督者の 鞍の 上からの 監視 を 浴びながら、 . 

喇叭が 舞踏室に 鳴る、 紳士 等 は 踊り 相手 を 求めて 走り、 相手 同志 は 挨拶の 腰 をか^ める、 

若者が 眠り もやらず^ の 屋根裏の 小 部屋に 臥って、 音樂の やうな 雨に 耳 傾ける、 

わ な 

ウル グ H リ ン人 はヒゥ 口 ン 湖に 貢ぎす る豁 河の ほとりに 係 蹄 をし かける、 


銅^の 審始 は、. 荧^ の笹緣 した 衣 物に 身 を 包んで、 皮鞋と ガラス 球の 袋と. を變 物にし、 

美術 鑑赏家 は 險を 牛ば 閉ぢて 横 眼 を つ かひながら S 幕 W 場 を硯き 歩く、 

波止場 人夫が 船を槃 ふ 間に、 板 橋 は 上陸の 客の 爲 めに 投げられる、 

妹 は 束絲を ^手-にか^- げ、 姉 は それ を絲の 球に 卷き 上げる、 さう して 時折り ほ つれに 遇 ふと 手 を やすめる、 

1 週 問 位 前に 初子 を 生んだ 今年 妻 は 健康の 囘復 と共に 幸福 を 感じ、 

淸々 し ぃ髮を 持った ャ ンキ， 'の 娘 は ミシン 仕事 をしたり、 工場 や 工房で 働き、 

敷 瓦師は 二つ 把手の 撞^に よりか， 1 り、 探訪 者の 鉛筆 は 手帳の 上 を 速 かに 走り、 看板屋 は 藍 や 金の 文字 を 描き出す、 

^河の 勞働者 は 曳船 道 を 踏みし めて 行き、 計算 係 は裹務 机で 勘定し、 靴屋 は 縫 絲に蠛 を ひく、 

指揮者 は樂 隊に對 して 捧を 振り、 演奏者 はこれ に從 ふ、 

子供 は洗躞 され、 改宗者 は 始めての 吿白 をな し、 

競走 船 は 灣內に 散在して、 競走 は 始められる、 (白い 帆が 輝 やき わたるよ) 

牧畜 者 は 家畜の 群れ を 見守つ 一」 はぐれよう とする ものに 戒め を续 る、 

小 商人 は 背の 荷の 爲 めに 汗し (買 ひ 入 ははした 錢を爭 つて ゐる； r 

花嫁 は 白衣の 皺 をのして ゐる、 さう して 時計の 秒針 は 徐ろに 動いて ゆく、 

阿片 常 川^: は 頭 を ぎこちなげ にして 倚り か >! り、 唇 は 僅か 開かれた ま X、 

淫^ 婦は その ショ ー ルを 引ずり、 その 猜子は 吹出物の した、 すわりの 惡ぃ 頸のと ころで 跳ね 動く、 

群衆 は 彼女の はしたない^ 體ロを 聞いて 笑 ひ、 男 等 は 眼く ばせ して 嘲笑す る、 

(悲慘 な： 私 は あなたの 惡體 口に も 笑 ふまい、 嘲笑 もすまい。〕 

閉 いた 大統領 は 偉大なる 閣僚 達に よって 閬 まれて ゐる、 

ホヰ ウトマン 詩集  五 I 】 


有 島武郞 全集 笫四卷  五 一、 二 

三 入の 老 夫人が 腕 をから み 合せて 廣 場の 上 を 重々 しげに 歩いて ゆく、 

b  く かさ 

漁船の 舟 子 達が 船艙に 幾 軍ね にも ひょう 鲽を 積み上げる、 

ミ ゾリ， の 人々 が 荷物 や 家畜 を 引き 具し て 平原 を橫切 つて ゆく、 

車掌 は 黄 銀 を 集める ために 釣 錢で音 立てながら 列車の 中 を 歩き ま はる、 

板 張 職人 は 床板 を 張り、 ブリキ 屋は 屋根 を ブリキで 葺き、 石工 は 漆喰 ひ を 求め、 

I 列に なって 背負 ひ 箱を擔 ひながら 勞働者 は 前へ くと^く。 

季節 は 移り か はり、 無數の 群衆 は 集る、 それ は 七月 四日の 躅立祭 だ (大小 砲 銃の あらんかぎりの 祝 聲)、 

季節 は 移り か はり、 耕 やすもの は 耕 やし、 刈る もの は 刈り、 さう して 冬の 收變は 大地に まろぶ、 

湖の 上 遠い ところに は、 魚 突きに 出た 漁夫が、 氷に 穿った 孔の そばで 見張りながら 待って ゐる、 

開拓地の ほとりに 隙 間もなく 立つ 切り株、 それ を 借用 入が 斧で 灤く 切り込んで ゐる， 

扁底 舟の 舟 子 は 夕暮れ かけて、 白 楊 胡桃の ほとり を 漕ぎ 急ぐ、 

洗熊の 獵師は レッド 河の 流 城、 テネシ ，河に よって 排水され る 地方， アル 力 ゾサス 河の ほとり を橫 ぎって 歩き ま はる、 

チヤ タフ ー チ，、 アルタ マ ホウ の 湖上に か \ る 闇の 中に 炬火 はか 丈 やく、 

家長 等 は その 息子、 孫、 曾孫た ち を 自分の 周 園に 集めて 夕餉に つく、 

ァ ボディ， CH 乾 煉瓦で 造った 粗末な 家) の 壁の 內、 麻布の テントの 中には、 終日の 獵を 終へ た 獵入ゃ 獵師が 眠る、 

都 曾 も 眠り、 田園 も 眠る、 

生きた もの も 死んだ もの も 彼等の 時の 來 るまで 眠る、 

老いた る 良人 も その 妻の ほとりに、 若き 良人 も その 妻の ほとりに 眠る。 


凡て これら は內 向して 私に 來り、 私 は 外，： I： して それらに 行く、 

さう して これら を 成す ところの もの は 多 かれ 少な かれ 私 それ 自身 だ、 

さう して これらの I つ 又は 凡てから 私 は 私 身の 歌 を 織り成す の だ" 


私 は 老いた る もの 若き ものに 屬し、 賢き それと 共に 愚かな ものに 屬 する、 

他人に は 無^着に、 しかも 他人に 留意して、 

父 W であると 共に 母 性、 成人で あると 共に 小兒、 

粗雑な^ 料に よって 創ら れ、 さう して 精微な 原料に よって 創ら れ、 

lr ャ-: 

然 冬の 中の 1 つの 國民、 最小で も かま はない 最大で も かま はない、 

北 小刀 入で あるかと 思 ふと 南方 人、 無頓着で しかも 親切な 農 人と して、 私 はかし こォコ ー -1 1 河の ほとりに 住む、 

^ゆの a めに はいつ でも 出かけて 行く ヤン キ^ 'だ、 私の 關節は 地上 第 i にしな やかな 關節 だ、 地上 第 一 に 招 强な關 節 だ、 

> やはん 

ゲン タツ キ ー の 伴 民 は 私の 鹿 革の 脚^ を 穿って 谿間ゃ ヱ ルク ホルン を跋涉 し、 ルヰ ジャナ 又は ジ オル ジァの 住民 もさ 5 

する、 

湖、 入江、 又は 海 沿 ひに 住む 舟人 も 私 だ、 私 は フ，' ジャ だ、 バッヂ ャ-' だ、 バッ キイ だ。 

カナダ 風の-中 ト^に も 草叢の 中に も 手 慣れて ゐ、 或は 遠く- 1 ュ ，フ アウン ド* ランドの 消防 夫 等と も 親しみが ある、 

滑 氷 船の 群れと も 親密で、 他の ものと 共に 帆走り 又は 舵 を 取る、 

グ ツマ ゥン トの 丘陵の 上に あつ て も、 メイン の 森林の 中に あつ て も 家に ゐ ると 同様 だ、 

ホヰ ット マン^  a  五 二 1J 


有 岛武郞 仝 集 第四卷  五 I 四 

カリフ * ル ニヤ 人の 仲間 だ、 自 山な 西北 州 人の 仲間 だ (彼等の 肥大な 體軀を 愛しながら)， 

筏師と 炭坑 夫との 仲間で あり、 握手 を 交 はし 飲食に 親しむ もの 凡ての 仲間 だ、 

錢も單 純な もの k 弟子、 最も 思慮 ある もの.^ 導師、 

手 はじめの 新 發智、 しかも 幾多の 春秋 を經來 つた 巧者、 

凡ての 人種. V 階級と に屬 し、 凡ての 地位と 宗敎 とに 靨し、 

一人の 百姓で あり、 器械 ェ であり、 藝術 家で あり、 紳士で あり、 船^りで あり、 クェカ ー 宗徒で あり， 

囚人で あり、 間夫で あり、 碌でなし であり、 法律家で あり、 醫師 であり、 僧侶で ある。 

私 は ほ 分 G 冬 趣 多樣に 勝る ものに 反抗す る、 

大氣 を. 吸す ろが なほ 多く を 私の 後ろに 殘す、 

しかも 私 は ^威張り をし ない、 その 分 を 守って ゐる。 

蛾と 魚の 卵と は その 分 を 守って みる、 

(ほる ことの 出來 るか どやく 恒星と、 見る ことの 出来ぬ. 暗黑な 恒星と は その 分 を 守って ゐる、 

觸れ 得る もの も その 分 を 守り、 觸れ 得ぬ もの も その 分 を 守って ゐ る。) 

一七 

これら は あらゆる 時代 あらゆる 邦々 の あらゆる 人々 の 思念で、 私に よって 創建され たもので はない 

若しも これらが 私の ものである 程度に あなたの もので なかったら、 それ はあって 甲斐の ない もの だ、 無き に 等しい 

若しも これらが 謎で あり、 謎 を 解く ことで なかったら * それ は 何でもない、 

若しも これらが 遠い ものであると！： 樣に 近い もので なかったら、 それ は 何もので もない。 


こ れけ 土と 水との ある 處には どこでも 育ち 上がる 草 だ" 

これ は 地球の 而に漂 ひ 漲る あり 來 りの 空氣 だ。 

1 八 

强列 一な： せ 樂 と共に 私は來 る、 私の コ ロネ ッ トと 私の 太鼓と 共に、 

私 は 認められ たる 勝利者ば かりの 爲 めに 進行 曲 を 奏する ので はない、 私 は 打ち 收 かされて 殺された.^々 の爲め こも：^. r 

曲 を^す る" 

あなた は 勝利 を 占めろ の は 立派な こと だと 聞かされ たか、 

私 は ：！ 時に いふ、 失脚す るの も 立派な こと だ、 戰鬪は 勝った 時 だけが 戰鬪 ではない、 敗け た 時 も 戰圆だ 0 

私 は 死者の 爲 めに 鼓 を 打ち 且つ 敲く、 

私 は 死^の^ めに 聲 高く 靡 やかに 歌口 を 吹く。 

失脚した 人々 の爲 めに 歡呼！ 

又戰艦 を沈沒 せしめた 人々 の爲 めに、 

船の みならず 自ら 海に 溺れ 死んだ 人々 の爲 めに、 

e ，に 敗北した 凡ての 將 ポの爲 めに、 打ち負かされた 英雄の 爲 めに、 

世に 知られた 最も 偉大な 英雄と： S 等な^に 知らない 無数の 英雄， ぃ爲 めに 0 

ホ斗 ヅト マン 詩^  五 I 五 


有.：； -武 郎仝柒 笫四卷  ョ ニノ 

1 九 

これ は 平等に 配^された 食事で ある、 これ は ひとりでの 饑 ゑに 對 しての 食事で ある、 

正義の 人に 對 してと 同様に 邪悪の 人に 對 しての 食事 だ、 私 は 凡ての 人と 約束 をした、 

私よ たにの 一 人の 人と 雖も 輕視 され 除外され るの を 欲しない、 

外 妾 も、 食容 も、 盗賊 もこ &に 招かれる * 

い 唇の 奴^も、 梅毒^ 者 も 招かれる、 

そ L ふの 人々 と 他の 人々 との 間に 差別 は 何もお かれない だら う。 

これ は 内氣な 手の平の 握りし めだ、 これ は髮 毛から た 父よ ひ 出る 匂 ひだ、 

こし ュ あなたに 對 する 私の 唇の 接觸 だ、 憬れの 囁き だ、 

これ は 私の 顔に 映し出された 久遠の 深さと 高さと だ、 

こし X 私自身の 物 思 はしい 浸潤 だ、 さう して 同時に ^出-た。 

^こ^か 解し がたい nz 論 見が あると あなた は 思 ふか 

さう、 それ は ある、 何故なら 四月の 驟雨に も それ は あるから、 ，して 岩石の 側面の 雲母に も それ は あるから， 

あなた は 私が 人 を 驚かす つもりで ゐ ると 思 ふか 

じ や *T ぴ に 3 

眞晝の 光 は 驚かす か、 明け方の 森の 木の間に さ& 鳴く 上 黐 は 驚かす 力 


そ.； V ら 以上に 私 は 人 を^ かして ゐる だら うか。 

今 こそ 私 は 密かに もの を 語らう、 

それ を 誰に でも 語らない かも 知れない、 然し あなたに こそ 語らう。 

二 〇 

そこに 行く の は 誰 だ. 物欲しげに、 作法 もな く、 奇怪に も 裸 形な、 

如何 なれば 私 は 食す ると ころの 肉から 力 を 搾り取り 得る のか。 

1 ^入と は 何んだ * 私と は 何んだ、 あなたと は 何んだ。 

, ,  、  しる、】 

.H4 力. uiTVR の ものた として 印 づける もの を あなた は あなた 自身の もので 覆へ すだら 5、 

でな けれ は、 私に 耳 傾ける の は 徒らに 時 を 空費す るの だ。 

月 々は虑 ろで 大地 は 泥土 塵芥 だ と 、 

世れ 中 に 泣 言 を い ふ 人に 對し て 泣 言 は いはない。 

4言 を ほざいたり、 病人の 散樂を 包み こむ やうな こと、 それにめ つ、 を 合せる の は 私の か.， り 合った ことで はない、 

家に ゐ ようと 外に ゐ ようと、 被りたい 時には 私 は 憎 子 を 被る。 

ホ ヰヅト マン 詩集  五 J 七 
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^こ は 尉 願 を こめろ 必要 はない、 私に は 恭しくしたり 成 儀 をつ くら ふ 必要 じな I 

地： I？ を^^して 微細 を 究め、 學 者に 相談し、 綿^に 計 造して 見て、 

^tel 分の 骨 にからみ つ いて ゐる 脂肪 以上に 美しい もの を 兌 出す ことが 出來 ない。 

^衆の 凡ての 中に 私 は 私自身 を兑 る、 民衆 は 決して 私 以上で も、 又馑に 以下で もない、 

^が，：：： 分 について い ふ 長所 短所 は その ま、 民衆の それで ある、 

さう して 私 は 知る、 私 は .2: には充 ち、 外に は 健 か だ、 

宇お の^ 物は湊 合し て^に 私の 爲 めに 流れる、 

凡ての もの は 私の 爲め」 書かれて ゐる、 さう して 私 は 誤たず その 意味 を 捕へ ねばならぬ。 

私 は .MI 分が 不 減な の を 知る、 

^の 讥笾文 大工の コンパ ス 位で，： ni 山に される もので ない の を 知つ てゐ る， 

^よ 又、 子 もが、，. こづら にす る晴 中の 火の 輪の やうに、 たやすく 消える もので ない の を.^ つて ゐる 

私 は， M 分の 莊嚴を 知って ゐる、 

私 は 自ぼ辯 護 をしたり、 人の 理解 を 苦心す る やうな^ 鹿 はしない、 

私 は 自然の 律ズが 決して 巾譯 など しないの を 心得て ゐる、 

(かう いったと て、 結局 私 は 建築 用の 水準器 以上に 驕慢な 娠舞ひ をして ゐ るので はない つもり だ。) 


おは ありの ま i に 存在す る II それで 澤山 だ、 誰もが 私に 頓驚 しないから といって、 私 は平氣 だ、 又 誰も 彼 もが 頓着す 

るから といって、 私 は平氣 だ" 

そんな ものより 遙 かに 大きな I つの 世界が 私に 注意して ゐる II それ は 私自身 だ、 . 

さう して 私 は 今、 自己 を實 現しよう とも、 千年 萬 年 を 待たねば ならぬ とも、 

何れに も 私 は 等しく  足して ゐる だら う、 

^の 足が、 り は 花 硗 岩に 枘で きびしく 嵌め こまれて ゐる、 

^は 人の 所 ii 墚廢な る もの を 笑 ひ 返け る、 

さう して 私 は 時の^ 大さを 知つ てゐ る。 

二 一 

私 は 肉の 詩人で ある、 さう して 魂の 詩人で ある。 

天^の 歡^ は 私と 共に ある、 さう して 地獄の 苦惱も 私と 共に ある、 

前お はこれ や 私の 上に 接 木して^ 大 する II 後者 を 私 は 新しい 言 紫に 飜譯 する。 

^は^ 性 を 歌 ふ 詩人で あると 同^に 女性 を 歌 ふ 詩人 だ、 

さう して 私 は い ふ、 男性 を稟 ける と 同樣に 女性 を稟 ける のは^; 大な こと だ、 

さう して 私 はいふ、 人の 母た る 以上に 偉大な こと は 外にない。 

私 は坍長 又は 矜持の 歌 を唱 へ る もの だ、 
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^達 は 小つ ぼけな 謙遜 や M 避 を 十分に なし 盡 した、 

物 の 大きさ は ^に 發達 に 過ぎな いとい ふこと を 私 は 示す。 

あなた は 凡ての 人 を 追 ひ 越した か、 あなた は 大統領な のか、 

それ は^ 細な こと だ —— 民衆 は 一人 殘らず そこに 達して、 なほ その 先に 進み出る だら う。 

私 は， 史け ゆく 物 やさし い 夜と 共に 歩む ところの 彼 だ、 

^は 半ば 夜に よって 捕 へられた 大地と 大海と に對 して 呼びかける。 

近寄れ、 胸 を あけ はだけ た 夜よ * ぴったりと 近寄れ、 力 ある 滋味に 豐 かな 夜よ、 

南風 吹く 夜よ、 數 少ない 大きな 星に 飾られた 夜よ、 

靜 かに 頭 まねきす る 夜よ、 狂 ほしく も 裸 形な^ よ。 

ほ- - 笑め、 お X そよ風 凉 しく 淫らげ な 大地よ！ 

眠りに 入った、 しなやかな 樹木 を 持つ 大地よ！ 

沈み 行く 落 曰の 大地よ、 霧 を 頂いた 山々 の 大地よ！ 

かすかに 靑 みが \ つた、 淸々 しい 満月の 光 を 浴びた 大地よ！ 

. 河の 流れ を 色分けす る 影と 日向との 大地よ！ 

叙の 爲 めに 更に 輝き、 更に 朗らかな、 眞珠 色の 雲 を 持つ 大地よ ー 


ヌ- しろく^り^ く 肘 を 持った 大地よ、 護 潤な 林檎の 花咲く 大地よ〜 

ほ i 笑め、 今 こそお 前の 愛人が 來 るの だから。 

はしみ なく、 お前 は 私に 愛を與 へた、 それ^^も 亦お 前に 愛を與 へる。 

お 上 にあ まるこの 熱狂した 愛 を 1 

ノ  Vr 力 ^をし つ 力り と 捕 へ すくめる、 さう し て 私 も それ を^へ すくめる、 

ま^はお 冗 ひに、 花聱と 花嫁と が 互 ひ を 痛め 合 ふやう に 痛め 合 ふ" 

ニニ 

：汝 大海よ、 私 はお 前に も er ^を 打ち 任か^  

おはお 前が 何 を 欲する か を 思 ひ あてる、 

おはお： h 力. り、 折り まげて 人 ま わきす るお 前の 指 を 見 e る、 

おに 船れ る ことなしに はお 前 は 退き 去る の を 担む、 それ を 私 は 信ずる、 

霧 一 度 は 一 緒に ならなければ ならない— 私 は 衣類 I ぐ— 私 S 影の 見えない ところに 急いで 連れ出せ、 

^力い.！ 仅蔚 を 私に 着せ、 大濤の 中に 私を搖 すって まどろませて くれ、 

^  L の し ぶ きを 私 に 跳 わなげろ II 私 は それ に 必ず 報 いるから。 

たる 大迀 波の 海^よ、 
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成 やかな、 問 欲 的な 呼吸， を 呼吸す る 大海よ、 

生命の^ の 海よ、 掘り起されない けれども、 常に 準備され た 墓場なる 海よ、」 

^の 申き となり 一 1 者と なる もの、 氣 まぐれな、 あでやかな 海よ 

お前と 私と は 素質が 同じ だ I 私 は その 一 而 に 似、 全 I： にも 似て ゐる。 

^入 と琉出 と を 私 は 共 にす る、 惜惡 と 親和 と の 讃美 老だ、 

^ひ S  %  - 一 倚つ て 眠る ところの 愛人た ち の 讃美 者 だ。 

E は II 情 を 立證 する もの だ、 

(私 は 家の 中に ある 品物の 表 を 作つ て、 それ を 保持す る 家 をぬ かす 譯には 行 力なん 

^ま 普の 詩人で あるば かりで なく、 又惡の 詩人で あるの を辭 する もので はな、 

德 と惡德 とに つ いて 彼れ 是れ いふの は 何んだ、 

惡も私 を 推 池し 惡の改 本 も 私 を 推進す る、 私 は 平然として ゐる、 

私の 歩く のはァ ラ 探しの 爲め でもな く、 排斥す ろ爲 めで もない、 

^は 凡て 生 ひ 出た もの 、极に 水 かふ。 

あなた は亭 止しない 懐胎から 腺 病の 發す るの を 恐れた か、 


あなた は 大自然の 法則が 計算し なほされ 更正 さるべき だと 想像して ゐた のか。 

私 は 一 方に 平衡 を ar 又 他の 一 方に 平衡 を兑 る、 

溫和な 教義 も 不拔の 教義と 同じく^！: に 役に立つ、 

% 前の^ 想と 行 爲とは 私達の 起床で あり 鹿 島 立ち だ。 

この^ 問 は 過去 幾千^ 年 を 超え て 私に や つ て來 た、 

その 瞵問卽 ち 今よりも 更によ きもの は 1 つもない。 

何が 過去に 於て 適合し、 何が 今日に 適合す るか は 怪しむ に 足らない こと だ、 . 

^にく 怪しむべき は、 ^劣な 人 問卽ち 潰 神 者が 存在し 得る とい ふこと だ。 

二三 

長 い^代々々 の 言葉 の 盡き せぬ 啓 現よ、 

さう し て 私の 言葉 は 近代の 言葉 だ、 「共々 に」 とい ふ 言 葉 だ。 

決 し て 他 を 妨げな い 信實 の 言葉 だ、 

今でも、 これから 後で も、 その 言葉 は 私に 取って 變 りがない、 私 は絕對 的に 「時間」 を 受け入れる。 

それの み は缺 がない、 それの みが 凡ての もの を N 滿に し て 完成す る、 

ホヰヴ トマ ン^^  艽ニ！ 二 
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かの 祌祕 的な 迷 はしげ な 驚異の みが 凡て を 完成す る。 

^は现 ^を 受け入れて、 敢て疑 ひ を 挿まない。  . 

癎 頭徹： f 唯物主義 を 結び つ けながら。 

•M 驗科學 萬 歳、 正確な 探究よ、 榮ぇ長 かれ！ 

检と ライラ ッ クの 枝と を 交ぜた 萬^ 草 を 持って 來ぃ、 

これ は 辭窗編 墓 者 だ、 これ は 化學者 だ、 この 人 は 古代 力 口 トツ シの 文典 を 作った、 

この 海 乘り達 は 危險な 未知の 海上に 船 を^り 出した、 

これ は 地理 舉者 だ、 この 人 は 外科 S ナイフ を 持って 働く、 さう して これ は 數藝者 だ 

^^よ、 第一 の i は 常に あなたの 上に！ 

あなたの 事實 は.^ S だ、 しかも それ は 私の 住家で はない、 

私 は そこから 這 入り はする が、 私の 住家の 構へ 内に 行って しま ふの だ。 

(以下 四 行 不明。 乞敎 示)) 

二 四 

私はヮ ルト *ホ ヰプト マン、 一 つの 宇宙、 偉大なる マンハッタン の 息子、 . 

放漫で、 多肉で、 性慾 的で、 食 ひ、 飮み、 且つ 生み、 


殉 情の 人で はなく II 女性に 超越 もせず、 又 女性 を卻け もせず、 

^恥な きが 如く 不恥 でもな い。 

戶の^ 前 をはづ せ！ 

蝶^ ひから 戶 そのもの を はづ せ！ 

誰で あれ， 人 ^を^し める もの は 私 を^し めて ゐ るの だ、 

何^' であれ、 な された こ と 云 はれた こと は 私に さしひ どく。 

私 を： 迎 じて^ 射け 流れ出で 流れ出で I 私 を 通じて 潮流と 示 變とは 流れ出で 流れ出で る" 

私 は S 始 的な 合言葉 を^る II 私はデ モク ラシ I のしる しを與 へ る、 

齊 H する、 私 は 相對の 立場で その 相 對物を 持ち 得ざる 3； 物 を も 受け入れな い。 

も； C  く 

私 を 通じて 啞默 した 諸 の^々 が、 

長い 代 々の ほ 3： と奴隸 等の^々 が、 

^ケ と不 れ^: の ^々が、 

おめる も の と 絶^ せる ものと S  ^ 々が、 さう して 塞 と 侏： S との 聲々 が、 

無 劫の 準備と お^との^々 が、 
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li., の 星 を 繋ぐ II II 女の 胎と W の 根との Ii 々が、 

^の ものに よって 踏み 搠られ た 人々 の灌ぉ の^ 求の 聲々 が、 

しみつ たれた、 平凡な、 魯 鈍な、 侮お に 値すろ 人の 聲々 が、 . 

空 屮の 靄、 糞便の 球 を 丸める 羽 蟲の聲 々が。 

私 を 通じて 禁ぜられた 聲々 が、 

性と 淫愁 との 罄々 が — 而紗 された 聲々、 さう して 私 は その 面紗 を. 耿り 除く 

不淨な もの、 聲々、 それ は 私に よって 淨 化され 變 ^する。 

私 は 口に 指 を あてがつ て噤 むこと をし ない、 

-ムは 頭腦と 心臓と に對 してな す やうに、 g 部 を もやさし く 保つ、 

性-; 父 は 私に 取って、 花が 不潔で ない のに 等しい。 

私 は 性悠と n 腹の 慾と を 镎霜 する、 

兑る こと， 閗 くこと、 觸れる こと は奇躀 だ、 さう して 私の どの 部分 もど この 附緞物 も奋赜 だ。 

私の！ 2： 部 も 外部 も 共に 神聖 だ、 さう して 私が 觸れ、 或は 觸れ られた 私の 部分 を 共に 神聖に すろ 

腋の 下の 匂 ひ、 それ は 祈禱に まさって 芳ば しい 匂 ひだ、 

この 頭 は敎會 よりも、 聖典よりも、 凡ての 信條 よりも 以上の もの だ。 


若し 私 力 他に 勝って 一 つの もの を崇拜 するとす るなら、 それ は全體 であると 一部分で あると を 問 はず、 私の 肉體 だ、 

や ^明な 私の 模型、 それ はお 前で ある だら う、 

物^に ある 墓石と 休息所 はお 前で ある だら う、 

逞しい 男らしい 犁の 刃よ、 それ はお 前で ある だら う、 

私の 耕作に 從事 する もの は 何んでも お前で ある だら う， 

汝、 私の 濃厚な 血液よ、 お前の 乳の やうな 流れ は 私の 生命の 靑， WI き 搾 汁 だ、 

他の 胸 を かき 抱く 胸、 それ はお； M である だら う、 

私の 頭腦、 それ はお 前の 超理 的な 旋渦 である だら う、 

^  し  >  どり 

洗 はれた H 滞の 根よ、 人怯ぢ する 鹬 鳥よ、 取り 護ら れた 同じ やうな 卵の^よ. それ はお 前で あるで あらう、 

乾 な の やうに こん がらかった 頭髮、 髭、 腕、 それ はお 前で あるで あらう、 

；!. ^楓 からした \ ろ 樹液、 ET 性的な 麥の纖 維、 それ はお 前で あるで あらう、 

宽大 なる 太陽， それ はお 前で あるで あらう、 

私 の^を 輝かし 乂は 曇らす 蒸^ 氣、 それ お 前で あるで あらう。 

汝、 汗ばんだ 小 流れよ 露よ、 それ はお 前で あるで あらう、 

や はら かく ろ や 5 な 生^: お を 私に こすりつける 風よ、 それ はお 前で あるで あらう、 

な 雄々 しい 糾作 地、 樫の 生 枝、 うねりく ねった 私の 徑路の 散策 を 愛する 人々 よ、 それ はお 前で あるで あらう、 

私の 捏 つたことの ある 手、 私の 接吻した ことの ある 顏、 私の 苟も 觸れ たことの ある 人間、 それ はお 前で あるで あらう。 

私 は.：： z 分，：： に 魂 を^ はれる、 それほど 存分な 私が あって、 さう して 十分に 濃密 だ， 

ホヰプ トマ ン詩笾  五二七 
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凡ての 瞬 問に 如何なる ことが 起ら うと 私 は 喜びで 身ぶ る ひする、 

私 は どんなに 私の 足首が i する か を 云 ひ 現 はすこと が I ない、 同 f  、 幽な S でも そ S3 が 望から f のか 

いふ ことが 出來 ない、 

同^ こ、 友^ を 返け る その 原因 も、 又 友情 を^ 復 する その^ & 4 

玄關の 階段 を 私が^る とい ふこと、 そんな ことが 出來る のかと 考へ る爲め に-私 は 立ち 停る。 

私の 窓^の 朝顔 は 形而上 學の 書物に まさって 私を滿 足す ミ 

黎明 を 見やる とい ふこ と！ 

かすかな 光が 宏大 もない 透 W た 暗闇 をお ひ 返け る、 

大氣は 私の 味覺に 甘く 感ぜられる。 

も^-は し. の 如く  ^助-する 地球 を 支へ る 力 は 音 もな く 高まり、 生々 と 溢れ U で、 

高みに も 低み にも 斜線 狀に 奔騰す る。 

私の 見得ない 或 ものが その 舆板を ^ ざまに ほ け 、  . 

蹄 かし い 液體の 洪水 を 空 一 杯に 溢れさす。 

十 、也に 大^によ つ て 引き と^めら れ る 、 闷 者の 結合の 日毎の を さまり、 

その 瞬間、 私の 頭上に 東方からの 挑 戰が襲 ひか、 る 


的な 嘲お、 果してお 前 は 勝者た る を 得る か！ 

二 五 

^もく..：： むば かり 素晴らしい 日の出 は、 直ちに 私 を 殺戮した こと だら う、 

^しも 私が 常に/ \ 私 .U 身から 日の出 を逡り 出す ことが 出來 なかったら」 

^^も 亦 太陽の 如くに 跟も くらむ ばかり 素晴らしく 高揚す る、 

お ゝ 我が 魂よ、 私達 は^ 明の 朝す に と靜 けさ との 中に 私達 自身 を 見出す の だ。 

なの^ は 私 の^の 達し 得ない 所に 向って ゆく、 私の 舌の ひとひねりで 私 は大千 世界 を卷き 包む。 

「：^ は 私の 徹視の 力と 劣りがない、 それ は それ 自身 を判斷 する：^ 上の 力 を 持つ、 

それ は絕 えず 私 を 鞭捷し 皮肉な 調子で い ふ、 

「ワルト、 お前 は 十分^ 有して ゐる、 何故 それ をぶ ちまけ ない の だ」 と。 

さあ 來 い- 私 はもう 馬鹿にされて はゐ ないから、 お前 はどう もの を 云 はう かと考 へ 過ぎて ゐる、 

お 入 よ、 お前の 内部に 芽生えが どんなに 包まれて ゐ るか を 知らない のか、 

の屮 にあって 待ち、 お によって 護ら れて、 

は 私の ゅ；1 曰 的な 叫び に應 じて 返 ざ 去 り、 

ホ+ッ トマ ン^^  五 二 九 
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私 は 凡ての 原 W を： 止 位に おく 爲 めに その 後ろ に 自分 を裰た へ 、 

私の 生 お ある 部分なる 私の 知識、 それ は 萬 物の 意義なる 「幸： 1」 と 調和 を 保ちながら、 

「串 福」 II (私の 言雜 を^いた もの は 男で あれ 女で あれ、 今日 唯今 その 幸 II を 求めて 發 足しろ。) 

私の 究極の 厲價を 私 は あなたに 拒む、 私が まことに 何で あるか を 私 は 人に 傳へ るの を 担む、 

^：^; を卷き 包む とも、 私 を卷き 包まう と は 試みるな、 

rai. にあな た 方に 股 を^け たどけ で、 あなたの 中：^ も 小 賢 かしい もの を も 最も 優れた もの を も 押し こめる の だ。 

文字 も 言葉 も 私 をい ひ现 はし はしない、 

私 をい ひ 現 はす あらゆる もの を 私 は 自分の 顔に 持ち歩いて ゐる。 

一 默 した V けで 私 は懷疑 論者 を： 卯 喰 はせ て 兌せ る。 

二 六 

今 私 は 耳 傾ける だけ をしょう、 

|| き^ たと ころで この 歌を豐 かにし、 その 響き を 歌に He きさ せる ために。 

私 は 聞く、 鳥の 妙へ な歌聲 を. 麥の 成長す る さ \ や きを、 焰の 饒舌 を、 私の 食物 をた ぎら せる 小 薪の はぜる 音 を- 

私は閗 く、 私の 好む 饗 きを、 人間の 響 さ を" 

私 は 聞く、 凡ての 響きが 共に 流れ、 相 交 はり、 融け 合 ひ、 逍ひ合 ふの を、 


都- H の. ir のさ どめき. 都會 から 起る さに めき、 晝と 夜との 物せ I、 

^好きな 若者 達が 親友 へ 話しかける 聲々、 食事 中 の 勞働者 の ； ：问 笑 ひ 、 

仲た が ひのした 友の 問の 怒りの @i、 病人の かすかな 言葉の 調 千、 

おに 力た く 手 を かけて、 蓊 白い 唇から 处の 宣^ を 傅へ ろ 裁判官、 

にも や はれた 船から 荷 を 卸す 仲仕の かけ 聲、 錨 を まき 上げろ 人達の g^、 

牛 あの ill き、 火事の 叫び、 i§ をなら し 紅燈を か、 げて 走せ！ f ぎる 蒸氣啷 筒^と 水管 車との をた けび、 

二列に なって 進む 協會の 行列の 先頭に 奏でる 靜 かな 行進曲- 

(^等 は 或る 柩を譴 りに 行く の だ、 旗竿の 先を黑 布で 包んで。) 

私 は^く、 ゲァ ィ オリ ンセ 口 を (それ は 若き もの 、心の 訴、 だ)、 

も は く 冇鍵コ ルネッ トを、 それ は 急がし く 私の 耳へ と. にり 入る、 

それ は 私の 胸から 腹に 物 狂 ほしく も 甘々 しい 痛み を 捲き 起す。 

私 は ^ く 八！： i? を、 それ は グランドオペラ だ、 

お、 これ こそ はお H 樂だ —— これ こそ は 私の 心に 叶 ふ。 

^はの^く^: 大 にも 新鮮な テノ ー ルが 私の 心に^ ちる、 

^手の つ ぶら に^いた 口から 私 は 存分に そ  >, がれ 滿 たされる。 

ホ牛プ トマ ン.？ 

^  *  I 纹  五一 一二 


有. お 武郎仝 第笫 M 卷  ョ- 

私よ おく、 洗練され た ソプラノ を (彼女に そぐ つた 見事な i 一 術)、 

ォ， ケス トラ は 天王星が 飛行す るよりも 更に かびろ く 私 を 飛行させる、 

を L よ 私自身で すら 思 ひ 設けなかった 熱情. Afe から 摑^ ほす 

それ は 私 を 侮 上に 逡り 出す、 私 は 裸足で 足ぶ みし、 雨脚 は 物 うげ な 波に 嘗められる、 

私 は 烈しく 怒った 霰に 鞭打た れ氣 息が つまる、 

蜜の やうな モルフ ヒネの 中に 浸されて、 私の 氣管 は假 死にまで 縊られ る、 

さう して 遂に、 私達が 存在と 呼ぶ 謎の また 謎 を 感じ^る やうに 支へ 上げられる。 

二 七 

^こ 钐 體を備 へる とい ふこと それ リ 何た 

(めぐりめ ぐって 私達、 私達の 凡て は 行く、 さう して 必ず 形體 へと 歸 つて 來 る。) 

若し 何もの も 更に 霞す る囊を 持たぬ としたら， かたくな 、殻の 中に ゐる 給で 澤山 だら 

私の 持つ の はかた くな \殼 ではない、 

なが 動いて 行かう が、 止って ゐ ようが、 私 は 體屮に その 時々 の 指導^ を 持って ゐる、 

その 指^者 は 凡ての 物象 を 捕へ、 私 を 通して 無害に それ を 導いて ゆく。 

たに^に 私 は 指 を 動かし、 押へ、 感知す る、 さ 5 して 幸福 だ、 

私 ほせ を 私 以外の 誰かに 接觸 させる こと は堪へ 得られぬ ほどの よろこび だ。 


二八 

これ は なる 接觸 か？ 身ぶ る ひさせる までに 新し い 本性 を覺 えさせる これ は、 

Si とお 氣 とが 私の 血管の 爲 めに 突進し、 

i  さか 

おの 末 稍 は 私に 逆ら つ て それ.，： を 助力す ベ く 延び 集まり、 

私の 肉と 血と は 私 ，WI 身と けぢ めの つか なくなった そのもの を 襲 ふために 電光 を發 し、 

あらゆる から、 淫蕩な 刺戟物 は 私の 四肢 を强 直し、 

私の 心臓の 乳房から 担 まれた 滴り を もし ぼり. 収り、  , 

私に 對 して 思 ふま k に 振舞 ひ、 担絕を 無み し、 

たくらめ るが 如く 私から 最上の もの を 掠^し、 

私の 衣類の ボタン を 外し、 裸 かな 腰 を かき 抱き、 

常^した 私に 陽の 光と 放牧地との 靜 けさ を 浴せ かけ、 

無^^に も 他の 凡ての 感覺 を拂 ひのけ、 

それら は 抝觸の 船胳を 以て 他の 感覺と 交換し、 私の 尖端に 來 つて 摩擦す る、 

何ん の^ ひやり もない、 私の 力が 竭き^ てようと、 私が 怒り を 似さう と頓啬 しない、 

それら の 周^の 群れ を も 暫く の 享樂に 引き入れ、 

かくて 凡て は^ 地に 立った めに 力 を 合せて 私 を W ら せ る。 

^兵 は 私の 他の 凡て の 部分 を 兌棄 て、 しま ふ、 
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六う して 赤き 掠^ 者に 對し て^を 無援に する， 

^^け 凡 て 頂 地 に 來 て 見物し 、 私に 反い た叻カ をす る 。 

私 は 裏切者に よって 槩て 去られる、 

私 は 狂 ふが 如く 語り、 己れ を 忘れる、 誰でもない 私 そのものが 最大の 裏切者 だ、 

私 は 自^ 先づ 頂 地 に 急 いだの だ、 私自身 の 手が 私 を そこ に 運んだ の だ" 

汝、 狂惡 なる 接觸 よ、 お前 は 何 をしょう とい ふの だ、 私の 粲息は 喉に つまる、 

お前の 水門 を 押し 開 はろ， お前 は あまりと い へば あまりな 奴 だ。 

二 九 

愛慾に きそ ひ 立つ 盲目な 接觸 よ、 鞘に かくれ、 頭巾に 包まれて、 しかも 銳ぃ齒 を 持った 接觸よ 

私から 離れる のがお 前 を それ ほ ど 痛が らせ るの か。 

到着に よって 跡づ けられた 離別、 永久の 債務に 對 する 永久の 償却、 

豐 かに 降りしきる 雨、 さう して その後の 更に 豐 かな 償 ひ。 

若芽が 萠ぇ出 で 乂 相 むらが る、 さう して 生々 と 繁茂して 1 石の ほとりに 立つ ゝ 

成熟して かや やかし い、 ^揮され た 男性の 風 1。 


三 〇 

凡ての^ は 凡ての もの &屮 に 潜んで ゐる、 

0 は その 出現 を 急ぎ も せず 担み もしない、 

それけ、 外科 翳の 脔科川 鋏 子 を 必要と しない、 

取ろ に 足らぬ もの も 私に とって は 如何なる ものと も 同樣に 大き い、 

(接 觸 以下 又は 以上な ものが 何處 にある) 

理論 や^ 敎は人 を肯 かせない、 

^り を もつ た夜氣 はより 深く 私の 魂に 沁みる。 

(凡てのお 女に それ 自身 を證 明す る ものが それ だ、 誰もが 否定し ない そのもの  > み がそれ だ。 

一瞬 及び 私の 一 つの 滴りが 私の 頭腦を 決定す る、 

私 は；^ ずる、 濕っ た 土 くれが 愛人！： 志 ともなり 光明と もなる だら う、 

さ. つして^ 約の 又^ 約が 男な り 女な りの せ-物 だ、 

さう して 絕 ^とそ こに ある 花が、 男女が 互 ひの 問に 持つ 感情 そのもの だ、 

さう し て それら は その 敎訓 から 無限に 派生 して 遂に 蒸 有 創造 を 導き H し 、 

f し てあら ゆ る もの が 私達 を 喜. は し ， 私達 は ま た それら を 喜ばす。 
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三 一 

おは 信ずる、 草の ー蓰は 星々 の 運行の 作 W 以下で はない、 . 

みセ さ- V い 

さう して 小 蟻 も 同様に 完全 だ、 さう して 砂の 一粒 も 鹪鹩の 卵 も、 

さう して 胥蛙は 最高の ものに 取つ て も 傑作で あり 得る、 

さう し て 這 ひ か らむ懸 鈎 子 も 天堂 の 廣間を 飾る に 足る、 

さう して 私の 手の 小つ ぼけな 赉 ひも 凡ての 機械 を 見： 卜し^る、 

さう して 押し ひしゃげ た 頭 をして 草 喰む 牝牛 は 如何なる 彫像に も 勝って ゐる、 

さう して 一 匹の 小 鼠 は 無數の 背信者 を たじろがす 程の 不可思議 だ C 

スュ片 麻 岩 や、 石炭 や、 根の つながった 苔 や、 果物 や、 穀物 や、 菜 根と 組合 はさって ゐ るの を發兑 する- 

私の 全身 は 四 足獸ゃ 鳥類 を 以て 羧 りか ためられて ゐる、 

さう して 確かに 私の 後方に ある ものから 遠く離れて は ゐるカ 

欲する 時に はいつ でも それ を 呼び もどす こ とが 出來る の だ、 

あせる こと も 物 恥ぢす る こ とも 無駄 だ、 

私 の 近づ くの を 担んで 火成岩が その 古い 火熱 を 放射し て も 無駄 だ .， 

マスト，、 ン がそれ 自身の 粉碎 した 遺骨の 下に 隱れ 去っても 無駄 だ、 

種々 の 物象が 遠く離れて 立ち、 思 ひくの 外形に 身づ くろ ひしても 無駄 だ、 

- 大洋が 空洞 の 中に 身 を ち^め さう し て 怪物が 底 深く 潜ん で も 無駄 だ 、 


V マ A カ大. S にゐ どころ を 定めて も 無駄 だ 、 

蛇が 蔓^ や 倒れ 木の間 を 這 ひの がれても 無駄 だ、 

麋が 森の 小徑 遠く 逃げ のびて も 無駄 だ 、 

な， を衬 つうみ す どめが ラプ ラァ ドア の北遙 かに 翔つ て も 無駄：. こ、 

私 はすば し こくその あとに つ V  く、 私 は 崖の 裂け目の 中の 奧 にまで も 登って ゆく。 

三 二 

思 ふに 私 は野獸 となって それと 共に 生活す る ことが 出来さう だ. 彼等 は それほど 落ち着き 拂 つて 自分に 滿 足して ゐる、 

私 は 立ち 止って 永く く 彼等 を 見守って ゐ る。 

彼等 は その 境遇に やきもきしたり 泣きべ そ を かいたり はしない、 

彼等 は 階 阁の屮 に 眼 を さまして 自分の 罪 をな げきながら 橫 はる やうな こと はしない、 

彼等 は 神に 對 する 義務の 討議な ど をして 私 を 嘔吐せ しめる やうな こと はしない、 

ひとりと して 不満足な もの はない — ひとりと して 所有 慾の 爲 めに 氣を狂 はせ る もの はない、 

ひとりと して 他の 前に 跪く もの はない I. 數千 きも 前に 生きて ゐた 同種類の ものに 對 しても、 

ひとりと して、 地球の どこに 行っても、 恭しくしたり、 馬鹿 稼ぎ をす る やうな ものよ な、。 

力 く て 彼 i,7 は 私との 關係を 示す 、 さう して 私 は そ， を 受け入^ る、 

彼等 は 私に 私の 思 ひ 出を脔 ら^  彼等 は その 所お を もって 明かに その 思 ひ 出 を 示す。 
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彼等が どこから そのお ひ 出 を^た か 私 は 知らない、 

私も亦 誘の 前に その 響？？ 、崎って その 思 ひ 出^り 落した のか も 知れ？ 

厶. rnrff?  t を 0  も 4./、 永 久 に 動きが 7S- つ 、 

n  ;n 速 L  、無！！、、  imxil  ！ ii! よ" 

多く 集め i つ 示しつ、、 

私の 思 ひ 出の S り 手 を 度外視 はしな、 力 

こ 、に 私の 愛する 一 人 を 採し 出し、 兄^の よしみ を 以て 共に 行く- 

廢剠 として 私の 愛撫に 臈 へる 一 頭の 牡 馬の 素晴らしい 美し さ、 

頭よ 額のと ころに 高く、 耳の 間に 廣く、 

よ 水々 しく  ^ を 持ち、 尾 は 長く 地^ 拂ひ、 

^はよ い 程に 離れ 合って、 した、 かもの らしい 光 を 放ち— 耳 は 暴に 形どられて f  ，に f  く。 

私の 踵が 彼の 胴 を 抱く 時， その 鼻孔 は廣 がり、 

思 ふま、 阮け 廻らせて もとの 地 點に歸 る 時、 その 見事な 四 眩 は歡び もて 震へ る。 

-私は 然しお 前 を唯暫 しのみ ほひて、 やがて 捨てる の だ、 牡 馬よ、 

お前の 歩度に 賴む 必要 は 私に はない、 私自身が それよりも 早く^り 得る の だ 力ら 


た^ 佇立して ゐる 時で も 坐って ゐる 時で も、 私 は 苦 もな くお 前を駔 けぬ ける の だから リ 


^問と 時間！ 今 こそ 私 は 私の 掉索 して ゐ たもの がま こと だと 知り 得た、 . 

なの 上 を 彷ひル いた ゆ、 摸索して ゐ たもの、 

唯 ひとり 寢 床に 橫 はって ゐた 時、 摸索して ゐ たもの、 

さう し て 又 蒲れ ゆく 曉 の M の 下に 摸索し て ゐ たも の が。 

私の 紫.： 糸 や 底荷 は 無くなった、 私の 肱 は 波の 間に 休らって ゐる、 

私 は 山 翁の 綠を攀 ぢ、 私の 掌 は 大陸 を 被 ふ、 

私 は 私の 幻想 と^れ だつ。 

都^: の 正方形の 家の 傍ら、 II 木 橾 と共に 宿る 艽太 小屋 の 中、 

通行 錢^ 徴收 する 道路の 轍の 跡に 從 つて、 水 無しの 谷 間 や 小川の 川床に 沿うて、 

葱 畑の 除^ をしながら、 胡 蘿蔔ゃ 防風 草のう ね を 耕 やしながら、 草原 を磺 切り、 森の 中に 小徑を 切り開きながら、 

試 掘しながら、 金鑛を 掘り出しながら、 新しく 驟 つた 樹木 を 環 狀に脫 皮しながら、 

f. 一砂に 踝まで 塊め て燒 かれる 思 ひ をしながら、 淺ぃ河 を 引き 舟して 下りながら、 

或は 豹が 頭上の 樹 枝 を あちこちと 步く ところ、 麋が 獵師に 向って^ 暴に ふり 向く ところ、 

力ら/、 蛇が^ の 上に 長々 と 臥 そべ つて m 向 ぼつ こ をす ると ころ、 川獺が 魚 を 捕へ 喰んで ゐる ところ、 
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11 魚が 吹出物 だらけの^ら だ をして 沼 河の ほとりに 眠って ゐる ところ、 

黑 熊が 草の根 や 蜂 I？ 求め 歩いて ゐる ところ、 河 狸が その 撓の やうな 尾で 泥 をな すりつけて ゐる ところ、 

生長す る 砂糖 蔗 のうへ、 黄色く 花^く 綿の 木のう へ、 濕 つた 低地に ある 稻 田のう へ、 

屋根の 高い 百姓家の うへ (そこに は 海扇 形に そり かへ つた 尾根 板 かあつて 雨 どひの 中から 細々 と 草が 抽き 出して ゐる) 

西部 地方の 柿の 樹 のうへ、 長い 葉 を 持った 玉蜀黎 のうへ、 靑ぃ 花の 細 々とした.？^ 麻 草のう へ、 

白く また 樺色な 篱麥 のうへ (羽蟲 ゃ甲蟲 がその 外の 蟲 と共に そこに ゐ る)、 

そよ風の 來る 毎に 漣 を 立て X 影 をお く ライ 裘の薄 黑ぃ綠 のうへ、 

注意^く^ 構へ て餒 が^-つた 低い 出鼻 をた よって 山越えし つ \、 . 

草に 埋もれた 小徑を 歩み、 木 藪の 葉の 間 を 穿ち 進みつ .-、 

森と 麥 畑との 問に あって、 ほがらかに 鳴く 鶉、 

Si 蝠の 飛び ま はる 七月の 夕暮. 暗 圏の 中に ぼたり と 落ちる^ 1、 

老樹の 根から 、湧き 立って 牧草地に 流れて ゆく 小川， 

烈しく その 背 皮 を ふる ひ 動かして 蠅を追 ひ拂ふ 家畜、 

豪^に つるして ある チ ー スの 搾り 囊、 圍爐裡 の 石疊に またがる 薪 架、 梁から 花絲の やうに たれ 下る 蛛の絲 、- 

打ちお ろす 返鎚、 風 を 切って シ リンダ ー を 鸱 する 印刷機、 

その 肋骨の 中で 恐ろしい 激情 もて 魏動 する 人間の 心臓 

高く 浮揚す る 梨 形の 風船 (その 中には 私 も 揚 して 沈 藩に 下界 を 眺めて ゐ る)、 

索で たぐられる 救命 籃、 凹んだ 砂に おかれた 薄 綠の卵 を 孵化す る 陽 熱、 

その子と 共に 游ぎ 決して それ を 捨てない 牝鯨、 


0 の 長旌 を 長く 後ろ ざ ま に 殘す 汽船、 

い 木の 削ぎ 片の やうな 鰭 を 現 はして 水 を 切る 鲛、 

不知の 海 湖に^つ て 行く 牛ば^ けた 装 帆船、 

は 水に ひたった 甲板に 生じ、 死者 は その 下にあって 朽ちつ k ある、 

g おの 先^に あたって 擔 はれる 星 章の 多い^ 旗， 長々 と橫 はる 島 を經て 近づく マ ン ハツ タン" 

私の^ を 越えて 而 被の 如く 瀧な して か 》 る ナイ ャガラ の 下、 

戶 口の 階段の 上、 戸外に ある 堅木の 乘馬用 踏臺の 上、 

f^rl^ の 上 * 或は f お 足 や 小 踊を樂 しみ、 或はよ いべ， スボ ー ル のゲ， ムを樂 しみ、 

口：.^ たない 招り や、 思 ふま & なあて こすり や、 野蠻な 舞踏 や、 飲酒 やどよ めき やで 賑 はふ 女ぬ きの 祝宴、 

お^の 甘い かたまり を 味ったり、 稈莖で 釀 したて を 吸 ふサ イダ T 釀造 場、 

そこに ある 赤い 寶の 一 つくに 接吻 を绘 りたい や 5 な 林檎の 脫皮、 

人 flli 呼に も、 ^の EI 遊會 にも、 親しい 友の^り 合 ひに も、 玉蜀黍の 脫苟 曾に も、 家の 建て 上げに も、 

ものまね. おが やさしい 喉啼き や、 嘴啼き や、 叫び や 泣 き^を ひど かせる ところ、 

牧^ 堆が牧 お 小 M の 中に 25 まれる ところ、 乾燥した 莖 が散亂 して ゐる ところ、 種 用の 牡牛が 小屋の 中で 待って ゐる とこ 

ろ、 

午が その W 性の 桀を 果たすべく 進み出る ところ、 種馬が 牝馬に、 牡 鹬 が 牡 鶴の 上に 乘り贯 なると ころ、 

^が^ばむ ところ、 ^烏が こせ/ \ した 擧 動で 餌 を あさると ころ、 

遙か にも さび 亙った 大^^に 夕陽の 影が 長 まって ゆく ところ、 

f. だく 近く 数 平方 哩の 大きさに 群がって 虾 牛の 歩き ま はると ころ、 
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蜂 dT が兑 えが くれして 飛ぶ ところ、 篛 命の 長い 白鳥が 頸 をう ねらせる ところ、 

笑 ひ IT が 入に 似た 笑 ひ を 笑 ひつ、 波打 際 を 掠め 飛ぶ ところ、 

生え 延びた H!I の^むら に 半ば 隱 された 灰白の ベ ンチの 上、 ■ 蜜 蜂の^ 箱の ならぶ ところ、 . 

そ の^を もたげ、 地上に 輪が たちに なって 頸に 縞の ある 鷓鴣が ならぶ ところ、 

ァ ー チ 形の 墓場の 門 を 潜って 葬式の 棺が逡 られ ると ころ、 

垂 氷の 垂れ ド つた 樹木 を 持った 雪の 荒 地に 冬の 狼が 吠えき そふと ころ、 

夜中 沼地の ほとりに 來て黃 色い とさか を 持った 鶴が 小 蟹 を あさると ころ、 

游泳 者 や 潜水 者 の 飛沫が 暑い 午後 に 凉味を 送る ところ、 

井戶の ほとりの 胡桃 樹の 枝^に 蔬蟖 がその 淋しい 歌 笛 を かなでる ところ、 

銀の 葉脉を 持った 槳に被 はれた シト " ンゃ 胡瓜の 畑 を 越えて、 

獸 類が鹽 氣を# めに 來る 場所 や 蜜 棑阖 を 越えて， 或は 圓錐形 をな した 樅の 木の 下で、 

體操場 を 越えて、 窓 被 をお ろした 酒場 を 越えて、 事^所 或は 公會堂 を 越えて、 

EI 國 入に 喜び を 感じ、 異邦人」 喜び を 感じ、 新しき ものに も 古き ものに も 喜び を 感じ、 

美し い 女 と同樣 にあたり 前な 女に も 喜び を 感じ、 

ボン ネッ ト を-取り去り 滑 かに ものい ふ 時、 クェカ ー 宗の 女の人に も 喜び を 感じ、 

石灰で 塗り 白 めた 敎會 の 合唱 の 調子 に も 喜び を 感じ、 

汗み どろに なって 露劍 に說敎 する メソ ディ ストの 牧師に も 喜び を 感じ、 天幕 傳道會 にも 心から 感激し、 

午前 全 體をブ 口， ドウ ヱ ー の 飾り窓 を 眺めく らし、 その 厚い 板 ガラスに 押し ひしゃげ るまで 鼻先き をつ きつけ 

その 午後 は 雲 を 打ち 仰ぎながら、 或は 小道の 上、 海の 汀 沿 ひ を^み 暮し、 


私の 左右の- +を 二人の 友達の 脇に まいて、 さう して 私 は 二人の 屮に、 

C" に燒 けた 沈默 な^ 刈りの 童と 家に 歸り (夕 ぐれ を 彼 は 馬に 乘 つて^の あとに 

人里^ く 野獸 の 足跡 或 は 皮鞋 の あと を しら ベ 、 

お-にの 床の 傍らにあって 熱に なやむ 滴 人に レモ ネ， ドを あてがって やり、 

14 おの 中に、 棺に 納められた 死お により 添って、 燭火 もて それ を 熟視し、 

小^ ひと 21 險 のために あらゆる 港に 航し、 

^ に もゅづ らず^ 早 やに 夢中 で 近代 人の 群に 交って あせり 歩き、 

^惡す る ものに 對 して 怒りに 燃え、 刺し殺しても 悔いぬ まで 狂暴と な り、 

di 夜屮、 わが 裏庭に た VII りゐ て、 我 を 忘れて 遠く 思 ひを馳 せ、 

美しく もやさし い 「神」 の 道 伴れ し て 古い ユダヤの Lh. 陵 を さまよ ひ、 

芬 問を馳 せめぐ り、 大^と 星々 との 間を馳 せめぐ り、 

七つの 衞：^ と 宏大な その i  (その^ 徑 に 於て 八十 萬 哩) との 問 を馳 せめぐ り、 

他の ものと 问 じく 火の 球 を 放射し つ 、長く 尾 を ひく 彗星の 間を馳 せめぐ り、 

滿 ：：； なる m を その 胎の屮 に 射す 三日月と いふ 幼！： 儿を 持ち運び、 

おれ 狂 ひつ X、 享樂 しつ-、 計^し つ \、 愛溺 しつ \、  i: 戒 しつ X、 

取り 戾 しつ k 滿 たしつ  > -、 現 はれつ 」隱 れつ i、 

夜と なく 晝 となく 私 はか、 る 逍をル むの だ。 

^は 諸大の ^樹^ を訪づ れて そのみの り を M る 、 
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成熟した 無數を 見る、 さう して 未成 熟な 無 數を兑 る。 

私は琉 動し 攝容 する 魂の 如くに 飛びめ ぐる、 

私 の^は 測鉛のと^ かぬ 下 を定っ てゐ る。 

^は 物質的で あると 非 物質的で あると にか \ はらず わ 力 ものにする、  . 

如 M なる 守 衞も私 を 禁錮し^ ない、 如何なる 法則 も 私 を 防ぎ 得ない。 

私 はた ど暫 しのみ 錨 を 下ろす。 

私の 報知 船は絕 えず 航行し 去り 絕 えず 囘答を 齎らして 來る。 

ムょ ^^生の 毛皮 や £1 な獵 りしに 出かける、 鋭い 石突きの 杖 もて はざま を 飛び越える， 靑白 くさ， - くれた 危ぃ 氷塊に- 

取りつ きながら" 

私 は 前 II 樓に 登る、 

^は 夜 深く 烏の 巣に 自分の ゐ どころ を 構へ る， 

私 は 極 氷 洋を航 侮す る、 そこ は 十分に 叨 るい、 

澄み切った 空氣を 通して 私 は 驚くべき 美 を 探り ま はる、 

宏大 もない 氷塊が 私 を 過ぎて ゆき、 又 私が それ を 過ぎて ゆく、 眺望 は^に 見 ゆる かぎり 朗かだ 


雪 に 被 はれた 山鐡 が遙 かなとこ ろに 見える、 私 は それに 向って 私の 空想 を 送る、 

私^ はやが て その 戰鬪に 加 はるべき 戰 場に 近づいて ゆく、 

私達 は 大きな 陣地の 前衞を 忍びく に 警戒し つ 、過ぎて ゆく、 

或は 私達 は、 どこかの 大きな 廢 都に 場末から 這入り込んで ゆく、 

その 町數ゃ 崩れた 建物の 數は 地球の 上の 凡ての 都會を 合した よりも 更に 大きい。 

私は自 .3 な 仲間 だ、 私 は 侵入軍の たき 火の そばで 露營 する、 

私 は^を 床から 驅り 出して、 自ら 花嫁と 枕 を 共に する、 . 

私 は 夜もすがら 私の 腿と 唇と に 彼女 を 引きよ せる。 

私の 聲は 妻の 聲だ、 階段の 手 欄に よっての 叫び 罄だ、 

彼等 は 溺れて 水の 滴る 良人の^ 體を擔 ぎ 上げる。 

私 は 勇者の 大きな 心 持 を 知つ てゐ る、 

ありと あらゆる 時代の 勇氣を 知って ゐる、 

いかに 小船の 船長が、 嵐に ゆられ 死に 脅かされ、 舵 を 失って 人々 の むらがり 騷ぐ 難破船 を 兌 出し、 

近々 とより 近づき、 一 インチ も 身じろぎ せず、 一 とき も 心 を ゆるがせ にせず、 

板の 面に 大きく 白墨で 「安心し ろ、 俺達 は あなた を 見棄て はしない から」 と霄 き、 

難破船の.^々 と共に 苦しみ、 その 人々 と 密接し、 I さう して それ を 放 抛しょう と はしなかった か 

ホ ヰグト マン 詩集  五 四 五 


有島武 郞仝蕖 第四卷  五 四 六 

い か に 彼等が とうく 濡れ そぼ つた 人々 を 救助した か、 

え もん 

衣紋 もく づれて 取り 亂 した 婦人 達が その 墓場なる 難破船から 救 ひ 上げられた 時、 どんな 顏 をした か、 

聲も 立て 得ず、 老人の やうな 顔に なった 小兒 や、 助け出された 病人 や、 口の 鋭い、 髭 も 剃らない 荒 くれ 男 達が、 どんな 

顏 をして ゐ たか、 …… 

その 凡て を 私 は嚥み 下. ^  い &味だ ！ 私 は それが 好きだ I それ は 私の ものになる、 

私 は 一 人の 3R だ I 私が 苦しんだ の だ II 私が そこに ゐ たの だ。 

殉敎 者の 矜持と 冷靜 さ、 

魔女と して 火 あぶりの 刑罰 を 受ける 母、 それ を 眺め 入る 彼女の 子 達， 

犬に 驅り 立てられた 奴隸が 疾走に 疲れ はて 根に 身 を 寄せ、 喘ぎ、 汗に まみれて ゐる、 

激痛が 針の やうに その 脚、 その 頸 を 刺^  慘 らしい 猪彈ゃ 小彈、 

その 人々 を 私 は 感ずる、 さう して 私 は その 人々 だ。 

私 は驅り 立てられる 奴隸 だ、 私 は 犬に 嚙み つ かれて 顏を ゆがめる、 

地獄と 絕 望 と は 私の 上に ある、 はたく と 射手 は發 砲す る、 

私 は 垣根の 欄 を摑み 握る、 私の 黑血は 皮膚の 汗に うすめられて 地に 滴た る、 

私は雜 草と 石 くれとの 間に 打倒れ る、 

騎者は いやがる 馬に 柏 車 を あて k 私の 身近 か を 乘りま はし、 


遠くな つた 私の 耳に 雜言を 投げ、 鞭の 柄で 激しく 私の 頭から かけて なぐりつける。 

苦惱は 私の 着が への 一 つ だ、 

私 は 傷いた 入に どんな 心 持が すると 尋ねる 要はない、 —— 私自身が その 傷いた 人と なる、 i 

杖に よって 眺め やる 時、 その 痛み はま ざく と 私に 感ぜられ るの だ。 

私 は 肋骨 を摧 かれて 散々 になった 消防 夫 だ、 

崩れ落ちた 壁が その 荒廢の 中に 私 を 葬る、 

私 は 熱氣と 煙と を 吸 ひ 込む、 I 私 は 仲間の けた、 ましい 呼び 聲を閗 く、 』 

私 は 彼等の 鶴嘴 ゃシャ ベ ルの 鋭い 音 を、 失 ひかけ た 意識の 中に 閗く、 

彼等 は 梁 を 取り除く、 一 さう して 大事に 私 を擔ひ 出す。 

私 は IS 紅な シャツのま^-で 夜氣の 中に 潢 たはる I 隈 もない 靜け さは 私への 爲 めだ、 

結局 ^痛 もな く 私は攛 たはって ゐる、 弱り はて X はゐ るが さう みじめで はない、 

私の ま はりに ある 顔 は 凡て 白く 美しい —— その 頭 は 防火 頭巾 を脫 いで ゐる、 

跪いて ゐる群 築 は a: 火の 光の 中に うすれて ゆく。 

^りに ある もの、 死んだ ものが 甦って 來る、 

彼等 は 日時計の やうに 時 を 示し、 或は 私の 手の やうに 動き 移る、 II， 私が 時計 そのもの だ。 
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私 は 老年の 砲手 だ II 一 つ 攻城の 時の 話 をしょう か。 

私 は 再び その 場に ゐ るの だ。 

再び 鈹 手の 早 打ちの 太 鈹の管 ， 

再び 攻め かける カノン 砲、 臼砲、 曲射砲、 - 

再び それに 應 じて 敵の 打ち出す カノン 砲" 

私も參 加す る I 私 は 凡て を 見 且つ 聞く、 

叫び、 罵り、 雄た けび I 的中した 發射 對 する 喝采、 

紅い 滴り を殘 しながら、 靜 かに 通りす ぎる 死傷 車、 

間に合せの 修繕 をしながら、 破損の 侗所を 尋ね 步く 工人、 

裂け 破れた 屋根から 落ちて 來 る擲彈 —— 末廣 がりの 炸裂、 

四肢と いはず、 頭と いはず、 石材と いはず、 木材と いはず、 鐵と いはず、 高く 空中に けし 飛ばされる その物 音" 

苒 びわが 瀕死の 指揮官の 唇から 漏れる うめき ！ 彼 は 無性に その 手 を ふり 動かす、 

彼 は、 血 まみれの 中から 喘ぎ/ \ いふ、 「俺に かまって ゐ るな —— かまへ —— 堡壘 を。. 一 


こ、 に 一 つ、 幼ない 時 テキサス にあって 私が 知り 得た ところ を 話さう か、 

(私 はァ ラ モの陷 落の 話 をす るので はない、 

アラモの 陷落 を談り 得る もの は 1 人 も 助からなかった。 

百 五十 入と いふ 人が 今 も アラモに あって 沈默 する 死者な の だから。) 

それ は 四百と 十二 人の 若者が 冷酷 極まる 虐殺に 遇った その物 語 だ。 

退却しながら、 彼等 は 行李 を 胸墻に 代へ て 方陣 を 作った、 

彼等の 九 倍 も 入數の 多い 包圍 軍から 九 百の 生命 を 彼等 は その 前に かたづけて ゐた、 

彼等の 隊長 は 傷き、 その 彈藥 は盡き 果てた、 

彼等 は名譽 ある 降伏の 條仵を 得、 文書と 印と を 受け取った 上で、 その 武器 を 解き、 捕虜と して 歸 還した。 

彼等 は 騎馬 隊の 仲間の 誇り だ つ た。 

粱馬 と、 射撃と、 歌と、 食愁 と、 戀 事に かけて は 無敵で、 

こせく しないで、 氣隨 で、 寛大で、 勇敢で、 美男で、 誇り 高く さう して 人好きの する、 

髭の 多い、 日に やけた 人々 で、 寬濶な 獵服を まと ひ、 

一 人と して 三十 を 越した のはゐ なかった。 

.S  く. ヒま 

第二 月曜日の 朝、 彼等 は幾鼢 りかに なって 引き出されて 虐殺され た I. それ はう ら& かな 初夏の ことだった 

その 什 事 は 五 時 頃 から 始 つて 八 時に 終つ た U 
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一 人と して 跪けとの 命令に 從っ たもの はなかった、 

或る 卷は 無益ながら 狂氣の やうに 突進 を 試みた I 或る 者 は 勢 ひ猛に まじろ ぎ もせず 立って ゐた、 

あ iC と. & 

數人は 頭部 や 胸部 を 射ぬ かれて 立ち どころ に 倒れた II 生者 も 死者 も 諸共に 橫 はった、 

片輪に された もの、 斬り さいなまれ たもの は 泥土の 屮 にの たうった II 殘 りの 受刑者 は 彼等 を 目撃した の だ、 

或る 者 は 半死半生 のま X 匍匐して 遁れ ようと 試みた、 それらの 入 は 銃劍で 他愛なく しとめられ、 或は 銃床で 打ちのめさ 

十七に もなら ない | 少年 は 殺害者に 摑 みか  つたが、 更に 二人の 殺害者が その 一 人 を 救 ひに 来た、 

さう して 三人と も その 少年の 血に まみれて 滅多 殺しに された。 

十 一 時に 死體 の燒粲 てが はじまった、 

これが 四百と 十一 一人の 若者の 虐^の 物^で ある。 

三 五 

あなた は 古風な、  1 戰の話 を 聞きたい と 思 ふか、 

月と 星との 光の 下で 誰が 勝利者で あつ たかを 知りた い と 思 ふか、 

船^りであった 私の 胆 母の 父が 私に 話した 物語 を 語らう か。 

全く 俺達の 敵 は 船に かけて はしれ もの だ つ た (と 彼 は 語り 出した)。 


彼等よ 怫^ 面な 英國 生れの した &か 者で — 類のない 頑固 さ >  生眞 面目 さ、 あとに も 先き にも あんなの は ある ま V 」 

暗ら み ゆく 夕暮れ 方 を、 すさまじい 勢で、 俺達 を縱 射しながら 近づいて 來た。 

俺^ は 彼奴に 逼り 寄った —— II 桁 は 互 ひにから まり 合 ひ I 大砲 は觸れ 合った、 

こちらの 船長 は 手 を f! かして 指揮 をした。 

俺達 は 十八 封 度 も あらう とい ふ 大彈を 吃水の 下に 受けた、 

こちらの 下^板で は 二 門の 大きな 砲が 第一 發で 粉々 に 破裂して、 ま はりに ゐた者 ども を 殺して おいて、 天井 をぶ ち拔ぃ 

て 吹き上げた。 

日没^の 戰鬪、 夜陰の 戰鬪、 

g がま はって 十 時、 滿 月が のぼり 切った 頃、 浸水 は 度 を 增す五 尺が 程と いふ 報吿 だ、 

指揮官 は舷 尾に 閉ぢ こめて おいた 捕虜 を 放って 自分の 始末 を 自分 でさせた。 

火藥庳 へ の 往復 は 歩哨が ついて 禁止した、 

兑 K れ ない 顏が數 多く 出て 来たので、 全く 氣が ゆるせ なくなって しまったの だ。 

俺^の 粱っ てゐる 巡邏 船 は 火 を 失した、 . 

助命 を 求めたら と い ふ 奴 も出來 た、 

ホ ヰプト マン 詩集  五 五 一 


有 島 武郞仝 集 笫四卷  五 五 二 

ii 旗が やられ はしない か、 さう して 敗け 戰 になった ので はない かと。 

ところが 俺 は 暢氣に 笑つ てゐ た、 俺の 小つ ぼけな 船長の 聲が 聞こえた からだ、 

彼 は 落ち着き はらって 叫ぶ、 「俺達 は 打 擊を與 へて はゐ ない、 こっちの 戰爭 仕事 は始 つたば かりだ ぞ」 と。 

大砲 は 三門が 役に たつ だけだった、 

1 門 は 船長 自身が 敵の 主 檣 眼が けて 指揮して ゐた、 

榴彈と 散彈と をし こた ま備 へた 二 門 は 彼の 小銃 を沈默 させて、 その 甲板 を. 1 掃した。 

檣樓、 殊に 主 檣の 機摟 だけが この 小 砲臺の 砲火 を 援助した ノ 

さう して 戰爭の 間 雄々 しく も 持ち こたへ た" 

氣 息をつく 暇 もない、 

浸水 は啷筒 位で は 間に合 はず I 火災 は火藥 庫の 方へ と 喰 ひ こんで ゆく。 

啷 筒の 一 つが 射ぬ かれた I 段々 と 船 は 沈むな と 誰も 彼 も 思 ひ はじめた。 

落ち着き はら つ て 小柄な 船長 は 立つ、 

少しも 騷が^ — その 聲は高 くもなく 低 くもなく、 その 眼は宣 戰の燈 火よりも i 層 强ぃ光 を 俺達に 與 へた。 

眞 夜中 近く、 あの 月の 光の F で、 彼奴 等 はとうく 俺達に 降伏した。 


遠く、 靜 かに、 深夜 は ひろがって ゐる、 

1 一 つ の 大きな^ ろ 船が 動き もせずに 闇の 胸の 上に、 

打ちお かれた 俺達の 船 は そろく と 沈みながら I. 俺達が 征服した 船へ 乘 りかへ る 準備の 中に、 

校 m 板に 立つ 船長 は、 白 布の やうに 蒼 ざめ た顏で 冷然と 命令 を 下して ゐる、 

その 側に は、 船長室の 給仕だった 少年の 死^、 

長い 白髮 と、 大事に 捲き ちゃらせ た 鬚 を 持った 一 人の 老船」 M の 死顏、 

ある 限りの 手 を 畿 した 甲斐 もな く、 火焰は 高みに も 低み にも 明滅し、 

まだ 仕事に 堪 へ る 一 一三の 士官の 嗄 がれた 聲、 

積み 重った 暴 慕な 死骸、 あちこちに 散らばつな i-i 攀 上甲板に はたきつ けられた 人肉の 切れつ ばし， 

綱の 斷片、 繩 のかた まり、 波に なだめられての かすかな 船の ゆらぎ、 

眞黑 な猜な 大砲- 火藥 包の つか ひかす、 强ぃ 香り、 海 S やさしい 霧、 海 沿 ひに ある 羼や 野の 香 ひ、 生き 殘 

人々 に 言ひ殘 される 遺言 の 言葉、 

外 i の ナイフの 銳ぃ 響き、 そ S の 刃の はぎしり、 7 ィ， ズ、 クラック、 流れ出る 血汐の 5 せ、 短い 無殘な 叫び、 

さう して 長く 翻く、 細り 行く うめき、 こんな 鹽 梅だった II 取り かへ しのつ かない ことだった。 

三 七 


怠け 散らして ゐる看 守 共、 貴様の 武器に 氣を くば^、 
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無理に 戶を 押し開けて 彼等 は 群がって 來る、 私 は 夢中 だ。 

私 は 犯罪者 ゃ苦惱 する 者の 凡て の 狀態 を體驗 する、  . 

^の 人と 同じ 形で 牢獄に ゐろ 私自身 を兑 ろ、 

さう して 鈍い 絕ぇ 問ない 痛苦 を „1ず る。 

私の 爲 めに 囚人の 看守 は 短銃 を 肩に して 警戒 をす る、 

朝に つ れ 出されて 夜々 幽閉され ろ の は 私 だ 

手錠 を かけられた 暴動 者が 牢獄に 歩む ところに は、 私も亦 その 入と 手錠 を 連ね、 その 傍らにあって 牢獄 を 歩む- 

(私 は そこにあって 最もし ほ たれて 最も 沈默 する 一人 だ、 さう して 引きつ k た 私の 唇に は 憂愁が 宿る。) 

若者が 竊盜 犯で 捕縛され たと ころに は、 私 は 必ず 出かけて 行つ て 裁判 を 受け 宣告 を 聞く。 

虎疫 にか、 つた ものが 最後の 呼吸 をして 筷 はって ゐる ところに は、 私 も 最後の 呼吸 をして 隳 はって ゐる、 

私の 顏は 蒼白く、 —— 私の 筋肉 は よれね ぢれ I 人々 は 私 を 避け 遠ざける。 

乞 ひ 求める 者 は 私に 於て 彼等 自身 を體 現し、 私 は 彼等に 自身 を體 現す る、 

私 は 憎 子 を さし 出し、 恥 かしげに 坐して 乞 ひ 求める。 


十分 だ！ 十分 だ！ 十分 だ！ 

何 かしら 私 は 血迷って ゐた、 後ろに 退 がれ、 

締めつ けられた 私の 頭、 眠り、 夢、 痴呆の かなたに 少しば かりの 休み を與 へて くれ ノ 

私 はいつ もの 誤謬に 陷 りかけ てゐ たの を發見 する。 

さけす 

私が 馬る もの や 蔑む もの を 忘れる ことが 出来たら な あ、 

私が 下り やまぬ 淚を 忘れ、 大頭榨 や 鐵鎚の 打撃 を 忘れる ことが 出來 たらな あ、 

私が 別な 限で 私自身の 磔刑 や 血に 染まった 冠り もの を 見る ことが 出来たら な あ。 

今 私 は 思 ひ 出す、 

私 は 滯 らした 斷片を 拾 ひ 上げる、 

岩の 墓 は その 屮に、 或は どの 墓の 中に も、 任 かされて あった もの を增 加す る、 

死屍 は 起ち 上り、 ^il は 癒 やされ、 つめもの は 私から 離れて ゆく。 

私 は 至上の 力 を 以て カづ けられて 隊を なして 進み出る、 平等な 無 終の 行列の 一 つと して、 

私：^ は- W 地に も 海岸に も ゆく、 さう して 凡ての 境界 を 粱り鸫 す、 

私^の 敏速な 布令 は 全地 球の 上に 赴き、 

ホ ヰプト マン 詩集  お 
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私達の 精子に かざす 花 は 幾千 年 かけて 咲き出た もの だ。 

選ばれた る ものよ、 私 は あなたに 挨拶す る、 進み出られよ、 

あなたの 註 釋 を續 けよ、 あなたの 質疑 を續 けよ。 

三 九 

なんび i 

友誼 深く わ だか まりのない 蠻人、 彼 は 何人 だ、 

彼 は 文明の 到來を 待って ゐる のか、 或は それ を乘り 越えて 咀嚼して ゐる のか。 

彼は戶 外で 育てられた 西南 洲の 人な のか、 彼 は カナダ 人な のか、 

彼れ は ミシシッピ ー 地方の 人な のか、 アイ オア か、 オレゴン か、 カリフ オル ニヤ か、 

山嶽 地方 か、 大 草原の 生活 か、 森林 生活 か、 或は 海から 来た 船員 か。 

彼が 何處に 行かう と、 凡ての 男女 は 彼 を 受け入れ 彼 を 所望す る、 

彼等 は 彼が 彼等 を 好み、 彼等に 觸れ、 彼等に 語り、 彼等と 共に あらん こと を 所 E: する。 

く  L けづ 

飛 雪の 如く 锭て なき 振舞 ひ、 草の 如く 單 純な 言 紫、 櫛 らぬ 頭、 笑 ひ、 純朴 さ、 

徐ろに 運ぶ 脚、 ありきたりな 顏容. ありきたりな 態度と 放射、 

それら は 彼の 指先き から 新しい 形で 滴り、 


それら は 彼の 身^と 呼吸の 匂の 中に 浮游し、 彼の 瞥視 から 飛び出して 来る。 

四 〇 

耀 かしい 太陽の 光よ、 私 は それに 浴す る 必要 はない I 光 被せよ、 

お前 は眾に 表面 だけ を 照らさう とする、 私 は 表面と いはず 深みに も 這入り込 むの だ。 

地球よ、 お前 は 私の 手から 何もの を か 求めて ゐる やうに 見える、 

いへ、 昔ながら の 地 瘤、 お前 は 何 を 要する の だ。 

男よ、 或は 女よ、 どれ 程 あなた を 好いて ゐ るか を 私 は 告げたい と 思 ふ、 けれども それ は 言葉に 餘る 

5 ち 

又 何が 私の 衷 にあり、 何が あなたの 衷 にある か を 告げたい と 思 ふ、 けれども それ は 言葉に 餘る 

又 私の 抱いて ゐる あの 愤れ —— 聱夜を わかたぬ 私の 動悸 を 告げたい と 思 ふが …… 

見よ、 私 は 談義 はしない、 又 小つ ぼけな 慈善 もしない、 

私が 與 へ る 時に は 私自身 を與 へる の だ。 

そこに、 力 萎えて、 膝 節の ゆるんだ あなたよ、 

襟卷で 包んだ あなたの 口 を 開けろ、 私が あなたの 內 部に 元氣を 吹き こんで やる から、 . 

掌 を 開け、 さう して 衣囊の 垂れ を あげろ、 

私 は 担 まれて はゐ ない II 私 は 迫る ！ 私 は 分與し 得る もの を 潤 澤に貯 へて ゐる、 

ホヰ" トマ ン 詩集  五 五 七 
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さう して 私の もの は どんなの でも それ を 授ける。 

私 は あなたが 誰で あるか を 問 はない、 それ は 私に は 大切な ことで はない、 

あなた は 何事 を もな し 得ない、 何もので も あり 得ない、 然し 私が 意欲す る 以上 は、 あなた を ひっくるめて 意欲す るの だ • 

綿 畑の 勞働者 或は 便所の 掃除人の 方に 私 は 倚り か \ つ て ゆく、 

彼の 右の 顿に私 は 親しい 接吻 を與 へる、 

さう して 私の 心の奥で、 決して 彼 を見棄 てまい と 誓 ふ。 

子 を 生む に 適した 女達に 私 は 更に 肥 つ て 更に 元氣の よ い 子種 を植ゑ つける、 

(私 はこの 日 際立って 豪放な 共和^の 要素 を 注ぎ こみつ \ あるの だ。) 

臨終の 人が あ つ たら 誰彼 を 問 はず そ こ に 私 は 骶 け つ け て戶の 握り 手 を ひねる、 

寢臺 のす その 方に 夜着 を 折り かへ す、 

翳 師と^ 侶と を かへ らして しま ふ" 

私 は 下り ゆく 人 を ひっつかむ、 さう して 强烈な 意志 を 以て 彼 を 引き上げる、 

お k 失^す る ものよ， こ、 に 私の 頸が ある ぞ. 

神 かけて！ あなた は 下って 行って はいけ ない、 


あなたの 全. せの 贯みを かけて、 い k から 私に ぶらさがれ〕 

私 は 宏大 もない 氣息を 以て あなた を 膨らが してやる. I -私は あなた を 浮び 上らせる、 - 

武^した^ 勢 を 以て この 家の 凡ての 部屋 を 充も滿 たせる、 

私 を 愛する 人々、 墳墓 を 無視す る 入々 で。 

眠れ、 私と 彼等と は 夜もすがら 守護 をす るから、 

疑 ふな II 死 は あなたの 上に 指 もお くこと をな し 得ない だら うから、 

私 は あなた を 抱擁す る、 さ R- して これから は あなた を 私 1 入の ものにする、 

さう して あなたが 朝に なって 起き 出る と、 私の いった ことが、 いった 通りに なって ゐ るの を 知る だら う- 

四 1 

仰向け にな つ て 片息を つ く 病人 に 救助 を 齎らす も の は 私 だ、 

さう して 雄々 しく 屹た する 人々 に對 しても 私 はな ほ ^要な 助力 を逡 るの だ" 

私 は 宇宙に ついて 如何い ふこと が 云 はれ たかを 聞いた、 

幾千 年に かけて それ を 聞き 又 それ を 聞いた、 

^じつめ たと ころ、 それ は 中庸 を 得る とい ふこと だった I— 然し それだけ だら うか。 
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枬大 しつ k 應 W しつ 、私 は來 る、 

物 慣れて 注意深い 行商 をし よつ ばな から 高値で 打ち 敗 かしながら、 

自ら エホバの 正確な 面積 を 計りながら、 

クロ  ノス や、 その 息子の デュス や、 その また 息子の ハ. 'キ ユリ ー スを 石版 阳刷 にしながら、 

オリ シス、 ィ シス、 ベ I ラス、 ブラ マ、 ブ ダ の 下 圖を買 ひ ながら、 

私の ボ.' ト • フォ リオの 中に マユ ト をと ぢ つけずに おき、 一枚の 紙の 上に は ァラァ を、 印刷して 十字 像 を、. 

ォ ー ディン と 恐ろし ぃ顏 のメキ シ トリと その他の 偶 傺ゃ篑 像と 共に、 

それらの もの を 凡て 一 錢も かけ 値の ない 相當な 値打ちで 計り， 

それり の ものが 生きて ゐて、 銘々 にかな つた 仕事 をし 遂げた こと を 許し、 

广.^ ,1  I  一 ,v-. イ^ \ 乞 敎 -fo 

-T ち 

私自身の 衷 によりよ きもの を滿 たす 爲 めに、 走り 描きの 神の スケッチ を 受け入れ、 私の 逢 ふ 男 又は 女に も自 田に それ を 

授け 與へ、 

家 を 建てつ、 ある 大工の 中に 神に 等しい もの、 或は それ以上の もの ゃ發 見し、 

袖 を まくり上げて、 木槌 や 鑿 を 振 ふ 彼の 爲め により 高い 要求 を 尤もと し、 

特別な 天啓なる ものに 故障 もっけず、 私の 手の甲に あるち ビれた 細 毛 或は その 1 本の 毛 を も 如何なる 天啓に も 劣らない 

不思議な ものと 考へ つ 、0 

蒸な 啷 筒と 繩梯. 十に 倚ろ 若 老等は 私の 眼に は 古への 戰 ひに 於け る 神々 以下で はなく、 

彼等の 慇 が 崩 壞の激 音の 中に も 際立って 響く のに 注意し、 


彼等の 顆丈な 肢體が 炭になる 程燒け 進んだ 木ず り を 突きぬ け、 その 白い 額が 火焰の 中で も 傷 けられず 安全な o こ 注意す 

る U 

如： 1： なる 人の 爲め にも 仲裁す る 機械工の 細君、 その 胸に 赤坊が 倚りつ い て^を 飮ん でゐる 傍らに は、 

シャツの 胸 を 開け ひろげた ni 人の 强 健な 天使に よって 用 ひられ、 i 列に なって 昔 を 立てながら 收趲 する 大鎌、 

赤毛で 齒 なみの 悪い 馬丁 は 過去と 未來 との 罪の 償 ひ をし、 

その 所有物の 全部 を 賢り、 その 兄弟の 爲 めに 辯 護人 を 賴む爲 めに 徒歩で 旅し、 貨幣 贋造の g で 裁かれる 間 も 兄弟の 側 を 

離れない、 

私の せの ま はりの 平方 ロッドに 存分に 散布され たもの \ 凡て、 それでも 平 万 ロッド は滿 たされて はゐ ない、 

S" や 羽蟲は 嘗て 半分 ほど も 十分に 崇拜 されて はゐ ない、 

や 鸬芥は 夢想され てゐた よりも 更に 嘆美す ベ きも の だ、 

超.：：： 然とい ふこと も 驚く に は 足らない、 私自身が 最高 者の 一 人た る 時が やがて 來る、 

最上 者と 同樣の 善事 を同樣 に 偉大に なすで あらう 時が 私の 爲 めに 用意され てゐ る、 

私の 睪 丸に かけて！ 旣に 一 箇の 創造者と なり、 

今 こ、 に 私自身 を 捕捉し がたい 影の 子宮の 中に 置く。 

四 二  •  . 

群衆の © た V 中の 叫び、 

私自身の 聲、 遠く 達し 決定的に 朗らかな 0 
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來れ、 私の 子 達よ、  ， 

來れ、 私の 少年 達と 少女 達， 私の 婦達、 家族と 身内の もの 達、 

うち  3 

今 演伎者 は その 神 If を 働かす、 彼 は 彼の 衷 なる 小 笛に その 序曲 を 奏し 終った の だ 

氣樂に 誓 かれ ありの す さびに 觸れら れた絃 よ I 私 はお 前の クライマックスと 終曲との 單 調な 調子 を 感ずる。 

私の 頭 は 私の 頸の 上に 廻轉 する、 

音 樂は 奏で 出されろ、 然し オルガンから ではない、 

入々 は 私の 周 園に ゐる、 然し 彼等 は 私の 家庭の もので はない。 

常に 堅固な 浮沈の ない 大地、 

常に^ら ふ もの 及び 飮む もの、 常に 日出なら びに 日沒、 常に 大氣と 小 休みな き 潮、 

常に 私 . in 身と 私の 隣人、 生きく として、 人の 惡ぃ、 現貲 の、 

常に 昔ながら の 解きが たい 疑 間、 常に 荊に 慯 けれた 拇^、 渴 望と 渴 欲との 呼氣、 

常に 人の 氣に 逆ら ふ もの 、怒號 の 翳、 私達が 狡猾な 奴の 隱れ場 を 見出して それ を 連れて 來 るまで 續く ところの、 

常に 愛、 常にす.. -り 泣く 生命の 液體、 

常に 颢の 下の 繃帶、 常に 死の 柩臺。 

こ，, かしこ こ は、 頭腦が 言葉 ど ほりに 取り上げる 口腹の 慾を滿 たさんが 爲 めに、 小錢を 眼の 先き に 描きながら 歩き ま は 


り， 

入^^ を おったり、 受けたり、 賢ったり しながら、 饗宴に は 一度 も 足 を 踏み入れず、 

多くの もの は 汗をかき、 地 を 耕 やし、 穀物の 實を ふる ひ、 さう して その 代償と して 翳 暦 を 受け- 

少數の もの は懷ろ 手で 所有し、 しかも 彼等 は絕 えず 小麥を 要求す る。 

これ は 都^だ、 さう して 私 は その 市^の 一入 だ、 

他の 人に P 、味 あらしめ る もの は 私 を も 興がらせる、 例へば 政治、 戰爭、 市場、 新聞、 學校、 

市^と 市俞、 銀行、 關税、 汽船、 工場、 倉庫、 商店、 不動 產と動 蜜。 

夥しい 小さな 矮人が 燕尾服に 力 ラ ー を 着けて 跳ね ま はる、 

私 は 彼 お が 何もので あるか e 解つ てゐる (彼等 はたし かに 蟲 けらで も 蚤で もない)、 

私 は 私の 複製で ある もの を 承認す る、 最も^い もの、 最も 淺 薄な ものが 私に ついて 廻って ゐる _ 

私の いふ こと 爲す こと は 彼等 も 持って ゐる、 

私 の 心に 釀 される あらゆる 思想 は 彼等の 心に も釀 されて ゐる。 

私 は 完全に 私の {0： 分 勝手な の を 知って ゐる、 

私の 雜食 的な 詩句 を 知り さう して 少しで も それ を隱し 立てして 書いて はならぬ の だ。 

印刷され 製， 水され たこの 霄物 —— 然し 印刷屋と 印刷所の 小^と は？ 

上手に 檻 れた 寫眞 II 然しお 前に 近く 腕に 抱かれた 細君 或は 友達 は？ 
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鐵で裝 はれ、 砲塔に 大砲 を 持った 黑 色の 船 I 然し 船長と^ 關士 との 勇氣 は？ 

家の 內には 肌 類 や、 道具 や、 家具 —— 然し 主人 夫人、 及び 彼等の 眼の 監視 は？ 

かしこなる 大空 —— しかも こ 、或は 隣家、 或は 往來の 向 側の 家 は？ 

歴史の 中の 聖者の 賢人 I- しかも あなた 自身 は？ 

說敎、 敎條、 神學 II しかし 不測なる 人間の 頭腦 は？ 

さう して^ 理とは 何、 愛と は 何、 さう して 生命と は 何もの だ？ 

四 三 

僭 侶よ、 時と 處とを 選ばず、 私 は あなた を輕 蔑し はしない、 

私の 信仰 は 最大の 信仰で あり 最小の 信仰で ある、 

古代と 近代との 敬神 を 併せ、 さう して 古代と 近代との 信仰の 間にある、 

五 千年の 後 再び この 地球の 上に 现 はれる こと を 信じ、 

神託に よる 臈答を 期待し、 神々 を 崇め、 太陽 を禮拜 し、 

最初に 股に 觸れた 岩 や 木 株から 偶像 神 を 造り、 魔術の 輪の 中で 杖 もて 祈 禱を行 ひ 

喇嘛^ や 波羅門 偕が 偶像の 爲 めに 獻燈 する 時 それ を手傳 ひ、 

生殖器 崇拜の 行列に 加 は つ て 市中 を 舞 ひ 歩？、 

赤 脚； S となり 森林の 中に あって 熱中 莊 厳し、 

髑髏 杯から 蜜 W 酒 を 酌み、 シス タラ ゃグヱ ダを讃 嘆し， コ ー ラン を も 心に と V め、 

石片ゃ 小刀から 滴った 凝血 もて！ i 綴され た 蕃神 殿 を 歩み、 蛇皮鈹 をた X き、 


五 
四 


四：：！》：：：" を 受け入れ、 十字架に かけられた 彼 を 受け入れて その 神性 をた しかに 認め、 

彌 撒に 跪き、 淸敎 徒の 祈禱に 立ち上り、 或は 忍耐して 食堂の 椅子に 坐り、 

狂 M じみた 危機に あって 放言し 泡 を 吹き， 或は 死ねる が 如く 靈の私 を 起ち 上らせる の を 待ち、 

础^ と 大地の 上 を 眺め 渡し、 或は 砘 道と 大地の 外 を 眺め 渡し、 

輪廻の 輪廻 を 取り結ぶ ものに 私は屬 する の だ。 

かの 求心 的で 又 遠心 的なる 群團の 一 つ を 私 は廻轉 させ、 さう して 旅立つ 前に 命令 を殘 してお く 人の やうに 語る。 

邇鈍 にして 擯斥され ると ころの 懐疑 者、 

移り 氣、 不機嫌、 氣欝、 憤怒、 氣 取り、 落膽、 不信仰、 

私 はお 前 達の どれ を も 知 P てゐ る、 私 は苛責 と 疑惑と 絕 望と 不信心の 海原 を 知って ゐる。 

f れひ 

何と 蝶が 飛 ひ 跳ねる よ、 

瘰摩 と 血潮の 噴出に 伴って 何と 彼等が 電光の 如く 急激に 身 をち^ める よ。 

平和 あれ、 懐疑 者と 不機嫌な 鬱氣 やみの 血み どろな 鲽ょ、 

私 は 誰に も 劣らず あなた 達の 中に 位置 を 占める の だ、 

^去 は あなた 達 を も 私 を も 凡ての 人 を も 押し出した、 それ は 全く 同樣 だ、 

さう して 未だ 試みられず、 後 試みら るべき もの は、 あなた 達に とっても、 私に とっても、 凡ての 人に 取っても、 それ は 全 
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く同樣 だ。 

私 は 今後で なければ 試みられな いものが 何んで あるか を 知らない、 ■ 

然し 私 は、 その 機が 来れば 十分に 役に立ち、 さう して 失敗に 終らない の を 知って ゐる。 

air き 去る もの は 凡て 商量され る、 止る もの は 凡て 商量され る、 一人と いへ ども それに 漏れる こと は 出来な t 

死んで 葬られた 靑年も 商量され ずに はゐ ない、 

死んで その 男の 側に 葬られた 若い 女 も、 

戶の 隙間から 視 いたと 思 ふと^ を^して その ま. ^再び 影 を 見せ なくなった 嬰 兒も、 

目 あてもなく 生活し、 それ を 水腫よりも 更に 苦痛に 感じて ゐる 老人 も、 

ラム 酒と 惡 疾の爲 めさい なまれて 貧民 院 にある その 人 も、 

虐殺され 或は 難破した 無 數の入 々も. さう して 人 問の 暦と： K はれる 野蠻 なクプ ー 人 も 

食物 をす ベい 込ませ る爲め に 口 を 開 いたま、 浮き 漂 ふ ァ ミ ー バ も、 

地球の 中の いかなる もの も、 或は 地球の 最も 古い 墓の 下に あるい かなる もの も、 

幾 萬の 天體 にある いかなる もの も、 或は 天 體に筏 息す る 無數. の もの も、 

現在 も、 或は ありと あらゆる 最微の 無用 物 も 商量され ない もの はない。 

四 四 


、 

今  一 J そ， E 身 を說 明す ベ き 時 が來た II さあ 起ち 上 が らう。 

私は旣 知の^ 柄 を かなぐり 捨てる、 

さう して 私と  一 ^に 凡ての 男女 を 未知の 境へ 逡り 出す。 

^計 は 瞬間 を 指し示す I 然しながら 永遠 は 何 を 指し示す と 思 ふか。 

私^ は 旣に粲 に 無附の 冬と 夏と を 使ひ盡 した、 しかも その 先に 無限の 夏 冬が あり、 j 

その 先に もた」 ほそれの 無限が ある。 

誕生と 共に 私達 は 製 滿と多 趣と を稟 けた、 

他の 誕生 は 更に ^滿 と 多 趣と を 裔らす だ らう。 

私 は 一 つの もの をより 偉大で、 一 つの もの をより 劣 小 だと 呼ぶ こと をし ない、， 

その 時と 處と を^た もの はいかなる ものと も 同等で ある。 

人類 は あなたに 對 して 殺伐で 嫉妬深かった か、 わが 兄弟 姉妹よ、 

^は それ をお 氣 の^に 思 ふ、 人類 は 私 に 對 して は 殺伐で も 嫉妬お くもなかった、 

凡てが 私に は 柔和だった ！ 私 はくよ くしながら 勘定 はして ゐ ない。 

(私と お^と は 何の か X はりが あらう ぞ。) 
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私よ 成就され たもの X いや はて V あり、 さう して 現 はれ 來 るべき もの x いやさき である】 

私の 脚 は 階梯の 頂 點 の 又 頂 點 を 踏む， 

一 階 毎に 一 群の 時代が、 幾 階 かの 間に 數 群の 時代が、 

その 凡て 下に ある もの を 私 は 確かに 旅して 來、 しかもな ほ 登りに 登る。 

階 を 登る ごとに 背後に 殘 した 幻^ は 首 を 伏せる、 

遙か 下方に あたって、 私 は 絕大な 最初の 無 を 見る —I あすこに さへ 私が ゐ たの を 私 は 知った ゐ る- 

私 は 入に 現 はれずに 常に 待って ゐた、 さう して 昏睡の 霧の 裡に 眠つ てゐ た、 

さう して 私の 時の 熟する の を 待った、 さう して 毒氣を 吐く 炭素から は 害 を 被らずに ゐ た。 

長い間 私 は强く 抱き すくめられて ゐた —— 長い、 長い間。 

私の 爲 めの 準備 は 宏大 もない ものだった、 

私 を 介抱した 腕 は忠實 -で叮 IT た つ た。 

快活な 舟 子の やうに、 ひた 漕ぎに 漕いで、 久遠の 「時間」 は 私の 搖籃を 船渡しした ノ 

私に^ 地 をつ くる 爲 めに 星々 は その 軌道 を まげて 動いた、 

さう して 私 を 抱くべき もの を 物色す る爲 めの 光 を 送つ てよ こした。 


私が 母から 生れ 出る前、 永い 時代が 私 を 導いた、 

私の 胚 M は 決して 生 氣を失 はな かつ た II 何者 も それ を^ 倒す る ことが 出来なかった。 

私の K 種の 爲 めに 星雲 は 一 つの 球體に 凝結し、 

地^ は 徐ろに g. を かけて 他の 地層の 上に 積み重なり、 

^人な^ 物 は それに 滋養分 を 供給し、 

E 大な 原始 f! 物 は それ を その 口に 運んで、 大事に かけて 地上に おいた。 

凡ての 力が 私 を 完成し よろこばす 爲 めに 止む 時な く 用 ひられた の だ、 

さう し C この 地點 に、 今 こそ 私 は 私の 健全な 魂と 共に 立つ の だ。 

四 五 

ぉゝ靑 春の かけ 橋よ、 絶えず 推進す る彈 力よ、 

お-成年よ、 落ちついて、 華やかで、 さう して 充實 した。 

私の 愛人 達 は 私 を息づ まらせ る、 

私の 唇に 叢が り、 私の 皮膚の 氣孔に 密集し、 

街^ ゃ公會 堂で 私に 身 をす り 寄せ、 夜に は 裸體で 私に 來り、 

^に は、 河岸の 岩から ォ， ィと 叫び かけ、 私の 頭上に 搖り 動き さ V めき 合 ひ、 
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花^ や、 葡萄の 木蔭 や、 入り組んだ 下草から 私の 名 を 呼び、 

私の 生活の 各^ 間 を か V やかし、 

やさしい なだめの 接吻で 私の 身體を 接吻し、 

しとやかに 彼等の 心臓から 手一杯 を 取り出して それ を 私の ものと して 與へ る。 

莊 餞に 現 はれ 出る 老年 期、 お k 死に 近づき ゆく 齢の 好 もしく 名狀 しがたい 優美 さ。 

あらゆる 状態 は單に それ 自身 を宣 明す るば かりで なく、 その後に 發生 する もの、 又は それ 自身から^ 生す る もの を 寅 明 

する、 

さう し て喑 黑 な か の 寂滅 も 他 の 凡て と 同樣に 宣 叫す る。 

夜、 天窓 を 開いて、 私 は 遠く 散布す る 星 漦を兑 る、 

私が W 來る だけ 高く 兇き はめる に從 つて 埒加 する その 凡ての もの も、 更に 遠い 星彙 の外緣 に觸れ るに 過ぎない の だ。 

廣く 更に 廣く星 彙は擴 がり、 擴大 し、 常に 擴大 し、 

外方に 更に 外方に、 さ， つして 永遠に 外方に。 

わが 太陽 は 彼の 太陽 を 有し、 その 周 圍を從 順に 囘旋 する、 

彼 は その 仲間と 更に 勝れた 軌道の 群れと を耀ぎ 結ぶ。 


さう してより 偉大な 彙 群が 現 はれ、 その 中に あって は 最大の 彙 群と 思 はれた もの も點の 如く 小さい。 

と！ C ど 

そこに は止& はない、 決して 止 度 はあり 得ない、 

若し^と あなたと、 星々 と、 さう して 星々 の 内外に ある 凡ての ものと が、 この 瞬間に 色彩 もない 浮游； S こ 還元 L たと 

しても、 ^局 それ は 詮ない こと だ、 

私達 は 必ず 私達が 今 立って ゐる やうな もの を 再び 創り 出す だら うから、 

さう して 必ず 以前 通りの 遠 さまで 進む から、 それから また 遠く 更に 遠く。 

無限と いっても い、 面擠、 それに もま さる 大きさの 平方 リ， 'グも 宇宙の かけ 橋を危 くし、 又は それ を 不安に させる こと 

は出來 ない、 

それらの もの も 部分に 過ぎない、 單 なる 一 部分に 渦 ぎない の だから" 

思 ひきり 遠く 眺めて 見ても、 その外に なほ 無限な 芬 問が ある- 

ひきり 多く 數へ て兑て も、 その ま はりに はな ほ 無限の 時間が ある" 

私の 密會の 所 は^められて ゐる、 それ は 確かな こと だ、 

天帝 は そこに ゐる だら う、 さう して 完全な 關係ケ 彼に 對 して 造り 得た 私が 來 るの を 待って ゐる だら う、」 

^：大 なる 「仲間」 私が 憬れ てゐる まことの 愛人 は そこに ゐる だら う" 

四 六 
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私 は 私が 最上の 時間と 空間と に 住む の を 知る、 而 して 決し C 私 を 知り 拔 いた 入 は 嘗てな く、 而 して 決してな いの を 知る。 

私は不 休の 旅 を 旅する もの だ (來て 聞け よ、 凡ての 人よ〕、 

X  つぶ 

私の 目印 は 雨 除け 外套と、 ^固な 靴と、 森の 中から 切り出した 筇だ、 

私の 友 は 一 人と して 私の 椅子に くつろいで 坐る ことが 出来ない、 

^に は 椅子 もない、 敎會 もない、 哲 € もない、 

私 はいかなる 人 を も 饗宴と 阖 辦 館と 取引所と に逑れ て ゆかない、 

けれども 讀 者の 男な り 女な りの 凡て を 一 つの 丘の 上に 連れて ゆく、 ， 

私の 左の 手 を 腰の あたりに 卷 きそへ ながら， 

私の 右の 手 を 大陸の 風光と 大道と を 指しながら。 

私 も、 又い かなる 他の 人 も あなたの 爲 めに その 道 を 旅する こと は出來 ない、 一 

あなた 自らで それ を 旅しなければ ならない。 

それ は 遠く はない、 そこに 行き着く ことが 出来る、 

恐らく あなた は 生れる と共に その 途上に あって そのこと を 知らなかった の だ、 

恐らく 大道 は 陸の 上、 水の 上、 到る ところに ある だら う。 

あなたの 衣類 を 羽織れ 愛する 息子よ、 さう して 私 は 私の を 羽織る だら 5、 さう して 連れ立って 急ぎ 進まう ではない か、 

驚異す ベ き都會 や 自由な 國々 を 進み 行く ま、 に 誘 ひ 伴 はう" 


若し あなたが 疲れたら- ^に 二人分の 荷 をよ こせ、 さう して あなたの 手のひら を 私の 腰に あ づけろ、 

さう して そのうちに は、 あなたが 私に 對 して 同じ 勤め を果す 時が 來る だら う、 

私^が 發足 した 以上 は、 決して 再び 橫 になり はしない の だから。 

この n 黎明 前、 私 は 丘の 上に 登り、 諾天を 仰ぎ 兒て、 

私の 靈に 云った、 「私達が これらの 諸 天、 及び その 中に ある 凡ての もの X 喜びと 智慧と を 抱 有する ことが 出来たら、 その 

時 私達 は 飽き 足り 滿ち 足る だら うか。」 

私の 靈は 云った、 「否、 私達が その 高所 を 夷ら かにす る や 否や、 それ を 渦ぎ 越えて 更に 躍進す るの みだ」 と。 

あなた も 亦 私に 問 ひかけ る、 さう して 私 は それ を 聞く、 

私 は 答 へ よう， 私 は それに 答 へる こ とが 出来な い と — あなた は 自身で 答 へ なければ ならな いの だ。 

暫く そこに 坐れ、 愛する 息子よ、 

こ X に ビスケットが あるから 食へ、 さう して こ X に 飮む爲 めに 牛乳 も ある。 

然し あなたが 眠り、 さう して 快い 衣服で 活氣づ くや 否や、 私 は あなたに 「さよなら」 の 接吻 を與 へる、 さう して こ & か 

ら出發 せよ と あなたの 爲 めに 門 を 開く の だ。 

十分 長く、 あなた はさげ すむべき 夢を見 續 けて ゐた、 
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今 私 は あなたの 眼から 股 脂 を 洗 ひお とす、 

あなた は 光の 眩惑と、 あなたの 生活の 各 瞬 問と に 慣れなければ ならない。 

長い ii、 あなた は 岸^の 木材に つかまって、 恐る/ \ 水 をお つて ゐた、 

今 私 は あなたが 勇 31： な 游泳 者で ある こと を 要求す る、 

海の た t 中に 飛び こんで、 再び 浮き 上って、 頭で 私に 合闼 をし、 叫び 聲を 揚げ、 からく と 笑 ひながら 髮 ふり 亂 して 0 

四 七 

私 は 運 励 家の 敎師 だ、 

私の 傍に あって 私のより 更に 廣ぃ胸 を あら はに して 見せる もの は、 私自身の 胸の 廣さ を證 明して ゐる もの だ、 

敎師を 撥 無す る爲 めに 私の スタイルに 從っ て舉 習した もの は 私の スタイル を 最も 尊敬す る もの だ。 

私の 愛する 少年、 その 人 は 他から 力 を 引き出して 成年になる ので はない.' 然しながら 彼 自身の 權利 によって だ、 

迎合 や 恐怖の 故に 有德 たらん より は 寧ろ 不德 である 人 だ、 

彼の 愛人 を 愛し、 彼の 燒肉 を嗜 み、 

報いられない 戀ゃ輕 侮 や、 鋭い 刃物の 傷よりも 彼 を 痛め、 

にも、 戰鬪 にも、 射撃に も、 航海に も、 第一人者で、 歌 も 歌 ひ、 バン ヂ ヨウ も 彈じ、 

石鹼を 塗り こくる 奴等の 凡てよりも、 切り傷 や、 髭 や、 疱痕 でぶ つ/^ になった 卽を 好み、 

太陽 を 避ける やうな ^等よりも 十分 H 燒 けの したの を 好む その 人 だ。 


私 は 私から はぐれ 去れと 敎へ るが、 誰が 私から はぐれ 去る ことが 出來 よう、 

あなたが 誰で あらう とたつ た 今 か ら私 は その あと をつ ける、 

あなたが 私 を 理解し ない 限り は 私の 言 薬 は あなたの 耳 をむ づ つかせる U 

以上の こと を 一 弗 を 得ん が爲 めに 云 ふので はない、 或は 舟 を 待つ まの 時 問つ ぶしに 云 ふので もない、 

(あなた，：：：^ が 私 M ほの こと をい つて ゐ るの だ、 私 は あなたの 舌の 役 nl をして ゐ るの だ、 

あなたの 口の 中に とぢら れてゐ たもの、 それが 私に あって ほごれ 始めた の だ") 

私 は 誓 ふ、 私 は 二度と 再び 家の 中で 愛 や 死 を 語らない だら う、 

さう して 私は齊 ふ、 私 は 決して 私自身 を飜譯 する こと をし ないだら う、 外氣の 中に あって 窃かに 私と 止まる 男 或は 女の 

外に は。 

若し あなたが 私 を 理解し ようと 思ったら、 高みの 上から 岸邊に 行け、 

股の 先き の 蚋 は 一 つの 解說 となる、 波の 一 しづく 或は 励搖は 鍵になる、 

大槌 や、 审ゃ、 手 鋰ゃは 私の 言葉に 合力す る。 

日よ け をした 部 屋 ゃ學校 は 私と 交涉を 持つ 譯には 行かな I 

や 小さな 小兒の 方が 遙 かに 交渉 を 持つ。 

ホヰ ウトマン 詩^  艽七五 
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若い 機械工 は 最も 私に 近い もの だ、 彼 はよ く 私 を 知って ゐる、 

斧と 水 甕と を携 へて ゐる木 樵 は 一 日中で も 私 を 手放さない、 . 

畑 を 耕 やして ゐる 若い 農夫 は 私の 翳の 響き を 快く 感ずる、 

帆走る 船の 中には 私の 言葉 も 帆走り、 私 は 漁夫 や 水夫 と共にあって 彼等 を 愛する。 

宿營し 或は 進軍す る 兵士 は 私の もの だ、 

戰 闘の 起り さうな 前の 晚に 多くの 人 は 私 を 求める、 さう して 私 は その 人々 に 無駄 を させない、 

その 嚴肅な 夜に (それが 彼等に 取っての 最後の 夜 かも 知れない) 私 を 知って ゐる 人々 は 私 を 求める。 

獵師 がた^ 一人 毛布に 包まれて 眠って ゐる 時、 私 は 顔 を その 顏に すり 附 ける、 

私の こと を考 へて ゐる 御者 は、 彼の 荷馬車の 動搖を 心に かけない、 

f 右き 及び 老いた る 母 は 私 を 理解す る、 

娘と 妻と は 暫く 針の 手 を 休め て 自分が 何 所に ゐる のか を 忘れ、 

彼等と 凡ての 人と は 私が 彼等に 語った ところ を 思 ひ 起す。 

四 八 

私 は 魂が 肉體 以上の もので はない と 云った、 

さ 5 して 私 はい ふ 肉 體も亦 魂 以上 の もので はない と、 

さう してい かなる もの も、 祌す らも、 一人の ものに 収 つて は 彼 自身より 偉大で はない、 


また 彼の 行程 を J1. 情なく して 歩く もの は、 ^ぼ 子 を 着て 彼 自身の 葬式に 步 いて ゆく もの だ、 

また 私で あれ あなたで あれ、 十錢 だけ も餒屮 しないで 土地 を^り-取りに 買 ふこと が出來 る、 

支め 

また 1^ 見る こと. 植木鉢の 中の 竟を 示す こと、 それだけで 凡ての 時代の 問 を 見返す ことが 出来る、 

ま た 如何なる 商^ であれ 仕事 であれ、 若者が 從事 し て 英雄と なり 得な いもの はない、 

また 廻轉 する 宇 .{由 の戯 となり 得ない 程 やくざな もの は 一 つと してない- - 

さう して 私 は 凡ての 男と 女と にい ふ、 千 萬の {H 由の 前に も あなたの 魂 を 落ち着き 拂 つて 冷靜に 保てよ と。 

さう して 私 は 人類に いふ、 神と いふ もの を 不思議が るに は 及ばない と、 

何故なら いかなる ものに も 不思議が ろ 私が 神と いふ もの を 不思議が つて はゐ ない の だから、 

(どんなに 言葉に 綾 を かけても、 私が 「神」 と 「死」 とに ついて 如何に 平靜で ゐられ るか を說き あかす こと は出來 ない。〕 

私 は^々 物々 に 神 を 聽き神 を 見る、 しかも 露 ほど も 彼 を 理解して はゐ ない、 - 

或は 私 .ZH 身 以上に 不思議な ものが 果して あるか を も 知る に 苦しむ" 

何んで^ 力 今日 觅 るよ  り もよりよ く^, を 見る 立 要 か あらう、 

私 は 二. fEI 時間 中の 各の 時間に、 又 各の 瞬間に 神 を 垣間見る、 

や 女. 1 の 顔の 中に 私 は 神 を 兌、 鏡に 映る 私自身の 顏に神 を 見る、 

私 は 神からの 手紙が 街^に 落して あるの を 見出す、 さう して その 凡て は 神の 名に よって サインさ^ てゐ る， 

私 は その 手紙が あると ころに その ま， 1 捨て X おく、 何處 なら 私が 何故に 行かう と、 誤たず 他の 手紙が 常にく 現 はれる 

の を 知って ゐ るから。 

^ヰづ トマ ン詩^  五 七 七 
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四 九 

汝^ よ、 定 命と いふ 情け容赦 のない 老婆よ、 お前が 私 を おびえさ 、うとし C も 無駄な こと だ y 

ひるむ ことなく 產科醫 は 彼の 仕事に 取り か \ る、 

私 は 名手が M- し、 受け、 支へ るの を 見る、 

私 は 巧妙に も 柔軟な 表 戶の闞 に 凭れ か k る、 

さ- 「して 出口に 意 をと どめ， さう して 放 釋と脫 出と に 意 をと にめ る U 

さう して 汝 死屍に ついては、 私 はお 前 を 恰好な 肥料 だと 考へ るが、 然し その 考へは 私 をい ま/ \ しく はさせ ない 

私 は 甘い 香 ひもて 成長す る白蓄 薇の かをり を 嗅ぐ、 

私 は 木の葉の 唇に 觸れ る、 又メ  ロンの つやく した 胸に 觸れ る) 

さう して 汝 生命に ついては、 私 はお 前が 多くの 死の 遺物に 相違ない と 思 ふ、 

(疑 ひもな く、 私 はこれ まで 一 萬 度 も 自分が 死んで ゐ るの だ)。 

お、 天の 星々 よ. 私 はお 前が そこで さ、 やいて ゐ るの を 聞く、 

お 、® 星よ ！ お 、墓場の 草よ II お、 不 休の 變 形と 進涉、 

若しもお 前が 何もの か をい はな か つ たら、 如何して 私が 何もの か を い ひ 得よう ぞ C 


秋の 森林の 中に 橫はろ 濁った^り 水に ついて、 

木が らし 吹く タ暮 の絕^ を 下って 行く 日に つ いて、 

搖り 動け、 螯 間と 暮れ方との 火花よ、 II 堆肥の 中に 朽ちて ゆく 黑ぃ樹 枝の 上に 搖り 動け、 

冬枯れの 拊 のうめ き 悲しむ 亂 語にまで 搖り 動け。 

私に！！：；： から 一!f 投し、 私 は^から 高揚す る、 

私 は 蒼 ざ め た 微光が 反映 さ れた 午後 の 日の目 だと 思 ひ あてる、 

さ， つして 偉大な 或は 劣弱な 生れ 子から 堅固な もの 中心的な もの へ と開展 する の だ。 

五 〇 、 

さう いふ ものが 私の 衷 にある —— 私 は それが 何んで あるか を 知らない I 然し それが 私の 衷 にある の を 知って ゐる。 

ねぢ あげられ 汗み ゲろ になり —— さう して 私の 肉 體は穩 やかに も靜 かになる、 

私 は 眠る I 私 は 永く 眠る。 

私 は それ を 知らない II それに は 名 は 無い —— それ は 誇られざる 言葉で ある。 

それ はいかなる 字書に も 言葉に も 象徵の 中に もない。 

私 を难 せて 囘旋 する 地球より 以上の 何物 か を それ は囘旋 して ゐる、 

ホ ヰリト マン；^ 集  宄七九 
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それにと つて は 創造 は 友達 た、 その 抱擁が 私 を^ ざ ましたの だ。 

恐らく 私 は 更に 語る のがい X の だら う。 輪廓 阖ょ！ 私 は 私の 兄弟 姉妹の 爲 めに 訴 へる。 

解った か あなた 方 は、 お k 私の 兄弟 姉妹よ、 

それ は 渾沌で もない 死で もない I それ は形體 であり、 統一 であり、 計畫 である II それ は 永遠の 命で ある —— それ は 

幸； I である。 

. -  五一 

過去と 現在と は 萎へ る I 私 は それら を滿 たし 又 虚ろに した、 ， 

さう して 未来なる 次ぎの 褶を充 たしに 行 くだらう。 

そこに ゐる 聞き手よ、 何 を あなた は 私に 打ち明け ようとす るの だ、 

薄暮が 近づく の を 私 は 感じ はじめた の だから、 私の 顏を 見入れ、 

(隱し 立てせ ずに 語れ —— 闢 いて ゐる人 は 外に はゐ ない、 さう して 私 はな ほ 一 分 だけと どまって ゐ るの だから。 し 

私 は 自己に 矛盾して ゐ るか、 

それでも 結構 だ、 私 は 自己 矛 席 者 だ、 

(私 は 大き い I 私 は 多 を 包含す る 。) 


私 は，：：：： 分に 近い 入々 の 方に {IT 分 を 集注す る I 私 は 戸口の 石のと ころで 待って ゐ る- 

訛が 一 日の 勤勞を 終へ、 誰が 逸早く 食 事を濟 ませた か、 

私と 一 緒に 歩かう と^むの は 誰 だ。 

私 力 立ち去る 前、 あなた は 私に 語らない か、 それとももう 間に合 はない の を 思 ひ 知らう とする のか。 

五 二 

またら 船 の隳が 私の そば を 飛び 淨 りながら、 私 を 責め 詰 じる — 彼 は 私の 無駄口と 躊躇と を つぶやき 立 C る 0 

私も亦 少し だって 飼 ひなら されて はない — 私も亦 不可解な 人間 だ、 

私 は 私の 野蠻な 叫び を 世界の 屋根の 上から 響かせる の だ。 

甕の 餘 光が 私の 爲 めに さすら ひ殘 つて ゐる、 

その 餘光は 休ら ひに 入って 後の 私の 姿 縛 を、 何者に も增 して 正確に、 蔭に なり ゆく 曠野の 上に 殳.ナ る、 

その 餘光は 私 を 霧と 夕闓 とに 誘 ひこむ" 

^は 大：^ の 如くに 姿を消す —  — 私に 私の 白 髮を馳 せ 去る 太陽に 向って ふり 散らす、 

私 は，： n ： 刀の 肉^ を禍 潮に 溶かし 込み、 さう し て それ を レ， スの やうな 破片に して 漂 はす。 

ホヰッ トマ ン詩笾  五，， . 一 


もお 武郞今 集 第四卷  五八 二 

^は 私自身 を 塵に ゆだねよう、 さ-つして 私の 愛する 草と なって 現 はれ 出よう 

あなたが また 私 を 求めたい となら、 あなたの 靴の 下を樑 すがい.^ 

あなたに は 私 か 何者で あり 如何す る つ もり だ つ たかに 解る ま い、 

解らない でもい >-、 私 は あなたの 爲 めに 健康 を 持ち 来たさう、 さう して あなたの 血を淨 めて カゃ與 へよう 

一度 私 を 捕へ そこねた とて 失望して はいけ ない、 

こ k で 尋ね あぐねたら かしこ を 導ね て 見る がい" -、 - 

私 は あなた を 待って、 必ず どこかに ゐ るの だから" 

^かに もやさし い オルガンの バイフよ 

私 はお 前の 音を閬 いた 

前の m 曜日の 朝、 寺 を 1 つた 時、 駸 かに もやさし い オルガンの パイブよ、 私 はお 前の 音 を 聞いた、 

秋の 風よ II 薄暮の 森を彷 うた 時、 空 高く、 お前の 悲しげ な 長いい ぶき を 私 は 聞いた。 

私 は オペラで 歌 はれ た 完全な 伊太利 風な テノ， ルを 聞いた II 四 部合喝 の 中に ゾ ペラ ノの聲 を^いた。 

. …： 私の 愛する もの \ 心臓よ I！ お前 を も 私 は 聞いた、 私の 頸に 卷 かれた 腕 を 傅って かすかに さ、 やくお 前 を 


お前の^ 励 を、 凡てが 靜 まりかへ つた 昨夜、 私の 耳 もとに 小さな 鈴 を ふり 鳴らす かと ひ 

この 合 肥 


おも. V 、全 だ と 思 ふところに ゐ なが ら 私の 心 は 驚か され る 、 

私の 愛すろ 靜 かな 林から 私 は 身じろぎ する、 

私 はもう 散步 の 足 を 放牧地 に は 向けな い だら う、 

私の 愛人なる 大海と あ ひに きする 爲 めに 衣 を 私の 肉體 から 解き放さ うと はしない だら う、 

他の 肉に 觸れて 私の 力 を 新たに する、 さ-つい ふ氣 持で 私の 肉 を 大地と 觸れ合 はすこと はしない だら う、 

大地が 絕 えて 病まない と は ー體 どうした ことなの だ、 

母に 榮ぇ 出る ものよ、 お前 はどうして 生きく しいの だ、 

-ぉお 、 榮根、 果樹、 禾穀の 血よ、 どうして お前 は 健康 を 裔 ら すの だ、 

人間 はお 前の 衷に、 絕 えず 腐爛した 死骸 をお しっけ はしない のか、 

凡て の 陸地が 酸敗し た 死によ つ て やむ 時な く 攻め つ けられ て は ゐな いの か、 

彼等の 亡^ をお 前 は 何^に 始末した の だ、 

長 い 歳月の 間に 現 はれ 出た あの 飲んだ くれや 大食 ひ の 人々 を、 

かの 凡ての 汚れた 欣料ゃ 食物 をお 前 は どこに 片付けた の だ、 
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今、 お前の 上に その 一 とひら を すら 私 は 見出なさい II それとも 私 は あざむかれて ゐる のか、 

私 は 自分の 大犁 をと つて 畦 間 を 掘る だら う II 私 は 鍬 を もって 草 生え 地 を 耕し、 その 土 を 覆へ すだら ぅパ 

私 は 誓つ て 腐って 肉片の 或る もの を さらけ出 すだら う。 

兑 よこの 合 肥 を、 よく それ を 見よ、 

恐らく その 各： の 部分 は 嘗て 病める もの X 部分 をな して ゐ たの だが — しかも 見よ、 

养には 草が 大 曠野 を 被うて 茂り、 

荧 園に 播 かれた 豆 は 音 もな くその 殼を 破り 出で、 

纖 細な 葱の 穗は^ ざまに 銳く 延び、 

林檎の 蕾 は その 枝に 鈴な りに ほころび、 

復活した 麥は その 墓から 生 靑ぃ顏 色で 現 はれ、 

生々 の 色が 柳と 桑との 樹 肌に 眼 ざめ、 

雄鳥 は 朝と なく 暮 となく 歌 ひさ r めき、 さう して 雌鳥 は巢 にっき はじめ、 - 

庭 鳥の 雛 は殼を 破って 現 はれ、 

獸 類の 子 も 現 はれる I 犢は 牝牛から 生れいで、 鯢は 牝馬から、 

小さな 土の 高まりから は、 馬 鈴薯の 濃綠の 葉が まめ やかに 生 ひ 立ち、 

小さな 土の 高まりから は 玉蜀黍の 黄色な 莖が生 ひ 立ち —— ライラ ッ クは 前庭に 花 さき、 

夏の 生氣は 酸敗した 死の 凡ての 臀を 越えて 無邪氣 にも また 誇りが だ" 


何ん とい ふ 魔術 だら う、 

あらゆる 空氣の 流れが 毒氣を 含んで ゐな いとい ふこと、 

私に 愛 を 迫る あの 海の 透明な 綠の 色彩が ごまかし ではない とい ふこと、」 

その 海の 舌で 私の 五 體を隈 もな く甞 めさせても 安全 だとい ふこと、 

その 海の 中に 蓄積され てゐる 疫病の 害 を 私が 被らない とい ふこと、 

凡ての ものが どこから どこまで 淸淨 だとい ふこと、 

井戸からの 凉 しい 飮 料の 味が 無類 だとい ふこと、 

さ いちごが みづ /\ しく 味よ いこと、 

林擒 s の 林檎、 蜜柑 園の II 瓜、 葡萄、 挑、 杏の いづれ もが 私に 毒で ない とい ふこと、 

私が^ 生に 身 を ゆだねても 更に 病に はか ト b ぬと いふ こと、 

しかも その 草の 一 葉々々 は、 嘗て 傳染 力の 强ぃ 病氣 であった ところの ものから 生 ひ 出て 来たのに。 

三 

私 はこの 大地に おびえ 驚く ばかり だ、 それ は 沈着で 忍耐 虽い、 

それ はかくば かりの 腐敗の 中から、 かくば かりの 香 はしい もの を 牛； ひ 立た す、 

無數の 病死^に 攻められながら、 些かの 被害 もな く、  &に その 軸の ま はりこ i 溥す る、 

かくば かり 浸み 傲った 毒氣の 中から、 かくば かり 素晴らしい 空氣 をし ぼり 出す、 

力く ばかり 何事 も 知ら ぬげに、 それ は 年 ごとに 宏大 もない 潤澤な 收瘻を 新たに する、 
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それ は 人間に かくば々 I な .1 を 惠み與 へる、 さ-つし S 浸 人間からの かくは かりな かたみ を 平氣で 受け ミる。 

おも ひ 

^從、 信^、 锆合 について、 

高き に 立って 私が 眺め わたす 時、 人間の 大きな 群れが、 人間と いふ もの を 信じない 人々 の 指導に 從 つて 行く の を 見る の 

よ 痛まし さの 限り だ。 

美 女 

女、 坐った 女、 歩き ま はる 女 II 或る もの は 老い、 或る もの は 若、。 ■ 

若 いのは 美しい —— 然し 老いた の は 若い のよりも 更に^ L、< 

今、 生の 盛りに 

今、 生の 盛りに、 健やかに、 人 眼に 觸れ て、 

わが 合 衆 國の第 八十 三年、 四十 歳なる 私 は、 

一 世紀の 後、 或は 數十^ 紀の 後、 

まだ-: T- れ 出ぬ あなた を 求めて これらの 詩 を。 


あなたが これらの 詩 を讀む 時、 人 服に 觸れて ゐた私 は 人^から 隱れ 去る の だ。 

今、 あなた こそ は 健やかに、 人 股に II れて、 私の 詩を實 現し 私 を 尋ね 求める、 

若し 私が あなたと 一緒に ゐて、 あなたの 仲間と なったら、 いかに 幸 ひだらう と 空想しながら。 

^は あなたと 一 緖にゐ るの だ、 さう お 思 ひ (私が あなたと 1 緖にゐ るの は、 恐らく 十分に 確かな こと だから)" 

屢；、 ひそかに 私の 近づく あなたよ 

お、 あなたよ、 瞜. -、 ひそ やかに、 あなたの ゐる ところに 私 は 近づく、 あなたと 一緒に ゐ たい 爲 めに、 

私が あなたの 傍らにあって^ む 時、 ある は 側近く 座 を 占める 時、 ある は 部屋 を 同じく して ゐる 時、 

, .  ひらめ 

人知れぬ m 火力 あなたの 爲 めに 私の 衷に 閃いて ゐ るの を あなた はよ も 知るまい。 

時た ま 私の 愛する ものに 對 して 

^たま 私の 愛する ものに 對 して、 私 は 憤りに 滿 たされる、 私 は 報 はれない 愛 を 浪費して ゐ るので はない かと 思 ふから 

然し 今 私 は 思 ふ、 ^に 報 はれない 愛 はない ！ かう か あ、 か 兎に角 返報 はたし か だ。 

(私 は 一 人の 入 を 心から 愛した、 さう して 私の 愛 は 報 はれなかった、 

然し それ あるが 爲 めに、 私 は これらの 詩 をば 書き 得た の だ。) 
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$ ヽ. 私に 似た 大^?^ 

私に 似た 大地， 

お前 はいかに も 無 感情に、 飽き 足りて 圓味を 持って 見える が、 

今 私 は それが お前の 凡て だと は 思 はない、 

私 は 今 推測す る、 お前に は 何 か 激烈な ものが あって、 何時 爆發 する かも 分らない。 

何故なら 1 人の 勇者が 私に 牽 きつけられ II さう して 私が 彼に 牽き つけられ たから。 

然し 彼に 對 して、 私の 心に は 何 か 激烈な 恐ろしい ものが あって、 いつ 爆發 する かも わからない、 

私 は それ を 言葉で 表現す るの を敢 へて し 得ない II この 詩の 中に も敢 へて し 得ない。 

博 名 を， 5 り 得た 時 

英雄が 高名^ 博した の を 知り、 偉大なる 將 軍の 戰膀を 知り 得た 時、 私 は その 將軍を 羨む 心はなかった、 

大統領が その 椅子に あるの も、 富豪が その 大厦 にある の も、 私 は 羨む 心がなかった。 

然し 愛する 人達の 友情に ついて 聞いた 時、 その 友情が どんな もので あつたか、 

生涯の 間、 艱難と 誹謗との 中に、 長く く變る ことなく、 

^年期に も、 屮 年期に も、 老年 期に も、 如何に 彼等が^ 節で あり、 愛情に 滿 ち忠實 であつ たかを 聞いた 時、 

その f 私は考 へ こんで しま ふ II 私 は？ |a 々しい^ S の 念に 满た されて、 急いで そこ を 立ち去って ゆく。 


私達 一 一人の 若者 は 互 ひに 柑 倚りながら 

^達 二人の 若者 は 互 ひに 相 倚りながら、 

1 入 は 他 を 決して 見捨てる ことなく、 

大道の 上を遍 ねく 逍遙し II 南と 北と に 散策な 擅 ま、 にし、 

力 を樂 しみ、 I 肘 を 延ばし II 指 を 嘴み 合せ、 

不敵に 武装し I 食 ひ、 飮み、 眠り、 愛し、 

私達 自身の 律ての 外の 律て を 顧み H  航海し つ >,、 戰鬪 しつ >-、 掠^し つ X、 强 迫し つ， 1、 

守錢 奴と、 卑 僕と、 僧侶と を 脅かし II 大氣を 呼吸し、 淨 水を飮 み、 草原の 上、 海岸の ほとりに 舞踏し- 

町々 や.^ 略し、 安佚 を輕 蔑し、 法令 を 愚弄し、 弱さ を 追 ひ 返け、 

私達の 入寇 を i 元う する の だ。 

私 は 愛慾に もだえる その 人 だ 

私 は 愛慾に もだえる その 人 だ、 

大地 は相牽 かぬ か、 あらゆる もの は もだえつ >1、 あらゆる ものと 相牽 かぬ か、 

それ だから 私の 肉髏 も、 凡ての 逢 ひ 得た もの、 凡ての 知り^た ものと。 
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女の 歌手に 

さあ この 蹭物 をお 受け、 

私 はこれ を 或る 英雄、 或る 雄 辯 家、 或る 司合 官の爲 めに 蓄 へて ゐた、 

古來の 大義の 爲 めに、 民衆の 進歩と 自由との 爲 めに、 私の 魂の 事業の 爲 めに、 働いて くれる 入に と蓄 へて ゐた。 

然し 今 私 は 自分の 蓄 へて ゐ たもの が、 誰に も 劣ろ ことなく あなたに 屬 する もの だと 私 は 知った の だ" 

一人の 弟子に 

改造が 要望せられ るか、 さう して それが あなたに よってな される のか、 

改造が 宏大な もので あれば ある ほど、 それ を 成就す る爲 めの あなたの 個性 も 宏大で なければ ならない。 

あなたよ、 兩眼、 血液、 淸ら かに 香ばしい 皮膚が どれほど 役に立つ かを考 へない か、 

あなたが 群衆の 中に 歩み 入る とき、 欲求と 支配との 空氣が あなた と共にし み 入り、 誰もが あなたの 個性に よって 印象 を 

受ける、 その やうな 肉 體と魂 を 持つ とい ふこと が、 どれ 程 役に立つ かを考 へない か。 

お、 磁力、 どこまでも 肉、 

行け、 私の 愛する もの、 若し 要せら る、 なら 餘 事を^って、 この 日 この 時、 濠氣、 眞實、 自敬、 決斷、 矜持に あなた を 

養へ、 


あなたの 個性 を^ 固に 打ち 建てる まで 休むな" 

臨終の 人に 

あなたへの 使命 を お す爲 めに、 他の 凡ての 人の 中から あな た^け を 選び 上げる、 

ま r 

あなた は 今 死ぬ の だ， 1 他の 入々 は 何ん とで もい へ、 私 はい ひ 紛らす こと は 出来ない、 

私 はありの ま-で 容赦がない の だ、 然し 私 は あなた を 愛する II あなた はもう 遁れる 術がない。 

やさしく 私 は 右の 手 を あなたの 上に おく I あなた はかす かに それ を 感ずる だら う、 

^はつべ こべ 云 はない II 私 は 自分の 頭 を かしげ 近づける、 さう して 半ば それ をつ 、む、 

私に 靜 かに 坐る、 —— 私 は どこまでも 忠資 である、 

私 は 看！！ 入 以上、 親 以上 だ， 隣 入 以上 だ、 

永生 を 持った^ 肉の 上に 於て、 あなた al 身で ある もの、 ほかの 凡てから 私 は あなた を 自由にす る、 あなた は 必ず 遁れ出 

ろ だら う、 だから、 

あなたが あとに 殘 して ゆく 遺骸 は、 謂 は ど 排泄物に 過ぎない だら う。 

S ひ^けぬ ところから 太陽が 輝き 人る、 

ほ- as 

强ぃ思 ひと 自信と が あなたに 滿 ちる —— あなた は徵 笑んで ゐる、 

私が あなたの ^氣 な の を 忘れ てゐる やうに、 あなた は 自分の 病氣な の を 忘 れ る、 
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まなた z: 藥劑を ® みな い  あなた は 歎き 泣く 友 等 を 意と しな い ——- 私が あなたの 傍らに ゐ るから だ、 

私 は あなたから 他の 凡ての 人 を 遠ざける ！- もう 悲しまるべき 何もの もない、 

私 は 悲しまない .11 私 は あなた を 祝福す る。  . 

母と 嬰兒 

その 母の 胸に 巢^ つ て 眠つ て ゐる嬰 兒を私 は 見る、 

眠れる 母と その 嬰兒 II 氣息を ひそめて、 私 は 永く/.^ 一 一人に：：： 入る。 

走 者 

まつ 平ら な 道路の 上 を 熟練した 走者が 走る、 

彼は瘦 せがた で， 筋骨が 逞しく、 肉 づきの い、 脚 を 持つ、 

彼 は 輛 衣に 身づ くろ ひし —— 走る にあたって 前 かしぎと なる、 

拳 を輕く 握りながら、 肘 を 少し 胴から 離して。 

忍耐 强ぃ しづかな 蜘蛛 

忍耐強い しづかな 蜘蛛、 


それが ひとり、 小さな 突角に うづく まり、 

^のま はりの 大きな 空間 を はかり しらべ、 

^內 から 絲、 絲、 また 絲を くり 出し、 

絕 えず 延べ ほごし —— 絕 えず 休まず ひろげて ゆく の を 私 は 見る。 

さう して 汝、 お X わが 魂よ、 汝の 立つ ところ、 

賓： 邊^ のさ 問に 取り まかれ、 取り まかれながら、 

も^く 

絕 えず 考慮し、 冒 險し、 突進し、 —— 諸 の 世界 を^ね て それ を 結びつけ、 

遂に 汝の 欲する 橋 を 架け II 遂に しなやかな 錨 をお ろし、 

遂に 汝の 投げる いと 細き 絲で、 いづこ か を、 お、 わが 魂よ， たしかに 引 捕へ るよ。 

牢獄の 中の 歌手 . 


「お、 恥ぢ、 なやみ、 かなしみの 身の 樣 

い きた ま 

お 、空恐ろしい おも ひ -— 捕 はれの 生 魂」 

牢獄の 廣間づ た ひに この 復唱が 響き わた つ た、 

^根 I- 上天の 項き にまで それ は 高まった、 

そこで は 嘗て 聞かれなかった 物 思 はしげ にも やさしく 强ぃメ  口 デ . 'となつ 一」 漫々 とた V よ ひながら、 
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，き に 立つ 監哨、 武裝せ ろ 着 守に も 歌 は 達し て その 歩み をと V めながら、 

感激と 畏れと を もて 聽く入 皆の 血行 を 押 へ つけながら。 

二  . 

「お、 あはれ さ、 喑さ、 かなしみの 身の 樣、 

さら 

お. - 許せよ われ を、 幸 薄き 生 魂」 

ある 冬の 日、 陽 は 西に 低く 傾いて ゐた その 時、 狭い 廊下 を、 その 國の 倫盜 と流贼 との 問 を、 

(そこに は 何；. c 人と なく、 し をれ 顏の 殺人者と、 惡ざ かしい 麇〕 造 者と が、 

牢獄の 中の n 曜の會 堂に 集って ゐた II その 周 園に は ^守が 大勢、 十分 武装し て、 物々 しいぬ で 警戒 し なが . つ ) 

それ は 凡て 喑く 腐敗した 腫疱、 國 民の 中の 犯罪者の 集團、 

その 間 を、 一人の 「女性」 が靜 かに 落ち 裔 いて、 兩 手に 一人 づ、 の 無 邪氣な 幼な 子 を 抱 ざながら 歩んで 來た、 

さう して 講壇の 上、 おのれの 側なる 腰かけに 幼な 子 を 坐ら せて、 - 

彼女 は 先 づ樂器 もて 音律 的な 低い 前奏曲 を 奏し、 

やがて 世に 類 ひない 聲を 揚げて、 

古雅な 聖歌 V 歌 ひ はじめた。 


「牢屋の 中に こめられた 一 つの 魂が 


叫ぶ * 助けよ、 お、 助けよ、 さ- 「して 彼女の 雙手を ふり 動かす が、 

その 跟は とざされ I - その 胸 は 血ば しる も、 

ゆるし は來ら ず、 やすら ひの なだめ も、 

お ゝ恥ぢ 、 なやみ、 かなしみの 身の 樣、 

お、 {H おそろしい おも ひ、 —— 捕 はれの 生 魂。」 

ひまな く 彼女の^, t 歩み、 

お、 日毎の 悶え、 夜毎の 惱み、 あらず、 親しまし い 手、 あらず、 友の 面 わ、 やさしい 心 も、 ゆるしの 聲も なくて。 

「お、 あはれ さ、 暗 さ、 かなし さの^の 樣、 

さら  .S き 二お 

お、 ゆるせよ われ を、 幸 it き 生 魂、 

この 身で はない、 罪 を 犯した の は、 

あさはかな この 肉の 體が 破滅の 首輪、 

雄々 しく 長く さ 、 へ はした もの 、、 

肉に は 勝ち^ぬ この 身に 弱い もの。 

お、 命、 命 はない、 かなしみが 苦しい、 

お、 打ち 敗れて、 無視され て 燃える 魂。」 . 

ホ ヰリト Y  、ノ^ 集  五 九 五 
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(なつかしい 牢獄の 中の 魂よ、 堪へ 忍べ、. 

i:  く I やがて い つ か は ゆ るし が 近づく、 

あなた を 自由にし、 あなた を 家に 歸ら せる 爲 めに、 

神々 しい ゆるし 手、 「死」 が あなたに、 

もう 囚 はれの 身で はない —— 恥ぢ もない、 かなしみ もない、 

去り 行け、 神に 自由 を 許された 一 つの 魂。) 

歌手 はも だした。 

おだやかに 澄んだ そ の 眼が、 上向きに なった 凡ての 顏の 上に か V やいた、 

不思 .1 な 牢獄の 中の 顔の 海 I さまぐ に異 つた 顏、 惡ざ かしい 顏、 殘虐 な顏、 刀痕の ある 顏、 美しい 顔- 

かくて 女性 は 立ち上り、 狹ぃ 廊下 を、 人々 の 間 を 過ぎ去った、 

その上 衣 は 沈默の 中に さやく と 鳴って 人々 に輕 く觸れ ながら、 . 

彼女 は 幼な 子 達と 共に おぼろ 闇に 消えて 行つ た。 

五 

円 人の 上に も、 武裝 した 看守の 上に も、 彼き 凡てが 身動き を はじめる 前に、 

(囚人 は 牢獄 を-忘れ、 看守 は 彈 ごめ した 短銃 を) 沈 默と靜 止との 不思議な 瞬間が 來た、 


I:f い、 半ば 押 しっぷし たす、 り 泣 さ、 淚 にまで 動かされて 面 を 伏せた 惡 人の 聲 * 

若者の せ はしい 呼吸と 共に、 故 g の 記惊、 

子守歌 を 歌 ふ 母の 聲、 ii 妹の 心く ばり、 幸福な 幼年時代、 

長く 閉ぢ こめられて ゐた心 は それらの 思 ひ 出に ゆるぎ 立った、 

—— 不思^な 瞬間 だ II けれども その後、 浙 しい 夜、 多くの 人に、 そこにあった 多くの 人に 永年の 後 I 臨終の 際- 

II 悲しい 復唱 —— その 調子、 その 聲、 その 言葉が、 

び 歌 はれる —•— いつくしく 落ち着いた 「女性」 は狹ぃ 廊下 を 歩み、 

又も 泣く やうな メ  口 デ ー を 牢獄の 中の 歌手 は 歌 ふの だ。 

「お. > 恥ぢ、 なやみ、 かなしみの 身の 樣、 

お、 空恐ろしい おもみ、 . I 捕 はれの 生 魂。」 
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ヮ ルト. ホヰッ トマ ン 

ま 皮 を 一個の 口， ファ 1 aba つ er) 、たと 呼んだ ことがある。 しかし これ は 勿 g の 讓 ではない。 一八 四 〇 年 十一月 

の 「ロノ グアイラ ンビ デモクラット」 に 彼 は T ファ， を 讃美す る  一 f 掲げて ゐ る。 「どれほど 私 は 口 1 フ 7 を 愛して 

ゐ るか。 あらゆる 人類の 中で-かの 襲な、 篛不 1 の 7 ファ 1 に比べ 得る もの を兑 ない」、 「私に 汝の ff 刺った、 

堅實 な I の 子を與 へよ」。 世間 一般の 口， ファ， に對 する 籠 を 1す爲 め」 f …が S つて S を^ t 

想 を も 彼 は 描いて ゐる。 糞の 晚 かった 彼が 二十 九の 年に 書いた その 一文に は、 蜜 的な 包 ひさへ 漂 ふ ほど 感傷が では 

あるが、 その 背後に は 彼の 本質が 輝いて ゐる。 「私が 口- フ /と 呼ぶ の は 何 か。 口； ァ 1 といへば 了 プア-た；！  Z 

う も •  いって ゐる" ？ファ 1 と は 怠け もで こと だ。 約束の 出來 ない 人間、 誓 ふこと をし ない 人間 だ。 主義と 節度と を 

所有し ない 人^だ〕 彼 は 働き 甲斐の ある 人々 から 齒痒ゅ がられる。 彼 は 自分の 欲する ことし かしない。 タカら 强 ひら ミ 

る こと 逢い 七 彼 は國家 社會の 建設に い。 けれども ファナティックの 外に は 誰もが 彼 を 憎み？ たらう。 

f  , -  > こよ 、ubjs; 台つ \」.rsr 人兒 を 有する 他の 動凼 としての み存續 した か。 或は さ 5 

而 して 皮， は 何事 もな さなかった 力 人類の 生活力^つ てお 3 ス I を. ス 

かも 知れない。 さうならば 自然 は 殊の外 寬大 だ" 

波と いふの ょヮ ルト • ホヰッ トマ ン のこ とだ。 

彼よ 十一 二の 時 ま 學校 なる もの、 門 をく にらなかった。 それ は 彼に はい、 ことだった。 十五の 時に 肉 蘭に は 旣に十 

分 成熟して 一人の 大人 t はせ たが、 その 心 は 嚣の寶 玉の やうに 2 に 大氣に 賜らされなかった。 彼 は 唯吸收 する こ 

とだけ を 知って ゐた t に 見える。 しかも それ は 初めは II 收 せずに 元始 的な 自然 を 好んで 吸收 したの た k  口 

ング. アイ ランド S 沿 ひや 田園 を その 唯一の 伴侶と して、 菜の 如く 自然に 育った。 彼の 性格の $ 的 の菌は そこ 


に 大根 を 張った の だ。 後年 彼 はいかに 種々 なる 入 間 生活の 諸相に 當 面したら う。 しかも それ を 表現す る 彼の iii 曰 葉の 後ろ 

に は、 大. u 然の 中に 悠遊 する パンの 瀨惰 な 姿が 滲み出る。 結局 太陽の 光と； i れ住 むことの 出来ない， UI 然、 ^局 自分の 制 

約 以外の ものに は絕 えず 反抗して 倦む ことのない 自然、 默 つて 憎み 叫んで 愛する 自然、 それ 自^ 以外に は 誰に も 本當に 

5; 解され^ な い 自然、 それが 死に 至る まで 彼の 基調 をな して ゐた。 

「今の この 時から、 

今の この 時から 私 は 制約 や、 空想的な 境界線から， HI らを 解放す る こと を 命ずる、 

どこに 行かう と、 私 は 全然 的に 絕封 的に 私自^の 主、 

他人に i 耳 傾け、 その いふと こ. r をよ く 思 ひめぐ らし、 

立ち 停り、 探り 求め、 受け入れ、 熟慮し はする が、 

しとやかに、 然し 拒み 難い 意志 を以 一」、 私 は 私 を 捕 へんと する 桎楛 から 私自身 を 鸾 ひかへ すの だ。」 

さう だ。 彼 は 常に，： n: 分 を 自分.： in 身にまで 窈 ひか へす 男だった。 それ にも拘らず、 彼 は 常に 詩人た る .sz 分から 離れて さま 

よ ひ 出ようと した。 新聞記者 として 立 匁しょう とい ふ 欲望 は 可な り强 く、 又 講演者と して 生お しよ-つ とした こと も, めつ 

た。 小學 校の 敎負 となった の は 恐らく 彼の 貧 W がさせた 業 だら う。 敎師 としての 彼 は 「決して 失敗ではなかった が、 斷 

じて 成功ではなかった。」 新聞記者 としても、 講演者と しても、 要せられ たる 思慮り 慧敏と 才智と を 所有して ゐ なかつ 

た。 彼の 心の 水の 比 K は 極めて 重い。 そこに 投 せられた 筝象は 長い 時間 を經 なければ その 底に は 達し^なかった。 彼 は 

また 政.：^ たらん と 企てた こと もあった。 タム マ -1 ，*ホ1 ルの爲 めに 畫 策して、 ブルックリンに 於け/、 政爭の 或ろ 贯要な 

役：：： を^ じょうとし たこと もあった。 けれども それらの 凡での E 論 見 は 幸に して 彼の 傾向と. てり を 合 はさなかった。 唯 

か 、る 彼の 徒^ 生沽に 於て、 彼に 著しく 役立った もの は 都會の 生活に， X- ぐり 込んだ ことだった。 

^代の 都お、 それ はェ. チ ブトに 金字塔が あり、 希 腿に アテネの^ 堂が ある やうな もので はない か" ^達の 文明が 他の 
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文 W によって 置き か へられる 時代に 遠から ざる 未 來に來 る だら う。 私達の 文明が 一 つの 廢墟 になった 時、 奇異な^ 說と 

なって 殘る もの は 近代的 都會の 追憶で はなから うか。 そこに 行 はれた 施設と 生活、 その 生活の 歡 びと 悲しみ、 及び それ 

が 反映す る 特殊な 餘光 は、 誰かに よって 完全に 嚥 下せら るべき、 だった。 果して 都^の 歌手 は數 多く 輩出した" けれども、 

昔の 宮廷の 詩人が 田園 を 見て 歌った と同樣 の^ 想で、 都 會を歌 ふの を 恥ぢた 人が 幾人 あったら、 つか。 或る もの は その美 

のみ を 讚美した かも 知れない。 或る もの は その 醜ば かり を呪咀 し；」 かも 知れない。 然しながら 都會を その 全體に 於て 掌 

握した もの V 數は 決し て 多い とい ふこ とが 出来な いだら う。 ホ ヰヅト マン は少 くも、 古い 意味の 都會 から 私達の 都 會に移 

住する ことの 出来た 一人だった。 彼 は 自然に 投入す ると 同じ 熱意と 度胸と を 以て、 都會の 生活に まぎれ 込んだ。 渡船の 

上、 乘合 馬車の 中、 敎會、 社交 俱樂 部、 劇場、 オペラ， ハウス、 酒場、 孤 兒院、 監獄、 法廷、 公衆浴場、 博覽 會、 講演、 

音樂、 …… 都會的 火事 …… 「とこで あれ、 人間の 生活が 絶大な 塊り になって 動きつ k あると ころに は、 必ず 彼が ゐてそ 

I を 感じ 且つ 吸： ^し-し ゐ た。」 彼 は 都 鲁 に 於ても devine  average  -神々 しい 平 人民) がいかに 彼等 自身 を その 特殊な 生活 

に遵 合させて ゐ るか を 見た の だ。 

彼が 田^に あって 活 きたの は 十七から 二十 二まで * ュ ュ ョ〜 クとブ ルック リ ン とに ゐ て都會 に 接した の 力 二十 二 力 

らー 一十 九まで" 

皮 は 或る 寺 ユフ 口  " コ， 'トを 着， トププ • ハツ トを 被り、 胸に 花 をつ けて 細身の 杖を携 へる こと を 忘れなかった。 然 

しそれ は、 彼が 直ちに 自分で 發 見した 如く、 彼に は不 似合 ひだった。 彼が 心 を 許し 接し 得る の は powerful  uneducated 

Persons だった 0 渡船の 水夫の 誰れ 彼れ、 乘合 馬車の 御者の 誰れ 彼れ、 その 名 は 死 前の 彼の 記憶に も 膠着して 離れな か 

つた。 

遺存 して ゐる 文書に よれば， 彼 は 十九の 年頃より 詩 を：？ お表し 始めた やうに 見える。 彼の それらの 詩 中に 現 はれる 姿 は 

感傷的で 悒鬱 だった。 それ は 凡ての 靑年 にあり 勝ちの もの だら う。 生に 對 する 何と はなき 不安、 死に 對 する 朧げ な憧ぉ 


やり どころ なき 愛の 悶え- 

「凡て は：々 ひの 苦 を 持って ゐる、 老年 は 死 をお それる、 

靑 春の なやみ は 誇りと 欲念、 

さう して 心の 痛み、 その 胸の 中には、 

熱 高き 情炎。」 

さう いった 傾きの もの だ。 死 も 亦 彼の 詩 題に ふさ はしかった。 西 行 法師と 同樣 に、 彼 は 死 を 人な き 自^の 一隅に 選ん 

ゲ 

「誇りが にも 華やかなる 堂に ありて、 

悲しみの 淚、 友の 歎きに かこまれつ \、 

われ は、 終りの 時せ まりて、 

このうつ そ 身 を か いやる や 恥づ。 


日の目 まさに 閉ぢ なん 頃 

こ ひ 願 はくば わが 死の 床 

擔ひ出 だせよ 空の 淸き ところ 

^^ひ 茂り 木む ら嚴 かに 震 ふそ こ。 

休ら ひのし r ま 心 を や はらげ 

見 上ぐ る に い や 高き 木末 は 

ホヰ ウトマン 詩^  六 0 1 
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^生の 土に よき 影 を なげ 

凉 しく あらん そこに われ は。 


われ は 人の 近き にある を 願 はず、 

され ど 日の 光の 沈み ゆく か はたれ 

このうつ し 世に 別れ を 告げて、 かならず 

よみ ぢ にいなん —— た^ひとり われ」 

か る 詩 は 彼の 心の 聲 ではな い。 凡ての 靑年 がその 捕へ 得ざる 幻影の 上に 築？ 上げろ 蜃氣樓 だ， 

して 彼 は 二十 九の 年まで 恐らく 懸を 知ん 機會を 持たなかった。 戀と いふ 煉金術 は、 彼 を 更に 早く 詩人に して ゐたカ 

も 知 1 なかった。 あの 雄々 しい 强 健な 體軀 と、 徐ろにで は ある けれども 心の奥^にまで 感じ こむ 熱情と は、 彼 をーノ び. 

戀. <- にさす に は 十分であった らう。 唯 彼 は I ^しかった。 父 業の 建築 請負で 生計 を 立て k ゐた" 而 して 自分自身 を 見出さ 

なかった 彼 は、 人に 對 して 不必要に 驩病 だった や 5 に 見える" 

「幸 薄き わが 愛欲 はま だ^ぬ 人に こがれ 寄る」 と 悲しく 歌 ひながら、 まだ 見ぬ 人 を 兌 窮めようと はしなかった。 同時に 

愛欲 の^は 口  ファ， なる 彼に は 雷 過ぎた かも 知れない。 攀： 愛 はやが て 生涯 を is して 解放し ない 家庭^活 を豫 想す み。 

この 豫想は 彼に とって は 由々 しい i: 戒 であった らう。 それ故に 彼 は 不^議な ^隙 を 胸に 感じつ お、 美しい^ を^ 想の 

中に 描く のな. 選んだ かも 知れない 「彼 は その代り 同性の 交誼に 封す る 熱烈な 實 行者で あり 讃美 者であった。 『カラ マ ス篇』 

ー篙 ュ、 資 にこの 男らしい 熱情の の 記念碑で ある。 "camerado- と 彼 は 同性の 友に 呼びかけた" あの 言椠の 意咪と 

饗 きと は 特異 だ。 あの 一語の 中に 新しい 友情の 定義が 藏 されて ゐる。 これに 反して 彼の 1 愛 歌の いかに 非人 格 的で ある 

よ。 彼 は その 『アダムの 子お』 に 於て ^愛の 赤裸々 なる 當體を 披^した。 ニュ I  • ョ， クの 生活に 於て、 彼 は 公娼 制^ 


が 如 W なる 慘害を 人 II の 生活」 及ばす か を 見て、 資娼 制度 取締りの 爲 めに 叫んだ" か、 る 事實が 或は 彼 をして 性慾 詩 を 

敢 てきめ た i になった ので はないだら うか。 彼 は 健 全なる 性 S みが 人類の 未來に 正しい 約束 をな す もので あり、 

從 つて それ を 襲す るの は 蒸で あるの さら I 爲で なければ ならぬ と 感じたら う。 然し その BE すら、 二三の も 

の を 除く 外に は、 極めて 抽象的な 表現 を 求め 得る に過ぎない。 

生して から 二十 九 年 I 潔 1$. 活、 それ は 彼の やうな 鐘に ある ものに 取って は、 寧ろ 珍ら しい 生活であった と 

いって 彼 は 三十に して 霞が 旣に 白くな つた けれども、 その 心臓 は 小皺 一 つなく 張り切って ゐた。 而 して 南方-一 ュ 

I オルレアン ス 市からの 招致 を 受けて クレプ セント 紙の 記者と なる 爲 めに 一人の 弟 を 伴って 南に 下った。 

彼よ 元來奴 1 廢止 運動の 熱情 家. たった。 彼の 詩 "ヨ I き ney= はこの 熱情 を 紙面に たきつけて ある。 南方 は 奴 i 

別 ^擁護の 本陣 だ。 そこで 彼が 如何なる 程度に 自分の 主張 を 徹底した かそれ は 知られて ゐ ない。 然し 恐らく 彼 を^も 牽 

きつけた もの は、 そこの？ I な氣 候と 南 歐の血 を 多量に 交へ た 人々 の 生活と だったらう。 彼の 太陽、 少年 時代 ロンゲ .ァ 

イラン ド S を 仰いで、 その 胸の 中に 深く 吸 ひこんだ 太陽の 光が、 内外から 彼を 櫟り はじめた の だ。 恥づ かしげに， 

しかめて、 手 建 沙汰ら しく あたり を 見 ま はす 彼の 可憐な 姿が 私の 眼に は 映る。 彼 は 三月に 行った。 而 して 突然 五 3 に 

そこ を 去り、 中部 諸 州 を 旅行して 北部に 歸 つた〕 彼 は 固より 借金 を 綺麗に する 爲 めの 出稼ぎに そこに 行った の だけれ と 

も、 その^ 去の あまりに 速 急だった のに は 謂れがなければ ならない。 

恐らく こ、 で 彼 ま 始めて 戀を 知った の だ。 彼の 晚 年の カムデンの 生. 沾に 於て、 寻 トラウベ ルに その 時代の 生活の 吿 

白 をな す 約お をした にも か、 はらず、 遂に それ を 架さなかった。 或る 置 者の いふと ころに よれば、 その 讓は彼 自身 

の爲 めで はなく、 對 者に 洞 人的の 累を 及ぼさん こと を-恐れ たもの らしい。 それ 故 彼の 情人 は旣婚 の^人だった らうと 想 

资 さして ゐる。 彼 はたに 搮 りよる ことの 出来ない 暗示と して 次ぎの 言葉 を サイ モ ンズに 告げて ゐス。 

「若？ 壯年 時代、 中年 時代、 南方に 住んで ゐた顷 の 私の 生活 は、 おもしろ を かしく 肉的な ものであって、 疑 ひもなく^. 

J ゝ .）>  一二 
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の 非難 を受 くべき ものだった。 結婚 はしなかった が、 六 人の子 を擧 げた。 I 二人 は 死んだ I 南部に 生活して ゐる 

一人の 孫 は、 時折り 私に 手紙 をよ こす I 或る 事情 (それ は 彼等の 財産と 利益と に關 係して ゐる〕 の爲 めに、 二人 は 

親しい 問 柄で ある ことが 出来ないで ゐ る。」 

、ら 

けれども 彼の 詩集の 全部 を 通じて、 父親と しての 彼の 喜びと 歎きと は 全く 玆ふ ことが 出来ない。 彼 は それ 稈 自分 を晦ま 

す ことの 出来る 詩人だった らう か。 それ故に 又 或る 傳 記者 は、 六 人の子 を擧 げたと いふ 彼の 告白 を 不思議な 詩人の ハ ル 

シネ 7 シ ヨンの 一 つに 考 へよ、 つと もして ゐる。 

ョ ヶ月に して 突然 そこ を 去った 彼に は、 痛ましい 事情が 潜在して ゐ たのではなかった か。 『搖り 動き やまぬ 搖籃 から』 

を讀む もの は、 そこに 迸り 出た 激越な 感傷の 裏に 或る 手蔓 を 見出し 得ないで あらう か。 

詩人が 戀の味 を 知る の は 虎の子が 血の 味 を 知った に 等しい。 彼が 再び -I ュ； ョ， クに歸 つて 新聞記者と 建築 請負と り 

業務に 從 事す るに 至った 後、 その 本然の 氣稟は はじめて 萌え出で はじめた。 彼の 表現 は 在来の 舊 套を脫 して はじめて 彼 

自身の ものと なって 來た。 三十 四 歳の 時、 彼 は その 手帳の 中に かぅ窗 いて ゐる。 

「その 大望と いふの は、 文學 的な 若しくは 詩的な 形式に よって、 妥協す る ことなく、 私自身の 肉體 的、 感情的、 潸德 的、 

理智 的、 並びに 詩的な 個性 を 忠實に 言葉に 表現し ようとい ふこと だ I - この 年代、 この 土地に あって、 特殊な 個性 を 

今まで の 如何なる 詩人よりも、 如何な ろ 書物よりも、 更に 確實で 普遍的な 意味に 於て 探究 I よ. つ と い ふ こ とだ つ た。」 

この 言葉 は 一 つの 立派な 宣言で ある。 彼 は その 中に 近代 入た る 彼 自^ を 的確に 摑ん でゐ る。 彼 は 永遠の 爲 めに 書か ~っ と 

はしなかった。 彼 は 永遠 を醫 かう と はしなかった" 彼 は 第 十九 世紀の 亞米利 加に 生れ、 彼に のみ 許された る 生活環境に 

ある 彼 自身 を、 赤裸々 に 表現す る こと を 唯一 の 心がけと した。 彼 は 時代と 場所との 如何なる 接會 點 にもし つくり あて は 

まり 得る 彼 を 創立しょう とする よりも、 定められ たる 環境に あって、 思 ふ 存分に 育ち 上り、 その 育ち 上った 自分 を 誰も 

が 表現し 得ない やうに 的確に、 特殊に、 譃僞 りなく 表現し よ-つと 決心 をした の だ。 而 して その 決心の 關 はる 節： 園に 於て 


^憾. ^く 成就した の だ" それ故に 彼はコ スモ ボリ タンで あると 同時に 地方 的で あり、 超越 的で あると 同時に 俾見 的で あ 

り、 入で あると：！： 時に ^ふ 方な き 一個の ホヰ ット マン だ" 彼 は 遂に 理想主義の 幽靈 たる ことから 彼 自身 を 救った。 概念 

の奴隸 たる ことから 彼 自身 を 解放した。 人々 は 恐らく この 詩人の 地方 的で あり 僻見 的で あり 餘 りに ホヰ " ト マ ン である 

の に^く かも 知れない。 然し 私 は 彼の この 明かな 標示に その 詩の 特徵を 見る。 それ は 無限の 大空 を 背景と した 一 つの 星 

^の莊 ^と 微妙と を ^想させる。 彼の 傍らにあって は、 バイ ロン もシ ユレ，' も、 ブレ T ク さへ も影 薄き 理想の 燐光に^ 

ぎない。 

j 八 五 五 年： 皮の 三十 六 歳 は 彼に 取っても 文學 そのものに 取っても 忘れ 得べ からぬ 年であった。 不思議な、 これと いつ 

て 何 を： H でかした ともない、 家族の ものに も 依體の わからなかった、 大男の 口，' ファ ー はこの 年に 十二の 詩を收 めた 九 

十四 頁の 小 詩集 を 世に 提供した。 『草の葉』 (Leaves  of  Grass) がそれ である。 ボ ー マノックの 汀 沿 ひに， ブル ゥ クリンの 

^騷の 中に、 南方 及び 西方 諸 州の 放浪の 旅の 中に、 彼が 蓄へ來 たった 一 見無統 一 な 平凡な 生活 及び それに 對 する 特殊な 

整頓 法と 省察、 その 詮じ つまった ものが この 詩集だった。 彼 は その 當時 亜米利加 人に、 彼等の 用 ひなれ た 言 藤と、 彼等 

に 本質的な リズ ムと、 彼等 を 裏書きす る 感情と を 以て 話しかけた のであった けれども、 それ は 恐らく 彼等に 取って 餘り 

こ 近 か 過ぎた ので あらう。 彼等に は それが 彼等の 詩で ある ことが 判らなかった。 彼等 はや はり、 前 時代の 言葉が 彼等の 

詩 だと 思 ひこんで ゐ たらしく 見える。 詩集 は 讀者を 得なかった のみならず、 侮蔑 を 以て 報いられた" 

$ し 彼 は それ を 恐れなかった やうに 見える" 何故なら 彼 は 彼の 見出した 道が 唯一 の 道で あるの を 明かに 感知して ゐた 

から。 而 して 彼 は神經 衰弱 者の やうに 噪 急ではなかった から" 彼 はもう 堂々 と 歩く。 彼 は 凡ての 人に 好意 を 持つ。 彼 は 

何 勿 こ. も 拘束され ない 口 ー フマ i の 自由 を 以て、 彼の 時代の 信仰の 開基で あるの を 知り 拔 いて ゐた。 七十に 垂ん として 

彼の 書いた 囘想 は、 實に その 當 時の 彼の 心だった らう。 

「私 は溫 和な 推賞の 言 紫 も、 大きな 金錢 上の 報酬 も、 或は 現存の 流派 や 習俗の 承認 を も 期待して にゐ なかった。 成就 か 
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半 成 か 知らないが、 私の 仕事の 全體に 封す る 慰藉と なる もの は、 私の 衷 にある 魂 以外の 影響に 少しも 累 はされ る こと 

なく、 私ら しく 私の 云 はんとす る こと を 云ひ盡 し、 而 して それ を 兑當 ちが ひ をせ ずに 書き記した 點 にある。 —— その 

價値 如何 は 時が 定める だら う。」 

「詩と しての 『草の葉』 の 背景に 私 は 習俗 的な 主題の 凡て を 担んだ" 持ち合せの 修飾 はしなかった。 戀と戰 との 取つ と 

きの 構想、 蕩^ 界の 詩に 現 はれる 稀代の 人物、 そんな もの はない" 云 ひ 得べ くんば、 單に 美化の 爲 めに したと いふ も 

の は 更にない I 傅. 說、 神話、 口， マンス、 麗句、 韻律、 そんな もの はない。 然しながら 新たに 成熟し つ X ある 十九 

世紀の 人類 生活、 普遍的な それ、 而 して 殊に、 現在の 合 衆國に 於け る 多数の 事例と 業績との 凡て」 

これで あつたの だ。 彼 はか.^ る 主題が 他國人 によつ て 無視せ ら れ、 他の 時代に よつ て 棄却 せ ら れる の を 顧る 暇が なかつ 

た。 そこに 云 ひ 得べ くんば 彼の 弱 if は ある。 然し そこに 云 ひ 得べ くんば 彼の 力 は ある。 彼 は 明かに 一 つの 時代と 一個の 

人 問と を 時 問と^ 間との 交叉 點 に^: 彫りに したの だ U 

仕事場 を 持った 彼 は 太當の 生活ら しい 生活に 這 入って 行った U 生活に 實驗 的と いふ ことがあって はならぬ。 そこから 

は 本當は 何もの も 生れて は來 ない。 然しながら 從來の 彼の 生活に、 結果に 於て、 實驗 的と いふ ことが 出来ない とするな 

ら少 くと も經驗 的であった。 彼の 意識の 中には、 何ものに か 役立た せる 爲 めに 生活 を 導く とい ふやうな ところが 無いで 

はなかった らう。 大きな 意味の 徒弟 牛： 活は 彼の 何 所 かに 膠着して ゐ たやう に 見える。 然しながら 彼 は 今 生活 そのものに 

這 入れ込んだ。 生活に 這入り込 むこと、 それ は 如何に 難事で あるよ。 凡ての 技術に 於て 玄人と なる の はま だ 達し 易い。 

然しながら 生活に 於て 玄人 となる の は 生处を 賭しての 冒險 である。 動と もす ると ミイラ 採りが ミイラに なるべき 危險な 

境地 だ。 そこに は 十分の 智慧と 決意と 架斷 とが 要望され る" 多くの 人 は そこに 這入り込 むと 同時に 自分自身 を兑 失つ て 

しま ふ。 況んゃ 生活の 玄人と なって しかも 淸淨な 素人の 美 點を失 はぬ こと、 それ は 妻と なって 處 女性 を 死ぬ まで 失 はぬ 

女性の 稀れ なる が 如く 稀れ だ〕 彼 は 然し か、 る. 1 れ 業の 名人だった" 彼 は 結^ 本質 §な 口 ー フ 71 だった の だ。 四十 二 


の 時、 彼 はかう！ Si きつけて. H 分に 云 ひ 聞かせた" 

「この 日、 この 時、 私 は 純潔で、 完全で、 お だめ かな-血液 を 持った 雄々 い 肉^の 所有^で あるべく 決心した。 水と^ 

淬の牛 現の 外 は 凡ての 飲料 を 避け、 凡ての 油氣の 多い 肉 ゃ晚ぃ 夜食 を 禁ずる ことによって、 淨 化され、 聖別され、 精 

神 七され、 カづ けられた 肉 ^ビ… • 四月 十六 日」 

肉體 から はじめて その 陣容 をと、 のへた 彼 はや はり 彼らし いと 私 は 思 ふ。 それによ つて 私 は 彼の 心臓の 武者ぶ る ひを感 

ずる ことが 出來 る。 

彼 の 生涯が 入 知れず か V る 曲折 を 描いて 廻旋 する 間に、 その 祖國は 彼に 無上の 舞臺を 提供した。 米國は 世界の 環視の 

いに、 一 つの 飛躍 をな すべく、 餘儀 なくされ たの だ。 如何なる 經濟的 事情が その 背後に あつたに せよ、 彼女 は 人類 的 正ぎ 

を 意識して 解剖 刀 を 自分の 横腹の 腫物に 凝せ ねばならな、 なった" リンカ ー ンは その 主治醫 として 選 まれた。 北方の ノ 

^主義者 達が 叫んで やまなかった 奴隸廢 止の 實.. 仃が 驟爭の 形に 於て 結^され たの だ。 米國は 最後の 結合 をな す爲 めに 先 

づヶ滩 しなけ ちょなら なかった。 彼は戰 爭に參 加した 弟の 負慯を 聞いて、 蓖事を 放擲して 南方に 向った が、 一度 戰爭の 

悲慘を 見る や 更に 葸事を 放擲して 慯病 者の 看護に 從 事した。 彼 は そこに 母で あり、 兄で あり、 友であった。 その ゆる や 

かな 粗^な 親切 は晴ぃ 病院の 寢臺の 列の 上に 日光の 如く 暖かつ で。 彼 も 亦 暖められた。 彼の 看護 生活 は 二十 ヶ月の 長き 

に 瓦り、 六 百度^ 院を 訪れ、 八 萬から 十 萬の 間に 達する 傷病兵に 接した の だ。 而 -て さすがに 健全 無比だった その 肉體 

も 打^ を^け て 一 部 的の 术隨を 起す に 至った。  ー 

ワシントンに 於て 彼 は ォ.コ ンナ ー 、ポロ ー ス其 他の 知己 を 得て ゐた爲 め、 内務省 附 きの 書記に 採用され て、 兎に角 定 

收入， -得る ことが 出来た。 それ は 彼に 取っての 一 つの 安全な 繋船だった。 役所の スト ー ブと燈 火と を 利用して 夜晚 ま 

で讀 S し^る 樂 しさ を、 如何に 自^ら しく 彼 は その 母に 書き送つ たか。 ォ * コンナ ー 夫婦 も 彼に とって はよ きサ マリヤ 

入であって、 彼 は その 求に 寄寓して 樂 しい 朝夕 を 過ご 一， ことが 出來 た。 彼が ビ ー タ I ドイルと 知った の もこの^ のこ 
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とで あらう。 或る日 ボ 口  ，スを 訪れた 歸 りの 電車 は 夜に なって 雨だった。 彼 は 客と いって は 自分 一人 だけの 電車の 中 

で 阜掌 をして ゐ たこの 男と 近付きに なった の だ" ドイル は 南 軍の 兵士で 負傷して 捕虜に なった アイ ルラ ンド 、だつ，. こ。 

ドイル は 無學で 詩な ど は 勿論 解らない 男だった らしい。 けれども その 暖かい 質朴な 心臓 は 直ちに 彼 を 引きつけ てし まつ 

たらしい。 彼 は 死にまで ドイル をべ ー トく といって いつくしんだ。 

この 上な く 平和な 彼 は 『草の葉』 の 著者で ある 爲 めに 内務省から 罷免され た。 ォ. コンナ f がその 事實に 憤激して 彼 

の爲 めに 辯 護の，^ 傳を謦 いた。 彼に 對 する まとまった 辯 護の 聲は 恐らく これ を以， て嚆 矢と する だら う。 彼 はまた 友人の 

世話で 大藏 省に 職を馎 た。 得なければ ならなかった 程 彼の 詩集 は 賢れ なかった の だ。 

彼の 四十 七の 時 彼の 親愛の 的なる リンカ〜 ンは 戰亂の 凡ての 血 を 負うて 儀 羊の 如く 屠られた。 而 して その 屍の 上に 新 

らしい 米國の 生活 は 建設せられ はじめた。 彼 は それらの 凡ての 印象 を 『鼓 聲』 (Drum-taps) と 『自選 日記』 (specimendays  in 

America) とに 傾注した。 果して 奴隸廢 止が 戰爭 によって 遂げられ るか を 彼 は 迷った ことがあ つたが、 而 して 南 軍の 威 

勢 は 一 時 彼 を 迷 はせ るに 十分で あつたが、 遂に 北 軍の 勝利が 達成せられ るに 及んで、 彼 は 流血の 償 ひが 辛うじて 遂げら 

ナ たの を 感ぜずに は ゐられ なかった。 彼 は 確かに 或る 昂奮に あった 0 彼 は 聲を大 にして 世界の 歡 びの 爲 めに 叫んだ" 

然しながら 彼の か \ る 昂奮の 蔭に は、 彼の 一 身に 取っての 悲劇が 人知れず 演ぜられて ゐ たの だ。 ォ. コンナ ー 夫人の 

囘想 記に よれば、 彼が 四十 五の 年 (卽ち 一 部 的の 不隨 性に 襲 はれた 年)、 彼 は 一 人の 女性 を 知った。 而 して その 女性が 彼 

に與へ た 友情 的な 手紙が、 不阖 その 良人の 手に 落ちた 0 良人 は 憤怒と 嫉妬から 衆人 稠 座の 中で ホ ヰット マン を 詰責した。 

その 女性 に^して 愛敬 を 感じて ゐたホ ヰ.' トマ ンは、 この 事實 があって 後 深く 彼女に 同情した。 彼 はこの 事件 を ォ. コン 

ナ， 夫人に 告げて 「若し 彼女が 妻でなかった ならば 立 どころ に 彼女と 結婚す る だら う」 といった 位だった。 『アダムの 子 

等』 の 中に ある 「群衆 —— その 海原の さかまく 波間から」 (笫 ー卷參 照) なる 詩 は、 この 女性に あて、 彼の 歌った ものと 

考 へられて ゐ る。 


彼 はこの 「白 哲で鸢 色の 眼と 髮 毛と を 持ち、 やさしく 柔和な、 いかにも 女らしい 小肥りな 女性」 に^して、 長い ss 心 

C 中に 深い 苦悶 を 味った やうに 見える。 その 爲 めに 彼 は 己れ の 愛着 的な 性情 を詛 ひさへ もした。 この § は 多分 彼の 四 

十九の 頃まで 持ち 續け たらしい。 その 頃の 手記、 

「，くよ ちな 子^じみた 自己 僞瞞、 實際對 者に は 存在せ ず、 自分にば かり 存在して ゐ たもの を 空想し、 悉く 自己に 溺れ 

て 偽瞞を 重ねた こと、 而 して その 私の 弱 n il か 5 最大の 弱 所 缺點を 注意せ よ。 けれども 常に^  (こ、 に は P 字が i 

されて それが 抹殺され てこの 數 字に 取り代 へられて ゐる) に對 して は 親しみの 氣 持と 態度と を 持て。 然しもう 彼女 を 

追 ふな。」 

「冷 諍な、 溫 和な、 (感情 を 表 はすより は) 變り のない 態度 ——- 貧しい 人に 與 へよ II 誰に でも 合力せ よ II 犯罪者と 愚 

かものと の 卑しい 人々 全 體に對 して 寛大で あれ —— しかし 少しく 語れ II- 言ひ譯 をす るな —— 祕密を 漏らすな II 洒 

落 をい つたり、 言葉に 綾 を かけたり するな。 或は 諷刺 的な 挿話 をす るな。 (普通の 場合に は) 論爭 せず、 理窟 をい ふな。」 

「七月 十七 日 

&ん としてもかん としても 私自身 (と 私の 動靜) を この 不斷の 絕大な (而 して 絕大 な) 動亂 から 引き放す の は 大切な 

こと だ。」 

「い、 へ」^^. Iri^sii^ い^い C 或は X 一字 缺〕 しまい。 今後 は 決して (如何なる 事情が あらう とも 決して) 彼女 を 

a まい、 彼女に 會 ふまい、 彼女に 話しな り 云 ひ 開きな り をし まい — 生きる 限り、 今から、 い *5 なる 會見 もしまい。 

.5 年 七月 十五 日」 

* ヰサ トマ ン 詩集  六 〇 九 


お 島武郎 仝^ 笫四卷  六 一 ◦ 

「彼の^ 情 その他 は、 彼の 愛慾、 友情な どが 酬 いられよう とも、 酬 いられまい とも、 それに 關係 なく 彼の 中に 完ぃ。 

H 然に 於け る 完全な 樹ゃ 花の やうに、 彼 は 生長し 彼 は 花咲く。 11 それが 讚嘆の 眼で 眺められようと、 全く 人知れぬ 

荒野 や 森林の 中に あらう とも。 

皮の：！： 體 である 大地 は それ 自身の 中に •： 兀 全で、 隱れ たる： m 的に 對 して 生命と 力と を溢發 する 生長の 凡ての 過程 を 包 有 

して ゐ る。」 

「愛 潢的な 性情 を 押へ つけろ。」 

「それ は 多すぎる —— 命 を さ いなむ ば かりだ」 

「この 病的な、 熱烈な、 均り 合 ひのとれ ぬ愛脔 性と いふ 奴め。」 

私 は これらの 言葉に 附加 する 必要 を 見ない。 

m 忠實な 彼の 硏究 者なる ェ モリ 1*ホ ロウ MI  (Kmory  Holloway) のホ ヰ" トマ ンの戀 I ^關 係に 對 する 意 兌を附 加して 

おく。 

「『これらから 私の 考 へる ところに よれば、 ホ ヰヴト マ ンは 夫婦 關係を 結ぶ の は 彼に 幸す る もの だと は考へ 得なかった 

お、 彼の 自由 を 愛して ゐた" 若し 彼が 苟も 結婚して ゐ たら 彼に 取っての 大きな 誤謬であった らう。 彼 は 私に 云つ 

て^かせ た。 彼 は 妻 を 持つ 人々 を 羨み はしない が、 その 子供達の あるの を 羨む と 云々』 (ォ .コ ンナ ー 夫人の 言葉) 

この ホヰッ トマ ン の信據 する に 足る 戀 愛の 事實 から 讀者は 次ぎの こと を 注意す るに 難く あるまい。 それ は 彼が その 情 

人と して 旣^ の 女性 を 選んで ゐる とい ふこと だ。 か \ る 婦人 又は か、 る 婦人の 幾人 かによ つて 彼が 子供 を舉 げたと す 

るなら、 彼が サイ モン ズ になした 吿 白の 謎の やうな 言 紫が 明瞭に なって 來る。 それ はかう いふ こと だ。 この 悲劇的な 

一二 角關： 糸の 當事者 達 は、 事件に か& はりの ない 子供の 法律上、 社會 上、 及び 財產 上の 利益の 爲 めに、 彼等 自身の 個人 


的^^ を^ 牲 にして、 事 を 祕密に 葬る ことに 一 致したら うとい ふこと だ。」 

彼の 女性に 對 すろ 態度が この やうであった とすると、 それ は 從來の 結婚 制度、 家族制度に 對 する 由々 しい 成 脅 だとい は 

なければ ならない。 さりながら、 それ は從來 支持され た 制度に 對 する 成 脅で あるが 故に 惡 であり 得ねば ならぬ か" こし 

は 問^で ある。 その 解決の 將 來に殘 さるべき 重い 問題で ある。 男と 女と 子供と が 結婚と いふ 《荷 から 解放され る 時の や 

がて 到來 する の を 私 は豫感 せずに は ゐられ ない。 而 して 私と して は耍 求せ ずに は ゐられ ない。 この 要求に は 何 かの 櫞會 

に 於て 更に いひ 及ぶ ことがある だら うと 思 ふ。 

ホ ヰプト マ ンが 潜らねば ならなかった 內 外の 大きな 事件 殊に その 悲戀 は、 彼に とって 優れた 冬數の 詩の 母胎 をな した。 

一 八 六 四 より I 八 七 〇fE 後の 諸 ti: を讀む もの は、 その 中に 醸された 豐醇な 詩 味に 打 たれずに は ゐられ まい。 彼の 贾 W は 

段々 認 A られ 始めて 阈內 にも 英凼 にも 多くの 才能 ある 契合 者 を^ 出す に 至った けれども、 彼 は 底お い 孤^の 寂^の 中に 

あつたの だ。 

五十 g: 歳の^、 正月に 局部 的な 中風 症を發 し、 遺書 を 作製した とい はれて ゐ る。 この 永久に 若い 詩人に も、 あの 物 さ 

びし ぃ晚 S の 風が、 しめ やかに 吹き はじめた の だ。 彼 は 自分の 職務 を 捨て、 ワシントンの 胸 友達と 袂を 別って、 北方の 

す 海 3i に^ 地べ く 旅程に のぼった が、 フヒ ラデル フヒャ で 病が 急に 重った ので、 その ま、 弟の 住んで ゐる カムデンに. 一寸つ 

て その 家に 身 をお いた" その 當 時の カムデン は、 無力な もの や、 嫌 はれもの や、 隱捷 者が 隠れに ゆく やうな^ さな？ た 

つた。  - 

S と 病と 老^と が 彼に 迫った。 然し 大きな 彼の 心は靜 かに 雄々 しく それ 等 を 受け取って 震へ なかった。 以前から おの 

^ハ， おんで 天啓の 如く 傾倒して ゐた アンつ キルク リスト 女史 は、 彼の 淋しい 孤躅の 生活 を 知って 英國 から 移住して 來て 

$1 婚 したいと 申出た けれども 彼 は それ をも靜 かに 担んだ" 彼 は その 唯一 の 所有なる 自由 を 固く 擁譴 したの だ。 皮の 

は 年を^る に從 つて^々 光蹿 を^した。 それ は 段々 神々 しい 自然 を附 加して 來た。 彼 は その 同體 なる 大地の 方へ と^ 附 
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いて 行った。 而 して そこから、 一層 深いと ころから その 力 は 湧き はじめた。 淸 澄な、 大きな、 凡ての もの を 暖かく じつ 

と 包み こむ やうな 力が 彼に 光镩を 加へ た。 『コロン バスの 祈 禱』、 『宇宙 的』 とい ふやうな 詩 は 五十 五の 時の 所產 だ。 心 

から 彼 を 慰める もの も 亦 彼 3 周 園に 集った。 ギルクリスト 女史 は 遂に フ t ラデル フ t ャに居 を 構へ て、 彼の 時々 の 訪問に 

氣 持の よい 闥藥を 提供し、 ティン パ タリ ー ク なる スタブ フォ ー ド家も 亦 彼の 爲 めに 門の 戶を 喜んで 開いた。 而 して、 そ 

れら にも^して 彼を惹 きつけた もの は その 幼な なじみの 自然 だつな トラウベ ル との 談話に 於て、 彼は絕 えず 自然から 

の 交渉 を 綿密に 告白して ゐる。 

彼が 六十 111 の 時、 彼の 詩の 最初の 承認 者で あり、 同時に 兄の 如き S であった ェ マ ソンが 死んだ。 

「美しい 男、 自分自身の 上に 立脚し、 凡て を 愛し、 凡て を 抱擁し、 而 して 太陽の 如く 健 かで 朗らか だ。」 

と 彼 は その 友 を：^ 想して ゐ るが、 それ は その ま、 彼の 肖像 畫で あらねば ならぬ。 

六十 五の 時、 この 稀代の 口， ファ ー も 自分の 巢を i クル 街に 構へ た。 而 して 一八 九 二 年、 彼が 七十 三 の 三 月廿 六日 徴 

雨の 午後に 靜 かに 死 を 死んだ。 

私 はこの 短 かい 彼の 小傳を 書きながら 考 へて ゐる" 私の 眼の 前に は、 ゆるんだ 輪廓の、 微笑 を絕 たない、 放牧 時代の 

父 長 じみた 大きな 一 人の 男が アキ ンボ をして 見下ろして ゐる。 私 は 彼に 見ド ろされ る ことによって 何ん の 怖れ も 感じな 

い。 却って 或る 心 强さを 感じる。 彼 は 十九 世紀に 生きて ゐた 亜米利加 入 だ。 然しながら、 二十世紀の 日本の 私の 机の 前 

に 立つ の を 見て は 全然 不 似合で はない。 悠久な 人類の 生活の 間に 一人の 彼が 現 はれた とい ふの はい-。 全然 彼の 現 

はれ 出ない のを考 へる の は、 やはり 私 を 淋しく させる。 私 は 彼が 『草の葉』 の 第一 版 を 世に 問うた 頃と 覺 しい 肖像 畫が 

好きだ。 軟 かい 緣 鹿の 帽子 を や X 斜めに かしげて、 その 茈の 蔭に、 その 眼 は 少し 細められて ゐる 11 それ は 彼の 眼に 觸 

れる もの、 角々 しさ を 削り取らう とする やうに。 その 眼 は 大きく はない。 然し、 美しい 曲線 を 以て、 小さな 澄んだ 池が 

ある やうに 皮 51 によって 圑 まれて ゐる。 その 鼻の 線は豐 かで 力強い。 偏 固さ を すら 語って ゐ ないで はない。 口 は 短い 


鬚と 楔形の^と で圍 まれて ゐる。 この 口 こそ は 彼 を異敎 徒にす る ものに 相違ない。 それ はさして 大きく はない が 見れば 

見る お 肉感的 だ。 一味の 淫ら ささへ 持って ゐる。 これが 彼の 顏を 卑俗に すると 同時に 抵抗し 難く 親しみ 易く する。 その 

喉 は^ 固で 形よ い。 それが 男らしい 肉 付の 肩に すわりよ く乘 つて ゐる。 霄 白の シャツの 胸 を はだけ て輕く アキ ンボ をし 

て 立って ゐる。 (さう だ、 彼 だ、 今肇 執りつ X ある 私の 前に 立って ゐ るの は。) 何とい つても それ は 無類に 兒 事な 一 つの 

男の 典型 だ。 いつでも 靜 かに、 いつでも 深く、 見え をし ないで、 凡て を 受け入れながら 嘗て 肖 分 を 失 はず、 一ゅ 々々大 

地 を 踏み しめて、 この 大 W は 自然に 老 い ながら 大道 を遙か 遠く 旅 して ゆく。 

完 きを 一 人の 人に 期す ると ころから 錯誤 は 生ずる。 彼の 弱點を 見出す こと は 極めて 容易な こと だ。 何故なら 彼 位 ，nr 分 

の 弱 ii について 無 ffls な^はなかった から。 彼の 詩が 缺點 に滿 ちて ゐる といった ところが、 恐らく 彼 は 喜んでうな づく 

だら う。 然し 彼が なし 遂げた 出發 點 をつ くるに あたって、 彼 以下の 缺 il です まし 得る 人が 何人 あるか を考 へて 見よ 5 で 

はない か。 彼 は 凡ての 詩人が したやう に、 極めて 單 純な バラ， ドの 形式に 於て 作詩し 始めた。 それから 彼 は 怯 づくと 

スタンザ を 用 ゆる 長 詩 へ と乘り 出し た。 然し その 韻律 は トライ メ 1 タ ー 及び テト ラメ 1 タ， の アイアン ビグ ク 形式 を 出 

でなかった。 然し 彼 は 更に 進んだ。 韻律 を 全く 捨て はしなかった け ども 無韻詩の 方へ と 進んで 行った。 彼 は それらの 

仕事に 於て 漸次 自^な 力 を 振 ふに 至った。 その 時代の 彼の 詩の 或る もの k 如き は、 ビク トリ ャ 詩宗の 誰に 比しても、 さ 

して 遜色の ない ものと いふ ことが 出來る だら う。 けれども 彼 は 更に 一 ^ 進み出た。 而 して 彼に 特有な 主題 を 自家 案出の 

不規則な 形に 於て 表現し ようと 試みた。 それ は 然し 失敗に 近い 結果 を 招かねば やまなかった。 彼の 内部の 生活が 明らか 

に 彼.！： 身 を 生み出して はゐ なかった から。 そこに 彼の 詩の 混亂 時代が あった。 その 詩 は 寒く 形式に 整って 内容に 亂れた 

り、 內容に 熟して 形式に 敗れたり した。 しかも 彼 は 徐ろに 然し 絕 間な くそれ を 鍊 へに 鍊 へた。 在来の 表現の 凡ての 形式 

から 返かねば ならぬ こと を餘 儀な くされた。 何故なら 彼の 不斷 の鍛鍊 によって、 彼の 特異な 侗 性が 全く 特異な 表 现を必 

耍 にす るに 至った から。 彼の 態度 は 定まった。 その 態度に 特有の リズムが 生じて 來た。 彼の 感情 を 存分にい ひ 現 はす 
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べき 行の 長さが 生じて 來た。 そな 大地 t 草木. I ずる tg§ 彼の 個性から 生じて 來た。 かくて f なる 世界 

は、 新たなる 一 つ SI つ I つたの だ。 而し てかき 囊 I 儀な くした 彼の 個性が 暗い 生活から 秦の is の 

中で、 如何に 調合せられ 如何に 醱酵し たかを 思 ふ 力い^-  し 

彼の 4 と缺 fl 摘す るの は 可能で また 當然 せらるべき こと だ。 然しながら その 詩形が 詩人の 好奇心から 

きい ふ 人が あるなら、 その 人 は 人間 S 生活に 潜んで 働いて ゐ f ズ厶を 感知し f い 無能力者 だとい ふ 外 は ある ま、 

彼よ 7 ファ ，であった。 彼の 律法 は 彼の 中に あった。 環境から は 彼の i を 以て 切り？ た そのもの \ 外に 彼 S 

む ものよ なかった。 從 つて 彼 は 外 5 規約と 制度と に對し て儕値を 否定 しないと しても 、極微な 價 f り 許さなかった。 

宝 は 彼 こ 取って は 死物に 等しかった。 幼兒の 如き 素朴 さ を 以て、 彼 は， ず 自分の 髮を 公言す る。 たノ 

入の 7】 は そ S は f 時と 所と I へない 叫喚の 如く？ えたら う。 然し そ S の 中 に醫 しで ある 感情の 力" 

葉 こま i:f、D を も 動かす と 私 は 思って ゐる。 彼 は 生れた ま、 に肯 ち、 育った ま、 に 老い、 老いた まに 死ん た 

V^Iii 餘 りに 現在に 生きた。 現在の 凡て I 々きけ 入れた。 それ 故」 人 は 彼の 塞 を 以て 堆 

？ あっても 成長 のない I だった とい ふ。 或は さう かも 知れない。 彼は擺 的に 現在に 終始した が 故に、 それ を f 

す^」 準 ml たなかった やうに 見える。 時代の 不滿に 法 意して ゐ ないで はなかった。 然し 彼 は蠢の 人が ある や；^ 

それに 對 して 執 lis 度に 出でなかった が 故に， 時代の 不合理の 一 つ を だに 嘉に 霞し 璧 すると ころ 力， 

つたと もい へる。  - - 

け 1 どもえ I 就し f 人 はき 別に 存 する だら う。 彼 はもつ と 素朴な 續的 I 度 を 以て 人間に 向った やうに 兑 

える。 唯 彼 は 凡ての 口， フ/ が， である やうに、 自分， I ケば 決して 曖昧な ところに おく こと はしなかった f 

港り 否々 ま^に 彼の ほ 然の發 露だった。 自分の 享有 せんとす る 自由 を 必ず 他に 許す こと を 忘れなかった 

皮 はかくて 先行 者 を 有せず、 從 つて 追 隨者 I けた" 彼 SI たらん とする もの は、 その I に 彼 I 失った であ 


らう。 彼は自 3 の 中に 住む 人間の 可能性が どこまで 行き^る か を 彼 自身に 於て 表現した の だ。 

然しもう 私 は 彼 を 麯れて 行かう。 彼の 時代に は、 彼がなければ ならなかった。 而 して 今 の^代に は、 それに ふさ はし 

い^ 人が 要求され てゐ る。 人 は 常に 生きつ V 常に 死につ- -、 あらねば ならぬ。 而 して 常に 死につ、、 ^きつ i あらわば 

ならぬ。 

彼 をして 彼の 道 を 行かし めよ。 それな」 妨げるな U 私達 は 私達の 笾を 行かう。 彼 をして それ を 妨げし めるな。 
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